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JRun へよう こそへよう こそへよう こそへよう こそ
JRun は完全な Java アプリ ケーシ ョ ン  サーバーで、 安全で信頼性のある、 拡張可能な
サーバー側 J2EE アプリ ケーシ ョ ンの開発や公開に使用します。JRun では、アプ リケー
シ ョ ンの開発に使用される最新の業界標準がサポート されています。 このアプリケー
シ ョ ンは Java サーブレッ ト 、 JavaServer Pages、Enterprise JavaBeans、および HTML
ページなどのスタティ ッ ク  コンテンツ、 その他のリ ソースから構成されます。

JRun でサポート されているプラ ッ ト フォームには Windows 95/98/NT/2000、UNIX、
Solaris、 Linux があ り ます。 JRun はオープンな設計になっているので、 Apache、
Microsoft Internet Information Server (IIS)、 Microsoft Personal Web Server (PWS)、
Netscape Enterprise Server、O'Reilly's WebSite Pro など、さまざまな既存の Web サー
バーと と もに使用できます。JRun を使用して、ほと んどすべてのプラッ ト フォームに、
Web サイ ト を公開し、 動的にコンテンツを生成できます。

この章では、はじめに JRun の主な機能を説明し 、次に種々の JRun 製品について、さ
らに本書が対象とする読者について説明します。 また、 この章では、 JRun アプ リ
ケーシ ョ ンの開発に関する関連情報が記載されている種々の リ ソースについても説
明します。 
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製品の機能製品の機能製品の機能製品の機能

高度なアプリ ケーシ ョ ンを構築するために、JRun には次のよ うな機能が用意されてい
ます。

• Web 用アプリ ケーショ ンを開発するための J2EE アプリ ケーショ ン標準をサポート
します。

• Enterprise JavaBeans (EJB) 1.1 仕様のサポート 。 こ れによってユーザ独自のビジ
ネス  ロジッ クを持つ再利用および拡張可能な Java サーバー コンポーネン ト を
開発し、公開できます。 JRun による  EJB のサポートには、 ト ランザクシ ョ ン管理、
メ ッセージング、リ ソース管理、セキュリ ティ 、ディ スト リ ビューショ ン、ステート
管理、 およびパーシスタンスが含まれます。 

• Java でサーバー側コンポーネント およびカスタム  タ グ  ラ イブラ リ を開発する
ために、 Java サーブレ ッ ト  API 2.2 仕様によ って定義さ れている  Java サーブ
レッ ト をサポート します。

• スク リ プト  コード およびユーザ定義のタグ  ライブラ リ を使用して  HTML ページを
拡張するために、 JavaServer Pages (JSP) 1.1 仕様をサポート します。 

• 分散メ ッセージングをサポー トするアプ リ ケーシ ョ ンを公開するために、 Java
Message Services (JMS) 1.0 仕様をサポート します。 

• 複数のアプリケーシ ョ ン  コンポーネン ト を同じ ト ランザクシ ョ ンに含めるこ とが
できるよ うに、 Java Transaction Server (JTA) 1.0 仕様をサポート します。 

• Java サーブレッ ト  API 2.2 仕様によって定義された Java ベースの Web アプリケー
ショ ンを開発するための完璧なソ リ ューショ ン。完成した  Web アプリ ケーショ
ンは、 Java サーブレッ ト 、 JSP ページ、 HTML ページのよ うなスタティ ッ ク  コン
テンツ、 その他のアプリケーシ ョ ン  リ ソースから構成されるこ とがあ り ます。 

• 完全に移植可能な J2EE アプリ ケーシ ョ ン ソ リ ューシ ョ ン。あるプラ ッ ト フォーム
で JRun を使用して作成したアプリ ケーショ ンは、JRun を使用するほかのプラッ ト
フォーム上でも使用できます。 また、 JRun はほかのアプリケーシ ョ ン  サーバーの
ために開発された J2EE 仕様準拠のアプリ ケーシ ョ ンを実行できます。 

• 統合された Java ベースの Web サーバー。これによ り、サードパーティ製 Web サー
バーを使用しな くても、 Web アプ リ ケーシ ョ ンを公開できます。 この Web サー
バーを  RAD 開発ツール、またはシンプルな公開ソリ ューショ ンと して使用できます。

• JRun アプリ ケーショ ンの開発と 、 JRun インスト ールの管理の両方に使用できる
開発ツール セッ ト。

• アプリ ケーシ ョ ンの実行を監視するユーティ リ ティ。 これらのユーティ リ ティは、

アプ リ ケーシ ョ ンをデバッグする場合や、 コード最適化の一部と してアプ リ ケー
シ ョ ンの実行におけるボ トルネッ クを識別するために使用できます。



JRun 製品のラインナップ xxi
JRun 製品のラインナップ製品のラインナップ製品のラインナップ製品のラインナップ

JRun には、 次のエディシ ョ ンがあ り ます。

• JRun Developer 版 アプリケーシ ョ ンの開発とテス ト を行 う こ とができます。JRun
Developer 版では、 サーブレッ ト 、 JSP、 および EJB の 3 つの同時接続がサポート
されます。非営利目的で使用する場合には無償ですが、公開するためのライセンス
は取得できません。

• JRun Professional 版 サーブレッ ト および JSP を利用する  Web アプリ ケーショ ンの
開発と 公開を行う こ とができます。 JRun Professional 版では、サーブレッ ト および
JSP の無制限の同時接続がサポート されます。

• JRun Advanced 版 サーブレッ トおよび JSP を利用する  Web アプリケーシ ョ ンの
開発と 公開を行う こ とができます。 JRun Professional 版では、サーブレッ ト および
JSP の無制限の同時接続がサポート されます。さ らに、JRun Advanced 版には Type
IV JDBC ド ラ イバ、HTTP ベースのロード  バランス、およびサーバーレベルのフェ
イルオーバ サービスのサポート も用意されています。

• JRun Enterprise 版 エンタープラ イズ ク ラスのアプ リ ケーシ ョ ンの開発と公開
を行 う こ とができます。 JRun Professional 版の全機能に加えて、 JRun Enterprise
版では、無制限の EJB 接続がサポート されます。 さ らに、 JRun Enterprise 版には、
Type IV JDBC ド ライバ、 HTTP ベースのロード  バランス、 およびサーバーレベルの
フェイルオーバ サービスのサポート も用意されています。

さ らに、Allaire には、JRun アプリ ケーショ ンを作成するためのビジュアル開発ツール、
JRun Studio もあり ます。Studio の直感的に操作できる  GUI インターフェイスによっ
て、 アプ リ ケーシ ョ ンの構築に必要なツールが利用できます。 また、 JRun Studio に
よって、任意の JDBC データベースのデータの選択、 挿入、更新、 または削除を行う 複
雑な SQL ステート メン ト を作成できます。また、HTTP を通じて リモート  サーバー上
のデータベースに接続するこ と もできます。 これは複雑なネッ ト ワーク設定を必要と
しません。

JRun Studio は JRun Developer 版、 JRun Professional 版、 JRun Advanced 版、および
JRun Enterprise 版とは別売になっています。

JRun および JRun Studio の全バージ ョ ンの価格に関する最新情報については、
(株) アイ ・ ティ ・ フロンティ アにお問い合わせく ださい (株式会社シリ ウスは、 2001 年
4 月に株式会社アイ ・ テ ィ ・ フロンテ ィ アに社名変更いたしま した )。 Allaire には、
www.allaire.com からアクセスできます。
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対象読者対象読者対象読者対象読者

本書は、JRun を使用して、Java サーブレッ ト 、JavaServer Pages、Enterprise JavaBeans
から構成される  Web アプリ ケーシ ョ ンを開発するユーザを対象に記述されています。 

開発者リソース開発者リソース開発者リソース開発者リソース

(株) アイ ・ティ ・ フロンティアでは、開発者の教育、 テクニカル サポート などのサー
ビスによ りカスタマ サポート を充実させており ます。 以下にご紹介する  Web サイ ト
では、 すべてのオンライン  リ ソースにすばやくアクセスできます。

リソースリソースリソースリソース 説明説明説明説明 URL
(株) アイ・ ティ ・
フロンティ ア JRun の
サイト

JRun の詳細な製品情報および関連ト ピッ ク http://cfusion.sirius.co.jp/jrun/

JRun サポート  
フォーラム

Allaire オンライン フ ォーラムでは豊かな
経験を持つ  JRun 開発者と 連絡をと り 、
JRun に関連した数多く のト ピッ クについて
メ ッセージを書き込んだり 、回答を得ること

ができます。

http://forums.allaire.com/jrunconf/

開発者コミ ュニティ JRun による開発に必要な最先端の情報を
提供する、 オンライン  ディ スカッ ショ ン
グループ、知識ベース、技術文書などのあら

ゆるリソース

www.allaire.com/developer/

JRun 開発者センター 開発のヒント 、記事、文書、ホワイト ペーパー

に関する情報サイト

www.allaire.com/developer/
jrunreferencedesk/
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JRun 文書の概要文書の概要文書の概要文書の概要

JRun 文書は、 JSP 開発者、サーブレッ ト 開発者、 EJB ク ライアント 開発者、 EJB 開発者、
システム管理者を含むすべての JRun ユーザにサポート を提供する こ とを目的と して
います。 印刷物で提供されている場合でも、 オンラ インの場合でも、 必要な情報を
速やかに探し出せるよ う に構成されています。 JRun オンライン文書には、 HTML 形式
と  Adobe Acrobat ファ イル形式があ り ます。 

印刷およびオンライン文書セッ ト印刷およびオンライン文書セッ ト印刷およびオンライン文書セッ ト印刷およびオンライン文書セッ ト

JRun の文書セッ トには、 次の文書があ り ます。

オンライン文書へのアクセスオンライン文書へのアクセスオンライン文書へのアクセスオンライン文書へのアクセス

すべての JRun 文書は、HTML 形式と  Adobe Acrobat ファ イル形式でオンラインで利用
できます。文書にアクセスするには、JRun を実行している  Web サーバーにある  URL、
JRun のルート  ディ レク ト リ /docs/dochome.htm を開きます。

文書文書文書文書 説明説明説明説明

『JRun セッ ト アッ プ
ガイド 』

JMC を使用し た  JRun のインスト ール、 設定、 および管理に
ついて説明します。

『JRun によるアプリ
ケーショ ンの開発』

Java サーブレ ッ ト、 JavaServer Pages、 および Enterprise
JavaBeans から構成される Web アプリケーシ ョ ンの開発方法
について説明します。

『JRun サンプル ガイド 』 サーブレッ ト 、 JavaServer Pages、 Enterprise JavaBeans の
コード  サンプルおよびサンプル アプリケーショ ンを提供します。

『JRun タグ ライブラリ  
リ ファレンス』

JRun タグ ライブラリの JavaServer Pages (JSP) カスタム タグ
について説明します。

『JRun 拡張設定ガイド 』 ISP、 ISV、 および OEM カスタ マ用の JRun のインスト ール、
使用、 設定に関する情報があり ます。

『JRun JSP クイッ ク  
リ ファレンス』

JavaServer Pages (JSP) のディ レクティ ブ、 アクショ ン、および
スクリプ ト要素の簡単な説明と構文が記載されています。

『JRun Version 3.1 機能
および移行ガイド 』

JRun バージ ョ ン 3.1 の機能と、既存のアプリケーシ ョ ンをバー
ジ ョ ン 3.1 に移行する方法について説明します。

『JRun タグ ライブラリ  
クイック  リファレンス』

JRun タグ ライブラリの JavaServer Pages (JSP) カスタム タグ
の簡単な説明と構文について記載されています。
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本書で扱っている ト ピッ クの詳細については、 次のリ ソースも参照して ください。

書籍書籍書籍書籍

• 『JavaServer Pages Application Development』Scott M. Stirling 他著、Sams 刊、2000
年、 ISBN: 067231939X 

• 『Java Servlets』 Karl Moss 著、 McGraw Hill 刊、 1999 年、 ISBN: 0071351884

• 『Java Servlets: By Example』 Alan R. Williamson 著、 Manning Publications 刊、
1998 年、 ISBN: 188477766X

• 『Java Servlet Programming』 Jason Hunter、 William Crawford 著、
O'Reilly & Associates 刊、 1998 年、 ISBN: 156592391X

• 『Developing Java Servlets』 James Goodwill 著、 Sams 刊、 1999 年、
ISBN: 0672316005 

• 『Inside Servlets: Server-Side Programming for the Java Platform』
Dustin R. Callaway 著、 Addison-Wesley Pub.Co. 刊、 1999 年、 ISBN: 0201379635 

• 『Mastering Enterprise JavaBeans and the Java 2 Platform, Enterprise Edition』
Ed Roman 著、 Wiley 刊、 ISBN: 0471332291

• 『Enterprise JavaBeans』 Richard Monson-Haefel 著、 O'Reilly & Associates 刊、
ISBN: 1565928695

• 『Enterprise Javabeans: Developing Component-Based Distributed Applications』
Thomas C. Valesky 著、 Addison Wesley Publishing Company 刊、
ISBN: 0201604469

オンラインオンラインオンラインオンライン リソースリソースリソースリソース

• Java servlet API (http://java.sun.com/products/servlet)

• JavaServer Pages (http://java.sun.com/products/jsp)

• Enterprise JavaBeans (http://java.sun.com/products/ejb)

• JSP Resource Index (http://www.jspin.com) 

• Servlet Source (http://www.servletsource.com) 

• ServerPages.com (http://www.serverpages.com)
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第 1 章

JRun の概要の概要の概要の概要
この章では、 JRun および JRun アーキテク チャ  モデルの概要について説明し ます。
また、 アプリ ケーショ ンの開発および公開時に使用する 、 JRun のさ まざまな機能
およびツールについても説明します。

さ らに、 この章ではさ まざまなタ イプの JRun ユーザについて説明し、 各タ イプの
ユーザが追加情報を見つけられるよ うに JRun の文書内の参照先を記載します。 

目次目次目次目次
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4 第 1 章 JRun の概要
JRun についてについてについてについて

JRun は Web サーバーを拡張して、 Java サーブレッ ト 、 JavaServer Pages (JSP)、および
Enterprise JavaBeans (EJB) を含む J2EE アプ リ ケーシ ョ ンの開発および公開を可能
にします。 JRun では、 Netscape 用の Netscape Server API (NSAPI)、 Microsoft IIS
用の Internet Server API (ISAPI)、および Apache Web サーバー用のプラグイン  API
など、 各 Web サーバーに固有のプラグイン  メ カニズムを使用して Web サーバーに
接続します。

JRun は独自の API ではなく 最新の業界標準を使用するよ う に設計さ れているため、
使用する  Web サーバーですでに Java サーブレッ ト、 JSP、 または EJB がサポート され
ている場合でも  JRun は効果を発揮します。

また、JRun によってその他のサーバー側スク リ プト  テク ノ ロジのサポート も追加され
ます。 JRun は、 ECMAScript の完全なサポート を含むサーバー側 JavaScript、 Server
Side Includes (SSI)、およびプレゼンテーシ ョ ン  テンプレート をサポート しています。 

サーバー側サーバー側サーバー側サーバー側 Java の利点の利点の利点の利点

Java サーブレッ ト 、 JSP、 EJB は、 すべてサーバー側 Java の例です。 

サーバー側 Java には、 Web サーバー アプ リ ケーシ ョ ンの開発に非常に役立つ次の
よ うな重要な機能が数多くあ り ます。

• Java 機能の一貫性  サーバー側 Java を使用する と、 アプ リ ケーシ ョ ンで必要な
Java の機能をサーバーでサポートできます。

• 最新の Java テク ノロジ  Java 規格の進化に伴い、サーバー側アプリ ケーショ ンは
ク ライアン トの準拠レベルにかかわらず、新しい Java 機能をすぐに利用できます。

• Java Virtual Machine (JVM) の制御  サーバーはアプリケーシ ョ ンが必要とする
JVM を実行します。

サーバー側 Java は、「 Write Once, Run Anywhere (一度記述すればどこででも実行可
能 )」 と いう  Java の目的を完全に実現し ます。 制限や拘束を受ける こ とな く、 言語の
すべての機能を使用できます。Microsoft の J/Direct テク ノ ロジや Sun の RMI テク ノ
ロジを使用する場合、 これらのアプ リケーシ ョ ンを実行するためのク ライアン トの能
力を心配する必要はあ り ません。これらのアプ リ ケーシ ョ ンは Web サーバー上で実行
されるため、プラ ッ ト フォーム、オペレーティ ング  システム、およびアプリ ケーショ
ンを実行する環境のあらゆる機能を制御する こ と もできます。

Web サーバー上の Java は、 アプ リ ケーシ ョ ン開発のための真の統合ソ リ ューシ ョ ン
です。 使用する環境が完全に制御されるため、 あるプラ ッ ト フォームで開発したアプ
リ ケーショ ンを別のプラッ ト フォームに公開して、アプリ ケーショ ンを両方のプラッ ト
フォームで正常に実行できます。 
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Java を使用する利点を使用する利点を使用する利点を使用する利点

J2EE アプリ ケーショ ンの最も重要な利点は、 Java プログラ ミ ング言語で実装される
こ とです。 J2EE アプリケーシ ョ ンは Java 固有の移植性を利用して、 JRun でサポート
されているすべての Web サーバーおよびサーバー プラッ ト フォームで実行できます。

Java には、アプリ ケーシ ョ ン  プログラマにとって、次のよ うな多数の利点があ り ます。

• アプリ ケーシ ョ ンの移植性

• オブジェク ト指向プログラ ミ ング

• 標準 API の豊富なセッ ト

• マルチスレッ ドのサポート

• 自動ガーベッジ コレクシ ョ ン

アプリ ケーショ ンを  Java で開発するため、 Java プログラ ミ ング言語の利点も同時に
利用できます。 

JRun アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ  モデルモデルモデルモデル

Web でのアプリ ケーシ ョ ン開発の標準は、J2EE 仕様に基づいています。JRun は、J2EE
アプリ ケーショ ン  モデルをサポート し、 J2EE アプリ ケーショ ンを実行するための実行
時環境を提供します。 

J2EE アプリ ケーショ ン  アーキテクチャは、 3 階層アプリ ケーショ ン  モデルをサポート
しています。 このモデルはビジネス  Web サイ トの機能を、互いに独立して実装される
別個のコンポーネン トに分割します。 

3 階層モデルの階層には、 次のよ うな特性があ り ます。

• クライアン ト層  ブラウザを使用してインターネッ ト などの HTTP 接続で中間層
にアクセスする  Web ク ラ イアン ト。 この層には、 ク ライアン トのコンピュータ上
で実行されるアプレッ トが含まれます。

• 中間層  Web サイ ト のビジネス  ロジッ ク 。 この層には、 プレゼンテーショ ン
ロ ジッ ク と  Web サイ ト を定義するビジネス  ルールの両方が含まれます。 JRun を
使用して、 中間層にアプリケーシ ョ ンを実装します。 

• データ層  Web サイ トのビジネス  データが含まれる  Enterprise データ  ス ト ア。 
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次の図は、 この 3 階層モデルを示します。 

この 3 階層アーキテクチャは、Web サイ ト開発者にとって次のよ うなメ リ ッ トがあ り
ます。

• 階層または階層のコンポーネン ト を複数のハード ウェア  システムに分散して、
システムの拡張性とパフォーマンスを改善できます。

• 中間層は、Enterprise データ  スト アへのアクセスの複雑性からク ライアント を保護
します。

• Java サーブレッ ト  API は、 Java サーブレッ ト 、 JSP、 HTML ページなどのスタ
ティ ッ ク  コンテンツ、 その他のアプリケーシ ョ ン リ ソースから構成されるよ うに
Web アプリ ケーシ ョ ンを定義します。 JRun は、 Web サーバーで Web アプリ ケー
シ ョ ンを処理できるよ うにします。 

• Enterprise JavaBeans は、Enterprise データへのアクセスを共有するために複数の
アプリ ケーショ ンが再利用できる安全なコンポーネント  ソ リ ューショ ンを提供
し ます。 Web アプリ ケーシ ョ ンは EJB にアクセスできます。 または、 Web ク ライ
アン トがこれらに直接アクセスできます。

• コンポーネント  アーキテクチャでは、アプリ ケーショ ン開発を開発グループに分散
できます。 たと えば、 JSP 開発者は通常、 ビジネス  ルールの実装ではなく プレゼン
テーショ ン情報にかかわり ます。 一方、 EJB 開発者はデータのアク セスと 操作に
かかわ り ますが、 プレゼンテーシ ョ ンにはかかわ り ません。 
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JRun のののの 3 階層モデルのサポート階層モデルのサポート階層モデルのサポート階層モデルのサポート

JRun を使用し て、 3 階層モデルの中間層に J2EE アプリ ケーショ ンを実装し ます。
JRun は、 次のコンポーネン トで構成される  Web アプリ ケーシ ョ ンを開発するための
最新の業界標準を完全にサポート しています。

• Java サーブレッ ト  Java サーブレッ トは、Web サーバーにカスタム機能を追加す
るのを可能にする  Java 言語で書かれたサーバー側コンポーネン ト です。 サーブ
レッ トは、 HTTP 要求/応答モデルをサポート しており、 データのアクセスおよび
操作に使用される  EJB コンポーネン トにアクセスできるため、 Web ベースのアプ
リ ケーシ ョ ンに適合しています。 Java サーブレッ トの作成方法の詳細については、
第 3 章を参照して ください。

• JavaServer Pages  JSP によって、 HTML と スク リ プト  コード の組み合わせを
含むテキス ト  ファ イルからサーブレ ッ ト を作成できます。 ク ラ イアン ト によ り
JSP が要求される と、そのページが Java サーブレッ トに変換されます。 JSP のスク
リ プト 部によって、クライアント にダイナミ ッ ク  コンテンツを返すこ とができます。
また、 JSP から  Java サーブレッ ト、 カスタム  タグ ラ イブラ リ、 および EJB にアク
セスできます。 JSP の作成方法の詳細については、 第 3 章を参照して ください。

• Enterprise JavaBeans  EJB は、 ビジネス  ロジッ クを含む再利用可能な Java コン
ポーネン ト の開発および公開を可能にします。 EJB 1.1 の仕様は、 ソフ ト ウェア
コンポーネン ト  モデルを定義します。 これによ り、 EJB 対応のアプ リ ケーシ ョ ン
サーバーを使用して、 サーバー側アプリ ケーショ ン  ロジッ ク  (Bean) を公開でき
ます。 JRun の EJB サポートには、 Bean アクセスを制御するためのセキュ リ ティ
サービスと ト ランザクシ ョ ン、 オブジェク トのパーシスタンスが含まれます。 EJB
の作成方法の詳細については、 第 4 章を参照して ください。

JRun を使用すると 、 EJB と して実装されたビジネス  ロジッ クを  Web アプリ ケーショ ン
と して実装されたプレゼンテーシ ョ ン  ロジッ ク と結合し、 単一の J2EE アプ リ ケー
シ ョ ンにするこ とができます。Web アプリ ケーシ ョ ンは、ダイナミ ッ ク  コンテンツを
Web ク ラ イアン トに配信するために、Java サーブレッ トおよび JSP を使用して EJB に
含まれるビジネス  ロジッ クにアクセスします。

次の図は、 J2EE アプリ ケーシ ョ ンのコンポーネン ト を示します。
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JRun の機能の機能の機能の機能

J2EE アプ リ ケーシ ョ ンを開発および公開する機能のほかに、 JRun には次のよ う な
さまざまな機能があ り ます。 

• 「Web サーバーへのプラグイン接続」 8ページ

• 「拡張性」 8ページ

• 「セキュ リティ 」 9ページ

• 「セッシ ョ ン  ト ラ ッキング」 10ページ

• 「監視ユーティ リ ティ 」 10ページ

• 「開発ツール」 11ページ

Web サーバーへのプラグイン接続サーバーへのプラグイン接続サーバーへのプラグイン接続サーバーへのプラグイン接続

J2EE アプ リ ケーシ ョ ンを処理するために、 Web サーバーは JRun と通信する ク ラ イ
アン ト と して機能します。 このため、 サーバーは JRun との接続を確立させる必要が
あり ます。 JRun は、この接続を行う ネイティ ブ サーバー接続モジュールを提供します。

ネイテ ィブ サーバー接続モジュール、 すなわちコネク タは、 特定の Web サーバー、
ハードウェア アーキテクチャ、およびオペレーティング システム用にコンパイルされ
ます。 たとえば、 JRun は NSAPI を使用して、 各ハードウェア アーキテクチャおよび
JRun でサポート されているオペレーティ ング  システムに対して、Netscape Application
Server 用のコネクタを作成します。 

JRun と  Web サーバーとの接続の設定については、『JRun セッ ト アップ ガイ ド 』 を参
照して ください。

拡張性拡張性拡張性拡張性

ハード ウェアの処理能力を十分に活用するよ うに JRun を設定できます。 JRun は、
次のよ うなさまざまな種類の拡張性をサポート しています。

• 単一サーバーの拡張性  この事例では、サーバーに 1 つまたは複数の CPU が搭載
されている場合に、 JRun を単一サーバーの処理能力に合わせます。 拡張性を制御
する唯一の方法は、JRun がク ライアント 要求を処理するために割り 当てるスレッ ド
数を制御するこ とです。 

JRun は、 Java スレッ ド  メカニズムを使用して、 複数の要求を同時に処理します。
JRun は各要求に対して新しいスレッ ドを作成する代わ りに、 新しい要求のために
用意されたハンド ラ  スレ ッ ドのプールを維持します。 このスレッ ドのプールは、
Web サーバーに対してさまざまな要求が行われるたびに、拡大したり縮小します。
プール用のパラ メータは、 ト ラフ ィ ッ クの負荷と  Web サーバーの機能のバランス
を最適に保ちます。JRun スレッ ド  メカニズムの制御方法の詳細については、『JRun
セッ ト アップ ガイ ド』 を参照して ください。
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• ネッ トワークの拡張性  JRun Enterprise には、Allaire ClusterCATS が含まれてい
ます。 ClusterCATS は、 Web サーバーと  JRun サーバーの高度な有効性を支える
HTTP ベースのロード  バランスおよびフェ イルオーバのサービス機能を提供し
ます。 ClusterCATS を使用すると 、 分散型サーバーをパフォーマンスの高い 1 つの
Web サーバー リ ソース環境にま とめる こ とができます。

ネッ ト ワーク上の複数の Web サーバーをク ラスタ と して構成できます。 ク ラスタ
に含まれている  Web サーバーは、 1 つのエンテ ィテ ィ と して動作し、 その Web
サーバー上のリ ソースへの高速で確実なアクセスが可能です。 ク ラスタは、 サー
バーのビジー状態や障害によってネッ ト ワークの速度が低下する危険性の回避に
役立ちます。 ClusterCATS を使用すると 、 帯域幅、 応答の遅れ、 およびサーバーの
輻輳などの問題を回避できます。 

ClusterCATS の詳細については、『 Allaire ClusterCATS の使用』を参照してく ださい。

セキュリテ ィセキュリテ ィセキュリテ ィセキュリテ ィ

Web サイ トは、 不正なアクセスから保護する必要があ り ます。 JRun は、 さまざまな
セキュ リ ティ  レベルをサポート しています。 

• JRun 管理セキュリテ ィ  JRun は、 ユーザ名/パスワード  ベースのセキュ リティ
モデルを提供して、 JRun を管理するために使用される  JRun 管理コンソール
(JMC) へのアクセスを制御します。 JMC セキュ リティを使用する と、 JRun 管理者
は組織の開発者ご とにアクセス権を定義できます。 この場合、 開発者は JRun の
特定の領域の管理設定を変更できますが、JRun インスト ール全体の管理設定は変更
できません。 

JMC の使用方法の詳細については、 『JRun セッ ト アップ ガイ ド』 を参照して くだ
さい。

• Web アプリケーシ ョ ンセキュリテ ィ Web アプリケーシ ョ ンに関するセキュ リ
テ ィ問題に対処するため、 Java サーブレ ッ ト  API バージ ョ ン  2.2 の仕様書では、
Web アプリ ケーショ ン内のリ ソースへのク ライアント  アクセスを制御するための
認証メカニズムが定義されています。 Web アプリ ケーシ ョ ン  セキュ リ テ ィでは、
承認された Web ク ラ イアン ト のみが Web サイ ト上の リ ソースにアクセスでき
ます。 

JRun は、 Java サーブレッ ト  API 2.2 のセキュ リ テ ィをサポート しています。 Web
アプリ ケーシ ョ ン  セキュ リティの詳細については、 第 39 章を参照して ください。

• EJB セキュリテ ィ  JRun は、EJB セキュ リティの実装に関して設定可能なメカニ
ズムを提供します。各 Bean およびそのメ ソ ッ ドのアクセスによ り、Access Control
List (ACL) を使用してアクセスを許可されたユーザまたはロールを指定できます。
公開された各 Bean には、 ACL が関連付けられます。

確認するユーザ情報の種類と 内容、ロールを構成する情報、および認証の方法など
を指定できます。 このよ うな柔軟性によ り、 すでに設置されているセキュ リ ティ
方式に対応できます。 

EJB セキュ リティの詳細については、 第 4 章を参照して ください。
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セッシ ョ ンセッシ ョ ンセッシ ョ ンセッシ ョ ン ト ラ ッキングト ラ ッキングト ラ ッキングト ラ ッキング

HTTP プロト コルはステート レスです。つまり 、Web サーバーには複数の要求/応答を
通してク ライアント をト ラ ッ キングできません。ただし、JRun はク ッキーを使用して、
Web アプ リ ケーシ ョ ンへの複数の要求に対してク ラ イアン ト を追跡するために Web
アプリ ケーショ ンに情報を格納できるよう にする、セッショ ン  ト ラッキング  メ カニズム
をサポート しています。ク ラ イアン トが Web アプリケーシ ョ ン内で別のページに移動
しても、 情報は破棄されず、 ユーザ セッシ ョ ンが継続している間、 保持されます。 

JRun はまた、 ステート フル EJB を使用してセッシ ョ ンの ト ラ ッキングをサポート し
ます。 ステート フル EJB は、複数の HTTP 要求と複数のメ ソ ッ ド呼び出し全体でク ラ
イアン トの情報を保持します。 

セッシ ョ ン ト ラ ッキングには次のよ うな利点があ り ます。

• アクセス制御を実装する  Web サイ トの場合、 複数の要求に対してク ライアン ト を
追跡する と、 ク ライアン トが要求のたびにログインし直す必要がな くな り ます。

• ク ライアン トの名前を表示した個人的なあいさつ文を各ページに追加できます。

• ク ライアント をショ ッ ピング  カート に関連付けて、ク ライアント が購入する商品を
追跡できます。

JRun セッシ ョ ンの ト ラ ッキング メカニズムでは、単一の Web アプリケーシ ョ ンへの
複数の要求に対してのみク ライアン ト を追跡できます。複数の Web アプリケーシ ョ ン
への要求に対するク ライアン ト情報を追跡するには、 EJB を使用して ください。

セッシ ョ ン  ト ラ ッキングを有効にする方法の詳細については、 『JRun セッ ト アップ
ガイ ド』 を参照して ください。 

監視ユーティ リテ ィ監視ユーティ リテ ィ監視ユーティ リテ ィ監視ユーティ リテ ィ

JRun には、 アプ リ ケーシ ョ ンの実行を監視するためのさまざまなユーティ リ テ ィが
付属しています。 これらのユーティ リ ティは、 アプ リケーシ ョ ンをデバッグする場合
や、 アプリ ケーシ ョ ンの最適化の一環と して実行時のボ トルネッ クを識別するために
使用できます。 

JRun 監視ユーティ リ ティには、 次のツールが含まれます。

• ロギング  アプリケーシ ョ ンを実行している間、 JRun から情報、 警告、 エラー、
デバッグ メ ッセージなどが出力されます。JRun ロギング ユーティ リ ティは、アプ
リ ケーショ ンから、ファ イル、画面、電子メ ール メ ッ セージなど、数種類の出力先
にこれらのメ ッセージを転送できます。 ロギングの詳細については、 第 38 章を
参照して ください。

• メ ソ ッ ド  タイ ミング  メ ソ ッ ド  タイ ミ ングでは、サーブレッ トのメ ソ ッ ド とサー
ブレッ トのメ ソ ッ ドから呼び出される メ ソ ッ ドに関する実行時間を記録する こ と
ができます。 これらの実行時間は、 アプ リ ケーシ ョ ンのボ トルネッ クを識別する
ために役に立ちます。 メ ソ ッ ド  タイ ミ ングの詳細については、第 40 章を参照して
ください。
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• 接続ステータス  JRun では、JRun サーバーと  Web サーバーの接続に関するス
テータス情報が、 JRun ログ ファ イルに書き込まれます。 このステータス情報は
JRun サーバーとサードパーティ製 Web サーバーまたは JRun Web サーバー (JWS)
のいずれかの接続から取得できます。接続ステータス情報の詳細については、第 37
章を参照して ください。

開発ツール開発ツール開発ツール開発ツール

JRun のさ まざまな開発ツールには、 JRun にバン ドルされている ものと、 ア ドオン
ツールと して別個に購入できるものがあ り ます。 

JRun Studio

JRun Studioは、JRun アプリ ケーシ ョ ンを作成するためのビジュアル開発ツールです。
この製品は、 JRun とは別に販売されています。 JRun Studio は、次のよ うな強力なプ
ログラ ミ ング ツールによって開発者の生産性を高めます。 

• ビジュアル プログラミ ング  ソ ース編集に透過的に統合さ れる強力な双方向
ビジュアル プログラ ミ ング ツールによ り、 開発を促進します。 

• 高度なデバッグ ツール  高度なデバッグ  ツールを使用して  JRun アプリ ケーショ ン
のデバッグを支援します。

• HTML デザイン ツール  数々の賞を受賞した HTML デザイン ツール、
Macromedia HomeSite のすべての機能が含まれています。 

• Deploy ツール  JRun アプリ ケーシ ョ ンの公開を容易にするユーティ リ テ ィが含
まれています。 

Studio の直観的に操作できる  GUI インターフェイスによって、 アプ リ ケーシ ョ ンの
構築に必要なツールが利用できます。また、 JRun Studio によって、任意の JDBC データ
ベースのデータの選択、挿入、更新、 または削除を行 う複雑な SQL ステート メン ト を
作成できます。 また、 HTTP を通じて リモート  サーバー上のデータベースに接続でき
ます。 これは複雑なネッ ト ワーク設定を必要と しません。



12 第 1 章 JRun の概要
JRun 管理コンソール管理コンソール管理コンソール管理コンソール

JRun 管理コンソール (JMC) は、 JRun を設定するための Web ベースのツールです。
JMC を使用するには、 Netscape Navigator または Microsoft Internet Explorer のバー
ジ ョ ン  4.0 以降が必要です。 次の図は、 JMC を示します。 
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後続の章について後続の章について後続の章について後続の章について

後続の章では、 JRunの 一般的な概要について説明しています。 これらの章の内容は
次のとおりです。

• 第 2 章 「JRun プログラ ミ ング モデル」 15ページ

• 第 3 章 「サーブレッ トの使用」 33ページ

• 第 4 章 「EJB の概要」 47ページ

• 第 5 章 「Web アプリケーシ ョ ンの開発」 57ページ

• 第 6 章 「JRun によるサーブレッ トへの要求のマッピング」 79ページ

JRun のユーザはすべて、 これらの章の情報をよ く理解しておく必要があ り ます。

この後どの章へ進むかは、JRun アプリケーシ ョ ンの開発と公開のための役割によって
異な り ます。

• システム管理者  JRun のインス トールと管理、 JRun の起動と終了、 アプ リケー
シ ョ ンの追加と削除を行います。 詳細については、 『JRun セッ ト アップ ガイ ド』
を参照して ください。

• JSP 開発者  ク ライアン トに返されるダイナミ ッ ク  コンテンツを生成する  JSP を
作成し ます。 これらの JSP は、 Java サーブレ ッ ト 、 カスタム  タグ  ラ イブラ リ、
および JavaBeans を参照できます。 JSP の開発方法については、第 7 章を参照して
ください。

• Java サーブレッ トおよびタグ ライブラリの開発者  Java でサーブレッ ト を開発
し、 JSP ページで使用するカスタム  タグ  ライブラ リ を開発します。詳細については、
第 17 章を参照して ください。

• EJB 開発者  Java サーブレッ ト開発者および JSP 開発者が使用する再利用可能な
コンポーネン ト を作成します。 EJB 開発の詳細については、 第 24 章を参照して
ください。

• アプリ ケーショ ンの公開者  公開と 配布のために  JRun アプリ ケーショ ンの
パッケージ化を行います。 アプ リ ケーシ ョ ン公開の詳細については、 第 34 章を
参照して ください。

• すべての JRun 開発者  アプリ ケーショ ンの監視、デバッグ、認証を含む一般的な
開発タスクをよ く理解している必要があ り ます。 詳細については、第 37 章を参照
して ください。
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第 2 章

JRun プログラ ミングプログラ ミングプログラ ミングプログラ ミング モデルモデルモデルモデル
JRun は、 J2EE アプリケーシ ョ ンの開発と公開のための完全な Java アプリケーシ ョ ン
サーバーです。 この章では、アプリ ケーショ ンを開発するための、 JRun プログラミ ング
モデルについて説明し、 主要な JRun コンポーネン トが Web サーバーに統合される
方法について記述します。 

目次目次目次目次

• JRun プログラ ミ ング環境 ......................................................................................... 16

• JRun サーバー ............................................................................................................ 18

• Web サーバー ............................................................................................................. 22

• Web アプリ ケーシ ョ ン .............................................................................................. 24

• Enterprise JavaBeans ................................................................................................ 26

• JRun の設定 ................................................................................................................ 27

• JRun と  Java IDE の併用 ............................................................................................ 29
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JRun プログラ ミング環境プログラ ミング環境プログラ ミング環境プログラ ミング環境

JRun では、 Java サーブレ ッ ト 、 JavaServer Pages、 および Enterprise JavaBeans を
組み込んだダイナ ミ ッ ク  J2EE アプ リ ケーシ ョ ンを開発できます。 作成したアプ リ
ケーシ ョ ンは、IIS や Apache などのサード  パーティの Web サーバー、または JRun に
統合された JRun Web サーバー (JWS) からホス トできます。

JRun を使用すると 、EJB と して実装されたビジネス  ロジッ クを   Web アプリ ケーショ ン
と して実装されたプレゼンテーシ ョ ン ロジッ クに結合できます。 Web アプ リ ケー
ショ ンは、ダイナミ ッ ク  コンテンツを  Web ク ライアント に配信するために、 Java サーブ
レッ トおよび JSP を使用して EJB に含まれるビジネス  ロジッ クにアクセスします。

次の図は、 アプ リ ケーシ ョ ンの開発と公開のために JRun を使用したシステムを示し
ます。

この図は、 JRun を実行するシステムの 4 つの主要なコンポーネン ト を示します。

• JRun サーバー  Web サーバーが Java サーブレッ ト 、JSP、および EJB を含む J2EE
アプリ ケーシ ョ ンを処理するために必要なサービスを提供します。1 つのシステム
で複数の JRun サーバーを作成できます。 

JRun のインスト ールおよび設定の一部と して、サーバー内の JRun 接続モジュール
と通信するよ うに Web サーバーのコネクタを設定します。
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• Web サーバー  ク ライアン トの要求を受信して、Web コンテンツが含まれた応答
を配信します。 このコンテンツは、 スタティ ッ ク  Web ページの場合と、 JRun が処
理する  Java サーブレッ ト や JSP によって生成されるダイナミ ッ ク  Web ページの場
合があ り ます。 1 つの JRun サーバーに 1 つまたは複数の Web サーバーを接続で
きます。 また、 逆に 1 つの Web サーバーに 1 つまたは複数の JRun サーバーを接
続できます。

前の図は、 JRun と と もに使用できる  Web サーバーの例を示します。サポート され
ているすべての Web サーバーの一覧については、 『JRun セッ ト アップ ガイ ド』 を
参照して ください。

JRun には、独自の Web サーバーである  JRun Web サーバー (JWS) も組み込まれて
います。 JWS は、 すべて Java で構成された、 高速で軽量な Web サーバーです。
これによ り、 サードパーティ製 Web サーバーをインス トールしたり設定するこ と
な く、 Web アプリ ケーシ ョ ンの開発およびテス ト を行 う こ とができます。 

• Web アプリケーシ ョ ン Java サーブレッ ト  API バージ ョ ン  2.2 の仕様書では、
Web アプ リ ケーシ ョ ンを  Java サーブレ ッ ト 、 JSP、 HTML ページなどのス タ
ティ ッ ク  コンテンツ、およびほかのアプリ ケーショ ン  リ ソースから生成されたもの
と して定義しています。JRun サーバーは、異なる  URL にマッピングされる複数の
Web アプリ ケーシ ョ ンをサポート します。 

• EJB  JRun では、EJB コンポーネン トのための実行時環境を提供しています。EJB
1.0 仕様では、ソフト ウェア  コンポーネント  モデルを定義しています。これによ り 、
EJB 対応のアプ リ ケーシ ョ ン  サーバーを使用して、 サーバー側アプ リ ケーシ ョ ン
ロジッ ク  (Bean) を公開できます。 

JRun EJB エンジンは、コンポーネント のライフサイクル、ネーミ ング、ト ランザク
ショ ン管理、 メ ッセージング、 リ ソース管理、 セキュ リ テ ィ、 ディ ス ト リ ビュー
シ ョ ン、ステート 管理、およびパーシスタンスなどのミ ド ルウェア  サービスの自動
化を提供します。 

次のセクシ ョ ンでは、 これらのコンポーネン トについて詳し く説明します。 
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JRun サーバーサーバーサーバーサーバー

JRun サーバーは、 Web サーバーが Java サーブレッ ト、 JSP、 および EJB を含む J2EE
アプリ ケーシ ョ ンを処理するために必要なサービスを提供します。 JRun サーバーは、
Web サーバー プロセスの外部で独自のプロセスで実行されます。 JRun サーバーを
別個のプロセスで実行するこ とには、 い くつかの利点があ り ます。

• Web サーバーの安定性の向上

• Web サーバーを  JRun と関係な く起動および終了する機能

• Web サーバーを再起動せずにアプリ ケーシ ョ ンを変更する機能

• 単一の JRun サーバーが複数の Web サーバーと通信する機能

JRun では 1 つのインス トールによって複数の JRun サーバーをサポー ト できます。
複数のサーバーを作成する理由の 1 つは、アプリ ケーショ ンをコンピュータ上の異なる
プロセス内に隔離するためです。 た とえば、 JRun サーバー内のすべてのアプ リ ケー
シ ョ ンは 1 つのプロセスで実行します。 アプリ ケーシ ョ ンを複数の JRun サーバーに
分離するこ とによって異なるプロセスを使用し、 アプ リケーシ ョ ンが別のアプリケー
シ ョ ンに悪影響を与えないよ うにするこ とができます。 

アプリ ケーシ ョ ンをそれぞれ異なる  JRun サーバーで実行する も う  1 つの理由は、 各
JRun サーバーが独自のユーザ認証メカニズムまたは一連のユーザ認証ルールを実装
できるよ う にするためです。異なる  JRun サーバーでアプリ ケーショ ンを実行するこ と
によって、特定のサーバーの認証設定を利用できます。認証の詳細については、第 39 章
を参照して ください。
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インストール済みのインストール済みのインストール済みのインストール済みの JRun サーバーサーバーサーバーサーバー

インス トール中に、JRun は admin JRun サーバーと  default JRun サーバーとい う  2 つ
のサーバーを作成します。 また、 各 JRun サーバーご とに JWS が作成されます。 次の
図は、 この構成を示します。

この図は、 JRun のプロセス  ビュー、 言い換える と 、 各 JRun サーバー プロセスの
内部で実行されるサービスを示しているため、前の JRun システムの図と は異なり ます。
図のよ うに、各サーバーに関連付けられている  JWS は、そのサーバーのプロセス内で
実行されます。 

admin サーバーは、JRun 管理コンソール (JMC) を含む JRun に付属するすべての管理
アプリ ケーシ ョ ンを実行します。 このサーバーは、 アプ リケーシ ョ ンの開発用に使用
しないで ください。

Web アプ リ ケーシ ョ ンの場合と同様にアプ リ ケーシ ョ ン リ ソースへの HTTP 要求を
作成して、JMC アプリ ケーシ ョ ンにアクセスします。したがって、adminサーバーは、
関連付けられた JWS を実行してこれらの要求を処理する必要があ り ます。 既定では、
HTTP 要求に応答する admin に関連した JWS は、 8000 よ り大きいポー ト を介して
受け取り ます。 このポート番号への要求は次の形式にな り ます。 

http://localhost:8000/resourceName
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この例では、 resourceName は、 サーブレッ ト 、 JSP、 HTML ページ、 またはその他の
Web リ ソースを表します。たとえば、JRun 管理コンソールに接続するには、次の URL
を使用します。 

http://localhost:8000/security/login.jsp

default JRun サーバーは、 Java サーブレッ ト、 JSP 、 EJB、Web アプリケーシ ョ ンの開
発、 テス ト 、 および公開に必要なサービスを提供します。 default JRun サーバーは、
JRun デモ アプリケーシ ョ ンのホスティングもします。 HTTP 要求に応答する  default
に関連付けられている  JWS は、 8100 よ り大きいポート を介して受け取 り ます。 この
ポート番号への要求は次の形式にな り ます。 http://localhost:8100/resourceName

た とえば、 JRun デモ アプ リ ケーシ ョ ンに接続するには、 次の URL を使用し ます。
http://localhost:8100/demo

既定では、 JRun サーバーが起動する と、 対応する  JWS も起動しますが、 JRun サー
バーと通信するよう にサードパーティ 製 Web サーバーを設定できます。詳細については、
22ページの 「Web サーバー」 を参照して ください。 この場合、 JWS を使用して要求を
処理する必要はな くな り ます。 このため、 あらかじめ JWS を無効にできます。 JRun
Web サーバーを無効にする方法の詳細については、 『JRun セッ ト アップ ガイ ド』 を
参照して ください。

注意注意注意注意

admin JRun サーバーに関連付けられている  JWS のシャ ッ トダウンまたは無効化は、
ほかの Web サーバーを  admin JRun サーバーに接続するよ うに設定してから行って
く ださい。 ほかの Web サーバーを設定しないで、 JWS のシャッ ト ダウンまたは無効化
を行 う と、 admin JRun サーバーと通信する方法がな くなるため、 JRun の管理を実行
できな くな り ます。

JRun サーバーは、 Web サーバーが起動された後にのみ要求に応答します。 JRun を
Windows NT システムにインス トールする際に、 JRun を  Windows NT サービス と
して設定できます。 Windows NT システムを起動する と、 admin サーバーと  default
サーバーの両方が起動されます。 さ らに、 Windows NT では、 [コン ト ロール パネル ]
の [サービス ] から  JRun の起動および停止を行 う こ と もできます。 Windows 95/98
または UNIX プラ ッ ト フォームで JRun を実行する場合は、 システムを起動した後で
各 JRun サーバーを手作業で起動する必要があ り ます。 

JRun サーバーの起動および停止については、『 JRun セッ ト アップ ガイド 』 を参照して
ください。
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JRun サーバーとサーバーとサーバーとサーバーと  Java Virtual Machine (JVM) の併用の併用の併用の併用

Java サーブレ ッ ト、 JSP、 および EJB は、 すべてサーバー側の Java の例です。 JRun
サーバーで Java コードを実行するには、JRun サーバーは Java Virtual Machine (JVM)
によってロード される必要があ り ます。 JVM は、 Java バイ ト  コードを  JRun サーバー
のホス ト となる特定のコンピュータ用のオブジェク ト  コードに変換します。

各 JRun サーバーには、 1 台の JVM が関連付けられます。 このため、 JRun サーバー内
のすべてのサーブレッ ト 、 JSP、 EJB、 および Web アプリ ケーショ ンは、 1 台の JVM で
実行されます。 JVM に関する必要条件は、 JVM バージョ ン  1.1.6 以降の仕様を満たして
いるこ とのみです。 ただし、 EJB を開発する場合はバージ ョ ン  1.2 以降が必要です。

メモメモメモメモ

Microsoft Windows バージ ョ ンの JRun には、 バージ ョ ン  1.2 の JVM が付属している
ため、 JVM を独自に入手する必要はあ り ません。ただし、UNIX バージ ョ ンの JRun の
場合、JRun と互換性のある  JVM を独自に入手する必要があ り ます。互換性のある  JVM
の詳細については、 『JRun セッ ト アップ ガイ ド』 を参照して ください。 

JRun では、使用する  JVM のベンダの指定はあ り ません。たとえば、JRun を Microsoft
の JVM または Sun の JVM によってロードするよ うに設定できます。 JVM の選択の
詳細については、 『JRun セッ ト アップ ガイ ド』 を参照して ください。
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Web サーバーサーバーサーバーサーバー

JRun は Web サーバーを拡張して、 JRun サーバーがホス ト となっている  Java サーブ
レッ ト 、JSP、および EJB によって生成されるダイナミ ッ ク  コンテンツを配信する  J2EE
アプリ ケーシ ョ ンを処理できるよ うにします。 Web サーバーは JRun と通信するク ラ
イアン ト の役目をするため、 サーバーは JRun への接続を確立する必要があ り ます。
JRun は、 Web サーバーへの接続を作成するネイテ ィブ サーバー接続モジュールを
提供します。

ネイテ ィブ サーバー接続モジュール、 すなわちコネク タは、 特定の Web サーバー、
ハードウェア アーキテクチャ、およびオペレーティング システム用にコンパイルされ
ます。 たとえば、 JRun は NSAPI を使用して、 各ハードウェア アーキテクチャおよび
JRun でサポー ト されているオペレーテ ィ ング システムの組み合わせに対して、
Netscape Application Server 用のコネクタを作成します。 

各 JRun サーバーに 1 つまたは複数の Web サーバーを接続できます。 通常の開発環境
では、Web サーバーを  default サーバーに接続して、アプ リ ケーシ ョ ンを処理します。
次の図は、 default サーバーに接続された単一の Web サーバーを示します。

アプリ ケーシ ョ ン  リ ソースに対して要求が作成される と、Web サーバー上のコネクタ
によ り、 JRun サーバー内に常駐する  JRun 接続モジュールへのネッ ト ワーク接続が
開かれます。 接続モジュールは、 透過コ ミ ュニケータの役割を果たし、 コネク タから

JRun サーバーに要求を変換します。 JRun サーバーは要求を処理して、接続モジュール
サービスに応答を返します。 

各 JRun サーバーは、 Web サーバーからの要求に対して異なるネッ ト ワーク  ポー ト
番号を受信します。 上の例では、 default JRun サーバーはポート  8081 を受信します。
JRun サーバーと  Web サーバーの接続を設定する と きは、 このポート番号を指定する
必要があ り ます。 

Web サーバーと  JRun サーバーの接続を定義するために、 2 番目のパラ メータである
バインド  アド レスを使用するこ と もできます。バインド  アド レスは、JRun サーバーが
要求を受信するために使用する  JRun のホスト  コンピュータ上の 各 IP アド レスを指定
します。既定では、すべての JRun サーバーのバインド  アド レスは * です。 これは JRun
サーバーがホスト のすべての IP アド レスで要求を受信するこ と を意味します。 
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メモメモメモメモ

Web サーバーに複数の IP アドレスがあ り、JRun サーバーがすべての IP アドレスで要
求を受信する場合は、 * のバインド  アドレスが役に立ちます。

JRun には、 Web サーバーと  JRun サーバーとの接続を調整するための追加のパラ
メータがい くつかあ り ます。 接続および調整パラ メータの詳細については、 『JRun
セッ ト アップ ガイ ド』 を参照して ください。

メモメモメモメモ

JRun には、ユーザの Web サーバーあるいはほかの特殊な場合で使用するための、接
続ソース  コードが含まれます。このソースコードは、基本的な使用手順と と もに JRun
のホーム  ディ レク ト リ /connectors/src に置かれています。 詳細については、 『JRun
拡張設定ガイ ド』を参照して ください。これは、Allaire Web サイ トから利用できます。

JRun Web サーバーサーバーサーバーサーバー

JRun には、 すぐに使用でき る  Java Web サーバーが用意されています。 このため、
既存の Web サーバーがない場合でも、Web アプリ ケーシ ョ ンの開発を開始できます。
したがって、 開発チームで組み込みの JRun Web サーバー (JWS) を使用して、 サーブ
レッ トの作成、 テス ト 、 およびデバッグを行った後で、 互換性のある運用サーバーに
公開できます。 

ただし、 JWS は、 セキュ リ ティが組み込まれていない HTTP バージ ョ ン  1.0 サーバー
です。 ほとんどの場合、 サードパーティ 製 Web サーバーを、現在活動中の Web サイト
上にある  JRun と組み合わせて使用します。

default JRun サーバーで JWS を開発 Web サーバーと して使用する場合、 ド キュメ ント
のルート  ディ レク ト リは次のよ うにな り ます。

JRun のホーム  ディ レク ト リ /servers/default/default-app

admin サーバーは、 アプ リ ケーシ ョ ンの開発用ではな く、 主と して JRun の管理を
サポートするために使用されます。 
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Web アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン

JRun は、完全な  スタンド アロン  Web アプリ ケーショ ンの開発、パッケージ化、および
公開のためのアプリ ケーシ ョ ン  サーバーです。 Java サーブレッ ト  API バージ ョ ン  2.2
の仕様書で定義されているよ うに、Web アプリ ケーシ ョ ンは Java サーブレッ ト 、JSP、
HTML ページのよ うなスタテ ィ ッ ク  コンテンツ、 および Web アプ リ ケーシ ョ ンで
必要なその他のリ ソースの集ま りです。

JRun が Web アプリ ケーシ ョ ンのために、 Java サーブレッ ト  API 仕様をサポート して
いるため、 JRun を使用した Web アプリ ケーシ ョ ンの開発と、 この仕様をサポート し
ている  Web アプリ ケーショ ン  サーバー上へのそのアプリ ケーショ ンを公開できます。 

Web アプリ ケーショ ンの設定は、web.xml ファ イルの内容によって定義されます。この
ファ イルは公開記述子と も呼ばれます。 このファ イルには、 アプ リ ケーシ ョ ン  サー
バーがアプ リ ケーシ ョ ンを実行するために必要なすべての情報が含まれています。
web.xml の内容は、 JRun 固有の情報ではな く、 Java サーブレッ ト  API バージ ョ ン  2.2
の仕様書で定義されています。 Java サーブレッ ト  API バージ ョ ン  2.2 の仕様書で定義
された Web アプリ ケーシ ョ ンをサポートするすべてのプラ ッ ト フォームは、web.xml
ファ イルの内容を認識し、 解釈します。

Web アプリ ケーシ ョ ンのディ レク ト リ構造は次のとおりです。

Web アプリ ケーシ ョ ンの、 図の approot のよ うなルート  ディ レク ト リは、 Web アプ
リ ケーシ ョ ン ファ イルを提供するためのドキュ メン ト  ルート と して機能します。この
ディ レク ト リ には、Web アプリ ケーショ ンの一部と して開発された  JSP が含まれます。
たと えば、c:/myapp に配置される  Web アプリ ケーショ ンの場合、既定のト ップ ページ
ファイルの場所は c:/myapp/index.html にな り ます。

実際の Web アプリ ケーシ ョ ンで使用するのは、上の図に示したディ レク ト リだけでは
あ り ません。HTML ファ イル、 イ メージ、 その他のアプリケーシ ョ ン  リ ソースなどの
ために、ほかのディ レク ト リ を追加できます。これらのディ レク ト リ は、ク ライアント
が直接アクセスする リ ソース用 Web アプリ ケーシ ョ ンの公開ドキュ メ ン ト  ツ リーの
一部にな り ます。
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approot のサブディ レク ト リ には、 次のディ レク ト リが含まれる場合があ り ますが、
これらに限定されません。

• WEB-INF  アプリケーシ ョ ンのドキュ メン ト  ルートに含まれていないアプリケー
シ ョ ンに関連する リ ソースが含まれています。このディ レク ト リには、アプ リケー
シ ョ ンの設定情報が格納されたweb.xml ファ イルが含まれます。 

このディ レク ト リは、 アプ リ ケーシ ョ ンの公開ドキュ メ ン ト  ツ リーの一部ではあ
り ません。 したがって、 このディ レク ト リ またはそのサブディ レク ト リに含まれ
るファ イルは、 ク ライアン トに直接提供されません。

• WEB-INF/classes  アプリ ケーショ ンの  Java サーブレッ ト 用の  Java ク ラ ス
ファ イルが格納されます。 

• WEB-INF/lib  アプリ ケーショ ン固有のクラスが含まれます。これらのファ イルは、
Java Archive (JAR) または .zip ファ イルに格納されている必要があ り ます。 この
ディ レク ト リには、 タグ ラ イブラ リ を格納する  JAR ファ イルも含まれます。

• WEB-INF/jsp  JSP 変換時に  JRun によって生成さ れる  .class および .java
ファ イルが含まれます。 このディ レク ト リは、 Web アプリ ケーシ ョ ン仕様の一部
ではな く、 JRun によって追加されたものです。 

Web アプリ ケーシ ョ ンを配布する場合は、 展開したディ レク ト リ構造で配布するか、
または Web Archive (WAR) ファ イルと 呼ばれる  1 つの圧縮ファ イルで配布するこ と が
できます。WAR ファ イルには、すべてのディ レク ト リ構造とアプ リケーシ ョ ンを定義
するすべてのファイルが含まれます。WAR ファ イルは、 JAR ファ イルと同じツールを
使用して作成します。 

WAR ファ イルを使用する と、 1 つのファイルで配信が行えるため、 アプ リケーシ ョ ン
の配布が簡単にな り ます。 ただし、 WAR ファ イルに含まれる  Web アプリ ケーシ ョ ン
を実行する前に、 ファ イルを展開する必要があ り ます。 WAR ファ イルの展開処理は、
Web アプ リ ケーシ ョ ン公開の一部にな り ます。 JRun にはこの目的に使用する公開
ツールがあ り ます。

Web アプリ ケーショ ンの配布、 .war ファ イルの作成、および公開ツールの使用の詳細
については、 第 5 章を参照して ください。
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Enterprise JavaBeans
JRun は、 エンティティ とセッシ ョ ンの両方の EJB をサポート しています。 このため、
ビジネスのニーズを満たす強力なソ リ ューシ ョ ンを開発して公開できます。 JRun EJB
エンジンは軽量でカスタマイズが可能なため、 アプ リケーシ ョ ンの特定の要件に合わ
せて設定できます。 JRun EJB の実装によ り、小さな要領を維持したままで効果的な実
行が保証されます。 

JRun の EJB サポート は JRun の Web アプリ ケーショ ン  サポート と と もにインスト ール
するか、またはスタンド アロン  モードでインスト ールできます。スタンド アロン  モード
では、 Web アプ リ ケーシ ョ ンをサポートするのに必要な追加のオーバヘッ ドなしで、
JRun の EJB 機能が利用できます。 

EJB エンジンは、 その公開と実行時環境を設定しているプロパティ  ファ イルによって
決ま り ます。プロパティはまた、 ト ランザクシ ョ ン、セキュ リ ティ、パーシスタンス、
およびその他のサービスの設定にも使用します。Bean プロパティについて、EJB エン
ジンは XML ベースの公開記述子によって定義されたプロパティ もサポート します。

組み込み Bean を実行するには、 Java 2 JRE をイ ンス ト ールする必要があり ます。
ただし 、Bean を開発する場合や JRun に付属する  EJB サンプルを実行する場合は、JDK
1.2 以降のバージ ョ ンをインス トールする必要があ り ます。 

EJB は、JAR ファ イルを構築する こ とによって公開されますが、JAR ファ イルは、JRun
の EJB 公開ツールによって処理されます。 EJB の詳細については、 第 4 章を参照して
ください。

Java Message Service 
JRun では、 Java Message Service (JMS) 1.0 仕様を完全に実装する こ とによって、
メ ッセージング サポートのシームレスな統合を提供します。 JRun では、 Bean 内の
プロデューサ、コンシューマ、および JMS セッショ ンの作成がサポート されています。
Bean を非同期メ ッセージングのリ スナと して使用するこ と もできます。メ ッセージは、
EJB エンジンのエンテ ィテ ィ  Bean アーキテクチャによって提供される ト ランザク
シ ョ ン  サポート を使用して、 完全に処理されます。 

JRun は、 キュー ベースのポイン ト ツーポイン ト と、 ト ピ ッ ク  ベースの発行/購読の
同期メ ッ セージング、および非同期メ ッ セージをサポート しています。メ ッセージには
パーシスタンスを指定できるので、 サーバーのシャッ トダウン時にメ ッセージは失わ
れません。

JMS の詳細については、 第 30 章を参照して ください。
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JRun の設定の設定の設定の設定

JRun を設定するには、 JMC を使用するか、 または JRun プロパティ  ファ イルを直接
編集します。 ほとんどの場合は、 JMC を使用して設定タスクを実行します。 ただし、
個々のプロパティ  ファ イルを編集した り、 JMC を配布しないでアプ リ ケーシ ョ ンを
配布する場合もあり ます。このよ う な場合は、プロパティ  ファ イルを編集して  JRun を
設定する必要があ り ます。

メモメモメモメモ

プロパティ  ファイルはテキスト  ファイルであるため、手作業で編集できますが、 JMC を
使用してシステムを設定してく ださい。『 JRun セッ ト アップ ガイド 』の情報の大部分は、
JMC による設定についての説明です。 

JMC の使用の使用の使用の使用

JMC は、 JRun を設定するための Web ベースのサーバー管理コンソールです。 JMC を
使用するには、 Netscape Navigator または Internet Explorer のバージ ョ ン  4.0 以降が
必要です。 次の図は、 JMC を示します。 
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このウィ ンド ウには、 2 つのペインが表示されます。左ペインには、 ルート  レベルから
始まる  JMC ディ レク ト リ構造のツ リー ビューが表示されます。右ペインには、ツ リー
内で現在選択されているフォルダまたはオブジェク トの内容が表示されます。 

JMC の使用方法の詳細については、『JRun セッ ト アップ ガイ ド』を参照して ください。

プロパティプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ  ファイルの使用ファイルの使用ファイルの使用ファイルの使用

JRun プロパティ  ファ イルは階層で配列され、 ルート またはグローバルのプロパティ
ファ イルによって、すべての JRun サーバーのプロパティが設定されます。 次の図は、
この階層を示します。

• global.properties  JRun インスト ール全体に関するプロパティ 、すべての JRun
サーバーに適用されるプロパティ 、およびすべての Web アプリ ケーショ ンに関する
プロパティ を定義します。このファ イルは編集しないでく ださい。このファイルは、
JRun のホーム ディ レク ト リ /lib にあ り ます。

• local.properties  個々の JRun サーバーおよびサーバーで実行されるすべての
Web アプリ ケーショ ンに関するプロパティ を定義します。このファイルを直接編集
するか、または JMC から編集できます。このファイルの設定は、global.properties
内の対応する設定を書き換えます。 このファイルは、 サーバーのルート  ディ レク
ト リに置かれます。 たとえば、 default JRun サーバーでは、 JRun のホーム ディ レ

ク ト リ /servers/default です。JRun サーバーを設定する場合は、local.properties
ファ イルをサーバーのルート  ディ レク ト リに含めます。 
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• webapp.properties  特定の Web アプリケーシ ョ ンに関するプロパティをオプ
シ ョ ンで定義します。 通常、 このファ イルは JMC を使用して編集します。 この
ファイルの設定は、 global.properties および local.properties 内の対応する
設定を書き換えます。 JRun によ り このファイルが作成されるのは、 JMC を使用して
アプ リ ケーシ ョ ン特有のプロパテ ィ を設定した場合のみです。 このファ イルは、
Web アプリ ケーシ ョ ンの WEB-INF ディ レク ト リ内にあ り ます。

前の図は、各アプリケーシ ョ ンの web.xml ファ イル、すなわち公開記述子も示します。
Web アプリ ケーシ ョ ンの開発の一環と してこのファイルの作成と変更をします。 JMC
によって編集されるものもあ り ますが、 ほかの変更についてはユーザが直接ファイル
を編集する必要があ り ます。 web.xml ファ イルの情報は、 本書内の該当する箇所に記
載されています。web.xml の構文の詳しい説明については、Java サーブレッ ト  API バー
ジ ョ ン  2.2 の仕様書を参照して ください。

JRun プロパティ  ファ イルでは、 空白文字 (スペースやタブ ) が認識されます。 これら
のファイルに余分な空白文字を入れないよ う にしてく ださい。たと えば、カンマ区切り
リ ス ト にあるカンマの後や、 行末の改行の前に空白文字が入力されていないこ と を
確認する必要があ り ます。 

プロパティ  ファイルおよび JRun の設定の詳細については、『 JRun セッ ト アップ ガイ ド 』
を参照して ください。

JRun とととと  Java IDE の併用の併用の併用の併用

JRun は、Java IDE と の統合が可能です。JRun と連動するよ う に IDE を設定する場合は、
次の作業を行います。

• JRun サーバーの main メ ソ ッ ドを含んでいるク ラスを指定します。

• JRun 実行時ク ラスパスに必要な JAR ファ イルを指定します。

• JRun サーバーの main メ ソ ッ ドに渡されるコマンド ラ イン引数を指定します。

EJB エンジンをスタンド  アロンモードで実行中の場合は、 代わ りに、 EJB エンジンの
main メ ソ ッ ドを含んでいる ク ラスを指定し、 EJB エンジンに対してコマンド ラ イン
java 引数を指定します。

各 Java IDE には、特定の統合要件および機能があ り ます。 JRun と  Java IDE の統合に
関 す る 最 新 情 報 に つ い て は、 http://allaire.com/Support/KnowledgeBase/
SearchForm.cfm にアクセスして、 知識ベースの記事番号 14529 をご覧ください。

JRun.main メ ソ ッ ドの指定メ ソ ッ ドの指定メ ソ ッ ドの指定メ ソ ッ ドの指定 
IDE では、JRun の main メ ソ ッ ド を含んでいる  Java ク ラスを識別する必要があり ます。
JRun では、 main メ ソ ッ ドは、 JRun のルート  ディ レク ト リ /lib/jrun.jar に格納され
ている  JRun ク ラスです。 パッケージ名はあ り ません。
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クラスパスでのクラスパスでのクラスパスでのクラスパスでの JAR ファイルの指定ファイルの指定ファイルの指定ファイルの指定

JRun のク ラスパスに指定する  JAR ファ イルは、 J2EE の機能一式を使用しているか、
あるいはサーブレッ ト /JSP コンテナのみを使用しているかによって、次のよ う に異なり
ます。

• J2EE アプリケーショ ン  サーバー クラスパスには、 wddx.jar、 jsprt.jar、 および

install.jarを除く  JRun のルート  ディ レク ト リ /lib および JRun のルート  ディ レ
ク ト リ /lib/ext 内にあるすべてのファイルを含める必要があり ます。 すべての標準
Sun J2EE JAR ファイルは、JRun のルート  ディレク ト リ /lib/ext ディ レク ト リ に格納
されています。

• サーブレッ ト /JSP コンテナ このコンテナには、次の JAR ファ イルが格納されて
います。
− jrun.jar

− jsp.jar

− rhino.jar (JavaScript を  JSP のスク リプ ト言語と して使用する場合のみ)
− xt.jar

− ssi.jar (SSIFilter 機能を使用する場合のみ)
− servlet.jar

どの JAR ファ イルを含めたら よいか不明な場合は、 JRun のルート  ディ レク ト リ /lib
および JRun のルート ディレク ト リ /lib/ext に格納されているすべての JAR ファイルを
含めます。 

アプリ ケーシ ョ ンが使用するすべてのク ラス、 JAR ファ イル、および ZIP ファ イルは、
ク ラスパスに追加されます。 たとえば、 JDBC を使用してアプリ ケーシ ョ ンをデータ
ベースに接続するには、JDBC ド ラ イバの JAR ファ イルをク ラスパスに追加する必要が
あ り ます。アプリ ケーシ ョ ンが JRun のバージ ョ ンと と もに分散された Merant データ
ベース  ド ラ イバを使用する場合は、 必ず JRun のルート  ディ レク ト リ /servers/lib/
jrun_drivers.jar を含めて ください。 アプリ ケーシ ョ ンが JRun タグ ラ イブラ リ を
使用する場合は、 必ず JRun のルート ディレク ト リ /servers/lib/jruntags.jar を含め
て ください。

コマンドライン引数の指定コマンドライン引数の指定コマンドライン引数の指定コマンドライン引数の指定

JRun main メ ソ ッ ドに渡されるコマンド ラ イン引数を指定する必要があ り ます。

  -start JRun のルート ディ レク ト リ /servers/サーバー名 jrun.rootdir=JRun の
ルート  ディ レク ト リ

上記の引数は、特定のルート  ディ レク ト リ にインスト ールされている  JRun サーバーを
起動します。 コマンド ライン引数の詳細については、 『JRun セッ ト アップ ガイ ド』 を
参照して ください。

メモメモメモメモ

マシンの JRun サーバーを停止してから、 IDE 内にある  JRun を開始して ください。
そう しないと 、実行中のサーバーと ポート が競合するため、 JRun は IDE 内で開始され
ません。 
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EJB エンジンとの統合エンジンとの統合エンジンとの統合エンジンとの統合

EJB エンジンをスタンド アロン  モードで実行中の場合は、 EJB エンジンの main メ ソッ ド
を含んでいるク ラスを指定し、 EJB エンジンに対してコマンド ライン  java 引数を指定
します。

メモメモメモメモ

ク ラ スパスに JAR フ ァ イルを指定する場合は、 wddx.jar、 jsprt.jar および
install.jar を除く、JRun のルート  ディ レク ト リ /lib および JRun のルート ディ レク
ト リ /lib/ext 内のすべてのファイルを指定します。

スタンドアロン  EJB エンジンの場合、main メ ソ ッ ドは、JRun のルート  ディ レク ト リ /
lib/ejipt.jar に格納されている  allaire.ejipt.Ejipt ク ラスに含まれています。

スタンド アロン  EJB エンジンを使用する場合は、次の java コマンド ライン引数を指定
して ください。

  -Dejipt.classServer.host=127.0.0.1
  -Dejipt.classServer.port=2323
  -Dejipt.homePort=2333
  -Djava.security.policy=JRun のルート  ディ レク ト リ /lib/jrun.policy
  -Dejipt.home=JRun のルート  ディ レク ト リ
  -Dejipt.ejbDirectory=JRun のルート  ディ レク ト リ /servers/サーバー名

上記の引数は、 わか りやすくするために個別の行で示されています。 これらの引数を

IDE に入力する と きは、 各引数の間にスペースを入れて、 すべての引数を同じ行に
します。
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サーブレッ トの使用サーブレッ トの使用サーブレッ トの使用サーブレッ トの使用 
この章では、 Java および JSP を使用したサーブレ ッ ト の開発について説明し ます。
特に、両方の環境に共通している概念とオブジェク トについて説明します。また、Java
サーブレッ ト と  JSP のコード例を提示しながら、サーブレッ ト  API の違いについても
説明します。 
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Java サーブレッ トの使用サーブレッ トの使用サーブレッ トの使用サーブレッ トの使用

Java サーブレ ッ トは、 Web サーバーにカスタム機能を追加できるよ うにする、 Java
言語で書かれたサーバー側コンポーネント です。 サーブレッ ト は  Web サーバーで
動作し、 パフォーマンス、 データベース接続性、 安定性、 およびセキュ リティの面で
高い機能を備えています。 

特定の Web サーバーの実装のために C++ や Perl で書かれるケースの多い CGI スク リ
プ ト と違い、 サーブレッ トは Java で書かれるため、 「Write Once, Run Anywhere (一
度記述すればどこででも実行可能)」 とい う  Java の利点をはじめ、 Java プログラ ミ ン
グ言語のすべての利点を活用できます。

サーブレッ トは HTTP の要求/応答プロ ト コルをサポート しているため、 Web ベース
のアプリ ケーシ ョ ンには特に適しています。 次の図は、 Java サーブレッ トの基本的な
処理モデルを示します。 

この図に示すよ うに、 HTTP 要求を受け取る と、 Web サーバーはその要求がサーブ
レッ ト を参照しているかどう かを判別し、適切なサーブレッ ト を呼び出すサーブレッ ト

エンジンに転送します。サーブレッ トは要求を処理し、Web サーバーがク ライアン ト
に転送する応答を返します。 

サーブレ ッ ト を使用する と、 特定の Web サーバーを実装するための複雑な処理や、
プラ ッ ト フォーム固有の動作にわずらわされる こ とな く、 最新のアプリケーシ ョ ンを
作成できます。 Web アプ リ ケーシ ョ ンの構成要素 (HTML、 フォーム  データ、 要求
ヘッダ、 ク ッキーなど ) はすべてサーブレッ ト  API でサポート されています。



Java サーブレッ トの使用 35
サーブレッ トの呼び出しサーブレッ トの呼び出しサーブレッ トの呼び出しサーブレッ トの呼び出し

ク ラ イアン トは  URL を Web リ ソース と して参照し、 サーブレッ ト を呼び出します。
URL がサーブレッ ト を参照するこ とは、 Web ク ラ イアン トからはわか り ません。

通常、 ク ライアン トは次のいずれかの方法でサーブレッ ト を呼び出します。

• JavaServer Pages のアクセス JSP は、HTML と スク リプ ト  コードの組み合わせ
で構成されています(通常は Java または JavaScript で書かれています)。 ク ラ イア
ン トが初めて JSP ファ イルにアクセスする と、 このファイルは Java ソース  コード
に変換されます。ソースコード は Java サーブレッ ト にコンパイルされてからロード
され、実行されます。Web サーバーからは、サーブレッ ト のすべての HTML 出力が
Web ク ラ イアン トに戻されます。 

サーブレッ ト の実行可能モジュールがメ モリ に常駐しているため、 JSP ファイルへの
それ以降のク ライアン ト  アクセスは大変効率的に実行されます。 これは、 JRun が
サーブレッ ト  イ メージを メモ リ内で参照できるため、 コンパイルと ロード手順が
省略されるこ とを意味します。 

• サーブレッ トを呼び出すサーバー側のインクルード  ファイル (SHTML) にアクセス
サーバー側のインクルード  ファ イルは <servlet> タグを使用してサーブレッ ト を
呼び出すこ とができます。<servlet> タグには、サーブレッ ト に渡されるパラメ ータ
がサポート されています。

JSP ファイルと同様に、サーブレッ ト はいったんメ モリ にロード されると 、 そのまま
メモ リに常駐します。 後続のサーブレッ トへのアクセスでは、 メモ リ  イ メージが
参照されます。 

• サーブレッ トにマッピングされた URL を動的に参照 サーブレッ トはメモ リに

常駐し、後続のサーブレッ トへのアクセスでは、 メモ リ  イ メージが参照されます。 

これらのメ ソ ッ ドについては、 本書の後の章で説明します。

サーブレッ トの利点サーブレッ トの利点サーブレッ トの利点サーブレッ トの利点

サーブレッ トには、 従来のサーバー側アプリ ケーシ ョ ン開発技術と比較する と、 Web
開発者にと って多数の利点があり ます。その中には、 Java プログラミ ング言語に関する
ものもあれば、 サーブレ ッ ト技術に関する ものもあ り ます。 このセクシ ョ ンでは、
サーブレッ ト と  Java を使用する場合のい くつかの利点について説明します。
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サーブレッ ト を使用した場合の利点サーブレッ ト を使用した場合の利点サーブレッ ト を使用した場合の利点サーブレッ ト を使用した場合の利点

サーブレッ ト技術を使用した場合、 Web 開発者にとって次のよ うな利点があ り ます。

• セキュリ ティ サーブレッ トは Web サーバーを介して起動するため、 ビジネス
ロジッ クがク ラ イアン ト から直接参照される こ とはあ り ません。 さ らに、 サーブ
レ ッ トは互いに分離されているため、 1 つのサーブレ ッ ト にエラーが起きても、
ほかのサーブレッ トが破損する こ とはあ り ません。 

• パフォーマンス CGI などの既存のサーバー側アプリケーシ ョ ンとサーブレッ ト
と の最大の違いは、パフォーマンスです。サーブレッ ト は呼び出されたと きに一度
だけロード されます。サーブレッ ト はメ モリ に常駐し、変更されるまで再びロード
されるこ とはあ り ません。 サーブレッ ト を変更した場合は、 Web サーバーやアプ
リ ケーシ ョ ンを再起動せずにロード し直すこ とができます。 

さ らに、 サーブレ ッ ト はマルチスレ ッ ドであるため、 サーブレ ッ ト  サーバーの
プロセス内で実行されます。 それぞれのサーブレッ ト要求を処理するのに、 プロ
セス  コンテキス ト  スイ ッチは必要あ り ません。

• 移植性 JRun で実行されるサーブレッ トは、 業界標準のサーブレッ ト仕様に準拠
しているため、サーブレッ ト標準をサポート しているか、 または JRun を使用して
いる  Web サーバーであれば、 いずれも移植できます。移植性はサーブレッ ト  ベンダ
にとって重要です。 これは、 Web サーバーやサーバー プラ ッ ト フォームの種類に
よって、 異なるバージ ョ ンのサーブレッ ト を管理する必要がないためです。 

• 安定性 サーブレッ ト は Web サーバーのプロセスの外で実行されます。したがって、
サーブレッ ト でエラーが発生しても、 影響を受けるのはサーブレッ ト を実行して
いるプロセスだけです。Web サーバーのプロセスは分離されているため、影響され
ません。 

• ステートの持続性 静的な情報または持続的な情報は、複数のサーブレッ ト で共有

できます。 情報は複数のユーザ間、 またはセッシ ョ ン内で共有できます。 

Java を使用する利点を使用する利点を使用する利点を使用する利点

サーブレッ トの最も重要な利点は、サーブレッ トの結果が Java プログラ ミ ング言語で
実装される点です。 サーブレ ッ トは、 Java 本来の移植性を活用して、 すべての Web
サーバー、 および JRun でサポート されているサーバー プラ ッ ト フォームで実行でき
ます。

Java には、アプリ ケーシ ョ ン  プログラマにとって、次のよ うな多数の利点があ り ます。

• アプリ ケーシ ョ ンの移植性

• オブジェク ト指向プログラ ミ ング

• 簡易化されたプログラ ミ ング モデル

• マルチスレッ ドのサポート

• 自動ガーベッジ コレクシ ョ ン

サーブレッ トは Java または JavaServer Pages を使用して開発するため、Java プログラ
ミ ング言語のその他の利点も自動的に付加されます。 
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サブレッ ト とサブレッ ト とサブレッ ト とサブレッ ト と  CGI
Common Gateway Interface (CGI) は、 こ こ数年、 Web サーバーの拡張に使用される
インターフェイス と して主要な位置を占めていました。市場では、すべての Web サー
バーに CGI サポートが組み込まれていたため、Web サイ トに動的な機能を追加できる
開発ツールやアプリケーシ ョ ンに CGI は最も適していました。CGI 言語には、C、C++、
および Perl を使用できますが、 主流は Perl でした。

そして Java の時代に入り ます。 まった く新しいネッ ト ワーク言語と して、 Java はイン
ターネッ ト の利用を目的に開発されました。 ネッ ト ワーク  ソケッ ト 、 データベース
接続性、文字列操作など、多数の機能に対するサポート を組み込むこ と によ り 、 Java は
短期間の う ちに最も優れた開発言語と して世界中の開発者に受け入れられたのです。
それにもかかわらず、 Java を CGI 言語と して使用する こ とには、 まだ問題が残されて
いました。多く のソ リ ューショ ンは、要求ごと に新しい Java Virtual Machine (JVM) を
作成するものであったため、結果と してパフォーマンスの低下を招く こと になり ました。
Perl インタープリ タ と同様に、Java も、要求ご とに新しいプロセスをプログラムに作
成する必要があ り ました。

サーブレッ トは完全に CGI に取って代わ り ます。 サーブレ ッ トは、 開発者にさ らに
多数の利点をもたら します。 これには、 開発の簡易化、 高速なスループッ ト と応答、
サーブレッ ト間通信のほか、 Java 特有のすべての機能が含まれています。

また、 サーブレ ッ トがプラ ッ ト フォームに依存せず、 移植性があるのに対し、 CGI
プログラムは高い率でプラッ ト フォームに依存します。 CGI スク リ プト は通常、特定の
ハード ウェア プラ ッ ト フォームで実行される特定の Web サーバー用に書かれます。
サーブレッ トの移植性は、複数の Web サーバーやプラ ッ ト フォーム用のサーブレッ ト
を販売するベンダにとって、 最も重要な利点といえます。 

従来の CGI アプリ ケーシ ョ ンの主要課題の 1 つは、パフォーマンスです。 CGI アプリ
ケーシ ョ ンがク ラ イアン ト から要求されるたびに、 新しいプロセスが作成されます。
複数のユーザの要求を処理する人気の高い Web サイト では、この動作がパフォーマンス
の問題を引き起こす可能性があ り ます。 

その点、 サーブレッ トは、 よ り効率的に要求を処理します。 サーブレッ トは、 最初に
要求された時点で、Web サーバーのメ モリ 領域にロード されます。したがって、後続の
ク ライアン トからの要求は、 メモ リ内のサーブレッ ト  インスタンスを呼び出します。

また、サーブレッ トはスレッ ドを使用して複数の要求を同時に処理するのに対し、CGI
プログラムには本質的にマルチスレッ ド機能があ り ません。 
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サーブレッ トの作成サーブレッ トの作成サーブレッ トの作成サーブレッ トの作成

JRun には、サーブレッ ト を作成するための 2 つの方法があ り ます。1 つは Java プログ
ラムを作成する方法で、 も う  1 つは JavaServer Pages を作成する方法です。 Java プロ
グラムを作成すると 、Java のデータ処理機能と利点を十分に活用できます。通常は、Java
を使用して、 データベースのアクセスなどの複雑なデータ操作を実行するサーブレッ
ト を作成します。 

また、HTML と スク リプ ト  コードを組み合わせたサーバー側のスク リプ トの JSP から
もサーブレッ ト を作成できます。 JSP ページには、 Java プログラ ミ ング言語の特性を
十分に活用できる機能があ り ますが、 HTML コードに Java コードを組み込むには、
簡単なメカニズムを使用します。 それらは、 ク ライアン トのブラウザに直接返される

HTML を生成するサーブレッ トの実装によ く使用されます。

サーブレッ ト を作成するための手段については、 どちら も本書で説明しています。

JRun によるサーブレッ トのサポートによるサーブレッ トのサポートによるサーブレッ トのサポートによるサーブレッ トのサポート

なぜ JRun でサーブレッ ト を実行する必要があるのでし ょ う か。 主な理由の  1 つと
して、 すべての Web サーバーにサーブレッ ト 機能が実装されているわけではないこ と
が挙げられます。 JRun によ り、Web サーバーはサーブレ ッ ト を処理できるよ うに拡
張されます。 

Web サーバーにすでにサーブレッ ト の実行機能があった と しても、 実装されている
サーブレッ ト標準が、そのサーバーやサーバーのホス ト となるハード ウェア プラ ッ ト
フォームに限定されている場合があり ます。 JRun は、完全に移植性のあるサーブレッ ト
ソ リ ューシ ョ ンを提供します。JRun を使用して書かれたサーブレッ トであれば、JRun
を使用しているどの Web サーバーでも 、あるいはサーブレッ ト 標準を装備しているどの
Web サーバーでも使用できます。

JRun には、 既存の Web サーバーにアクセスできな くても、 サーブレ ッ ト の開発を
始められるよ うに、 すぐに使用できる  Java Web サーバーが用意されています。 この
組み込みの JRun Web サーバーを使用して、 サーブレッ ト の作成、 テスト 、 デバッグを
行ってから、 互換性が保証されている実際の運用サーバーに公開できます。 



JRun のサーバー側スクリプ ト  ファイル 39
JRun のサーバー側スクリプ トのサーバー側スクリプ トのサーバー側スクリプ トのサーバー側スクリプ ト  ファイルファイルファイルファイル

サーブレッ ト作成をサポートするほかに、 JRun はサーバー側のスク リプ ト を提供し
ます。サーバー側スク リ プト  ファ イルを使用して、スク リ プト の出力がク ライアント に
送信される前に Web サーバーで処理される手順を記述した、Web ド キュメ ント を作成
します。 このよ う なサーバー側スク リ プト には、アクショ ンを実行したり 、 ロジッ クを

Web ドキュ メン トに追加するためのタブが含まれている場合があ り ます。サーバー側
スク リ プト は、ブラウザの種類に関係なく 、ダイナミ ッ ク  コンテンツおよびロジッ クを
HTML ベースのページに適用する手段を提供します。

サーバー側ドキュ メン トは通常、 .html 以外のファイル拡張子で識別されます。 たと
えば、.asp、.cfm、.shtml、.thtml、.jsp などです。 この拡張子によって、Web サー
バーはどのドキュ メン ト を送信前に処理しなければならないのかを判断します。また、
サーバー側ドキュメ ント の処理を行う コンポーネント も 、拡張子によって識別されます。 

JRun にサポート されている  JSP 使用すれば、Java コードを書かずにサーブレッ ト を作
成できます。 JSP からサーブレッ ト を呼び出すこ と も 、ほかのサーバー側スク リ プト か
ら  JSP を呼び出すこ と もできます。

サーバー側スクリプ トのタイプサーバー側スクリプ トのタイプサーバー側スクリプ トのタイプサーバー側スクリプ トのタイプ

Web サーバーは、 JRun によって、 次の数種類のスク リプ ト技術を処理できるよ うに
拡張されます。 

• JavaServer Pages Allaire の JavaServer Pages バージ ョ ン  1.1 の仕様の実装。 JSP
によって、HTML と スク リプ ト  コードの組み合わせを含むテキス ト  ファ イルから
サーブレッ ト を作成できます。 これらのファ イルには、 拡張子 .jsp が付きます。

• JavaScript (ECMAScript の完全サポート を含む) JRun では JSP に対してスク リ
プト 言語と して  JavaScript を使用できます。その結果、 Java コード を使用しないで
JSP を開発できます。

• サーバー側インクルード拡張機能 JRun には、サーバー側インクルード  ファ イル
の拡張機能が含まれており、 インクルード  ファ イルからサーブレッ ト を呼び出す
こ とができます。 これらのファ イルには、 拡張子 .shtml が付きます。

• SSI タグレッ ト JRun には SSI タグレッ ト  がサポート されているため、 特定の
サーブレッ ト にマッピングされるタグを定義できます。その後、これらのタグレッ ト
をスク リプ トに使用します。 

• プレゼンテーショ ン  テンプレート プレゼンテーショ ン  テンプレート を使用すれば、
一定の外観と使い勝手を  HTML アプリ ケーシ ョ ンに適用できます。 テンプレート
ファ イルに拡張子 .thtml を付けます。

本書で、 これらのタイプのサーバー側スク リプ トについて説明します。
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サーバー側スクリプ トに関するサーバー側スクリプ トに関するサーバー側スクリプ トに関するサーバー側スクリプ トに関する JRun の機能の機能の機能の機能

JRun のサーバー側スク リ プト  ファ イ ルには、 Java Web サーバーの定義に従って
すべてのページ コンパイル機能と、 現在の JavaServer Pages 仕様が完全にサポー ト
されています。 JRun には、 次のよ うな機能があ り ます。

• JavaServer Pages  バージ ョ ン  1.1 仕様と  100％ の互換性

• JSP の <jsp:useBean> タグの完全サポート  

• 実際のオブジェク ト指向型ページ設計用の拡張 JSP のサポート

• 従属ファイルの再帰的コンパイル機能のサポート

• プレゼンテーシ ョ ン  テンプレートのサポート

• すべての Java Virtual Machines (JVM) と  Java コンパイラのサポート

さ らに、 JRun には、 サーバー側スク リプ ト  ファ イルと  Java サーブレッ ト の開発に
役立つ例やサンプルが多数用意されています。 その他、 Allaire の Web サイ ト  
http://www.allaire.com/ には、 随時最新の例やチュート リ アルが掲載されています。

サーブレッ ト とサーブレッ ト とサーブレッ ト とサーブレッ ト と  JSP ページページページページ

JRun では、 Java サーブレ ッ ト と  JSP の両方を使用してサーバー側 Java アプ リ ケー
シ ョ ンを作成できます。 JSP は JRun によってサーブレッ ト に変換されるため、 ネイ
ティ ブ Java サーブレッ ト に使用できるオブジェク ト の多く は、 本質的に JSP  にも使用
できます。

• HTTP 要求と応答

• 出力

• 例外

• ページ コンテキス ト

• セッシ ョ ン

• コンテキス ト  (アプリ ケーシ ョ ン )

• 設定情報

• アプリ ケーシ ョ ンの公開 (例 : WAR ファ イル、 DTD)

これらの ト ピ ッ クについては、 次のページで説明します。 上記オブジェ ク ト の使用
方法の詳細については、 本書の後のセクシ ョ ンで説明します。
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HTTP 要求と応答要求と応答要求と応答要求と応答

サーブレッ トは、HTTP 要求がサーブレッ ト を直接的に Java サーブレッ ト と して参照
した場合、 または間接的に JSP ファ イルと して参照した場合に起動されます。 サーブ
レッ ト内の最も一般的なタスクは、 HTTP 要求に格納された情報にアクセスし、 その
情報を処理してから、 結果を  HTTP 応答の一部と してク ラ イアン トに返すこ とです。

HTTP 要求には、ク ラ イアン トからサーブレッ トに送信された情報が含まれています。
たと えば、 サーブレッ ト がフォームによって起動された場合は、処理を行う 前に、その
サーブレッ ト は要求に格納されているフォーム  データにアクセスする必要があり ます。
フォーム  データには、ユーザ、データベースに書き込まれた登録情報、またはユーザの
ショ ッ ピング  カート に追加された製品情報の検証に使われるログイン情報が含まれて
います。

HTTP 要求情報には、 次のよ うにアクセスします。

• Java サーブレッ ト では、javax.servlet.HttpServletRequest オブジェク ト を使用
して、HTTP 要求情報にアクセスします。このオブジェク ト は、要求内に格納された
情報のアクセスに使用できる メ ソ ッ ドを定義します。

• JSP では、暗黙の JSP オブジェク ト  request を使用します。この request オブジェ
ク ト を使用する と、 javax.servlet.HttpServletRequest オブジェク トの場合と
同じ メ ソ ッ ドを使用できます。

サーブレッ トは、HTTP 応答を構築し、その応答をク ラ イアン トに返すこ とによって、
要求に応じます。 サーブレッ ト内で、 HTTP 応答にアクセスし、 ク ライアン トに返さ
れた応答内の情報を書き込みます。

HTTP 応答情報には、 次のよ うにアクセスします。

• Java サーブレッ トでは、 javax.servlet.HttpServletResponse オブジェク ト を
使用し ます。 それは、 応答内に保存さ れた情報にアク セスする メ ソ ッ ド を定義
し ます。

• JSP では、 暗黙の JSP オブジェク ト  response を使用します。 この response オブ
ジェク ト を使用すると 、javax.servlet.HttpServletResponse オブジェク ト の場合
と同じ メ ソ ッ ドを使用できます。

HTTP 応答には、クライアント への結果の返送に使用する出力スト リ ームが含まれます。
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クライアン トへの結果の返送クライアン トへの結果の返送クライアン トへの結果の返送クライアン トへの結果の返送

サーブレッ ト で、要求クライアント にダイナミ ッ ク  コンテンツを返すこ とができます。
出力は、 サーブレッ トが計算する情報またはサーブレッ トに渡された情報に基づいて
生成されます。 た とえば、 サーブレッ トは渡されたフォーム属性 (request オブジェ
ク ト を介してアクセス されたもの) を使用して、 フォーマッ ト されたデータベース
データを戻すこ とができます。一方、アプリ ケーショ ンにユーザ プリ ファレンスを維持
するメ ソ ッ ドがある場合は、格納されているプリ ファレンスに基づき、サーブレッ ト で
ブラウザの表示色を設定できます。

HTTP 応答を使用して、 次のよ うに情報を戻します。

• サーブレット は、javax.servlet.HttpServletResponse オブジェクト の PrintWriter、
または ServletOutputStream インターフェイスを使用します。これらのインター
フェイスには、 println メ ソ ッ ドが含まれています。 このメ ソ ッ ドは、 出力ス ト
リームへの書き込みを行 う ためのものです。

• JSP には、 暗黙の JSP オブジェク ト  out が使用されます。 out オブジェク トにも、
println メ ソ ッ ドが含まれています。

例外処理例外処理例外処理例外処理

例外とは、 サーブレッ ト内で検出されるエラーのこ とです。 例外は、 JRun によって
JSP が Java ク ラス  ファ イルに変換される と き、またはサーブレッ トが実行される と き
に発生する可能性があ り ます。 

例外は、 次のよ うに表現されます。

• Java サーブレッ トでは、例外はク ラス  javax.servlet.ServletException のイン
スタンスで表されます。 

• JSP では、 exception オブジェク ト を使用して例外を表します。

ページページページページ コンテキスト情報の維持コンテキスト情報の維持コンテキスト情報の維持コンテキスト情報の維持

JSP ページの pageContext オブジェク トは、 情報を  JSP にローカルに格納する メカニ
ズムを提供します。 JRun では、ページの要求ごと に新しい pageContext オブジェク ト
が作成されます。 このオブジェク トは、 ページが起動する と作成され、 ページが終了
すると削除されます。pageContext オブジェク ト のメ ソ ッ ド を使用すると 、 JSP の情報
にアクセスしたり、 ほかのアクシ ョ ンを実行できます。 

Java サーブレッ トには、 これに相当するオブジェク トはあ り ません。
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セッシ ョ ンの処理セッシ ョ ンの処理セッシ ョ ンの処理セッシ ョ ンの処理

HTTP はステート レス  プロ ト コルです。 Web サーバーは、 要求を受け取って応答を
返すと 、ク ライアント と の接続を終了します。Web サーバーにはクライアント の情報は
維持されません。 そのため、 同じ ク ライアン トから別の要求がきても、 自動的に判断
する こ とはできません。 Web サイ トから ク ラ イアン トやナビゲーシ ョ ンを自動追跡
できないこ とが、 Web サイ トにおける複雑な ト ランザクシ ョ ンの実行を困難にして
います。

ただし、 JRun には session オブジェク トがサポート されており、 これを使用すれば、
Web サーバーと の対話全体を通してユーザを追跡できます。session オブジェク ト で、
ショ ッ ピングするユーザを追跡し、登録情報や優先情報を送るこ とができます。サイト
に接続するたびに自由に再入力できます。

session オブジェク トは、ユーザが Web サイ トに接続している間、情報の格納および
検索場所を  1 つ提供します。 

JRun を使用してセッシ ョ ンを実装する場合は、ク ライアン トのブラウザにク ッキーが
サポート され、使用可能になっている必要があり ます。ブラウザにク ッキーがサポート
されていない場合、 またはク ラ イアン ト でク ッキーが使用不能な場合は、 JRun で
セッショ ンを追跡するこ と はできません。このよ う な場合は、別のメ ソッ ド を使用して
ユーザを追跡する必要があ り ます。 

セッシ ョ ン情報には、 次のよ うにアクセスします。

• Java サーブレッ トでは、 javax.servlet.http.HttpSession オブジェク ト を使用
してセッシ ョ ン情報にアクセスします。

• JSP には、 暗黙の JSP オブジェク ト session が使用されます。 

アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン コンテキストの追跡コンテキストの追跡コンテキストの追跡コンテキストの追跡

コンテキス ト  オブジェク ト を使用する と、 アプ リ ケーシ ョ ン情報を格納したり、 アプ
リ ケーシ ョ ンのさまざまなコンポーネン ト間で情報を共有できます。

たと えば、アプリ ケーショ ンが複数のサーブレッ ト  (Java で書かれたものと  JSP と して
書かれたもの )、 HTML タグ、およびデータベースで構成されていると します。 これら
のアプリ ケーシ ョ ン  コンポーネン ト間で情報をやり取りするには、アプ リケーシ ョ ン
コンテキス ト を使用して、 その情報を格納し、検索できます。 コンテキス ト  オブジェ
ク ト を介して使用できる情報には、 次のものがあ り ます。

• 要求に渡される属性

• 初期化パラ メータ

• MIME タイプ

• バージ ョ ン情報

• パス情報
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また、 アプ リ ケーシ ョ ン  コンテキス トには、 Web サーバーへのアプ リ ケーシ ョ ンの
実装に伴って、 アプ リ ケーシ ョ ン情報が格納されます。 この情報には、 アプ リ ケー
シ ョ ン  コンポーネン トのファ イルの位置、サーブレッ トの初期化パラ メータ、 アプ リ
ケーシ ョ ンのバージ ョ ン情報など、 アプ リ ケーシ ョ ン固有の情報が含まれています。

アプリ ケーシ ョ ン情報には、 次のよ うにアクセスします。

• Java サーブレッ トでは、 javax.servlet.ServletContext オブジェク ト を使用し
ます。

• JSP では、 暗黙の JSP オブジェク ト  application を使用します。 

設定情報へのアクセス設定情報へのアクセス設定情報へのアクセス設定情報へのアクセス

JRun は、初期化時にサーブレッ トに設定情報を渡します。設定情報には、初期化パラ
メータを示す名前/値ペア、 およびサーブレ ッ トが実行される コンテキス ト を示す
ServletContext オブジェク トが含まれています。

設定情報には、 次のよ うにアクセスします。

• Java サーブレッ トでは、 javax.servlet.ServletConfig  オブジェク ト を使用し
ます。

• JSP では、 暗黙の JSP オブジェク ト  config を使用します。 

アプリケーシ ョ ンの公開アプリケーシ ョ ンの公開アプリケーシ ョ ンの公開アプリケーシ ョ ンの公開

JRun では、 サーブレッ ト を含む Web アプリ ケーシ ョ ンを公開できます。 JRun には、
Web ARchive (WAR) ファ イルからのアプリ ケーショ ンの公開がサポート されています。
これらのファ イルは、 アプ リケーシ ョ ンを構成するすべてのファイルとそのディ レク
ト リ構造が格納されたアプリケーシ ョ ン配布ファ イルの圧縮ファ イルです。Web アプ
リ ケーシ ョ ンのパッケージ化と公開の詳細については、 第 34 章を参照して ください。
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Java によるサーブレッ トの作成によるサーブレッ トの作成によるサーブレッ トの作成によるサーブレッ トの作成

Java で作成されたサーブレッ トの実際を次に示します。 次のコード例は、正常に機能
するサーブレッ トの完全なソース  コードを示しています。

import java.io.*;
import javax.servlet.*;

public class SimpleServlet extends HttpServlet {

public void doGet(ServletRequest req, ServletResponse resp)
throws IOException, ServletException {

resp.setContentType("text/html");
PrintWriter out = resp.getWriter();
out.println("<html><head><title> SimpleServlet Output ");
out.println("</title></head><body>");
out.println("<h1> SimpleServlet Output </h1>");
out.println("</body></html>");

}
}

サーブレッ トのテス ト または公開を行 うには、 先にコンパイルを実行する必要があ り
ます。 JRun は JSP を自動的にコンパイルします。

要求に応じて、 サーブレッ トは HTML タグを含んでいるテキス ト を ク ラ イアン トに
返送します。このサーブレッ ト は比較的シンプルですが、 Java サーブレッ ト の基本的な
フォームと構造を示しています。 

Java サーブレッ ト 作成方法に関するチュート リ アルと サーブレッ ト の詳細については、
第 18 章 を参照して ください。
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JSP ページとしてのサーブレッ トの作成ページとしてのサーブレッ トの作成ページとしてのサーブレッ トの作成ページとしてのサーブレッ トの作成

前のセクシ ョ ンでは、 Java で作成したサーブレ ッ ト の例を示しました。 JRun には、
Java のコーディングにほとんど依存しない、も う  1 つのサーブレッ トの開発方法がサ
ポート されています。 JSPによって、 HTML と スク リ プト  コード の組み合わせを含むテ
キス ト  ファ イルからサーブレッ ト を作成できます。

JSP 内のス ク リ プ ト  コードは、 JSP 構文と、 通常は JavaScript (ECMAScript のサブ
セッ ト ) または Java の組み合わせにな り ます。 JSP 構文、 およびス ク リ プ ト言語の
選択方法の詳細については、 第 7 章 および 第 8 章 を参照して ください。 

JSP ファ イルは、最初に要求された時点で、 JRun によって  Java ソース  ファ イルに変換
され、 続いて  Java ク ラス  ファ イルにコンパイルされます。 したがって、 Java コード を
1 行も書かずに、 実際の Java サーブレ ッ ト を作成できます。 JSP ファ イルの実行時
イ メージは Java ク ラス  フ ァ イルになるため、 Web サーバーは、 Java で作成された
ファ イルと  JSP と して作成されたファ イルの違いを認識できません。

JSP ファ イルからは、 Java で書かれたほかのサーブレッ ト 、または JSP ファ イルと して
実装されたほかのサーブレッ ト を呼び出すこ と もできます。 

次の例は、ブラウザ画面に “Hello World” と  5 回表示する簡単な JSP ページを示して
います。 

<html>
<head>
<title>Greetings</title>
</head>
<body>

<% for(int i=0;i<5;i++) { %>
<h1>Hello World!</h1>
<% } %>

</body>
</html>

JSP のファイル名の末尾には、拡張子 .jsp が付きます。 JRun は JSP の要求を認識し、
JSP を実行可能な Java サーブレッ トに変換します。 JSP の開発方法の詳細については、
第 7 章を参照して ください。 
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EJB の概要の概要の概要の概要
この章では、 JRun EJB エンジンの機能について簡単に説明します。 これらの機能に
ついては、 第 4 部で詳し く説明します。
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概要概要概要概要

EJB エンジンは、 コンポーネン トのライフサイクル、 ネーミ ング、 ト ランザクシ ョ ン
管理、 メ ッセージング、 リ ソース管理、 セキュ リ ティ、 ディ ス ト リ ビューシ ョ ン、 ス
テート管理、 およびパーシスタンスなどのミ ドルウェア サービスを自動化します。 

メモメモメモメモ

EJB の機能は、 JRun Professional 版、 Advanced 版では使用できません。

JRun には、 EJB コンポーネン ト  アーキテクチャが実装されています。 EJB は、 ソフ ト
ウェア  コンポーネント  モデルを定義します。これにより 、EJB 対応のアプリ ケーショ ン
サーバーを使用して、サーバー側アプリ ケーシ ョ ン  ロジッ ク  (Bean) を公開できます。

通常、 複数の 「アプ リ ケーシ ョ ン」 から構成される  Bean は同じサーバーに公開され
ます。 すべての Bean が内部で開発され、 リ ソースに対する総合的な制御が存在する
場合、 この事例では何の問題もあ り ません。 しかし、 同じサーバーやコンテナに公開
されたほかの競合する  Bean などの影響を受けないソ リ ューシ ョ ンを提供する必要が
ある場合、 この事例をサポートするのは非常に困難です。

従来の EJB 事例では、 さまざまなアプ リ ケーシ ョ ンが同じサーバーから提供される
ソ リ ューシ ョ ンを定義します。 JRun では、 EJB サーバーはアプリケーシ ョ ンの内部の
目に見えない部分で動作します。

JRun では、 EJB パラダイムの利点を十分に活用して、総合的なソ リ ューシ ョ ンを提供
できます。

この設定によ り、 リ ソース管理とサーバー設定の全体的な制御が可能にな り ます。 

JRun は、 アプ リ ケーシ ョ ンの内部からサーバーの管理および制御を行 う ための公開
API を提供し ます。 EJB ベースの  API は、 セキュ リ ティ 、 認証、 管理、 監視など、
さ まざまな機能のカスタマイズをサポート します。
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サーバーに常駐するデータの共有、エンティティ  ベースのキャ ッシュ、およびインプ
ロセスの組み込み動作によって、 高速なパフォーマンスを実現できます。 拡張性は、
エンティティ  オブジェク トの自動分散ガーベッジ コレクシ ョ ン、拡張可能な EJB オブ
ジェク ト /スタブ アーキテクチャ、およびマルチポート  EJB オブジェク ト  アクセスに
よって確保されます。

EJB エンジンは軽量でカスタマイズが可能であるため、 インス トールの特定の要件に
合わせて簡単に設定できます。 J2EE ベースの実装によ り、 メモ リの使用量を少な く
保ったままで効果的な実行が保証されます。 

使用モード には、スタンド アロンおよびフェイルオーバが含まれます。EJB エンジンの
インスタンスまたはサブク ラスを直接生成するこ と もできます。 標準重視のアーキテ
クチャと  300 KB 未満のメ モリ 使用量に加え、さまざまな使用モードによって、JRun は、
専用アプリ ケーショ ン  サーバーまたは分散ソ リ ューショ ンの組み込みに理想的な
選択肢となっています。

EJB 仕様の完全な実装によ り 、分散型 Java アプリ ケーショ ンの公開および管理に必要な
次のよ うなサポートが提供されています。 

• エンティティおよびセッシ ョ ン  Bean のサポート

• コンテナ管理パーシスタンス

• 分散型 2 フェーズ コ ミ ッ ト  ト ランザクシ ョ ン管理

• 同期および非同期メ ッセージ

• サーブレッ トのサポート

• 認証およびセキュ リティ

• 効果的なオブジェク トのキャ ッシュ

EJB エンジンは、 J2EE の機能を利用するよ うに設計されてお り、 次のよ うな強力な
機能があ り ます。

• リモート起動によるフェイルオーバおよび復旧

• Bean レベルで保護された Secure Sockets Layer (SSL)

• 認証に対する  X.509 証明書のサポート

• ACL ベースのカスタマイズ可能なユーザ セキュ リティ

• Bean に関する  Java セキュ リティ  ポ リシー

• 密封された Bean 実装 JAR

• 参照オブジェク トによる分散型オブジェク ト管理

• J2EE コレクシ ョ ンの完全なサポート

これらの機能によ り 、分散型アプリ ケーショ ンの公開のための、安全で安定した環境が
提供されます。
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API
JRun EJB エンジンは、 EJB、 JNDI、 JTA、 JDBC、 RMI などの標準 Java API に基づいて
います。 次の表では、 これらの API の使用法を簡単に説明しています。 

API 使用法使用法使用法使用法

Enterprise JavaBeans (EJB) セッショ ンおよびエンティ ティ  Bean の完全なサポート 。
Bean およびコンテナ管理パーシスタンス。高度にカス
タマイズできるコンパク トな実装。

Java Naming Directory Interface
(JNDI)

JNDI によるサーバー リ ソースへのアクセス。 効果的
なローカル コンテキス ト検索。 LDAP ディ レク ト リの
サポート。

Java Message Service (JMS) ポイン トツーポイン ト と  パブリ ッシュ /サブスクライ
ブの両方の非同期メ ッセージング メ カニズムを提供
します。

Java ト ランザクシ ョ ン  API
(JTA)

統合ト ラ ンザクショ ン管理。 暗黙ト ラ ンザク ショ ン

またはク ラ イ アント 区分ト ラ ンザク ショ ン。 Bean
レベルの詳細ト ランザクシ ョ ン。 自動復旧。

Java データベース接続 (JDBC) 標準 SQL データベース  アクセス。複数のデータベース
のサポート JNDI データ  ソースのサポート。 効果的な
接続プール。プリペアド  ステート メ ント のキャッ シュ。

Remote Method Invocation (RMI) Java オブジェク トの完全なサポート。分散型オブジェ
ク ト管理。 カスタム ソケッ ト  (SSL) のサポート。自動
スタブ ダウンロード。 
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サービスサービスサービスサービス

JRun は、公開した  Bean のインスタンスと 、それらのインスタンスが使用するリ ソース
を管理するためのサービスを提供します。 これらのサービスには、 公開、 ライフサイ
クルの管理、 コンテキス トの実行、 分散型 2 フェーズ コ ミ ッ ト  ト ランザクシ ョ ンの
管理、 パーシスタンス、 およびセキュ リティが含まれます。 

Bean には、 エンティティ  Bean とセッシ ョ ン Bean の 2 種類があ り ます。

• エンティ ティ  Bean はビジネス  オブジェク ト を表し、複数のク ライアント が同時に
使用でき、特定のクライアント  セッショ ンを越えて存続します。顧客の注文や銀行
口座は、エンティ ティ  Bean と して表されます。エンティ ティ  Bean は、常に固有の
識別子に関連付けられます。 この識別子を  Bean のプラ イマ リ  キーと呼びます。
ク ラ イアン トは、 プライマ リ  キーを使用してエンティティ  Bean を見つけます。

• セッシ ョ ン Bean は、 特定のクライアン ト  セッシ ョ ン中に限り存続します。 セッ
シ ョ ン  Bean に関連するプライマ リ  キーは存在しないため、 通常、 複数のク ライ
アン トがセッシ ョ ン  Bean にアクセスする こ とはあ り ません。 担保計算は、 セッ
シ ョ ン  Bean の例です。 セッシ ョ ン Bean は、 データベース内のデータのアクセス
および修正に使用できます。

Bean の開発の開発の開発の開発

Bean 開発者は、ビジネス  ロジッ クを含む Bean をコーディングします。これらの Bean
は、セッシ ョ ン  Bean またはエンティティ  Bean のいずれかです。関連する公開プロパ
ティのほかに、 Bean には次の環境が必要です。

• ホーム  インターフェイス

• リモート  インターフェイス

• ビジネス  ロジッ クを含む実装

Bean およびそのインターフェイスは、Java ベースの開発環境を使用して開発できます。

Bean 開発者は、 Bean に関する公開情報も指定します。公開情報は、標準 Java プロパ
ティ、 および Bean プロパティの場合は XML 記述子を使用して指定できます。 Bean
には、必要なプロパティおよびオプシ ョ ンで設定できるプロパティが数多くあ り ます。
JRun JavaDocs ファ イルに付属する  EjiptProperties API マニュアルには、 これらの
プロパティの完全な一覧が記載されています。 
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ライフサイクルライフサイクルライフサイクルライフサイクル

EJB エンジンは、 公開された Bean のライフサイクルを管理します。 Bean に関連付け
られたホームおよびリ モート  インターフェイス  (オブジェ ク ト ) の実装によ り、 EJB
エンジンは Bean のインスタンスの作成、 配置、 および破棄を行います。 

EJB エンジンは、 起動時に JNDI を介して Bean を登録し、 ク ラ イアン トが Bean の
ホーム  オブジェ ク トへの参照を取得できるよ うにします。 ホーム  オブジェク トへの
参照を取得する と、 ク ラ イアン トは create または findXXX メ ソ ッ ドを呼び出して、
Bean のオブジェク トへの参照を取得できます。 次に、 ク ラ イアン トはこれらのオブ
ジェク トに関する メ ソ ッ ドを呼び出します。 オブジェク ト実装は、 これらのメ ソ ッ ド
呼び出しを実際の Bean 実装に転送します。

ク ライアント は、Bean のホーム  オブジェク ト と リ モート  オブジェク ト にのみアクセス
できます。ク ライアント は Bean 実装 (インスタンス ) に関するメ ソッ ド を直接呼び出す
こ とはできません。

コンテキス トコンテキス トコンテキス トコンテキス ト

公開された Bean の各インスタンスには、 Bean コンテキス トが関連付けられます。
Bean のコンテキス トは、環境にアクセスするための方法を Bean インスタンスに提供
します。 これには、 呼び出し  ID、 環境プロパテ ィ、 Bean のホームおよび リ モー ト
オブジェク トへの参照、 およびト ランザクシ ョ ン情報が含まれます。

インスタンスの有効期間中は、コンテキスト は公開された  Bean の特定のインスタンス
に連結されます。 



サービス 53
ト ランザクシ ョ ント ランザクシ ョ ント ランザクシ ョ ント ランザクシ ョ ン

JRun は、 JTA インターフェ イスを使用した 2 フェーズ コ ミ ッ ト  ト ランザクシ ョ ン
管理によって、 分散される可能性のある作業単位の整合性を確保します。 Bean は、
単一のメ ソ ッ ド 呼び出し から 複数の参加者がかかわる複数のメ ソ ッ ド 呼び出し に
いたるまで、 すべての作業単位を定義します。 

Bean は、自ら ト ランザクショ ンを制御するか、またはプロパティ  ファ イル内の宣言を
通じて ト ランザクシ ョ ン管理を  EJB エンジンに委任できます。 EJB に委任する場合、
EJB エンジンは Bean に代わって自動的にト ランザクショ ンを開始し、コミ ッ ト します。 

分散型 2 フェーズ  コミ ッ ト  ト ランザクショ ン  プロト コルの完全な実装が提供されます。
ただし、 配布の必要がな く、 ト ランザクシ ョ ンの参加者が 1 人だけの場合、 ト ランザ
クシ ョ ン サポートは自動的に非常に効果的なローカル実行モードに切り替わ り ます。

パーシスタンスパーシスタンスパーシスタンスパーシスタンス

JRun は、 Bean 管理パーシスタンス  (BMP) と  コンテナ管理パーシスタンス  (CMP) の
両方を提供します。プロパティ を使用して、コンテナ管理パーシスタンスのパラメ ータ
を定義するこ と で、CMP の正確な設定および制御が可能になり ます。EJB エンジンは、
オブジェク トのパーシスタンスの管理に関して JDBC API に依存します。

データベース  リ ソースは、設定可能なプール内であらかじめ決定されたデータベース
接続数で管理されます。 接続は、 必要に応じてプールから取得されます。 ト ランザク
ショ ンの完了後、関連する接続は自動的にプールに返され、その後の呼び出しで再利用
されます。 

データの取得中に結果をキャッシュに保存するこ と で入出力を最小限に抑え、パフォー
マンスを最大にします。 

ファ イル ベースの拡張可能な instance.store を、 Bean またはコンテナ管理パーシ
スタンスと組み合わせて使用するこ と もできます。 instance.store は、データベース
を使用できない場合やデータベースが不適切な場合に使用できます。 

メ ッセージメ ッセージメ ッセージメ ッセージ サポートサポートサポートサポート

JRun は、 Java Message Service (JMS) 仕様を完全に実装する こ とによ り、 メ ッセージ
サポートのシームレスな統合を提供します。 Bean 内のプロデューサ、 コンシューマ、
および JMS セッショ ンの作成がサポート されています。Bean を非同期メ ッ セージング
のリ スナと して使用するこ と もできます。メ ッセージは、EJB エンジンのエンティティ
Bean アーキテクチャによって提供されるト ランザクショ ン  サポート を使用して、完全
に処理されます。 
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セキュリテ ィ と認証セキュリテ ィ と認証セキュリテ ィ と認証セキュリテ ィ と認証

JRun は、 セキュ リ テ ィの実装に関して高度に設定可能な メカニズムを提供します。
確認するユーザ情報の種類と内容、 ロールを構成する情報、 および認証の方法などを
指定できます。 このよ うな柔軟性によ り、 既存のシステムにすでに設置されている
セキュ リティ方式に順応できます。

ユーザ認証ユーザ認証ユーザ認証ユーザ認証

ユーザおよびロールの概念は、 エンテ ィ テ ィ  Bean を通じて実装されます。 ユーザ
Bean では、 特定のユーザを電子メール アドレス、 電話番号、 部署などの詳細情報で
表すこ とができます。 また、 ユーザ Bean は、 業務カテゴ リやタイプを表すこ と もで
きます。 ロール Bean は、業務カテゴリ 、 配属、その他の役割など、 ユーザのグループ
を表します。 

java.security.acl.Group がロールを実装するための基本インターフェイスである
のに対して、 java.security.Principal は、 基礎ユーザを実装するための基本イン
ターフェイスです。ユーザと ロールの両方の既定の実装がサーバーに含まれています。
これらのク ラスを拡張して、 特定の認証方式を実装できます。 

ユーザおよびロールは、 既存のデータベース、 フラ ッ ト  ファ イル、 または 
ejipt.properties ファ イルに格納される可能性があり ます。ユーザと ロールが、エン
ティティ  Bean であるため、Bean 管理パーシスタンス と コンテナ管理パーシスタンス
のどちら も、 データ検索と更新に使用できます。

アクセス制御アクセス制御アクセス制御アクセス制御

Bean およびそのメ ソ ッ ド のアクセス制御は、ユーザまたはロール レベルで簡単に指定
できます。各 Bean は、 Bean へのアクセスを許可するユーザまたはロールを指定でき
ます。 この方法で、 特定メ ソ ッ ドへのアクセスも制御できます。。。。 

Bean のプロパティ  ファ イルまたは公開記述子には、 EJB エンジンが実行時セキュ リ
テ ィ を管理するために使用するアクセス制御エン ト リが含まれています。 これらの
エン ト リは、 公開の際にアクセス制御 リ ス ト  (ACL) を作成するために使用されます。
ACL には、 ユーザと ロールのエン ト リ 、 またはどちらかのエン ト リが含まれます。
エン ト リは、Bean 全体または Bean 内の特定のメ ソ ッ ドに適用できます。公開された
各 Bean には、 ACL が関連付けられます。 

メ ソ ッ ド呼び出しのたびにセキュ リティ  チェッ クが実行され、ACL で定義されている
アクセス許可に対してユーザおよびロールが確認されます。 ロール ツ リーは、特定の
ロールを持つかど うかを確認するために通過されます。

優先優先優先優先 ID
Bean のプロパティ  ファ イルまたは公開記述子は、特定のメ ソ ッ ドに対して実行 ID を
指定できます。 実行モードは、 使用する  ID の種類を指定します。 ID の種類は、 ク ラ
イアン ト 、 システム管理者、 または特定のユーザの ID で指定できます。

特定のユーザの場合は、 実際に使用する  ID を指定するため、 実行 ID プロパティ を
有効なユーザまたはロール インスタンスに設定する必要があ り ます。
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環境環境環境環境

サード パーティ 製ツールと  JRun と の間に、依存関係はあり ません。開発した  Bean は、
標準 IDE を使用して公開できます。 

公開の際に、 公開される  Bean のホーム  インターフェイスおよびリモート  インター
フェイスを実装するク ラスが、 Deploy ツールによって自動的に生成されます。 生成
されたこれらのオブジェク ト  ク ラスをコンパイルするため、 Deploy ツールはコンパ
イラにアクセスする必要があ り ます。サーバーで生成されたオブジェク トは、別のサー
バーでロードできます。

インストールの必要条件インストールの必要条件インストールの必要条件インストールの必要条件

JRun は完全に Java で記述されているため、 J2EE プラ ッ ト フォームを使用できるあら
ゆる環境で実行できます。 JRun EJB エンジンは、 J2EE の機能を広範囲にわたって使用
します。組み込み Bean を実行するには、J2EE JRE をインスト ールする必要があり ます。
ただし、 Bean を開発する場合やサンプルを実行する場合は、 JDK 1.2 以降のバージョ ン
をインス トールする必要があ り ます。 

ディ レク ト リ情報ディ レク ト リ情報ディ レク ト リ情報ディ レク ト リ情報

本書の全体にわたって JRUN_HOME への参照が記載されていますが、 これは、 JRun を
インス トールしたディ レク ト リへの絶対パスです。 すべてのディ レク ト リ構造の詳細
については、 第 24 章を参照して ください。 

JRun を再インス トールする際に、既存のディ レク ト リに保持するファイルが含まれて
いる場合は、 インス トールする前に既存のディ レク ト リの名前を変更して ください。
JRUN_HOME ディ レク ト リ にインスト ール コンポーネント と同じ名前のファイルが存在
する場合、 そのファ イルはインス トーラによって上書き されます。 ただし、 deploy

および runtime ディ レク ト リ の中身は必ず維持され、削除されたり 上書きされるこ と は
あ り ません。 
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第 5 章

Web アプリケーシ ョ ンの開発アプリケーシ ョ ンの開発アプリケーシ ョ ンの開発アプリケーシ ョ ンの開発
完全な Web アプ リ ケーシ ョ ンは、 Java サーブレ ッ ト 、 JSP、 HTML ページのよ うな
スタテ ィ ッ ク  コンテンツ、 その他のアプ リ ケーシ ョ ン  リ ソースから構成されます。
1 つの JRun サーバーで、異なる  URL にマッピングされる複数の Web アプリ ケーショ ン
をサポートできます。

この章では、最初に Web アプリ ケーシ ョ ンの構造について説明し、次に JRun で Web
アプ リ ケーシ ョ ンおよびその リ ソースを処理する方法について説明します。 続いて、
既定のアプ リ ケーシ ョ ン と呼ばれる特別な  Web アプ リ ケーシ ョ ンについて説明し
ます。 最後に、 Web アプリケーシ ョ ンの作成と公開の方法について説明します。 

目次目次目次目次

• Web アプリ ケーシ ョ ンの概説 .................................................................................. 58

• 既定の Web アプリ ケーシ ョ ンの使用 ...................................................................... 67

• Web アプリ ケーシ ョ ンの開発 .................................................................................. 70

• Web アプリ ケーシ ョ ンの公開 .................................................................................. 76
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Web アプリケーシ ョ ンの概説アプリケーシ ョ ンの概説アプリケーシ ョ ンの概説アプリケーシ ョ ンの概説

Web アプリ ケーシ ョ ンは、 サーブレッ ト、 JSP ドキュ メ ン ト、 HTML ドキュ メ ン ト、
イメ ージ、およびその他のリ ソースから構成されています。あらかじめ定義されている
ディ レク ト リ構造に従ってこれらの リ ソースを配置し、 どの Web アプ リ ケーシ ョ ン
サーバーにも公開できるよ うにします。 

このセクショ ンでは、Web アプリ ケーショ ンの重要な機能と 利点について説明します。

Web アプリケーシ ョ ンの利点アプリケーシ ョ ンの利点アプリケーシ ョ ンの利点アプリケーシ ョ ンの利点

Web アプリ ケーシ ョ ンについては、 Java サーブレッ ト  API バージ ョ ン  2.2 の仕様書で
定義されています。 Web アプリ ケーシ ョ ンによる方法には、 次の利点があ り ます。

• アプリ ケーシ ョ ンのディ レク ト リ構造や、 アプ リ ケーシ ョ ンの定義に必要な情報

など、 Web アプリ ケーシ ョ ン表現の標準定義 

• Web アプリ ケーシ ョ ン  サーバーへの Web アプリケーシ ョ ンの公開の標準定義。特
定の Web アプリ ケーショ ン  サーバー用に記述された  Web アプリ ケーショ ンは、Java
サーブレ ッ ト  API バージ ョ ン  2.2 の仕様書に準拠するすべての Web アプ リ ケー
シ ョ ン  サーバーに移植可能である こ とが保証されます。

• 「Write Once, Run Anywhere (一度記述すればどこででも実行可能)」とい う  Java プ
ログラ ミ ング言語の目標に準拠。 Java 言語自体は、 ほかのプラ ッ ト フォームに移
植可能な言語です。 標準化された Web アプリ ケーショ ン表現を使用すると 、 異な
るアプリ ケーショ ン  サーバーに移植可能なアプ リ ケーシ ョ ン構造を作成できま
す。

• アプリ ケーショ ン内のアプリ ケーショ ン  リ ソースへの相対リ ンクが使用可能。Web
アプリ ケーシ ョ ンでは絶対参照を使用しないので、 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバ上の
アプリ ケーシ ョ ンの位置は考慮しません。 そのため、 開発された場所とは異なる
ディ レク ト リ、 URL、 または異なるサーバーに Web アプリケーシ ョ ンを公開でき
ます。 
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Web アプリケーシ ョ ンの使用アプリケーシ ョ ンの使用アプリケーシ ョ ンの使用アプリケーシ ョ ンの使用

1 つの JRun サーバーで、複数の Web アプリ ケーショ ンをサポート できます。次の図は、
複数の Web アプリ ケーシ ョ ンのホス ト と して機能している  2 つの JRun サーバーを示
します。 

Web アプリ ケーショ ンでは、ほかのアプリ ケーショ ン内のリ ソースの参照や、一般的な
リ ソースの共有が可能です。共有するこ とによって、Web アプリ ケーシ ョ ンは EJB や
データベース  ド ライバ クラスなど、多く のアプリ ケーショ ンで一般的に使用されている
リ ソースにアクセスできます。

JRun 接続モジュール (JCM) は、Web サーバーと  JRun サーバー間の接続を管理します。
JCM の設定の詳細については、 『JRun セッ ト アップ ガイ ド』 を参照して ください。

Web アプリ ケーシ ョ ンでは、データベースや EJB を使用してデータを共有するこ と も
できます。 たとえば、 電子商取引 Web サイ トが、 複数のアプ リ ケーシ ョ ンから構成
されていると します。 このタイプのサイト の顧客は、ログイン名と パスワード によって
識別でき ます。 そのため、 各 Web アプ リ ケーシ ョ ンではログイン名を使用して、
シ ョ ッピング カート、購入履歴、住所などのデータベース内の顧客の情報にアクセス
します。 
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Web アプ リ ケーシ ョ ンを開発する場合に決定しなければならないこ とは、 複数の
JRun サーバー上のアプ リ ケーシ ョ ン間の境界線をどこに設定するかとい う点です。
つまり 、1 つのJRun サーバーですべてのアプリ ケーショ ンを稼動できるよ う にするのか、
複数の JRun サーバー間にアプ リ ケーシ ョ ンを分散させる必要があるのかについて
決める必要があ り ます。 

複数の JRun サーバーを作成する理由の 1 つは、アプリ ケーショ ンをコンピュータ上の
異なるプロセスに分離するためです。たとえば、JRun サーバー内のすべての Java サー
ブレ ッ ト 、 JSP、 およびアプ リ ケーシ ョ ンは、 1 つのプロセスで実行します。 アプ リ
ケーショ ンを複数の JRun サーバーに分離するこ と によって異なるプロセスを使用し、
アプリ ケーシ ョ ンが別のアプリケーシ ョ ンに悪影響を与えないよ うにするこ とができ
ます。 さ らに、 ク ラスパス、データ  ソース、および EJB をサーバー レベルで定義でき
ます。 

Web アプリ ケーショ ンをそれぞれ異なる  JRun サーバーで実行するも う  1 つの理由は、
各 JRun サーバーで独自のユーザ認証メ カニズムや一連のユーザ認証ルールを実装
できる こ とです。異なる  JRun サーバーでアプリ ケーシ ョ ンを実行する こ とによって、
特定のサーバーの認証設定を利用できます。 認証の詳細については、 第 39 章を参照
して ください。

Web アプリケーシ ョ ンのディレク ト リ構造アプリケーシ ョ ンのディレク ト リ構造アプリケーシ ョ ンのディレク ト リ構造アプリケーシ ョ ンのディレク ト リ構造

次の図は、 Web アプリ ケーシ ョ ンのディ レク ト リ構造を示します。 

アプリ ケーシ ョ ンのルート  ディ レク ト リ  (この図では approot) は、アプ リケーシ ョ ン
ファ イルを提供するためのドキュ メン ト  ルート と して機能します。 このディ レク ト リ
には、 Web アプリ ケーシ ョ ンの一部と して開発された JSP が含まれます。 た とえば、
Web アプリ ケーショ ンが c:/apps/app1 にある場合、既定のト ップ ページ  ファ イルは
c:/apps/app1/index.html に配置されます。

ディ レク ト リ  ルー トのサブディ レク ト リには、 次のディ レク ト リが含まれる場合が
あ り ますが、 これらに限定されません。
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• WEB-INF アプリ ケーショ ンに関連するリ ソースが格納されます。このディ レク ト リ

には、 アプリ ケーショ ンの設定情報を保存する  web.xml ファ イルが格納されます。 

このディ レク ト リは、 アプ リ ケーシ ョ ンの公開ドキュ メ ン ト  ツ リーの一部ではあ
り ません。 したがって、 このディ レク ト リ またはそのサブディ レク ト リに含まれ
るファ イルは、 ク ライアント に直接提供されません。たと えば、 アプレッ ト が含ま
れている  JAR ファ イルはク ライアント によるアクセスが可能なディ レク ト リ になけ
ればならないため、 WEB-INF には格納されません。

• WEB-INF/classes アプリ ケーショ ンの Java サーブレッ ト の Java ク ラス  ファ イル
が格納されます。 

• WEB-INF/lib アプリ ケーショ ン固有のクラスが格納されます。これらのファイルは、

Java ARchive (JAR) または .zip ファ イルに保存されている必要があ り ます。この
ディ レク ト リには、タグ ラ イブラ リ を保存している  JAR ファ イルも格納されます。

• WEB-INF/jsp JSP の変換時に JRun によって作成されるファ イル (.class、 .java)
が格納されます。このディ レク ト リ は、Web アプリ ケーショ ン仕様の一部ではなく 、
JRun によって追加されたものです。 

実際の Web アプリ ケーシ ョ ンで使用するのは、 前出の図に示したディ レク ト リだけ
ではあ り ません。 HTML ファ イル、 イ メージ、 その他のアプ リ ケーシ ョ ン  リ ソース
などのために、ほかのディ レク ト リ を追加できます。 これらのディ レク ト リ は、 ク ライ
アン トが直接アクセスする リ ソース用 Web アプ リ ケーシ ョ ンの公開ドキュ メ ン ト  ツ
リーの一部にな り ます。 アプ リ ケーシ ョ ンへのディ レク ト リ追加の詳細については、
71ページの 「ディレク ト リの追加」 を参照して ください。

ここに記載されているディ レク ト リ 以外に、 JRun サーバーでは、そのサーバーがホスト
と なる  Web アプリ ケーショ ンごと に一時ディ レク ト リ が用意されます。この一時ディ レ
ク ト リ は JRun 自体では使用されませんが、 Java サーブレッ ト や JSP 実行時の一時的な
領域スペースを取得できるよ うに用意されています。 たとえば、 このディ レク ト リ を
使用してデータベース  クエ リの結果をキャ ッシュできます。 

次の命名規約に従って、一時ディ レク ト リ が Web アプリ ケーショ ンごと に自動的に作成
されます。

サーバー名/tmp/アプリケーシ ョ ン名

こ こで、サーバー名は JRun サーバーのディ レク ト リ名で、アプ リ ケーシ ョ ン名はサーバー
がホスト と なる  Web アプリ ケーショ ンの名前に対応するディ レク ト リ の名前です。実行
時は、次のステート メ ント を使用して、サーブレッ ト 内からこのディ レク ト リ への参照
を取得できます。 

File f = (File) getServletContext().getAttribute
("javax.servlet.context.tempdir");
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公開記述子公開記述子公開記述子公開記述子 (web.xml) 
Web アプリ ケーシ ョ ンは、 web.xml ファ イルの内容によって定義されます。 このファ
イルは、公開記述子と も呼ばれます。 このファイルには、アプリケーシ ョ ン サーバー上
でアプ リ ケーシ ョ ンを実行するために必要なすべての情報が含まれています。
web.xml の内容は JRun 固有のものではな く、Java サーブレッ ト  API バージ ョ ン  2.2 の
仕様書に定義されています。 Java サーブレッ ト  API バージ ョ ン  2.2 の仕様書に定義
されている よ う に  Web アプリ ケーショ ンをサポート し ている すべてのプラ ッ ト
フォームは、 web.xml ファ イルの内容を認識して、 解釈します。

web.xml ファ イルを使用して、 Web アプ リ ケーシ ョ ンの次のよ うな設定情報と公開
情報を定義します。

• サーブレッ ト  初期化パラ メータ

• セッシ ョ ン設定

• サーブレッ トおよび JSP の定義

• サーブレッ トおよび JSP URL のマッピング

• MIME タイプのマッピング

• ト ップ ページ ファ イルのリ ス ト

• エラー ページ

• セキュ リ ティ情報

web.xml ファ イルには、Web アプリ ケーシ ョ ンについての情報だけでな く、EJB につ
いての情報も含まれています。 この情報には、サーブレッ トが EJB のホーム  インター
フェイスを探すと きに必要な設定値が含まれています。

web.xml ファ イルは標準的なテキス ト  エディ タや XML エディ タを使用して編集する
XML ファ イルです。 また、 JRun 管理コンソール (JMC) を使用すると 、 このファ イル
の多く の属性を変更できます。web.xml ファ イルの各設定値については、本書の該当す
る部分で説明しています。 web.xml ファイルのすべてのプロパティ の全リ スト について
は、 Java サーブレッ ト  API バージ ョ ン  2.2 の仕様書を参照して ください。 

アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン コンポーネン トコンポーネン トコンポーネン トコンポーネン ト

Web アプリ ケーシ ョ ンは次のコンポーネン トから構成されます。 

• HTML ページ

• Java サーブレッ ト

• JSP

• カスタム タグ ラ イブラ リ

• リ ソースのイ メージ ディ レク ト リ 、Bean、およびデータベース  ド ライバなどのリ
ソース用のク ラス  ファ イル

アプリ ケーシ ョ ンに リ ソースを追加するには、Web アプリケーシ ョ ンの適切なディ レ
ク ト リにそのリ ソースを配置します。アプリケーシ ョ ンへのこれらのリ ソースの追加の
詳細については、 71ページの 「Web アプリ ケーシ ョ ン コンポーネン トの追加」 を参
照して ください。
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Web アプリケーシ ョ ン、アプリケーシ ョ ン、アプリケーシ ョ ン、アプリケーシ ョ ン、 JRun サーバー、サーバー、サーバー、サーバー、 Web サーバーサーバーサーバーサーバー

Web アプ リ ケーシ ョ ンは、 JRun などのアプ リ ケーシ ョ ン  サーバーをホス ト と して
利用します。 Web アプ リ ケーシ ョ ン開発時の最初の作業の 1 つと して、 アプ リ ケー
シ ョ ンを特定の JRun サーバーに関連付けます。 多くの場合、 Web アプリケーシ ョンを
default JRun サーバーまたはユーザが作成した JRun サーバーに関連付けます。 

メモメモメモメモ

Web アプ リ ケーシ ョ ンを admin JRun サーバーと関連付けないで く ださい。 admin
JRun サーバーは、主にすべての JRun サーバーを含む JRun インスト ールの管理に使用
します。

次の図は、 複数のアプリ ケーシ ョ ンのホス ト と して機能する  default JRun サーバーを
示します。

この図には、 この JRun サーバーに関連付けられている  Web サーバーも示されてい
ます。 Web サーバーはク ライアン トからの要求を  URL 形式で受け取り、 要求が Java
サーブレ ッ トや JSP などの Web アプ リ ケーシ ョ ン  リ ソースを参照する と きに JRun
にこの要求を渡します。 

JRun サーバーをホス ト とする さ まざまな Web アプ リ ケーシ ョ ンにク ラ イアン トの
要求を割り 当てるには、各 Web アプリ ケーショ ンをマッ ピングし て異なる  URL パ
ターンに対応します。 この方法で、 JRun サーバーは適切な Web アプリケーシ ョンに要
求を転送できます。 
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アプリケーシ ョ ンのマッピングアプリケーシ ョ ンのマッピングアプリケーシ ョ ンのマッピングアプリケーシ ョ ンのマッピング

アプリケーシ ョ ンのマッピングによって、要求の URL をアプリケーシ ョ ンが含まれて
いる物理ディ レ ク ト リ に関連付けます。 Web アプ リ ケーシ ョ ン公開の一環と して、
アプリ ケーシ ョ ンへの URL パスを指定して Web サーバーによって認識されるよ うに
する必要があ り ます。 

Web アプリ ケーシ ョ ンが http://hostname/appURL/resourcename の形式の URL に
応答するよ うに、URL マッピングを設定します。 このマッピングを設定すると、接頭辞
http://hostname/appURL/ で始まるすべての URL がこのアプリ ケーシ ョ ンにマッピ
ングされます。 

メモメモメモメモ

JRun ではアプリ ケーショ ンの URL マッ ピングに制限はあり ません。アプリ ケーショ ン
名を  URL マッピングの一部と して使用する必要はあ り ませんが、これを任意の文字列
にマッピングできます。 

た とえば、次の表は Web アプ リ ケーシ ョ ン、アプ リ ケーシ ョ ン  URL マッピング、お
よびアプリ ケーシ ョ ン  リ ソースの要求 URL の物理的位置の一覧です。 

この例では、c:/apps とい う名前のディレク ト リ を作成し、すべての Web アプリケー
シ ョ ンを格納します。 次に、 要求 URL が app1 または app2 のどちらかにマッピング
されるよ うに、 JRun でアプリケーシ ョ ン  URL マッピングを設定します。 

JRun が特定のリ ソースの要求 URL を解決する方法については、第 6 章を参照してく だ
さい。

Web アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン クラスパスの決定クラスパスの決定クラスパスの決定クラスパスの決定

Web アプリ ケーシ ョ ンのク ラスパスは、アプ リケーシ ョ ンがアクセスできるク ラスを
定義します。たと えば、 Java サーブレッ ト の .class ファ イルは、サーブレッ ト を処理
できるよ うに、 JRun 用の Web アプリ ケーシ ョ ンのク ラスパスに含まれているディ レ
ク ト リ内になければな り ません。 このク ラスパスには、 .class ファ イルが含まれて
いるディ レク ト リ または JAR ファ イルも含まれます。 

Web アプ リ ケーシ ョ ンのク ラスパスの定義は、 再ロード可能部分と、 再ロード不可
部分の 2 つに分けられます。 再ロード可能なクラスには、 JSP や Java サーブレッ トが
あ り ます。 実行時は、 ク ラスパスの再ロード可能部分で定義されるク ラスがチェッ ク
さ れます。 メ モリ 内のク ラ スのイ メ ージがディ スク上のイ メ ージと 異なる場合は、
ク ラスが再ロード されます。 

Web アプリケーショアプリケーショアプリケーショアプリケーショ ンのンのンのンの

ディレク ト リディ レク ト リディ レク ト リディ レク ト リ

アプリケーショ ンのアプリケーショ ンのアプリケーショ ンのアプリケーショ ンの
URL マッピングマッピングマッピングマッピング

クライアン ト要求クライアン ト要求クライアン ト要求クライアン ト要求 URL

c:/apps/app1 /app1 http://hostname/app1/resource_name
c:/apps/app2 /app2 http://hostname/app2/resource_name
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アプリ ケーシ ョ ンのク ラスパスの再ロード不可部分によって参照されるク ラスは 1 度
だけロード され、 変更についてはチェッ ク されません。通常、Web アプリケーシ ョ ン
の開発の一環と して変更しない基本的な  Java ク ラス、 JRun ファ イル、 JVM ク ラスなど
が再ロード不可ク ラス とな り ます。 

Web アプリ ケーシ ョ ンの既定の再ロード可能なクラスパスには、次のディ レク ト リが
含まれます。 

• approot/WEB-INF/classes 

• approot/WEB-INF/lib 

• approot/WEB-INF/jsp 

既定の再ロード不可ク ラスパスには、 次のディ レク ト リ と ファ イルが含まれます。

• JRun のホーム ディレク ト リ /lib/ext このディレク ト リ内のすべての JAR ファイル
が含まれます。

• JRun のホーム ディ レク ト リ /servers/lib このディ レク ト リ内のすべての JAR
ファ イルが含まれます。

• JRun のホーム ディ レク ト リ /lib/jrun.jar

• JRun のホーム ディ レク ト リ /lib/install.jar

• JRun サーバーのルート  ディ レクト リ /lib このディ レク ト リ 内のすべての JAR ファ
イルが含まれます。

• このほかの JRun JAR ファ イル

Web アプリケーシ ョ ンのクラスパスの変更アプリケーシ ョ ンのクラスパスの変更アプリケーシ ョ ンのクラスパスの変更アプリケーシ ョ ンのクラスパスの変更

再ロード可能部分と再ロード不可部分の両方と も 、個別の JRun プロパティ  ファ イルを
使用して Web アプリ ケーシ ョ ンのク ラスパスを変更します。 

JRun プロパティ  ファ イルの階層によって、個々の JRun サーバーによって処理される
すべての Web アプリ ケーシ ョ ンのク ラスパスを設定したり  (local.properties を使
用)、 個々の Web アプリ ケーシ ョ ンのク ラスパスを設定できます(webapp.properties
を使用)。 

ク ラスパスの再ロード可能部分を変更するには、webapp.classpath プロパティ の設定
を変更します。 webapp.classpath の既定値は、 次のとおりです。

webapp.classpath=/WEB-INF/classes;/WEB-INF/lib;/WEB-INF/jsp

webapp.classpath に指定されるパスは通常、 アプ リ ケーシ ョ ンの /WEB-INF ディ レ
ク ト リの下にあ り ます。

再ロード不可部分のアプリケーシ ョ ン  ク ラスパスは、次の 2 つのプロパティから構成
されています。

• jrun.classpath JRun 自体が必要とする  .class および JAR ファ イル

• user.classpath ユーザ指定の .class および JAR ファ イル。 すべてのユーザ
アプリ ケーシ ョ ンおよび Java Virtual Machine (JVM) によって使用されます。  
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これらの 2 つのプロパティによって指定されるディ レク ト リについては、 そのディ レ
ク ト リに含まれている各 JAR ファ イルが、 JRun が呼び出される前にク ラスパス内の
ディ レク ト リの後ろに自動的に追加されます。これらの 2 つのプロパティの既定値は、
次のとおりです。

jrun.classpath = {jrun.rootdir}/lib/ext;{jrun.rootdir}/lib/
jrun.jar;{jrun.rootdir}/lib/install.jar

user.classpath={jrun.rootdir}/servers/lib;{jrun.server.rootdir}/lib

Web アプリケーシ ョ ン間でのクラスの共有アプリケーシ ョ ン間でのクラスの共有アプリケーシ ョ ン間でのクラスの共有アプリケーシ ョ ン間でのクラスの共有

Web アプリ ケーシ ョ ンのディ レク ト リ構造は、 Java サーブレッ ト  API バージ ョ ン  2.2
の仕様書に定義されています。 この仕様に定義されているよ うに、 Web アプ リ ケー
シ ョ ンに関連付けられているすべての .class ファ イルは、 そのアプリ ケーシ ョ ンの
ルート  ディ レク ト リに格納する必要があ り ます。 

ただし、JRun には、複数の Web アプリケーショ ンで共通ファイルを共有できるよ うに、
ディ レ ク ト リ構造の外部にある  .class フ ァ イルにアクセスする  Web アプ リ ケー
シ ョ ンの機能が追加されました。 ファ イルを共有する と、 複数のアプリケーシ ョ ンに
共通するデータベース  ド ラ イバ ク ラ スやカス タム  タグ ラ イブラ リ などの .class
ファ イルを  1 つの場所に格納しておく こ とができます。 共有リ ソースの追加は、 共有
ディ レク ト リに .class や JAR ファ イルを移動し、 これらの リ ソースにアクセスする
アプリ ケーシ ョ ンのホス トである  JRun サーバーを再起動するだけなので簡単です。

メモメモメモメモ

アプリケーシ ョ ンのディレク ト リ構造の外部の .class ファイルにアクセスするよ うに
アプリケーシ ョ ンを定義する場合、アプリケーシ ョ ンの WAR ファイルを作成する前に、
Web アプ リ ケーシ ョ ンのディ レ ク ト リ構造にすべての共有リ ソースをコピーする必
要があ り ます。

JRun では、 各 Web アプ リ ケーシ ョ ンは JRun サーバーをホス ト と します。 すべての
Web アプリ ケーショ ンが同じ  JRun サーバーをホスト と するよ う に環境を定義したり 、
Web アプ リ ケーシ ョ ンを複数の JRun サーバー間に分散できます。 Web アプ リ ケー
シ ョ ンのホス トになる  JRun サーバーに関係な く、 Web アプリ ケーシ ョ ン間でク ラス
ファ イルを共有できます。

JRun には、共有 .class ファイルに使用できる次のライブラリ  ディ レク ト リ があり ます。 

• jrun/servers/lib すべての JRun サーバーからアクセス可能、 つま りすべての
Web アプ リ ケーシ ョ ンからアクセス可能な JAR フ ァ イルと  .class フ ァ イルを
格納します。 JRun のすべての Web アプ リ ケーシ ョ ンは、 このディ レク ト リ内の
ファイルにアクセスできます。 これらの リ ソースは再ロード可能ではあ り ません。

• JRun サーバーのルート  ディ レク ト リ /lib 特定の JRun サーバーに関連付けられて
いるすべてのアプ リ ケーシ ョ ンからアクセス可能な JAR ファ イルと  .class ファ
イルを格納します。JRun サーバーがホス ト となっているすべての Web アプリケー
ショ ンは、このディ レク ト リ 内のファイルにアクセスできます。 これらのリ ソース
は再ロード可能ではあ り ません。
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分散型分散型分散型分散型 Web アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン

今回の JRun では、 分散型 Web アプリ ケーシ ョ ンをサポート していません。

既定の既定の既定の既定の Web アプリケーシ ョ ンの使用アプリケーシ ョ ンの使用アプリケーシ ョ ンの使用アプリケーシ ョ ンの使用

1 つの JRun サーバーで、 複数の Web アプ リ ケーシ ョ ンがサポー ト されます。 どの
アプリ ケーシ ョ ンが要求に対応するのか JRun が認識できるよ うに、 これらの各アプ
リ ケーシ ョ ンは異なる  URL にマッピングされます。 

Web アプ リ ケーシ ョ ンは、 URL にアプ リ ケーシ ョ ン名が含まれている次のよ う な
URL にマッピングされる こ と もあ り ます。

http://hostname/app1/app1_resource

http://hostname/app2/app2_resource

この例では、 http://hostname/app1/ で始まる  URL は app1 内のリ ソースを参照し、
http://hostname/app2/ で始まる  URL は app2 内のリ ソースを参照します。 このアプ
リ ケーシ ョ ンのルート  ディ レク ト リは、アプ リケーシ ョ ン  ファ イルを提供するための
ドキュ メン ト  ルート と して機能します。 たとえば、 Web アプリ ケーシ ョ ンが 
C:\apps\app1 にある場合、 既定の ト ップ ページ ファ イルの場所は
C:\apps\app1\index.html にな り ます。 このフ ァ イルは、 http://hostname/app2/
index.html のURLを使用してク ライアン トに提供できます。

ただし、 このアプリケーシ ョ ンのマッピング規則には 1 つの例外があ り ます。 既定の
Web アプ リ ケーシ ョ ンにはこの規則は当てはま り ません。 既定の Web アプ リ ケー
シ ョ ンは、 "/" または "//hostname/" のいずれかにマッピングされます。 既定のアプ
リ ケーシ ョ ンは、 次の形式の URL に応答します。

http://hostname/resource

既定の Web アプリ ケーシ ョ ンには次の特徴があ り ます。

• "/" または "//hostname/" にマッピングされます。

JRun では 最も限定的な参照から最も広範囲の参照の順に URL が解決されます。
ある  URL にマッピングされるほかのリ ソースが見つからない場合は、常に既定の
アプリ ケーシ ョ ンを使用して URL が解決されます。

• ドキュ メン ト  ルート  ディ レク ト リ と して Web サーバーのドキュ メン ト  ルート
ディ レク ト リが使用されます。

既定のアプリケーシ ョ ンでは、Web サーバーのドキュ メン ト  ルート  ディ レク ト リ
の JSP やほかのサーバー側スク リプ ト を自動的に使用します。 たとえば、 IIS Web
サーバーを使用している場合は通常、\inetpub\wwwroot がドキュ メン ト  ルートに
な り ます。 既定の Web アプリ ケーシ ョ ンでは、 このディ レク ト リ を ドキュ メン ト
ルート と して使用するため、 JSP やほかのサーバー側スク リプ ト を
\inetpub\wwwroot に配置できます。
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• ク ラスパスにディ レク ト リ  JRun/servlets が含まれます。 

旧バージ ョ ンの JRun では、 開発者が、 このディ レク ト リに Java サーブレッ ト の
.class ファ イルを配置していました。JRun/servlets を既定のアプリケーシ ョ ン
のク ラスパスに含める こ とによって、 既定のアプ リ ケーシ ョ ンに旧バージ ョ ンの

JRun との下位互換性を持たせるこ とができます。 既定では、 このディ レク ト リが
ほかの Web アプリ ケーシ ョ ンで使用される こ とはあ り ません。

既定の Web アプ リ ケーシ ョ ンを利用する主な理由の 1 つは、 旧バージ ョ ンの JRun
および Java サーブレ ッ ト  API との下位互換性を持たせる こ とです。 これによって、
既存の JRun アプ リ ケーシ ョ ンから このバージ ョ ンの JRun へのアップグレードが
簡単に行えます。 旧バージ ョ ンの JRun では、 開発者が JSP やほかのサーバー側スク
リ プ ト を Web サーバーのドキュ メ ン ト  ルー ト  ディ レク ト リ に配置し、 Java サーブ
レッ トの .class ファイルを {jrun root dir}/servlets ディレク ト リに配置していま
した。

JRun サーバーに接続されている各 Web サーバーには、 関連する既定の Web アプ リ
ケーシ ョ ンが含まれています。 たとえば、 default JRun サーバーには、 ディ レク ト リ
{jrun root dir}/servers/default/default-app にdefault-app とい う名前の
Web アプリ ケーシ ョ ンが含まれています。 

既定の既定の既定の既定の Web アプリケーシ ョ ンに対する要求の処理アプリケーシ ョ ンに対する要求の処理アプリケーシ ョ ンに対する要求の処理アプリケーシ ョ ンに対する要求の処理

次に、 既定の Web アプリ ケーシ ョ ンの リ ソースに対応する  URL の例を示します。

http://hostname/resource

JRun では 最も限定的な参照から最も広範囲の参照へと  URL が解決されます。 この
場合、URL に一致するアプリケーシ ョ ンは既定のアプリケーシ ョ ンだけなので、既定の
アプ リ ケーシ ョ ンがこの要求を処理します。 JRun が URL を解決する方法の詳細に
ついては、 第 6 章を参照して ください。

JRun は、 リ ソース名が一致する リ ソースを、 既定のアプリ ケーシ ョ ンのルート  ディ
レク ト リ  (通常は、Web サーバーのド キュメ ント  ルート ) から検索します。リ ソースが
見つかる と 、そのリ ソ ースが返さ れます。 JSP または  Java サーブレッ ト の場合、リ
ソースを返すこ とは、 JSP や Java サーブレッ ト を処理して、 その処理結果をク ライア
ン トに返すこ とを意味します。 

Web アプリ ケーシ ョ ンで URL に対応する リ ソースが見つからない場合、JRun は Web
サーバーに処理の要求を返します。 たとえば、 ク ライアン トが次の要求を発行したと
します。

http://localhost/index.htm

"/" は既定のアプリ ケーショ ンと一致しますが、index.htm に対応するサーブレッ ト の
マッピングが既定のアプリ ケーシ ョ ンにない場合、 JRun から  Web サーバーに制御が
返されます。その後、Web サーバーはドキュメ ント  ルート からクライアント にファイル
index.htm が返されます。
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default-app Web アプリケーシ ョ ンの使用アプリケーシ ョ ンの使用アプリケーシ ョ ンの使用アプリケーシ ョ ンの使用

JRun には、default JRun サーバーで使用する、default-app とい う既定のアプリケー
シ ョ ンがあ り ます。 このアプリ ケーシ ョ ンは、ディ レク ト リ  JRun/servers/default/
default-app にあ り ます。 

JRun をインスト ールすると 、 default-app には次のよ う な既定のアプリ ケーショ ンの
すべての特徴が加わ り ます。

• "/" にマッピングされます。 

• ドキュ メン ト  ルート  ディ レク ト リ と して Web サーバーのドキュ メン ト  ルート
ディ レク ト リが使用されます。

• クラスパスに、 ディレク ト リ  JRun/servlets が含まれます。 このため、 このディレ
ク ト リにサーブレッ ト  .class ファ イルを配置できます。

default-app によって、最初に Web アプリ ケーショ ンを作成しなく ても 、 Java サーブ
レッ ト 、 JSP、 および EJB の開発を開始できます。 

Web アプ リ ケーシ ョ ンに対して追加する場合と同じ規則を使用して、 コンテンツを
default-app に追加します。Web アプリケーシ ョ ンへのリ ソースの追加の詳細につい
ては、 71ページの 「Web アプリ ケーシ ョ ン  コンポーネン トの追加」 を参照して くだ
さい。

既定のアプリケーシ ョ ン既定のアプリケーシ ョ ン既定のアプリケーシ ョ ン既定のアプリケーシ ョ ン ディレク ト リ構造ディレク ト リ構造ディレク ト リ構造ディレク ト リ構造

60ページの 「Web アプリ ケーシ ョ ンのディ レク ト リ構造」 で説明しているよ うに、既
定のアプ リ ケーシ ョ ンでは、 ほかのアプ リ ケーシ ョ ン と同じディ レ ク ト リ構造を使
用し ます。 既定のアプリ ケーショ ンのディ レク ト リ 構造における唯一の違いは、 既
定のアプリ ケーシ ョ ンは、独自のドキュ メン ト  ルート  ディレク ト リではな く、アプリ
ケーショ ン  ルート  ディ レク ト リ と して  Web サーバーのド キュメ ント  ルート  ディ レ ク
ト リ を使用する点です。

既定のアプリ ケーシ ョ ンでは、 Web サーバーのドキュ メ ン ト  ルート  ディ レク ト リ を
使用して、Web サーバーのド キュメ ント  ルート の JSP やほかのサーバー側スク リ プト を
操作できます。 この場合、既定のアプリケーシ ョ ンでは、 WEB-INF の下にある  .class
および JAR ファ イル以外の リ ソースについては、 独自のルート  ディ レク ト リ を参照
しません。

メモメモメモメモ

インス トールする と、JRun は default JRun サーバー上で JRun Web サーバー (JWS) を
起動するよ うに設定されます。 JWS のドキュ メン ト  ルート、つま り既定のアプリケー
シ ョ ンのド キュ メ ン ト  ルー ト は、 JRun のホーム デ ィ レク ト リ /servers/default/

default-app です。
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既定の既定の既定の既定の Web アプリケーシ ョ ンのクラスパスアプリケーシ ョ ンのクラスパスアプリケーシ ョ ンのクラスパスアプリケーシ ョ ンのクラスパス

すべての Web アプリ ケーシ ョ ンのク ラスパスについては、 64ページの 「Web アプリ
ケーシ ョ ン  ク ラスパスの決定」 のセクシ ョ ンで説明しています。 このセクシ ョ ンで
説明したク ラスパスだけでな く、 既定の Web アプ リ ケーシ ョ ンのク ラスパスには、
{jrun.rootdir}/servlets とい うパス も追加されています。 これは、 既定の Web
アプリ ケーシ ョ ンが、 このディ レク ト リ内のすべての .class または JAR ファ イルに
アクセスできるこ とを意味します。

{jrun.rootdir}/servlets ディ レク ト リは再ロード可能です。 これは、 JRun はこの
ディ レク ト リ 内の .class および JAR ファイルの依存チェックを行う こと を意味します。
対応するサーブレッ トが最後にロード された後にファイルが変更されていれば、サーブ
レッ トが再ロード されます。 

Web アプリケーシ ョ ンの開発アプリケーシ ョ ンの開発アプリケーシ ョ ンの開発アプリケーシ ョ ンの開発

JRun は Web アプリ ケーショ ン  サーバーです。 したがって、 JRun によって動作できる
よ うにするには、 すべての Java サーブレッ トおよび JSP を  Web アプリ ケーシ ョ ンの
一部と して組み込む必要があり ます。このセクショ ンでは、最初に新規の JRun アプリ
ケーショ ンの作成手順について説明し、次に Web アプリ ケーショ ンを構成するリ ソース
およびコンポーネン トの追加方法について説明します。 

Web アプリケーシ ョ ンの作成アプリケーシ ョ ンの作成アプリケーシ ョ ンの作成アプリケーシ ョ ンの作成

JRun には、 空の新規 Web アプリ ケーシ ョ ンを作成するユーティ リ ティが用意されて
います。 Web アプ リ ケーシ ョ ンの基本ディ レク ト リ構造が作成され、 適切な情報が
格納された web.xml ファ イルが作成される と と もに、アプ リケーシ ョ ンが登録されて
アプリ ケーシ ョ ンの URL マッピングが作成されます。 

アプリ ケーシ ョ ンを作成するには、 次の手順を実行します。

1 JMC の左側ペインで、 [マシン名 ] > [サーバー名 ] > [Web アプリケーシ ョ ン ] を
ク リ ッ ク します。

2 右側ペインで、 [アプリケーシ ョ ンの作成 ] をク リ ッ ク します。

3 アプリ ケーシ ョ ンのサーバー名を選択します。

4 左側ペインのサーバーの下に表示される情報に従ってアプ リ ケーシ ョ ン名を指定
します。

5 アプリ ケーシ ョ ンの Web サーバー ホス ト を指定します。 

6 アプリ ケーシ ョ ンの URL マッピングを指定します。

7 アプリ ケーシ ョ ンのルート  ディ レク ト リ を指定します。
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メモメモメモメモ

Web アプリ ケーショ ンのルート  ディ レク ト リ は、 JRun のディ レク ト リ 構造に
入れる必要はあ り ません。 システム上の任意の場所に作成できます。

8 [作成 ] をク リ ッ ク してアプ リ ケーシ ョ ンを作成します。

9 Web アプリ ケーシ ョ ンにコンテンツを追加します。 アプリケーシ ョ ン  リ ソースの
追加の詳細については、 71ページの 「Web アプリケーシ ョ ン  コンポーネン トの追
加」 を参照して ください。 

Web アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン コンポーネン トの追加コンポーネン トの追加コンポーネン トの追加コンポーネン トの追加

完全な Web アプ リ ケーシ ョ ンは、 Java サーブレ ッ ト 、 JSP、 HTML ページのよ うな
スタティ ッ ク  コンテンツ、 タグ ライブラ リ、EJB、その他のアプリケーシ ョン リ ソース
から構成されます。Web アプリケーシ ョンの開発作業の一部と して、アプリケーシ ョ ン
のディ レク ト リ構造にこれらのコンポーネン ト を追加します。

次のセクシ ョ ンでは、Web アプリケーシ ョンにコンポーネン ト を追加する方法について
説明します。

• 「ディ レク ト リの追加」 71ページ

• 「HTML ページの追加」 72ページ

• 「Java サーブレッ トの追加」 73ページ

• 「JSP の追加」 72ページ

• 「タグ ラ イブラ リの追加」 75ページ

• 「EJB の追加」 75ページ

• 「 リ ソースの追加」 75ページ

ディ レク ト リの追加ディ レク ト リの追加ディ レク ト リの追加ディ レク ト リの追加

Web アプリ ケーシ ョ ンのディ レク ト リ構造では、WEB-INF とい う名前のサブディ レク
ト リ を  1 つ以上定義します。 このディ レク ト リについては、 60ページの 「Web アプリ
ケーシ ョ ンのディ レク ト リ構造」 を参照して ください。

ただし 、多く の Web アプリ ケーショ ンでは、アプリ ケーショ ン  ルート ディ レク ト リ の
下に WEB-INF 以外のディ レク ト リ も追加されています。そのアプリケーシ ョ ンのク ラ
スパスに含まれていなければならない .class または JAR ファ イルが新しいディ レク
ト リに含まれていない場合を除いて、アプリケーシ ョ ンのルートにサブディレク ト リを
追加する と きは、 ディ レク ト リ作成以外の特別な作業は必要あ り ません。 

たと えば、通常は、アプリ ケーショ ンのルート  ディ レク ト リ の下にある  images ディ レ
ク ト リにイ メージ ファ イルを配置します。 このほかの一般的なディ レク ト リ と して、
アプ リ ケーシ ョ ンのルー ト  ディ レク ト リ の下の include ディ レク ト リがあ り ます。
このディ レク ト リには、複数のアプリケーシ ョ ン  リ ソースで共有するファイルが格納
されます。 この場合は、 アプ リ ケーシ ョ ンのルー トの下に include ディ レク ト リ を
作成できます。 
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HTML ページの追加ページの追加ページの追加ページの追加

このアプ リ ケーシ ョ ンのルート  ディ レク ト リは、 アプ リ ケーシ ョ ン  ファ イルを提供
するためのド キュメ ント  ルート と して機能します。アプリ ケーショ ンの HTML ページ
をアプ リ ケーシ ョ ン  ルートの下か、 またはWEB-INF ディ レク ト リ以外のアプ リ ケー
シ ョ ン  ルートのサブディ レク ト リに追加します。たとえば、Web アプリケーシ ョ ンが
c:/apps/app1 にある場合、 既定の ト ップ ページ フ ァ イルは c:/apps/app1/

index.html に配置されます。

JSP の追加の追加の追加の追加

JSP を使用する と、 HTML と スク リプ ト  コードの組み合わせが含まれているテキス ト
ファ イルから、 サーブレッ ト を作成できます。 JSP (.jsp ファ イル ) は、 ク ライアン ト
から最初に要求された と きに、 Java ソース  コード  ファ イル (.java ファ イル) に変換
され、続いて  Java ク ラス  ファ イル (.class ファ イル) にコンパイルされます。 JSP 作成
方法の詳細については、 第 7 章を参照して ください。

Web アプ リ ケーシ ョ ンに JSP を追加するには、 アプ リ ケーシ ョ ンのルート  ディ レク
ト リか、 または WEB-INF にあるディ レク ト リ以外のアプリ ケーシ ョ ン  ルートの下の
ディ レク ト リ に JSP をコピーします。既定のアプリ ケーショ ンに JSP を追加する場合は、
Web サーバーのド キュメ ント  ルート  ディ レク ト リ に JSP をコピーします。このディ レ
ク ト リが既定のアプリケーシ ョンのルート  ディレク ト リ と して機能しているためです。 

JRun では、 JSP の要求に応じて作成される  .java および .class ファ イルが、 アプ リ
ケーシ ョ ンの WEB-INF/jsp ディ レク ト リに書き込まれます。 

メモメモメモメモ

WEB-INF/jsp ディ レ ク ト リ は JRun 固有のものであ り、 Java サーブレ ッ ト  API バー
ジ ョ ン  2.2 の仕様書では定義されていません。ほかのアプリ ケーシ ョ ン  サーバーでは、
別の位置に.java および .class ファ イルが書き込まれる こ と もあ り ます。 

JRun は、実際には jsp とい う名前のサーブレッ ト を使用して JSP を処理します。 この
サーブレッ ト は、次のマッピングによって定義されるよ う に、接尾辞 .jsp を持つページ
を要求するすべての URL に応答します。

*.jsp = jsp

JMC を使用してほかのマッピングを作成するこ とによって、jsp サーブレッ トの使用を
無効にして JSP の要求を処理できます。 別のサーブレッ ト を使用して JSP を処理する
方法の詳細については、 第 10 章を参照して ください。
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Java サーブレッ トの追加サーブレッ トの追加サーブレッ トの追加サーブレッ トの追加

Java サーブレッ トは .class ファ イルによって表されます。 Web アプリ ケーシ ョ ンに
Java サーブレッ ト を追加する手順は、 サーブレッ トの保存場所によって異な り ます。
通常、 サーブレッ トは次のいずれかの場所に保存されます。 

• WEB-INF/classes に .class ファ イルと して格納する。

• WEB-INF/lib に JAR ファ イル内の .class ファ イルと して格納する。

• 複数のアプリケーシ ョ ンによって共有されるク ラスのディ レク ト リに格納する。

ディ レク ト リ  WEB-INF/classes と  WEB-INF/lib は、 Web アプリケーシ ョ ンのク ラス
パスに自動的に組み込まれます。 また、 これらのディ レ ク ト リ内のすべての .class
および JAR ファ イルは再ロード可能です。 共有ク ラスのディ レ ク ト リがアプ リ ケー
シ ョ ンのク ラスパスに含まれている こ と を確認する必要があ り ます。 さ らに、 共有
ディ レク ト リ の中には再ロ ード 可能なも のと 、 そう でないも のがあり ます。 共有
リ ソースのディ レク ト リ の詳細については、 66ページの 「Web アプ リ ケーシ ョ ン間
でのク ラスの共有」 を参照して ください。 

JRun で Java サーブレ ッ ト を実行可能にする場合に最も重要な問題は、 アプ リ ケー
シ ョ ン  サーバーが WEB-INF や WEB-INF のサブディ レク ト リ内のファ イルを直接操作
できないこ と です。このため、サーブレッ ト の .class ファ イルを一般に JAR ファ イル
と して  WEB-INF/classes や WEB-INF/lib に格納する場合、これをク ライアント で利用
可能にする方法が問題にな り ます。

アプリ ケーシ ョ ンに Java サーブレッ ト を追加する手順は次のとおりです。

1 サーブレッ ト の .class ファ イル、またはサーブレッ ト の .class ファ イルが含まれ
ている  JAR ファ イルを、 適切なディ レク ト リ  (通常は、 WEB-INF/classes または
WEB-INF/lib) にコピーします。 

2 JRun 管理コンソール (JMC) 内の [アプリケーショ ン名] > [サーブレット URLのマッピング

] プロパティ を使用して、サーブレ ッ ト を適切な Web アプ リ ケーシ ョ ン内に登録
します。 

サーブレッ ト を登録する と、要求 URL のサーブレッ ト  ク ラス  ファ イルへのマッピ
ングが設定されます。この登録情報はアプリ ケーショ ンの web.xml ファ イルに保存
されます。

たとえば、 ファ イル SnoopServlet.class によって表されるサーブレッ トにアクセス
する と し ます。 まず、 フ ァ イル SnoopServlet.class を  c:/apps/app1/WEB-INF/
classes にコピーします。 次に、 次の表に示すサーブレッ ト  マッピングで、 JMC を
使用してサーブレッ ト を登録します。

仮想パス仮想パス仮想パス仮想パス / 拡張子拡張子拡張子拡張子 呼び出されるサーブレッ ト呼び出されるサーブレッ ト呼び出されるサーブレッ ト呼び出されるサーブレッ ト

/Snoop SnoopServlet
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[仮想パス /拡張子] フィ ールド では、 サーブレッ ト に対応する  URL を指定し ます。
[呼び出されるサーブレッ ト ] フ ィールドでは、 サーブレッ ト名を指定します。 サーブ
レッ ト名は、 .class 拡張子を除いたサーブレッ トのク ラス  ファ イルの名前です。 

サーブレッ ト を登録する と、 次の URL を使用して要求できます。
http://local_host/app1/Snoop

JRun ではそのサーブレッ ト を処理し、 その結果をク ライアン トに返します。

次の URL を使用してサーブレッ トに直接アクセスしよ う とする とエラーにな り ます。
http://localhost/app1/WEB-INF/classes/SnoopServlet.class

この URL でエラーになるのは、 JRun では WEB-INF の下にあるファ イルを操作でき
ないためです。 

しかし、app1 のルート  ディ レク ト リに SnoopServlet.class ファ イルをコピーして、
次の URL を使用してこのファイルにアクセスしよ う とする と次のよ うにな り ます。 

http://localhost/app1/SnoopServlet.class

この .class ファ イルはアプリ ケーシ ョ ンのク ラスパスに含まれるディ レク ト リには
ないので、JRun では Web サーバーによってそのファイルをク ラ イアン トに返します。
Web ブラウザでは .class ファ イルの内容を表示する方法が不明なので、ク ライアント
にファイルの保存先ディ レク ト リ 名の入力を要求するプロンプト を表示します。しかし、
ユーザはクライアン トに .class ファイルを戻したいのではな く、JRun がサーブレッ ト
をロード して実行し、 サーブレッ トの結果をク ライアン トに返す必要がある と考えて
います。 

invoker サーブレッ トの使用サーブレッ トの使用サーブレッ トの使用サーブレッ トの使用

JRun には、 文字列 /servlet が含まれる  URL を  JRun invoker サーブレッ ト に関連
付ける暗黙的サーブレッ ト  マッピングが含まれています。 invoker サーブレ ッ ト を
使用すると 、 サーブレッ ト の .class ファ イルを  Web アプリ ケーショ ンのク ラ スパス
内の任意のディ レク ト リにコピーしたり、 サーブレッ ト を最初に登録しな くても参照
できます。 未登録のサーブレッ ト を参照するには、 次の形式の URL を使用します。

http://local_host/app1/servlet/<servlet class name>

このマッピングは次のよ うな状況で役に立ちます。

• 開発段階やテス ト段階で、 サーブレッ ト を処理するために登録する必要があ り ま

せん。invoker サーブレッ ト は、サーブレッ ト のクラス名を使用して一時的なサーブ
レッ ト登録を自動的に作成します。

• JRun の以前のリ リースから移行する場合、 このマッピングを使用して、 WEB-INF/
classes の下にあるサーブレッ ト を、servlets ディレク ト リに存在するかのよ うに
処理するこ とで、 作業の開始をよ り速やかに行 う こ とができます。

注意注意注意注意

セキュ リ テ ィ とパフォーマンス上の理由から、 常にすべてのサーブレ ッ ト に対して
明示的マッ ピングを定義し 、 invoker サーブレッ ト には依存しないでく ださい。 運用
アプリ ケーショ ンでは、global.properties ファイルからマッピング  /servlet=invoker
の削除を検討する場合もあ り ます。
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タグタグタグタグ ライブラリの追加ライブラリの追加ライブラリの追加ライブラリの追加

JavaServer Pages バージ ョ ン  1.1 の仕様書には、 タグ ラ イブラ リ に関するフレーム
ワークが記述されています。開発者は、タグ ライブラ リ を使用して関連する機能セッ ト
を  1 つの HTML タグ セッ ト にカプセル化できます。 JSP では、 これらのタグを使用
して、 ライブラ リに組み込まれている機能を利用できます。たとえば、 タグ ライブラ リ
を作成してデータベース  アクセスを簡略化したり、基本的な電子商取引の操作を実行
できます。 

タグ  ラ イブラ リは、 タグまたはカスタム タグ と呼ばれる  1 つ以上のアクショ ンから
構成され、関連するタグ ハンド ラ  ク ラスでコーディ ングされている処理が、 それぞれ
のタグによって実行されます。ユーザは、各カスタム  タグを定義し、 タグ ハンド ラを
コーディ ングすると と もに、タグ  ライブラ リ 記述子 (TLD) ファ イルで各カスタム  タグ
の機能 (属性を含む) を定義します。 

カスタム タグでスク リプ ト変数を作成する場合、 タグ拡張情報 (TEI) ファ イルも作成
する必要があ り ます。 TEI ファ イルは、 JSP コードで使用するスク リプ ト変数とその
スコープを定義する  Java ク ラスです。 TEI ファ イルを使用して、 変換時に属性を検証
するこ と もできます。

公開可能なタグ ラ イブラ リでは、 タグ ハンド ラ、 TLD ファ イル、 TEI ク ラス、および
その他のサポート  ク ラ ス を  JAR ファ イ ルに組み込む必要があり ます。 こ の  JAR
ファ イルは、 Web アプリ ケーショ ンの WEB-INF/lib ディ レク ト リ に配置する必要
があり ます。

タグ ライブラリ の作成方法と使用方法の詳細については、 第 22 章を参照してく ださい。

EJB の追加の追加の追加の追加

EJB は Web アプリ ケーショ ンと 関連付けられていませんが、 Web アプリ ケーショ ンの
ホスト である  JRun サーバーと 関連付けられています。Web アプリ ケーショ ンが EJB に
アクセスできるよ うにするには、 その EJB を Web アプリ ケーシ ョ ンのホス ト である
JRun サーバーか、 または Web アプ リ ケーシ ョ ンにアクセス可能な JRun サーバーに
公開しなければな り ません。 

JRun における  EJB の開発手順と公開手順の詳細については、 第 24 章を参照して くだ
さい。

リソースの追加リソースの追加リソースの追加リソースの追加

追加可能なリ ソ ースには、 イ メ ージ  ディ レク ト リ や Beanのほか、 データベース
ド ラ イバなどのリ ソ ース用のク ラ ス  ファ イルなどがあり ます。 JRun によって実行
される  Web アプリ ケーショ ンにリ ソースを追加すると きに注意する点は、 リ ソースを
正しい位置に配置する こ とだけです。 Java .class ファ イルや JAR ファ イルによって
リ ソースを提供する場合は、 Web アプ リ ケーシ ョ ンのク ラスパス  (通常は WEB-INF/
classes) に含まれているディ レク ト リにファ イルを配置する必要があ り ます。ク ラス
パスの定義については、 64ページの 「Web アプ リ ケーシ ョ ン  ク ラスパスの決定」 を
参照して ください。

イ メージ ディ レク ト リ などその他のタイプの リ ソースについては、 通常の Web アプ
リ ケーシ ョ ンと同じ方法で追加して ください。 
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Web アプリケーシ ョ ンの公開アプリケーシ ョ ンの公開アプリケーシ ョ ンの公開アプリケーシ ョ ンの公開

Web アプリ ケーシ ョ ンを配布する場合は、 展開したディ レク ト リ構造で配布するか、
または Web Archive (WAR) ファ イルと呼ばれる  1 つの圧縮ファ イルで配布できます。
WAR ファ イルには、 拡張子 .war が付きます。 

WAR ファ イルには、すべてのディ レク ト リ構造とアプ リケーシ ョ ンを定義するすべて
のファ イルが含まれます。 WAR ファ イルは、 JAR ファ イルと同じツールを使用して
作成します。 

WAR ファ イルを使用する と  1 つのファイルで配布が行えるため、アプ リケーシ ョ ンの
配布が簡単にな り ます。 ただし、 WAR ファ イルに含まれる  Web アプリ ケーシ ョ ンを
実行する前に、 ファ イ ルを展開する必要があり ます。 こ のため、 JRun には  WAR
ファ イルの展開に使用する  Deploy ツールが含まれています。

公開用アプリケーシ ョ ンのパッケージ化公開用アプリケーシ ョ ンのパッケージ化公開用アプリケーシ ョ ンのパッケージ化公開用アプリケーシ ョ ンのパッケージ化

アプリ ケーシ ョ ンを公開する と きは、 次のよ うな場合が考えられます。

• 標準的な  Web アプリケーショ ンのパッケージ化 標準的な Web アプリケーシ ョ ン
では共有リ ソースを使用しません。 または、 別の Web アプリケーシ ョ ンのサーブ
レッ トや JSP を参照します。 このタイプの Web アプリ ケーシ ョ ンは、 1 つの WAR
ファ イルと してパッケージ化して、 公開できます。

• 共有リソースを持つ Web アプリケーシ ョ ンのパッケージ化 66ページの 「Web
アプリ ケーシ ョ ン間でのク ラスの共有」 では、 Web アプリ ケーシ ョ ン間でク ラス
ファ イルを共有する方法について説明しています。 Web アプリ ケーシ ョ ンで共有
ファイルを利用する場合、アプリ ケーシ ョ ンを  WAR ファ イルと してパッケージ化
する前に、すべての共有クラスをアプリ ケーショ ンのルート  ディ レク ト リ のディ レ
ク ト リ 構造にコピーする必要があり ます。これによって、アプリ ケーショ ンで必要な
すべてのクラス  ファイルを  WAR ファイルに含めることができます。 

たとえば、ユーザのアプリケーシ ョンで、JRun のルート ディレク ト リ /servers/lib

にある共有タグ  ライブラリ を利用していると します。この場合は、アプリ ケーショ ン
を  WAR ファ イルと してパッケージ化する前に、アプ リケーシ ョ ンのルート  ディ レ
ク ト リ の下の WEB-INF/lib ディ レク ト リ に共有ライブラ リ をコピーしてく ださい。 

• EJB を使用する Web アプリケーシ ョ ンのパッケージ化 EJB は JAR ファ イルを
使用して公開します。 J2EE エンタープラ イズ アプ リ ケーシ ョ ンをパッケージ化
する場合、 EJB の JAR ファ イルおよび Web アプリケーシ ョ ンの WAR ファ イルは、
J2EE エンタープライズ  アーカイブ (EAR) ファ イルの一部と してパッ ケージ化され
ます。
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JRun 内での内での内での内での Web アプリケーシ ョ ンの公開アプリケーシ ョ ンの公開アプリケーシ ョ ンの公開アプリケーシ ョ ンの公開

JRun によって Web アプ リ ケーシ ョ ンを開発できますが、 ベンダから購入した Web
アプ リ ケーシ ョ ンや、ほかの Web アプ リ ケーシ ョ ン  サーバーを使用して開発された
Web アプ リ ケーシ ョ ンの公開アプ リ ケーシ ョ ン  サーバーと しても  JRun を使用でき
ます。 

公開する  Web アプリ ケーショ ンを受け取る場合、通常は WAR ファイルを受け取り ます。
JRun で実行するアプ リ ケーシ ョ ンを公開するには、 JRun 管理コンソール (JMC) を
使用します。 

JMC では、 アプ リケーシ ョ ンを公開するために、 次の操作を実行します。 

1 WAR ファ イルを展開します。

2 必要に応じて、 JRun の設定値とプロパティを更新します。

3 アプリ ケーシ ョ ンのマッピングを設定して、 Web アプリケーシ ョ ンで認識される
URL にアプリ ケーシ ョ ンをバインド します。 

Web アプリ ケーシ ョ ンの配布、WAR ファ イルの作成、および JMC を使用して Web ア
プリ ケーシ ョ ンを公開する方法の詳細については、 第 34 章を参照して ください。
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第 6 章

JRun によるサーブレッ ト へのによるサーブレッ ト へのによるサーブレッ ト へのによるサーブレッ ト への

要求のマッ ピング要求のマッ ピング要求のマッ ピング要求のマッ ピング
この章では、 JRun による要求の処理、 および Web アプリ ケーシ ョ ンとサーブレッ ト
への要求のマッピングについて説明します。

目次目次目次目次

• サーブレッ ト  マッピングの基本情報 ....................................................................... 80
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サーブレッ トサーブレッ トサーブレッ トサーブレッ ト  マッピングの基本情報マッピングの基本情報マッピングの基本情報マッピングの基本情報

JRun バージ ョ ン  3.1 は、 Java サーブレッ ト  API バージ ョ ン  2.2 の仕様書に記述されて
いる  Web アプリ ケーシ ョ ン アーキテクチャを完全に実装しています。 この実装には、
仕様に準拠したサーブレッ トへの要求のマッピングが含まれています。 Web アプ リ
ケーシ ョ ン  アーキテクチャは、 前のバージ ョ ンのサーブレッ ト  API から大き く変更
されています。Web アプリ ケーシ ョ ンの詳細については、第 5 章を参照して ください。

JRun は、 サーブレッ ト、 JSP ファ イル、 HTML ファ イル、 およびテンプレート を呼び
出すために、 次の 2 種類のマッピングを使用します。

• アプリケーショ ン  マッピング  Web アプリケーシ ョ ンの URL をアプリケーシ ョ ン
を含む物理ディ レク ト リに関連付けます。 

• サーブレッ ト  マッピング  サーブレッ ト を、 /servlet などの接頭辞、 または
*.jsp などの接尾辞に関連付けます。

マッピングマッピングマッピングマッピング

JRun サーバーで実行される各 Web アプリ ケーシ ョ ンには、 1 つのアプリ ケーシ ョ ン
マッピングと複数のサーブレッ ト  マッピングが含まれます。Web アプリケーシ ョ ンを
最適な方法で使用するには、 HTML ファ イル、 JSP、 およびサーブレッ ト に対する要求
を処理するために JRun がどのよ うにアプ リ ケーシ ョ ン  マッピング とサーブレ ッ ト
マッピングを使用するかを理解する必要があ り ます。

JRun サーバーには、 次の 2 種類の Web アプリケーシ ョ ンが含まれています。

• 既定のアプリケーショ ン  各 Web サーバーには、既定の Web アプリ ケーショ ンが
含まれます。既定のアプリ ケーシ ョ ンは、JRun サーバーのほかの Web アプリケー
シ ョ ン とは別個に使用されます。 JRun は、 常にク ラスパスを使用してアクセス
される  .class ファ イルおよび明示的にマッピングされた リ ソースを除いて、Web
サーバーのルート  ディ レク ト リに関連する既定のアプリ ケーシ ョ ンのコンテンツ
である  HTML や JSP ファ イルなどを提供します。既定のアプリ ケーショ ンは、JRun
サーバーの local.properties ファ イルで appname.use-webserver-root=true を
設定して指定します。

• 追加の Web アプリケーショ ン  追加の Web アプリケーシ ョンは、JRun サーバーで
指定されたアプリケーシ ョ ン  URL にマッピングします。JRun は、既定以外のアプ
リ ケーシ ョ ンに対して Web アプ リ ケーシ ョ ンのルー ト に関連する  Web アプ リ
ケーシ ョ ンのコンテンツを提供します。Web アプリ ケーシ ョ ンのコンテンツには、
サーブレ ッ ト 、 JSP、 HTML ファ イル、 イ メージ、 カスケード  スタ イル シー ト、
およびその他のリ ソースが含まれます。

複数の Web サーバーが 1 つの JRun サーバーに接続する場合、 JRun サーバーには、
複数の既定のアプ リ ケーシ ョ ンが各 Web サーバーに 1 つずつ含まれます。 JRun
接続モジュール (JCM) は、 Web サーバーと既定のアプリケーシ ョ ンの関係を管理
します。 
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JRun では、 Java サーブレッ ト  API バージ ョ ン  2.2 の仕様書に準拠して、次の図に示す
よ うに URL がプロ ト コル、 ホス ト 、 ポー ト  (オプシ ョ ン )、 および要求 URI で構成
されるよ うに考慮されています。

アプリ ケーシ ョ ン  マッピングおよびサーブレッ ト  マッピングは、 要求 URI の異なる
部分を使用して、 どのサーブレッ ト を呼び出すかを決定します。 この要求 URI は次の
コンポーネン トに分割されます。

• コンテキス ト  パス  ContextPath は、 Web アプ リ ケーシ ョ ン  マッピングに関連
付けられたパス接頭辞を指定し ます。 Web サーバーの URL ネームスペースの
ルート  ディ レク ト リ にある既定のアプリ ケーショ ンの場合、 コンテキスト  パスは
空の文字列にな り ます。既定以外のアプリケーシ ョ ンの場合、コンテキス ト  パスは、
スラ ッシュ  (/) で始ま り ますが、 スラ ッシュで終了しません。

• サーブレッ ト  パス  ServletPath は、要求をアクティ ブにしたり サーブレッ ト  マッ
ピングに一致する  URL の部分です。 このパスはスラ ッシュ  (/) で始ま り ます。

•  パス情報 PathInfo には、 要求パスの残りの部分が含まれます。

JRun がどのよ うに要求 URI を、 コンテキス ト  パス、 サーブレッ ト  パス、 パス情報に
分割するかは、アプ リ ケーシ ョ ン  マッピングおよびサーブレッ ト  マッピングによって
決ま り ます。 たと えば、 アプリ ケーショ ン  マッ ピングが  /hrapp、 サーブレ ッ ト
マッ ピングが /NewEmpServlet、 要求 URI が /hrapp/NewEmpServlet?empid=61355
の場合、 コンテキス ト  パスは /hrapp、 サーブレッ ト  パスは /NewAppServlet、 パス
情報は empid=61355 になり ます。 また、 アプリ ケーショ ン  マッ ピングがなく 、 サーブ
レッ ト  マッピングが /hrapp/NewEmpServlet、 要求 URI が /hrapp/NewEmpServlet/
login の場合、 コンテキス ト  パスは空白文字、 サーブレ ッ ト  パスは /hrapp/
NewEmpServlet、パス情報は /login にな り ます。詳細については、 85ページの 「事例」
を参照して ください。

メモメモメモメモ

要求 URI とパス部分の URL エンコードが異なる場合を除き、 次のステート メ ン トは
常に true にな り ます。

RequestURI = contextpath + servletpath + pathinfo
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サーブレ ッ ト に渡される  HttpServletRequest オブジェ ク ト には、 ContextPath、

ServletPath、 および PathInfo へのアクセスに使用可能なメ ソ ッ ドが含まれます。
詳細については、 224ページの 「javax.servlet.http」 を参照して ください。

アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン マッピングマッピングマッピングマッピング

アプリ ケーシ ョ ン  マッピングは、 コンテキス ト  パスを Web アプリ ケーシ ョ ンの名前
およびディ レク ト リ  パスに関連付けます。 これらのマッピングは、 JMC を使用して
管理します。 アプ リ ケーシ ョ ン  マッピングは、 JRun 内部の local.properties ファ
イルに記録されます。

このマッピングは、 Web サーバーのファイル システム内の Web アプリ ケーシ ョ ンの
物理的位置と一致している必要はあ り ません。 た とえば、 myapp が Web アプ リ ケー
シ ョ ンのドキュ メ ン ト  ルート  ディ レク ト リの場合に、 Web アプリ ケーシ ョ ンをサー
バーのディ レク ト リ  c:/apps/myapp に配置している と します。 myapp 以下は、 Web
アプリ ケーシ ョ ンのディ レク ト リ構造です。

この場合、Web アプリケーシ ョ ンが http://www.mycomp.com/myapp の形式で URL
に応答するよ うに、 /myapp に対してアプリ ケーシ ョ ンの URL マッピングを作成でき
ます。 このマッピングを設定する と、 /myapp コンテキス ト  パスを含むすべての URL
が Web アプリ ケーシ ョ ンにマッピングされます。

JMC を使用したアプリケーシ ョ ン  マッピングの定義の詳細については、『JRun セッ ト
アップ ガイ ド』 を参照して ください。

サーブレッ トサーブレッ トサーブレッ トサーブレッ ト  マッピングマッピングマッピングマッピング

サーブレ ッ ト  マッ ピングは、 サーブレ ッ ト を  URL パターンに関連付けます。 URL
パターンには、/MyServlet などの接頭辞、または *.jsp などの接尾辞を使用できます。
指定された URL パターンに一致するサーブレッ ト  パスが要求 URI に含まれる場合、
JRun は関連するサーブレッ ト を呼び出します。

Web サーバーがページまたはサーブレッ ト に対する要求を受信すると 、 JRun は、まず
要求 URI のコンテキスト  パスを  JRun に定義されているアプリ ケーショ ン  URL マッ ピ
ングに一致させて、Web アプリ ケーシ ョ ンを検索します。Web アプリ ケーシ ョ ンが見
つかる と、 JRun はその Web アプ リ ケーシ ョ ンのサーブレ ッ ト  マッピングを使用し
て、指定された リ ソースを検索します。 コンテキス ト  パスに一致するアプリケーシ ョ
ン マッピングがない場合、JRun はその Web サーバーの既定のアプリケーシ ョンのサー
ブレッ ト  マッピングを使用して、 リ ソースを検索します。

明示的サーブレ ッ ト  マッ ピングは  JMC を介し て定義およ び管理さ れ、 web.xml

ファイルに記録されます。セキュリ ティ を最大にするには、運用 Web アプリ ケーショ ン
の各サーブレッ ト ご とに明示的サーブレッ ト  マッピングを定義する必要があ り ます。
JMC を使用したサーブレッ ト  マッピングの定義の詳細については、『JRun セッ トアップ
ガイ ド』 を参照して ください。
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JRun は、 次のよ うな一連の暗黙的サーブレッ ト  マッピングも保持します。
• /servlet = invoker

• *.jrun = invoker

• *.jsp = jsp

• / = file (既定以外のアプリ ケーシ ョ ンのみ )
• *.shtml = ssifilter

• *.thtml = template

暗黙的サーブレッ ト  マッピングは、 JMC で新しいマッピングを定義するこ とによ り、
書き換えられます。 たとえば、 /servlet を LoginServlet または 404Servlet に関連
付けるこ とで、 invoker サーブレッ トのサーブレッ ト  マッピングを変更できます。

メモメモメモメモ

暗黙的サーブレ ッ ト  マッ ピングは、 JRun サーバーのすべてのアプ リ ケーシ ョ ンに
よって共有され、 local.properties ファ イルに記録されます。

invoker サーブレッ トの使用サーブレッ トの使用サーブレッ トの使用サーブレッ トの使用

JRun には、/servlet を invoker サーブレッ トに関連付けるサーブレッ ト  マッピングが
含まれています。 このサーブレッ ト  マッピングによ り、サーブレッ ト  パス  /servlet を
含む要求 URI は、invoker サーブレッ トによって処理されるよ うにな り ます。invoker
サーブレッ トは、JRun に対して定義されていないサーブレッ ト用の汎用呼び出し メカ
ニズムを提供します。 このマッピングは次のよ うな状況で役立ちます。

• このマッ ピングによ り 、開発およびテスト 段階でサーブレッ ト  マッ ピングを明示的
に定義する手間が省かれます。 invoker サーブレッ ト は、 ク ラ ス名を使用し て
一時的なサーブレッ ト登録を自動的に作成するからです。

• JRun の以前のリ リースから移動する場合、 このマッピングを使用して、 WEB-INF/
classes 以下のサーブレッ ト を、 servlets ディ レク ト リ に存在するかのよ うに
処理するこ とで、 作業の開始をよ り速やかに行 う こ とができます。

セキュ リ ティ とパフォーマンス上の理由から、 すべてのサーブレッ トに対して明示的
マッピングを定義して、運用システムの /servlet = invoker マッピングを書き換える
必要があ り ます。 運用アプ リ ケーシ ョ ンでは、 場合によっては、 常にエラーを返す
カスタマイズしたサーブレッ トに /servlet のマッピングを関連付けるよ うな方法も
考えられます。 たとえば、 次のよ うに設定します。

/servlet = 404servlet

JRun は invoker サーブレッ ト を次のよ うに使用します。

1 要求 URI にアクセスします (例 : /app1/servlet/SnoopServlet )。

2 コンテキス ト  パスを抽出します (例 : /app1 )。

3 サーブレッ ト  パスを抽出します (例 : /servlet)。

4 パス情報からサーブレッ ト名を抽出します (例 : /SnoopServlet)。

5 ServletContext.getNamedDispatcher(servletname) を呼び出して、サーブレッ ト
を呼び出します。
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メモメモメモメモ

JRun は、 まず Web アプリ ケーシ ョ ンの web.xml ファ イルを調べて、 サーブレッ トが
定義されているかど うかを確認します。 一致するサーブレッ トが見つからない場合、
JRun は アプリケーシ ョ ンのクラスパスに記載されたディレク ト リ内でサーブレッ ト を
検索します。

JRun によるファイルの提供によるファイルの提供によるファイルの提供によるファイルの提供

既定のアプリ ケーシ ョ ンは Web ルート  (/) にマッピングするため、JRun は、Web サー
バーに送信されるすべての要求を調べます。 JRun では、高度なコーディ ング  テクニッ ク
を使用して、パフォーマンスを低下させる こ とな く  JRun 以外の Web サーバーのファ
イルを提供できるよ うにしています。

次のセクシ ョ ンでは、JRun Web サーバーの対話について説明し、2 つのファ イル サー
ビス事例を記載します。

Web サーバーの対話サーバーの対話サーバーの対話サーバーの対話

Web サーバーは、 着信したすべての要求を  JRun に渡します。 JRun は、 既定および
既定以外のアプリケーシ ョン用のアプリケーシ ョン  マッピングと、暗黙的および明示的
サーブレッ ト  マッピングを使用して、 次の図で示すよ うに各要求を処理します。 
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各 Web サーバーは、 既定の Web アプリケーシ ョ ンを個々に所有します。

アプリケーシ ョ ン URL マッピング、サーブレッ ト  マッピング、および Web サーバーの
ファイルの存在に応じて、 JRun は次のいずれかの操作を行います。

• 関連するサーブレッ ト または JSP を呼び出します。

• Web サーバーがファ イルを検索および提供できるよ うに、 Web サーバーに制御を
返します (既定のアプリ ケーシ ョ ンのみ)。

• エラーを返します。既定のアプリケーシ ョ ンで リ ソースが見つからない場合、Web
サーバーは 404 を返します。 既定以外のアプリ ケーシ ョ ンで リ ソースが見つから
ない場合、 JRun は 404 を返します。

JRun は、 既定のアプ リ ケーシ ョ ンを除くすべてのク ラ イアン トにエラーを直接返し
ます。 したがって、 Web サーバー用に定義された、 404 エラーの処理用ページなどの
カスタム エラー ページは使用されません。 ただし、 JRun アプリ ケーシ ョ ン用にカス
タム  エラー ページを定義する こ とで、 同じ機能を実装できます。

事例事例事例事例

次のセクシ ョ ンでは、 2 つの事例を記載します。 それぞれの事例でアクセスの例を
い くつか示します。

各事例では、 次の内容を説明します。

• 1 つまたは複数のアプリ ケーシ ョ ン マッピング

• 暗黙的サーブレッ ト  マッピング

• 明示的サーブレッ ト  マッピング

各例では、 次の内容を記載します。

• 要求 URI

• JRun の応答

• 実際に解決される ドキュ メン ト

• 処理順序

単一の既定の単一の既定の単一の既定の単一の既定の Web アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン

この事例では、 単一の既定の Web アプリ ケーシ ョ ンを使用します。 既定の Web アプ
リケーシ ョ ンは、 Web サーバーのルート  (/) にマッピングします。 この事例では、 次の
暗黙的サーブレッ ト  マッピングも使用します。
• *.jsp = jsp

• /servlet = invoker
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次の表は、 単一の既定のアプリケーシ ョ ンに対してファイルを提供するアクセスの例
を示します。

要求要求要求要求 URI JRun の応答の応答の応答の応答 実際に解決される実際に解決される実際に解決される実際に解決される
ドキュメン トドキュメン トドキュメン トドキュメン ト

処理順序処理順序処理順序処理順序

/index.html スラ ッシュ  (/) は既定のアプリ
ケーシ ョ ンに相当しますが、既

定のアプ リケーシ ョ ンには対

応するサーブレッ ト  マッ ピン
グがありません。JRun は、Web
サーバーに制御を返します。

webroot/index.html 1 既定のアプリケーショ ン

2 Web サーバー

/app1
/index.html

app1 対するアプリケーショ ン

マ ッ ピングがないため、 JRun
は既定のアプ リケーシ ョ ンを

使用します。既定のアプリケー

シ ョ ン には対応するサーブ

レッ ト  マッ ピングがあり ませ
ん。 JRun は、Web サーバーに
制御を返します。

webroot/app1/
index.html

1 既定のアプリケーショ ン

2 Web サーバー

/app1/foo
/bar.jsp

app1 対するアプリケーシ ョ ン
マ ッ ピングがないため、 JRun
は既定のアプ リケーシ ョ ンを

使用します。既定のアプリケー

シ ョ ンには、 *.jsp に対する
サーブレ ッ ト  マッピングがあ
るため、 JRun は jsp サーブ
レッ ト を呼び出し、jsp サーブ
レ ッ トは、 Web サーバーと通
信してパスを解決します。

webroot/app1/foo/
bar.jsp

1 既定のアプリケーショ ン

2 jsp サーブレッ ト
3 generatedname.class

/app1/snoop app1 対するアプリケーシ ョ ン
マ ッ ピングがないため、 JRun
は既定のアプ リケーシ ョ ンを

使用します。既定のアプリケー

シ ョ ンには、 対応するサーブ

レッ ト  マッピングがないため、
JRun は要求を  Web サーバー
に返し、 Web サーバーは 404
をクライアン トに返します。

File not found (404)

(この例を機能させるには、
/app1/snoop に対してサー
ブレ ッ ト  マ ッ ピングを定義
します。 )

1 既定のアプリケーショ ン

2 Web サーバー

/servlet/
SnoopServlet

/servlet 対するサーブレッ ト
マ ッ ピングがないため、 JRun
は制御を invoker サーブレッ ト
に渡します。

サーブレ ッ ト には適用され

ません。

1 既定のアプリケーショ ン

2 invoker サーブレッ ト
3 SnoopServlet
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JRun サーバーに複数のサーバーに複数のサーバーに複数のサーバーに複数の Web アプリケーシ ョ ンが存在する場合アプリケーシ ョ ンが存在する場合アプリケーシ ョ ンが存在する場合アプリケーシ ョ ンが存在する場合

この事例では、 次のアプリケーシ ョ ンを使用します。

• 既定の Web アプリ ケーシ ョ ンは、Web サーバーのルート  (/) にマッピングします。

• App1 Web アプリ ケーシ ョ ンは、/app1 にマッピングします。 この Web アプリケー
ショ ンには、明示的サーブレッ ト  マッ ピング  /snoop = SnoopServlet があり ます。

両方の Web アプリ ケーシ ョ ンで、次の暗黙的サーブレッ ト  マッピングを使用します。
• *.jsp = jsp

• /servlet = invoker

次の表は、 複数のアプリケーシ ョ ンに対するファイルの提供の例を示します。

要求要求要求要求 URI JRun の応答の応答の応答の応答 実際に解決される実際に解決される実際に解決される実際に解決される
ドキュメン トドキュメン トドキュメン トドキュメン ト

処理順序処理順序処理順序処理順序

/index.html スラッ シュ  (/) は既定のアプリ ケー
ショ ンに相当し ますが、 既定のアプ

リ ケーショ ンには一致するサーブ

レッ ト  マッ ピングがあり ません。
JRun は、Web サーバーに制御を返し
ます。

webroot/index.html 1 既定のアプリケーショ ン

2 Web サーバー

/app1
/index.html

JRun は App1 アプリケーショ ンを使
用し て、 Web アプリ ケーショ ンの
ルート で見つかった index.html

ファイルを提供します。

approot/index.html 1 App1 アプリケーシ ョ ン

/app1/foo
/bar.jsp

JRun は App1 アプリケーショ ンを使
用します。 App1 アプリケーショ ンに
は、 *.jsp に対するサーブレッ ト
マッ ピングがあるため、 JRun は jsp
サーブレッ ト を呼び出し、 jsp サーブ
レッ ト はアプリケーショ ン  マッ ピン
グを使用して、 パスを解決します。

approot/foo/bar.jsp 1 App1 アプリケーシ ョ ン
2 jsp サーブレッ ト
3 generatedname.class

/app1/snoop JRun は App1 アプ リケーシ ョ ンを
使用します。App1 アプリケーシ ョ ン
には、 /snoop に対するマッピング
があるため、 JRun は制御を関連す
るサーブレッ ト  (SnoopServlet) に
渡します。

サーブレ ッ ト には適用

されません。

1 App1 アプリケーシ ョ ン
2 SnoopServlet

/app1
/servlet/
SnoopServlet

JRun は App1 アプ リケーシ ョ ンを
使用します。App1 アプリケーシ ョ ン
には、 /servlet に対するマッピン
グがあるため、 JRun は制御を  
invoker サーブレッ トに渡します。

サーブレ ッ ト には適用

されません。

1 App1 アプリケーシ ョ ン
2 invoker サーブレッ ト
3 SnoopServlet



88 第 6 章 JRun によるサーブレッ トへの要求のマッピング



第  2  部

サーバー側スクリプト と
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サーバー側スク リプ トは、 Web ク ラ イアン トに情報が返される前に、 Web サーバー
により 解釈されます。 スク リ プト 解釈作業では、 スク リ プト 内で参照されているサーブ
レッ トがすべて Web サーバーによ り処理されます。
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第 7 章

JSP の作成の作成の作成の作成
JSP によって、HTML と スク リプ ト  コードの組み合わせを含むテキス ト  ファ イルから
サーブレッ ト を作成できます。 ク ラ イアン トによ り  JSP が要求される と、 そのページ
が Java サーブレッ トに変換されます。 JSP のスク リプ ト部によって、 ク ライアン トに
ダイナ ミ ッ ク  コンテンツを返すこ とができます。 また、 JSP から  Java サーブレッ ト
および EJB コンポーネン トにアクセスできます。 

この章では、 サーブレ ッ ト を  JSP ファ イルと して作成するための基礎について説明
します。 
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JavaServer Pages の作成の作成の作成の作成

Web アプリ ケーシ ョ ンのコンポーネン ト と して JSP を含めるこ とができます。JSP は、
HTML と組み込まれたス ク リプ ト  コードを含んでいます。 JSP は、 一般的に、 Web
ク ラ イアン トにダイナミ ッ ク  コンテンツを配布するために使用します。 

JSP は 「処理中に」 Java サーブレッ トに変換されます。 JSP にはファイル拡張子 .jsp
が付けられます。 JSP には次の要素の任意の組み合わせを含める こ とができます。 

• テンプレート  データ  (一般的にはテキス ト と  HTML タグ ) 

• JSP アクシ ョ ン 

• JSP ディ レクティブ

• JSP スク リプ ト  コマンド

メモメモメモメモ

JSP アクシ ョ ンと  JSP ディ レクティブの構文は、 JSP 仕様によって決定されます。 JSP
スク リプ ト  コマンドの構文は、 その JSP のために選択したスク リプ ト言語によって
異な り ます。 この章のほとんどの例では Java を使用しますが、 JavaScript の例も示し
ています。 

この章では、 Allaire 社 の JavaServer Pages を紹介します。 JSP の構文および JSP アク
シ ョ ンと  JSP ディ レクティブの詳細については、 第 8 章を参照して ください。

JSP スクリプ トの概要スクリプ トの概要スクリプ トの概要スクリプ トの概要

スク リプトは、Web サーバーが実行する一連のコマンドです。たとえば、 スク リプ トは
次のよ うな処理を実行できます。 

• 変数に値を割り 当てる。変数は、名前が付いている保存場所で、値などのデータを

割り当てるこ とができます。 

• ブラ ウザに変数の値を送信するなど、 Web サーバーに対して何かを指示する 。
ブラウザに値を送信する命令は出力式です。 

• コマンドを組み合わせてメ ソ ッ ドを作成する。 メ ソ ッ ドは、1 つの単位と して動作
する一連のコマンドおよびステート メン トに名前を付けたものです。

JSP はス ク リ プ ト言語を定義し ません。 JSP を使用して HTML およびス ク リ プ ト
コード を含んでいるド キュメ ント を作成できます。スク リ プト  コード の言語と しては、
Java が多くの場合使用されますが、 JavaScript を使用する こ と もできます。

JRun は JSP を Java サーブレ ッ ト に変換し ます。 ページ変換の利点は、 実際の Java
サーブレッ ト を作成する必要がないこ とです。JRun はこの複雑な作業を自動的に処理
します。 HTML についての一定の知識があれば、 JSP を使用してアプリ ケーシ ョ ンを
作成できます。しかし、 Java サーブレッ ト の柔軟性が必要な場合は、 JSP 内からサーブ
レッ ト API の全機能を使用できます。 
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はじめてのはじめてのはじめてのはじめての JSP ページの作成ページの作成ページの作成ページの作成

このセクシ ョ ンでは、初めての JSP を作成します。 これは Hello World サーブレッ トを
実装します。

1 新しいテキス ト  ファ イルを作成して、 次の行を入力します。

<html>
<head>
<title>Greetings</title>
</head>
<body>
<h1>Hello World!</h1>
</body>
</html>

2 ファ イルを  Web サーバーのドキュ メン ト  ルートに保存し、 greeting.jsp とい う
名前を付けます。 

このディ レク ト リ と して、たとえば c:\Inetpub\wwwroot や JRun Web サーバーを
使用している場合は <JRun home dir>\servers\default\default-app を指定し
ます。 ただし、 <JRun home dir> は JRun のホーム  ディ レ ク ト リ に対応し、
default-app は既定の JRun Web アプリ ケーシ ョ ンです。

3 ブラウザで適当な URL、 た とえば http://<your-host>/greeting.jsp を使用して
ドキュ メン ト を要求します。

作成されたドキュ メン トは単純な HTML ドキュ メン トで、 Java コードは含まれて
いません。 このドキュ メ ン トの特徴は、 ファ イル拡張子が .jsp である こ とです。
既定では、 JRun は拡張子 .jsp が付いているファイルを認識し、 それを Java サーブ
レッ ト に変換します。 この操作は、ページを要求したク ライアント からはまったく
見えません。 

JRun が .jsp 以外の拡張子も  JSP と して認識できるよ うにマッピングを設定でき
ます。 詳細については、 『JRun セッ ト アップ ガイ ド』 を参照して ください。

4 greeting.jsp を変更して、組み込まれた  Java コード を使用して簡単なループ処理
を実行してみまし ょ う 。 

greeting.jsp ファ イルを次のよ うに編集します。

<html>
<head>
<title>Greetings</title>
</head>
<body>
<% 

for (int i=0; i < 5; i++) out.println("<h1>Hello World!</h1>"); 
%>
</body>
</html>
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ファ イルを保存し、 も う一度、 ブラウザから このファイルを要求します。 JRun は
<% %> タグに囲まれたスク リプ ト  コードを認識します。 この例では、 スク リプ ト
コードは Java です。 このループによ り、 JSP out オブジェク ト を使用してブラウザ
に 「Hello World!」 とい う メ ッセージが 5 回出力されます。 

out オブジェ ク ト は、 JSP 内で利用できる多くのオブジェ ク ト の 1 つです。 この
オブジェ ク ト を使用して、 出力を ク ラ イアン ト に返します。 JSP 内で利用できる
すべてのオブジェク トの説明については、 第 9 章を参照して ください。 

JRun では JSP 内で Java 以外のスク リプ ト言語もサポート します。 これらのファ イル
内で JavaScript を使用できます。一般的には、JavaScript は実行時に解釈されます。し
かし、 JRunは、 JavaScript をコンパイルするこ とによってサーブレッ トのパフォーマ
ンスを向上させます。

前の例のコードを  JavaScript で表すと、 次のよ うにな り ます。

...
<%@  page language = "javascript" %>

<% 
var i;
for (i=0; i < 5; i++) out.println("<h1>Hello World!</h1>"); 

%>
...

この例の最初の行は、page ディ レクティブを使用してスク リプ ト言語を JavaScript に
設定します。 JSP の既定の言語は Java なので、 このステート メン トは必須です。 

メモメモメモメモ

1 つの JSP 内で複数のスク リプ ト言語を使用する こ とはできません。 ページのスク リ
プ ト言語を定義した後、 それを変更するこ とはできません。 

複数の複数の複数の複数の HTML/Java ブロックブロックブロックブロック

JSP を作成すると き、 Java コード と  HTML のブロッ クを組み合わせるこ と ができます。
JRun は両方のタイプの入力を処理できます。 以下はその例です。

<html>
<head><title>Mix me up</title></head>
<body>
<p>
<%

out.println ("This list is generated by Java code");
%>
<h1> A list generated by Java</h1>
<ul>
<%

for (int i = 1; i < 10; i++) {
out.println ("<li>" + i);

}
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%>
</ul>
</body>
</html>

この例の 2 番目のス ク リプ ト  コードのブロ ッ クは、 変数 i に保存されている リ ス ト
カウント と 、それぞれの出力行が HTML リ スト の一部であるこ と を示す HTML タグを
出力します。 この例は、 JSP の最も重要な機能の 1 つを示しています。 それは、 スク
リプ ト内で、 ク ライアン トに返す HTML テキス ト を生成するこ とです。 

スク リ プト 内から  HTML テキスト を出力する主な目的の 1 つは、動的な  HTML 出力を
作成するこ とです。 動的な出力は、 ク ライアン トの名前や優先度のよ うな、 ページに
渡された情報によって条件を付けるか、またはク ッキーやその他のソースから取得した
情報によって制御できます。 

JSP からからからから  Java サーブレッ トへの変換サーブレッ トへの変換サーブレッ トへの変換サーブレッ トへの変換

JSP を Java サーブレッ トに変換するプロセスをページ変換と言います。 最初に JSP が
要求される と、JRun はファイルを解析して、Java ソース  コード  ファイルを出力します。
Java ソース  コード  ファ イルはサーブレッ ト  ク ラス  ファ イルにコンパイルされます。
次に、 そのサーブレッ ト  ク ラス  ファ イルがロード され、 実行されます。 

次の図は、 JRun が JSP の要求を受け取ったと きに実行する手順を示しています。 

次の手順は、 JSP が要求されたと きに JRun が実行する動作を示しています。

1 JRun は JSP (.jsp ファ イル) を解析し、Java ソース  コード  (.java ファ イル ) を作成
します。

2 Java ソース  コードが Java サーブレッ ト  ク ラス  (.class ファ イル ) にコンパイル
されます。

3 Java サーブレッ ト の .class ファ イルが Web サーバー上のメモ リにロード され
ます。

4 サーブレッ トが実行されます。 

サーブレッ ト からのすべての出力がク ラ イアン ト に返されます。 JSP ファ イルの
既定の出力には text/html; charset=ISO-8859-1 タ イプがあ り ます。 このタ イプ
では、 ク ラ イアン トに直接送信できるよ うに出力を設定します。 
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次回に JSP が要求される と、 JSP が最後に変換されて以降変更されていない場合は、
JRun は手順 4 だけを実行します。なぜなら、最初の要求の後サーブレッ トがメモ リに
残っているからです。既定では、 JSP ファ イルが最後の変換以降に変更された場合は、
再変換が行われます。 

公開されたアプリ ケーシ ョ ンで、 JSP の自動変換を禁止する こ と もできます。 JSP の
変換を無効にするには、 JRun 管理コンソールを使用します。 変換の無効化の詳細に
ついては、 第 10 章を参照して ください。 

自動変換を無効にしている場合でも 、 システム  コマンド  ラ インから  JSPC コンパイラ
を起動するこ とによって JSP を変換できます。 この場合、 JSPC コンパイラを使用して
JSP を .class ファイルに変換し、新しい .class ファイルをアプリケーシ ョ ンのために
適当な場所にコピーし、 古い .class ファ イルを置換します。 

JSP ファイルの開発ファイルの開発ファイルの開発ファイルの開発

このセクシ ョ ンでは、 JSP で実行できるい くつかの基本的タスクについて説明します。
こ こで示している例は Java ですが、 JSP では Java 以外のスク リプ ト言語も使用でき
ます。 その場合は、 それに対応してコード例を変更して ください。

このセクシ ョ ンでは、 次のタスクについて説明します。

• 「JSP の保存」 96ページ

• 「変数の宣言」 97ページ

• 「JSP への条件ロジッ クの追加」 98ページ

• 「式の使用」 98ページ

• 「JSP オブジェク トの使用」 99ページ

• 「JSP オブジェク ト とパラ メータおよび属性の使用」 100ページ

• 「include の実行」 101ページ

• 「別の JSP の呼び出し」 103ページ

• 「JSP 出力のバッファ」 105ページ

• 「タグ ラ イブラ リの使用」 105ページ

• 「エラーの処理」 106ページ

• 「JSP コンパイラの使用」 108ページ

JSP の保存の保存の保存の保存

JSP を  Web サーバーのドキュ メン トのルート  ディ レク ト リに保存します。 たとえば、
IIS を使用している場合、 このディ レ ク ト リ は c:\Inetpub\wwwroot です。 default
JRun サーバーに JRun Web サーバーを使用している場合、 このディ レク ト リは <JRun
home dir>\servers\default\default-app です。 ここで、<JRun home dir> は JRun の
ホーム  ディ レク ト リ 、default-app は既定の JRun Web アプリ ケーショ ンを表します。



JSP フ ァイルの開発 97
変数の宣言変数の宣言変数の宣言変数の宣言

JSP は、ほかのスク リ プト 作成機能と同様に、変数宣言を受け付けます。次の例で示す
よ うに、 変数を定義してから再び割り当てるこ とができます。

<html>
<head><title>Using variables</title></head>
<body>
<p>
<% int myVar = 5; %>
<b> <% out.println ("Value of myVar:" + myVar); %> </b>
<p>
<%

myVar = 2;
out.println("Value of myVar again:" + myVar);

%>
</body>
</html>

myVar 変数は、 この変数が宣言されている  JSP 内でだけアクセスできます。 

ページ内で変数を再度割り当てるこ とはできますが、 名前自体は 1 回しか宣言できま
せん。 次の例では、 変数が正し く使用されていません。 この例では、 myVar が最初の
Java ブロ ッ ク内で int と して宣言され、3 番目の Java ブロ ッ クで再び int と して宣言
されているため、 コンパイラ  エラーが発生します。

<html>
<head><title>Using variables</title></head>
<body>
<p>
<% int myVar = 5; %>
<b> <% out.println ("Value of myVar:" + myVar); %> </b>
<p>
<%

int myVar = 2;  // ここに間違いがありますここに間違いがありますここに間違いがありますここに間違いがあります

out.println("Value of myVar again:" + myVar);
%>
</body>
</html>
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JSP への条件ロジックの追加への条件ロジックの追加への条件ロジックの追加への条件ロジックの追加

次の例では、 JSP 内で条件ステート メン ト を使用しています。

<html>
<head><title>Account Balance</title></head>
<body>
<p>
<% double accountBalance = 1.00; %>
Your Current Balance:<% out.println( accountBalance ); %> <br>
<% if(accountBalance <= 1.00) { %>

<b> Get a Job.</b> <br>
<% } %>
</body>
</html>

この例では、 変数 accountBalance の値を出力します。 accountBalance が 1 ド ル以下
である場合、 次のステート メ ン トはユーザに " Get a job" と指示します。 ステート
メン ト を変更して、 accountBalance を調整できます。

条件ステート メン トでは、if ステート メン ト を閉じるためにブロ ッ ク  <% } %> を使用
し ます。 この構文によって、 条件が true である場合に HTML"<b> Get a job</b>
<br>"  が表示されます。条件を  1 つの Java ブロッ クだけで表す場合は、次の構文でも
同じ結果が得られます。

<% if(accountBalance <= 1.00) out.println("<b>Get a job.</b> <br>"); %>

この例では、ステート メン ト "<b> Get a job</b> <br>" がドキュ メン ト内で HTML
テキス ト と して指定されるのではな く、 ス ク リ プ ト  コードに含まれます。 どちらの
方法でもブラウザは同じよ うにメ ッセージを受け取り、 表示します。

式の使用式の使用式の使用式の使用

これまでの例では、変数値を表示するために out.println() メ ソ ッ ド を使用しました。
しかし、 このメ ソ ッ ドを使用する と、 値を表示したと きにドキュ メン トが煩雑になる
場合があり ます。 式要素を使用する と 、 out.println() を使用せずに評価さ れた
ス テート メン ト を表示でき、 JSP が読み取りやすくな り ます。 

次の例は、 式要素の使用法を示しています。

<html>
<head><title>Account Balance</title></head>
<body>
<p>
<% double accountBalance =1.00; %>
Your Current Balance:<%=accountBalance %> <br>
<% if(accountBalance <= 1.00) { %>

<b> Get a Job.</b> <br>
<% } %>
</body>
</html>

上の例は、 前の条件ステート メン トの例を変更したものです。 この例では、
<% out.println(accountBalance); %> の代わ りに式 <%= accountBalance %>  を
使用します。 このステート メン トは、 out.println()  を使用せずに、式の値を表示し
ます。
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JSP オブジェク トの使用オブジェク トの使用オブジェク トの使用オブジェク トの使用

既定では、 JRun は JSP 内で使用するいくつかの JSP オブジェク ト を作成します。 これら
の JSP オブジェク ト は、 JSP 仕様、 Java サーブレッ ト  API、またはコア  Java ライブラ リ
によって定義されたオブジェク トのインスタンスです。 

JSP 内で使用するすべてのスク リプ ト言語は、 JSP オブジェ ク ト にアクセスするのに
必要です。 これらのオブジェク トへのアクセス とは、オブジェク ト のメ ソ ッ ド、すな
わち関数を呼び出してオブジェ ク ト内に保存されているデータにアクセスする こ と
です。 

これらのオブジェ ク ト を使用して JSP 内から基本的なタス クを実行できます。 次の
よ うなオブジェク トがあ り ます。

• request オブジェク ト ク ラ イアン トから  JSP に送信された HTTP 要求。 HTTP
要求には要求ヘッダ内のすべての名前/値ペアが含まれます。 

• response オブジェク ト JSP によって出力される  HTTP 応答。response オブジェ
ク ト を使用してク ッキーなどの情報をク ライアン トに返すこ とができます。 

• out オブジェク ト ク ライアント に返される出力スト リ ーム JSP によって出力される
HTML テキス トは、 一般的には out オブジェク トに書き込まれ、 ク ラ イアン トに
よって解釈されます。

たとえば、 次の JSP は out オブジェク ト を使用してク ライアン トに出力を返します。

<html>
<head><title>Using variables</title></head>
<body>
<p>
<% int myVar = 5; %>
<b> <% out.println ("Value of myVar:" + myVar); %> </b>
<p>
</body>
</html>

この例では、出力情報にテキス トだけが含まれます。 しかし、 ク ライアン トに返される
すべての出力は、ク ライアント の HTML ブラウザによって解釈されます。したがって、
このテキス ト出力内に HTML タグを含めるこ とができます。 

た とえば、 出力行を書き直して、 返された出力に 「Heading 2 のテキス トである」 と
マークを付けるこ とができます。

<b> <% out.println ("<h2>Value of myVar:" + myVar + "</h2>"); %> </b>

ク ラ イアン ト から  JSP に HTTP 要求の一部と して送信されたデータにアクセスする
には、 JSP request オブジェク ト を使用します。 たとえば、 要求には HTML フォーム
から  JSP に渡されたデータを含めるこ とができます。フォーム  データは HTTP 要求の
名前/値ペアと して JSP ページに送られます。 この情報にアクセスするには、request
オブジェク ト とそのオブジェク トのメ ソ ッ ドを使用します。

また、 パラ メータを JSP の要求 URL の一部と して、 JSP に渡すこ と もできます。 たと
えば、 JSP を要求するために次の URL を使用し、 この要求と合わせて 2 つのパラ メータ
を渡すこ とができます。

http://localhost/my.jsp?fName=Bob&lName=Smith
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request オブジェ ク ト の getParameter メ ソ ッ ド を使用して、 フォームまたは要求
URL から  JSP に渡されたパラ メータを取得できます。

<%
String firstName = request.getParameter("fName");
String lastName = request.getParameter("lName");
out.println("Welcome " + firstName + " " + lastName);

%>

第 9 章では、 JRun によってサポート されているすべてのオブジェ ク トについて説明
しています。 

JSP オブジェク ト とパラ メータおよび属性の使用オブジェク ト とパラ メータおよび属性の使用オブジェク ト とパラ メータおよび属性の使用オブジェク ト とパラ メータおよび属性の使用

多くの JSP オブジェク トは、 パラ メータ、 属性、 またはその両方の形式でオブジェク ト
内に保存されているデータにアクセスするためのメ ソ ッ ドを含んでいます。 JSP オブ
ジェ ク ト を使用する と き、 どのよ うな場合にパラ メータおよび属性を使用するかを
知っている必要があ り ます。

パラ メータは常に文字列と して JSP オブジェク トに保存されます。 パラ メータの主な
用途は、 クライアン トの要求の中でクライアン トからサーバーヘデータを渡す、 または
応答の中でサーバーからク ライアン トへデータを渡すこ とです。 

た とえば、 ク ラ イアン ト がフォームを送信する と き、 すべてのフォーム データが
request オブジェ ク ト内の名前/値ペアと してサーバーに送られます。 名前はパラ
メータ名に対応します。 値はパラ メータ値を含む文字列です。 JSP 内では、 request

オブジェク トの getParameter メ ソ ッ ドを使用してパラ メータにアクセスします。

次の例では、request オブジェク ト を使用して  JSP への HTTP 要求に含まれている  2 つ
のパラ メータ fName および lName の値を取得し、 次に out オブジェク ト を使用して
これらの値をク ライアン トに渡します。

<%
String firstName = request.getParameter("fName");
String lastName = request.getParameter("lName");
out.println("Welcome " + firstName + " " + lastName);

%>

属性は、一般的には JSP や Java サーブレッ トのよ うなサーバー側のコンポーネン トの
間で情報を伝達するために使用するデータ  タイプです。 たとえば、 ある  JSP から別の
JSP を呼び出すと き、 呼び出し側の JSP はアクセス先のページに渡す情報を  request
または session オブジェク ト内の属性と して指定できます。 

属性は名前/値ペアと して保存されます。 名前は属性名に対応し、 値は Java オブジェ
ク トのインスタンス  java.lang.Object と して保存されます。 これがパラ メータ と属性
の主な違いです。パラ メータは常に文字列と して保存され、属性は Java オブジェク ト
と して保存されます。
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たとえば、JSP の session オブジェク トに属性 fName および lName が含まれる場合、
次のコードを使用してそれにアクセスできます。

<%
String firstName = (String) session.getAttribute("fName");
String lastName = (String) session.getAttribute("lName");
out.println("Welcome " + firstName + " " + lastName);

%>

この例では、 キャス ト を使用して getAttribute の戻 り値を String に変換します。
このキャスト が必要になるのは、 getAttribute が常に java.lang.Object のタイプの
オブジェ ク ト を返すからです。 このキャス ト が返されたオブジェ ク ト を送信先の
フォーマッ トに変換します。 この場合は、 文字列と して返されます。 

属性を使用する と、 サーバー側のアプリケーシ ョ ンをよ り柔軟に開発できます。 なぜ
なら、 パラ メータを使用する場合と違って、 文字列以外のオブジェク ト を保存および
取得できるからです。 属性を使用する と、 どのよ うなタイプのオブジェク トでも保存
および取得でき、 それらのオブジェク ト をアプリケーシ ョ ンのコンポーネン トに渡す
こ とができます。 

include の実行の実行の実行の実行

include ディ レクティブを使用して、 解析時にほかのファイルを JSP ファ イルにイン
クルードできます。一般的には include ディレクティブの引数と して、 インクルード
ファ イルの名前を指定する文字列 リ テラルを指定します。 include タグの構文は次の
とおりです。

<%@ include file="path" %>

path を指定したファ イルのパスに設定します。指定したファ イルの内容が、 JSP ファ
イルのこのステート メン トの位置に挿入されます。 

JSP で、 include ディ レクティ ブを使用したと き、 1 つの JSP が作成されます。 これは、
1 つの JSP を別の JSP にインクルード した場合でも同様です。 JRun は １  つの JSP と
それに対応する  1 つのサーブレッ ト を作成します。 これはも との 2 つの JSP の内容を
含んでいます。 

JRun はインクルード されたすべてのファイルについて、実行時に依存チェッ クを実行
します。 インクルード したファ イルがメモ リにロード された後でインクルード された
ファイルが変更された場合、インクルードしたファイルは次に要求されたときに再変換
されます。

次の例では、 JSP がヘッダ情報を含む別の JSP をインクルードします。JSP でこの構造を
使用して各ページの外観を統一できます。 また、 この構造を使用する とヘッダ情報の
変更が簡単にな り ます。 なぜなら、 一度変更するだけで済むからです。

<html>
<%@ include file="my_header.jsp" %>
<%-- 残りの JSP --%>
...
</body>
</html>
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こ こで my_header.jsp を定義できます。 この JSP はヘッダ情報を含んでいます。
<head>
<title>Greetings</title>
</head>

<body bgcolor="white" style="font-family:Arial; font-weight:medium; 
font-style:normal">

<center>
<table width=80%>
<tr>
<td><img src="logo.gif" width=200 height=21 alt="Example Include" 

border="0"><P></td>
<td><H1><font color="#336699">Greetings</font></h1></td>
</tr>
</table>
</center>

このページは、 タイ トルを定義し、 body タグの既定の色を設定し、 ロゴ と単語 URL
" Greetings" を含むテーブルを作成します。

前の例は、 静的なヘッダ ファ イルを示しています。 したがって、 ヘッダ ファ イルは
それを含む JSP に関わ りな く同じ情報を表示します。 しかし、ヘッダ ページにそれを
インクルードする  JSP から情報を渡すこ とによって、ヘッダ ページをよ り柔軟に使用
できます。 

JSP request オブジェク ト を使用して、 インクルード された JSP に情報を渡すこ とが
できます。 た とえば、 入力と してページのタイ トルを定義する属性を取るヘッダ JSP
を作成できます。インクルード するページは、request オブジェク ト 内で、次のよ う に
この属性を設定できます。 

<html>
<%request.setAttribute("title", "Greetings"); %>
<%@ include file="my_header.jsp" %>
</body>
</html>

<%-- 残りの JSP --%>
...

この例では、 パラ メータではな く属性を使用して、 インクルード されるページに値を
渡します。属性では、 JSP 間でオブジェク ト を渡すこ とができますが、パラ メ ータでは
文字列のみを渡すこ とができる点に注意して ください。 

ヘッダ ファ イル my_header.jsp は、 次のよ うにこの属性にアクセスできます。 

<html>
<head>
<title><%= request.getAttribute("title")%></title>
</head>

属性を処理する機能を追加すれば、 インクルード されるファ イルを柔軟に使用でき、
よ り広い用途に使用できます。 
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別の別の別の別の JSP の呼び出しの呼び出しの呼び出しの呼び出し

JSP から別の JSP を呼び出すこ と によってモジュール式 JSP を開発し、それを使用して
複雑なアプ リ ケーシ ョ ンを作成できます。 JSP から別の JSP を呼び出すと き、 2 つの
呼び出し方法のいずれかを選択できます。 

1 呼び出されたページが処理を完了してから、 呼び出し側のページに制御を戻す。
この呼び出しを行 うには、 jsp:include アクシ ョ ンを使用します。 

2 呼び出し側のページが呼び出されたページに制御を渡して終了する。 この場合、
呼び出されたページは呼び出し側のページに制御を戻しません。 この呼び出しを
行 うには、 jsp:forward アクシ ョ ンを使用します。 

jsp:include および jsp:forward アクシ ョ ンの詳細については、 124ページの 「アク
シ ョ ン」 を参照して ください。

これらの 2 つの呼び出し操作を次の図に示します。 

メモメモメモメモ

呼び出されたページをロード した後に変更した場合、 そのページを呼び出したと きに

JRun はそれを再変換します。 しかし、呼び出されたページが変更された場合は、呼び
出し側の JSP を再変換しません。 

既定では、JRun は JSP からクライアント に送信された出力データをバッファに入れます。
jsp:include または jsp:forward ア クシ ョ ンを呼び出すと、 JRun は JSP の出力
バッフ ァをフラ ッシュ します。 この出力バッフ ァの詳細については、 105ページの
「JSP 出力のバッファ」 を参照して ください。 
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次の例は、 JSP から別の JSP を呼び出す方法を示しています。 また、呼び出された JSP
に属性を渡す方法についても説明しています。

1 新しいテキス ト  ファ イルを作成して、 次の行を入力します。

<% request.setAttribute("Greeting", "Hello World"); %>
<jsp:include page="b.jsp" flush="true"/>

ファ イルを  Web ドキュ メン ト  ルートに a.jsp の名前で保存します。 

この例では、 JSP request オブジェ ク ト を使用して属性 Greeting と値 "Hello
World" を渡します。 この属性は、 b.jsp 内の request オブジェク トから取得でき
ます。 request オブジェク トの詳細については、 第 9 章を参照して ください。

2 b.jsp ファイルを作成します。 また、 このファイルは Web サーバーのドキュ メン ト
ルートに保存する必要があ り ます。 b.jsp に次のよ うに入力します。

The greeting from b is:<%=request.getAttribute("Greeting")%>

この例では、 ページ間でデータを受け渡し します。 属性の値は文字列に限定され
ません。 どのよ うなタイプのオブジェク トでも属性と して渡すこ とができます。 

Greeting を  request オブジェ ク ト 内の属性と して渡す代わ りに、 jsp:param アク
シ ョ ンを使用してそれをパラ メータと して渡すこ と もできます。 この場合、パラ メータ
は呼び出された JSP に文字列と して渡されます。 この処理は、 呼び出された JSP が
HTTP post メ ソ ッ ドによって要求された情報を受け取る場合と同様です。 

request オブジェク ト内でパラ メータを使用して b.jsp  に情報を渡すこ とによって、
b.jsp をク ライアント からの要求に直接応答できるよ う にするか、または別の JSP から
呼び出せるよ うに構成できます。 

次に示す a.jsp は、 jsp:param を使用して Greeting パラ メータを渡します。

<jsp:include page="b.jsp" flush="true">
<jsp:param name="Greeting" value="Hello World" />

</jsp:include>

b.jsp 内で、 request.getParameter メ ソ ッ ドを使用してこのパラ メータにアクセス
します。

The greeting from b is:<%=request.getParameter("Greeting")%>

呼び出された JSP は、呼び出し側のページと同様に、JSP out オブジェク ト を使用して
クライアン トにデータを返すこ とができます。 しかし、呼び出し側の出力がバッファに
入っている場合、 呼び出しの前にバッファがフラ ッシュされます。 このフラ ッシュに
よって、 呼び出されたページは応答のヘッダを設定できな くな り ます。 バッファの
詳細については、 106ページの 「エラーの処理」 を参照して ください。

また、 呼び出されたページは、 request オブジェク ト を使用して呼び出し側ページに
情報を返すこ とができます。 た とえば、 呼び出されたページは何かの値を決定して、
setAttribute メ ソ ッ ドを使用してそれを  request オブジェ ク ト に書き込むこ とが
できます。呼び出し側ページに制御が戻ったと き、呼び出し側ページは request オブ
ジェク トの getAttribute メ ソ ッ ドを使用してその情報にアクセスできます。 
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JSP 出力のバッファ出力のバッファ出力のバッファ出力のバッファ

既定では、 JRun は JSP から ク ラ イアン トに送信された出力データをバッファに入れ
ます。バッファを使用しているため、応答ヘッダ情報およびその他の出力はバッファが
フラ ッシュ されるまではク ラ イアン トに送信されません。 このフラ ッシュは、 次の
いずれかが生じたと きに行われます。

• JSP から  jsp:include アクシ ョ ンによって別の JSP を呼び出した。

• バッファが満杯になった。 JRun はバッファが満杯になる と自動的にバッファを
フラ ッシュします。

• out オブジェク トの flush メ ソ ッ ドを呼び出した。 

また、 jsp:forward アクシ ョ ンを呼び出すか、 response オブジェ ク ト の redirect
メ ソ ッ ドを使用して要求を転送した場合にもバッファは消去されます。 このルールの
唯一の例外は、順方向の JSP によって設定されたク ッキーが破棄されず、 クライアン ト
に送信されるこ とです。バッファが無効になっていても要求を転送できますが、 それは
まだク ライアン トに何も返していない場合に限られます。 

バッファを使用しているため、 ヘッダに依存する操作は、 flush メ ソ ッ ドを実行して
ヘッダをク ライアン トに送信するまでは無効にな り ます。 

メモメモメモメモ

バッファを無効にするか、 または JSP の出力バッファのサイズを設定するには、 JSP
ディ レクティブを使用します。page ディ レクティブの詳細については、第 8 章を参照
して ください。 

タグタグタグタグ ライブラリの使用ライブラリの使用ライブラリの使用ライブラリの使用

JSP は JSP タグと、一般的には HTML であるテンプレート  テキス ト を含み、オプシ ョ ン
と してタグ ライブラリにあるカスタム  タグを含めるこ とができます。タグ  ライブラ リ
を使用すれば、自分の JSP、社内のほかのユーザ、 または顧客が使用するカスタム  タグ
を実装するこ とによって、 使用できるタグのセッ ト を拡張できます。

JSP で使用するタグ ラ イブラ リ を宣言するには、 JSP でtaglib ディ レクティブを使用
します。 ラ イブラ リ を識別するには、 taglib ディ レクテ ィブ内で、 タグ ラ イブラ リ
へのパスと、 ページ内で使用するタグ接頭辞を指定します。 たとえば、 次のステート
メン トでは、 接頭辞 myTags によって参照されるタグ ライブラ リが定義されます。 

<%@ taglib uri="/myApp/appTags" prefix="myTags" />

タグ ラ イブラ リが見つからない場合、 JRun では致命的な変換エラーが発生します。
JSP 内で接頭辞 myTag を使用する別のタグ ラ イブラ リ を定義した場合にもエラーが
発生します。
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taglib ディ レクティブの後で、接頭辞 myTags を使用してタグ ライブラ リ内のタグを
参照できます。次のステート メン トでは、タグ ライブラ リ内の coolTag を使用します。

<myTags:coolTag>
...
</myTags:coolTag>

カスタム タグのフォームは、 標準 HTML または JSP タグのどのよ うなフォームでも
かまいません。言い換える と、 1 つ以上の必須パラ メータまたはオプシ ョ ン パラ メータ
を取るこ とができます。 また、 タグ本文を指定するこ と もできます。 一般的に、 タグ

ラ イブラ リはその中に含まれているタグを記述する何らかのドキュ メ ン ト を含んで
います。

タグタグタグタグ ライブラリの作成ライブラリの作成ライブラリの作成ライブラリの作成

JSP でカスタム  タグを使用できますが、 Java でカスタム  タグを開発するにはサーブ
レッ ト  API バージ ョ ン 2.2 仕様を使用します。 第 22 章 にはカスタム  タグおよびタグ
ライブラ リの作成についての情報が含まれています。 

エラーの処理エラーの処理エラーの処理エラーの処理

JSP のエラーは、 JSP ライフサイクル内の 2 つのポイン トで発生します。 

• JSP ソース  ファ イルから  Java ク ラス  ファ イルへの変換

• JSP による要求の処理

このセクシ ョ ンでは、 そのよ うなエラーを処理する方法について説明します。
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変換エラー変換エラー変換エラー変換エラー

JSP の JSP ソース  ファ イルから  Java ク ラス  ファ イルへの変換は、まず Web サーバーが
このファイルに対する最初の要求を受け取ったときに行われます。その後は、ページの
最後の変換以降に JSP ソース  コード  ファ イルが変更されたこ とが検出された と きに
変換が行われます。 

メモメモメモメモ

JRun 管理コンソールから、それぞれの JSP について、変更された JSP の再変換を有効
または無効にするこ とができます。 詳細については、 『JRun セッ ト アップ ガイ ド』 を
参照して ください。

変換が失敗した場合、 ク ラ イアン トの要求が失敗し、 対応するエラー メ ッセージが
返されます。たとえば、変換エラーを検出する と、エラー ステータス  コード  500 (サー
バー エラー ) を返します。

要求処理エラー要求処理エラー要求処理エラー要求処理エラー

ク ライアント 要求の処理中に、 JSP の .class ファ イル、または JSP の .class ファ イル
から 呼び出さ れたコ ード 内で実行時エラ ーが発生する こ と があり ます。 要求処理
エラーは、 Java プログラ ミ ング言語の例外メカニズム、および JSP の exception オブ
ジェク ト を使用してエラーを知らせるこ とによって実装されます。

メモメモメモメモ

エラーの表現フォーマッ トは、 その JSP のために選択したスク リプ ト言語から独立して
います。 

要求処理エラーは、 それが生成された JSP で捕捉および処理されます。 しかし、 page

ディ レクティブを使用してエラー ページを指定する こ と もできます。 これは、例外を
処理する  JSP です。 この場合、 JSP から捕捉されなかった例外が返されたと き、 例外と
ク ラ イアン ト要求がエラーページに転送されます。 エラー ページを指定しない場合、
捕捉されなかった例外が送られると  JRun はク ライアント にエラー ステータス  コード
500 (サーバー エラー ) を返します。

エラ ー ページと し て使用する  JSP は、 JSP の  page ディ レ ク ティ ブを使用し て
isErrorPage 属性を設定する必要があ り ます。 エラーを生成した JSP は、 そのエラー
をエラー ページへ転送する と き、エラー ページの JSP exception オブジェク ト を生成
されたエラーに設定します。

page ディ レク ティ ブの詳細については、 116ページの 「page ディ レクティブ」 を参照
して ください。exception オブジェク トの詳細については、第 9 章を参照して ください。 
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次の例では、 errhand.jsp とい う名前が付けられたエラー ページに例外を転送する
JSP を作成します。 存在しない JSP を イン クルード し よ う とする と  errortest.jsp
ページで例外が発生します。 errortest.jsp の定義は次のとおりです。

<%@ page errorPage="errhand.jsp"%>
<html>
<head><title>Error Test Page</title></head>
<body>
<-- 存在しないページをインクルードすることによって例外を発生させる -->
<jsp:include page="xxxxx.jsp" flush="true"/>

</body>
</html>

errhand.jsp の定義は次のとおりです。

<%@ page isErrorPage="true" %>
<P>
<HR>There was an error.
<P>

<%-- エラー メ ッセージを取得し、 出力します。 --%>
<B>ERROR:</b><BR>
<%

String sErrMessage = exception.getMessage();
out.println(sErrMessage);

%>

<%-- 例外の記述を取得し、 出力します。 --%>
<B>DESCRIPTION:</b><BR>
<%

String sErrDescr = exception.toString();
out.println(sErrDescr);

%>

</body>
</html>

JSP コンパイラの使用コンパイラの使用コンパイラの使用コンパイラの使用

JSP コンパイラは、 JRun が JSP を Java ク ラス  ファ イルにコンパイルするために使用
する  Java ツールです。 JRun には、 このコンパイラの 2 つのバージ ョ ンが含まれてい
ます。 最初のバージ ョ ン、 JSP コンパイ ラは、 JRun が JSP へのク ラ イアン ト要求を
処理する と きにコンパイルを実行します。 2 番目のバージ ョ ンの JSPC コンパイラは、
JSP をオフラ インで、 言い換える と  Web サーバーのコンテキス トの外でコンパイル
できるコマンド ラ イン ツールです。 

これらのコンパイラの詳細については、 第 10 章を参照して ください。
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JSP の以前のリ リースからのアップグレードの以前のリ リースからのアップグレードの以前のリ リースからのアップグレードの以前のリ リースからのアップグレード

JRun バージョ ン 3.1は JSP バージョ ン  1.1 仕様を実装しています。 しかし 、 JSP 仕様の
以前のバージ ョ ン  (0.92、1.0 など ) に対応して作成された JSP をバージ ョ ン 1.1 に対応
する よ う にアッ プグレード でき ます。 JSP を  JSP の以前のバージョ ンから アッ プ
グレードする方法については、 第 13 章を参照して ください。
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第 8 章

JSP の構文の構文の構文の構文
JSP はテンプレート  データ  (通常、テキスト と  HTML タグ ) と  JSP 要素によ り 構成され
ます。 JSP 要素は、 サーブレッ ト に変換され、 Web サーバーで実行されます。 JSP 仕様
では、 3 種類の JSP 要素が定義されています。

• ディ レクティ ブ要素 JSP ファイルからサーブレッ ト を作成するためのプロパティを
表します。

• スクリプ ト要素 オブジェク ト を操作し、 計算を実行します。

• アクショ ン要素 オブジェク ト の使用、修正、または作成を行ったり 、ページの出力
ス ト リームに書き込みます。

この章では、 JSP の基本構文と 、 この 3 種類の JSP 要素で使用される構文について説明
します。 

目次目次目次目次
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112 第 8 章 JSP の構文
JSP 1.1 仕様と仕様と仕様と仕様と  JRun の互換性の互換性の互換性の互換性

JRun によ り 実装されている  JSP 構文は、JavaServer Pages バージョ ン  1.1 仕様に完全に
準拠しています。 したがって、 JavaServer Pages 仕様に準拠した JSP はすべて、 JRun
のページ変換環境と互換性があ り ます。

このセクショ ンで説明する内容は、Sun Microsystems 社の JavaServer Pages バージョ ン
1.1 仕様に基づいています。 この仕様は http://java.sun.com/products/jsp から入手
可能です。

ただし 、 Allaire では、 global.jsa ファ イルの使用など、 追加機能をサポート するため
に JSP 仕様が拡張されています。 これらの拡張機能の詳細については、 520ページの
第 42 章 「JRun 拡張機能の使用」 を参照して ください。 

JSP の基本構文の基本構文の基本構文の基本構文

このセクショ ンでは、 次の内容を含む JSP の基本構文について説明します。

• 「JSP テンプレート  テキス トの挿入」 112ページ

• 「空白文字の使用」 113ページ

• 「開始タグと終了タグの配置」 113ページ

• 「属性値の引用」 113ページ

• 「エスケープ文字」 113ページ

• 「コ メン トの挿入」 114ページ

• 「JSP における相対 URL の指定」 115ページ

JSP テンプレートテンプレートテンプレートテンプレート  テキス トの挿入テキス トの挿入テキス トの挿入テキス トの挿入

JSP には通常、 HTML テキス ト と  JSP 要素の両方が使用されます。 JSP 要素は JRun に
よ り解釈されます。 JSP 要素からの出力はすべて、 HTML テキス ト と と もにクライア
ン トに返されます。 

JSP では、 テンプレー ト  テキス トは JSP 要素の外側にあるテキス ト なので、 JRun に
よって解釈されるこ とはあ り ません。テンプレート  テキス トは、変更される こ とな く、
ク ライアン トに直接返されます。 JSP にある  HTML テキス トは、 すべてテンプレート
テキス ト と見なされます。 

たとえば、 <% タグと  %> タグの間にある  Java コードを除いて、 次のページにあるもの
はすべて、 テンプレート  テキス ト と解釈されます。

<html>
<head>
<title>Greetings</title>
</head>
<body>
<% for (int i=0; i < 5; i++) out.println("<h1>Hello World!</h1>"); %>
</body>
</html>
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空白文字の使用空白文字の使用空白文字の使用空白文字の使用

HTML では通常、空白文字は重要ではあり ません。 JSP ファイルのテンプレート  コード
に含まれる空白文字はすべて、JSP ファ イルに入力されていると おり にクライアント に
返されます。 

開始タグと終了タグの配置開始タグと終了タグの配置開始タグと終了タグの配置開始タグと終了タグの配置

開始タグと終了タグ、およびこれらのタグで囲まれた本文を持つ JSP 要素については、
同じファ イルにこの 2 つのタグを入れる必要があ り ます。 開始タグと終了タグを別々
のファイルに入れるこ とはできません。 

た とえば、 JSP スク リプ ト レッ ト の構文は <% scriptlet %> です。 開始タグ (<%) と終了
タグ (%>) は両方と も同じファ イルになければな り ません。

属性値の引用属性値の引用属性値の引用属性値の引用

JSP 要素に対する属性値はすべて、 一重引用符または二重引用符を使用して引用する
必要があ り ます。 た とえば、 次の例にある  page 要素によ り、 属性 contentType を
使用して、 JSP の出力の MIME タイプが text/plain に設定されます。 

<%@  page contentType = "text/plain" %>

属性値自体に同じ タ イ プの引用符 (一重引用符または二重引用符 ) が含まれている
場合は、 引用符の前にエスケープ文字 (\) を付けます。 エスケープ文字の次に来る
文字は、 JSP パーサーでは無視されます。 属性の引用符には、 次のエスケープ シーケ
ンスを使用します。

• ' は\' とエスケープします。

• " は\" とエスケープします。

また、 引用符に HTML 文字参照を使用する こ と もできます。 た とえば、 属性値では
二重引用符の代わ りに、 文字参照 &quot; を挿入します。

エスケープ文字エスケープ文字エスケープ文字エスケープ文字

属性値の引用符をエスケープし、 さ らに JSP の別の領域では次のよ うな文字をエス
ケープする必要があ り ます。

• スク リプ ト要素

定数 %> は %\> でエスケープします。 

• テンプレート  テキス ト

定数 <% は <\% でエスケープします。 

• 属性値

%> は %\> でエスケープします。 

<% は <\% でエスケープします。 
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コ メン トの挿入コ メン トの挿入コ メン トの挿入コ メン トの挿入

JSP のコメ ント には、次の 2 種類を使用できます。 ク ライアント に返されない JSP 自体
に対するコメ ント と 、ページの出力の一部と してクライアント に返されるコメ ント です。 

このセクシ ョ ンでは、 これらのコ メン トについて説明します。

JSP に関するコ メン トの記述に関するコ メン トの記述に関するコ メン トの記述に関するコ メン トの記述

JSP コ メン トは、 JSP 自体に情報を追加するために使用されます。 このコ メン トが JSP の
出力の一部と してク ライアン トに出力されるこ とはあ り ません。 

JSP コ メン トの構文は次のとおりです。

<%-- コ メン ト文字列... --%>

また、ページで使用されているスク リプ ト言語のコ メン ト構文を使用して、 コ メン トを
追加するこ と もできます。たとえば、ページのスク リプ ト言語と して Java を使用して
いる場合、 次の形式でコ メン ト を追加できます。

<% /** Java コ メン ト  **/ %>

JavaScript で記述されたスク リプ トにコ メ ン ト を入れる場合も、 同様の構文を使用し
ます。

クライアン トへのコ メン ト出力クライアン トへのコ メン ト出力クライアン トへのコ メン ト出力クライアン トへのコ メン ト出力

ク ラ イアン ト に返される  JSP の応答出力に表示される コ メ ン ト を生成するには、
HTML コ メン ト構文を使用します。 構文は次のとおりです。

<!-- コ メン ト  -->

コ メン ト内部に JSP 式を入れるこ とによ り、 動的なコ メン ト を作成できます。 次の例
では、実行時に評価される式の入ったコ メン ト文字列がク ラ イアン トに出力されます。

<%! String PageName = "Example Comment Page"; %>
...
<!-- ページに対するコ メン ト :<%= PageName %> -->
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JSP における相対における相対における相対における相対 URL の指定の指定の指定の指定

JSP 要素では、 相対 URL 指定を使用して、 別の JSP、 Java サーブレッ ト、 同じページに
ある別のエンティ ティ などを参照できます。参照元 JSP での URL の指定方法に応じて、
URL を参照元 JSP を含むアプ リ ケーシ ョ ン、 または参照元 JSP の場所に相対させる
こ とができます。

例 
• myErrorPage.jsp

参照元 JSP の位置に相対する  myErrorPage.jsp が参照されます。 この場合、参照元
ページと同じディ レク ト リにある  myErrorPage.jsp ページが検索されます。

• ../myErrorpage.jsp

参照元 JSP の位置に相対する  myErrorPage.jsp が参照されます。 この場合、参照元
ページの親ディ レク ト リにある  myErrorPage.jsp ページが検索されます。

• /errorPages/myErrorpage.jsp

参照の先頭に 「/」 を付ける と、 参照元 JSP を含むアプ リ ケーシ ョ ンに相対する
myErrorpage.jsp が検索されます。 JSP はすべて、 1 つのアプリケーシ ョ ンに含ま
れます。アプリ ケーショ ンを設定する手順の一部と して、「 /」 にマッ ピングされる
ディ レク ト リ を定義する必要があ り ます。

ディ レクティブディ レクテ ィブディ レクテ ィブディ レクテ ィブ

ディ レクティ ブによ り 、JSP と 結果と して求められるサーブレッ ト のプロパティ を設定
できます。ディ レクティブによって定義される情報の例には、 JSP のスク リプ ト言語、
出力 MIME タイプ、 ページによって使用されるタグ ラ イブラ リ、 ページで必要と さ
れるインクルード  ファ イルなどがあ り ます。 

通常は、 ディ レクティブを使用して JSP のスク リプ ト言語を設定します。 既定の設定
では、 Java が使用されます。 しかし、次のディ レクティブを使用して、 スク リプ ト言
語を  JavaScript に設定できます。

<%@  page language = "javascript" %>

ディ レクテ ィブは、 JSP の構文解析時に評価されるプ リプロセス要素です。 ディ レク
ティブは構文解析時に評価されるのに対し、 式は実行時に評価されるので、 ディ レク
ティブに式は使用できません。 したがって、 次の例では式 <%=myVar%> をコンパイル
時に評価できないので、 この例にあるディ レクティブの使用は正し く あ り ません。 

<%@ page import="<%=myVar%>" %> 

また、 ディ レクティブは構文解釈時に評価されるので、 ディ レクティブからの出力は
あ り ません。 つま り、 ディ レクティブを使用して、 ク ライアン トに情報を返すこ とは
できません。 
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JSP ディ レクティブすべての基本構文は次の形式にな り ます。

<%@ directive %>

JSP では、 次の表にある  3 種類のディ レクティブがサポート されています。 次のセク
シ ョ ンでは、 これらのディ レクティブについて説明します。 

page ディレクテ ィブディ レクテ ィブディ レクテ ィブディ レクテ ィブ

page ディレクティブによ り、 JSP 全体に対する  1 つ以上の属性を定義できます。

1 つの JSP で複数の page ディ レクティ ブを使用できます。ただし、 import 属性を使用
している場合を除き、 1 つの属性は 1 回しか参照できません。 したがって、 重複する
属性を持つ複数の page ディ レ クテ ィブを指定した場合、 JSP にある  page ディ レ ク
ティブの最初のインスタンスは認識されますが、 この後、 この属性を再定義しよ う と
しても無視されます。

import 属性を含む page ディ レクテ ィブは複数指定できます。 import 属性によって
参照されるファ イルがすべてインポート されます。 

page ディレクティブの構文は次のとおりです。

<%@ page attribute = "value" ... %> 

こ こで、 

attribute は、 language | import | contentType | session | buffer |
autoflush | isThreadSafe | info | errorPage | isErrorpage |
extends

value は、 一重引用符、 または二重引用符で囲まれた文字列定数 

これ以外の属性を含む page ディ レクティブでは、 例外が発生します。 

たと えば、次のディ レク ティ ブでは JSP の出力 MIME タイプが HTML に、 スク リ プト
言語が JavaScript に設定されます。

<%@  page contentType = "text/html" language = "javascript" %>

ディレクディレクディレクディレク
テ ィブテ ィブテ ィブテ ィブ

目的目的目的目的 構文構文構文構文 ページページページページ 

page ページ全体にわたる

属性を定義します。

<%@ page attribute="value" ... %> 116 ページ 

include JSP にテキス ト を
挿入します。

<%@ include file = "path" ... %> 120 ページ

taglib JSP にタグ ラ イブ
ラリを含めます。

<%@ taglib uri="tagLibraryURI"
prefix="tagPrefix" %>

120 ページ 
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language

ファ イルで使用されるス ク リ プ ト言語を定義します。 この属性を省略した場合、
既定のスク リプ ト言語 java が使用されます。 これは Java プログラ ミ ング言語を
表します。 

使用可能な値は java と  javascript です。

import

コ ンパイ ルさ れたページでイ ンポート し て使用する必要のあるパッ ケージを、
カンマ区切り リ ス ト で指定します。 次に例を示します。

<%@  page import = "java.io.*,java.util.Hashtable" %>

JSP の言語が Java である場合、import で指定されたファ イルのほかに、 JRun には
次のファイルが常にインポート されます。 

• java.lang.* 

• javax.servlet.* 

• javax.servlet.jsp.* 

• javax.servlet.http.* 

Java 以外の言語については、 既定のインポート  リ ス トはあ り ません。 Java 以外の
スク リプ ト言語を使用している場合、 または Java を使用しているが、 ほかのファ
イルをインポートする必要がある場合は、 必要なファ イルをインポート して くだ
さい。 

contentType

MIME タ イプを定義し ます。 必要に応じて、 JSP によ り生成される応答の文字
セッ ト を定義します。既定の設定では、MIME タイプは text/html で、文字セッ ト
は ISO-8859-1 です。 

この属性の構文は次のとおりです。 

<%@  page contentType = "TYPE; charset = CHARSET" %>

TYPE は出力 MIME タイプを表します。 また、 オプシ ョ ンの CHARSET には、文字
セッ ト を Internet Assigned Numbers Authority (IANA) 値で指定します。 

使用可能な MIME タイプの一覧については、 次の URL を参照して ください。

ftp://ftp.isi.edu/in-notes/iana/assignments/media-types/media-types

CHARSET でサポート されている文字エンコードの一覧については、 次の URL を
参照して ください。 

http://java.sun.com/products/jdk/1.1/docs/guide/intl/
encoding.doc.html

次の contentType の例では、出力タイプと してテキス ト形式が設定されています。 

<%@  page contentType = "text/plain" %>
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session

このページがセッシ ョ ンの一部と してアクセスされるかど うかを指定します。 

値に true を指定した場合、 JSP オブジェ ク ト  session が、 このページの現在の
セッシ ョ ンと して初期化されます。 

値 false は、 このページがセッシ ョ ンの一部ではな く、 session オブジェク トは
使用できないこ と を表します。 JSP の本文で session を参照すると 、致命的な変換
エラーが発生します。 

既定値は true です。

buffer 

ページ出力で使用されるバッファ リ ング モデルを表します。 サイズ指定に文字列
kb を入れる必要があり ます。たと えば、ディ レクティ ブでバッ ファ  サイズを  16 KB
に設定します。

<%@  page buffer = "16kb" %>

値 none は、バッファ リ ングは行われず、ページ出力はすべて、直接ク ライアン ト
に書き込まれるこ とを表します。 

バッファ  サイズを指定した場合、出力は指定されたサイズ以下のサイズでバッファ
リ ングされます。autoFlush 属性の値に応じて、バッファの内容は自動的にフラ ッ
シュされるか、 または、 オーバーフローが発生したと きに例外が発生します。 

この属性の既定値は buffered で、 バッファのサイズは 8 KB です。

autoFlush

値に true を設定した場合、バッファが満杯になると、バッファ リ ングされた出力が
自動的にフラ ッシュされます。false を設定した場合、バッファのオーバーフロー

を示す例外が発生します。 

既定値は true です。 buffer が none に設定されている場合は、 autoFlush を
false に設定できません。

isThreadSafe 

ページご とに実装されるスレッ ド  セーフのレベルを指定します。 

この属性を  false に設定する と、 複数の要求を処理するためにページのインスタ
ンスが複数作成されますが、 これらのページ インスタンスはそれぞれ、 1 つずつ
スレッ ドを持つよ うにな り ます。 

true に設定すると、複数の未処理クライアン ト要求がこのページに対して、同時に

送信される可能性があ り ます。 JSP によって、ページの共有ステートへのアクセス
が適切に同期化されるこ とを保証するには true を設定します。

既定値は true です。
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info

JSP に組み込まれる文字列を指定します。 この文字列は実行時に取得可能です。
アプ リ ケーシ ョ ンから この文字列にアクセスするには、 このサーブレッ ト を表す

Servlet オブジェク トの getServletInfo() メ ソ ッ ドを使用します。

isErrorPage

JSP で、 別の JSP からの未処理例外を処理するかど うかを指定します。

値 true を設定する と、 JSP exception オブジェク トが定義されます。 JSP が起動
される と、 このオブジェク トの値がソース  JSP からの例外に設定されます。

値 false は exception オブジェク ト が使用できないこ と を表します。したがって、
JSP の本体から このオブジェク ト を参照すると 、致命的な変換エラーが起こ り ます。

既定値は false です。

errorPage 

そのページで検出されなかった例外がエラー処理のために送信される  JSP への
URL を指定します。送信先の JSP は、 JSP バージョン  1.1 仕様に準拠していなければ
な り ません。 

送信先ページでは page ディ レクティブを使用して、isErrorPage 属性を true に
設定します。

呼び出されると 、送信先 JSP の exception オブジェク ト に例外に対する参照が入り
ます。

メモメモメモメモ

autoFlush を  true に設定したと きに、 例外を返したページからの出力データが
すべてフラ ッシュ された場合、 エラー ページへ例外を返そ う と しても、 失敗する
可能性があ り ます。

extends

JSP がサブクラス化する  JSP 基本ク ラスを指定します。 次に例を示します。

<%@  page extends = "com.myPackage.AServletImplementation" %>

既定の設定では、 サーブレ ッ ト はク ラス  javax.servlet.http.HttpServlet の
サブク ラス と して作成されます。 したがって、 サーブレッ トの基本ク ラスを定義
しなければならない特別な理由がない限り、 この属性は使用しないで ください。 
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include ディレクテ ィブディ レクテ ィブディ レクテ ィブディ レクテ ィブ

include ディ レクティブによ り、変換時に JSP ファ イルにテキス トが挿入されるので、
効果的に include ディレクティブを置き換えるこ とができます。このディレクティブの
結果、組み込み先 JSP のコンテンツと 、組み込まれる  JSP のコンテンツの両方が 1 つの
JSP に入るよ うにな り ます。 

このディ レクティブの構文は次のとおりです。

<%@ include file = "path" %> 

/ で始まる  path は JSP のアプリ ケーシ ョ ンに関連付けられています。パス名の先頭に
/ が付いていない場合、 このパスは変換中の JSP のパスに関連付けられている と見な
されます。 パスの詳細については、 115ページの 「JSP における相対 URL の指定」 を
参照して ください。

複数の JSP で共有する機能がある場合は、 include ディ レ クテ ィブが便利です。
include ディ レクティブの例については、 101ページの 「include の実行」 を参照して
ください。

taglib ディレクテ ィブディ レクテ ィブディ レクテ ィブディ レクテ ィブ

taglib ディ レ クテ ィブを使用して、 JSP が含めるタグ ラ イブラ リ を宣言できます。
タグ ライブラ リには JSP で使用可能なカスタム タグが含まれます。

次の例では、タグ coolTag を含むタグ ラ イブラ リが定義されています。 このディ レク
ティブの後でこのタグ ラ イブラ リにあるタグを参照するには、 接頭辞 myTags を使用
します。接頭辞 myTags を使用する  JSP に別のタグ  ラ イブラ リ を定義すると 、エラーが
発生します。 

<%@ taglib uri="myApp/appTags" prefix="myTags" />

<myTags:coolTag>
...
</myTags:coolTag>

タグ ラ イブラ リに coolTag がないと、 致命的な変換エラーが発生します。

taglib ディ レクティブの構文は次のとおりです。

<%@ taglib uri="path" prefix="tagPrefix" %>
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uri 

タグ ラ イブラ リの場所を、 相対パス位置、 またはアプリ ケーシ ョ ンと関連付けら
れている  web.xml フ ァ イルへの検索キーと して指定し ます。 JRun は、 まず
web.xml ファ イルをチェ ッ ク し、 path が検索キーであるかど うかを判断します。
web.xml ファ イルに path が見つからない場合、 JRun はこれ自体をパス位置と見な
します。

タグ ラ イブラ リが見つからないと、 致命的な変換エラーが発生します。 

path が web.xml ファ イルへの検索キーである場合、 JRun によ り  web.xml ファ イル
から このキーと関連するタグ ラ イブラ リが検索されます。 たとえば、 アプ リ ケー
ショ ンの web.xml ファ イルで myTagLib と いう 検索キーと 、タグ  ライブラ リ の関連
位置を定義するには次のよ うに記述します。

<taglib>
<taglib-uri>myTagLib</taglib-uri>
<taglib-location>/WEB-INF/tlibs/myTagLib.tld</taglib-location>

</taglib>

path がタグ ライブラ リ を表す相対パスで、/ で始まっている場合、このパスは JSP
のアプ リ ケーシ ョ ンに関連付けられています。 パス名の先頭に / が付いていない
場合、 このパスは変換中の JSP のパスに関連付けられていると見なされます。パス
の詳細については、 115ページの 「JSP における相対 URL の指定」 を参照して く
ださい。

prefix 

ラ イブラ リにあるカスタム  タグを表す接頭辞文字列を定義します。 接頭辞 jsp、
jspx、 java、 javax、 servlet、 sun、 および sunw は予約されています。空の接頭辞
は使用できません。



122 第 8 章 JSP の構文
スクリプ ト要素スクリプ ト要素スクリプ ト要素スクリプ ト要素

スク リプ ト要素によ り、 JSP に含まれる実際のコードが定義されます。 このコードは
Java または JavaScript (ECMAscript) で記述します。 

スク リプ ト要素で使用されるコードの正確な構文は、 JSP ディ レクテ ィブを使用して
JSP のために指定されたスク リ プト 言語によって異なり ます。スク リ プト 言語の設定の
詳細については、 116ページの 「page ディ レクティブ」 を参照して ください。 

次の表は、 JRun でサポート されている  3 種類のスク リプ ト要素を示します。 

次のセクシ ョ ンで、 これらの要素について説明します。

宣言宣言宣言宣言

宣言によ り、 1 つの JSP 全体にわたる定義を行 う こ とができます。 JSP で使用される
変数やメ ソ ッ ドを定義するには通常、 宣言を行います。 宣言によ り、 ク ライアン トに
出力が書き込まれるこ とはあ り ません。

宣言の構文は次のとおりです。 

<%! declaration(s) %>

次の宣言では Java 変数と関数が定義されます。 

<%!
private String foo = null;
public String getFoo() { return this.foo; }

%>

要素要素要素要素 目的目的目的目的 構文構文構文構文

宣言 変数など、ページ全体で使用される定義を作成

します。

<%! declaration %>

スクリプ ト レッ ト このページで使用されるスク リプ ト  コードが
含まれます。

<% script code %>

式 ページ出力を ク ラ イアン ト に送信する前に

サーバーで評価されるステー ト メ ン ト を定義

します。

<%= expression %>
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スクリプ ト レッ トスクリプ ト レッ トスクリプ ト レッ トスクリプ ト レッ ト

スク リプ ト レッ ト要素では、 JSP で使用されるスク リプ ト  コードを指定します。 有効
なコードをスク リプ ト レッ ト要素の本文内で指定できます。 

スク リプ ト レッ ト を使用して、 JSP の出力ス ト リームにデータを書き込むこ とができ
ます。 その後、 この情報は HTTP 応答と と もにクライアン トに返されます。通常、 この
データは HTML テキス ト形式で記述されています。 

スク リ プト レッ ト 内のコード から 、 application、 session など、 JSP 用に定義された
暗黙的オブジェク ト にアクセスできます。 これらのオブジェク ト の詳細については、
第 9 章を参照して ください。

page ディ レクテ ィブの language 属性を使用して、 ス ク リプ ト言語を Java、 または
JavaScript (ECMAScript) に指定できます。既定では、言語は Java に設定されています。
詳細については、 116ページの 「page ディ レクティブ」 を参照して ください。

スク リプ ト レッ ト要素のために、 一般に使われている構文は次のとおりです。

<% script code %>

組み込まれた Java コードの例は次のとおりです。

<%
String greeting = request.getParameter("Greeting");
out.println(greeting);

%>

式式式式

式は、ページ出力をクライアン トに送信する前にサーバーで評価されるステート メン ト
です。 式の結果のデータ  タイプは String です。

式から、application、session など、 JSP 用に定義された暗黙的オブジェク トにアク
セスできます。 これらのオブジェク トの詳細については、第 9 章を参照して ください。

式の構文は次のとおりです。 

<%= expression %>

次の例にある  2 つの式によ り、 2 つの変数の値が文字列と して出力されます。

<table>
<tr>

<td><%= myVar1%></td>
<td><%= myVar2%></td>

</tr>
</table>
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アクシ ョ ンアクシ ョ ンアクシ ョ ンアクシ ョ ン 
アクシ ョ ンによって、 オブジェク トの使用、 修正、 または作成を行ったり、 ページの
出力ス ト リームを修正できます。 このセクシ ョ ンでは、 JRun でサポート されている
すべてのアクシ ョ ンについて説明します。

次の表は、 全アクシ ョ ンの一覧です。 

jsp:useBean
jsp:useBean アクシ ョ ンによ り、 JSP で JavaBeans がインスタンス化されます。 イン
スタンス化が完了する と、 JSP ファ イルにある  Bean が参照できるよ うにな り ます。 

次の例では、タイプ com.myco.myapp.MyBean の myBean とい う  Bean が定義されます。

<jsp:useBean id="myBean" class="com.myco.myapp.MyBean" />

jsp:useBean の基本構文は次のとおりです。

<jsp:useBean id="name" scope="page|request|session|application" 
typeSpec />

こ こで、 typespec には次のいずれかが入り ます。 

class="className" |
class="className" type="typeName" |
beanName="beanName" type="typeName" |
type="typeName"

要素名要素名要素名要素名 目的目的目的目的 ページページページページ 
「jsp:useBean」 JavaBeans のインスタンスを定義します。 124 ページ

「jsp:setProperty」 Bean にある  1 つ以上のプロパティ 値を設定します。 126 ページ 

「jsp:getProperty」 Bean プロパテ ィの値を、 文字列と して out オブ
ジェク トに自動的に書き込みます。

128 ページ 

「jsp:include」 ある  JSP から別の JSP を呼び出します。 アクショ ン
が完了すると、呼び出し先のページから呼び出し側

のページに制御が戻されます。

128 ページ 

「jsp:forward」 ある JSP から別の JSP を呼び出します。 この呼び
出しにより 、呼び出し側ページの実行が終了します。 

129 ページ 

「jsp:param」 ある JSP から別の JSP に要求を転送するときに、
名前 /値ペアと してパラ メータを  HTTP 要求に追加
します。 

130 ページ

「jsp:plugin」 クライアン ト  ブラウザでアプレ ッ ト を起動できる
ようになります。

130 ページ 
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type または class を指定する必要があ り ます。 このと き、class と beanName の両方
を指定するこ とはできません。type と  class の両方を指定する場合は、class に type
が割り当てられるよ うになっていなければな り ません。

属性 beanName は 「a.b.c」 の形式で表された Bean の名前です。 こ こに、「a/b/c.ser」
の形式でク ラスまたはリ ソース名を指定します。 

さ らに、 次の形式で jsp:useBean に対して本文を指定できます。

<jsp:useBean id="name" scope="page|request|session|application"
typeSpec >
body

</jsp:useBean>

Bean が作成される と、本文が呼び出されます。通常、本文には新し く作成された Bean
を修正するために使用されるスク リプ ト レッ ト 、または jsp:setProperty タグが含ま
れますが、 本文の内容は制限されません。

<jsp:useBean> タグには次のよ うな属性があ り ます。

id

指定されたスコープで Bean を識別するために使用される名前と、 Bean のスク リ
プ ト変数名を指定します。 名前では大文字と小文字を区別し、 ス ク リプ ト言語の
変数命名規則に従って指定する必要があ り ます。

scope

必要に応じて、 Bean が使用可能なスコープを定義します。 

• page この Bean は現在のページで使用できます。 これが既定値です。

• request この Bean は getAttribute メ ソ ッ ド を使用して、現在のページにある
request オブジェク ト から使用できます。現在のクライアント 要求が完了すると 、
この参照は破棄されます。

• session この Bean は getValue メ ソ ッ ドを使用して、 現在のページにある
session オブジェク トから使用できます。 現在のセッシ ョ ンが無効になる と、
この参照は破棄されます。 

注意注意注意注意

JSP で page ディ レクティブによ り、 このページがセッシ ョ ンに含まれていないと
指定されている場合、 session スコープを指定すると 、致命的な変換エラーが発生
します。

• application この Bean は getAttribute メ ソ ッ ドを使用して、現在のページ
にある  application オブジェク トから使用できます。 

class 

Bean の実装を定義する認識可能なクラス名を設定します。 ク ラス名では大文字と
小文字は区別されます。

class 属性と  beanName 属性を省略する場合、オブジェク トは指定されたスコープ
内にある必要があ り ます。
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beanName 

java.beans.Beans ク ラスの instantiate メ ソ ッ ドで認識される よ うに Bean 名
を指定します。

この属性の値と して、 要求時属性式を使用できます。

type

指定されている場合、 type はスク リプ ト変数のタイプを表します。 Bean は指定
されたタイプへのインスタンスである必要があ り ます。 

この属性を使用して、 ス ク リプ ト変数のタイプを、 指定された実装ク ラスのスク
リプ ト変数に関連させながら、 同時に区別できます。 このタイプはク ラス自体、
ク ラ スのスーパーク ラ ス、 または指定されたク ラ スによ り実装されたインター
フェイスにな り ます。

このパラ メータを省略した場合、 タイプは class 属性の値と同じにな り ます。

jsp:setProperty
jsp:setProperty アクショ ンによ り 、Bean にある  1 つ以上のプロパティ 値が設定され
ます。このアクショ ンを使用する前に、jsp:useBean を使用して  Bean を定義しておく
必要があ り ます。

次の例では、 user とい う  Bean のプロパティに値が設定されます。 

<jsp:setProperty name="user" property="user" param="username" />

次の例では、 式を使用してプロパティが設定されます。

<jsp:setProperty name="results" property="row" value="<%= i+1 %>" />

単純なインデッ ク ス付きプロパテ ィは setProperty を使用して設定し ます。 イン
デッ クス付きプロパティの値には、 配列を割り当てる必要があ り ます。

jsp:setProperty の構文は次のとおりです。 

<jsp:setProperty name="beanName" prop_expr />

こ こで、 prop_expr は次のいずれかの形式にな り ます。 

property="*" |
property="propertyName"|
property="propertyName" param="parameterName"|
property="propertyName" value="propertyValue"

propertyValue には文字列定数、 または式を指定する必要があ り ます。

jsp:setProperty 要素には次のよ うな属性があ り ます。

name
jsp:useBean アクシ ョ ン、 またはその他の要素によ り定義された Bean 名。 Bean
インスタンスには、 設定する必要のあるプロパティが含まれます。 jsp:useBean

要素は、同じファイル内にある  jsp:setProperty アクシ ョ ンよ り先に記述する必要
があ り ます。
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property
設定する必要のある  Bean プロパティの名前。

propertyName を * に設定する と、 現在の要求パラ メータに対して、
jsp:setProperty が繰り返し実行され、 パラ メータ名および値タイプが Bean の
プロパティ 名およびタイプと比較されます。一致したプロパティ はそれぞれ、対応
するパラ メータの値に設定されます。 パラ メータの値が空白文字列 ("") である
場合、 対応するプロパティは変更されません。

prop_expr の先頭から  3 つの書式では、 文字列と して表される値が Bean プロパ
ティに割り当てられます。 しかし、 Bean プロパティのデータ  タイプが string 以
外である場合、 JRun によ り タ イプ変換が行われます。 次の表は、 この変換がど
のよ うに行われるかを示します。 

prop_expr の 4 つめの書式では、オブジェク トが Bean プロパティに割り当てられ
ます。 この場合、 オブジェ ク ト は自動的に割り当て先 Bean プロパテ ィのデータ
タイプに変換されます。 

param

Bean プロパティに供給する必要のある値を持つ要求パラ メータ名。 

アクシ ョ ンは param と  value の両方を持つこ とはできません。

param を省略した場合、 要求パラ メータ名は Bean プロパティ名と同じである と
見なされます。 

param が request オブジェク トに設定されていない場合、 または値が空の文字列
("") である場合、 jsp:setProperty 要素は何の効力も持ちません。

value

プロパティに割り当てられる値。 

アクシ ョ ンは param と  value の両方の値を持つこ とはできません。

プロパティプロパティプロパティプロパティ  タイプタイプタイプタイプ 変換変換変換変換

boolean または Boolean java.lang.Boolean.valueOf(String) で定義されたとおり

byte または Byte java.lang.Byte.valueOf(String) で定義されたとおり

char または Character java.lang.Character.valueOf(String) で定義されたとおり

double または Double java.lang.Double.valueOf(String) で定義されたとおり

int または Integer java.lang.Integer.valueOf(String) で定義されたとおり

float または Float java.lang.Float.valueOf(String) で定義されたとおり

long または Long java.lang.Long.valueOf(String) で定義されたとおり
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jsp:getProperty
Bean プロパテ ィの値を文字列と して、 out オブジェ ク ト に書き込みます。 このアク
シ ョ ンを使用する前に、 Bean を定義しておく必要があ り ます。

次の例では、 user Bean の name プロパティが書き込まれます。

<jsp:getProperty name="user" property="name" />

このアクシ ョ ンの構文は次のとおりです。

<jsp:getProperty name="name" property="propertyName" />

name

このプロパティで使用される  Bean インスタンス名を指定します。

このアクシ ョ ンは、 Bean が見つからなかった場合に例外を生成します。

property

出力する必要のある値を持つプロパティ名。

jsp:include
現在のページに静的な リ ソースおよび動的な リ ソースを含めます。 組み込みが完了
する と、 呼び出し側 JSP で処理が再開されます。

既定では、 JSP から ク ラ イアン トへ送信される出力データはバッファ リ ングされます。
バッ ファ を使用し ているため、 応答ヘッ ダ情報およびその他の出力はバッ ファ が
フ ラ ッシュ されるまではクライアン トに送信されません。 組み込まれるページの出力
がバッファ リ ングされる場合、 組み込みの前にバッファがフラ ッシュされます。 この
フラ ッシュによ り、 組み込まれたページで応答ヘッダを設定できな くな り ます。 した
がって、 組み込まれたページで setCookie などのメ ソ ッ ドは使用できません。 

メモメモメモメモ

バッファを無効にするか、 または JSP の出力バッファのサイズを設定するには、 JSP
ディ レクティブを使用します。 page ディ レクティブの詳細については、 116ページの
「page ディ レクティブ」 を参照して ください。 

次の例では、 HTML ページが含められます。 

<jsp:include page="/templates/copyright.html"/>

jsp:include の構文は次のとおりです。

<jsp:include page="path" flush="true"/>

または

<jsp:include page="path" flush="true">
<jsp:param name="paramName" value="paramValue" /> ... 

</jsp:include>
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page
含められるファ イルのパスを指定します。 / で始ま る  パス  は JSP のアプ リ ケー
ショ ンに関連付けられています。パス名の先頭に / が付いていない場合、 このパス
は変換中の JSP のパスに関連付けられている と見なされます。 

パスの詳細については、 115ページの 「JSP における相対 URL の指定」 を参照して
ください。

flush
この属性を  true に設定する と、 バッフ ァがフラ ッシュ されます。 JSP 1.1 では、
値に false を指定できません。

既定値は true です。

jsp:include の 2 番目の書式は、 jsp:param アクシ ョ ンへの追加です。 このアクシ ョ
ンによ り、 目的の JSP によ り受信される  HTTP 要求にパラ メータを追加できます。 詳
細については、 130ページの 「jsp:param」 を参照して ください。

jsp:forward
現在のページと同じアプ リケーシ ョ ンで jsp:forward アクシ ョ ンによ り、 JSP または
Java サーブレッ ト  が呼び出されます。jsp:forward によ り、現在の JSP の実行が終了
されます。 

ページ出力がバッ フ ァ リ ング された場合、 jsp:forward アクシ ョ ンを呼び出すか、
response オブジェク トの redirect メ ソ ッ ドを使用して要求を転送した場合に、バッ
ファは消去され、内容が破棄されます。 このルールの唯一の例外は、 JSP を転送するこ
とによって設定されたク ッキーが破棄されず、 ク ライアン トに送信されるこ とです。

ページ出力がバッフ ァ リ ングされず、 ページ出力に何かが書き込まれている場合、
jsp:forward を使用しよ う とする と、 IllegalStateException にな り ます。

メモメモメモメモ

バッファを無効にするか、 または JSP の出力バッファのサイズを設定するには、 JSP
ディ レクティブを使用します。 page ディ レクティブの詳細については、 116ページの
「page ディ レクティブ」 を参照して ください。 

次の例では、 ある  JSP から別の JSP が呼び出されます。

<% String whereTo = "/templates/"+someValue; %>
<jsp:forward page=’<%= whereTo %>’ />

jsp:forward の構文は次のとおりです。 

<jsp:forward page="path" />

または

<jsp:forward page="path">
<jsp:param name="paramName" value="paramValue" /> ... 

</jsp:forward>
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page

呼び出されるファ イルのパスを指定します。/ で始まるパスは JSP に含まれるアプ
リ ケーシ ョ ンに関連付けられています。 パス名の先頭に / が付いていない場合、
このパスは変換中の JSP のパスに関連付けられている と見なされます。 

パスの詳細については、 115ページの 「JSP における相対 URL の指定」 を参照して
ください。

jsp:forward の 2 番目の書式は、 jsp:param アクシ ョ ンへの追加です。 このアクシ ョ
ンによ り、 目的の JSP によ り受信される  HTTP 要求にパラ メータを追加できます。 詳
細については、 130ページの 「jsp:param」 を参照して ください。

jsp:param
jsp:param アクシ ョ ンによ り、 ある  JSP から別の JSP に要求が転送される と きに、
名前/値ペアと してパラメ ータが HTTP 要求に追加されます。このアクショ ンと と もに
使用できるのは、jsp:include、jsp:forward、および jsp:plugin アクシ ョ ンだけです。

jsp:include または jsp:forward と と もに jsp:param を使用する と、 目的のページ
によ り、 オ リ ジナルの要求パラ メータを持つオリ ジナルの HTTP 要求と、 jsp:param

で指定された新しいパラ メータがすべて受信されます。 jsp:param によ り、 要求に
すでに入っているパラ メータが追加された場合、 新しいパラ メータ値は既存の値の前
に入り ます。

たと えば、要求にパラメ ータ  myParm=a が含まれていると きに、 jsp:param を使用して
myParm=b を追加する と、 転送された要求には myParm=b, a が入 り ます。 こ こで、
新しいパラ メータが リ ス トの先頭に追加されている こ とに注意して ください。

新しいパラ メータのスコープは jsp:include または jsp:forward の目的の JSP です。
つま り、 含められたページからオ リジナルの JSP に戻ってきた後、 新しいパラ メータ
と 値が要求から削除されます。 

jsp:plugin
jsp:plugin アクシ ョ ンによ り、 ク ラ イアン ト  ブラウザでアプレ ッ ト を呼び出せる
よ うにな り ます。 このアクシ ョ ンでは、適切なク ライアン ト  ブラウザ依存のコンス ト
ラ ク ト  (OBJECT または EMBED) を含む HTML テキス トが生成されます。 この構成体に
よ り 、Java プラグインがダウンロード され、続いてアプレッ ト や Bean が実行されます。 

この要素は要求元ユーザ エージェント に応じて、<object> タグまたは <embed> タグで
置き換えられ、 応答の出力ス ト リームに書き込まれます。 次の例では、 ク ライアン ト
にある  MyPlugin.class が呼び出されます。
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<jsp:plugin type=applet code="MyPlugin.class" codebase="/html" >
<jsp:params>

<jsp:param name="myplugin" value="Greetings"/>
</jsp:params>
<jsp:fallback>

<p> unable to load Plugin </p>
</jsp:fallback>

</jsp:plugin>

jsp:plugin の構文は次のとおりです。

<jsp:plugin
type="bean|applet"
code="objectCode"
codebase="objectCodebase"
{ align="alignment" }
{ archive="archiveList" }
{ height="height" }
{ hspace="hspace" }
{ jreversion="jreversion" }
{ name="componentName" }
{ vspace="vspace" }
{ width="width" }
{ nspluginurl="url" }
{ iepluginurl="url" } >
{ <jsp:params>

{ <jsp:param name=" paramName" value="paramValue" /> }+
</jsp:params> }
{ <jsp:fallback> arbitrary_text </jsp:fallback> } >

</jsp:plugin>

中かっこ  ({}) で囲まれた要素はオプシ ョ ンです。

type

コンポーネン トのタイプを  Bean またはアプレッ ト と して指定します。

code

アプレッ ト を含むク ラス  ファ イル名、 またはク ラスへのパスを指定します。

codebase

archive 属性で指定された相対パスを解釈するために使用される基本パスを指定
します。 この値を省略する と、 <jsp:plugin> を呼び出した JSP ファ イルのパスが
使用されます。 

詳細については、 次の URL にある  HTML 4.0 仕様書を参照して ください。

http://www.w3.org/TR/REC-html40/
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align

Bean またはアプレ ッ ト の場所を指定します。 align に次のよ う な値を指定した
場合、 周囲のテキス トに相対させてオブジェク トの場所が決められます。

• bottom  オブジェク トの最下部が、 現在のベースラインに対し、 垂直方向に
揃えられます。 これが既定値です。

• middle  オブジェク ト の中心が、現在のベースラインに対し、垂直方向に揃え
られます。

• top  オブジェク トの最上部が、現在のテキス ト  ラインの最上部に対して垂直
方向に揃えられます。

• left および right  イ メージは現在の左マージンまたは右マージンに浮動
します。 

詳細については、 次の URL にある  HTML 4.0 仕様書を参照して ください。 

http://www.w3.org/TR/REC-html40/

archive

オブジェク トの リ ソースを含むアーカイブを表す URI を、 スペースで区切られた
リ ス ト と して指定します。 一般的に、 アーカイブをあらかじめロード しておく と、
オブジェ ク ト のロード時間を削減できます。 相対 URI と して指定されたアーカ
イブは codebase 属性に相対しているものと して解釈されます。

詳細については、 次の URL にある  HTML 4.0 仕様書を参照して ください。 

http://www.w3.org/TR/REC-html40/

height

既定の Bean またはアプレッ トの高さを書き換えて、 指定された値を使用します。
値は次のよ うに指定できます。

• ピクセルを表す整数値 (N)

• 使用可能な垂直スペースのパーセン ト値 (N%)

• 使用可能な垂直スペースの部分 (N*)

詳細については、 次の URL にある  HTML 4.0 仕様書を参照して ください。 

http://www.w3.org/TR/REC-html40/

hspace

Bean またはアプレッ トの左右に挿入される空白の量を指定します。値は次のよ う
に指定できます。

• ピクセルを表す整数値 (N)

• 使用可能な水平スペースのパーセン ト値 (N%)

• 使用可能な水平スペースの部分 (N*)

詳細については、 次の URL にある  HTML 4.0 仕様書を参照して ください。 

http://www.w3.org/TR/REC-html40/
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jreversion

コンポーネン トが動作するために必要な JRE 仕様のバージ ョ ン番号を表します。
既定値は 1.1 です。

name

アプレッ ト の名前を指定します。 これによ り、 このアプレッ ト を  JavaScript から
参照したり、 同じページにある別のアプレッ ト を参照できるよ うにな り ます。

vspace

Bean またはアプレッ トの上下に挿入される空白の量を指定します。値は次のよ う
に指定できます。

• ピクセルを表す整数値 (N)

• 使用可能な水平スペースのパーセン ト値 (N%)

• 使用可能な水平スペースの部分 (N*)

詳細については、 次の URL にある  HTML 4.0 仕様書を参照して ください。 

http://www.w3.org/TR/REC-html40/

title

アプレッ トに関する記述情報を指定します。

詳細については、 次の URL にある  HTML 4.0 仕様書を参照して ください。 

http://www.w3.org/TR/REC-html40/

width

Bean やアプレッ トについて、 既定のオブジェク ト幅を書き換え、 指定された値を
使用します。 値は次のよ うに指定できます。

• ピクセルを表す整数値 (N)

• 使用可能な水平スペースのパーセン ト値 (N%)

• 使用可能な水平スペースの部分 (N*)

詳細については、 次の URL にある  HTML 4.0 仕様書を参照して ください。 

http://www.w3.org/TR/REC-html40/

nspluginurl

Netscape Navigator 用 JRE プラグインをダウンロードできる  URL を指定します。
既定値は実装によって異な り ます。

iepluginurl

Internet Explorer 用 JRE プラグインをダウンロードでき る  URL を指定します。
既定値は実装によって異な り ます。
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jsp:param

アプレッ ト  コンポーネン ト または JavaBeans コンポーネン トにパラ メータを設定
します。 詳細については、 130ページの 「jsp:param」 を参照して ください。

jsp:fallback

プラグインが起動できなかったと きに、 ク ラ イアン ト  ブラウザによ り表示される
コンテンツを指定します。プラグインは起動できても 、アプレッ ト  コンポーネント
または JavaBeans コンポーネン トが見つからなかったり、起動できなかった場合は、
プラグイン固有のメ ッセージがユーザに送られます。



第 9 章

JSP オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト  リ ファレンスリファレンスリファレンスリファレンス
JSP で使用するすべてのスク リプ ト言語は、 Java および Java サーブレッ ト  API に組み
込まれた特定のオブジェク トへのアクセスを提供する必要があ り ます。 オブジェク ト
へのアクセスとは、オブジェク ト  メ ソ ッ ドを呼び出し、これらのメ ソ ッ ドに格納された
データにアクセスするこ とを意味します。 この章では、 これらのオブジェク トについて
説明し、JSP の作成時にそれらのオブジェク トにアクセスする方法について説明します。 
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JSP オブジェク トオブジェク トオブジェク トオブジェク ト

このセクシ ョ ンでは、 JSP 内からアクセス可能なオブジェ ク ト について説明します。
これらのオブジェ ク ト を使用して JSP 内から基本的なタス クを実行できます。 次の
よ うなオブジェク トがあ り ます。

• request オブジェク ト  ク ラ イアン トから  JSP に送信された HTTP 要求。 HTTP
要求には request ヘッダ内のすべての名前/値ペアが含まれます。 

• response オブジェク ト  JSP によ り生成される  HTTP 応答オブジェク ト。
response オブジェク ト を使用して、 応答ヘッダと ク ッキーの名前/値ペアなどの
情報をク ライアン トに返すこ とができます。 

• out オブジェク ト  ク ラ イアン ト に返される出力ス ト リーム。 JSP によって出力
される  HTML テキス トは通常、 out オブジェク ト に書き込まれ、 ク ラ イアン トに
よって解釈されます。 

メモメモメモメモ

この章では、 これらのオブジェク トの概要についてのみ説明します。 オブジェク ト と
そのメ ソ ッ ドの詳細については、HTML バージ ョ ンの Java サーブレッ ト  API のマニュ
アルを参照して ください。 これらの HTML ファ イルは、 使用中の JRun インス トール
ディ レク ト リにある  docs/api ディ レク ト リに配置されています。 各オブジェク トは
JSP オブジェ ク ト名ではな く、 次の表にある  Java サーブレ ッ ト  API オブジェ ク ト の
タイプによ り識別されます。 

JSP オブジェク トは実際には、 Java サーブレッ ト  API からのオブジェク ト と して実装
されます。 JSP オブジェク トによ り、 これらの Java サーブレッ ト  API オブジェク トに
アクセスするための簡易メカニズムが使用できます。 

次の表は、各 JSP オブジェク ト の一覧で、これらのオブジェク ト に対応するサーブレッ ト
API オブジェク トのタイプをま とめたものです。 

JSP オブジェク トオブジェク トオブジェク トオブジェク ト Java サーブレッ トサーブレッ トサーブレッ トサーブレッ ト  API オブジェク トのオブジェク トのオブジェク トのオブジェク トの 
タイプタイプタイプタイプ

 オブジェク トの意味オブジェク トの意味オブジェク トの意味オブジェク トの意味

application javax.servlet.ServletContext サーブレッ ト設定オブジェク トから取得
したサーブレッ ト  コンテキス ト

config javax.servlet.ServletConfig JSP の ServletConfig 
exception java.lang.Throwable エラー ページが表示される原因となる

未処理の例外

out javax.servlet.jsp.JspWriter JSP の出力スト リームに書き込みを行う
オブジェ ク ト

pageContext javax.servlet.jsp.PageContext JSP に対するページ コンテキス ト
request javax.servlet.HttpServletRequest クライアン ト要求

response javax.servlet.HttpServletResponse クライアン トへの応答

session javax.servlet.http.HttpSession 要求元クライアン トのために作成された

セッシ ョ ン オブジェク ト
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JSP オブジェク トへのアクセスの取得オブジェク トへのアクセスの取得オブジェク トへのアクセスの取得オブジェク トへのアクセスの取得

JRun によ り  JSP が呼び出される と、前のセクシ ョ ンの表に示されている  JSP オブジェ
ク トがすべて作成されます。オブジェク ト名とオブジェク ト  メ ソ ッ ド、 またはフ ィー
ルドを参照するだけで、 JSP でこれらのオブジェク トにアクセスできます。 

メモメモメモメモ

セッシ ョ ンの ト ラ ッキングを有効にした場合にのみ、 session オブジェク トが作成さ
れます。exception オブジェク トが作成されるのは、 JSP で page ディレクティブを使用
して、isErrorPage を true に設定した場合だけです。詳細については、 115ページの
「ディ レクティブ」 を参照して ください。

JSP オブジェク トの使用オブジェク トの使用オブジェク トの使用オブジェク トの使用

Java オブジェク トへのインターフェイスは、オブジェク トの public メ ソ ッ ド とフ ィー
ルドから構成されています。 したがって、 この章で説明するオブジェク トを使用するに
は、 オブジェク トのメ ソ ッ ドやフ ィールドを参照して ください。

オブジェク ト のメ ソ ッ ド 、 またはフィ ールド を参照するには、「 ド ッ ト 」 アド レス

メ カニズムを使用します。つま り、オブジェク ト名に続けてド ッ ト  (ピ リオド ) を入力
してから、 メ ソ ッ ド名、 またはフ ィールド名を指定します。 次の例ではこの構文を
使用して、 JSP の出力に文字列を書き込んでいます。

out.println("Greetings from my page!");

この例の場合、 オブジェク ト名は out で、 メ ソ ッ ドは println です。

次の例では、 request オブジェク ト を使用して、 JSP への HTTP 要求に含まれている
fName パラ メ ータと  lName パラ メ ータの値が取得されます。次に、out オブジェク ト を
使用して、 これらの値がク ライアン トに書き込まれます。

<%
String firstName = request.getParameter("fName");
String lastName = request.getParameter("lName");
out.println("Welcome " + firstName + " " + lastName);

%>

次の例では、要求からユーザ名が取得され、 この名前が JSP の session オブジェク ト
に書き込まれます。 これによ り、 同じセッシ ョ ンにある別の JSP から情報にアクセス
できるよ う になり ます。この例は、1 つの JSP により サービスされているすべてのページ
でク ライアン ト名を表示するよ うアプリケーシ ョ ンをカスタマイズする方法を示して
います。

最初の JSP の greeting.jsp では、ユーザ名が session オブジェク トに書き込まれます。

<%
String firstName = request.getParameter("fName");
String lastName = request.getParameter("lName");
session.setAttribute("fName", firstName);
session.setAttribute("lName", lastName);
out.println("Welcome " + firstName + " " + lastName);

%>
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メモメモメモメモ

ク ラ イ アント から 渡さ れたパラ メ ータ にアク セスするために使用さ れる  request
メ ソ ッ ドは、getParameter と  setParameter によ り呼び出されます。しかし、session
オブジェ ク ト で使用される メ ソ ッ ドは getAttribute と  setAttribute によ り呼び
出されます。 パラ メータは、 文字列と してク ラ イアン トへの受け渡しが行われます。
属性は、サーバー側スク リプ ト間でオブジェク ト と して渡されるオブジェク トで、サー
ブレッ ト などがあ り ます。 

session オブジェク トへの情報の書き込みが完了する と、 同じセッシ ョ ンにある別の
JSP からこの情報へアクセスできるよ う になり ます。たと えば、注文の合計を生成する
JSP には、 次のよ うな行が含まれます。

<%
String firstName = (String) session.getAttribute("fName");
String lastName = (String) session.getAttribute("lName");
out.println("Welcome " + firstName + " " + lastName);

%>

getAttribute は常に java.lang.Object タイプのオブジェク ト を返すので、
getAttribute の戻 り値を タ イプ変換する必要があ り ます。 タ イプ変換によって、
getAttribute から返されたオブジェク ト は、送信先の形式に変換されます。 この場合
は文字列に変換されます。 

application オブジェク トオブジェク トオブジェク トオブジェク ト

application オブジェ ク ト を使用する と、 特定のアプ リ ケーシ ョ ンの全ユーザ間で
情報を共有できます。 JSP ベースのアプ リ ケーシ ョ ンは、 仮想ディ レ ク ト リ とその
サブディ レク ト リにあるすべての .jsp ファ イルと して定義されます。 

構文構文構文構文

application.Method(variables...)

次の表は、application オブジェク ト に共通するメ ソ ッ ド の一部をまと めたものです。 

メ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ド 説明説明説明説明

getAttribute(String name) 指定された名前を持つ属性を返します。 この名前を持つ

属性が存在しない場合は、 ヌルを返します。

getAttributeNames() アプリケーシ ョ ン オブジェ ク ト内にある属性名をすべ
て返します。

getInitParameter(String
name) 

初期化パラ メータの値を返します。 パラ メータが存在し

ない場合は、 ヌルを返します。

getInitParameterNames() 初期化パラ メータの名前を返します。

getServerInfo() JRun サーブレッ ト  エンジンの名前とバージ ョ ン番号を
返します。
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config オブジェク トオブジェク トオブジェク トオブジェク ト

config オブジェク ト は、 JRun JSP コンテナによって生成され、 サーブレッ ト が初期化
されたときに設定情報をサーブレッ トに渡します。このサーブレッ トがアクセスできる
設定情報は、 初期化パラ メータを表す名前/値ペアのセッ ト と、 このサーブレッ トが
実行されているコンテキス ト を表す ServletContext オブジェク トです。 

構文構文構文構文

config.Method(variables...)

次の表は、 config オブジェク トに共通する メ ソ ッ ドの一部をま とめたものです。 

exception オブジェク トオブジェク トオブジェク トオブジェク ト

exception オブジェク トはすべてのエラーと例外を表します。 

構文構文構文構文

exception.Method(variables...) 

次の表は、 exception オブジェク トに共通する メ ソ ッ ドの一部をま とめたものです。 

メ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ド 説明説明説明説明

getInitParameter(String name) 初期化パラ メータの値を返します。パラ メータが存在

しない場合は、 ヌルを返します。

getInitParameterNames() 各サーブレッ トの初期化パラ メータ名を返します。 
getServletName() サーブレッ ト名を返します。

メ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ド 説明説明説明説明

getMessage() エラー メ ッセージが含まれている文字列を返します。
printStackTrace() 標準エラーに exception オブジェク ト と、そのバック ト レースを

書き込みます。

toString() exception オブジェク トについて説明した文字列を返します。
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out オブジェク トオブジェク トオブジェク トオブジェク ト

out オブジェク ト は、 JSP の出力スト リ ームに書き込みを行う オブジェク ト を定義
し ます。 

構文構文構文構文

out.Method(variables...) 

次の表は、 out オブジェク トに共通する メ ソ ッ ドの一部をま とめたものです。 

メ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ド 説明説明説明説明

clear() クライアント にコンテンツを書き込まずに、出力バッ ファをクリ アし

ます。バッ ファがすでにフラッシュされている場合は、例外が返され

ます。

clearBuffer() クライアント にコンテンツを書き込まずに、出力バッ ファをクリ アし

ます。

flush() クライアント にコンテンツを書き込んで、出力バッ ファをフラッ シュ

します。

getBufferSize() バッ ファのサイズをバイト 単位で返します。出力がバッ ファ リングさ

れていない場合は、 0 を返します。 
getRemaining() バッ ファ内の空き容量をバイト 単位で返します。 
isAutoFlush() 出力バッ ファが自動的にフラッシュされる場合は「 true」を返します。 
newLine() 出力に改行文字を書き込みます。

print() 改行文字を付けずに、 出力に値を書き込みます。

println() 改行文字を付けて、 出力に値を書き込みます。 
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pageContext オブジェク トオブジェク トオブジェク トオブジェク ト

pageContext オブジェク ト によ り 、JSP にローカルな情報を格納するメ カニズムが提供
されます。 JSP はそれぞれ専用の pageContext オブジェ ク ト を持っています。 この
オブジェク ト はページが入力されたと きに作成され、ページが終了すると破棄されます。
pageContext オブジェ ク ト のメ ソ ッ ドを使用する と、 JSP の情報にアクセスした り、
ほかのアクシ ョ ンを実行できます。 

構文構文構文構文

pageContext.Method(variables...)

次の表は、pageContext オブジェク ト に共通するメ ソ ッ ド の一部をまと めたものです。 

メ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ド 説明説明説明説明

findAttribute(String name) page、 request、 session (有効である場合)、 およ
び application スコープ内の属性値を返し ます。
属性が見つからない場合は、 ヌルを返します。

getAttribute(String name) page スコープ内で、 指定された名前と関連付けら

れているオブジェ クト を返し ます。 オブジェ クト が

見つからない場合は、 ヌルを返します。 
removeAttribute(String name) 指定された名前を持つ属性を削除します。

setAttribute(String name,
java.lang.Object attribute)

指定し た名前を持つオブジェ ク ト を  pageContext
オブジェ クト に書き込みます。
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request オブジェク トオブジェク トオブジェク トオブジェク ト

request オブジェク トによ り、HTTP 要求中にクライアン トから  Web サーバーに渡さ
れる値が取得されます。 

構文構文構文構文

request.Method(variables...)

次の表は、 request オブジェク トに共通する メ ソ ッ ドの一部をま とめたものです。 

メ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ド 説明説明説明説明

getCookies() 要求と一緒にクライアン トから送られたク ッキーを

すべて返します。

getHeader(String name) 要求ヘッダの値を文字列と して返します。

getAttribute(String name) 指定された属性値を返します。 この属性が存在しない

場合は、 ヌルを返します。

getAttributeNames() 要求に含まれる属性名をすべて返します。

getHeaderNames() 要求に含まれるヘッダ名をすべて返します。

getHeaders(String name) 指定された要求ヘッダの値をすべて返します。

getMethod() 要求の作成に使用された HTTP メ ソ ッ ドに対応する
GET、 POST、 または PUT を返します。

getParameter(String name) 要求に含まれるパラメ ータの値を返します。パラメ ータ

が存在しない場合は、 ヌルを返します。

getParameterNames() 要求に含まれるパラ メータ名をすべて返します。

getParameterValues(String
name)

指定されたパラ メータの値をすべて返します。

getQueryString() 要求からクエリ文字列を返します。 
getRequestURI() 要求 URL のう ち、プロト コル名からクエリ文字列まで

の部分を返します。

getServletPath() 要求 URL のうち、 サーブレッ ト を呼び出す部分を返
します。

setAttribute(String name,
java.lang.Object o)

属性と、 関連する値を要求に書き込みます。
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response オブジェク トオブジェク トオブジェク トオブジェク ト

response はクライアン トにデータを送信するオブジェク トです。 

構文構文構文構文

response.Method(variables...)

次の表は、 response オブジェク トに共通する メ ソ ッ ドの一部をま とめたものです。 

メ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ド 説明説明説明説明

addCookie(Cookie cookie) 応答にクッキーを書き込みます。

addHeader(String name, 
String value)

ヘッダを名前 /値ペアと して応答に書き込みます。 ヘッ
ダが存在する場合、この既存のヘッダ値に値が追加され

ます。

containsHeader(String name) 指定された応答ヘッダがすでに設定されている場合は、

「true」 を返します。

sendError(int sc) 指定されたステータス コードを含むエラー応答をクラ
イアン トに送信します。

setHeader(String name, 
String value)

指定された名前と値で、応答ヘッダを設定します。 この

ヘッダがすでに存在している場合、既存のヘッダに設定

された値は、 新しい値に置き換えられます。
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session オブジェク トオブジェク トオブジェク トオブジェク ト

session オブジェク トには、 特定のユーザ セッシ ョ ンに関する情報が格納されます。
ユーザがアプ リ ケーシ ョ ン内で別のページに移動しても、 session オブジェ ク ト に
格納された変数は破棄されず、 ユーザ セッシ ョ ンが継続している間、 保持されます。 

まだセッシ ョ ンを開始していないユーザからアプ リケーシ ョ ンのページが要求された
場合は、 session オブジェ ク トが自動的に作成されます。 セッシ ョ ンが期限切れに
なった場合、 または中断された場合は、Web サーバーによ り、 session オブジェク トが
破棄されます。 

メモメモメモメモ

session 状態は、 ク ッキーをサポートするブラウザに対してのみ保持されます。 

構文構文構文構文

session.Method(variables...)

次の表は、 session オブジェク トに共通する メ ソ ッ ドの一部をま とめたものです。 

メ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ド 説明説明説明説明

getAttribute(String name) 指定された名前を持つオブジェ クト を返し ます。 オブ

ジェ クト が見つからない場合は、 ヌルを返します。

getAttributeNames() このセッ ショ ンに含まれるオブジェ クト 名をすべて返

します。

getCreationTime() グリニッ ジ標準時で  1970 年 1 月 1 日午前 0 時を基準
に、 セッ ショ ンが作成された時刻をミ リ秒単位で返し

ます。

getId() セッ ショ ンに対する固有の ID を返します。
getLastAccessedTime() このセッ ショ ンに関連付けられている、 最後にクライ

アント 要求が行われた時刻を返し ます。 この時刻は、

グリニッ ジ標準時で  1970 年 1 月 1 日午前 0 時を基準
に、 ミ リ秒単位で返します。

getMaxInactiveInterval() クライアント  アクセス間で、JRun がこのセッ ショ ンを
開いた状態にしておく 最長時間を秒単位で返します。

removeAttribute(String name) セッ ショ ンから属性と値を削除します。

setAttribute(String name,
java.lang.Object value)

属性と 、 関連する値をセッ ショ ンに書き込みます。
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JSP のコンパイルのコンパイルのコンパイルのコンパイル
コンパイラは、JSP を  Java ク ラス  ファ イルにコンパイルするために JRun によって使用
されるツールです。 JRun には、 JSP と  JSPC の 2 つのバージ ョ ンのコンパイラが付属
しています。 最初のバージ ョ ン、 JSP コンパイラは、 Web ク ライアン トが JSP を要求
する際にコンパイルを実行します。 

2 番目のバージ ョ ンの JSPC コンパイラでは、 コマンド  ラ インから  JSP をコンパイル
できます。 JSPC コンパイ ラは、 アプ リ ケーシ ョ ンを公開する前に、 JSP をプレコン
パイルする場合に役に立ちます。プレコンパイルを実行する と、 JRun はク ライアン ト
から の最初の要求時にページをコ ンパイ ルする 必要がなく なる ため、 システム

パフォーマンスが向上します。 

この章では、 この 2 つのコンパイラの概要について説明します。

目次目次目次目次

• JSP コンパイラ ......................................................................................................... 146

• JSPC コンパイラ ...................................................................................................... 150



146 第 10 章 JSP のコンパイル
JSP コンパイラコンパイラコンパイラコンパイラ

JSP を Java サーブレッ トに変換する処理の一部と して、最初に JSP を Java ソース  ファ
イルに変換します。 次に、 Java ソース  ファ イルを Java .class ファ イルにコンパイル
します。 このセクシ ョ ンでは、 JRun で使用する  JSP コンパイ ラの構成方法について
説明します。 

JRun コマンド  ライン  コンパイラおよび JSPC コンパイラの詳細については、150ペー
ジの 「JSPC コンパイラ」 を参照して ください。

JSP コンパイラのプロパティの設定コンパイラのプロパティの設定コンパイラのプロパティの設定コンパイラのプロパティの設定

JRun には tools.jar ファ イルが付属しており 、そのファイルには javac コンパイラが
含まれています。既定では、 JRun によって javac コンパイラが使用され、 JSP を Java
.class ファイルにコンパイルします。ただし、JRun 管理コンソール (JMC) を使用して、
別のコンパイラを指定したり、 既定のコンパイラのプロパティを変更するこ と もでき
ます。 

JRun では、 コンパイ ラを  Web アプ リ ケーシ ョ ン  レベルで構成します。 つま り、 各
Web アプリ ケーシ ョ ンご とに異なるコンパイラを指定できます。 

JSP コンパイ ラを構成するには、 JMC で、 [サーバー名] > [Web アプリケーシ ョ ン] >

[アプリケーシ ョ ン名] > [JavaServer Pages] > [Java コンパイラ ] プロパティを使
用します。 こ こで、サーバー名には、 Web アプリ ケーシ ョ ンのホス ト となる  JRun JVM
の名前、 アプ リ ケーシ ョ ン名には、 アプ リ ケーシ ョ ンの名前を指定し ます。 Java

compiler プロパティは、 JSP を  Java .class ファ イルにコンパイルする と きに使用さ
れる、 Java コンパイラを含むコマンド  ラインを指定します。 

メモメモメモメモ

Java compiler プロパティが空白の場合、 JRun では Sun javac コンパイラを使用して、
JSP をインプロセスでコンパイルします。 

たとえば、 次のよ うにコマンド  ラ インを指定します。 

javac -nowarn -classpath %c -d %d %f

Java compilerのプロパティには、 %c、 %d、 および %f の 3 つのパラ メータ  プレース
ホルダを入れる必要があ り ます。それらは JRun によって次の値に置き換えられます。

• %c は、 コンパイラのク ラスパス設定を指定し、 次のパスの組み合わせで構成され
ます。

− JRun classpath 変数の値。 このパスは JMC を使用して設定できます。

− JSP を含む Web アプリケーシ ョ ンの WEB-INF\classes ディ レク ト リのパス

− Web アプリ ケーシ ョ ンの WEB-INF\lib ディ レク ト リにある  JAR ファ イルへの
パス  
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次の例に示すよ う に、ディ レク ト リ をコマンド  ラインに含めるこ と によって、独自
のディ レク ト リ をク ラスパスに追加できます。 

javac -nowarn -classpath \\\\myclasses, %c -d %d %f

• %d は、 コンパイル済みファイルが生成されるディ レク ト リに置き換えられます。

• %f は、 JSP に対応する  Java ファ イル名に置き換えられます。

次の例は、 Microsoft のコンパイラを指定する方法を示しています。

jvc /cp:c %c /dest:%d %f

Microsoft のコンパイ ラを指定する と、 基になる  Windows 環境を効果的に使用する
コード を実装できます。JRun サーブレッ ト  エンジンが実行される仮想マシンの種類に
依存する こ と なく 、 Component Object Model (COM) オブジェク ト を含むページ
コ ンパイル ドキュ メン ト をコンパイルできます。 ただし、 COM オブジェク ト を利用
する コンパイル済みページを正し く実行するには、 Microsoft Java Virtual Machine
(JVM) 上で JRun を実行する必要があ り ます。

JSP のコンパイルの段階は、 Web アプ リ ケーシ ョ ンの実行時環境に依存しないため、
コンパイラ と異なるベンダの JVM を使用できます。 したがって、 Windows プラ ッ ト
フォームで開発するときに、 javac ではな く  jview を使用して、 ドキュ メン ト をコンパ
イルする場合は、コンパイル済みページが COM オブジェク ト を参照する限り、ドキュ
メン ト を  Windows JVM で実行できます。 

JSP のコンパイルのバイパスのコンパイルのバイパスのコンパイルのバイパスのコンパイルのバイパス

ページがク ラ イアン トによって初めて要求される場合、 または要求された JSP が最後
の要求の後に修正されている場合は、JRun によって JSP がコンパイルされ、そのページ
の .class ファ イルが作成されます。 ただし、公開するアプリ ケーショ ンでは、ユーザ
がコンパイルをバイパスして、 常にそのページの .class ファ イルを  JRun にロード
させる場合があ り ます。 

次のよ うな理由によ り、 JSP のコンパイルをバイパスします。

• パフォーマンス  静的な  JSP のコンパイルによって、不必要な処理オーバヘッ ド が
アプリ ケーシ ョ ンに追加されます。

• セキュリテ ィ  JSP はテキス ト  ファ イルであるため、 誰でもアプリケーシ ョ ンを
使用して読み取りや編集を行 う こ とができます。JSP のコンパイルをバイパスする
場合は、 アプリ ケーショ ンを構成する  JSP を提供する必要はあり ません。 その
代わ りに、 対応する  .class ファ イルのみを提供します。 
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JSP のコンパイルのコンパイルのコンパイルのコンパイル プロセスプロセスプロセスプロセス

次の図は、 JRun に JSP の要求が渡されたと きに実行される手順を示します。 

次の手順は、 JSP が要求されたと きに JRun が実行する動作を示しています。

1 JSP (.jsp ファ イル ) が解析されて、 Java ソース  コード  (.java ファ イル ) が作成
されます。

2 Java ソース  コードが Java ク ラス  (.class ファ イル ) にコンパイルされます。

3 ク ラスが Web サーバーのメモリにロード されます。

4 サーブレッ トが実行されます。 

JRun では、 JSP のコンパイル時にページの修正時刻が記録されます。 次にそのページ
が要求されたと きに、 依存チェッ クが実行され、 ページの修正時刻が変更されている
かど うかが確認されます。 ページが最後のコンパイルから変更されていない場合は、
JSP を再コンパイルする必要がないため、修正時刻に変更がない場合は、手順 1 と  2 の
コンパイルがバイパスされます。 JSP の修正時刻とページが最後にコンパイルされた
時刻が異なる場合、 JRun によって手順 1 ～4 が実行され、ページが再コンパイルされ
ます。

JSP の開発、 デバッグ、 およびテス ト を行 う と きに、 JSP の編集および修正を頻繁に
行 う ため、 アプ リ ケーシ ョ ンの開発中は、 修正した JSP を再コンパイルする必要が
あり ます。ただし、アプリケーショ ンを公開する時点では、 JSP は通常静的であるため、
修正されるこ とはあ り ません。 

JSP のコンパイルの自動的なバイパスのコンパイルの自動的なバイパスのコンパイルの自動的なバイパスのコンパイルの自動的なバイパス

既定では、 JRun では JSP の要求を受信する と、 そのページの .jsp ファ イルの存在を
確認します。 .jsp ファ イルが存在しない場合は、 自動的にそのページの .class ファ
イルが確認されます。 .class ファ イルが見つかった場合は、 そのファ イルがロード
されて実行されます。 

したがって、静的な  JSP の場合、すなわち修正する必要のないページの場合は、 JSP を
コンパイルしてそのページの .class ファ イルを作成し、 次に.jsp ファ イルを削除
できます。 これによ り、 JRun によって自動的にそのページの .class ファイルがロード
されます。 

メモメモメモメモ

.jsp ファ イルの削除は、先に JSP をコンパイルして .class ファ イルを作成してから
行って ください。 次のセクシ ョ ンでは、 ページが確実にコンパイルされるよ うにする

2 つの方法について説明します。 
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JSP コンパイルの無効化コンパイルの無効化コンパイルの無効化コンパイルの無効化

JSP コンパイルを明示的に無効にするには、webapp.properties ファ イルを更新して、
JSP を処理する  JRun サーブレッ ト を修正します。この設定は、個々の Web アプリケー
シ ョ ンのコンパイルの有効化または無効化を可能にするため、Web アプリケーシ ョ ン
レベルで作成します。 

次の手順に従って、 JSP コンパイルを無効にします。

1 テキス ト  エディ タを使用して、 Web アプリ ケーシ ョ ンの 
WEB-INF/webapp.properties ファ イルを開きます。

2 次の行を追加します。

webapp.servlet-mapping.*.jsp=jsprt

3 ファ イルを保存します。

4 ホッ ト  デプロイが有効になっていない場合は、 JRun サーバーを再起動します。

これによ り 、JSP に対する要求を処理するたびに、jsprt サーブレッ ト が使用されます。
このサーブレッ ト では、 JSP の存在は確認されず、 対応する  .class ファ イルのみが
検索されます。 したがって、 公開する  Web アプリ ケーシ ョ ンでは、 JSP を実際に公開
する必要はあ り ません。 JSP はソース  コード  ファ イルであるため、 公開するアプ リ
ケーシ ョ ンからソース  コードを省く こ とができます。 

JSP のコンパイルを無効にするこ と は通常、アプリ ケーショ ンの公開時にのみ作成する
最適化の方法です。 コンパイルを無効にする場合は、すべての JSP に対応する  .class
ファ イルを提供する必要があ り ます。したがって、アプ リ ケーシ ョ ンを公開する前に、
すべての  JSP をプレコ ンパイルし て  .class ファ イルを作成する必要があり ます。
プレコンパイルは、 次のいずれかの方法で実行します。

• JSP のコンパイルを有効にして、 アプリ ケーシ ョ ンのすべての JSP を要求します。
JSP を要求するこ とによ り、 すべての JSP が確実にコンパイルされ、 すべての JSP
に対応する  .class ファ イルが作成されます。

この方法の欠点は、 各 JSP の要求を手作業で作成しなければならないこ とです。
JSP が 1 つでも省かれる と、ク ライアン トがページを要求してそのページがコンパ
イルされていない場合にエラーが発生します。

• JSPC コンパイラを使用して、コマンド  ラインからすべての JSP をコンパイルします。

JSPC コンパイラを使用すると 、アプリ ケーショ ンに関連するすべての JSP を  1 つの
コマンド でコンパイルできます。 この方法では、すべての JSP が確実にコンパイル
されます。 JSPC コンパイラの詳細については、 150ページの 「JSPC コンパイラ」
を参照して ください。
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JSP のコンパイルの再有効化のコンパイルの再有効化のコンパイルの再有効化のコンパイルの再有効化

JSP のコンパイルを再び有効にするには、 次の手順を実行します。

1 テキス ト  エディ タを使用して、 Web アプリ ケーシ ョ ンの 
WEB-INF/webapp.properties ファ イルを開きます。

2 次の行を削除します。

webapp.servlet-mapping.*.jsp=jsprt

3 ファ イルを保存します。

4 ホッ ト  デプロイが有効でなければ、 JRun サーバーを再起動します。

JSPC コンパイラコンパイラコンパイラコンパイラ

JSPC コンパイラは、Web サーバーのコンテキスト の外部で JSP をコンパイルするため
に使用するコマンド ラ イン  ツールです。 JSPC コンパイ ラを使用する と、 JSP の要求
時に JRun を使用して  JSP をコンパイルするのではなく 、コマンド  ラインから明示的に
JSP をコンパイルできます。

メモメモメモメモ

JSPC コンパイラは、 JRun での JSP のコンパイルに使用されるコンパイラ と同じコン
パイラです。 唯一異なる点は、 JSPC コンパイラはコマンド  ラ インから起動する こ と
です。

い くつかの理由によ り、 作成したサーブレッ ト をコンパイルしなければならない場合
があ り ます。 たとえば、 JSP の開発段階で、 ページの Web 要求によってコンパイルを
開始するよ り も、 明示的にページをコンパイルしたほうがエラーを簡単に修正できる
場合があります。 または、セキュ リティ上の理由から、 JSP のコンパイルを無効にして、
テキス ト  ベースの .jsp ファ イルではな く、 バイナ リの .class ファ イルのみを配布
できます。 

JSPC コンパイラに必要なソフ トウェアコンパイラに必要なソフ トウェアコンパイラに必要なソフ トウェアコンパイラに必要なソフ トウェア

JSPC コンパイラを使用するには、 次のソフ ト ウェアが必要です。

• JRun バージ ョ ン  3.0 以降

• JDK 1.1.6 以降、 または Microsoft の SDK
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JSPC コンパイラの起動コンパイラの起動コンパイラの起動コンパイラの起動

次のコマン ドを使用して JSPC コンパイ ラを起動します ( JRun バージ ョ ン  3.1 では
パラ メータが変更されているので注意して ください )。

java [-classpath classpath]
JSPC 
-j jrun_root_dir
-s server
-a web_application_name
[-webroot path_to_web_root]
[-vghn]
[-d output_directory] 

[-compiler "compiler_spec"] 
JSP_path

classpath
java コマン ドへのク ラ スパスを指定し ます (オプシ ョ ン )。 このク ラ スパスは、
コマンド  ラ イ ンから 、 または CLASSPATH 環境変数を使用し て指定でき ます。
ク ラスパスには、 次のパスを指定する必要があ り ます。

• JRun のホーム ディ レク ト リ \lib ディ レク ト リ内のすべての JAR ファ イル

• JRun のホーム ディ レク ト リ \lib\ext 内のすべての JAR ファ イル

• 使用するコンパイラによって、 JDK に提供されているファ イルをさ らに指定
しなければならない場合もあ り ます。

j
JRun のルート  ディ レク ト リ を指定します。

s
サーバー名を指定します。

a
Web アプリ ケーシ ョ ン名を指定します。

webroot
Web アプ リ ケーシ ョ ンのルー ト  ディ レク ト リへの絶対パス  (オプシ ョ ン )。 この
引数は、 use-webserver-root プロパテ ィが true に設定されている  Web アプ リ
ケーシ ョ ンに必要です。 この引数は -w のよ うに省略できます。

v
JSPC によるコンパイル時に、 各 JSP ファ イルの名前を表示するよ うに指定します
(オプシ ョ ン )。

g
デバッグ メ ッセージを表示するよ うに指定します (オプシ ョ ン )。 

h
JSPC コンパイラのヘルプ メ ッセージを表示するよ うに指定します (オプシ ョ ン )。 
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n
対応する  .class ファ イ ルよ り も 新し い  JSP のみをコンパイルするよ う に指定
し ます (オプシ ョ ン )。 

d
JSPC コンパイ ラが .class および .java フ ァ イルの出力を書き込む場所を指定
します (オプシ ョ ン )。 既定では、 このディ レク ト リは現在の作業ディ レク ト リに
設定されます。 

通常は、 Web アプリ ケーシ ョ ンのディ レク ト リ構造の WEB-INF\jsp ディ レク ト リ
を指定します。 

compiler
コンパイラ、 およびコンパイルに使用するコンパイラ設定を含む、 引用文字列を
指定します (オプシ ョ ン )。 このパラ メータを省略する と、 JRun では Sun javac
コンパイ ラを使用して、 インプロセスで JSP をコンパイルします。 コンパイ ラの
設定の詳細については、 146ページの 「JSP コンパイラ」 を参照して ください。 

こ こでコンパイラを指定する場合は、 146ページの 「JSP コンパイラ」 で説明した
ものと同じ形式を使用します。 次に例を示します。

java JSPC -compiler "javac -nowarn -classpath %c -d %d %f" ...

または

java JSPC -compiler "jvc /cp:c %c /dest:%d %f" ...

JSP_path
ファ イル システム上の JSP の物理パスを、- a パラ メータで指定された Web アプリ
ケーショ ンへの相対パスで指定します。複数のファイルをスペースで区切って指定
できます。ワイルド カード 文字を使用して、複数のファイルを指定するこ と もでき
ます。 

-a によって指定さ れたディ レク ト リ と  JSP_path を組み合わせて、 コンパイル
する  JSP を指定します。たとえば、-a が c:\myapps\store にある  Web アプリケー
シ ョ ンで、 コンパイルする  JSP が c:\myapps\store\my.jsp の場合、 ページの
JSP_path は my.jsp です。

複数の JSP をコンパイルする場合は、 ワ イルドカード文字を  JSP_path に含める
こ とができます。 

メモメモメモメモ

JSPC コンパイラを使用して、 use-webserver-root プロパティが true に設定されて
いる  Web アプリケーシ ョ ンを処理する場合は、 -webroot 引数を指定する必要があ り
ます。 たとえば、 default JRun サーバーの既定のアプリ ケーシ ョ ンでは、
use-webserver-root が true に設定されています。
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JSPC コンパイラの例コンパイラの例コンパイラの例コンパイラの例

次に、ページ foo.jsp をコンパイルする例を示します。このページは、c:\myapps\store
にドキュ メン ト  ルート  ディ レク ト リ を持つ Web アプリ ケーシ ョ ンの一部です。 この
例には、 既定の JRun コンパイ ラを書き換えるコンパイ ラの指定も含まれています。
この例では、 JSPC コンパイラを実行するために必要な設定は、 CLASSPATH 環境変数
に含まれています。

java JSPC -j c:\jrun
-s qatest
-a storeapp
-d c:\myapps\store\WEB-INF\classes 
-compiler "pathtojikes\jikes -classpath %c -d %d %f" 
foo.jsp 

次の例では、 既定の JRun コンパイ ラを使用して、 複数の JSP をコンパイルします。
JSP_path にワイルドカードが使用されている こ とに注意して ください。

java JSPC -j c:\jrun -s qatest -a storeapp -v -d
c:\myapps\store\WEB-INF\classes *.jsp store\*.jsp 
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第 11 章

JSP でのカスタムでのカスタムでのカスタムでのカスタム タグの作成タグの作成タグの作成タグの作成
JavaServer Pages バージ ョ ン  1.1 の仕様書には、 タグ ラ イブラ リ に関するフレーム
ワークが記述されています。 この章では、 JSP でカスタム タグ ハンド ラをコーディング
する方法について説明します。
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概要概要概要概要

関連する機能のセッ ト のカプセル化、 ロジッ ク から のプレゼンテーショ ンの分離、
および JSP の操作性の強化を行 うには、 カスタム  タグを使用します。 JRun は、 エン
ジン自体と、 20 以上のカスタム  タグの集合である  JRun 3.0 タグ ライブラ リの両方に
よって、 この機能をサポートする最初の製品の 1 つでした。

本来考えられるよ うに、 カスタム  タグ ハンド ラは Java で書かれており、 Tag および
BodyTag インターフェイスから  1 つまたは複数のメ ソ ッ ドを実装して、 タグが呼び
出されたときに適切な処理を実行します。 また、 Java 開発者は、 タグ ライブラ リ記述子
(TLD) ファ イルに要素をコーディ ングし、 タグ拡張情報 (TEI) ク ラスをコーディング
して機能を追加する必要があ り ます。 カスタム  タグのコーディングには、 Java、 カス
タム  タグ API、 および JSP による開発経験が必要です。 Java ベースのカスタム  タグ
ハンド ラのコーディング方法については、JavaServer Pages バージ ョ ン  1.1 の仕様書ま
たは255ページの第 22 章 「カスタム タグと タグ ラ イブラ リの作成」 を参照してく だ
さい。

JRun Server Tags (JST) は、JSP でカスタム  タグ  ハンド ラの実装に使用できる技術です。
Java コードは不要です。 JST 技術では、 JSP プログラマがカスタム  タグの能力を活用
できる  JSP 構文が採用されています。 JST を使用する と、 Java で書かれたカスタム
タグよ り も短期間でアプ リ ケーシ ョ ンを開発できます。 ページが JST ページである
こ とを示すには、 そのページの名前に拡張子 .jst を付けます。

JST と  Java ベースのタグ ハンド ラの関係は、 JSP とサーブレッ ト の関係と同じです。
つま り、 サーブレッ トは Web アプリ ケーシ ョ ン  プログラ ミ ングに対して Java ベース
の強力なソ リ ューシ ョ ンを提供し、 JSP はその機能を損ねる こ とな く操作性を向上
させる、 あるレベルの抽象化を実装します。 また、 JSP がサーブレッ ト に変換される
よ うに、 JST ページは Java ベースのタグ ハンド ラに変換されます。 この技術によって
生成されたタグ  ハンド ラ  ク ラスは、TLD ファ イルを指定するだけで、 JSP 1.1 カスタム
タグをサポートするすべてのサーブレッ ト  エンジンに移植可能です。
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カスタムカスタムカスタムカスタム タグの概念タグの概念タグの概念タグの概念

JST を使用すると  Java のコーディ ングから解放されますが、JST ページをコーディ ング
するには、 基本的なカスタム  タグの概念を認識している必要があ り ます。

• タグのコーディング JSP 開発者はカスタム  タグの開始タグと終了タグの両方を
コーディ ングします。 終了タグでは、短縮された構文 (例 : <foo:header/>) または
スタン ドアロン終了タグ (例 : <foo:header></foo:header>) のいずれかを使用
できます。カスタム  タグを使用すると 、開始タグと 終了タグと の間に本文テキスト
を入れて本文テキス ト と対話できます。

• 呼び出しポイン ト タグ ハンド ラは開始タグと終了タグを使用して呼び出すこ と
ができます。 また、 本文テキス トにもアクセスできます。 Java ベースのカスタム
タグ ハンド ラでこの機能を実装するには、 doStart、 doEnd、 および doAfterBody
メ ソ ッ ドをコーディングします。 JST によって、
<tagmethod="START|END|AFTER_BODY" %>ディ レ クテ ィブによって制御される

1 つのメ ソ ッ ドの機能が自動的に提供されます。 ほとんどのカスタム  タグでは、
doEnd メ ソ ッ ドだけを使用するので、 既定値は doEnd です。 ほかのメ ソ ッ ドは、
宣言内でメ ソ ッ ドを  Java でコーディングする こ とによって実装できます。

• 本文コンテンツとの対話 タグ  ハンド ラでは本文コンテンツの処理、 ループ化、
または変更が可能です。Java ベースのカスタム タグ ハンド ラでこの機能を実装する
には、BodyTagSupport ク ラスを拡張し、doAfterBody メ ソ ッ ド をコーディ ングし、
bodyContent 変数によって本文テキス トにアクセスします。 JST では、
<%@ tag type="LOOPING|BUFFERED" %> ディ レクテ ィブを含める こ とによって、
このタイプの処理を実行できます。

• 戻りコード 各メ ソ ッ ドは戻り値を使用して続行方法を示します。 Java ベースの
カスタム  タグ  ハンド ラでは定数を返します。 JST では、暗黙の returnCode 変数を
使用してこれらの同じ定数を返します。

• 属性 JSP は属性をカスタム  タグに渡すこ とができます。 Java ベースのカスタム
タグでは、 TLD ファ イルで各タグの属性を宣言します。 JST では、 tagAttribute

ディ レクティブによって属性を宣言します。

• スクリプ ト変数 カスタム  タグではスク リプ ト変数を作成できます。 Java ベース
のカス タム  タグでは、 TEI ク ラ スでス ク リ プ ト 変数を宣言し ます。 JST では、
tagVariable ディ レクテ ィブによってスク リプ ト変数を宣言します。 また、
isValid メ ソ ッ ド を定義する宣言も使用して属性の検証を実行すること もできます。
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次の表は、Java ベースのカスタム  タグ  ハンド ラ と  JSP で書かれたカスタム  タグの違い
を要約したものです。 

これらの ト ピ ッ クの詳細については、 255ページの第 22 章 「カスタム  タグと タグ ラ
イブラ リの作成」 を参照して ください。

この章の後のセクショ ンでは、JST のコーディ ングを開始するための情報について説明
します。

• 「構文」 159ページ

• 「使用方法」 163ページ

• 「サンプル」 163ページ

Java ベースのカスタムベースのカスタムベースのカスタムベースのカスタム タグタグタグタグ ハンド ラハンド ラハンド ラハンド ラ JSP ベースのカスタムベースのカスタムベースのカスタムベースのカスタム タグタグタグタグ
タグ ハンド ラ  Java ソース フ ァイル JSP フ ァイル

doStartTag メ ソ ッ ド <%@ tag method="START" %>

doEndTag メ ソ ッ ド <%@ tag method="END" %>

doAfterBody メ ソ ッ ド <%@ tag method="AFTER_BODY" %>

TagSupport クラスから継承します。 <%@ tag type="TAG" %>

BodyTagSupport クラスから継承します。 <%@ tag type="LOOPING|BUFFERED" %>

タグ ハンド ラ内に複数のメ ソッ ド を実装
します。

最初のメ ソッ ド は、

<% tag method="method-type" %> を使用し
て実装します。 その他のメ ソッ ド は、 宣言に囲

まれた Java ベースのメ ソッ ド を使用して実装
します。

TLD ファイルで属性を定義します。 <%@ tagAttribute name="name"
type="type" 
required="true|false"
rtexpr="true|false" 
setter="true|false" 
default="default attribute value" %>

TEI クラスでスクリプ ト変数を定義
します。

<%@ tagVariable (id="id"|name="name")
type="type"
scope="AT_BEGIN|AT_END|NESTED" %>
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構文構文構文構文

JSP でカスタム  タグを作成するには、 次のディ レクティブについて、 変更された構文
または新しい構文を使用する必要があ り ます。

• 「tag ディレクティブ」 159ページ

• 「tagAttribute ディ レクティブ」 160ページ

• 「tagVariable ディレクティブ」 161ページ

• 「taglib ディ レクティブ」 162ページ

tag ディ レクテ ィブディ レクテ ィブディ レクテ ィブディ レクテ ィブ

tag ディ レクティブを使用して、 次のタイプの情報を宣言します。

• Method JST ファイルが begin タグで呼び出されるか、end タグで呼び出されるか、
または本文コンテンツを反復した後で呼び出されるかを指定します。 method 属性
を持つ tag ディ レクティブで指定します。

• Type タグと本文コンテンツが対話するかど うかを指定します。type 属性を持つ
tag ディ レクティブで指定します。

method 属性を持つ属性を持つ属性を持つ属性を持つ tag ディ レクテ ィブディ レクテ ィブディ レクテ ィブディ レクテ ィブ

JST がいつ呼び出されるかを示すには、 method 属性を持つ tag ディ レ クテ ィブを
コーディングします。 次の構文を使用します。

<%@ tag method="method" %>

method 属性には次のいずれかを指定できます。

• START 開始タグが検出されたと きに JST ページを呼び出します。 START の許容
可能な戻り コードは、 EVAL_BODY_INCLUDE および SKIP_BODY です。

• END 終了タグが検出されたと きに JST ページを呼び出します。 END の許容可能な
戻り コードは、 EVAL_PAGE および SKIP_PAGE です。

• AFTER_BODY 本文の後に JST ページを呼び出します。 AFTER_BODY の許容値は、
本文のループ化を使用する  EVAL_BODY_TAG と、 SKIP_BODY です。 AFTER_BODY と
END の違いは、許容可能な戻り値にあり ます。また、AFTER_BODY を指定した場合は、
<%@ tag type="LOOPING|BUFFERED" %> も指定する必要があ り ます。 

このディ レクティブはオプシ ョ ンです。 既定値は END です。

メ ソ ッ ドおよび戻 り コードの詳細については、JavaServer Pages バージ ョ ン  1.1 の仕
様書または255ページの第 22 章 「カスタム  タグと タグ ライブラ リの作成」 を参照し
て ください。
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type 属性を持つ属性を持つ属性を持つ属性を持つ tag ディ レクテ ィブディ レクテ ィブディ レクテ ィブディ レクテ ィブ

JST が本文コンテンツと対話するかど うかを示すには、 type 属性を持つ tag ディ レク
ティブをコーディングします。 次の構文を使用します。

<%@ tag type="type" %>

type

type 属性には次のいずれかを指定できます。

• LOOPING JST は、 BodyTag インターフェイスを実装するカスタム タグに変換され
ます。 BODY_TAG を使用する と、 本文コンテンツと対話してループ化できます。

• BUFFERED JST は、BodyTag インターフェイスを実装するカスタム  タグに変換され
ます。 BODY_TAG を使用する と、 本文コンテンツと対話してループ化できます。

<%@ tag method="AFTER_BODY" %> を指定する と きに、 このディ レ クテ ィブをコー
ディングします。 

メモメモメモメモ

現在、 LOOPING および BUFFERED では同じ結果が生成されます。 ただし、
JavaServer Pages バージ ョ ン  1.2 の仕様書には異なる結果が紹介されています。
LOOPING は、 本文を反復しますが本文コンテンツを返しません。 BUFFERED は、
本文コンテンツをループ化して返します。 これ以降の JST 技術のリ リースでは、 この
違いが実装されます。詳細については、 JavaServer Pages バージ ョ ン  1.2 の仕様書を
参照して ください。

tagAttribute ディ レクテ ィブディ レクテ ィブディ レクテ ィブディ レクテ ィブ

JST ページに渡される属性を定義するには、tagAttribute ディ レクティブをコーディ
ングします。 次の構文を使用します。

<%@ tagAttribute name="name" type="class" required="true|false"
                 rtexpr="true|false" setter=”true|false”
                 default=”default attribute value” %>

name

必須。 属性名を指定します。

type

オプショ ン。 たと えば Integer など、 属性の Java ク ラス名を指定します。 インポート
ステート メ ント をコーディ ングしていない場合や、ク ラ スが java.lang でない場合は、
完全修飾ク ラス名を指定します。 既定値は String です。

required

オプシ ョ ン。属性が必須かど うかを示します。true または false を指定します。既定
値は false です。
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rtexpr

オプシ ョ ン。 属性に実行時式を含める こ とができるど うかを示します。 true または
false を指定します。 既定値は false です。

setter

オプシ ョ ン。 JRun によって getAttributeName メ ソ ッ ドを自動的に作成する場合は
true、 カスタマイズされた getAttributeName メ ソ ッ ドを指定する場合は false を
指定します。 既定値は true です。

default

オプシ ョ ン。 属性の既定値を指定します。

例例例例

次の例は、 handle とい う名前の属性の宣言を示します。

<%@ tagAttribute name="handle" type="String" 
required="true" rtexpr="true" %>

この tagAttribute ディレクティブによって、 JST ページでは次の処理が実行されます。

• handle と呼ばれる専用のインスタンス変数を作成します。

• setHandle(java.lang.String) と呼ばれる メ ソ ッ ドを作成します。

• TagLibraryInfo.getTag メ ソ ッ ド によって返される  TagInfo オブジェク ト に属性
を組み込みます。

tagVariable ディ レクテ ィブディ レクテ ィブディ レクテ ィブディ レクテ ィブ

スク リ プト 変数を定義するには、 tagVariable ディ レクティ ブをコーディ ングします。
次の構文を使用します。

<%@ tagVariable (id="attribute"|name="name") type="class"
scope="scope" %>

id

スク リプ ト変数の名前である値を持つタグ属性の名前を指定します。 id 属性または
name 属性のいずれかを指定する必要があ り ます。 両方を指定するこ とはできません。

name

name 属性ではスク リプ ト変数の名前を指定します。id 属性または name 属性のいずれ
かを指定する必要があ り ます。 両方を指定するこ とはできません。

type

オプシ ョ ン。 たとえば Integer などのスク リプ ト変数の Java ク ラス名を指定します。
インポート  ステート メン ト をコーディングしていない場合や、ク ラスが java.lang で
ない場合は、 完全修飾ク ラス名を指定します。 既定値は String です。
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scope

オプシ ョ ン。 スク リプ ト変数の範囲を指定します。 次のいずれかを指定できます。

• AT_BEGIN JSP では、 タグの本文内と  JSP の残りの部分でスク リプ ト変数を使用
できます。 既定値は AT_BEGIN です。

• AT_END JSP では、 JSP の残りの部分でスク リプ ト変数を使用できます。

• NESTED JSP では、 タグの本文内でスク リプ ト変数を使用できます。

scope 属性の使用方法については、 271ページの 「TEI ク ラスのコーディング」 を参照
して ください。

例例例例

次の例では、tagVariable ディ レクティブを使用して、filename とい う名前のスク リ
プ ト変数を作成します。 この変数は、 タグの本文内と、 JSP の残りの部分で使用でき
ます。

<%@ tagVariable name="filename" type="String" 
scope="AT_BEGIN" %>

taglib ディレクテ ィブディ レクテ ィブディ レクテ ィブディ レクテ ィブ

JST を使用する  JSP をコーディングするときは、 Java ベースのカスタム タグを使用する
JSP のコーディングに必要である場合と同様に、 taglib ディ レクテ ィブを指定する
だけです。唯一の違いは、 uri 属性で、 JAR ファ イルの名前ではなく 、.jst ファ イルが
保存されているディ レク ト リ を指定するこ とです。 次の構文を使用します。

<%@ taglib prefix="prefix" uri="directory containing jst pages" %>

prefix

必須。 JSP 開発者が、 uri 属性で指定されたディ レク ト リから  JST を呼び出すと きに
使用する接頭辞を指定します。

uri

必須。 JST ページが含まれているディ レク ト リの名前を指定します。 これは Web アプ
リ ケーシ ョ ンのルートに相対的です。

例例例例

次の例は、 myjst とい う接頭辞を使用して、 JST ページが webapproot/jstdir ディ レ
ク ト リにあるこ とを指定します。

<%@ taglib prefix="myjst" uri="/jstdir" %>
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使用方法使用方法使用方法使用方法

最も単純な使用例では、 拡張子 .jst を持つ JSP ファ イルを保存して、 JRun によって
終了タグで呼び出されるカスタム  タグと して扱います。 これによって、 コードの再
利用に便利なメカニズムを提供します。 ただし、 JST 技術には、
JavaServer Pages バージ ョ ン  1.1 の仕様書に概説されている機能よ り多 くの機能が
用意されています。 それらの機能を次に示します。

• 開始タグと終了タグでの呼び出し

• 属性

• 本文コンテンツとの対話

• ループ

• スク リプ ト変数

サンプルサンプルサンプルサンプル

このセクシ ョ ンでは、 次について説明します。

• 「単純な例」 163ページ

• 「属性との対話」 164ページ

• 「本文コンテンツとの対話」 165ページ

• 「ループ」 166ページ

• 「スク リプ ト変数の使用法」 167ページ

単純な例単純な例単純な例単純な例

JST ページページページページ

次のページをコーディングして、 アプ リケーシ ョ ンのルート  ディ レク ト リに
simple.jst と して保存します。

<%-- simple.jst --%>
<p>Hello from the JRun Server Tag!</p>

JSP

次のページをコーディ ングし、 アプ リ ケーシ ョ ンのルート  ディ レク ト リ に、 任意の
名前を付けて保存します。URI="/" によってルート  ディ レク ト リ内のタグが検索され
ます。

<%@ taglib prefix="t" uri="/" %>

<t:simple/>

JST をテス トするには、 JSP ページをブラウザに表示します。 JST ページのテキス トが
表示されます。
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属性との対話属性との対話属性との対話属性との対話

JST ページページページページ

次の JST ページはエラー メ ッセージの表示に使用されます。前のページに戻るフォーム
と、 2 つの属性が表示されます。

<%-- message.jst --%>
<%@ tagAttribute name="messagetext" type="String" required="true"

rtexpr="true"%>
<%@ tagAttribute name="messagetype" type="String" required="true" 

rtexpr="true"%>

<html>
<body>
<form>
<h1><%= messagetype %></h1>
<p><%= messagetext %></p>
<p>&nbsp;&nbsp;<INPUT TYPE="button" VALUE="Back" 

onClick="history.back()">
</form>
</body>
</html>
<%
out.flush();
out.close();
%>

JSP

次の JSP では、 message タグを呼び出しています。

<%@ taglib prefix="t" uri="/" %>
<% 
  // userPassword 変数を設定していると想定します。
  if(userPassword.length() == 0) {
  // ページをテス トするには、 前の行をコ メン トに変え、
  // 次の行をコ メン トからコードに戻します。
  // if(0 == 0) {
%>
<t:message messagetype="Validation Error"
           messagetext="Please enter a password">
</t:message>
<% } %> 
...
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本文コンテンツとの対話本文コンテンツとの対話本文コンテンツとの対話本文コンテンツとの対話

JST ページページページページ

<%-- bodyinteract.jst --%>
<%-- 列挙のインポート --%>
<%@ page import="java.util.Enumeration" %>
<%-- 本文コンテンツを調べるには method="AFTER_BODY" を使用する必要があります。 

--%>
<%@ tag method="AFTER_BODY" %>
<%-- また、 本文コンテンツを調べるには、 type="BUFFERED" または TYPE="LOOPING" 
     を使用する必要があります。 --%>
<%@ tag type="BUFFERED" %>

<% // まず、 本文コンテンツを取得します。
   String body = bodyContent.getString();
   // 本文の長さを取得します。 本文には、 HTML タグ文字も含まれているので注意して くだ

さい。
   int bclength = body.length();
   callerPageContext.getOut().print("<hr>HTML for body contains " + 

bclength + " characters.");
   // ループしないで、 本文コンテンツを 1 回だけ調べて ください。
   returnValue=SKIP_BODY; %>

JSP
<html>
<body>
<%@ taglib prefix="t" uri="/" %>
<%@ page import="java.util.*" %>
<h1>Interacting with Body Content</h1>
<t:bodyinteract>
 <hr>
 <p>First line
 <br>Second line
 <br>Third line
</t:bodyinteract>

</body>
</html>  
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ループループループループ

JST ページページページページ

<%-- loop.jst --%>
<%-- 列挙のインポート --%>
<%@ page import="java.util.Enumeration" %>
<%-- ループさせるには method="AFTER_BODY" を使用する必要があります。 --%>
<%@ tag method="AFTER_BODY" %>
<%-- ループさせるには type="BUFFERED" または TYPE="LOOPING" を使用する必要が

あります。 --%>
<%@ tag type="LOOPING" %>
<%-- 渡されたオブジェク トの属性を宣言します。 --%>
<%@ tagAttribute name="thisEnum" type="Enumeration" required="true" 

rtexpr="true"%>
<%@ tagAttribute name="var" type="String" required="true" 

rtexpr="true"%>
<%-- スクリプ ト変数を定義します。 id 属性は var 属性の値から
     スクリプ ト変数の名前を受け取ります。 --%>
<%@ tagVariable id="var" scope="NESTED" %>

<%
  if(thisEnum.hasMoreElements()) {

// jst には独自の pageContext があるので、
// callerPageContext を使用して呼び出し側 JSP 内で設定します。
callerPageContext.setAttribute("header", thisEnum.nextElement());

returnValue=EVAL_BODY_TAG; // ループ
}
else {

returnValue=SKIP_BODY;
}

%>

<%-- この例では、 複数のメ ソ ッ ドの実装方法も示します。 
     JRun では以前のコードは doAfterBody メ ソ ッ ドに変換されます。

 この例では、 doAfterBody に加えて実行する 
 doStartTag メ ソ ッ ドのコーディ ング方法を示します。 --%>

<%!  
public int doStartTag() throws JspException {
  
  if(thisEnum.hasMoreElements()) {
    // jst には独自の pageContext があるので、

// callerPageContext.setAttribute を使用して呼び出し側 JSP 内で設定します。
    callerPageContext.setAttribute("header", thisEnum.nextElement());
    // Java ベースのメ ソ ッ ドでは、 returnValue を設定する代わりに return を使用

します。
    return EVAL_BODY_TAG; // 本文テキス トの使用を可能にします。
  }
  else {
    return SKIP_BODY;
  } 
}
%>
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JSP
<%-- loop.jsp --%>
<html>
<body>
<%@ taglib prefix="t" uri="/" %>
<%@ page import="java.util.*" %>
<h1>Looping through Headers</h1>
<table border="1">
  <tr>
    <th>Name</th>
    <th>Value</th>
  </tr>
<t:loop var="header" thisEnum="<%= request.getHeaderNames() %>">
   <tr>
     <td><%= header %></td>
     <td><%= request.getHeader(header) %></td>
   </tr>
</t:loop>

</table>
</body>
</html>

スクリプ ト変数の使用法スクリプ ト変数の使用法スクリプ ト変数の使用法スクリプ ト変数の使用法

JST ページページページページ

<%-- scriptingvar.jst --%>
<%@ tagVariable name="myName" scope="AT_BEGIN" %>

<%-- 呼び出し側ページのコンテキス トに値を保存します。 --%>
<% callerPageContext.setAttribute("myName", "Christopher"); %>

<p><b>Inside the tag:</b>This tag sets the 
myName scripting variable, which
is used later in the calling JSP.
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JSP
<html>
<body>
<%@ taglib prefix="t" uri="/" %>
<h1>Using Scripting Variables</h1>
<p>Before the tag.

<t:scriptingvar/>

<p>After the tag.
<p>The myName variable was set in the custom tag but
because scope="AT_BEGIN", it is available later
in the page.
<p>myName is <%= myName %>

</body>
</html>

高度な使用方法高度な使用方法高度な使用方法高度な使用方法

複数のハンド ラの実装複数のハンド ラの実装複数のハンド ラの実装複数のハンド ラの実装

既定では、 JST ページでは doStart、 doEnd、 または doAfterBody のいずれかのハン
ド ラを実装します。ただし、 Java で追加のハンド ラをコーディングして宣言で定義す
ると 、 JST ページにハンド ラを追加できます。 例については、 166ページの 「ループ」
を参照して ください。

ファイル拡張子ファイル拡張子ファイル拡張子ファイル拡張子 .jst の再マッピングの再マッピングの再マッピングの再マッピング

JSP ベースのカスタム  タグには、 .jst 以外のファ イル拡張子を使用できます。 この
拡張子を変更するには、 JRun サーバー用の local.properties ファ イルの
jsp.jst_suffix プロパテ ィ を変更します。 次の例では、 JST 接尾辞を  .jtg に設定
します。

jsp.jst_suffix=jtg
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JSP の例の例の例の例
この章では、一般的な機能を実行するために使用される  JSP の例について説明します。 
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要求の処理と応答の生成要求の処理と応答の生成要求の処理と応答の生成要求の処理と応答の生成

要求の受信、 要求からのパラ メータの抽出、 および応答の生成は JSP の最も基本的な
アクショ ンです。この例にある  JSP では、名前と口座残高の 2 種類の要求パラメ ータを
使用します。 その後、 このページによ り、 入力残高に基づいてク ラ イアン ト にメ ッ
セージが出力されます。

この例の要求 URL は次のとおりです。

http://localhost/example1.jsp?bal=222.45&fName=Steven

使用している  Web サーバーのドキュ メン ト  ルート  ディ レク ト リに、 この例で使用さ
れる  JSP の example1.jsp を配置します。 example1.jsp の内容は次のとおりです。

<html>
<head><title>Balance Example</title></head>
<body>
<p>
<h1> Do you have enough?</h1>
<br>

<%-- 要求オブジェク トからパラ メータを取得します。 --%>
<% String firstName = request.getParameter("fName"); %>
<% String balance = request.getParameter("bal"); %>

<%-- bal パラ メータを String から double に変換します。 --%>
<% double accountBalance = Double.valueOf(balance).doubleValue(); %>

<%-- 出力結果 --%>
Balance for <%=firstName %>:<%=accountBalance %> <br>
<br>

<%-- 残高は十分にあるか? --%>
<% if(accountBalance <= 100.00) { %>

<b> Get a Job. </b> <br>
<% } %>

</body>
</html>

要求パラ メータはすべて文字列と して渡されるので、 入力パラ メータ  bal を  double
に変換する必要があ り ます。 この例では、 double で表される残高に対してコンディ
シ ョナル ロジッ クを実行します。 
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JSP から別のから別のから別のから別の JSP の呼び出しの呼び出しの呼び出しの呼び出し

複数の JSP から構成されるアプ リケーシ ョ ンを作成する場合があ り ます。 別のページ
を呼び出す JSP を記述する場合、 呼び出し方法を制御するために次の 2 つの項目に
ついて決めておく必要があ り ます。

• 2 つの JSP の間で情報を渡す方法

このセクシ ョ ンの例では、 JSP request オブジェク ト を使用して、複数の JSP で情報
を共有しています。 request オブジェク トは、 情報が現在処理中の要求に対して
のみ重要で、要求の処理が終了したら保持する必要がない場合に使用します。後の
例では、 要求の処理が完了した後でも情報を保持する必要がある場合に、 JSP
session オブジェ ク ト と  application オブジェ ク ト を使用して JSP 間で情報を
渡しています。 

• 呼び出された JSP から呼び出し側 JSP に制御を戻すかど うか

目的のページで実行が完了し てか ら呼び出し側ページに制御を戻すには、
jsp:include アクシ ョ ンを使用して、 この呼び出しを行います。 

目的のページに制御を渡した後に呼び出し側ページが終了した場合、目的のページ
か ら 呼び出 し 側ページに制御が戻 さ れ る こ と はあ り ません。 こ の場合、
jsp:forward アクシ ョ ンを使用して呼び出しを行います。 

この例は、 前に示した 170ページの 「要求の処理と応答の生成」 の例を修正したもの
です。この例では、入力残高が 100.00 ド ル未満の場合に、 example2.jsp の JSP によ り
jsp:include アクシ ョ ンが使用されて example2a.jsp が呼び出されます。
example2.jsp から  example2a.jsp にパラ メータを渡すには、 JSP request オブジェ
ク ト を使用します。 example2.jsp は次のとおりです。

<html>
<head><title>Balance Exmaple</title></head>
<body>
<p>
<h1> Do you have enough?</h1>

<br>
<%-- 要求オブジェク トからパラ メータを取得します。 --%>
<% String firstName = request.getParameter("fName"); %>
<% String balance = request.getParameter("bal"); %>

<%-- bal パラ メータを String から double に変換します。 --%>
<% double accountBalance = Double.valueOf(balance).doubleValue(); %>

<%-- 出力結果 --%>
Balance for <%=firstName %>:<%=accountBalance %> <br>

<%-- 残高は十分にあるか? --%>
<% if(accountBalance <= 100.00) { %>

<% request.setAttribute("needsJob", "true"); %>
<jsp:include page="example2b.jsp" flush="true"/>

<% } %>

</body>
</html>
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入力パラ メータは request オブジェク トから  JSP example2a.jsp に渡されます。この
パラ メータに従って、 出力が条件付けられます。 example2a.jsp の内容は次のとおり
です。

<html>
<body>
<p>

<%-- 要求オブジェク トからパラ メータを取得します。 --%>
<% String jobStatus = (String) request.getAttribute("needsJob"); %>

<%-- 残高は十分にあるか? --%>
<% if("true".equals(jobStatus)) { %>
You need a job.<br><br>
<h2>Available positions include:</h2>
Software Engineer<br>
QA<br>
Technical Writer<br>
<% } %>

</body>
</html>
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セッシ ョ ンのト ラッキングセッシ ョ ンのト ラッキングセッシ ョ ンのト ラッキングセッシ ョ ンのト ラッキング

HTTP プロト コルはステート レスです。つまり 、Web サーバーには複数の要求/応答を
通してク ライアン ト を ト ラ ッキングできません。しかし、JRun ではセッシ ョ ン  ト ラ ッ
キング機能がサポー ト されているので、 Web サイ ト で情報を格納し、 複数の要求を
通してク ラ イアン ト を ト ラ ッキングできます。 ク ライアン トがアプリケーシ ョ ン内で
別のページに移動しても、 情報は破棄されず、 ユーザ セッシ ョ ンが継続している間、
保持されます。 

特定のユーザ セッシ ョ ンに関する情報を格納するには、 JSP session オブジェク ト を
使用します。 ユーザがアプリ ケーシ ョ ン内で別のページに移動しても、 session オブ
ジェ ク ト に格納されたデータは破棄されず、 ユーザ セッシ ョ ンが継続している間、
保持されます。 

有効に設定する と、 まだセッシ ョ ンを開始していないユーザからアプ リケーシ ョ ンの
ページが要求された場合、session オブジェク ト が自動的に作成されます。セッショ ン
が期限切れになった場合、 または中断された場合は、 Web サーバーによ り、 session

オブジェク トが破棄されます。 

JSP から  session オブジェク トに情報を書き込むこ とができます。 ク ラ イアン トから
要求された別の JSP で、 この情報にアクセスする こ とが可能です。 たとえば、 ユーザ
のショ ッ ピング  カート に ID を割り 当てておく と 、ク ライアント によ り カート の内容が
追加、削除、 または修正されたと きに、Web サイ トからシ ョ ッピング カートに関する
情報にアクセスできます。 この ID は session オブジェク トに格納できます。 

JRun では、セッシ ョ ンの ト ラ ッキングにク ッキーを使用します。 したがって、 この例
を実行するには、 ユーザのブラウザでク ッキーをサポート している必要があ り ます。
JRun セッ ショ ン  ト ラ ッ キングの有効と無効を切り 替えるには、 JRun 管理コンソール
を使用します。 セッシ ョ ン  ト ラ ッキングを制御する方法の詳細については、 『JRun
セッ ト アップ ガイ ド』 を参照して ください。

次の例では、 JSP が 3 ページ使用されています。 最初のページ example3a.jsp では、
URL 要求から名前と口座残高が取得され、 この情報が session オブジェク トに書き
込まれます。 これで、 ク ラ イアン トがアクセスするすべての JSP から、 この情報が
使用できます。

example3a.JSP には、 クライアン トからほかの JSP へのアクセスに使用される  2 種類の
リ ンクが表示されます。 最初のリ ンクでは投資オプシ ョ ン、 2 番目のリ ンクでは求人
状況が リ ス トに表示されます。 この例の要求 URL は次のとおりです。

http://localhost/example3a.jsp?bal=222.45&fName=Steven
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次の図は、 この URL に対する  example3a.jsp の出力を示します。 

example3a.jsp は次のとおりです。

<html>
<head><title>Session Example</title></head>
<body>
<p>
<h1> Where will your balance take you?</h1>
<br>
<%-- 要求オブジェク トからパラ メータを取得します。 --%>
<% String firstName = request.getParameter("fName"); %>
<% String balance = request.getParameter("bal"); %>

<%-- bal パラ メータを String から double に変換します。 --%>
<% double accountBalance = Double.valueOf(balance).doubleValue(); %>

<%-- セッシ ョ ン オブジェク トに入力パラ メータを書き込みます。
セッシ ョ ン オブジェク トは double を格納できません。 
まず、 オブジェ ク ト を Double に変換する必要があります。

--%>
<% 

session.setAttribute("userName", firstName); 
Double tempAccountBalance = new Double(accountBalance);
session.setAttribute("userBalance", tempAccountBalance); 

%>

<%-- 出力結果 --%>
Balance for <%=firstName %>:<%=accountBalance %> <br>
<br><br>
Would you like to <A href="example3b.jsp">invest your money</a>?. 
<br><br>
Do you need a <a href="example3c.jsp">job</a>. 
</body>
</html>
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example3b.jsp ページによ り、 session オブジェク トから ク ライアン トの名前と残高
が調べられ、 投資オプシ ョ ンが提示されるか、 または求人を調べるためのプロンプ ト
が表示されます。

<html>
<body>

<%-- セッシ ョ ン オブジェク トから名前を取得します。 --%>
<% String fName = (String) session.getAttribute("userName"); %>

<h2>Hi <%=fName %> </h2>

<%-- 残高を取得し、 double に変換します。 --%>
<%

Double tempBal = (Double)session.getAttribute("userBalance");
double accountBalance = tempBal.doubleValue(); 

%>

<%-- 投資に十分な残高があるか? --%>
<% if(accountBalance > 100.00) { %>

Your balance of $<%= accountBalance %> is sufficient for investing.  
We offer a number of investment opportunities, including: <br>

<li>Bonds<br>
<li>CDs<br>
<li>Mutual funds<br>

<% } %>

<%-- 残高が少なすぎるか? --%>
<% if(accountBalance <= 100.00) { %>

Your balance is too low for investing.  It looks like you need a <a 
href="example3c.jsp">job</a>. 

<% } %>
</body>
</html>

The example3c.jsp page greets the user using the name passed in the session
object and lists available jobs:

<html>
<body>

<%-- セッシ ョ ン オブジェク トからパラ メータを取得します。 --%>
<% String fName = (String) session.getAttribute("userName"); %>

<h2>Hi <%=fName %></h2>

<h2>Available positions include:</h2>
Software Engineer<br>
QA<br>
Technical Writer<br>
</body>
</html>
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アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン オブジェク トの使用オブジェク トの使用オブジェク トの使用オブジェク トの使用

前の例では、 JSP session オブジェク ト を使用し、 複数の HTTP 要求を通してク ラ イ
アン ト情報を ト ラ ッキングする方法について説明しました。 も う  1 つのオブジェク ト
である  application オブジェク ト を使用する と、アプ リ ケーシ ョ ン全体に関する情報
を ト ラ ッキングできます。 アプリケーシ ョ ン内の JSP からは、 application オブジェ
ク トの情報にアクセスできます。 

application オブジェク トは通常、指定されたアプリケーシ ョ ンのすべてのユーザ間で
情報を共有するために使用されます。 たとえば、 application オブジェク トに、 アプ
リ ケーシ ョ ン内の JSP で使用可能な既定の情報を格納できます。

次の例 index.jsp では、application オブジェク ト にパラメ ータが 2 つ設定されます。
このページは通常、 ク ラ イアン ト にとって Web アプ リ ケーシ ョ ンへの開始ポイン ト
なので、 index.jsp を使用してパラ メータを設定します。 

<%-- アプリケーシ ョ ン レベル設定を定義します。 --%>
<%

application.setAttribute("appName", "Application Object Example");
application.setAttribute("counter","0"); 

%>

<HTML>
<BODY>
<H1>Application Object Example </H1>

<h2>Display the default application settings</h2>
<%-- 
ここで、

またはアプリケーシ ョ ンの別の JSP ページで、 アプリケーシ ョ ン パラ メータに
アクセスするか、 変更して ください。

--%>
<% String appName = (String) application.getAttribute("appName"); %>
The name of this application is "<%= appName %>"
<br><br>

<% String counter = (String) application.getAttribute("counter"); %>
The counter value = <%= counter %>

</BODY>
</HTML>

JRun では、 JRun 管理コンソール (JMC) を使用して、 application オブジェ ク ト に
初期化パラ メータを設定する こ と もできます。 初期化パラ メータは、 ユーザがアプリ
ケーシ ョ ンのコンポーネン トに最初に要求を作成する と きに、その application オブ
ジェ ク ト に書き込まれます。 JMC を使用して初期化パラ メータを設定する場合は、
application.getInitParameter メ ソ ッ ド を使用して、パラ メ ータにアクセスします。 
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application オブジェク トに初期化パラ メータを設定するには、JMC で次のコマンド
を使用して、 アプ リケーシ ョ ン変数エディ タを開きます。 

サーバー名 > Web アプリケーシ ョ ン > アプリケーシ ョ ン名 > アプリケーシ ョ ン変数

たとえば、 次の 2 つのパラ メータを定義します。

• My Application に初期化パラ メータ  appName を設定

• この初期化パラ メータの counter に 0 を設定

次の例 index.jsp では、 これらの初期化パラ メータにアクセスしています。

<HTML>
<BODY>
<H1>Application Object Example </H1>

<h2>Display the default application settings</h2>
<%-- 
ここで、

またはアプリケーシ ョ ンの別の JSP ページで、 アプリケーシ ョ ン パラ メータにアクセス
するか、 変更して ください。

--%>
<% String appName = (String) application.getInitParameter("appName"); 

%>
The name of this application is "<%= appName %>"
<br><br>

<% String counter = (String) application.getInitParameter("counter"); 
%>

The counter value = <%= counter %>

</BODY>
</HTML>
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タグタグタグタグ ライブラリの使用ライブラリの使用ライブラリの使用ライブラリの使用

タグ  ライブラリ を使用すると 、 JSP 内でカスタム  タグを使用できます。タグ  ライブラリ
を定義するには、 JSP 内で taglib ディ レクテ ィブを使用します。 タグ ラ イブラ リの
定義が完了すれば、 このライブラ リにあるタグにアクセスできるよ うにな り ます。 

JRun では、JRun のホーム ディ レク ト リ /servers/lib/jruntags.jar ファ イルにタグ
ライブラ リの例が添付されています。 JSP ファ イルに次のステート メン ト を挿入して、
このタグ  ラ イブラ リ を  JRun サーバー上で実行されている  Web アプリ ケーショ ン内で
使用できます。

<%@ taglib uri="jruntags" prefix="tagLibPrefix" %>

こ こで、 tagLibPrefix は JRun タグ ラ イブラ リで、 タグのためにユーザが定義した
接頭辞です。

global.properties ファ イルには、 上記の taglib のディ レクティブを使用している
jruntags.jar ファ イルを参照できるマップが含まれています。 すべての JRun サー
バー上の Web アプリ ケーショ ンで、ユーザがカスタマイズしたタグ  ライブラ リ を使用
可能にするために、 同様のマップを作成できます。 あるいは、 特定の JRun サーバー
上の Web アプ リ ケーシ ョ ンで、 そのタグ ラ イブラ リ を使用可能にするために、 その
サーバーの local.properties ファ イルにマップを追加できます。 

この例では、 デモ用のタグ ラ イブラ リ から  2 つのタグを使用しています。 form と
input です。 これらのタグを使用する と、 HTML フォームを作成し、 ク ライアン トが
このフォームに適切な値を入力したこ とが検証できます。 

この例では、 example5.jsp の JSP によ り、 ク ラ イアン トが First Name フ ィールドに
文字列、 Balance フ ィールドに浮動小数点値を入力したこ とが確認されます。 ク ラ イ
アン トが入力した値が適切でなかった場合、 これらのタグにはエラー メ ッセージが
表示され、 ク ラ イアン トは値を入力し直すこ とができます。次の図は、 example5.jsp

の出力を示します。
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example5.jsp ファ イルには次のコードが含まれています。

<html>
<head><title>Tag Library Example</title></head>
<body>
<p>
<h1>Validate input balance using a tag library</h1>
<br>

<%-- ライブラ リ タグのタグ ライブラリ と タグ接頭辞を定義します。 --%>
<%@ taglib uri="jruntags" prefix="mylib" %>

<h2>Enter your name and balance</h2>

<%-- 
タグ mylib:form を使用して、 2 種類の入力を持つフォームを定義します。
各入力について、 入力タイプを定義して ください。 First Name のタイプは
text です。 Balance のタイプは float です。
クライアン トが入力した値が適切でない場合は、

エラー メ ッセージが表示されます。 入力内容が正しい場合は、
要求が example5a.jsp に渡されます。

--%>
<mylib:form name="form1" action="example5a.jsp">
First name:<mylib:input name="fName" type="text" required="true" />
Balance:<mylib:input name="bal" type="float" required="true" />
<input type="submit" value="submit">
</mylib:form>

</body>
</html>

送信を実行すると 、フォーム  データが example5a.jsp ファ イルに送信されます。次に、
このファイルは request オブジェク トからフォーム情報を取得します。 
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JSP のアッ プグレードのアッ プグレードのアッ プグレードのアッ プグレード
このバージ ョ ンの JRun では、 JSP バージョ ン 1.1 仕様が完全にサポート されています。
この章では、 旧バージ ョ ンの JSP 仕様にある  JSP をアップグレードする方法について
説明します。 

目次目次目次目次
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旧リ リースからのアップグレード旧リ リースからのアップグレード旧リ リースからのアップグレード旧リ リースからのアップグレード

このセクショ ンでは、旧バージョ ンの JSP 仕様にある  JSP をアップグレード する方法に
ついて説明します。 

こ のセク ショ ンで説明する 内容は、 Sun Microsystems 社の 『JavaServer Pages
Specefication Version 1.1 Public Release 2』 に基づいています。 この仕様は http://
java.sun.com/products/jsp から入手可能です。

バージ ョ ンバージ ョ ンバージ ョ ンバージ ョ ン 1.1 PR1 からのアップグレードからのアップグレードからのアップグレードからのアップグレード

このセクショ ンでは、バージョ ン  1.1 PR1 から  バージョ ン  1.1 PR2 へのアップグレード
に伴う  JSP 仕様の変更について説明します。

仕様への変更仕様への変更仕様への変更仕様への変更

• タグ ハンド ラが JavaBeans コンポーネン トにな り ました。 また、 属性は TLD で
属性と して明確にマーク されたプロパティにな り ました。

• TLD の attribute の type サブエレ メン トは、 対応する  JavaBeans プロパティの
タイプによ り定義されるため、 TLD から削除されました。

• JSP とサーブレッ トの リ リース手段が J2EE とは別になったこ とを反映して、 DTD
名が変更されました。 変更後の名前は web-jsptaglibrary_1_1.dtd と  web-app_
2_2.dtd です。

• Tag 抽象ク ラスが 2 つのインターフェイス と  2 つのサポート  ク ラスに分割されま
した。

• コンパイル済み JSP はサポート クラスと と もにパッケージされるよ う になり ました。
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バージ ョ ンバージ ョ ンバージ ョ ンバージ ョ ン 1.1 PD1 からのアップグレードからのアップグレードからのアップグレードからのアップグレード

このセクショ ンでは、バージョ ン  1.1 PD1 から  バージョ ン  1.1 PR1 へのアップグレード
に伴う  JSP 仕様の変更について説明します。

仕様への追加仕様への追加仕様への追加仕様への追加

• タグ ラ イブラ リ記述子 (TLD) ファ イルが追加されました。

• jsp:include および jsp:forward に新規パラ メータが追加されました。

• JspException および JspError ク ラスが追加されました。

• 実行時スタ ッ クを提供するために、 Tag ク ラスに親フ ィールドが追加されました。

• PageContext に pushBody メ ソ ッ ド と  popBody メ ソ ッ ドが追加されました。

• プレコンパイル プロ ト コルが追加されました。

• すべての要求パラ メータが jsp* の形式に変更されました。

仕様への変更仕様への変更仕様への変更仕様への変更

• BodyEvaluation ク ラスの名前が BodyJspWriter に変更され、 JspWriter のサブ
ク ラスにな り ました。

• Tag は抽象ク ラ スになり ました。 TagSupport は削除されました。 NodeData は
TagData に名前が変わ り ました。

• doBody メ ソ ッ ドは doBeforeBody と  doAfterBody に分割されました。

• 本文が評価される回数に関係な く、 アクシ ョ ンの呼び出し  1 回に対する  
BodyJspWriter は、 最高でも  1 つだけにな り ました。

• doStartTag の戻り タイプは int にな り ました。

• Tag ク ラスに initialize メ ソ ッ ド と  release メ ソ ッ ドが追加されました。

仕様からの削除仕様からの削除仕様からの削除仕様からの削除

• jsp:include の flush=false オプシ ョ ンが削除されました。
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バージ ョ ンバージ ョ ンバージ ョ ンバージ ョ ン 1.0 からのアップグレードからのアップグレードからのアップグレードからのアップグレード

このセクシ ョ ンでは、 バージ ョ ン  1.0 から  バージ ョ ン  1.1 PD1 へのアップグレードに
伴う  JSP 仕様の変更について説明します。

仕様への追加仕様への追加仕様への追加仕様への追加

• JSP をサーブレッ トにコンパイルできるよ うにな り ました。 このサーブレッ トは、
ある  JSP エンジンから別の JSP エンジンに移動できます。

• 移植可能タグ拡張メカニズムが追加されました。

• flush は jsp:include のオプシ ョ ン属性にな り ました。

仕様への変更仕様への変更仕様への変更仕様への変更

• jsp:fallback のコンテンツをク ライアン トに送信するだけで jsp:plugin を実装
するこ とはできな くな り ました。
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バージ ョ ンバージ ョ ンバージ ョ ンバージ ョ ン 0.92 からのアップグレードからのアップグレードからのアップグレードからのアップグレード

バージ ョ ン  0.92 以降、 JSP 仕様の大半は大幅に書き直されたか、 変更されています。
JRun 3.0 では JSP 1.0 仕様がサポート されています。 このセクシ ョ ンでは、 JRun 3.0 で
実行できるよ うに既存の JSP 0.92 ファ イルをアップグレードするために必要な情報に
ついて説明します。 

仕様への変更仕様への変更仕様への変更仕様への変更

JSP 0.92 仕様は次のよ うに変更されました。

• SSI タグは <%@ include ディ レクティブに置き換えられました。

• タグで大文字と小文字が区別されるよ うにな り ました。

• 標準タグは Java Platform の大文字と小文字の混在規則に従っています。

• jsp:setProperty と  jsp:getProperty が定義されました。

• <SCRIPT> </SCRIPT> は <%!... %>に置き換えられました。

• 開始タグ、 終了タグ、 空白タグのよ うに、 タグは要素中の実際のタグを意味する

だけにな り ました。 用語要素と タグの使用方法は、 HTML、 XML、 SGML などの
使用方法と同じにな り ました。

仕様からの削除仕様からの削除仕様からの削除仕様からの削除

次の項目は JSP 0.92 仕様から削除されました。

• 仕様で NCSA スタイルの SSI について明記されな くな り ました。

仕様への追加仕様への追加仕様への追加仕様への追加

JSP 0.92 仕様には、 次の項目が追加されました。

• jsp:request アクシ ョ ン要素が追加されました。

• 静的な リ ソースを実行時に含められるよ うにするため、 jsp:include アクシ ョ ン
要素が追加されました。

• jsp:plugin が定義されました。

• バッファ リ ングができるよ うにな り ました。

• page ディレクティブで複数の属性が収集できるよ うにな り ました。page ディ レク
ティブの extends 属性は、 バージ ョ ン 0.92 で削除された機能に対応します。
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サーバー側インクルードサーバー側インクルードサーバー側インクルードサーバー側インクルード
ファ イルの使用ファイルの使用ファイルの使用ファイルの使用
この章では、 拡張子 .shtml が付いているサーバー側インクルード  (SSI) ファ イルと 、
JRun でのこれらのファ イルのサポートについて説明します。 

目次目次目次目次
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サーバー側インクルードの使用サーバー側インクルードの使用サーバー側インクルードの使用サーバー側インクルードの使用

サーバー側インクルードは、 JRun が Web ページにダイナミ ッ ク  コンテンツを提供する
1 つの方法です。 SSI はク ラ イアン ト  ブラウザ上ではな く  Web サーバー上で使用し、
処理するためのタグです。拡張子 .shtml が付いているファイルは SSI タグと  HTML が
混在しているテキス ト  ファ イルです。 

Web サーバーは JRun による  SHTML ファイルのサポート を必要としませんが、JRun は
SHTML ファ イル内で使用できる  2 つの新しいタグのサポート を追加しています。 

• <servlet> タグは SHTML ファ イルからサーブレッ ト を呼び出します。

• <include> タグは、ほかのファイルのコンテンツを  SHTML ファイルにインクルード
します。

Servlet タグタグタグタグ
<servlet> タグを使用してサーブレッ ト を呼び出すための一般的な構文は次のと おり
です。

<servlet name="aliasname" code="classname">
<param name="paramname1" value="paramvalue1"/>
<param name="paramname1" value="paramvalue1"/>
<param name="paramname1" value="paramvalue1"/>
...

</servlet>

name 属性と  code 属性は、いずれか一方だけを使用するよ うにして ください。<param>
タグの使用は任意です。 このタグによって、 サーブレッ トに追加のパラ メータを渡す
こ とができます。 これらのパラ メータは通常のパラ メータであ り、 初期化パラ メータ
ではあ り ません。サーブレッ トの初期化パラ メータは、 JRun 管理コンソール ( 『JRun
セッ ト アップ ガイ ド 』 を参照 ) を使用してサーブレ ッ ト用に設定した情報から取得
されます。 

JRun に添付されている  SnoopServlet を使用して、 <servlet> タグを使ってみま
し ょ う。 SnoopServlet は、 ク ライアン ト とサーバーの間の HTTP 接続に関する情報、
および渡されたすべてのパラ メータを表示します。 

次の手順を実行します。

1 新しいテキス ト  ファ イルを作成して、 次のよ うに入力します。

<servlet name="SnoopServlet">
<param name="greeting" value="Hello World"/>
<param name="anotherParam" value="aParamValue"/>

</servlet>

2 Web サーバーのドキュメ ント  ルート  ディ レク ト リ 、 たとえば c:\inetpub\wwwroot
に、 テキスト  ファイルを  greeting.shtml とい う名前で保存します。

3 Web ブラウザから  greeting.shtml を要求します。 URL は
http://使用するホス ト  コンピュータ /greeting.shtml のよ うな形式にな り ます。

greeting.shtml を変更するには、 パラ メータを変更、 追加、 または削除し ます。
greeting.shtml への変更を保存した後、 も う一度 Web ブラウザから このページを
開いて、 実際に変更されている こ とを確認して ください。
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Include タグタグタグタグ
SHTML ファ イル内で <include> タグを使用してほかのファイルのコンテンツをイン
クルード します。 <include> タグの構文は次のとおりです。

<!--#include virtual|file=”filename”-->

フ ァ イルのイン クルードで使用するパスのタ イプを指定するために、 キーワード

virtual または file を指定する必要があり ます。 filename にはインクルードするパス
またはファイル名を入力します。

インクルード  ファ イルに特別のファイル名拡張子は必要あ り ません。

virtual キーワードの使用キーワードの使用キーワードの使用キーワードの使用

virtual キーワードは、パスが 「仮想」 ディ レク ト リから始まる こ とを示しています。
たとえば、footer.inc とい う名前のファイルが /myapp とい う名前の仮想ディレク ト リ
内にある と き、 次の行によって footer.inc のコンテンツがこの行を含むファ イルに
挿入されます。

<!--#include virtual=”myapp/footer.inc”-->

file キーワードの使用キーワードの使用キーワードの使用キーワードの使用

file キーワードは、 パスが 「相対」 パスである こ と を示しています。 相対パスは、
インクルード先のファイルを含むディ レク ト リから始ま り ます。 たとえば、 ディ レク
ト リ  myapp にファイルがあり、ファイル header1.inc が myapp/headers にある場合は、
次の行によってファイルに header1.inc が挿入されます。

<!--# include file=”headers/header1.inc”-->

メモメモメモメモ

インクルードするファイルへのパス headers/header1.inc はインクルード先ファイル
を起点とする相対パスです。 この include ステート メン ト を含むスク リプ トがディ レ
ク ト リ  /myapp にない場合、 このステート メン トは無効です。
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プレゼンテーショ ンプレゼンテーショ ンプレゼンテーショ ンプレゼンテーショ ン  
テンプレートテンプレートテンプレートテンプレート
この章では、 プレゼンテーシ ョ ン  テンプレート と  JRun でのサポートについて説明し
ます。 

目次目次目次目次
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プレゼンテーシ ョ ンプレゼンテーシ ョ ンプレゼンテーシ ョ ンプレゼンテーシ ョ ン テンプレートテンプレートテンプレートテンプレート  (THTML ファイルファイルファイルファイル) の使用の使用の使用の使用

JRun を実行する と、 新しいタ イプのサーバー側スク リ プ ト  ファ イルのサポー トが
Web サーバーに追加されます。プレゼンテーショ ン  テンプレート を使用すると 、一定の
「外観と使い勝手」 を  HTML アプリ ケーシ ョ ンにシームレスに適用できます。 拡張子
.thtml によってプレゼンテーシ ョ ン  テンプレート を定義します。

THTML ファ イルはヘッダと本文しかない HTML ベースのページです。 THTML ファ
イルが要求される と、 JRun の template サーブレッ トは、共通テンプレート  ファ イル
内の特定のタグを、THTML ファ イルの head タグと  body タグに含まれるテキス トに
置き換えるこ とによって THTML ファ イルを処理します。 

テンプレート  ファ イルの名前は default.template です。default.template ファ イル
には、 すべての THTML ファイルに対する共通の外観と 使い勝手が定義されています。

default.template ファ イルのほかに、オプシ ョ ンの default.definitions ファ イル
を使用して、 特殊な代入タグに使用する名前を定義するこ と もできます。 

default.template の使用の使用の使用の使用

default.template ファ イルには、 HTML と特殊な代入タグを混合した <subst> が
含まれています。 <subst> タグは、 このタグが示す名前に割り当てられたテキス トに
よって置き換えられるマーカです。 たとえば、 THTML ファ イル greeting.thtml に、
次のよ うな <head> タグと  <body> タグが含まれている と します。

<head>
<title>Greetings from greeting.thtml</title>
</head>
<body>
Hello World from greeting.thtml
</body>

さらに、この例の default.template ファイルには、次のタグが含まれていると します。

<html>
<head>
<subst data="head"/>
</head >
<body>
A greeting from the requested documents:<subst data=”body”/> <br>
</body>
</html>

この場合、JRun の template サーブレッ トは、次のよ うなドキュ メン ト を生成します。

<html>
<head>
<title>Greetings from greeting.thtml</title>
</head >
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<body>
A greeting from the requested documents:Hello World from greeting.thtml
<br>
</body>
</html>

こ こで示されている よ うに、 default.template ファ イルで定義されている  <subst
data=”head”> および <subst data=”body”> タグは、 THTML フ ァ イルの <head>
および <body> タグの内容にそれぞれ 置き換えられています。

<subst> タグには、 次のいずれかの形式を使用できます。

<subst data="[name]"/>
<subst data="[name]"></subst>

[name] には代入するデータの名前を指定します。 指定した name の値が、 作成された
ク ライアン トに対する出力の中で、 対応する <subst> タグと置き換わ り ます。

代入は、 <head> タグと  <body> タグだけに制限されているわけではあ り ません。 名前
が付いているその他の代入についても、default.definitions ファ イルで指定されて
いるよ うに default.template ファ イルで定義して使用できます。 

メモメモメモメモ

THTML ファ イルを正し く機能させるには、 default.template ファ イルがアクセス
可能でなければなり ません。THTML ファ イルに適用する  default.template ファ イル
のアクセスに関するルールは、 195ページの 「ファ イルの位置」 で説明しています。 

default.definitions の使用の使用の使用の使用

default.definitions ファ イルは、名前/値ペアが保持されたプロパティ  ファ イル
です。 このファ イルを使用して、 <subst> タグの代入に使用される名前を定義でき
ます。 次の例は、 default.definitions ファ イルに名前/値ペアを割り当てる方法を
示します。

MyThought=<P>Missing sweet San Diego</P>
TodaysSaying=<B>Anger is a gift…(Rage Against The Machine)</B><BR>
MyLineBreaks=<PRE>A line break follows<BR>\nHeres a new line</PRE><BR>

それぞれの名前/値ペアは、円記号 「\」 を使用して新しい行に進まない限り、同じ行に
存在するこ と になり ます (値が 1 行を越える場合は、円記号を使用して新しい行に進み
ます )。 値自体に改行を含める場合は、 3 つめの名前/値ペアに示すよ うに、 「\n」 を
使用して指定できます。名前/値ペアの指定に関するルールは、java.util.Properties
ク ラスの定義に適用されるルールと同じです。

default.properties フ ァ イルに名前/値ペアを設定した ら、 default.template

ファ イルの <subst> タグ内でそれらのペアを使用できるよ うにな り ます。 次に例を
示します。 
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<html>
<head>
<subst data="head"/>
</head >
<body>
A greeting from the requested documents:<subst data=”body”/><br>
Here’s a thought:<subst data=”MyThought”/>
Here’s a saying:<subst data=”TodaysSaying”/>
Line Breaks:<subst data=”MyLineBreaks”/>
</body>
</html>

greeting.thtml が要求さ れたと き に、 上記の  default.template ファ イ ルと
default.definitions ファ イルが使用可能な場合は、 次の結果ドキュ メ ン トがサー
バーで生成されます。

<html>
<head>
<title>Greetings from greeting.thtml</title>
</head >
<body>
A greeting from the requested documents:Hello World from greeting.thtml 

<br>
Here’s a thought:<P>Missing sweet San Diego</P>
Here’s a saying:<B>Anger is a gift…(Rage Against The Machine)</B><BR>
Line Breaks:<PRE>A line break follows<BR>
Here’s a new line</PRE><BR>
</body>
</html>

default.template ファ イルに、使用可能な名前/値ペアのない <subst> タグが含まれ
ている場合、 この <subst> タグは結果ページで空白の文字列に置き換わ り ます。
default.definitions ファ イルは THTML ファ イルの要求時には必要あ り ません。 

フ ァ イルの位置によっては、 1 つの default.template フ ァ イルに対して複数の
default.definitions ファ イルが存在する場合があ り ます。 詳細については、 次の
セクシ ョ ンを参照して ください。
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ファイルの位置ファイルの位置ファイルの位置ファイルの位置

default.definitions ファ イルで定義されている名前/値ペアは、同じディ レク ト リ
とそのサブディレク ト リ内のすべての THTML ファイルに適用されます。ディレク ト リ
階層に複数の default.definitions ファ イルが存在する場合、THTML ファ イルには
上位階層に存在する最も近い default.definitions ファ イルが使用されます。

default.definitions ファ イルの名前/値ペアは、 THTML ファ イルの位置を基準に
追加されていきます。 したがって、 名前/値ペアを現在の名前/値ペア セッ ト に追加
しても、 追加したペアは同じディ レク ト リ とそのサブディ レク ト リ内の THTML ファ
イルにしか適用できません。

ある  default.definitions ファイルに定義された名前/値ペアは、サブディレク ト リの
default.definitions ファイルに定義された名前/値ペアによって上書きされる可能性
もあ り ます。 この名前/値ペアの上書きは、 内容を上書きした default.definitions
ファイルと同じディ レク ト リ およびサブディ レク ト リ に存在する  THTML ファイルだけ
に反映されます。たとえば、c:/foo/  の default.definitions ファイルで drinks=cola
と 定義し、c:/foo/bar/ の default.definitions ファ イルで drinks=milk と 定義した
場合、 drinks=milk を認識するのは、 c:/foo/bar/ と そのサブディ レ ク ト リ内の
THTML ファ イルだけになり ます。 c:/foo/ 内の THTML ファ イルは、 drinks=cola を
認識します。

default.template ファ イルの使用可能なスコープは、 同じディ レク ト リ とそのサブ
ディ レク ト リ に存在するすべての THTML ファ イルに適用されます。 ディ レク ト リ
階層に複数の default.template ファ イルが存在する場合、 THTML ファ イルは、その
上位階層の最も近い default.template ファ イルと と もに使用されます。 

たとえば、 次の 3 つのファイルが存在する と します。

c:/foo/default.template 
c:/foo/bar/doo/default.template 
c:/foo/bar/a.thtml 

この場合、 Template サーブレ ッ ト は、 c:/foo/default.template と  c:/foo/bar/
a.thtml を使用して、 ク ラ イアン トに対する結果ページを生成します。
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タグレッ トタグレッ トタグレッ トタグレッ ト
タグレッ トは、プレゼンテーシ ョ ンおよびアプリ ケーシ ョ ン  ロジッ ク間にも う  1 つの
分類レベルを追加します。 タグレ ッ ト を使用する と、 HTML プログラマはプレゼン
テーシ ョ ン用のタグベースのドキュ メン トに専念でき、 Java プログラマはアプリケー
シ ョ ン  ロジッ クに専念できます。 

この章では、 タグレッ トの導入について簡単に説明します。 また、カスタム タグレッ ト
開発の概略についても説明します。

目次目次目次目次

• タグレッ ト とは ........................................................................................................ 198

• SSI タグレッ トのロード と使用............................................................................... 199
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タグレッ ト とはタグレッ ト とはタグレッ ト とはタグレッ ト とは

タグレッ ト は、SHTML ファ イルに使用できる独自のタグをアプリ ケーショ ン開発者が
柔軟に定義し、 実装できるよ うにする、 ユーザ定義のサーバー側のタグです。 この章
では、 サーブレッ トを呼び出すための 1 対 1 のマッピングを提供する  SSI タグレッ トに
ついて説明します。 

SSI タグレッ トタグレッ トタグレッ トタグレッ ト

SSI タグレッ トは、 タグレ ッ ト とサーブレッ ト の対応を示す 1 対 1 の命名規則を定義
する こ とによって、 タグを使用してサーブレッ ト を呼び出す手段を提供します。 SSI
タグレッ ト は、 local.properties ファ イルに定義されているマッピングに基づき、
SSIFilter によってロード されます。 local.properties ファ イルについては、 次の
セクシ ョ ンで説明します。
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SSI タグレッ トのロード と使用タグレッ トのロード と使用タグレッ トのロード と使用タグレッ トのロード と使用

local.properties ファイルは、SSIFilter によってデータの事後処理に使用されます。
local.properties ファ イルは手動でも編集できますが、 JRun 管理コンソールには、
これらのプロパティの設定に使用できるグラフ ィカル インターフェイスが用意され
ています (JRun 管理コンソールの詳細については、『 JRun セッ ト アップ ガイド 』を参照)。

local.properties ファ イルは、SSI タグレッ ト と サーブレッ ト 間のマッ ピングを示す、
名前/値ペアを定義する際に使用します。このファイルは、JRun のホーム ディ レクト リ
/servers/サーバー名とい うディ レク ト リ に格納されています。 サーバー名は JRun の
サーバー名に対応します。 一般的な構文は次のとおりです。

ssifilter.<tagname>.dynamictaglet=<servlet class name|servlet alias>

tagname には、サーブレッ トの呼び出しに使用するタグの名前を設定します。servlet
class name にサーブレ ッ ト の完全修飾のク ラ ス名を設定するか、 または servlet
alias にサーブレッ トのエイ リアスを設定します (Web サーバーの Servlet Engine >
Aliases コント ロールの JRun 管理コンソールで定義されていると おり に設定します)。
tagname の値には、 servlet class name または servlet alias のいずれかを使用
できます。 

た とえば、 次の例は、 SHTML ファ イル内のサーブレッ ト  SnoopServlet を呼び出す
foo タグを定義しています。

ssifilter.foo.DynamicTaglet = SnoopServlet

この例では、 SnoopServlet がサーブレッ ト のク ラス名になり ます。 このマッ ピングを
定義する こ とによ り、 Web ド キュ メ ン ト の作成者は次のよ うにドキュ メ ン ト内に
SnoopServlet を呼び出すこ とができます。

<foo></foo>

SSI タグレッ トでは、 次のよ うに サーブレッ トにパラ メータを渡すこ とができます。

<foo name1=value1 name2=value2 name3=value3>
Hello World
</foo>

これによ り、 サーブレ ッ ト  ラ イ ターは、 サーブレッ ト内の request オブジェク ト の
getParameter() メ ソ ッ ドを使用して、 名前/値ペアを取得できる よ うにな り ます。
た とえば、 パラ メータ  name1 の値を取得するには、 サーブレッ ト で次のメ ソ ッ ドを
実行します。

request.getParameter(“name1”)

SSI タグレッ トの本体 (上の例の場合は Hello World) は、次のメ ソ ッ ドで取得できます。

request.getAttribute(“taglet.body.foo”)

タグレ ッ ト の名前は、 taglet.body.key 文字列の 3 番目のキーです。 タグレ ッ ト の
名前が DATETAG のと きは、 getAttribute("taglet.body.datetag") を使用します。
一般に、このメ ソ ッ ド は、先頭の <foo> タグと末尾の </foo> タグの間にあるすべての
テキス ト を返します。 属性名には小文字を使用するこ とに注意して ください。
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第  3 部

サーブレッ トの開発
こ こでは、 Java サーブレッ ト  API を使用してサーブレッ ト を作成する方法について
説明します。

Java サーブレッ トの処理............................................................................................... 203

サーブレッ トのチュート リ アル ................................................................................... 213

サーブレッ ト  API の基本情報 ....................................................................................... 221

Java サーブレッ ト  API によるプログラ ミ ング ............................................................ 227

サーブレッ トの例 .......................................................................................................... 237

カスタム タグと タグ ラ イブラ リの作成 ...................................................................... 255

サーブレッ ト  API の変更点 ........................................................................................... 279
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Java サーブレッ ト の処理サーブレッ ト の処理サーブレッ ト の処理サーブレッ ト の処理
この章では、サーブレッ トの基本的な概念について説明します。 ク ラス、同期化、Web
アプリ ケーシ ョ ンについても説明します。
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サーブレッ トについてサーブレッ トについてサーブレッ トについてサーブレッ トについて

サーブレッ ト とは、 JRun が Web サーバーと と もに実行するサーバー側の Java プログ
ラムです。 

JRun で開発されたサーブレ ッ ト の次のよ う な特長によって、 強力な Web ベースの
サーバー側アプリケーシ ョ ンの開発が可能にな り ます。

• サーブレッ トは Java で書かれており、 Java プログラ ミ ング言語のすべての機能を
利用できます。

• サーブレッ トは CGI よ り も効率的なメモリ管理を可能にします。

• サーブレ ッ ト はコンパイルされているため、 非常に高速に実行できます。 また、

JRun はサーブレッ ト のインスタンスをキャッ シュに格納するこ と によってロード
時間を最小限にします。

• アプレッ ト ではクライアント 側の Java Virtual Machine (JVM) を制御できませんが、
サーブレッ トでは JRun が実行する  JVM を完全に制御できます。

• JRun は Java サーブレッ ト  API バージ ョ ン  2.2 の仕様書に準拠しています。

サーブレッ トには、 次のよ うな使用法があ り ます。

• HTML ページの作成。 オプシ ョ ンと して、 外部のデータ  ソースからデータにアク
セスし、 フォーマッ ト し、 返すこ と もできます。

• サーバー側の include を使用して HTML ページにサーブレッ ト を組み込みます。

• サーブレッ ト をチェーン化して、 各サーブレッ トが先行のサーブレッ トの出力を

処理できるよ うにします。

このほかに、 JRun は動的に JSP を  Java サーブレッ トに変換します。

Java サーブレッ トサーブレッ トサーブレッ トサーブレッ ト  API バージ ョ ンバージ ョ ンバージ ョ ンバージ ョ ン 2.2
JRun バージョ ン 3.0 は、Java サーブレッ ト  API バージョ ン 2.2 を完全にサポート します。
バージ ョ ン  2.2 には次のよ うな特長があ り ます。

• 新しいメ ソ ッ ド

• 認証と承認のサポート

• 要求の送信の機能強化

• 応答バッファ

• Web アプリ ケーシ ョ ン

サーブレッ ト  API の詳細については、 http://java.sun.com/products/servlet/ を参照
して ください。
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基本サーブレッ ト基本サーブレッ ト基本サーブレッ ト基本サーブレッ ト  クラスおよびインターフェイスクラスおよびインターフェイスクラスおよびインターフェイスクラスおよびインターフェイス

次の図のよ う に、 サーブレッ ト  API は java.io、 java.lang、 javax.servlet、 および
javax.http.servlet パッケージからのク ラスおよびインターフェイスを使用します。

サーブレ ッ ト  API のク ラ ス、 インターフェ イ ス、 および例外の詳細については、
221ページの第 19 章 「サーブレッ ト  API の基本情報」 を参照して ください。
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サーブレッ トのライフサイクルサーブレッ トのライフサイクルサーブレッ トのライフサイクルサーブレッ トのライフサイクル

サーブレッ トのライフサイクルには、 次の図のよ うにい くつかの段階があ り ます。

初期化段階で、 JRun はサーブレッ トの init メ ソ ッ ドを使用します。init メ ソ ッ ドは
一度だけ呼び出されます。 したがって、サーブレッ ト を呼び出すたびに貴重な リ ソース
を割り当てる必要はあ り ません。 init メ ソ ッ ドは、 サーブレ ッ トがそのラ イフサイ
クル中に必要とする リ ソースを割り当てるために使用します。 JRun は、 起動時 (JMC
内で有効にされている場合) または最初のクライアン ト要求を受け取ったと きに init
メ ソ ッ ドを呼び出します。

サーブレッ ト  ク ラス内で init メ ソ ッ ドを書き換える必要はあ り ません。 初期化時に
何らかのタイプの処理を実行する場合にのみ、 このメ ソ ッ ドを書き換えます。 
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サーブレ ッ トが受信したすべての要求を処理した と き、 要求処理段階に入 り ます。
JRun は、サーブレッ トがどのクラスを展開したかによって、要求を  service メ ソ ッ ド、
または doXxx メ ソ ッ ドへ送り ます。

• GenericServlet サーブレッ ト が GenericServlet を展開した場合、処理は service
メ ソッ ド を書き換えるこ と によって実行されます。

• HttpServlet サーブレッ トが HttpServlet を展開した場合、 処理は想定している
HTTP 要求タイプに対応する  doXxx メ ソ ッ ドを書き換えるこ とによって実行され
ます。たとえば、サーブレッ トで HTTP GET 要求を処理する doGet メ ソ ッ ドをコー
ディングします。

これらのク ラスの詳細については、227ページの第 20 章 「Java サーブレッ ト  API によ
るプログラ ミ ング」 を参照して ください。

メモメモメモメモ

JRun は、 各サーブレ ッ ト のインス タンスをそのク ラ ス名ではな く、 エイリ アスに
よって管理します。 サーブレッ ト のエイ リ アスを定義していない場合、 JRun は動的に
エイ リ アスを作成します。 エイ リ アスを登録名または基準名と も言います。

JRun サーバーをシャ ッ トダウンしたと き、 または JRun サーバーが変更されたサーブ
レッ ト を再ロード した と き、 JRun はサーブレ ッ ト を メモ リ からアンロード します。
アンロード時に、サーブレッ トは破棄段階に入り ます。破棄要求の開始時に、 JRun は
destroy メ ソ ッ ド を呼び出します。destroy メ ソ ッ ド 内で、サーバーが使用していたリ
ソースの割り当てを解放できます。destroy メ ソ ッ ドが呼び出される と、ク ラスをガー
ベッジ コレクシ ョ ンに入れる こ とができます。
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同期化同期化同期化同期化

通常、サーブレッ ト開発者はサーブレッ ト  インスタンス との関連で同期化を認識して
いますが、 実際の作業を実行するのはスレッ ドです。 多くのスレッ ドが同時に実行さ
れるこ と もあ り ます。 

各イ ンス タ ンスは複数のスレッ ド で実行さ れる可能性があるため、 オブジェ ク ト
ス コープ変数やその他の共有リ ソースでの同期化の問題を認識する必要があ り ます。
同期化とは、 1 つのコードをシングルスレッ ド と して実行させる こ とです。 スレッ ド
管理は、 JMC を使用して、 各 JVM に別々のスレ ッ ド  パラ メータを指定する こ とに
よって制御します。 

メモメモメモメモ

スレ ッ ド管理は高度な操作であるため、 本書では扱いません。 詳細については、 Java
スレッ ド管理に関する市販の解説書を参照して ください。

ク ラススコープ インスタンス変数の同時アクセスを防止するには多くの方法があ り
ます。 以下はその例です。

• キーワード  synchronized を doXxx メ ソ ッ ドのシグネチャに含める  (この方法は
お勧めしません )

• オブジェク ト スコープ変数を更新する行を同期化する

• SingleThreadModel インターフェイスを実装する

• オブジェク ト スコープ変数にアクセスする メ ソ ッ ドを同期化する

次のサブセクシ ョ ンでこれらのテクニッ クについて説明します。

メ ソ ッ ドメ ソ ッ ドメ ソ ッ ドメ ソ ッ ド  シグネチャでのシグネチャでのシグネチャでのシグネチャでの synchronized キーワードの使用キーワードの使用キーワードの使用キーワードの使用

メ ソ ッ ド  シグネチャで synchronized キーワードを使用するこ とで、 メ ソ ッ ド全体へ
のアクセスを同期化できます。

...
public class TestCaller extends HttpServlet
{

int visitorCounter = 0;

// コンセプ トの説明のみを目的と した例なので、 実際には実行しないで ください。
public synchronized void doGet(HttpServletRequest servReq, 

HttpServletResponse servRes) throws IOException, ServletException { 
...

メモメモメモメモ

この例は、 コンセプ トについて説明するためのものです。 この同期化テクニッ クは
パフォーマンスを低下させるため、 実際にはほとんど使用しません。
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同期化されたコードの使用同期化されたコードの使用同期化されたコードの使用同期化されたコードの使用

synchronized されたブロッ クを使用して、オブジェク ト スコープ変数へのアクセスを
同期化するこ とができます。

...
int thisCount;
synchronized(this) {

// visitorCount はオブジェク トスコープ変数です。
thisCount = visitorCounter++;

}
out.println("<p>You are visitor number " + thisCount);
...

この例では、同期化されたブロ ッ ク内のカウンタを増分し、それによってオブジェク ト
スコープ変数へのシングルスレッ ド  アクセスを保証します。

SingleThreadModel インターフェイスの使用インターフェイスの使用インターフェイスの使用インターフェイスの使用

SingleThreadModel インターフェイスは JRun に一群のサーブレッ ト  インスタンスを
作成して、それぞれのインスタンスについて同時スレッ ドが service メ ソ ッ ドを実行
しないよ うに指示します。

...
public class testSync extends HttpServlet
implements SingleThreadModel {

...

JRun は SingleThreadModel を実装するサーブレ ッ ト の複数のインスタンスを作成
するため、オブジェク ト スコープ インスタンス変数がすべてのインスタンスについて
同じでなければならない場合、 このテクニッ クは使用できません。 た とえば、 この
テクニッ クを ヒ ッ ト  カウンタには使用できません。 しかし、 オブジェク ト スコープイ
ンスタンス変数を使用しないサーブレッ トの場合、またはオブジェク ト スコープ イン
スタンス変数が異なっても よい場合 (例 : バッフ ァ変数、 データベース接続 ) には、
SingleThreadModel は効果的なテクニッ クです。

オブジェク トスコープ変数にアクセスするメ ソ ッ ドの同期化オブジェク トスコープ変数にアクセスするメ ソ ッ ドの同期化オブジェク トスコープ変数にアクセスするメ ソ ッ ドの同期化オブジェク トスコープ変数にアクセスするメ ソ ッ ドの同期化

オブジェ ク ト スコープ変数へのすべてのアクセスが同期化された メ ソ ッ ドによって
行われるよ うなアクセス方式を実装できます。

...
public class TestSync extends HttpServlet {

int visitorCounter = 0;

public void doGet(HttpServletRequest req, HttpServletResponse res)
throws IOException, ServletException { 
incrementCount();

...
public synchronized void incrementCount() {
visitorCount++;
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}
public synchronized int getCount() {
return visitorCount;

}
...

サーブレッ トのチェーン化サーブレッ トのチェーン化サーブレッ トのチェーン化サーブレッ トのチェーン化

JRun では、 特定の複数のサーブレッ トが常に同じ順序で実行されるよ うに指定でき
ます。 先行のサーブレッ ト の出力が後続のサーブレッ ト の入力と し て渡さ れます。
このテクニッ クによって、サーブレッ ト を必要な数だけチェーン化できます。たとえば、
1 つのサーブレッ トから一連のデータにアクセスし、 それを後続のサーブレッ トに渡
して、 そのサーブレッ トでデータを HTML テーブルの行と列にフォーマッ トできます。

JRun では、 次のいずれかの方法でサーブレッ トのチェーン化を実装できます。

• Explicit サーブレッ ト とその順序を明示的に指定します。
• MIME タイプ 後の各サーブレッ トに MIME タイプを関連付けます。 JRun は、先行
のサーブレッ ト が関連付けられている  MIME を返したと きに、後続のサーブレッ ト
を自動的に実行します。

サーブレッ トサーブレッ トサーブレッ トサーブレッ ト  チェーンの明示的確立チェーンの明示的確立チェーンの明示的確立チェーンの明示的確立

JRun では、 サーブレッ ト を明示的な順序でチェーン化できます。

サーブレッ ト を明示的にチェーン化するにはサーブレッ ト を明示的にチェーン化するにはサーブレッ ト を明示的にチェーン化するにはサーブレッ ト を明示的にチェーン化するには

1 先行のサーブレッ ト と後続のサーブレッ ト をコーディングします。

2 JMC を起動します。

3 適切な JRun サーバーを展開します。

4 Web アプリ ケーシ ョ ン項目を展開します。

5 サーブレ ッ ト のチェーン化を使用するサーブレッ ト を含んでいる  Web アプ リ
ケーシ ョ ンをク リ ッ ク します。

6 [サーブレッ ト定義 ] パネルを表示します。

7 [編集 ] をク リ ッ ク します。

8 チェーン化するサーブレッ ト を定義します。

9 [更新 ] をク リ ッ ク します。

10 [サーブレッ ト  URL のマッピング ] パネルを開きます。

11 [編集 ] をク リ ッ ク します。

12 [仮想パス /拡張子] フィールドで、クライアン トが URL で入力した名前を指定して、
チェーン内の最初のサーブレッ ト を呼び出します。
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13 [呼び出さ れたサーブレッ ト ] フィ ールド で、 チェーンに含めるサーブレッ ト を
カンマ区切り リ スト を使用して指定します。[サーブレッ ト 定義] パネルで指定した
サーブレッ ト名を使用します。

14 [更新 ] をク リ ッ ク します。

JMC の使用の詳細については、 『JRun セッ ト アップ ガイ ド』 を参照して ください。

MIME タイプによるサーブレッ トタイプによるサーブレッ トタイプによるサーブレッ トタイプによるサーブレッ ト  チェーン化の確立チェーン化の確立チェーン化の確立チェーン化の確立

JRun では MIME タイプによってサーブレッ ト のチェーン化を実装できます。 MIME
タイプのチェーン化を使用する場合は、JRun が指定した  MIME タイプを使用する応答
を検出したと きに実行するサーブレッ ト を指定します。

MIME タイプのサーブレッ トのチェーン化を有効にするにはタイプのサーブレッ トのチェーン化を有効にするにはタイプのサーブレッ トのチェーン化を有効にするにはタイプのサーブレッ トのチェーン化を有効にするには

1 特定の MIME タイプの入力を処理するサーブレッ ト をコーディングします。

2 JMC を起動します。

3 適切な JRun サーバーを展開します。

4 Web アプリ ケーシ ョ ン項目を展開します。

5 MIME によるサーブレッ トのチェーン化を有効にする  Web アプリケーシ ョ ンを
ク リ ッ ク します。

6 [MIME チェーン化 ] をク リ ッ ク します。

7 [編集 ] をク リ ッ ク します。

[MIME タイプ設定] ウ ィンド ウが表示されます。

8 MIME タイプを指定します。

9 JRun が関連付けられている  MIME タイプを使用する応答を検出したと きに実行
するサーブレッ ト を指定します。

10 [更新 ] をク リ ッ ク します。

JMC の使用の詳細については、 『JRun セッ ト アップ ガイ ド』 を参照して ください。
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Web アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン

Web アプ リ ケーシ ョ ン とは、 Java サーブレッ ト、 JSP、 JSP タグ ラ イブラ リ、 HTML
ページなどのスタティ ッ ク  コンテンツ、およびその他のサーブレッ トや JSP によって
要求される リ ソースのコレクシ ョ ンです。 Web アプ リ ケーシ ョ ンはあらかじめ定義
されたディ レク ト リ構造に公開されます。詳細については、 15ページの第 2 章 「JRun
プログラ ミ ング モデル」 を参照して ください。

Web アプリ ケーシ ョ ン内のサーブレッ ト と  JSP は、 1 つの ServletContext オブジェ
ク ト を共有します。 ほかのアプリケーシ ョ ンと直接的にデータを共有するこ とはでき
ませんが、 ほかのアプリ ケーシ ョ ンの ServletContext オブジェク トにアクセスする
こ とによって間接的にデータを共有するこ とはできます。 また、同じアプリケーシ ョ ン
内のサーブレッ トは、共通のデータベースをデータ  レポジ ト リ と して使用するこ とに
よってデータを共有できます。

1 つの JRun サーバーで複数の Web アプリケーシ ョ ンをサポートできます。 Web アプ
リ ケーシ ョ ンを開発する と きに検討しなければならない問題の 1 つは、 アプ リ ケー
シ ョ ンの間の境界をどこに設定するかです。言い換えれば、 アプリケーシ ョ ンをほかの
アプリ ケーシ ョ ンと同じ  JRun サーバー内に置く こ とができるか、別の JRun サーバー
内に置かなければならないかとい う問題です。 

それを決定する  1 つの要因はエラー処理です。 同じ  JRun サーバー内のすべての Web
アプ リ ケーシ ョ ンは同じプロセス内で実行されるため、 1 つのアプ リ ケーシ ョ ンの
エラーによって JRun サーバー全体が停止してしまいます。 このエラー処理の影響が
受け入れられない場合は、 アプリ ケーショ ンを別の  JRun サーバーに入れる必要が
あ り ます。

また、それぞれの JRun サーバーに、特定のアプリケーシ ョ ンによって要求されるサー
バー固有の属性を割り当てる こ とができます。 たとえば、 各 JRun サーバーは異なる
JVM を使用できるため、 JVM のタイプによってアプリ ケーシ ョ ンを分離できます。 

最後に、 アプ リ ケーシ ョ ンのセキュ リ テ ィは JRun サーバー レベルで決定されます。
2 つのアプリ ケーショ ンが異なるセキュリ ティ 管理システムを要求する場合は、それら
のアプリ ケーシ ョ ンを別の JRun サーバーに配置する必要があ り ます。

Web アプリ ケーシ ョ ンの詳細については、 第 5 章 を参照して ください。
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サーブレッ ト のチュート リ アルサーブレッ ト のチュート リ アルサーブレッ ト のチュート リ アルサーブレッ ト のチュート リ アル
プログラ ミ ング言語や API の基礎を学ぶための最も効果的な方法は、簡単なプログラム
を開発してみるこ と です。 このチュート リ アルでは、 HelloWorld と いう サーブレッ ト
を開発します。 Java サーブレッ ト  API に関する学習の進行状況に応じてこのプログ
ラムを更新していきます。最終的には Java サーブレッ ト  API のすべての基本的な要素を
組み込んだ、簡単に変更できる大規模なプログラムが完成します。 このチュート リアル
が終わるまでには、API について、また、サーブレッ ト を開発するために必要なツール
についての基本的な知識が習得できます。

メモメモメモメモ

このチュート リ アルでは、 Java を使用してサーブレッ ト を作成する方法について説明
します。 JSP を使用してサーブレッ ト を作成する方法については、 第 7 章を参照して
ください。
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第第第第 1 部部部部
チュート リ アルを開始するにあたって、 まず次のコードを調べてみます。

import java.io.*; 
import javax.servlet.*;
import javax.servlet.http.*;

public class HelloWorld extends HttpServlet {

public void doGet(HttpServletRequest req, HttpServletResponse resp) 
throws IOException, ServletException {
resp.setContentType("text/html");
PrintWriter out = resp.getWriter();
out.println("<html><head><title>Hello</title></head><body>");
out.println("Hello World");
out.println("</body></html>");

} 
}

次のこ とに注意して ください。

• 最初の数行は、 サーブレ ッ ト に必要なすべてのパッケージをインポート します。

import javax.servlet.* と  import javax.servlet.http.* の行はこれまでに
見たこ とがないかも しれません。 これらの項目は Java サーブレ ッ ト  API のパッ
ケージです。 これらのパッケージをインポート するのは、すべてのサーブレッ ト が
サーブレッ ト  インターフェイスを実装する必要があるためです。詳細については、
第 19 章 「サーブレッ ト  API のパッケージ」 を参照して ください。

• HelloWorld プログラムは HttpServlet ク ラスを継承します。 HTTP を使用して
Web ブラウザと通信するサーブレッ トのためにこのクラスを継承します。
HttpServlet は GenericServlet ク ラスを継承しますが、このクラスはあまり 使用
しません。GenericServlet と  HttpServlet の詳細については、 227ページの第 20
章 「Java サーブレッ ト  API によるプログラ ミ ング」 を参照して ください。

• doGet() メ ソ ッ ド の最初のパラメ ータは HttpServletRequest オブジェク ト です。
このオブジェク トは、 サーブレッ トがク ラ イアン ト要求を読み込むこ とができる
よ う に入力スト リ ームを提供します。このサービス  メ ソ ッ ド の 2 番目のパラメ ータ
は、HttpServletResponse オブジェク ト です。このオブジェク ト は、サーブレッ ト
がク ラ イアント に返す応答を作成できるよ う に出力スト リ ームを供給します。詳細
については、 41ページの 「HTTP 要求と応答」 を参照して ください。

• 出力に HTML タグが含まれるため、setContentType() メ ソ ッ ド はサーブレッ ト の
出力の MIME タイプを  text/html に設定します。既定では、 Java サーブレッ トの
出力 MIME タイプは text/html です。 

• getWriter() メ ソ ッ ドは PrintWriter オブジェク トを返します。 このオブジェク ト
は、 サーブレッ トがブラウザにテキス ト を返すこ とができるよ うにします。

• out.println() 行では、 HTML 形式を使用するこ と と 、 文字列「 Hello World」 を

含むテキス ト をブラウザに送信するこ とを指定します。
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これから、 HelloWorld.java とい う名前の Java ソース  フ ァ イルを作成して、 上の
コードをこのファ イルにコピーします。 次に、 サーブレッ ト  ク ラス  ファ イルを作成
するために Java コードをコンパイルします。

次のコマンドを使用して HelloWorld.java をコンパイルします。

javac -classpath c:\jruninstalldirectory\lib\ext\servlet.jar 
HelloWorld.java 

このコマンドは Java サーブレ ッ ト  API からのパッケージをインクルードするための
classpath を指定します。 この例では、 これらのファ イルが Microsoft Windows シス
テムの既定の位置にインス トールされているこ とを想定しています。

コードのコンパイルが完了したら、サーバーが HelloWorld.class ファイルにアクセス
できる よ うに、 このファ イルを適切なディ レク ト リ にコピーします。 既定ではこの
ディ レク ト リ は JRun のインス ト ール ディ レ ク ト リ /servers/default/default-app/

WEB-INF/classes です。異なるサーバーを使用する場合は、 ファ イルを適当なディ レ
ク ト リにコピーして ください。

サーバー名が myhost であれば、 次の URL を使用してこのサーブレッ ト を呼び出し
ます。

http://localhost/servlet/HelloWorld

JRun URL とファ イルの場所の詳細については、 70ページの 「Web アプリケーシ ョ ン
の開発」 を参照して ください。

メモメモメモメモ

サーバーがポート  80 以外のポートで動作している場合、 URL にそのポート番号を含
める必要があ り ます。

次の図はサーブレッ トの出力を示しています。 
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このチュート リアルの 「第 1 部」 の例では、簡単な文字列の値を出力しました。しかし、
実際のサーブレッ トは通常、 パラ メータを通じて入力を受け入れます。

サーブレッ トは 2 つのタ イプのパラ メータを使用します。 要求パラメ ータ と初期化
パラメ ータ です。 このセクシ ョ ンでは要求パラ メータについて説明し、 「第 3 部」 で
初期化パラ メータについて説明します。 

要求パラ メータ  (単にパラ メータ と呼ばれる こ と もある ) を使用して、 サンプル プロ
グラムで単に 「Hello World」 と出力するのでな く、 「Hello <your name>」 と出力で

きます。 

次のコード 例は、getParameter メ ソ ッ ド を使用してパラ メ ータの値を取得する方法を
示しています。 取得し よ う と しているパラ メータの名前が定義されていない場合、
getParameter メ ソ ッ ドはヌル値を返します。

import java.io.*; 
import javax.servlet.*;
import javax.servlet.http.*;

public class HelloWorld2 extends HttpServlet {

public void doGet(HttpServletRequest req, HttpServletResponse resp)
throws IOException, ServletException { 
resp.setContentType("text/html");
String userName;
PrintWriter out = resp.getWriter();
out.println("<html><head><title>Hello</title></head><body>");
if ( (userName = req.getParameter("userName")) != null) 

out.println("Hello " + userName);
else out.println("Hello, who are you?");
out.println("</body></html>");

}
}

こ こまではパラ メータを取得する方法について説明しました。 次は、 パラ メータを
指定する方法について説明します。 パラ メータを指定する最も基本的な方法は、 要求

URL でクエ リ文字列を使用する方法です。 クエ リ文字列を使用して、次のよ うにパラ
メータを指定できます。

http://localhost/servlet/HelloWorld2?userName=Hal 
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次の図はサーブレッ トの出力を示しています。 

パラメ ータを指定するも う  1 つの方法は、SHTML ファ イル内で <servlet> タグを使用
する方法です。

<servlet code="helloWorld2" >
<param name="userName" value="Hal">

</servlet>

このほかに、 HTML フォームなどを使用してパラ メータを指定できます。 HTML
フォームは GET または POST メ ソ ッ ドを使用して Web サーバーにデータを送信でき
ます。 GET と  POST の関係、 およびサーブレッ ト でコーディ ングする方法の詳細につい
ては、 227ページの第 20 章 「Java サーブレッ ト  API によるプログラ ミ ング」 を参照し
てく ださい。
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こ れまで、 要求パラ メ ータ を取得し て指定する方法について説明し ました。 次に、
初期化パラ メータを使用する例について取り上げます。 このセクシ ョ ンでは、 初期化
パラ メータを使用する方法の 1 つと、 サーブレッ ト でそれを取得する方法について
説明します。

特定の Web ページのアクセス回数を記録するカウンタが必要である と想定します。
また、カウンタの値をほかのサーブレッ ト出力と異なるフォン ト  サイズで表示する と
想定します。 これらのタスクを実行するために、 ク ラスの中に counter と  fontSize
とい う  2 つの変数が必要とな り ます。 

次のコード例は、 初期化パラ メータを使用して counter および fontSize を保持する
方法を示しています。

import java.io.*; 
import javax.servlet.*;
import javax.servlet.http.*;

public class UseInitParms extends HttpServlet {
//既定値
private static final int FONTSIZE = 3;
private static final int COUNTER = 0;

//既定の変数
public static int fontSize;
public static int counter;

// 引数を持たない init メ ソ ッ ドをオーバロードするのが最適です。
public void init () throws ServletException {

if ( getInitParameter("fontSize") != null ){
try{

this.fontSize =
Integer.parseInt(getInitParameter("fontSize"));

}
catch (NumberFormatException e){

this.fontSize = this.FONTSIZE;
}

}else this.fontSize = this.FONTSIZE;
if ( getInitParameter("counter") != null ){

try{
this.counter =
Integer.parseInt(getInitParameter("counter"));

}
catch (NumberFormatException e){

this.counter = this.counter;
}

}else this.counter = this.counter;
}

public void doGet(HttpServletRequest req, HttpServletResponse resp)
throws IOException, ServletException { 
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// コンテンツのタイプを設定します。
resp.setContentType("text/html");

String userName;
PrintWriter out = resp.getWriter();
if (req.getParameter("userName") != null) 

userName = req.getParameter("userName");
else userName = new String("Stranger");

out.println("<html><head>Hello " + userName + "</head><body><br>");
out.println("This page has been accessed <font size=+" + fontSize 

+">" + counter++ + "</font> times<br>");
out.println("</body></html>");

}
}

counter と  fontSize はどちら も、 ク ラス定義で既定値が定義されています。 しかし、
公開担当者とシステム管理者はオプシ ョ ンと して初期化パラ メータを使用し、 これら
の既定値を書き換えるこ とができます。 この柔軟性があるため、 サイ トでは任意の値
からカウン ト を開始でき、 また、 カウンタ値の表示のために任意のフォン ト  サイズを
指定できます。

JMC を使用してサーブレッ トの初期化パラ メータを指定します。JMC の使用の詳細に
ついては、 『JRun セッ ト アップ ガイ ド』 を参照して ください。

このチュート リ アルは、 Java の基礎について理解しているこ と を前提と しているため、
定数や変数の宣言については説明しません。 

最初のメ ソ ッ ドは init メ ソ ッ ドです。 init メ ソ ッ ドは、 getInitParameter メ ソ ッ ド
を使用して初期化パラ メータを取得するため、またグローバル変数を初期化するために
使用します。 この例では init メ ソ ッ ドを引数なしで使用します (init(ServletConfig
config) バージ ョ ンを使用する場合、 init メ ソ ッ ドの最初の行は super.init(config)
の呼び出しである必要があります)。

JRun サーバーが再起動されるまで、 またはサーブレッ トが動的に再ロード されるまで、
サーブレッ トはメモ リに保持されます。 また、init メ ソ ッ ドはサーブレッ トがロード
される と きに一度だけ呼び出されるため、グローバル変数は 1 回だけ初期化されます。
グローバル変数は初期化された後、 サーブレ ッ ト のラ イフタ イムが終わるまで利用
可能で、 異なるク ラ イアン ト要求の間で同じステート を保ちます。 

したがって、 init メ ソ ッ ドのコードによって、 公開担当者またはシステム管理者が
JMC を使用して有効な初期化パラ メータを設定した場合、グローバル変数はそれらの
値に設定されます。 初期化パラ メータが設定されなかった場合、 または誤った初期化
パラ メータが設定された場合は、 グローバル変数は既定値 (定数) に設定されます。 

doGet メ ソ ッ ドはその HTML 出力内で fontSize および counter 変数を使用します。
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次の図はサーブレッ トの出力を示しています。 

これで初期化パラ メータを取得する方法は終了です。基本的なサーブレッ トであれば、
自分で作成できるはずです。
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サーブレッ トサーブレッ トサーブレッ トサーブレッ ト  API の基本情報の基本情報の基本情報の基本情報
この章では、 サーブレッ トの作成およびサーブレッ ト  API の基本情報について説明し
ます。
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• サーブレッ ト  API に関する リ ファレンス情報....................................................... 225
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Java サーブレッ トのタイプサーブレッ トのタイプサーブレッ トのタイプサーブレッ トのタイプ

サーブレッ ト を検討する と きは、 javax.servlet.Servlet インターフェイスを実装
するク ラスである必要があ り ます。サーブレッ ト  API には、 このインターフェイスを
実装する ク ラス と、Java サーブレッ ト を作成する と きに拡張するク ラスの 2 つが含ま
れています。

• GenericServlet には、プロ ト コルに依存しない基本サーブレッ ト 機能があり ます。
このクラスを拡張して、HTTP 以外のサービスをコーディ ングしてく ださい。しかし、
通常はク ラスを  HttpServlet から拡張します。

• HttpServlet は GenericServlet を拡張して  HTTP 固有の機能を追加します。ほと
んどのク ラスが HttpServlet を拡張します。 この章では、 ク ラスで HTTP 処理を
実行するこ とを想定します。

サーブレッ トサーブレッ トサーブレッ トサーブレッ ト  API のパッケージのパッケージのパッケージのパッケージ

サーブレッ ト  API は、Sun Microsystems の Java Software Division によって公開された
仕様です。 この仕様には、 Java サーブレッ ト 、 および Java サーブレッ ト をサポート
するサーバーによって要求される ク ラス、 メ ソ ッ ド、 および動作の概要が記載されて
います。 JRun Version 3.0 は、 Java サーブレッ ト  API バージョ ン  2.2 の仕様をサポート し
ています。

サーブレッ ト  API には、 次のパッケージが含まれています。

• javax.servlet 

• javax.servlet.http 

メモメモメモメモ

これらのパッケージに関する  JavaDoc 形式のドキュ メ ン トが JRun の JRun のインス
トール ディ レク ト リ /docs/api ディ レク ト リにあ り ます。 サーブレッ ト  API に関する
その他のマニュアルについては、 http://java.sun.com/products/servlet/ にアクセス
して ください。

javax.servlet
javax.servlet パッケージには、次の表に示すよ うに、すべてのサーブレッ トに適用
されるインターフェイス、 ク ラス、 および例外が含まれています。
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javax.servlet インターフェ イスインターフェ イスインターフェ イスインターフェ イス

次の表は、 javax.servlet に含まれるインターフェイスの概要を示しています。 

javax.servlet クラスクラスクラスクラス

次の表は、 javax.servlet に含まれる ク ラスの概要を示しています。 

インターフェイス 説明

RequestDispatcher 要求の処理を、ほかのサーブレッ ト、JSP、または HTML フ ァ
イルに転送するオブジェク ト を定義します。 また、 応答にほ

かのサーブレッ トの出力を含めることもできます。

Servlet サーブレッ ト  インスタンスを初期化して要求を処理し 、 サー
ブレッ ト  インスタ ンスを破棄するメ ソ ッ ド を定義し ます。
GenericServlet ク ラスはこのインターフ ェ イスを実装し
ます。

ServletConfig サーブレッ ト の init メ ソッ ド に情報を渡すオブジェ クト を
定義します。名前 /値ペア、サーブレッ ト の名前、Web アプリ
ケーショ ンの ServletContext オブジェ ク ト の参照が含ま
れています。

ServletContext サーブレッ ト がサーブレッ ト  コンテナに関する情報にアクセ
スするために使用するメ ソッ ド を定義し ます。 また、 アプリ

ケーショ ンの init パラメ ータが含まれています。1 台の仮想マ
シン上の Web アプリ ケーショ ンごとに 1 つの 
ServletContext があります。

ServletRequest クライアント 要求の情報をカプセル化するオブジェ クト を定

義します。 各インスタンスには、 名前 /値ペア、 属性、 および
入力スト リームが含まれています。

ServletResponse クライアント に返す情報をカプセル化するオブジェ クト を定

義します。バイナリ  データまたは文字データを送信できます。
SingleThreadModel 各サーブレッ ト  インスタンスに一度に 1 つの要求だけを実行

させるオブジェ クト を定義し ます。 このインターフェ イスの

詳細については、 JavaDoc API のマニュアルを参照し てく だ
さい。

クラス 説明

GenericServlet プロ ト コルに依存しないサーブレッ ト。 通常はこのクラスで

はな く HttpServlet を使用します。
ServletInputStream クライアン ト要求からバイナリ  データを読み込むためのス

ト リーム。 通常、 このクラスは使用しません。

ServletOutputStream クライアン トにバイナリ  データを送信するためのス ト リー
ム。 通常、 このクラスは使用しません。
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javax.servlet 例外例外例外例外

次の表は、 javax.servlet に含まれる例外の概要を示しています。 

javax.servlet.http
javax.servlet.http パッケージには、 HTTP の機能を要求するサーブレッ トに適用
されるインターフェイスおよびクラスが含まれています。次の表では、 これらについて
説明します。

javax.servlet.http インターフェ イスインターフェ イスインターフェ イスインターフェ イス

次の表は、 javax.servlet.http に含まれるインターフェイスの概要を示します。 

例外 説明

ServletException サーブレッ ト の問題を知らせる一般的な例外

UnavailableException サーブレッ ト が使用可能でないことを示します。この例外は、

一時的または永久的に使用不能であることを示すために使用

できます。

インターフェイス 説明

HttpServletRequest ServletRequest を  HTTP サーブレッ ト 用に拡張します。 こ
のオブジェ クト は、 要求についてクッキー、 属性、 およびそ

の他の情報にアクセスするために使用します。

HttpServletResponse ServletResponse を  HTTP サーブレッ ト 用に拡張します。
このオブジェ クト は、 ブラウザに応答を送信するために使用

します。

HttpSession 複数のページ要求の間で保持されるユーザ情報が含まれてい

ます。 セッ ショ ンはセッ ショ ン  ID をキーと し て識別さ れ、
セッ ショ ン  ID はクッキーまたは URL パラメ ーターに保存さ
れます。

HttpSessionBinding
Listener

オブジェ クト がセッ ショ ンからバインド されたとき、 または

バインド を解除されたと きに、 オブジェ クト にそのことを知

らせます。このインターフェ イスは、セッ ショ ン固有のリ ソー

スを初期化およびクリーンアッ プするために使用します。
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javax.servlet.http クラスクラスクラスクラス

次の表は、 javax.servlet.http に含まれる ク ラスの概要を示しています。 

サーブレッ トサーブレッ トサーブレッ トサーブレッ ト  API に関するリファレンス情報に関するリファレンス情報に関するリファレンス情報に関するリファレンス情報

JRun には詳細なサーブレッ ト  API オンライン文書が添付されています。 これは JRun
のイ ンスト ール ディ レク ト リ /docs/api にあ り ます。 また、 最新の API 文書は http://
java.sun.com/products/servlet からアクセスできます。

クラス 説明

Cookie サーブレッ ト をクライアント  クッキーの作成、 読み取り 、
およ び変更に使用し ま す。 ク ッ キーを 読み取る には、

HttpServletRequest オブジェクト を使用します。 クッキー
を設定するには、HttpServletResponse オブジェクト を使用
します。

HttpServlet HTTP サーブレッ ト を作成するために拡張する抽象クラス。こ
のクラスをすべての Web 指向のサーブレッ ト に使用します。

HttpSessionBindingEvent HttpSessionBindingListener インターフェ イスを実装し
ているオブジェ クト がセッ ショ ンからバインド またはバイン

ド 解除されたときに、 そのオブジェ クト に渡されます。 2 つ
のメ ソッ ド  getName および getSession が含まれています。

HttpUtils 便利なユーティ リ ティ  メ ソッ ド が含まれています。
getRequestURL、parsePostData、parseQueryString など
のメ ソッ ド が含まれています。
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Java サーブレッ トサーブレッ トサーブレッ トサーブレッ ト  API によるによるによるによる

プログラミ ングプログラミ ングプログラミ ングプログラミ ング
この章では、サーブレッ ト  API の基本クラスを使用したプログラ ミ ングの方法について
説明します。 基本的なサーブレ ッ ト の概念については、 203ページの第 17 章 「Java
サーブレッ トの処理」 を参照して ください。その他のコーディング テクニッ クについ
ては、 237ページの第 21 章 「サーブレッ トの例」 を参照して ください。

目次目次目次目次

• GenericServlet ク ラスにおける メ ソ ッ ドのコーディング .................................... 228

• HttpServlet ク ラスにおける メ ソ ッ ドのコーディング .......................................... 232
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GenericServlet クラスにおけるメソ ッ ドのコーディングクラスにおけるメソ ッ ドのコーディングクラスにおけるメソ ッ ドのコーディングクラスにおけるメソ ッ ドのコーディング 
GenericServlet ク ラスでは、Servlet インターフェイスを実装するこ と によ り 、HTTP
ではないサーブレッ ト に機能を提供します。HttpServlet ク ラスは GenericServlet を
書き換えるため、 これらのメ ソ ッ ド は HttpServlet を拡張するサーブレッ ト でも使用
できます。

アプリ ケーシ ョ ンで GenericServlet ク ラスを拡張する場合、 このク ラスは service
メ ソ ッ ドを書き換えます。必要に応じて、 getServletInfo、 init、 destroy メ ソ ッ ド
が書き換えられる こ と もあ り ます。 さ らに、 GenericServlet ク ラ スには、 サーブ
レッ ト 、 要求、 およびアプリケーシ ョ ン情報にアクセスするためのメ ソ ッ ドが含まれ
ています。

service メ ソ ッ ドの書き換えメ ソ ッ ドの書き換えメ ソ ッ ドの書き換えメ ソ ッ ドの書き換え

JRun では、 サーブレッ トが要求されるたびに、 service メ ソ ッ ドが呼び出されます。
GenericServlet を拡張するサーブレッ トは、 service メ ソ ッ ドを書き換えます。

service メ ソ ッ ドで使用できるパラ メータは次のとおりです。

• ServletRequest。 ク ラ イアン ト要求に関する情報が含まれます。

• ServletResponse。 ク ラ イアン トにデータを返すこ とができます。

次の例では、service メ ソ ッ ド を書き換えます。通常、サーブレッ ト によ り 拡張される
のは、GenericServlet ではな く、HttpServlet ク ラスであるこ とに注意して ください。

import java.io.*; 
import javax.servlet.*;
import javax.servlet.http.*;

public class HelloPlainText extends GenericServlet {

public void service(ServletRequest req, ServletResponse resp) 
throws IOException, ServletException { 
PrintWriter out = resp.getWriter();
out.println("Hello World.Plain text version.");

} 
}
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getServletInfo メ ソ ッ ド、メ ソ ッ ド、メ ソ ッ ド、メ ソ ッ ド、 init メ ソ ッ ド、 およびメソ ッ ド、 およびメソ ッ ド、 およびメソ ッ ド、 および destroy メ ソ ッ ドのメ ソ ッ ドのメ ソ ッ ドのメ ソ ッ ドの

書き換え書き換え書き換え書き換え

GenericServlet ク ラスには、サーブレッ ト に特定の機能を提供するために書き換える
こ とができる メ ソ ッ ドが含まれています。

• getServletInfo。 このメ ソ ッ ドを使用して、 サーブレッ ト を説明できます。

• init。サーブレッ トがロード される と、JRun によって呼び出される メ ソ ッ ドです。

• destroy。サーブレッ ト をアンロードする前に、JRunによって呼び出されるメ ソッ ド
です。

getServletInfo メ ソッ ド のコーディ ングメ ソッ ド のコーディ ングメ ソッ ド のコーディ ングメ ソッ ド のコーディ ング

getServletInfo はオプシ ョ ンのメ ソ ッ ドで、 ほかのク ラスから呼び出して、 サーブ
レッ ト の説明にアク セスするために使用でき ます。 こ のメ ソ ッ ド は引数を取らず、
次の例のよ うに String を返します。

public String getServletInfo() {
String infoMessage = "EIS Servlet.Version 1.1";
return infoMessage;

}

init メ ソッ ド のコーディ ングメ ソッ ド のコーディ ングメ ソッ ド のコーディ ングメ ソッ ド のコーディ ング

JRun では、 サーブレッ トが最初にロード されたと きに init メ ソ ッ ドが呼び出される
ので、データベース接続や、 その他のグローバル変数、参照など、 1 回だけ行う 必要の
ある設定や初期化ロジッ クをコーディングするこ と もできます。init メ ソ ッ ドを書き
換えるためのオプシ ョ ンには、 次の 2 つがあ り ます。

• public void init(ServletConfig config)  このバージ ョ ンでは、init メ ソ ッ ド
を書き換える場合、 必ず、 先頭行で super.init(config) を呼び出す必要があ り
ます。

• public void init()  このバージ ョ ンでは、init メ ソ ッ ドを書き換えるために、
super.init(config) を呼び出す必要はあ り ません。

次の例では、 init メ ソ ッ ドに引数を与えずに使用しています。

import java.io.*; 
import javax.servlet.*;
import javax.servlet.http.*;

public class UseInitParms extends HttpServlet {

//既定値
private static final int FONTSIZE = 3;
private static final int COUNTER = 0;

//既定の変数
public static int fontSize;
public static int counter;
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public void init () throws ServletException {
// 既定のフォン ト サイズを設定します。
if (getInitParameter("fontSize") != null){

try{
this.fontSize = Integer.parseInt(getInitParameter("fontSize")) ;

}
catch (NumberFormatException e){

this.fontSize = this.FONTSIZE;
}

}else this.fontSize = this.FONTSIZE;
// カウンタを設定します。
if (getInitParameter("counter") != null){

try{
this.counter = Integer.parseInt(getInitParameter("counter")) ;

}
catch (NumberFormatException e){

this.counter = this.counter;
}

}else this.counter = this.counter;
}

 destroy メ ソッ ド のコーディ ングメ ソッ ド のコーディ ングメ ソッ ド のコーディ ングメ ソッ ド のコーディ ング

サーバーからサーブレッ ト をアンロードする前に、 JRun によ り  destroy メ ソ ッ ドが
呼び出されます。 したがって、 データベースの切断やステート管理のよ うな、 アプ リ
ケーシ ョ ン  シャ ッ トダウン ロジッ クをコーディングできます。データベースから切断
するコードの例は次のとおりです。

public void destroy() {
// dbConnection は init メ ソ ッ ドにより設定された
// インスタンス変数であるとします。
if (dbConnection != null) {

dbConnection.close();
}

}



GenericServlet クラスにおけるメソ ッ ドのコーディング 231
サーブレッ ト情報、 要求情報、 およびアプリケーション情報へのアクセスサーブレッ ト情報、 要求情報、 およびアプリケーション情報へのアクセスサーブレッ ト情報、 要求情報、 およびアプリケーション情報へのアクセスサーブレッ ト情報、 要求情報、 およびアプリケーション情報へのアクセス

GenericServlet ク ラスに含まれる次のメ ソ ッ ド を呼び出して、情報やログ  メ ッ セージ
にアクセスできます。

• getInitParameter および getInitParameterNames これらのメ ソ ッ ドを使用して、
サーブレッ トの初期化パラ メータにアクセスできます。

• getServletConfig このメ ソ ッ ドによ り  ServletConfig オブジェク トが返され、
初期化パラメ ータやコンテキスト 情報にアクセスできます。GenericServlet には、
この情報にアクセスするためのメ ソ ッ ドが含まれています。 したがって、 通常、
getServletConfig は使用しません。

• getServletContext このメ ソ ッ ドによ り、 ServletContext オブジェク トが返さ
れるので JRun と対話する メ ソ ッ ドにアクセスできます。 コード例については、
250ページの 「サーブレッ ト  コンテキス トの使用」 を参照して ください。

• log。 ログ ファ イルにメ ッセージが書き込まれます。

初期化パラメ ータの使用初期化パラメ ータの使用初期化パラメ ータの使用初期化パラメ ータの使用

次の例では、getInitParameterNames メ ソ ッ ド と  getInitParameter メ ソ ッ ドの両方
が使用されています。

// これは doGet メ ソ ッ ドの一部であると仮定します。
Enumeration eParmNames = getInitParameterNames();
while (eParmNames.hasMoreElements()) {

String parm = (String) eParmNames.nextElement();
out.println(" " + parm + ":" + getInitParameter(parm) + "<br>");

}

メ ッ セージのロギングメ ッ セージのロギングメ ッ セージのロギングメ ッ セージのロギング

log メ ソ ッ ド を使用して、プログラマが指定したメ ッ セージをサーブレッ ト のホスト に
なっている  JRun サーバーのログ ファ イルに書き込むこ とができます。

メモメモメモメモ

441ページの第 38 章 「ログ」 での説明どおり、記録されるログ情報の分量は自動的に
変わ り ます。 

次の例では、 ユーザのアクセス情報がログに記録されます。

HttpSession thisSession = req.getSession();
String userName = (String)thisSession.getAttribute("name");
if(userName != null) {

out.println("<h2>Welcome " + userName + "</h2>");
// ロギング用の情報を準備
// この例では、 ユーザ名と IP アドレスがログに記録されます。
String logMsg = userName + ", " + req.getRemoteAddr();

log(logMsg);
}
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HttpServlet クラスにおけるメソ ッ ドのコーディングクラスにおけるメソ ッ ドのコーディングクラスにおけるメソ ッ ドのコーディングクラスにおけるメソ ッ ドのコーディング

HttpServlet ク ラスによ り 、GenericServlet ク ラスが拡張されます。開発するサーブ
レッ ト  ク ラスの大半で、 HttpServlet ク ラスが拡張されます。 HttpServlet を使用
し てプロ グラ ミ ングするには、 service メ ソ ッ ド 、 または  HTTP 固有の要求処理
メ ソ ッ ドのどちらかを書き換える必要があ り ます。
• doGet

• doPost

• doPut

• doDelete

• doHead

• doOptions

• doTrace

これらのメ ソ ッ ドで使用できるパラ メータは次のとおりです。

• HttpServletRequest。 HTTP ヘッダと、 その他のク ライアン ト要求情報が含まれ
ています。

• HttpServletResponse。 ブラウザに HTML を返すこ とができます。

service メ ソ ッ ドの書き換えメ ソ ッ ドの書き換えメ ソ ッ ドの書き換えメ ソ ッ ドの書き換え

service メ ソ ッ ドは、 サーブレッ トが要求されるたびに呼び出されます。

• GenericServlet を拡張するサーブレッ トの場合、service メ ソ ッ ドを書き換える
必要があ り ます。 また、 init メ ソ ッ ドや destroy メ ソ ッ ドを書き換えるこ と もで
きます。

• HttpServlet を拡張するサーブレッ トの場合、service メ ソ ッ ドの既定の実装で、
要求が適切な doXxx メ ソ ッ ドに転送されるよ うになっています。たとえば、HTTP
GET 要求が受信される と、 service メ ソ ッ ドによ り、 doGet メ ソ ッ ドが呼び出され
ます。 既定の service メ ソ ッ ドを書き換える場合、 このメ ソ ッ ドで HTTP 要求の
全種類を処理できるよ うになっているか、 または適切な doXxx メ ソ ッ ドに対して
要求をディ スパッチするロジックが含まれている必要があり ます。

doGet メ ソ ッ ドの書き換えメ ソ ッ ドの書き換えメ ソ ッ ドの書き換えメ ソ ッ ドの書き換え

doGet メ ソ ッ ドは、HTTP GET 要求のために呼び出されます。ユーザが URL をタイプ、
リ ン クを ク リ ッ ク、 または method=GET を指定するフォームを送信した場合、 Web
ブラウザによ り  HTTP GET 要求が送信されます。
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次の例で示されているサーブレッ トは、 doGet メ ソ ッ ドを使用して基本情報を表示し
ます。

import java.io.*; 
import javax.servlet.*;
import javax.servlet.http.*;

public class DisplayInfo extends HttpServlet {

public void doGet(HttpServletRequest req, HttpServletResponse resp)
throws IOException, ServletException { 
resp.setContentType("text/html");
PrintWriter out = resp.getWriter();
out.println("<html><head><title>Display Information");
out.println("</title></head><body>");
out.println("<h1>displayInfo Servlet</h1>");
out.println("<h2>Request Information</h2>");
out.println("Scheme:" + req.getScheme() + "<br>");
out.println("Server Name:" + req.getServerName() + "<br>");
out.println("RemoteAddr:" + req.getRemoteAddr() + "<br>");
out.println("RemoteHost:" + req.getRemoteHost() + "<br>");
out.println("Method:" + req.getMethod() + "<br>");
out.println("Query String:" + req.getQueryString() + "<br>");
out.println("Request URI:" + req.getRequestURI() + "<br>");
out.println("Servlet Path:" + req.getServletPath() + "<br>");
out.println("</body></html>");

} 
}

doPost メ ソ ッ ドの書き換えメ ソ ッ ドの書き換えメ ソ ッ ドの書き換えメ ソ ッ ドの書き換え

doPost メ ソ ッ ドは、HTTP POST 要求のために呼び出されます。ユーザが method=POST
を指定するフォームを送信した場合、 Web ブラ ウザによ り  HTTP POST 要求が送信
されます。

以下に示すのは、 POST 要求を通じてサーブレ ッ ト を呼び出す HTML フォームの例
です。

<html>
<head>

<title> Login to the System </title>
</head>

<body bgcolor="Silver">
<h1> Login to the System </h1>

<!-- ログイン フォームの表示 -->
<form action="/servlet/selectionForm" method="POST">
<p>Name:&nbsp;
<input type="Text" name="myName" size="30">
<p>
<input type="Submit" value="Log In">
</form>
</body>
</html>
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次の例にあるサーブレッ トは、 doPost メ ソ ッ ドを使用して、 渡された値にアクセス
しています。

import java.io.*; 
import javax.servlet.*;
import javax.servlet.http.*;

public class selectionForm extends HttpServlet {

public void doPost(HttpServletRequest req, HttpServletResponse resp)
throws IOException, ServletException {
resp.setContentType("text/html"); 
PrintWriter out = resp.getWriter();
String thisName = "Unknown Name";
// ログイン情報からユーザ名を取得します。
String[] attrArray = req.getParameterValues("myName");
// 呼び出し側フォームには、 myName の値が 1 つしかないと想定します。
if(attrArray != null) {

thisName = attrArray[0];
}
out.println("<html><head><title>Choose Information to Display");
out.println("</title></head><body>");
out.println("<h1>Welcome " + thisName + "</h2>");
out.println("<h2>Choose Information to Display</h2>");
// \ を使用して、 二重引用符をエスケープします。
out.println("<form action=\"/servlet/displayInfo\" 

method=\"post\">");
// HTTP 要求情報を表示するチェ ックボッ クス
out.println("<p>Display request information?&nbsp;");
out.println("<input type=\"Checkbox\" name=\"requestInfo\" checked>");
// ク ッキー情報を表示するチェ ックボッ クス
out.println("<p>Display cookies?&nbsp;");
out.println("<input type=\"Checkbox\" name=\"showCookies\" checked>"); 
out.println("<br>");
out.println("<input type=\"Submit\">"); 
out.println("</form>");
out.println("</body></html>");

} 
}
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ほかのほかのほかのほかの HTTP メ ソ ッ ドの書き換えメ ソ ッ ドの書き換えメ ソ ッ ドの書き換えメ ソ ッ ドの書き換え

次の表で説明するよ うに、 HttpServlet ク ラスには、 その他の HTTP 要求タイプを
サポート する メ ソ ッ ド が用意さ れています。 HTTP/1.1 ではすべての要求タ イプが
サポート されていますが、 HTTP/1.0 では GET、 HEAD、 および POST だけがサポー ト
されている点に注意して ください。

要求タイプ メ ソッ ド コ メン ト

DELETE doDelete DELETE 要求の詳細については、HTTP のマニュアルを参照し
てく ださい。

PUT doPut PUT 要求の詳細については、HTTP のマニュアルを参照してく
ださい。

HEAD doHead doGet メ ソッ ド を実行しますが、返されるのはヘッダだけです。
OPTIONS doOptions 既定の実装では、サポート されているオプショ ンの一覧が返さ

れます。 通常、 このメ ソッ ド を書き換える必要はありません。

TRACE doTrace 既定の実装では、 TRACE 要求のヘッダがすべて一覧に表示さ
れます。通常、 このメ ソ ッ ドを書き換える必要はありません。
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サーブレッ ト の例サーブレッ ト の例サーブレッ ト の例サーブレッ ト の例
この章では、 頻繁に使用するサーブレッ ト機能のコード例を示します。
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制御の受け渡し制御の受け渡し制御の受け渡し制御の受け渡し

RequestDispatcher オブジェ ク ト の forward メ ソ ッ ド を使用して、 ほかのサーブ
レッ ト または JSP に制御を渡すこ とができます。 forward メ ソ ッ ドを使用する場合、
呼び出し側のサーブレッ トから出力ス ト リームに書き込むこ とはできません。 必要で
あれば、呼び出し側のサーブレッ トは、ServletRequest オブジェク トの setAttribute
メ ソ ッ ド  (JSP の request オブジェク ト ) を使用して属性を設定する こ とによ り、目的
のサーブレッ ト に情報を渡します。 その場合、 ターゲッ ト  プログラムは次の方法で
属性にアクセスします。

• サーブレッ トは ServletRequest オブジェク トの getAttribute  メ ソ ッ ドによって
これらの属性にアクセスできます。

• JSP は request オブジェク トの getAttribute メ ソ ッ ドによってこれらの属性に
アクセスできます。

RequestDispatcher オブジェク ト の参照は、 getRequestDispatcher メ ソ ッ ド によって
取得します。 このメ ソ ッ ドは ServletContext オブジェク ト と  ServletRequest オブ
ジェク トの両方に含まれています。 唯一の違いは、
ServletRequest.getRequestDispatcher で指定するパス名には先頭のスラ ッシュが
不要なこ とです。 したがって、 相対 URL を使用する こ とができます。
ServletContext.getRequestDispatcher の場合は、 先頭のスラ ッシュが必要です。
次に、 ServletContext.getRequestDispatcher を使用した例を示します。

ほかのサーブレッ トに制御を渡す方法ほかのサーブレッ トに制御を渡す方法ほかのサーブレッ トに制御を渡す方法ほかのサーブレッ トに制御を渡す方法

次の例では、 ほかのサーブレッ トに制御を渡します。

import java.io.*; 
import java.util.*;
import javax.servlet.*;
import javax.servlet.http.*;

public class TestCaller extends HttpServlet {

public void doGet(HttpServletRequest req, HttpServletResponse resp)
throws IOException, ServletException { 
// ServletContext を取得します。
ServletContext sc = this.getServletContext();
// RequestDispatcher で目的のサーブレッ ト をラ ップします。
RequestDispatcher rd = sc.getRequestDispatcher("/servlet/callMe");
if (rd !=null) {

// 制御をサーブレッ トに渡します。
try {
rd.forward(req, resp);
}
catch (Exception e) {

sc.log("Problem invoking servlet.", e);
}

}
}
}
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JSP に制御を渡す方法に制御を渡す方法に制御を渡す方法に制御を渡す方法

RequestDispatcher オブジェク ト を使用して、 JSP に制御を渡すこ とができます。

メモメモメモメモ

この方法を使用する と、 HTML ページに制御を渡すこ と もできます。

次の例では、 JSP に制御を渡します。

import java.io.*; 
import java.util.*;
import javax.servlet.*;
import javax.servlet.http.*;

public class TestCaller extends HttpServlet {

public void doGet(HttpServletRequest req, HttpServletResponse resp)
throws IOException, ServletException { 

// ServletContext を取得します。
ServletContext sc = this.getServletContext();
// RequestDispatcher で JSP をラ ップします。
RequestDispatcher rd = sc.getRequestDispatcher("/test.jsp");
if (rd !=null) {

// JSP に制御を渡します。
try {
rd.forward(req, resp);
}
catch (Exception e) {

sc.log("Problem invoking JSP.", e);
}

}
}
}
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セッシ ョ ンのト ラッキングセッシ ョ ンのト ラッキングセッシ ョ ンのト ラッキングセッシ ョ ンのト ラッキング

HTTP プロト コルはステート レスであるため、Web アプリ ケーショ ンは何らかの方法で、
要求間でセッシ ョ ン情報を保持する必要があ り ます。 したがって、 サーブレ ッ トが
正し く機能するには、どのユーザが要求を送信しているか、そのユーザが Web アプリ
ケーシ ョ ン との対話を開始しているか、 そのユーザが何を実行していたかをサーブ
レッ トが把握している必要があ り ます。

単純な実装ではユーザ名が、 セキュ リ テ ィ保護されている実装ではユーザ名とパス
ワードが、 電子商取引システムではシ ョ ッ ピング  カー トがアプ リ ケーシ ョ ンに記憶
されます。 サーブレ ッ ト  API を使用しないアプ リ ケーシ ョ ンの場合、 通常はアプ リ
ケーシ ョ ン固有の保存メ カニズムを使用してセッシ ョ ン情報を保存し、 非表示の
フォーム  フ ィールド またはク ッキーを通じてキー値をブラウザに返します。 後続の
要求では、 このキー値を使用して前に保存されているセッシ ョ ン情報を取得します。

Java サーブレッ ト 仕様では HttpSession インターフェイスが定義されています。 この
インターフェイスによって、 実装の詳細を把握せずにセッ ショ ン管理を行う こ と がで
きます。 HttpSession インターフェイスは HttpServletRequest ク ラスから取得でき
ます。

getSession メ ソ ッ ドによってセッシ ョ ンを確立し、getAttribute メ ソ ッ ドによって
セッシ ョ ンからの値にアクセスします。

セッシ ョ ンの確立セッシ ョ ンの確立セッシ ョ ンの確立セッシ ョ ンの確立

1 セッシ ョ ンで保存する値を確立します。

public class SelectionForm extends HttpServlet {

public void service(HttpServletRequest req, 
HttpServletResponse resp) 
throws IOException, ServletException {
resp.setContentType(“text/html”);
PrintWriter out = resp.getWriter();
String thisName = "Unknown Name";
// ログイン情報からユーザ名を取得します。
String[] attrArray = req.getParameterValues("myName");
// 呼び出しフォームには、 myName の値が 1 つしかないと想定します。
if(attrArray != null && attrArray.length > 0) {

thisName = attrArray[0];
}

}
...

2 HttpServletRequest オブジェク トの getSession メ ソ ッ ドを呼び出すこ とに
よって新しいセッシ ョ ンを作成します。

// セッシ ョ ンを作成します。
HttpSession thisSession = req.getSession();

3 セッシ ョ ンに属性を割り当てます。

// この例では、 ユーザ名を保存します。
thisSession.setAttribute("name", thisName);
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セッシ ョ ン情報へのアクセスセッシ ョ ン情報へのアクセスセッシ ョ ン情報へのアクセスセッシ ョ ン情報へのアクセス

1 HttpServletRequest オブジェク トの getSession メ ソ ッ ドを呼び出すこ とに
よって session オブジェク トの参照を取得します。

import java.io.*; 
import javax.servlet.*;
import javax.servlet.http.*;

public class DisplayInfo extends HttpServlet {

public void service(HttpServletRequest req, 
HttpServletResponse resp)
throws IOException, ServletException {
resp.setContentType(“text/html”);
PrintWriter out = resp.getWriter();
out.println("<html><head><title>Display Information");
out.println("</title></head><body>");
out.println("<h1>displayInfo Servlet</h1>");
// session オブジェク トからログイン ユーザを取得します。
HttpSession thisSession = req.getSession();

...

2 HttpSession オブジェク トの getAttribute メ ソ ッ ドを使用して希望する属性値
にアクセスします。 必ず結果を適切なタイプに変換して ください。

String userName = (String)thisSession.getAttribute("name");

3 コード内での属性値を使用します。

if(userName != null) {
out.println("<h2>Welcome " + userName + "</h2>");

}
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データベースへのアクセスデータベースへのアクセスデータベースへのアクセスデータベースへのアクセス

JRun データベースには、Java database connectivity API (JDBC) を使用してアクセスし
ます。 JDBC は、 Sun のド ライバ マネージャ と、 JDBC ド ライバ (JDBC-ODBC ブリ ッジ
は Sun によ り提供、 ほかの JDBC ド ラ イバはサードパーティ  ベンダによ り提供 ) を
使用します。 JDBC によ るデータベース  アクセスに慣れていない場合は、 ご使用の
JDBC ド ライバのマニュアル、 または JDBC に関する解説書をお読みください。

JDBC を使用してデータベースにアクセスするには、 ユーザ アプリ ケーシ ョ ンに次の
ものが必要です。

• データベース ド ライバ  Class.forName メ ソ ッ ドを使用してデータベース  ド ラ
イバのインスタンスを生成します。

• データベース接続オブジェクト  DriverManager.getConnection メ ソ ッ ド を使用
して、 Connection オブジェク ト を確立します。

• データベース  URL  データベースの URL には、プロト コル (jdbc)、ド ライバ サブ
プロ ト コル (例 : odbc、 sequelink)、およびデータベースを識別する ド ライバ依存
のデータが含まれています。 データベースの URL のフォーマッ トおよび内容に
ついては、 ご使用のデータベース  ド ラ イバのマニュアルを参照して ください。

• ステート メ ント  オブジェ クト  Statement オブジェク ト 内のメ ソ ッ ド を使用して
SQL ステート メン ト を実行します。

• Result セッ ト  ResultSet オブジェク ト を使用してデータベースから取得した
データを保存したり、 そのデータにアクセスします。

こ こでは、 次の手段でデータベースにアクセスする方法について説明します。

• JDBC-ODBC ブリ ッジ

• JDBC ド ライバ

• JRun データ  ソース  サービス

JDBC-ODBC ブリ ッジの使用ブリ ッジの使用ブリ ッジの使用ブリ ッジの使用

JDBC-ODBC ブリ ッ ジは、 既存の ODBC ド ラ イバをインターフェイスでつなぎ、 デー
タベース  アクセスを提供する  JDBC ド ラ イバです。 Type 1 JDBC ド ラ イバと も呼ばれ
ます。 JDK は JDBC-ODBC ブリ ッジを含んでいるため、データベース  アクセスの概念
の学習に適しています。 しかし、 実際の製品開発にはネイティブの JDBC ド ラ イバを
使用した方が効率的です。

次の例では、 JDBC-ODBC ブリ ッジを使用して cfsnippets データソースにアクセス
します。

import java.sql.*;
import java.io.*; 
import javax.servlet.*;
import javax.servlet.http.*;

public class DbTest extends HttpServlet {

public void doGet(HttpServletRequest req, HttpServletResponse resp)
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throws IOException, ServletException  { 
// まず、 セッ ト アップを行います。
// JDBC ド ライバド ライバド ライバド ライバ

String dbDriverName = "sun.jdbc.odbc.JdbcOdbcDriver";
// 接続接続接続接続 URL
String dbConnectionURL = "jdbc:odbc:cfsnippets";
// 接続オブジェク ト接続オブジェク ト接続オブジェク ト接続オブジェク ト

Connection dbConnection = null;
// ステート メン トステート メン トステート メン トステート メン ト  オブジェク トオブジェ ク トオブジェ ク トオブジェ ク ト

 Statement dbStatement = null;
// 実行する実行する実行する実行する SQL ステート メン トステート メン トステート メン トステート メン ト

String sqlStatement = "Select * from Courses";
// 結果セッ ト結果セッ ト結果セッ ト結果セッ ト  オブジェク トオブジェク トオブジェク トオブジェク ト

ResultSet dbResultSet = null;

// サーブレッ ト出力を開始します。
PrintWriter out = resp.getWriter();
resp.setContentType("text/html");
out.println("<html><head><title>DB Test</title></head><body>");
out.println("<h1>Database Test</h1>");

// db アクセス コードを開始します。
try {
// JDBC ド ライバド ライバド ライバド ライバ インスタンスを作成します。インスタンスを作成します。インスタンスを作成します。インスタンスを作成します。

Class.forName(dbDriverName).newInstance();

// db 接続を作成します。接続を作成します。接続を作成します。接続を作成します。

dbConnection = DriverManager.getConnection(dbConnectionURL);

// ステート メン トステート メン トステート メン トステート メン ト  オブジェク ト を作成します。オブジェク ト を作成します。オブジェク ト を作成します。オブジェク ト を作成します。

dbStatement = dbConnection.createStatement();

// クエリを実行します。クエリを実行します。クエリを実行します。クエリを実行します。

dbResultSet = dbStatement.executeQuery(sqlStatement);

// 列ヘッダを表示します。
ResultSetMetaData rsMetaData = dbResultSet.getMetaData()
int colCount = rsMetaData.getColumnCount();
// 結果をテーブルに表示します。
// テーブルを開始します。
out.println("<table>");

// 新しい行を開始します。
String thisLine = "";
for (int i = 0; i < colCount; i++) {

thisLine += "<th>";
// 1 を基準と した列ヘッダ
thisLine += rsMetaData.getColumnLabel(i + 1);
thisLine += "</th>";

}
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// ヘッダを表示します。
out.println("<tr>" + thisLine + "</tr>");

// 結果セッ ト を表示します。
int rows = 0;

// 結果セッ ト をステップスルーします。
while (dbResultSet.next()) {

rows++;

// 行の内容を表示します。
thisLine = "";
for (int i = 0; i < colCount; i++) {

// 1 を基準と した列のインデックス
thisLine += "<td>";
thisLine += dbResultSet.getString(i +1);
thisLine += "</td>";

} // for を終了します。
out.println("<tr>" + thisLine + "</tr>");

} // while を終了します。
// テーブルを終了します。
out.println("</table>");

} // try を終了します。
catch (Exception e){

out.println("<p>Exception in main try block");
e.printStackTrace();

}

// すべてにこの処理を実行します。
finally {

// ク リーンアップ
try {

if (dbResultSet != null) {
dbResultSet.close();

}
if (dbStatement != null) {

dbStatement.close();
}
if (dbConnection != null) {

dbConnection.close();
}

}
catch (SQLException sqlex) {

out.println("<p>SQL exception in finally block");
sqlex.printStackTrace();

}
} // finally を終了します。

// サーブレッ ト出力を終了します。
out.println("</body></html>");

} 
}
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JDBC ド ライバの使用ドライバの使用ドライバの使用ドライバの使用

JDBC-ODBC ブ リ ッジは ODBC ド ラ イバを通じてデータベースにアクセスします。
また、 ネイテ ィブの JDBC ド ラ イバを使用する こ と もできます。 次の一覧は種々の
タイプの JDBC ド ラ イバを示しています。

• ネイテ ィブ API ド ライバ Type 2 のド ライバと も呼ばれます。 これは Java
コードをネイティブ データベース  ラ イブラ リで ラ ップします。 Type 2 のド ラ
イバを使用するには、 JRun はデータベース  ク ラ イアン トの API ライブラ リに
アクセスできる必要があ り ます。

• ネッ ト  プロ ト コル ド ライバ Type 3 のド ライバと も呼ばれます。 これは汎用
ネッ ト ワーク  プロ ト コルと ミ ドルウェア コンポーネン ト を使用してデータ
ベースと通信します。

• ネッ ト  プロ ト コル ド ライバ Type 4 のド ライバと も呼ばれます。 これはデー
タベース固有のネイティブ プロ ト コルを使用してデータベースと通信します。

JDBC ド ラ イバを使用していると きに作成するコード は、 JDBC-ODBC ブリ ッ ジで使用
するコード と似ています。 唯一の違いは、 次のスニペッ トに示されているよ うにド ラ
イバ ク ラス とデータベース  URL です。

import java.sql.*;
import java.io.*; 
import javax.servlet.*;
import javax.servlet.http.*;

public class DbTest extends HttpServlet {

public void doGet(HttpServletRequest req, HttpServletResponse resp)
throws IOException,
ServletException { 
// JDBC ド ライバ
String dbDriverName = "intersolv.jdbc.sequelink.SequeLinkDriver";
// 接続 URL
String dbConnectionURL = "jdbc:sequelink://DBSRV:8300/

[SQL SERVER];Database=cfsnippets";
// 残りのコードは、 JDBC-ODBC ブリ ッジの例と同じです。
// 接続オブジェク ト
Connection dbConnection = null;
// ステート メン ト  オブジェク ト
Statement dbStatement = null;
// 実行する SQL ステート メン ト
String sqlStatement = "Select * from Courses";
// 結果セッ ト オブジェク ト
ResultSet dbResultSet = null;
...
// db アクセス コードを開始します。
try {

// JDBC ド ライバ インスタンスを作成します。
Class.forName(dbDriverName).newInstance();
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// db 接続を作成します。
dbConnection = DriverManager.getConnection(dbConnectionURL);

// ステート メン ト  オブジェク ト を作成します。
dbStatement = dbConnection.createStatement();

// クエリを実行します。
dbResultSet = dbStatement.executeQuery(sqlStatement);

...

JRun データデータデータデータ  ソースソースソースソース サービスの使用サービスの使用サービスの使用サービスの使用

JRun データ  ソース  サービスを使用する と、 JRun 内の JDBC データソースを定義でき
ます。 コード では、 JDBC ド ライバ情報をハード コード 化する代わり に、データソース
名を使用してデータベースを参照します。したがって、 JRun でサーブレッ ト を再コン
パイルせずにデータ  ソース情報を変更できます。 JRun データソースでは、オプショ ン
の接続プールに加えて、サーブレッ トの移植性を強化します。 これは、 JRun でお勧め
するデータベースへのアクセス方法です。

JRun でデータ  ソースを定義する方法については、『 JRun セッ ト アップ ガイド 』 を参照
して ください。

次のコード例では、 JRun データ  ソース  サービスを使用して JDBC  データ  ソース情報
にアクセスします。

import java.sql.*;
import javax.sql.*;
import javax.naming.*;
import java.io.*; 
import javax.servlet.*;
import javax.servlet.http.*;

public class DbTest extends HttpServlet {

public void doGet(HttpServletRequest req, HttpServletResponse resp)
throws IOException, ServletException { 
// JRun データ ソース サービスで定義された名前
String dsName = "cfsnippetsJRun";

// 接続オブジェク ト
Connection dbConnection = null;
// ステート メン ト  オブジェク ト
Statement dbStatement = null;
// 実行する SQL ステート メン ト
String sqlStatement = "Select * from Courses";
// 結果セッ ト オブジェク ト
ResultSet dbResultSet = null;
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// サーブレッ ト出力を開始します。
PrintWriter out = resp.getWriter();
resp.setContentType("text/html");
out.println("<html><head><title>Database Test</title>");
out.println("</head><body>");
out.println("<h1>Database Test</h1>");

// db アクセス コードを開始します。
try {
// JNDI InitialContext オブジェク ト を定義します。オブジェ ク ト を定義します。オブジェ ク ト を定義します。オブジェ ク ト を定義します。

InitialContext ctx = new InitialContext();
// InitialContext でデータでデータでデータでデータ ソースを検索します。ソースを検索します。ソースを検索します。ソースを検索します。

DataSource ds = (DataSource)ctx.lookup("java:comp/env/jdbc/" + 
dsName);

dbConnection = ds.getConnection();

// ステート メン ト  オブジェク ト を作成します。
dbStatement = dbConnection.createStatement();

// クエリを実行します。
dbResultSet = dbStatement.executeQuery(sqlStatement);

// 列ヘッダを表示します。
ResultSetMetaData rsMetaData = dbResultSet.getMetaData()
int colCount = rsMetaData.getColumnCount();
// 結果をテーブルに表示します。
// テーブルを開始します。
out.println("<table>");

// 新しい行を開始します。
String thisLine = "";
for (int i = 0; i < colCount; i++) {

thisLine += "<th>";
// 1 を基準と した列ヘッダ
thisLine += rsMetaData.getColumnLabel(i + 1);
thisLine += "</th>";

}
// ヘッダを表示します。
out.println("<tr>" + thisLine + "</tr>");

// 結果セッ ト を表示します。
int rows = 0;

// 結果セッ ト をステップスルーします。
while (dbResultSet.next()) {

rows++;



248 第 21 章 サーブレッ トの例
// 行の内容を表示します。
thisLine = "";
for (int i = 0; i < colCount; i++) {

// 1 を基準と した列のインデックス
thisLine += "<td>";
thisLine += dbResultSet.getString(i +1);
thisLine += "</td>";
out.println("<tr>" + thisLine + "</tr>");

}
// テーブルを終了します。
out.println("</table>");

}
}
catch (Exception e){

out.println("<p>Exception in main try block");
e.printStackTrace();

}
// すべてにこの処理を実行します。
finally {

// ク リーン アップ
try {

if (dbResultSet != null) {
dbResultSet.close();

}
if (dbStatement != null) {

dbStatement.close();
}
if (dbConnection != null) {

dbConnection.close();
}

}
catch (SQLException sqlex) {

out.println("<p>SQL exception in finally block");
sqlex.printStackTrace();

}
}

// サーブレッ ト出力を終了します。
out.println("</body></html>");

} 
}
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クッキーの処理クッキーの処理クッキーの処理クッキーの処理

ク ッキーは、 サーバー側のアプリケーシ ョ ンが個別のブラウザに情報を保存するため
に使用する一般的な手段です。 ブラウザに保存されたク ッキーはサーバー側アプ リ
ケーシ ョ ンで取得できます。ク ッキーを使用する こ とによって、Web アプ リ ケーシ ョ
ンで各ブラウザで使用する変数を作成できます。 そのよ うな変数にユーザ名または最
後にアクセスした日付を含めるこ とができます。 ク ッキーによるセッシ ョ ン記録を有
効にした場合、 JRun は jsessionid とい う名前のセッシ ョ ン  ト ラ ッキング ク ッキー
を作成します (JMC でク ッキーの名前を指定するこ と もできます )。

ク ッキーは、ステート レスである  HTTP プロ ト コルを補完するパーシスタンス  メカニ
ズムを提供します。 ク ッキーには一時的ク ッキーと永久的ク ッキーがあ り ます。

• 一時的クッキー ブラウザ インスタンスを終了するまで有効です。一時的ク ッ キー
は、 セキュ リ テ ィ保護されたシステムへのアクセスの認証の際にユーザの名前と
パスワードを保持するのに適しています。 既定では、 サーブレッ ト  API は一時的
ク ッキーを作成します。

• 永久的クッキー 期限切れになるか削除されるまで有効です。永久的ク ッキーは、

ユーザ名や最後にアク セスし た日付などの情報を保持するのに適し ています。
永久的ク ッキーを作成するには、 cookie オブジェ ク ト の setMaxAge メ ソ ッ ドを
使用します。

ク ッキーは現在、 市販のほとんどのブラウザでサポート されていますが、 サポートの
内容がブラウザによって異な り ます。 また、 ク ライアン トはブラウザの設定によって
ク ッキーのサポート を無効にするこ と もできます。 

ク ッキーを確立するにはクッキーを確立するにはクッキーを確立するにはクッキーを確立するには

1 ク ッキーで保存する値を確立します。

Date dt = new Date();
String todayString = dt.toString();

2 新しい Cookie オブジェク ト を作成します。

// ク ッキー インスタンスを作成します。
// この例では、 現在の日付と時刻を保存します。
Cookie lastVisit = new Cookie("lastVisit", todayString);

3 クッキー オブジェク ト をサーブレッ ト の応答オブジェク ト に関連付けることによって
ク ッキーをブラウザに返します。

resp.addCookie(lastVisit);
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ク ッキーにアクセスするにはクッキーにアクセスするにはクッキーにアクセスするにはクッキーにアクセスするには

1 ク ッキーにアクセスするには、 HttpServletRequest オブジェク トの getCookies
メ ソ ッ ドを使用します。

Cookie[] myCookies = req.getCookies();

2 Cookie オブジェク ト の getName および getValue メ ソ ッ ドを使用してク ッキー
およびその値にアクセスします。 この例では、 ク ッキーの名前およびそれに関連
付けられている値を表示します。

for(int i=0; i<myCookies.length; i++) {
out.println("Cookie name:" + myCookies[i].getName());
out.println(" Value:" + myCookies[i].getValue() + "<br>");

}

サーブレッ トサーブレッ トサーブレッ トサーブレッ ト  コンテキストの使用コンテキストの使用コンテキストの使用コンテキストの使用

ServletContext オブジェク ト を使用して、 アプ リ ケーシ ョ ンに関する情報を保存し
たり、 次の環境情報にアクセスできます。

• 初期化パラ メータ

• MIME タイプ

• バージ ョ ン情報

• パス情報

サーブレッ トは getServletContext メ ソ ッ ドを使用して ServletContext オブジェ
ク トの参照を取得します。

この例では、 い くつかのサーブレッ ト  コンテキス ト情報を表示します。

import java.io.*; 
import java.util.Date;
import javax.servlet.*;
import javax.servlet.http.*;

public class GetServletContextInfo extends HttpServlet {

public void doGet(HttpServletRequest req, HttpServletResponse resp)
throws IOException, ServletException { 

// 戻り値のタイプを設定します。
resp.setContentType("text/html");
PrintWriter out = resp.getWriter();
out.println("<html><head><title>Servlet Context</title>");
out.println("</head><body>");
out.println("<h1>Servlet Context Information</h1>");

// ServletContext 情報を取得します。
ServletContext scntxt = this.getServletContext();
// サーバー情報
out.println("Server information:"+ scntxt.getServerInfo() + "<br>");
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// メジャー /マイナー バージ ョ ン
int majorVersion = scntxt.getMajorVersion();
int minorVersion = scntxt.getMinorVersion();
out.println("Major version:" + majorVersion + "<br>");
out.println("Minor version:" + minorVersion + "<br>");
// init パラ メータがある場合は取得します。
java.util.Enumeration parmEnum = scntxt.getInitParameterNames();
if (parmEnum.hasMoreElements()) { 

out.println("<h2>ServletContext Parameters</h2>");
}
while (parmEnum.hasMoreElements()) {

String name = (String)parmEnum.nextElement();
out.println("<b>"+name+":&nbsp;</b>");
out.println(scntxt.getInitParameter(name) + "<br>");

}
// ServletContext 属性
java.util.Enumeration attrEnum = scntxt.getAttributeNames();
if (attrEnum.hasMoreElements()) { 

out.println("<h2>ServletContext Attributes</h2>");
}
while (attrEnum.hasMoreElements()) {

// 常に属性を適切なクラスに割り当てます。
String attrName = (String)attrEnum.nextElement();
out.println("<b>" + attrName + ":&nbsp;</b>");
out.println(scntxt.getAttribute(attrName) + "<br>");

}
// サーブレッ トの実際のパスを取得します。
String path = req.getServletPath();
out.println("<b>Full servlet path:</b>");
out.println(scntxt.getRealPath(path) + "<br>");
// ServletContext のログを記録します。
Date now = new Date();
scntxt.log("Testing ServletContext:" + now);

out.println("</body></html>");
} 
}
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ほかのファイルからのコンテンツのインクルードほかのファイルからのコンテンツのインクルードほかのファイルからのコンテンツのインクルードほかのファイルからのコンテンツのインクルード

次の方法で、 サーブレッ トにコンテンツをインクルードできます。

• RequestDispatcher オブジェク トの include メ ソ ッ ド

• ServletContext オブジェク トの getResource メ ソ ッ ド

RequestDispatcher オブジェク トの使用方法については、 238ページの 「制御の受け
渡し」 を参照して ください。

include メ ソ ッ ドの使用メソッ ドの使用メソッ ドの使用メソッ ドの使用

RequestDispatcher オブジェク ト の include メ ソ ッ ド を使用してサーブレッ ト に複数
のタイプのコンテンツをインクルードできます。

• テキスト  RequestDispatcher オブジェク トがテキス ト  ファ イルをラ ップして
いる場合、 include メ ソ ッ ドはテキス ト を出力ス ト リームにコピーします。 この
テキス トには HTML タグを含めるこ とができます。

• サーブレッ ト  RequestDispatcher オブジェク トがサーブレッ ト をラ ップして
いる場合、 include メ ソ ッ ドはサーブレッ ト を呼び出します。

• JSP  RequestDispatcher オブジェク トが JSP をラ ップしている場合、 include

メ ソ ッ ドは JSP を呼び出します。

include メ ソ ッ ドを使用する と き、 呼び出し側サーブレ ッ トは include メ ソ ッ ドを
呼び出す前と後に ServletOutputStream、PrintWriter、 または out に書き込むこ と
ができます(out は JSP の場合のみ)。 必要な場合は、 ServletRequest オブジェク トの
setAttribute メ ソ ッ ドを使用してターゲッ トのサーブレッ ト または JSP に情報を渡す
こ とができます。 238ページの 「制御の受け渡し」 を参照して ください。

次の例では、 サーブレッ ト をインクルード します。
import java.io.*; 
import javax.servlet.*;
import javax.servlet.http.*;

public class TestCallerInclude extends HttpServlet {

public void doGet(HttpServletRequest req, HttpServletResponse resp)
throws IOException, ServletException { 
resp.setContentType("text/html");
PrintWriter out = resp.getWriter();
out.println("<html><head><title>Calling Another Servlet");
out.println("</title></head><body>");
out.println("<h1>Calling Another Servlet</h1>");
out.println("<p>This text comes from testCallerInclude.");
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// ServletContext を取得します。
ServletContext sc = this.getServletContext();
// RequestDispatcher でサーブレッ ト をラ ップします。
RequestDispatcher rd = sc.getRequestDispatcher("/servlet/includeMe");
if (rd !=null) {

// サーブレッ ト をインクルード します。
try {

// インクルード されたサーブレッ トの制御は、 それ自体のバッファにしかありません。インクルード されたサーブレッ トの制御は、 それ自体のバッファにしかありません。インクルード されたサーブレッ トの制御は、 それ自体のバッファにしかありません。インクルード されたサーブレッ トの制御は、 それ自体のバッファにしかありません。

// したがって、 呼び出し側サーブレッ トのバッ ファにアクセスできません。
rd.include(req, resp);
}
catch (Exception e) {

sc.log("Problem invoking servlet.", e);
}

}
// HTML を終了します。
out.println("</body></html>"); 

}
}

getResource メ ソ ッ ドの使用メソッ ドの使用メソッ ドの使用メソッ ドの使用

ServletContext オブジェ ク ト の getResource メ ソ ッ ドを使用してサーブレ ッ ト に
コンテンツをインクルード します。 getResource メ ソ ッ ドは URL オブジェ ク ト を返
します。その後は、この URL オブジェク ト を使用してコンテンツにアクセスできます。
URL オブジェク ト を使用する利点は、ブラウザに返す前にコンテンツを解析できるこ と
です。

次の例では、 getResource メ ソ ッ ドによってコンテンツをインクルード します。

import java.io.*; 
import java.net.*;
import javax.servlet.*;
import javax.servlet.http.*;

public class TestGetResource extends HttpServlet {

public void doGet(HttpServletRequest req, HttpServletResponse resp)
throws IOException, ServletException { 
resp.setContentType("text/html");
ServletOutputStream out = resp.getOutputStream();
out.println("<html><head><title>Including Content");
out.println("</title></head><body>");
out.println("<h1>Including Content through getResource</h1>");
out.println("<p>This text comes from the calling class.");
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// ServletContext を取得します。
ServletContext sc = this.getServletContext();
try {

// リ ソースを取得します。
URL u = sc.getResource("/includedText.htm");
if (u !=null) {

// コンテンツにアクセスし、 InputStream に割り当てます。
InputStream in = (InputStream)u.getContent();
byte[] buf = new byte[255];
int numRead = in.read(buf);
while(numRead != -1){

out.write(buf, 0, numRead);
numRead = in.read(buf);

}
}else {

out.println("<p>u was null");
}

}
catch (Exception e) {

sc.log("Problem including content.", e);
}
// HTML を終了します。
out.println("</body></html>"); 

}
}
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カスタムカスタムカスタムカスタム タグとタグタグとタグタグとタグタグとタグ ライブラリライブラリライブラリライブラリ

の作成の作成の作成の作成
この章では、 カスタム タグと タグ ラ イブラ リ を利用して JSP をよ り使いやす くする
方法について説明します。

目次目次目次目次
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• タグ ラ イブラ リのコーディング............................................................................. 257
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カスタムカスタムカスタムカスタム タグとタグタグとタグタグとタグタグとタグ ライブラリについてライブラリについてライブラリについてライブラリについて

JavaServer Pages バージ ョ ン  1.1 の仕様書には、 タグ ライブラ リに関するフレーム
ワークが記述されています。 タグ ラ イブラ リは、関連する機能のセッ ト をカプセル化
するために利用できる強力な機能です。JavaServer Pages バージ ョ ン 1.1 の仕様書の詳
細については、 http://java.sun.com/products/jsp/index.html を参照してく ださい。

タグ  ラ イブラ リは、 タグまたはカスタム タグ と呼ばれる  1 つ以上のアクショ ンから
構成され、関連する  Java タグ ハンド ラ  ク ラスでコーディ ングされている処理が、それ
ぞれのタグによって実行されます。 Java 開発者は、 それぞれのカスタム  タグの機能
(属性を含む) を定義し、 タグ  ハンド ラをコーディ ングすると と もに、 タグ  ライブラ リ
記述子 (TLD) ファ イルで、それぞれのカスタム  タグを定義します。TLD ファ イルでは、
タグへの本文の組み込み可能性や必須属性など、 その他の情報も定義します。

この章では、 Java で書かれたタグ  ハンド ラを作成する方法について説明します。また、
JRun には JSP でタグ ハンド ラを作成する機能もあ り ます。詳細については、155ペー
ジの第 11 章 「JSP でのカスタム  タグの作成」 を参照して ください。

カスタム タグでス ク リプ ト変数を作成する場合、 Java 開発者はタグ拡張情報 (TEI、
Tag Extra Information) フ ァ イルも作成する必要があ り ます。 TEI ファ イルは、 JSP
コードで使用するス ク リ プ ト変数とそのスコープを定義する  Java ク ラスです。 TEI
ファ イルを使用して、 変換時に属性を検証するこ と もできます。

Java 開発者と  JSP 開発者とでは、 タグ ライブラ リ との対話が次のよ うに異な り ます。

• Java 開発者は、 タグ ラ イブラ リ内のク ラスやサポート  ファ イルのコーディング、
文書化、 およびパッケージ化を実施します。

• JSP 開発者の視点から見れば、 タグ  ライブラ リ は、特定のタイプの処理の実行時に
使用するカスタム  タグが格納されているライブラ リです。JSP 開発者は、TLD ファ
イルの格納場所あるいは、 web.xml フ ァ イルの taglib 要素で指定されている
URI、 ラ イブラ リ内のカスタム タグの名前、 タグ属性、 スク リプ ト変数、 スク リ
プ ト変数の使用法、およびスク リプ ト変数のスコープを知っておく必要があり ます。
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タグタグタグタグ ライブラリのコーディングライブラリのコーディングライブラリのコーディングライブラリのコーディング

Java 開発者は、 タグ ハン ド ラ、 TEI ク ラ ス  (オプシ ョ ン )、 サポー ト  ク ラ ス  (オプ
ショ ン )、および TLD ファ イルをコーディ ングします。また、ライブラ リ 内のカスタム
タグの名前、 タグ属性、 スク リプ ト変数、 スク リプ ト変数の使用法、およびスク リプ ト
変数のスコープを文書化します。 さ らに、 タグ ラ イブラ リの JAR ファ イルを作成し、
それを  WEB-INF/lib 内に配置し、 必要があれば、 Web アプ リ ケーシ ョ ンの web.xml
ファ イル内に taglib 要素をコーディングします。

タグ ハンド ラおよび TEI ク ラスは、 次のいずれかの格納場所に保存します。

• WEB-INF/classes このディ レク ト リ は、予備段階の開発やテスト を実施すると き

にタグ ハンド ラ と  TEI ク ラスを保存するのに適しています。 ただし、 タグ ライブ
ラ リ をパッケージ化する と きは、 事前にタグ ハンド ラ と  TEI ク ラスを WEB-INF/
lib 内の .jar ファ イルに保存しておく必要があ り ます。

• WEB-INF/lib パッケージ化や公開を行 う場合は、 タグ ハンド ラ、 TEI ク ラス、
およびその他の関連ク ラスを  WEB-INF/lib 内の JAR ファ イルに保存する必要が
あ り ます。

推奨されている  TLD ファ イルの配置方法など、 その他のパッキング情報については、
276ページの 「タグ ラ イブラ リのパッケージ化」 を参照して ください。

クラスとインターフェイスクラスとインターフェイスクラスとインターフェイスクラスとインターフェイス

次の図に示すよ うに、 カスタム  タグやタグ ラ イブラ リ をコーディ ングする と きは、
javax.servlet.jsp.tagext パッケージ内のクラスとインターフェイスを使用します。 
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主なク ラス と インターフェイスは次のとおりです。

• Tag インターフェイス 関連する開始タグと終了タグによって呼び出される基本的

な開始メ ソ ッ ド と終了メ ソ ッ ドを定義します。 

• BodyTag インターフェイス カスタム  タグによって本文テキス ト を操作する場合
や、 必要に応じて、 結果やループを変更する場合に使用する追加メ ソ ッ ドを定義
します。

• TagSupport クラス Tag インターフェイスを実装します。 これは、本文テキス ト と
対話しないタグ ハンド ラに応じて拡張可能なヘルパ ク ラスです。

• BodyTagSupport ク ラス BodyTag インターフェイスを実装します。 これは、本文
テキス ト と対話するタグ ハンド ラに応じて拡張可能なヘルパ ク ラスです。

タ グ  ラ イ ブラ リ のプログラ ミ ングで使用する ク ラ ス と イ ンターフェイ スの詳細に
ついては、 JRun の docs ディ レク ト リ内にある  javadocs を参照して ください。

JSP 開発者のカスタム開発者のカスタム開発者のカスタム開発者のカスタム タグの使用法タグの使用法タグの使用法タグの使用法

次の例に示すよ うに、 JSP 開発者がタグ ラ イブラ リ を有効にするには、taglib ディ レ
クティブを使用し、 prefix:tagname の変換を使用してカスタム  タグをコーディング
します。

<%@ taglib prefix="test" uri="DocSamples.tld" %>
<%-- この例では、 開始タグと終了タグを組み合わせます。 --%>
<test:hello/>

カスタム タグ内では本文テキス ト を使用できますが、TLD ファ イル内で本文テキス ト
を禁止するこ とができます。 タグ ハンド ラでは本文テキス ト と対話できます。 これに
ついては、 265ページの 「本文コンテンツとの対話」 で説明します。

スク リプ ト変数と変換時属性の検証を有効にできます。 これについては、 271ページ
の 「TEI ク ラスのコーディング」 で説明します。

単純なタグ単純なタグ単純なタグ単純なタグ ハンド ラのコーディングハンド ラのコーディングハンド ラのコーディングハンド ラのコーディング

単純なタグ ハンド ラは、 親元の TagSupport または BodyTagSupport の doStartTag
メ ソ ッ ド、 または必要な場合には doEndTag メ ソ ッ ドを書き換えます。 本文テキス ト
と は対話し ません。 本文テキスト と の対話がないタグ  ハンド ラ では、 TagSupport

ク ラスを拡張する必要があ り ます。 TagSupport を拡張する と、 doStartTag メ ソ ッ ド
と  doEndTag メ ソ ッ ドで、 定数と して定義されている次の戻り値が使用される こ とに
注意して ください。
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• doStartTag は、 次のいずれかの値を返します。

− EVAL_BODY_INCLUDE 開始タグと終了タグの間の本文テキス ト  (JSP コードを
含む) を受け入れます。ただし、doEndTag メ ソ ッ ドでは本文テキス ト を使用で
きないこ とに注意して ください。 本文テキス ト を評価するには、 265ページの
「本文コンテンツとの対話」の説明に従って  BodyTagSupport を拡張するク ラス
を作成します。

− SKIP_BODY 本文テキス ト を無視します。 開始タグと終了タグの間にあるテキ

ス トは評価せず、 表示しません。

• doEndTag は、 次のいずれかの値を返します。

− EVAL_PAGE ページの評価を続行します。

− SKIP_PAGE ページの残り を無視します。

次のタグ ハンド ラは、 doStartTag メ ソ ッ ド と  doEndTag メ ソ ッ ドから  HTML を出力
します。 JSP でタグ  ハンド ラを使用するには、TLD ファ イルでタグ  ハンド ラを定義し、
それを  JSP から呼び出す必要があ り ます。

import javax.servlet.jsp.*;
import javax.servlet.jsp.tagext.*;
import java.io.IOException;

public class SimpleTag extends TagSupport {
/**
* Executes when the tag is started.
*/

public int doStartTag() throws JspException {
try {

pageContext.getOut().print("<h2>Hello from doStartTag()</h2>");
// タグの本文でテキス ト を使用できるようにします。
return EVAL_BODY_INCLUDE;

} 
catch(IOException ioe) {

throw new JspException(ioe.getMessage());
}

}

/**
* Executes with the end tag.
*/
public int doEndTag() throws JspException {

try {
pageContext.getOut().print("<h2>Hello from doEndTag()</h2>");
// ページの評価を継続します。
return EVAL_PAGE;

}
catch(IOException ioe) {

throw new JspException(ioe.getMessage());
} 

}
}
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TLD ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成

TLD は、 タグ ラ イブラ リ を記述する  XML 形式のテキス ト  ファ イルです。 JRun では、
taglib ディ レクティブが含まれているページを解釈するために TLD ファ イルが参照
されます。 taglib ディ レクテ ィブには、 TLD ファ イルを指示する  uri 属性が含まれ
ています。taglib ディ レクティブの詳細については、 276ページの 「タグ ライブラ リ
のパッケージ化」 を参照して ください。

taglib 要素は、 TLD ファ イルのルート です。 このファイルは、次の要素から構成され
ています。

• tlibversion タグ ラ イブラ リのバージ ョ ン

• jspversion (オプシ ョ ン ) タグ ライブラ リが必要とする  JSP のバージ ョ ン

• shortname 既定のシ ョート  ネーム

• uri (オプシ ョ ン ) タグ ラ イブラ リ を一意に識別する  URI

• info (オプシ ョ ン ) タグ ラ イブラ リの使用情報

• tag カスタム タグ情報。 TLD ファ イルは、 1 つまたは複数のタグ要素と、 外部
ツールで使用される  1 つの id 属性を持つこ とができます。 それぞれの要素には、
次のサブ要素が含まれています。

− name : カスタム タグ名

− tagclass : タグ ハンド ラのク ラス名

− teiclass : TEI ファ イルのク ラス名

− bodycontent : 本文コンテンツ  タイプを識別します。有効な値は、tagdependent
(SQL ステート メン ト などのタグ依存本文コンテンツ )、jsp (JSP および HTML
本文コンテンツ )、および empty (本文コンテンツ使用不可) です。empty を指定
した場合、 カスタム  タグの本文は空です。

− info (オプシ ョ ン ) : カスタム  タグ使用情報

− attribute (オプシ ョ ン ) : 属性情報。 tag 要素は、 attribute 要素を持たない
場合と、 1 つ以上の attribute 要素を持つ場合があ り ます。 

TLD ファ イルおよび TLD の形式の詳細については、 JavaServer Pages バージ ョ ン  1.1
の仕様書を参照して ください。

TLD ファ イルでのタグの定義ファ イルでのタグの定義ファ イルでのタグの定義ファ イルでのタグの定義

カスタム  タグは、 TLD ファ イル内で tag 要素とそのサブ要素によって定義します。
tag 要素の主な目的は、 JSP ファイルで使用されているカスタム タグ名をタグ ハンド ラ
のク ラス  ファ イルに関連付ける こ とです。カスタム  タグでスク リプ ト変数を作成する
場合は、 teiclass 要素を使用して、 タグの TEI ク ラ ス  ファ イルを指定する必要も
あ り ます。
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tag 要素を使用して、属性を定義するこ と もできます。attribute 要素は必須ではあ り
ませんが、 次のよ うな場合に使用する と便利です。

• 属性が必須の場合は、attribute 要素で <required>true</required> を指定し
ます。

• 属性を実行時スク リプ ト レッ ト式によって計算できる場合は、 attribute 要素で
<rtexprvalue>true</rtexprvalue> を指定します。

カスタム タグ属性の詳細については、 262ページの 「属性との対話」 を参照して くだ
さい。

TLD ファ イルの例ファ イルの例ファ イルの例ファ イルの例

次の TLD ファ イルでは、 258ページの 「単純なタグ ハンド ラのコーディ ング」 で示
した SimpleTag ク ラスに対してタグを定義しています。

<?xml version="1.0" ?>

<taglib>
<tlibversion>1.0</tlibversion>
<jspversion>1.1</jspversion>
<shortname>JRun Doc Samples</shortname>
<tag>

<name>hello</name>
<tagclass>SimpleTag</tagclass>
<bodycontent>JSP</bodycontent>

</tag>
</taglib>

単純なカスタム単純なカスタム単純なカスタム単純なカスタム タグの呼び出しタグの呼び出しタグの呼び出しタグの呼び出し

JSP 内でカスタム  タグの使用を有効にするには、taglib ディ レクティ ブを使用します。
taglib ディ レクティブでは、タグ名と一緒に使用して特定のタグを呼び出す接頭辞を
指定します。

次の JSP コードでは、TLD ファ イルの例で定義されている  hello タグを呼び出してい
ます。

<html>
<body>
<h1>Simple Custom Tag</h1>
<%@ taglib prefix="test" uri="DocSamples.tld" %>

<test:hello/>

</body>
</html>
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属性との対話属性との対話属性との対話属性との対話

属性を受け入れるタグ ハンド ラをコーディ ングできます。 属性の機能を有効にする
には、 タグ ハンド ラで次のこ とを行 う必要があ り ます。

• 属性ご とにオブジェク ト  スコープ変数を定義する。

• setter メ ソ ッ ド、 また必要な場合は getter メ ソ ッ ドを属性ごとに定義する。 setter メ
ソ ッ ドの名前は、 set で始ま り、 その後に先頭が大文字の変数名を付けます。 た
とえば、 変数名が foo であれば、 setFoo メ ソ ッ ド とな り ます。

属性の使用法と動作は、 次のよ うにカスタマイズできます。

• TLD ファイル 必須属性を指定する場合や、属性で JSP 実行時式を利用する場合は、
TLD ファ イル内で属性を定義します。 詳細については、 264ページの 「TLD ファ
イルでの属性の定義」 を参照して ください。

• TEI クラス 属性をスク リプ ト変数と して使用する場合や、 isValid メ ソ ッ ドを
書き換えて検証を有効にする場合は、 TEI ク ラス内で属性を定義します。 詳細に
ついては、 271ページの 「TEI ク ラスのコーディング」 を参照して ください。

TLD ファ イルの指定と  TEI ク ラス  ファ イルには、強力な検証機能があり ます。ただし、
必要な機能は、Bean に類似した setter メ ソ ッ ドでク ラス  スコープ変数と対話する こ
とだけです。 たとえば、 次のタグ属性の使用法を有効にする と します。

...
<test:hello username="Joe"/>
...

タグ ハンド ラでは、 次のコードを実装する必要があ り ます。
import javax.servlet.jsp.*;
import javax.servlet.jsp.tagext.*;
import java.io.IOException;

public class TestParms extends BodyTagSupport
{

// 属性と同じ名前を持つオブジェク トスコープの変数です。
String username;

// JSP コンパイラによって呼び出される setVariablename メ ソ ッ ドです。
public void setUsername(String username) {
this.username = username;

}

// 最適な getter メ ソ ッ ドです。
public String getUsername() {
return username;

}
...
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タグ ハンド ラ全体を示す次の例では、 JSP で提供されている  include アクシ ョ ン要素
を属性を使用してエ ミ ュレート しています。

import javax.servlet.jsp.*;
import javax.servlet.jsp.tagext.*;
import javax.servlet.*;
import java.io.IOException;

public class TestInclude extends TagSupport {
// 既定値がないので必須です。
String page;
// 既定値は true です。
String flush = "true";

// setter メ ソ ッ ドです。
public void setPage(String page) {

this.page = page;
}
public void setFlush(String flush) {

// 小文字で保存します。
this.flush = flush.toLowerCase();

}

public int doStartTag() throws JspException {
// 本文テキス ト を無視します。
return SKIP_BODY;

}

// doEndTag がすべての作業を行います。
public int doEndTag() throws JspException {

try {
ServletContext sc = pageContext.getServletContext();
RequestDispatcher rd = sc.getRequestDispatcher(page);
if (rd !=null) {

// アクセス要求および応答
ServletRequest request = pageContext.getRequest();
ServletResponse response = pageContext.getResponse();
// 必要な場合は、 バッフ ァを一括消去します。
if (flush.equals("true")) { 

pageContext.getOut().flush(); 
}
// フ ァイルをインクルード します。
rd.include(request, response);
return EVAL_PAGE;

}
}
catch(IOException ioe) {

throw new JspException(ioe.getMessage());
}
catch (Exception e) {

pageContext.getServletContext().log("Error with " + page, e);
}
return EVAL_PAGE; 

}
}
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TLD ファ イルでの属性の定義ファ イルでの属性の定義ファ イルでの属性の定義ファ イルでの属性の定義

TLD ファ イル内で属性を定義するには、attribute 要素を使用します。この要素には、
次のサブ要素があ り ます。

• name 属性名

• required 属性が必須かど うかを示します。 このサブ要素は、 true または false
に設定します。

• rtexprvalue この属性の値に関する実行時式をカスタム  タグで使用できるか

ど うかを示します。 このサブ要素は、 true または false に設定します。

次の TLD エン ト リの例では、 必須属性とオプシ ョ ン属性を設定しています。

<?xml version="1.0" ?>

<taglib>
<tlibversion>0.0</tlibversion>
<jspversion>1.0</jspversion>
<shortname>test</shortname>
<tag>

<name>include</name>
<tagclass>TestInclude</tagclass>
<bodycontent>empty</bodycontent>

<attribute>
<name>page</name>
<required>true</required>
<rtexprvalue>true</rtexprvalue>

</attribute>
<attribute>
<name>flush</name>
<required>false</required>
<rtexprvalue>false</rtexprvalue>

</attribute>
</tag>
<tag>

<name>hello</name>
<tagclass>HelloTag</tagclass>
<teiclass>HelloTEI</teiclass>
<bodycontent>JSP</bodycontent>

</tag>
</taglib>
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JSP での属性のコーディ ングでの属性のコーディ ングでの属性のコーディ ングでの属性のコーディ ング

次の例に示すよ うに、 属性はカスタム  タグの一部と してコーディングします。

<html>
<body>

<%@ taglib prefix="test" uri="test.tld" %>
<h1>Testing Custom Tags with Parameters</h1>

<test:include page="/includedText.htm" flush="true" />

</body>
</html>

本文コンテンツとの対話本文コンテンツとの対話本文コンテンツとの対話本文コンテンツとの対話

Tag インターフェイス と  BodyTag インターフェ イスのどちらを使用しても、 テンプ
レー ト  テキス ト 、 JSP ス ク リプ ト要素、 およびネス ト したカスタム  タグをカスタム
タグの本文に組み込むこ とができます。カスタム  タグで本文コンテンツと対話しない
場合は、TagSupport ク ラスを拡張し、doStartTag メ ソ ッ ドで EVAL_BODY_INCLUDE を
返します。一方、 カスタム タグで本文コンテンツの処理、ループ、 または変更が必要な
場合は、doInitBody メ ソ ッ ド と  doAfterBody メ ソ ッ ドがある  BodyTagSupport ク ラス
を拡張します。

メモメモメモメモ

TLD ファ イル内でカスタム  タグの bodycontent 要素に empty を指定する と、 本文
コンテンツを無効にできます。タグ ハンド ラでは、doStartTag メ ソ ッ ドで SKIP_BODY
を返すこ とによって、 本文コンテンツを無視できます。

BodyContent オブジェ ク ト は、 JspWriter のサブク ラスです (JspWriter は、 JSP の
out 変数のために内部的に使用されるラ イターです )。 BodyContent オブジェク トは、
doInitBody、 doAfterBody、 およびdoEndTag で bodyContent 変数によって使用でき
ます。BodyContent オブジェク ト と  bodyContent 変数は、大文字の使用法が違 う点に
注意して ください。 オブジェク トの内容は、 doEndTag メ ソ ッ ドで元の JspWriter と
統合でき ます。 BodyContent オブジェ ク ト には、 出力を書き出すために使用する
メ ソ ッ ドのほかに、 このオブジェク トの内容の読み取り、 ク リ ア、 および取り出しを
行 う メ ソ ッ ドが含まれています。 たとえば、 bodyContent.getString を使用する と、
ライターの内容を取り出せるほか、必要があれば、 その内容を元の JspWriter と統合
する前に変更できます。

メモメモメモメモ

bodyContent 変数を使用する前に、 ヌルでないこ とを確認して ください。

doAfterBody メ ソ ッ ドが EVAL_BODY_TAG を返した場合、 JRun は本文の先頭に戻って
再実行します。 これは、 一覧やデータベースの結果セッ ト などの反復データ全体を
繰 り返し処理する上で強力な機能です。
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単純な例単純な例単純な例単純な例

次の例は、doInitBody メ ソ ッ ド と  doAfterBody メ ソ ッ ド の簡単な使用法を示したもの
です。 bodyContent の出力を出力ス ト リームに統合する方法も示されています。

import javax.servlet.jsp.*;
import javax.servlet.jsp.tagext.*;
import java.io.IOException;

public class TestBody extends BodyTagSupport {

public int doStartTag() throws JspException {
try {

pageContext.getOut().print("<h2>We're in doStartTag()</h2>");
return EVAL_BODY_TAG;

} 
catch(IOException ioe) {

throw new JspException(ioe.getMessage());
}

}

public void doInitBody() throws JspException {
try {  
// これは、これは、これは、これは、 doStartTag やややや doEndTag のライターとは違う こ とにのライターとは違う こ とにのライターとは違う こ とにのライターとは違う こ とに

// 注意して ください。注意して ください。注意して ください。注意して ください。

bodyContent.print("<h2>We're in doInitBody()</h2>");
}
catch(IOException ioe) {
throw new JspException(ioe.getMessage());

} 
}

public int doAfterBody() throws JspException {
try {
// これは、これは、これは、これは、 doStartTag やややや doEndTag のライターとは違う こ とにのライターとは違う こ とにのライターとは違う こ とにのライターとは違う こ とに

// 注意して ください。注意して ください。注意して ください。注意して ください。

bodyContent.print("<h2>We're in doAfterBody()</h2>");
// return EVAL_BODY_TAG;  // これを使用してループします。これを使用してループします。これを使用してループします。これを使用してループします。

return SKIP_BODY;
}
catch(IOException ioe) {
 throw new JspException(ioe.getMessage());

} 
}
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public int doEndTag() throws JspException {
try {  
// bodyContent ライターから元のライターに書き込みます。ライターから元のライターに書き込みます。ライターから元のライターに書き込みます。ライターから元のライターに書き込みます。

pageContext.getOut().print(bodyContent.getString());
//// バッフ ァが大きい場合は、 前の行よりもバッフ ァが大きい場合は、 前の行よりもバッフ ァが大きい場合は、 前の行よりもバッフ ァが大きい場合は、 前の行よりも

//// 次のコードの方がより効率的です。次のコードの方がより効率的です。次のコードの方がより効率的です。次のコードの方がより効率的です。

//// 元の元の元の元の (囲んでいる囲んでいる囲んでいる囲んでいる ) ライターを取得します。ライターを取得します。ライターを取得します。ライターを取得します。

// JspWriter jOut = bodyContent.getEnclosingWriter();
//// 前のライターに本文の出力を追加します。前のライターに本文の出力を追加します。前のライターに本文の出力を追加します。前のライターに本文の出力を追加します。

//bodyContent.writeOut(jOut);

// ここで元のライターに戻ります。
pageContext.getOut().print("<h2>We're in doEndTag()</h2>");
return EVAL_PAGE;

}
catch(IOException ioe) {

throw new JspException(ioe.getMessage());
} 

}
}

ループの例ループの例ループの例ループの例

doAfterBody が EVAL_BODY_TAG を返すよ うにコーディングする こ とによって、 カス
タム  タグの本文を繰り返し実行するループを作成できます。

メモメモメモメモ

カスタム タグとループで使用されるスク リプ ト変数のスコープは、TEI ク ラスによって
制御できます。 詳細については、 271ページの 「TEI ク ラスのコーディ ング」 を参照
して ください。

次の例では、 Enumeration タ イプの属性を受け入れて、 Enumeration オブジェ ク ト
内のそれぞれの名前と値 (この例では HTTP ヘッダ ) をループによって処理します。

import java.util.Enumeration;
import javax.servlet.jsp.*;
import javax.servlet.jsp.tagext.*;
import java.io.IOException;

public class TestBodyLoopHeaders extends BodyTagSupport {

Enumeration thisEnum;

public void setThisEnum(Enumeration passedEnum) {
this.thisEnum = passedEnum;

}

public int doStartTag() throws JspException {
return EVAL_BODY_TAG;

}
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public void doInitBody() throws JspException {
if (thisEnum.hasMoreElements()) {

pageContext.setAttribute("nextElement", thisEnum.nextElement());
}

}

public int doAfterBody() throws JspException {
if (thisEnum.hasMoreElements()) {

pageContext.setAttribute("nextElement", thisEnum.nextElement());
return EVAL_BODY_TAG;  // ループ

}else {
return SKIP_BODY;

}
}

public int doEndTag() throws JspException {
try {  

// bodyContent ライターから元のライターに書き込みます。
pageContext.getOut().print(bodyContent.getString());
return EVAL_PAGE;

}
catch(IOException ioe) {

throw new JspException(ioe.getMessage());
} 

}
}

次の JSP の例では、 上記のタグ ハンド ラを呼び出しています。

<html>
<body>

<%@ taglib prefix="test" uri="DocSamples.tld" %>
<h1>Looping through Headers</h1>
<table border="1">
<tr>

<th>Name</th>
<th>Value</th>

</tr>
<test:enumloop thisEnum="<%= request.getHeaderNames() %>">

<tr>
<% String header = 

(String)pageContext.getAttribute("nextElement");%>
<td><%= header %></td>  
<td><%= request.getHeader(header) %></td>  
</tr>

</test:enumloop>
</table>

</body>
</html>
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ネスト したタグネスト したタグネスト したタグネスト したタグ ハンド ラのコーディングハンド ラのコーディングハンド ラのコーディングハンド ラのコーディング

Tag インターフェイス と  BodyTag インターフェイスのどちらを実装しているかにかか
わらず、 カスタム  タグをネス トできます。 タグをネス ト させる と、 ネス ト したタグに
関するタグ ハンド ラでは、 findAncestorWithClass メ ソ ッ ドによって親ク ラスへの
参照を取得できます。 ネス ト したタグ ハンド ラでは、 この参照を親ク ラスにタ イプ
変換する こ とによって、 親ク ラス内のメ ソ ッ ドを呼び出せます。 たとえば、 親ク ラス
に実装されている メ ソ ッ ドを利用して、ネス ト したタグ ハンド ラで出力ス ト リームを
書き出せます。

次のコードは、 親タグに関するサンプル タグ ハンド ラを示したものです。 このサン
プルには、ネス ト したタグに関するタグ ハンド ラで出力ス ト リームを更新する と きに
呼び出せる メ ソ ッ ドが含まれています。

import javax.servlet.jsp.*;
import javax.servlet.jsp.tagext.*;
import java.io.IOException;

public class TestBodyParent extends TagSupport
{

String name;

public void setName(String name) {
this.name = name;

}

public int doStartTag() throws JspException {
try {

// 親の名前を表示することから始めます。
pageContext.getOut().print("<h1>Parent:" + name + "</h1>");
return EVAL_BODY_INCLUDE;

}
catch(IOException ioe) {

throw new JspException(ioe.getMessage());
}

}

public int doEndTag() throws JspException {
try {  

// グループの後にルーラーを追加します。
pageContext.getOut().print("<hr>");
return EVAL_PAGE;

}
catch(IOException ioe) {

throw new JspException(ioe.getMessage());
} 

}

public void setNestedName(String name) throws JspException {
try {  

// ネス ト されている名前を表示します。
pageContext.getOut().print("<p>Nested:" + name);

}
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catch(IOException ioe) {
throw new JspException(ioe.getMessage());

}
}
}

次のコードは、 ネス ト したタグに関するサンプル タグ ハンド ラを示したものです。
このサンプルでは、 親のタグ ハンド ラのメ ソ ッ ドを呼び出して、 出力ス ト リームを
更新しています。

import javax.servlet.jsp.*;
import javax.servlet.jsp.tagext.*;
import java.io.IOException;

public class TestBodyNest extends TagSupport {
private String name;
private TestBodyParent parent = null;

public void setName(String name) {
this.name = name;

}

public int doStartTag() throws JspException {
// 親への参照を検索して保存します。
Tag t = findAncestorWithClass(this, TestBodyParent.class);
if (t == null) {

throw new JspException("TestBodyNest must be in TestBodyParent.");
}else {

parent = (TestBodyParent)t;
return EVAL_BODY_INCLUDE;

} 
}

public int doEndTag() throws JspException {
// 名前を親にコピーします。
parent.setNestedName(name);
return EVAL_PAGE;

}
}

次の JSP の例では、 親タグとネス ト したタグを使用しています。
<html>
<body>

<%@ taglib prefix="test" uri="DocSamples.tld" %>
<h1>Testing Nested Custom Tags</h1>

<test:bodyparent name="Johnson">
<test:bodynest name="Lorna"/>
<test:bodynest name="Gretchen"/>
<test:bodynest name="Brian"/>

</test:bodyparent>

</body>
</html>
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タグを使用したスクリプ ト変数の作成タグを使用したスクリプ ト変数の作成タグを使用したスクリプ ト変数の作成タグを使用したスクリプ ト変数の作成

カスタム  タグでは、 ス ク リプ ト変数を定義できます。 ス ク リ プ ト変数は、 JSP 内の
スク リプ ト レッ トやほかのカスタム タグで使用できます。

メモメモメモメモ

スク リ プト 変数の定義ではタグ属性 (ID 属性など ) を使用でき ますが、 タ グ属性と
ス ク リプ ト変数には直接の関係はないこ とに注意して ください。 

TEI クラスのコーディ ングクラスのコーディ ングクラスのコーディ ングクラスのコーディ ング

JRun は、変換時に TEI ク ラスを使用してスク リプ ト変数を有効にする と と もに、必要
に応じて属性の検証を実行します。TEI ファ イルは、TagExtraInfo ク ラスを拡張する
Java ク ラスです。 getVariableInfo メ ソ ッ ドには、 次のシグネチャがあ り ます。

public VariableInfo[] getVariableInfo(TagData tagData) { }

tagData パラ メータには、属性の名前/値ペアが格納されています。 この名前/値ペア
を使用してスク リプ ト変数を定義できます。 たとえば、 useBean タグでは、 id 属性を
使用してスク リプ ト変数を作成しています。

getVariableInfo メ ソ ッ ドで、 VariableInfo オブジェ ク ト の配列を作成し、 1 つの
スク リプ ト変数につき  1 つの VariableInfo オブジェ ク ト をその配列に格納します。
VariableInfo オブジェク トのコンス ト ラ クタには、 次のパラ メータがあ り ます。

• varName は、 スク リプ ト変数名を指定する  String 型パラ メータです。

• className は、 スク リプ ト変数のク ラスを指定する  String 型パラ メータです。

• declare は、コンス ト ラ ク タで新規の変数を定義するかど うかを指示する  boolean
型パラ メータです。

• scope は、 スク リ プト 変数のスコープを指定する  int 型パラ メ ータです。 こ の
パラ メータでは、 次の表で示すよ うに AT_BEGIN、 NESTED、 または AT_END を指定
します。
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同期化とは、ページ コンテキス トからオブジェク ト を取り出して、 それをスク リプ ト
変数に代入する操作です。次の表では、 getVariableInfo メ ソ ッ ドで指定した変数に
関するスコープ、 使用法、 および同期化について説明しています。

次の例では、3 つのスクリ プト 変数を定義する  TEI クラスに関する  Java コードを示します。

import javax.servlet.jsp.*;
import javax.servlet.jsp.tagext.*;
import java.io.IOException;

public class HelloTEI extends TagExtraInfo
{
public VariableInfo[] getVariableInfo(TagData tagData) {
VariableInfo[] vars = new VariableInfo[3];

// ページの本文と残りの部分の中で使用できます。ページの本文と残りの部分の中で使用できます。ページの本文と残りの部分の中で使用できます。ページの本文と残りの部分の中で使用できます。

vars[0] = new VariableInfo("foo", "java.lang.String", false, 
variableInfo.AT_BEGIN);

// ページの残りの部分のカスタムページの残りの部分のカスタムページの残りの部分のカスタムページの残りの部分のカスタム タグの後ろで使用できます。タグの後ろで使用できます。タグの後ろで使用できます。タグの後ろで使用できます。

vars[1] = new VariableInfo("bar", "java.lang.String", true, 
VariableInfo.AT_END);

// タグ本文でのみ使用できます。タグ本文でのみ使用できます。タグ本文でのみ使用できます。タグ本文でのみ使用できます。

vars[2] = new VariableInfo("baz", "java.lang.String", true, 
VariableInfo.NESTED);

return vars;
}
}

タグタグタグタグ ハンド ラでのスクリ プト 変数の有効化ハンド ラでのスクリ プト 変数の有効化ハンド ラでのスクリ プト 変数の有効化ハンド ラでのスクリ プト 変数の有効化

スク リプ ト変数を  pageContext オブジェク ト に追加するのは、 タグ ハンド ラの役割
です。 タグ ハンド ラでは、 スク リプ ト変数に指定されているスコープに応じて、 これら
の変数をさまざまな方法で定義します。 さ らに、 本文テキス ト をループ処理するタグ

ハンド ラでは、 doAfterBody メ ソ ッ ドによって、 スク リプ ト変数を更新またはリセッ ト
できます。

スコープスコープスコープスコープ JSP でのでのでのでの
使用法使用法使用法使用法

JSP との同期化との同期化との同期化との同期化 タグタグタグタグ ハンド ラによって設定ハンド ラによって設定ハンド ラによって設定ハンド ラによって設定

およびリセッ ト される場所およびリセッ ト される場所およびリセッ ト される場所およびリセッ ト される場所

AT_BEGIN タ グの本文

内と、JSP の
残りの部分

このスク リプ ト変数は、

本文の反復のたびに

リセッ ト されます。

doInitBody と  doAfterBody 
(BodyTag を実装している場合 )。
それ以外の場合は、 doStartTag 
または doEndTag。

NESTED タグの

本文内

このスク リプ ト変数は、

本文の反復のたびに

リセッ ト されます。

doInitBody と  doAfterBody 
(BodyTag を実装している場合 )。
それ以外の場合は、 doStartTag。

AT_END JSP の
残りの部分

この変数は、 本文の実行

が完了した後でリセッ ト

されます。

doEndTag の後
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次の例は、 タグ ハンド ラでスク リプ ト変数を設定する方法を示したものです。

import javax.servlet.jsp.*;
import javax.servlet.jsp.tagext.*;
import java.io.IOException;

public class HelloTag extends BodyTagSupport {
String to;

public void setTo(String to) {
this.to = to;

}

public int doStartTag() throws JspException {
try {

pageContext.getOut().print("Hello " + to);

// TEI ファイルによってこのスク リプ ト変数が
// AT_BEGIN と して定義されるので、 ここで定義します。 
// それを doInitBody 内で定義し (ループの場合)、
// doAfterBody 内で変更またはリセッ ト できます。

pageContext.setAttribute("foo", "foo");
return EVAL_BODY_TAG;

}
catch(IOException ioe) {

throw new JspException(ioe.getMessage());
}

}

public void doInitBody() throws JspException {
// TEI フ ァイルによってこのスクリプ ト変数が
// NESTED と して定義されるので、 ここで定義します。 
// それを doStartTag 内で定義し (ループの場合)、
// doAfterBody 内で変更またはリセッ トできます。
pageContext.setAttribute("baz", "baz");

}

public int doEndTag() throws JspException {
try {

// このタグ ハンド ラによって BodyTag が実装されるので 
// (BodyTagSupport を展開することによって)、
//  本文のライターと元のライターを統合する必要があります。
pageContext.getOut().print(bodyContent.getString());

// TEI ファイルによってこのスク リプ ト変数が
// AT_END と して定義されるので、
// doEndTag まで自分で定義する必要はありません。

pageContext.setAttribute("bar", "bar");
return EVAL_PAGE;

}
catch(IOException ioe) {

throw new JspException(ioe.getMessage());
} 

}
}
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JSP でのスクリ プト 変数の使用法でのスクリ プト 変数の使用法でのスクリ プト 変数の使用法でのスクリ プト 変数の使用法

次の JSP の例では、前出の TEI ク ラスおよびタグ ハンド ラで定義したスク リプ ト変数
を使用しています。

<%@ taglib prefix="test" uri="test.tld" %>
<% String foo; %>

<test:hello to="World">
<%-- baz は NESTED です (本文でのみ使用可能)。 --%>
<%= baz %>
<%-- foo は AT_BEGIN です (本文とそれ以外でも使用可能)。 --%>
<%= foo %>

</test:hello>
<%= foo %>
<%-- bar は AT_END です (本文の後ろでのみ使用可能)。 --%>
<%= bar %>

isValid メ ソッ ド の使用法メ ソッ ド の使用法メ ソッ ド の使用法メ ソッ ド の使用法

TEI ク ラスでは、isValid メ ソ ッ ドを書き換えてタグ特有の属性の検証を実施できます。
変換時には、 JRun から  isValid メ ソ ッ ドに TagData インスタンスが渡されます。

isValid メ ソ ッ ドでは、 TagData.getAttribute を呼び出して、 この値にアクセスで
きます。 TLD ファ イル内の属性の定義で実行時式を有効にしている場合は、
TagData.REQUEST_TIME_VALUE オブジェク ト をチェッ クできます。 このオブジェク ト
は、 カスタム  タグの呼び出しが実行時式を使用している こ と と、検証が不可能である
こ とを示します。 実行時式の詳細については、 264ページの 「TLD ファ イルでの属性
の定義」 を参照して ください。

次の例の TEI ファ イルでは、 バージ ョ ン属性の値が 5 よ り小さいこ とを確認してい
ます。

import javax.servlet.jsp.*;
import javax.servlet.jsp.tagext.*;
import java.io.IOException;

public class TestIsValidTEI extends TagExtraInfo
{

// この例では、 スクリプ ト変数が 1 つのみであると想定しています 
// (この例とは無関係に)。

public VariableInfo[] getVariableInfo(TagData tagData) {
VariableInfo[] vars = new VariableInfo[1];
vars[0] = new VariableInfo("foo", "java.lang.String", true, 

VariableInfo.AT_BEGIN);
return vars;

}

public boolean isValid(TagData data) {
Object version = data.getAttribute("version");
// この属性により、 実行時式が使用できるので、この属性により、 実行時式が使用できるので、この属性により、 実行時式が使用できるので、この属性により、 実行時式が使用できるので、

// REQUEST_TIME_VALUE をチェ ックする必要があります。をチェ ックする必要があります。をチェ ックする必要があります。をチェ ックする必要があります。
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if (version != null && version != TagData.REQUEST_TIME_VALUE) {
int iVersion = Integer.parseInt((String)version);
// バージ ョ ンはバージ ョ ンはバージ ョ ンはバージ ョ ンは 5 以下になります。以下になります。以下になります。以下になります。

if (iVersion > 5) {
return false;

}else {
return true;

}
}else {
return false;

}
}
}

JSP でのタグの使用法でのタグの使用法でのタグの使用法でのタグの使用法 
JSP 開発者は、次のよ う に taglib ディ レクティ ブでタグ  ライブラ リ の名前を指定する
こ とによってタグ ラ イブラ リ を有効にします。

<%@ taglib prefix="test" uri="/WEB-INF/DocSamples.tld" %>

この例では、 TLD ファ イル DocSamples.tld で記述されているタグを有効にしてい
ます。 このファイルは WEB-INF ディレク ト リ内にあ り ます。 このライブラ リ内のタグ
を呼び出すには、 次の例に示すよ うに <prefix:tagname> の構文を使用します。

<test:helloworld/>

次の例に示すよ うに、 タグは属性を持つこ とがあ り ます。

<test:hellowithparm name="Joe"/>

タグは、 本文コンテンツを受け入れる こ とができます。 次の例に示すよ うに、 本文
コンテンツには、 JSP 構文やその他のカスタム  タグが含まれている場合があ り ます。

<test:bodyparent name="This Family">
<test:bodynest name="Lorna"/>
<test:bodynest name="Gretchen"/>
<test:bodynest name="Brian"/>

</test:bodyparent>

JSP ファ イルでのカスタム  タグの使用法の詳細については、 この章の前の部分にある
JSP の例を参照して ください。
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タグタグタグタグ ライブラリのパッケージ化ライブラリのパッケージ化ライブラリのパッケージ化ライブラリのパッケージ化

アプリ ケーシ ョ ン開発者は、 タグ ラ イブラ リ を JSP 開発者に引き渡します。公開可能
なタグ ラ イブラ リでは、 タグ ハンド ラ、TEI ク ラス、およびその他のサポート  ク ラス
を  JAR ファ イルに組み込む必要があ り ます。 この JAR ファ イルは、 Web アプ リ ケー
シ ョ ンの WEB-INF/lib ディ レク ト リに配置する必要があ り ます。

メモメモメモメモ

JAR ファイルを別の場所に格納し、Web アプリケーシ ョンの仮想マッピングをその場所
に確立する こ と もできます。 この場合は、複数の Web アプリ ケーシ ョ ンで 1 つのタグ
ライブラ リ を共有できます。 ただし、Web アプリケーシ ョ ンを公開用にパッケージ化
する と きは、 その JAR ファ イルを  WEB-INF/lib に移動する必要があ り ます。 詳細に
ついては、 『JRun セッ ト アップ ガイ ド』 を参照して ください。

パッケージには、 JAR ファ イルおよび TLD ファ イルのほかに、 次の情報を記述した
文書が含まれます。

• それぞれのタグの名前

• 必須属性とオプシ ョ ン属性

• どの属性で実行時式を使用できるか

• 本文コンテンツを使用できるタグと、 使用できないタグの指示

• 必須の親タグ、 ネス ト したタグ、 または本文コンテンツ

TLD ファ イルは、 JavaServer Pages バージ ョ ン 1.1 の仕様書で推奨されている場所で
ある  META-INF/taglib.tld 内の JAR ファ イルへの格納を検討してく ださい。 これは、
オーサリング ツールの統合のために推奨されている格納場所です。この JAR ファイルに
TLD ファ イルを格納しない場合は、 ファ イルの内容を直接見られないよ うに WEB-INF
ディ レク ト リの下に TLD ファ イルを格納する必要があ り ます。

JSP 開発者が TLD ファ イルを参照する方法は、 TLD ファ イルを  web.xml で定義して
いるかど うかによって、 次のよ うに異な り ます。

• web.xml に taglib 要素が含まれている場合は、web.xml ファ イル内の taglib-uri
要素に対応する  taglib uri 属性を指定します。

• web.xml に taglib 要素が含まれていない場合は、 TLD ファ イルを直接参照する
taglib uri 属性をコーディングします。
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web.xml ファイル内でファイル内でファイル内でファイル内で taglib 要素を定義するには要素を定義するには要素を定義するには要素を定義するには

1 開始を示す taglib 要素をコーディングします。

<taglib>

2 taglib-uri 要素をコーディングします。 この要素では、 JSP 開発者が JSP taglib
ディ レクティブで使用している名前を指定します。

<taglib-uri>/eisTaglib</taglib-uri>

3 taglib-location 要素をコーディングします。 この要素では、 TLD ファ イルへの
パスを指定します。

<taglib-location>/WEB-INF/tldHome/eisTaglib.tld</taglib-location>

4 終了を示す taglib 要素をコーディングします。

</taglib>

JSP 開発者が、 この例のタグ ラ イブラ リ を参照する と きは、 次の taglib ディ レ ク
ティブを使用します。

<%@ taglib prefix="eis" uri="/eisTagLib" %>
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サーブレッ トサーブレッ トサーブレッ トサーブレッ ト  API の変更点の変更点の変更点の変更点
この章では、 サーブレッ ト  API の 2.0 から  2.2 への変更点について説明します。 
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サーブレッ トサーブレッ トサーブレッ トサーブレッ ト  API のののの 2.0 からからからから  2.1 への変更点への変更点への変更点への変更点

サーブレッ ト  API のバージョ ン  2.1 では、 API のいく つかが改良され、 機能が拡張され
ました。

API の改良の改良の改良の改良

サーブレッ ト  API バージ ョ ン  2.1 は、 前のバージ ョ ンに次の改良を加えています。

• 「log メ ソ ッ ドにおける変更点」

• 「ServletRequest.getRealPath の廃止」

• 「URL の大文字/小文字の一貫性」

• 「init メ ソ ッ ドの書き換え」

• 「New getSession メ ソ ッ ド」

• 「ステータス  コードの設定」

このセクシ ョ ンでは、 これらの改良について説明します。

log メ ソッ ド における変更点メ ソッ ド における変更点メ ソッ ド における変更点メ ソッ ド における変更点

ServletContext.log(Exception e, String msg) が廃止され、 代わ りに
ServletContext.log(String message, Throwable t) が使用されます。

このほかに、 サーブレッ ト  API 2.1 には GenericServlet.log(String message,
Throwable t) メ ソ ッ ドが含まれます (前のバージ ョ ンの
GenericServlet.log(String message も使用できます)。

ServletRequest.getRealPath の廃止の廃止の廃止の廃止

ServletRequest.getRealPath(String path) が廃止されました。 このメ ソ ッ ドへの
参照を  ServletContext.getRealPath(String path) に置換する必要があ り ます。

URL の大文字の大文字の大文字の大文字 /小文字の一貫性小文字の一貫性小文字の一貫性小文字の一貫性

サーブレッ ト  API 2.1 は、 大文字の使用に一貫性を与えるために、 次のメ ソ ッ ド に
ついて Url を URL に変更しました。
• HttpServletRequest.isRequestedSessionIDFromURL

• HttpServletResponse.encodeURL

• HttpServletResponse.encodeRedirectURL

init メ ソッ ド の書き換えメ ソッ ド の書き換えメ ソッ ド の書き換えメ ソッ ド の書き換え

init(ServletConfig config) を書き換えると き、super.init(config) の呼び出しを
コーディ ングするこ と によって、 GenericServlet が常に config への参照を保存でき
るよ う にしておく 必要があり ます。 サーブレッ ト  API 2.1 には init() メ ソ ッ ド  (引数
なし ) が含まれています。 これは super.init(config) の呼び出しを必要と しません。
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New getSession メ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ド

サーブレッ ト  API 2.1 には HttpServletRequest.getSession() メ ソ ッ ドが含まれて
います。 このメ ソ ッ ドは HttpServletRequest.getSession(true) の代わ りに使用で
きます。

ステータスステータスステータスステータス  コード の設定コード の設定コード の設定コード の設定

HttpServletResponse.setStatus(int sc, String sm) が廃止されました。 代わ り
に HttpServletResponse.setStatus(int sc) と
HttpServletResponse.sendError(int sc, String msg) を使用します。

既定の既定の既定の既定の getParameter の動作の動作の動作の動作

サーブレッ ト  API 2.1 では、複数の値を持つパラ メ ータについて  getParameter(String
name) を呼び出すと、 常に最初の値が返されます。 前のバージ ョ ンでは、 この動作は
サーバーによって異なっていました。

サーブレッ ト 参照にアクセスできないサーブレッ ト 参照にアクセスできないサーブレッ ト 参照にアクセスできないサーブレッ ト 参照にアクセスできない

サーブレッ ト  API 2.1 では、 ServletContext.getServlet(String name) と
ServletContext.getServletNames() が廃止されました。

ほかのセッ ショ ンにアクセスできないほかのセッ ショ ンにアクセスできないほかのセッ ショ ンにアクセスできないほかのセッ ショ ンにアクセスできない

サーブレッ ト  API 2.1 では、 HttpSession.getSessionContext() が廃止されました。

機能の拡張機能の拡張機能の拡張機能の拡張

サーブレッ ト  API 2.1 には、 次の機能拡張が含まれています。

• 「要求の送信」

• 「 リ ソースのアクセス」

• 「ネス ト された例外」

• 「ServletContext による属性の共有」

• 「セッシ ョ ン  タイムアウ トの制御」

• 「バージ ョ ン情報のアクセス」

このセクシ ョ ンで、 これらの機能拡張について説明します。

要求の送信要求の送信要求の送信要求の送信

RequestDispatcher インターフェイスを使用して、処理をほかのサーブレッ トに転送
するか、 ほかのサーブレッ トの出力を呼び出し側のサーブレッ トの出力に含めるこ と
ができます。



282 第 23 章 サーブレッ ト  API の変更点
リ ソースのアクセスリ ソースのアクセスリ ソースのアクセスリ ソースのアクセス

ServletContext.getResource(String uripath) メ ソ ッ ドを使用して URL オブジェ
ク ト を返し、 このオブジェク ト を使用して実際のリ ソースにアクセスできます。

ネスト された例外ネスト された例外ネスト された例外ネスト された例外

ServletException 例外をルー ト例外のラ ッパーと して使用して、 その下の例外を
可視化できます。

ServletContext による属性の共有による属性の共有による属性の共有による属性の共有

ServletContext オブジェク トは次のメ ソ ッ ドを追加します。 これらのメ ソ ッ ドを使用
してサーブレッ ト間で属性を共有できます。
• setAttribute(String name, Object object)

• getAttribute(String name)

• getAttributeNames()

• removeAttribute(String name)

セッ ショ ンセッ ショ ンセッ ショ ンセッ ショ ン  タイムアウト の制御タイムアウト の制御タイムアウト の制御タイムアウト の制御

HttpSession.setMaxInactiveInterval(int interval) メ ソ ッ ドによってセッシ ョ ン
の持続時間を制御できます。

バージョ ン情報のアクセスバージョ ン情報のアクセスバージョ ン情報のアクセスバージョ ン情報のアクセス

ServletContext.getMajorVersion() および ServletContext.getMinorVersion()
メ ソ ッ ドを使用してサーブレッ ト  API のバージ ョ ンにアクセスできます。
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サーブレッ トサーブレッ トサーブレッ トサーブレッ ト  API のののの 2.1 からからからから  2.2 への変更点への変更点への変更点への変更点

サーブレッ ト  API バージ ョ ン  2.2 には、 API のい くつかの改良 (その主な機能拡張の
1 つは Web アプリ ケーシ ョ ン ) およびその他の機能拡張が含まれています。

API の改良の改良の改良の改良

サーブレッ ト  API バージ ョ ン  2.2 は、 前のバージ ョ ンに次の改良を加えています。

• 「要求の送信の機能拡張」

• 「転送機能の拡張」

要求の送信の機能拡張要求の送信の機能拡張要求の送信の機能拡張要求の送信の機能拡張

サーブレ ッ ト  API 2.2 には ServletContext.getNamedDispatcher(String path)
メ ソ ッ ドが含まれています。 これを使用して、 コンポーネン ト をその登録されている
名前に基づいて送信できます。

また、 ServletRequest.getRequestDispatcher(String path) メ ソ ッ ドを使用する
こ と もできます。 これは、 ターゲッ ト と して相対 URL を使用します
(ServletContext.getRequestDispatcher(String path) は完全修飾 URL を使用
します)。

転送機能の拡張転送機能の拡張転送機能の拡張転送機能の拡張

HttpServletResponse.sendRedirect(String url) は相対 URL をサポート します。

Web アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン

Web アプリ ケーシ ョ ンは、 サーブレッ ト、 JSP ドキュ メ ン ト、 HTML ドキュ メ ン ト、
イ メージ、 およびその他のリ ソースから構成されています。 これらの リ ソースをあら
かじめ定義されているディ レ ク ト リ構造に従って公開し、 サーブレ ッ ト をサポー ト
するどの Web サーバーにもそれを公開できるよ うにします。

2 つのアプ リ ケーシ ョ ンがデータ  レポジ ト リ と して共通のデータベースを使用して
データを共有できます。 これによって 2 つのアプリケーシ ョ ンが同じ情報にアクセス
できます。 たとえば、電子商取引 Web サイ トが、共通のデータベースを使用する複数
のアプ リ ケーシ ョ ンから構成されている と します。 顧客はログイン名、 パスワード、
またはその他の形式の識別子によって識別され、それによって各アプリ ケーシ ョ ンは、
シ ョ ッピング カート、支払い情報、住所など、 すべてのアプリケーシ ョ ンに共通する
ユーザ情報にアクセスできます。

アプリ ケーショ ン間でデータ を共有する も う  1 つの手段は、 JRun によ る  EJB の
サポートです。 EJB の使用の詳細については、 第 31 章 を参照して ください。
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1 つの JRun JVM で複数の Web アプ リ ケーシ ョ ンをサポート できます。 Web アプ リ
ケーシ ョ ンを開発する と きに検討しなければならない問題の 1 つは、 アプ リ ケー
シ ョ ンの間の境界をどこに設定するかです。 言い換えれば、 アプ リ ケーシ ョ ンをほか
のアプ リ ケーシ ョ ン と同じ  JRun JVM 内に置 く こ とができるか、 別の JVM 内に置 く
必要があるかとい う問題です。 

それを決定する  1 つの要因はエラー処理です。同じ  JRun JVM 内のすべての Web アプ
リ ケーシ ョ ンは同じプロセス内で実行するため、 1 つのアプ リ ケーシ ョ ンのエラーに
よって JVM 全体が停止します。 このエラー処理結果が容認できない場合は、 アプ リ
ケーシ ョ ンを別の JRun JVM に配置する必要があ り ます。

また、 それぞれの JRun JVM に、 特定のアプ リ ケーシ ョ ンによって要求される  JVM
固有の属性を割り当てるこ とができます。たとえば、JRun JVM ご とに異なる  Java JVM
を使用できるため、 JVM のタイプを使用してアプリ ケーシ ョ ンを区別できます。 

最後に、 アプ リ ケーシ ョ ンのセキュ リ ティは JRun JVM レベルで決定されます。 2 つ
のアプ リ ケーシ ョ ンに別々のセキュ リ テ ィ管理システムが必要な場合は、 それらの
アプ リ ケーシ ョ ンを別の JRun JVM に配置する必要があ り ます。 

Web アプ リ ケーシ ョ ンの詳細については、 Java サーブレ ッ ト  API バージ ョ ン 2.2 の
仕様書を参照して ください。

WAR ファ イルファ イルファ イルファ イル

WAR (Web application archive) について説明します。

• WAR ファ イルは、Web アプリ ケーシ ョ ンの公開に使用します。公開する と、WAR
ファ イルはディ レク ト リに展開されます。

• 少な く と も次の要素を含むディ レク ト リ構造です。

− アプリケーシ ョ ンのルート  ディ レク ト リ

− Approot/WEB-INF ディ レク ト リ

− Approot/WEB-INF/web.xml ファ イル

− Approot/WEB-INF/classes ディ レク ト リ

− Approot/WEB-INF/lib ディ レク ト リ

WEB-INF ディ レクト リディ レクト リディ レクト リディ レクト リ

WEB-INF ディ レ ク ト リ には web.xml フ ァ イル、 lib ディ レ ク ト リ、 および classes
ディ レク ト リが含まれています。 

• web.xml ファイル (公開記述子と も言います) には、Web アプリケーシ ョ ンに関する
情報が含まれています。 この情報には、 アプ リ ケーシ ョ ンの init パラ メータ、
サーブレ ッ ト の init パラ メータ、 サーブレ ッ ト のマッ ピング、 MIME タ イプの
マッピング、 およびセキュ リティ情報が含まれます。

• classes ディ レク ト リには、 サーブレッ トの .class ファ イルが含まれています。

• lib ディレク ト リには Web アプリケーシ ョ ン内のサーブレッ トが使用する  JAR
ファ イルと タグ ラ イブラ リが含まれています。
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アプリ ケーショ ンあたりアプリ ケーショ ンあたりアプリ ケーショ ンあたりアプリ ケーショ ンあたり  1 つのつのつのつの ServletContext

Web アプリ ケーシ ョ ン内のすべてのサーブレッ トは、 1 つの ServletContext を共有
します。 Web アプリ ケーシ ョ ンの初期パラ メータにアクセスするには、
ServletContext.getInitParameter(String name) および
ServletContext.getInitParameterNames() メ ソ ッ ドを使用します。

ほかの拡張機能ほかの拡張機能ほかの拡張機能ほかの拡張機能

サーブレッ ト  API のバージ ョン 2.2 には、上記のほかに次の拡張機能が含まれています。

• 「応答バッファ」

• 「複数のヘッダ値のサポート 」

• 「一時ディ レク ト リのサポート 」

• 「サーブレッ ト名へのアクセス」

• 「国際化」

• 「セキュ リティ 」

このセクシ ョ ンで、 これらの拡張機能について説明します。

応答バッ ファ応答バッ ファ応答バッ ファ応答バッ ファ

応答バッファによって、 サーブレッ トがその応答をバッファに入れるかど うかを制御
できます。 また、 バッ フ ァのサイズを制御する こ と もできます。 ServletResponse

オブジェク トには応答バッファをサポートするために次のメ ソ ッ ドが含まれています。
• setBufferSize(int size)

• getBufferSize()

• isCommitted()

• reset()

• flushBuffer()

複数のヘッ ダ値のサポート複数のヘッ ダ値のサポート複数のヘッ ダ値のサポート複数のヘッ ダ値のサポート

HttpServletRequest オブジェ ク ト には、 複数の値を持つヘッダを取得するために
getHeaders(String name) メ ソ ッ ドが含まれています。 これは Accept-Language
ヘッダによって複数言語のサポー ト を実装する と きに特に便利です。 このヘッダは
複数のヘッダ値を処理できます。

また、 HttpServletRequest.addHeader(String name, String value)、

HttpServletRequest.addIntHeader(String name, int value)、 および

HttpServletRequest.addDateHeader(String name, long date) を使用して複数の
値を設定するこ と もできます。
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一時ディ レクト リ のサポート一時ディ レクト リ のサポート一時ディ レクト リ のサポート一時ディ レクト リ のサポート

サーブレッ ト  API 2.2 では、 それぞれのサーブレッ ト  コンテキス トが専用の一時作業
ディ レク ト リ を提供する必要があ り ます。サーブレッ ト  コンテキス トの一時ディ レク
ト リの位置を決める と きは、ServletContext 属性 javax.servlet.context.tempdir
にアク セスし ます。 この属性を持つオブジェク ト のタ イプは  java.io.File です。
次のコード と同様のコードを使用します。

...
ServletContext sc = this.getServletContext();
File tempDir = (File) sc.getAttribute("javax.servlet.context.tempdir");
...

サーブレッ ト 名へのアクセスサーブレッ ト 名へのアクセスサーブレッ ト 名へのアクセスサーブレッ ト 名へのアクセス

GenericServlet.getServletName() メ ソ ッ ドを使用してサーブレッ ト登録名にアク
セスできます。 サーブレッ トが登録されていない場合、 このメ ソ ッ ドはサーブレッ ト
のク ラス名を返します。

国際化国際化国際化国際化

ServletRequest.getLocale() メ ソ ッ ドを使用してク ライアン トの Locale オブジェ
ク ト にアクセスできます。 返される ロケールは、 Accept-Language ヘッダに基づき
ます。このヘッダがない場合、このメ ソ ッ ドはサーバーの既定のロケールを返します。
また、 ServletRequest.getLocales() メ ソ ッ ドを使用して、 許容可能なロケールを
指定している  Locale オブジェク トの Enumeration にアクセスするこ と もできます。 

HttpServletResponse.setLocale(Locale loc) メ ソ ッ ド を使用してロケールを指定
するこ と もできます。

セキュリ ティセキュリ ティセキュリ ティセキュリ ティ

Web アプリ ケーシ ョ ンにロールベースのセキュ リ ティ情報を含める こ とができます。
これは、 指定したページへのアクセスが特定のロールのユーザにのみ許可されるよ う
にします。

サーブレ ッ ト  API 2.2 には HttpServletRequest.getUserPrincipal() および
HttpServletRequest.isUserInRole(String role) メ ソ ッ ドが含まれています。
また、HttpServletRequest.isSecure() メ ソ ッ ド も含まれています。このメ ソ ッ ド は、
要求が HTTPS を使用している場合に true を返します。

Web アプリ ケーシ ョ ンでのロールおよびセキュ リティの詳細については、Java サーブ
レッ ト  API バージ ョ ン  2.2 の仕様書を参照して ください。



第  4  部

Enterprise JavaBeans の
開発
こ こでは、 JRun を使用して Enterprise JavaBeans を作成する方法について説明します。

EJB のディ レク ト リ ....................................................................................................... 289

プロパティ ..................................................................................................................... 295

リ ソース管理.................................................................................................................. 303

Bean の開発.................................................................................................................... 311

Bean 管理パーシスタンス ............................................................................................. 319

コンテナ管理パーシスタンス ....................................................................................... 329

Java でのメ ッセージング............................................................................................... 345

EJB ク ラ イアン トの コーディング................................................................................ 377

高度なテクニッ ク .......................................................................................................... 383

EJB エンジンの使用 ....................................................................................................... 393





第 24 章

EJB のディ レクト リのディ レクト リのディ レクト リのディ レクト リ
この章では、 JRun ディ レ ク ト リ構造の、 EJB に関係した部分について説明し ます。
JRun ディ レク ト リ構造の詳細については、 『JRun セッ ト アップ ガイ ド』 を参照して
ください。

目次目次目次目次
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構造構造構造構造

次の図は、 JRun を完全にインス トールした直後の JRun ディ レク ト リ構造の、 EJB に
関係した部分を示します。 

この章では、これらのディレク ト リのそれぞれについて、図に示した順序で説明します。
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JRun home
JRun home は、 JRun を インス ト ールしたディ レ ク ト リ を表し ます。 本書では、
JRUN_HOME 変数は絶対パス名を表しています。たと えば、 JRun を  /opt/jrun にインス
トールした場合、 JRUN_HOME は /opt/jrunにな り ます。 JRun を
C:\Program Files\Allaire\JRun にインス トールした場合は、 JRUN_HOME は
C:\Program Files\Allaire\JRun にな り ます。 

次の表は、 JRUN_HOME ディ レク ト リにインス トールされるファ イルを示します。

servers/サーバー名 /deploy
deploy ディ レ ク ト リ は、 Bean の公開時に Deploy ツールによって使用されます。
Deploy ツールは、Bean 実装、ホーム  インターフェイスと リ モート  インターフェイス、
および公開記述子が含まれる  JAR ファイルを使用して、ホーム オブジェク ト と リモート
オブジェ ク ト の実装を作成し ます。 生成された実装と スタブをコンパイルした後、
Deploy ツールは結果のク ラ ス  ファ イ ルを  ejipt_objects.jar ファ イ ルと
ejipt_exports.jar ファ イルに追加します。Deploy ツールは、runtime.properties
ファ イルも作成します。 409ページの 「Enterprise JavaBeans の公開」 を参照してく だ
さ い。 起動時に、 JRun は deploy ディ レク ト リ の内容を  runtime ディ レク ト リ に
コ ピーします。

docs
このディ レク ト リには、 JavaDocs、 HTML 形式の文書、および PDF 形式の文書など、
JRun に関する文書が含まれています。 このディ レク ト リは、 最小インス トール オプ
シ ョ ンを使用した場合はインス トールされません。

ファイルファイルファイルファイル 説明説明説明説明

overview.htm JRun 製品の構成情報です。

relnotes.htm JRun リ リース ノートが含まれています。

whatsNew.htm JRun の現リ リースで提供される新機能の要約です。
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lib
lib ディ レク ト リには、必要な JAR ファ イルとその他のプロパティ  ファ イルが含まれ
ています。

ファイルファイルファイルファイル 説明説明説明説明

ejipt.jar サーバーに関連するすべてのクラスが含まれています。

ejipt_tools.jar Deploy ツールおよび Server ツールのクラスが含まれています。
ejipt_client.jar クライアン トに関連するクラスおよびスタブが含まれていま

す。 このファイルは、すべてのクライアン トにインストールす

る必要があります。 
ejipt_jms_client.jar クライアン トに関連する JMS のクラスが含まれています。

このファイルは、 JMS サービスを使用するクライアン トに
インス トールする必要があります。 

ejipt_ejbeans.jar 既定の EJB の実装が含まれています。
default_exports.jar 各 ejipt_exports.jar に必要なクラスが含まれています。

Deploy ツールによって内部で使用されます。
default_objects.jar 各 ejipt_objects.jar に必要なクラスが含まれています。

Deploy ツールによって内部で使用されます。
jrun_ejbeans.jar 単一のサインオンで使用する EJB およびその他のファイルが

含まれています。

jrun_exports.jar 単一のサインオンで使用する EJB およびその他のファイルが
含まれています。

jrun_objects.jar 公開前の EJB が含まれています。 メ ッセージングやその他の
目的で内部で使用されます。

jrun.policy VM 内のリソースへのアクセスを許可するセキュリテ ィ
ポリシー

ejipt.properties 既定のプロパテ ィ構成が含まれています。

295 ページの第 25 章 「プロパテ ィ 」 を参照して ください。

/ext lib ディ レク ト リには、次に説明する /ext サブディ レク ト リ
も含まれています。



構造 293
lib/ext
ext ディ レク ト リ には、追加の JAR ファ イルが含まれます。これらは、 Sun JDK の標準
拡張機能です。これらのファ イルは、便宜上このディ レク ト リに提供されていますが、
Sun から直接入手するこ と もできます。

servers/サーバー名 /runtime
JRun は runtime ディ レク ト リ を使用して起動時に Bean およびプロパティ をロード
します。 EJB エンジンは、 このディ レク ト リ を管理します。通常、ユーザがこのディ レ
ク ト リ のファ イルを修正する こ とはお勧めしません。 公開された Bean JAR ファ イル
のほかにも、 JRun は 起動時に次のフ ァ イルを  deploy ディ レ ク ト リ から  runtime
ディ レク ト リにコピーします。

起動時に、deploy ディ レク ト リの内容が前回の実行時から変更されているかど うかが
判断されます。 変更されている場合は、 JRun はタイム  スタンプをチェッ ク し、 その
時点よ り も新しいファイルを  runtime ディ レク ト リにコピーします。 

ファイルファイルファイルファイル 説明説明説明説明

activation.jar アクテ ィ ブ化のフレームワーク

ejb.jar Enterprise JavaBeans API (1.1)
iiop.jar RMI/IIOP サポートで使用するファイル
jdbc.jar JDBC API (2.0)
jms.jar Java Message Service API (1.0)
jndi.jar Java Naming & Directory Service API (1.2)
jta.jar Java Transaction API (1.0)
jaxp.jar Java API for XML parsing (1.0)。 このファイルは

サーブレッ ト  エンジンで使用します。
servlet.jar Java サーブレッ ト  API (2.2)。 このファイルは

サーブレッ ト  エンジンで使用します。

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 説明説明説明説明

ejipt_exports.jar このファイルには、 オブジェ ク トのスタブが保持されている

ほか、 必要に応じてクライアン トにエクスポート されるクラ

スも追加されています。 このフ ァ イルは、 Deploy ツールに
よって作成されます。

ejipt_objects.jar リモート  インターフ ェイスおよび ホーム インターフ ェイス
の実装 (EJB オブジェク ト )。このファイルは、Deploy ツール
によって作成されます。

runtime.properties このファイルは、 Deploy ツールによって作成されます。 
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これらのファ イル以外に、 通常は少な く と も  1 つの yourbeans_ejb.jar ファ イルが
runtime ディ レク ト リにあ り ます。

起動時に次のファイルが検出されない場合は、これらのファ イルも  JRun によって作成
されます。

servers/サーバー名 /runtime/classes
classes ディ レク ト リには、load コマンドを発行する際に EJB エンジンによって動的
にロード される  Bean ク ラスが含まれています。 ダイナミ ッ ク  Bean ローディングは、
テスト および開発の目的でのみ使用してく ださい。ダイナミ ッ ク  Bean ローディ ングを
使用した後は、 更新されたク ラスを必ず EJBの JAR ファ イルに組み込んで ください。

メモメモメモメモ

ダイナミ ッ ク  Bean ローディングは、 スタンドアロンの EJB エンジンの機能です。

このディレク ト リは、Bean 実装クラス専用として使用します。EJB エンジンは、ホーム
インターフェイスおよびリモート  インターフェイスのダイナ ミ ッ ク  ローディ ングは
実行しません。 詳細については、 422ページの 「Bean のダイナミ ッ ク  ローディ ング
の使用」 を参照して ください。

samples
samples ディ レク ト リには、サンプル EJB アプリケーシ ョ ンの .java ファ イル、make
ファ イル、 および公開記述子ファ イ ルが含まれています。 こ れら のサンプルには、
エンテ ィ テ ィ  Bean とセッシ ョ ン  Bean の両方が含まれます。 このディ レ ク ト リ は、
最小インス トール オプシ ョ ンを使用した場合はインス トールされません。提供される
サンプルの詳細については、 『JRun サンプル ガイ ド』 を参照して ください。

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 説明説明説明説明

ejipt.cache このファイルは、 サーバーによってセッシ ョ ン Bean インス
タンスのキャ ッシュに使用されます。 このファイルは、 JRun
が起動されるたびに消去されます。

instance.store 既定のオブジェク ト  ス トアです。 このファイルは、 Bean を
持続するために使用します。 このファイルの内容は自動的に

消去されません。
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プロパティプロパティプロパティプロパティ
この章では、 プロパティを設定する方法、 公開記述子の要素、 および EJB エンジンが
プロパティを適用するタイ ミ ングを決定する方法について説明します。

目次目次目次目次
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概要概要概要概要

EJB エンジンは標準の  java.util.Properties によって実装されるプロパティ を使用
して、 その公開環境と実行時環境を設定します。 Bean 情報に関しては、 EJB エンジン
は主に、 公開記述子を介して渡された情報をサポート します。

プロパテ ィは、 実行時にコンテナおよび公開済み Bean の両方からアクセス され、
サーバー、 コンテナまたは公開済み Bean のレベルで書き換えられます。 プロパティ
ファ イルの作成および保守に任意のテキス ト  エディ タを使用できます。 これらのファ
イルは単純な key=value 構文で設定します。設定可能なプロパティの リ ス トについて
は、JRun JavaDocs ファ イルに添付されている  API マニュアルの EjiptProperties を
参照して ください。

この章に記載されているメ カニズムを使用すると 、すべての公開済み Bean がすべての
システム  プロパテ ィ、 ejipt.properties、 コマン ド  ラ イン  プロパテ ィ、 および
local.properties に読み取り 専用でアクセスできるよ う になり ます。また、公開済み
Bean には、 最初に公開記述子で設定した固有のプロパテ ィへの読み取 り /書き込み
アクセス権があ り ます。 下位レベルのプロパティへのアクセスは常に、 上位レベルの
プロパティによって書き換えられます。

メモメモメモメモ

JRun 3.0 では、 主に deploy.properties ファ イルおよび Bean プロパティ  ファ イルで
プロパティ を設定します。 これらの方法は JRun 3.1 でも引き続きサポー ト されてい
ますが、 deploy.properties 仕様を  local.properties に移動し、 Bean プロパティ を
1 つの公開記述子に移動する方法をお勧めします。

プロパティは、 さまざまな方法で設定できます。プロパティ  ファ イルを直接修正して
プロパティを特定の値に永久的に設定するこ と もできます。また、スタンドアロン  EJB
エンジンのプロパティは、 コマンド  ライン上で設定できます。公開済み Bean によって
実行時にプロパティを設定するこ と もできます。

サーバーサーバーサーバーサーバー プロパティの設定プロパティの設定プロパティの設定プロパティの設定

起動時には、 JRun によ り、 まずサーバー プロパティ  リ ス トが作成されます。 JRun は
次の順に複数のソースからプロパティをロード します。
• ejipt.properties

• システム環境 (java -D コマンド ラ イン  スイ ッチを介して渡される )
• global.properties

• local.properties

• runtime.properties (Deploy ツールで作成 )
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JRun を統合 J2EE アプリ ケーショ ン  サーバーと して実行する場合は、ejipt.properties
から  global.properties に、また deploy.properties から  local.properties に設定を
変更しなければな り ません。ファイルを ejipt.properties またはdeploy.properties

から  global.properties または local.properties に移動すると きは、 次の例に示す
よ うに ejb 接頭辞を使用します。

# No ejb prefix when used in deploy.properties:
# ejipt.userHomeName=default.UserHome
# In local.properties, use the ejb prefix:
ejb.ejipt.userHomeName=default.UserHome

スタン ドアロン  モードで EJB エンジンを実行している場合は、 ejipt.properties

および deploy.properties にプロパティを引き続き配置する必要があ り ます。 た と
えば、 ス タン ド アロン  モードで実行する  EJB のサンプルでは deploy.properties
ファ イルを使用します。

開発の際に runtime.properties フ ァ イルを直接編集しないで く ださい。 その後で
Deploy ツールを実行する と、 その変更が失われてしまいます。

コンテナコンテナコンテナコンテナ プロパティの設定プロパティの設定プロパティの設定プロパティの設定 
EJB エンジンでは、 runtime.properties ファ イルの ejipt.ejbJars プロパテ ィに
リ ス ト されている各 JAR ファ イルのコンテナを作成します。 ejipt.ejbJars プロパ
ティがない場合、deploy ディ レク ト リ内の ejipt_objects.jar、ejipt_exports.jar
および extra_exports.jar ファ イルを除くすべての JAR ファ イルについてコンテナ
が作成されます。

EJB エンジンのすべてのコンテナに固有のプロパティ  リ ス トがあ り、 その既定値は
サーバー プロパティ  リ ス トです。

Bean 情報の指定情報の指定情報の指定情報の指定

Bean 情報は、プロパティ  ファ イルまたは公開記述子を使用して定義できます。通常、
公開記述子は ejb-jar.xml とい う名前が付けられ、 JAR ファ イルの META-INF ディ レ
ク ト リ に保存される必要があ り ます。 JAR ファ イル内にそのよ う なファ イルが検出
される と、 EJB エンジンは Bean プロパティ  ファ イルまたは既定プロパティ  ファ イル
ではな く記述子を使用します。 ejb-jar.xml ファ イルがない場合、 EJB エンジンは
Bean レベルのプロパテ ィ  フ ァ イルおよび既定プロパテ ィ  フ ァ イルを使用し ます。
XMLベースの公開記述子で必要な要素の詳細については、 EJB バージ ョ ン  1.1 仕様を
参照して ください。

メモメモメモメモ

本書の後半では公開記述子の使用法について説明します。 ただし、公開記述子で行った
設定は Bean プロパティ  ファ イルでも行う こ と ができます。Bean プロパティ  ファ イル
の詳細については、 『JRun 拡張設定ガイ ド』 を参照して ください。
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公開記述子を定義する場合、次の例のよ うに、 env-entry、 env-entry-name、 および

env-entry-value 要素を使用して EJB エンジンに固有のプロパティを含めます。

<env-entry>
<env-entry-name>propertyname</env-entry-name>
<env-entry-value>propertyvalue</env-entry-value>

</env_entry>

EJB エンジン固有のプロパティの先頭には、 通常 ejipt が付いています。 env-entry

要素の例については、JRUN_HOME/samples/sample2a/Meta-inf/ejb-jar.xml を参照
して ください。 

内部で、 EJB エンジンはすべてをプロパテ ィ と して保存し ます。 公開済み Bean を
ロードする と きに、 EJB エンジンは公開済み Bean ご とに内部プロパテ ィ  リ ス ト を
作成します。 このプロパティ  リ スト には、java:comp/env JNDI コンテキスト を通じて
アクセスできます。 既定値は Bean のコンテナのプロパティ  リ ス トです。 このメカニ
ズムによって、それぞれの公開済み Bean の間ですべてのシステム /サーバー/コンテナ
プロパティを読み取り専用で共有できます。 

例例例例

次の例は、 プロパティを設定するためのさまざまな方法を示しています。 この最初の
例では、 コマンド  ラ インによってプロパティを書き換えます。 2 番目の例では、 公開
および既定プロパティ  ファイルでプロパティを設定します。 3 番目の例では、公開済み
Bean のレベルでプロパティ を設定変更します。 4 番目の例では、 コマンド  ラインから
Bean レベルのプロパティを設定変更します。
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コマンドコマンドコマンドコマンド  ラインによる書き換えラインによる書き換えラインによる書き換えラインによる書き換え

この例では、 ejb.sessionTimeout プロパティを書き換えます。 この例では、
JRUN_HOME/lib の ejipt.properties フ ァ イルで ejb.sessionTimeout が 900 (秒 )
に設定されていると想定します。この例では、EJB エンジンが起動したと きにコマンド
ラ インで -Dejb.sessionTimeout=300 と パラ メ ータを設定するこ と によって、 実行時
にこの値を  300 に変更します。

> cd JRUN_HOME
> java -Dejb.sessionTimeout=300 -classpath lib/ejipt.jar

allaire.ejipt.Ejipt 

また、統合 J2EE サーバーの実行時に global.properties のejb.javaargs プロパティ
または local.properties ファ イルでコマンド ラ イン引数を指定する こ とによって、
それらの引数を使用できます。

このコマン ド  ラ インによって、 サーバー プロパテ ィ  リ ス ト に ejb.sessionTimeout
プロパティ とその値 300 が追加され、次の図に示すよ うに ejipt.properties ファイル
から取得した値 900 を書き換えます。

公開済み Bean から
EJBContext.getEnvironment().getProperty(“ejb.sessionTimeout”) 呼び出すと 、
プロパティ  リ スト  チェーン内でこの値が最初に検出されるため、値 300 が返されます。
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プロパティプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ  ファイルによる書き換えファイルによる書き換えファイルによる書き換えファイルによる書き換え

さ らに、 この例では container1 の ejb.sessionTimeout を書き換え、
default.properties ファ イルの値を  300 に設定します。また、deploy.properties を
使用してサーバー セッシ ョ ン タイムアウ ト を設定します。 この例では、
ejipt.properties ファ イルで ejb.sessionTimeout が 900 (秒) に設定されている と
想定します。

container1 の default.properties に次のプロパティが設定されています。

ejb.sessionTimeout=1800

deploy.properties ファ イルには次のプロパティが設定されています。

ejb.sessionTimeout=300

次の図は、 結果と して作成されたプロパティ  リ ス ト を示しています。 

これによ り 、container1 内にあるすべての Bean の ejb.sessionTimeout 値は 1800 に
設定され、 それ以外のコンテナ内にある公開済み Bean の ejb.sessionTimeout 値は
300 に設定されます。
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Bean プロパティによる書き換えプロパティによる書き換えプロパティによる書き換えプロパティによる書き換え

この例では、公開済み Bean のレベルでプロパティ を書き換えます。ejipt.properties
ファ イルでプロパテ ィ  ejb.isReentrant が false に設定されている と想定します
(注意 : この特定のプロパテ ィでは、 ステート フル セッシ ョ ン  Bean とエンテ ィテ ィ
Bean の既定の設定は false です )。また、Looper の名前を持つ公開済み Bean があ り、
その Looper が再入可能である と想定します。 Looper でこの動作を妨げないよ うに
EJB エンジンに指示するには、 Looper Bean の公開記述子内で ejb.isReentrant を
true に設定する  env-entry を確立します。

次の図は、 結果と して作成されたプロパティ  リ ス ト を示しています。 

Looper が公開される と、サーバーはそのプロパティ  リ ス ト を作成します。プロパティ
ejb.isReentrant=true は Looper のプロパティ  リ ス トに追加されます。これによ り、
EJBContext.getEnvironment().getProperty("ejb.isReenterant") を呼び出した
と き  Looper のすべてのインスタンスについて true が返され、 それ以外の Bean には
false が返されます。 このメカニズムを使用して、プロパティ  ファイルで定義されたか
XML 記述子ファ イルで定義されたかにかかわらず、 プロパティ を書き換える こ とが
できます。
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実行時実行時実行時実行時 Bean プロパティによる書き換えプロパティによる書き換えプロパティによる書き換えプロパティによる書き換え

この例では、 スタンドアロン  EJB エンジンから  bean2 とい う名前の EJB の
ejb.sessionTimeout を書き換えます。コマンド  ラインから  Bean のプロパティ を書き
換えるには、プロパティ の前に Bean のホーム名を付けます。また、このステップでは
Bean の公開記述子で設定された任意のプロパティを書き換えます。
ejipt.properties ファ イルで ejb.sessionTimeout が 900 (秒) に設定されてお り、
bean2.properties ファ イルで次のよ うに設定されている と想定します。

ejb.sessionTimeout=1800

スタンドアロン  EJB エンジンの実行時のタイムアウ ト値を  300 に設定するには、 スタ
ンドアロン  EJB エンジンが起動したと きにコマンド  ラ インで
-Dbean2Home.ejb.sessionTimeout=300 パラ メータを設定します。 この場合、 bean2 は
ホーム名が bean2Home で公開される と想定しています。

> cd JRUN_HOME
> java -Dbean2Home.ejb.sessionTimeout=300 -classpath 

lib/ejipt.jar allaire.ejipt.Ejipt 

次の図は、 結果と して作成されたプロパティ  リ ス ト を示しています。 

bean2 を除くすべての Bean の ejb.sessionTimeout 値は 900 に設定され、 bean2 の
ejb.sessionTimeout 値は 300 に設定されます。
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リ ソース管理リ ソース管理リ ソース管理リ ソース管理
この章では、開発者が利用できる種々の EJB に関連するリ ソースについて説明します。
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概要概要概要概要

JRun では EJB エンジンと対話し、 その リ ソースを管理するための一連の API が用意
されています。allaire.ejipt パッケージに用意されているこれらの API のク ラスは
次のとおりです。

メモメモメモメモ

これらの機能は、 アプ リ ケーシ ョ ンを最適化するために必要に応じて実装できます。
ただし、これらの機能を使用すると 、アプリ ケーショ ンをほかの J2EE アプリ ケーショ ン
サーバーに移植できな くな り ます。

クラス名クラス名クラス名クラス名 API の使用法の使用法の使用法の使用法

ResourceManager データベース接続の管理、 ローカル ホーム オブジェ クト の参照、
自動呼び出しの管理を行います。ResourceManager 管理のデータ
ベース接続は、スタンド アロン  EJB エンジンでのみ使用できるこ
とに注意してく ださい。 それ以外の場合は、『 JRun Version 3.1 機
能および移行ガイド 』 で説明しているよう に JRun のデータ  ソー
スを使用してく ださい。

InstanceManager 公開済み Bean のインスタンスのステート についての情報を、 関
連するコンテキスト から取得し 、 インスタンスのステート の変化

についてサーバーに知らせます。 
StoreManager JDBC を使用しないパーシスタンスおよびキャッ シュ  メ カニズム

を提供します。

UserManager ユーザおよびサーバーでのロールを管理し、 ユーザにサインイン

機能を提供します。 
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ローカルローカルローカルローカル ホームホームホームホーム オブジェク トオブジェク トオブジェク トオブジェク ト

1 つの Bean からローカルの Bean を呼び出す方法は 2 つあり ます (両方の Bean が同じ
サーバー上で動作している場合)。通常、呼び出し  Bean にローカル JNDI コンテキスト
(J2EE 準拠メ ソ ッ ド ) を作成させるよ うにします。 も う  1 つの方法は、 呼び出し側の
Bean が ResourceManager.getLocalEJBHome(name) を呼び出すよ う にする方法です。
この場合、 name はターゲッ ト  Bean のプロパティ  ファ イルで指定されている名前と
同じです。

どちらの方法でも、ホーム  オブジェク トへの参照が返されます。 getLocalEJBHome()
の呼び出しは単純なハッシュ検索なので、 一般的には JNDI を使用する場合よ り も
速くな り ます。

メモメモメモメモ

getLocalEJBHome を呼び出す JRun 特有の機能およびコードは、 ほかの J2EE アプ リ
ケーシ ョ ン  サーバーに移植する こ とはできません。

次の例では ResourceManager.getLocalEJBHome メ ソ ッ ドを呼び出します。

...
public void ejbActivate() throws RemoteException {

_theWeb = ((WebHome)ResourceManager.getLocalEJBHome
("sample7c.WebHome")).findTheWeb();

_loanHome = (LoanHome)ResourceManager.getLocalEJBHome
("sample7c.LoanHome");

    }
...

詳細については、 JRun JavaDocs ファ イルに添付されている  API マニュアルの
ResourceManager を参照して ください。
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インスタンスインスタンスインスタンスインスタンス マネージャマネージャマネージャマネージャ

コンテキス トコンテキス トコンテキス トコンテキス ト /Bean インスタンスインスタンスインスタンスインスタンス プールプールプールプール

Bean コンテキス トは、 公開されている  Bean の環境のステートに関する情報を検索
するために使用します。 コンテキス トは Bean インスタンスが作成されたと きに作成
され、 Bean インスタンスが存在する間 Bean に関連付けられ、 ほかの Bean インスタ
ンスが使用するこ とはできません。 コンテキス トには、 Bean インスタンスについて、
インスタンスのステートが変化したかど うかを示す情報などが記録されています。

利用できるコンテキス トの数は、 公開記述子内で ejipt.maxContexts、
ejipt.maxFreeContexts、 および ejipt.minFreeContexts を  env-entries と して
設定する こ と で管理でき ます。 次の例では、 こ れら のプロパティ がサンプル 5a の
公開記述子内でどのよ うに設定されるのかを示しています。

...
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.maxFreeContexts</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>5</env-entry-value>

</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.maxContexts</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>5</env-entry-value>

</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.minFreeContexts</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>0</env-entry-value>

</env-entry>
...

これらのプロパティ の設定に関する詳細については、JRun JavaDocs ファ イルによって
提供されている  API マニュアルの EjiptProperties を参照して ください。

InstanceManager ク ラスは、コンテキスト と 相互動作する  API を供給します。Bean の
インスタンスがサーバーによって作成された最初のインスタンスであるかど うかが
わかれば非常に便利です。 InstanceManager.isFirst() メ ソ ッ ドは、 現在のインス
タンスがその Bean の最初のインスタンスである場合、 true を返します。それによって
Bean の初期化を行 う こ とができます。 このメ ソ ッ ドは通常、 setEntityContext()
または setSessionContext() メ ソ ッ ド から呼び出されます。EJB のサンプル 7c の次の
例では、 InstanceManager.isFirst() メ ソ ッ ドを呼び出します。

...
public void setEntityContext(EntityContext context) {

super.setEntityContext(context);

if (InstanceManager.isFirst()) {
initBanks();

}
}
...
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InstanceManager.isLast() メ ソ ッ ドは、 現在のインスタンスがその Bean の最後の
インスタンスである場合、 true を返します。 これによって、 Bean を削除する前に
ク リ ーンアップを実行できます。このメ ソッ ドは通常、unsetEntityContext() メ ソッ ド
から呼び出されます。

インスタンスのステートの変化インスタンスのステートの変化インスタンスのステートの変化インスタンスのステートの変化

 InstanceManager.isDirty() メ ソ ッ ドは、 インスタンスのステートの変化について
EJB エンジンに知らせます。setDirty(true) を呼び出すと 、ejbStore メ ソ ッ ドが呼び
出され、強制的にインスタンスがコンテナに保存されます。 setDirty(false) を呼び
出すと、 コンテナはステートの変化を無視し、 データベース内のインスタンスを更新
しません。

dirty フラグが設定されていない場合、コンテナはインスタンスを保存するかどう かの
判断を試みます。 これは、表面的な比較によって行われます。 コンテナは == 演算子を
使用してフ ィールドのステート とキャ ッシュ されているステートの比較を繰 り返し、
ステートが変化したかど うかを判断します。 深いレベルでの変化が起こった場合は、
Bean メ ソ ッ ド内で dirty フラグを明示的に true に設定して、保存を強制しなければ
な り ません。

メモメモメモメモ

isDirty と  setDirty を使用するだけでな く、 ejipt.isAlwaysDirty プロパテ ィ を
true に設定できます。 これによって各ビジネス  メ ソ ッ ドに従って、 コンテナが
ejbStore を呼び出します。

詳細については、 JRun JavaDocs ファ イルによって提供されている  API マニュアルの
InstanceManager を参照して ください。
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データベース接続管理データベース接続管理データベース接続管理データベース接続管理

データベース接続は、 プールして再使用する リ ソースです。 JRun には、 セッシ ョ ン
Bean と  BMP エンテ ィテ ィによる次の 2 つのデータベース接続のオプシ ョ ンがあ り
ます。

• JRun データ  ソース   JRun 内またはスタンドアロン  EJB のも とで実行している
EJB では、 JNDI を利用して JMC で定義されたデータ  ソースにアクセスできます。
java:comp/env/jdbc/datasourcename 上で JNDI 検索を行い、
javax.sql.DataSource に値を返します。 このオブジェク ト を使用して接続します。
connection.close() を呼び出すときに、JRun によってプールに接続が返されます。
JRun データ  ソースはト ランザクシ ョ ン処理されないため、 XA に準拠しません。

• XA 準拠データベース接続 スタンドアロン  EJB エンジンは deploy.properties
ファ イルで定義されたデータ  ソースにアクセスできます。
ResourceManager.getConnection("datasourcename") メ ソ ッ ド を呼び出して
java.sql.Connection を取得し ます。 connection.close() を呼び出すと きに、
JRun によってプールに接続が返されます。 EJB スタンドアロン  データ  ソースは
ト ランザクシ ョ ン処理されるため、XA に準拠します。 リモート  ク ライアン トから
このタイプの接続にアクセスする場合は、 サーバーで remotelyAccessible プロ
パティが true に設定されている必要があ り ます。詳細については、 『JRun Version
3.1 機能および移行ガイ ド』 を参照して ください。

コンテナ管理パーシスタンスを使用する と、コンテナはデータ  ス ト ア接続のすべての
管理を処理します。 

詳細については、 API マニュアルの ResourceManager、 319ページの 「Bean 管理パー
シスタンス」 、 329ページの 「コンテナ管理パーシスタンス」 、 および JRun サンプル
アプリ ケーシ ョ ンを参照して ください。

ローカルローカルローカルローカル キャ ッシュキャ ッシュキャ ッシュキャ ッシュ /ストアストアストアストア

アプリ ケーショ ンに比較的簡単なデータ  アクセスの要求があり 、リ レーショ ナル データ
ベースを使用できない場合は、 StoreManager を使用してファ イルベースのソ リ ュー
シ ョ ンを実装します。

 StoreManager を使用すれば、 JDBC を使用しな く てもデータ またはエンテ ィ テ ィ
Bean をファ イル ベースのス ト アに保持できます。 プライマ リ  キーを使用する と イン
スタンスを保存し、 後で取得できます。 ス ト アをバッ クアップする既定の 
instance.store ファ イルは runtime ディ レク ト リに作成されます。
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JRun instance.store
JRun には、 instance.store とい う ファ イルベースの拡張可能な ト ランザクシ ョ ン
処理パーシスタンス  メカニズムが用意されています。リ レーシ ョナル データベースの
使用が望まし くない場合や リ レーシ ョナル データベースが使用できない場合は、 この
メカニズムを使用してエンティティ  Bean を保持します。 

Store インターフェイスは、 公開済み Bean によるインスタンスのステートの保存に
使用できる  JDBC を使用しないパーシスタン ト  ス ト アを表します。 このインターフェ
イスでは、サーバーが使用するパーシスタンス  メカニズムのカスタマイズをサポート
します。

配信されたものと して  instance.store を使用したり 、Store インターフェイスを使用
して instance.store を拡張できます。 DefaultStore 実装をサブク ラス化するか、
または Store インターフェイスを異なる方法で実装する と、JRun で instance.store
メカニズムをカスタマイズできます。

instance.store にス ト アされているすべてのオブジェク トは 1 つのキーに関連付け
られています。 既定の実装では、 キーは関連付けられたオブジェ ク ト のプラ イマ リ

キーのこ とです。プライマ リ  キーを使用して、 ス ト アからインスタンスのステート を
更新、 取得、 または削除できます。 

Store の既存の実装の詳細については、 JRun JavaDocs ファ イ ルに付属する  API
マニュアルの DefaultStore を参照して ください。

プロパティプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ

JRun には、 instance.store を管理するプロパティが 2 つあ り ます。

• ejipt.storeName プロパティ を使用してスト アの名前を変更したり 、スト アの複数
のインスタンスを作成できます。 JRunでは、Bean ご とに固有のス ト アを持つこ と
ができます。 ejb-jar.xml の特定の Bean に ejipt.storeName env-entry を設定
する と、その Bean は固有のデータ  ス ト アを持つよ うにな り ます。個々の Bean に
このプロパティを指定する と、実行時ディ レク ト リ内のス ト アはその Bean の持続
インスタンスを含むス ト アの名前を持つよ うにな り ます。local.properties または
deploy.properties ファ イルでこのプロパティを指定して、 コンテナ内で公開さ
れるすべての Bean によって使用されるコンテナにオブジェク ト  ス ト アの名前を
設定できます。指定されていない場合は、プロパティ の既定の設定は instance.store
です。

• ejipt.storeClassName は Store インターフェイスを実装するカスタム  ク ラスを
指定するためのプロパティです。 カスタム  ク ラスを使用して Store の動作をカス
タマイズします。カスタム  ス ト アを実装している と きに、getStore() メ ソ ッ ドを
実装する こ とを確認して ください。 ejipt.storeClassName プロパティの既定の
設定は allaire.ejipt.DefaultStore です。
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ロード されたユーザおよびロールロード されたユーザおよびロールロード されたユーザおよびロールロード されたユーザおよびロール

UserManager を使用する と、 公開済み Bean からサーバー内のユーザおよびロールを
管理できます。EJB エンジンは、起動時にユーザおよびロールをあらかじめロード して
おく こ とによって、クライアン トがサービスの要求を開始したときにそれが利用できる
よ うにします。

UserManager は、 ユーザと ロールの両方が、 エンティティ  Bean によって固有のプラ
イマ リ  キーを使用して表される と想定します。 UserManager は、 ユーザを
java.security.Principal オブジェク ト と して追加し、 ロールを
java.security.acl.Group オブジェク ト と して追加します。 UserManager によって、
プラ イマ リ  キーと  java.security.Principal および java.security.acl.Group
オブジェ ク ト間のマッピングを管理します。 また、 UserManager によってログイン
セッシ ョ ンを制御するこ と もできます。 

UserManager ク ラスを使用する例が 『JRun サンプル ガイ ド』 にあ り ます。 また、 各
サンプルの deploy.properties ファ イルを参照すると 、 ユーザおよびロールについて
の知識を得る こ とができます。 詳細については、 JRun JavaDocs ファ イルに付属する
API マニュアルの UserManager を参照して ください。
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Bean の開発の開発の開発の開発
この章では、エンティティ  Bean およびセッシ ョ ン  Bean の開発プロセスについて説明
します。

目次目次目次目次
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概要概要概要概要

JRun は、 エンテ ィ テ ィ とセッシ ョ ンの両方の Bean を完全にサポー ト しています。
このため、ビジネスのニーズを満たす強力なソ リ ューシ ョ ンを開発し、公開できます。

JRun では、 Bean の開発の際に特定の IDE を必要としません。 Java 2 プラッ ト フォーム
をサポート しているものであれば、 任意の IDE を使用できます。

Bean ク ラス実装、 リモー ト  インターフェイス、 およびホーム インターフェイスを
提供する必要があり ます。 EJB には、この 3 つの要素がすべて必要です。これらの要素
では、 通常、 次の命名規則が使用されます。

• リモート  インターフェイス Beanname (Balance など )

• ホーム インターフェイス BeannameHome (BalanceHome など )

• クラス実装 BeannameBean (BalanceBean など )

次の節では、 エンティ ティ  Bean と セッ ショ ン  Bean の開発に関するガイ ド ラ イ ン
および例を示します。

Bean のののの リモートリモートリモートリモート  インターフェイスの作成インターフェイスの作成インターフェイスの作成インターフェイスの作成

javax.ejb.EJBObject を拡張する  Bean の リ モー ト  インターフェ イ スを提供する
必要があ り ます。 このインターフェイスで定義される メ ソ ッ ドは、 ク ラ イアン トが
呼び出せる唯一のビジネス  メ ソ ッ ドです。したがって、 リモート  インターフェイスで
定義される各メ ソ ッ ド に一致するメ ソ ッ ド が、 Bean のクラス実装内にあり ます。引数
と戻り値は、 有効な RMI データ型である こ とが必要です。

次のサンプルは、 リモート  インターフェイスの必要条件を示しています。

package ejbeans;

import java.rmi.*;
import javax.ejb.*;

public interface Balance extends EJBObject {
/* All methods here must have matching methods in BalanceBean.java */
void save(int value) throws RemoteException;
void spend(int value) throws RemoteException;

}

throws 句で定義される例外は、 Bean ク ラス実装で定義される例外に一致し、
RemoteException を含んでいる必要があ り ます。

メモメモメモメモ

このインターフェイスの実際の実装 ( リ モー ト  オブジェ ク ト ) は、 Deploy ツールに
よって生成されます。
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Bean のホームのホームのホームのホーム インターフェイスの作成インターフェイスの作成インターフェイスの作成インターフェイスの作成

さ らに、javax.ejb.EJBHome を拡張する  Bean のホーム  インターフェイスを提供する
必要があ り ます。 このインターフェイスで定義される メ ソ ッ ドは、 ク ラ イアン トが
リ モート  オブジェク トへの参照を確立するために使用します。

ホーム  インターフェイスは、 次のよ うに定義する必要があ り ます。

• ステートレス セッシ ョ ン Bean 引数のない 1 つの create メ ソ ッ ド

• ステート フル セッシ ョ ン Bean 任意の数の引数のある  1 つまたは複数の create
メ ソ ッ ド

• エンティ ティ  Bean 任意の数の引数のあるゼロまたはそれ以上の create メ ソ ッ ド

それぞれの create メ ソ ッ ドには、 Bean のクラス実装の引数と同じ引数のある、一致
する  ejbCreate メ ソ ッ ドが 1 つ必要です。引数はどれも有効な RMI データ  タイプで、
戻り値は次のよ うになる必要があ り ます。

• セッシ ョ ン Bean 無効

• エンテ ィテ ィ  Bean Bean のリモート  インターフェイス  タイプ

エンティティ  Bean には、少な く と も  1 つの finder メ ソ ッ ドが必要です。ただし、セッ
シ ョ ン  Bean の場合、 finder メ ソ ッ ドは無効です。 finder メ ソ ッ ドの引数は、 有効な
RMI データ型であるこ とが必要です。 また、 その戻り値は Bean のリモート  インター
フェイス  タイプを単一に、 コレクシ ョ ン、 または列挙で返す必要があ り ます。

次のサンプル インターフェイスは、エンティ ティ  ホーム  インターフェイスの必要条件
を示しています。

package ejbeans;

import java.rmi.*;
import javax.ejb.*;

public interface BalanceHome extends EJBHome {
/* All methods here must have matching methods in BalanceBean.java */
Balance create(int accountId) throws CreateException, 

RemoteException;
Balance findByPrimaryKey(Integer key) throws FinderException, 

RemoteException;
}

throws 句で定義される例外は Bean ク ラスで定義される例外に一致し、
RemoteException が含まれている必要があ り ます。 create メ ソ ッ ドの場合、 例外と
して CreateException も含まれている必要があ り ます。

Deploy ツールは自動的にホーム  インターフェイスを生成します。

ホーム  インターフェイスの詳細については、 EJB の例を参照して ください。
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Bean クラス実装の作成クラス実装の作成クラス実装の作成クラス実装の作成

エンティティ  Bean の必要条件は、セッシ ョ ン Bean の場合とかな り異なるため、この
セクシ ョ ンでは各タイプについて別々に説明します。 各セクシ ョ ンには詳細な説明が
含まれています。

エンテ ィテ ィエンテ ィテ ィエンテ ィテ ィエンテ ィテ ィ  Bean
エンティ ティ  Bean は、サーバーのシャッ ト ダウン中に存続させるオブジェク ト を表し
ます。 パーシスタンスには、 次の 2 つのタイプがあ り ます。

• Bean 管理パーシスタンス  (BMP) データベース  アクセスおよびコールバッ ク
メ ソ ッ ド のステート メ ント の更新をコーディ ングするこ と によって、エンティ ティ

Bean の実装がパーシスタンスを管理します。BMP の詳細については、 319ページ
の第 28 章 「Bean 管理パーシスタンス」 を参照して ください。

• コンテナ管理パーシスタンス (CMP) 公開記述子に作成された仕様をコンテナが

使用して、データベース  アクセスを実行し、自動的にステート メン ト を更新します。
CMP の詳細については、 329ページの第 29 章 「コンテナ管理パーシスタンス」 を
参照して ください。

エンティティ  Bean のインスタンスを表現するデータは通常、 リ レーシ ョナル データ
ベースのテーブルの行に格納されています。 このデータベースには、 JDBC データ
ス ト アからアクセスします。 これらのテーブルは、 複数のデータベースにまたがる
場合もあ り ます。

エンティティ  Bean に関する一般的な必要条件は次のとおりです。

• javax.ejb.EntityBean を実装する必要があ り ます。

• パブリ ッ ク  タイプです。

• 抽象タイプは使用できません。

また、 実装が必要な定義済みシグネチャを使用する特殊なメ ソ ッ ド もあ り ます。

次の import ステート メン トは、 エンティティ  Bean ク ラス実装に必ず含めます。

import java.rmi.*; 
import javax.ejb.*;

次のステート メ ント は、ク ラスがパブリ ッ ク  タイプで、EntityBean インターフェイス
を実装する とい う必要条件を示しています。 

public class BalanceBean implements EntityBean

エンティティ  Bean のインスタンスは、 関連するコンテキス ト を格納して、 サーバー
環境にアクセスできるよ うにする必要があ り ます。 ただし、 このフ ィールドにパーシ
スタンスは与えません。

protected EntityContext _context;
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setEntityContext メ ソ ッ ドは、必ず定義する必要があ り ます。このメ ソ ッ ドは、Bean
インスタンスが作成された後でコンテナによって呼び出され、 関連するエンティティ

コンテキス ト を設定します。

public void setEntityContext(final EntityContext context) {
_context = context;

}

unsetEntityContext メ ソ ッ ド も定義する必要があ り ます。 このメ ソ ッ ドは、 Bean
インスタンスが削除される前にコンテナによって呼び出され、 関連するエンティティ

コンテキス ト を消去します。

public void unsetEntityContext() {
_context = null;

}

エンティテ ィ  Bean はゼロまたはそれ以上の ejbCreate メ ソ ッ ドを持つこ とができ、
それぞれのメ ソ ッ ド は、ホーム  インターフェイスで定義された  create メ ソ ッ ド に対応
している必要があり ます。メ ソ ッ ド はパブリ ッ ク  タイプで、ホーム  インターフェイスの
create メ ソ ッ ド と同じ引数を使用し、プライマ リ  キー タイプを返す必要があ り ます。
BMP を使用するエンティティ  Bean については通常、渡されるキーに対する行があるか
チェッ クし、その行がある場合は DuplicateKeyException を返し、その行がない場合は
作成するよ うなロジッ クをコーディングします。 

ejbPostCreate メ ソ ッ ドは、エンティティ  Bean のホーム  インターフェイスに create
メ ソ ッ ドが含まれる場合にのみ必要とな り ます。 メ ソ ッ ドはパブ リ ッ ク  タ イプで、
ejbCreate メ ソ ッ ド と同じ引数を使用し、戻り 値は void タイプです。ビジネス  メ ソッ ド
が呼び出される前に、 ejbPostCreate メ ソ ッ ドを使用して、 Bean インス タンスを
初期化します。

エンティティ  Bean 実装には、 ejbFindByPrimaryKey メ ソ ッ ド も含まれている必要が
あ り ます。 このメ ソ ッ ドは、 パブ リ ッ ク  タ イプでなければならず、 必ずプラ イマ リ
キー タイプを返します。 この Bean 実装には、 ejbFindAllAccounts のよ うな finder
メ ソ ッ ドを追加して含めるこ とができます。

エンティテ ィ  Bean は、 EntityBean インターフェイスから次のメ ソ ッ ド も実装する
必要があ り ます。

• ejbRemove は、 データベースからエンティティを削除するために使用します。 

• ejbActivate は、Bean インスタンスがオブジェク ト に割り 当てられる  (アクティ ブ
になる ) と きにコンテナによって呼び出され、Bean インスタンスが準備状態のと き
に必要な追加リ ソースを取得できるよ うにな り ます。 ejbLoad がまだ呼び出され
ていないため、このメ ソ ッ ドにビジネス  ロジッ クが作成される こ とはあ り ません。

• ejbPassivate は、インスタンスがプールに返される直前にコンテナによって呼び
出され、Bean インスタンスは、Bean がインスタンス  プール内に存在する間に保持
されないリ ソースを解放できるよ うにな り ます。
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• ejbLoad はコンテナによって呼び出され、 基礎となるデータベースからインスタ
ンスの状態をロードする こ とで、 状態を同期化するよ うにインスタンスに指示し
ます。 コンテナは、 ビジネス  メ ソ ッ ドを呼び出す直前に ejbLoad メ ソ ッ ドを呼び
出します。

• ejbStore はコンテナによって呼び出され、インスタンスの状態を基礎データベース
に格納する こ と で、 状態を同期化するよ う にイ ンスタ ンスに指示し ます。 コン
テナは、ビジネス  メ ソ ッ ドを呼び出した直後に ejbStore メ ソ ッ ドを呼び出します。

これらのメ ソ ッ ドに使用するコードは、CMP と  BMP では異な り ます。詳細については、
319ページの第 28 章 「Bean 管理パーシスタンス」 および329ページの第 29 章 「コン
テナ管理パーシスタンス」 を参照して ください。

Bean のリモート  インターフェイスで定義される メ ソ ッ ドの場合、Bean 実装内にシグ
ネチャが一致する メ ソ ッ ドが存在する必要があ り ます。 通常、 これらのメ ソ ッ ドは
ビジネス  ロジッ クを実装します。 次の例は、 save メ ソ ッ ドの実装を示します。

public void save(final int value) {
_value += value;

}

セッシ ョ ンセッシ ョ ンセッシ ョ ンセッシ ョ ン Bean
セッショ ン  Bean は通常、ビジネス  オブジェク ト ではなく ビジネス  ロジッ クを表します。
セッシ ョ ン Bean はデータベースの読み取り と書き込みが可能ですが、Bean インスタ
ンス自体は、サーバーのシャッ ト ダウン後に保持されません。セッショ ン  Bean メ ソッ ド
の代表的な使用法に、1 つまたは複数のエンティ ティ  Bean メ ソ ッ ド の呼び出しをラップ
するこ とがあ り ます。 これらの連携が ト ランザクシ ョ ンを形成します。

セッシ ョ ン Bean には、 次の 2 つのタイプがあ り ます。

• ステートレス 各メ ソ ッ ド呼び出しの後で、すべてのステート情報を削除します。

• ステート フル メ ソ ッ ド呼び出しの間もステート情報を維持します。

すべてのセッシ ョ ン  Bean には、 javax.ejb.SessionBean インターフェイスの実装が
必要です。

次の import は必ず含める必要があ り ます。

import java.rmi.*;
import javax.ejb.*;

次のステート メン トは、 ク ラスがパブリ ッ ク  タイプで、SessionBean インターフェイス
を実装する必要条件を示しています。

public class LoginSessionBean implements SessionBean

Bean インスタンスは、 関連するコンテキス ト を格納して、 サーバー環境にアクセス
できるよ うにする必要があ り ます。

protected SessionContext _context; 
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setSessionContext メ ソ ッ ドは、 必ず定義する必要があ り ます。 このメ ソ ッ ドは、
Bean インスタンスが作成され後にコンテナによって呼び出され、関連するセッショ ン
コンテキス ト を設定します。

public void setSessionContext(final SessionContext context) {
_context = context;

}

ejbCreate メ ソ ッ ドは、 ホーム  インターフェイスに create メ ソ ッ ドが含まれる場合
にのみ必要とな り ます。 このメ ソ ッ ドはパブリ ッ ク  タイプで、void タイプの値を返す
必要があり ます。ステート レス  セッショ ン  Bean の場合、ejbCreate メ ソ ッ ド に引数を
使用するこ とはできません。 ステート フル セッシ ョ ン  Bean にゼロまたはそれ以上の
引数を持つ ejbCreate メ ソ ッ ドがい くつか含まれている場合があ り ます。

セッショ ン  Bean は、SessionBean インターフェイスから次のメ ソ ッ ド も実装する必要
があ り ます。

• ejbRemove は、 Bean を削除する直前にコンテナによって呼び出されます。 

• ejbActivate は、 Bean インスタンスがオブジェク ト に割り当てられる と きに、
コンテナによって呼び出されます。

• ejbPassivate は、 インスタンスがプールに返される直前に、 コンテナによって
呼び出されます。

バージ ョ ン管理バージ ョ ン管理バージ ョ ン管理バージ ョ ン管理

EJB エンジンは、 Serializable オブジェク ト の標準 Java バージ ョ ン管理をサポート し
ています。 シ リアライズの詳細については、 JDK のマニュアルを参照して ください。
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この章では、 EJB エンジンによって提供される  BMP サポートについて説明します。
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概要概要概要概要

Bean 管理パーシスタンス  (BMP) は、持続するデータをきめ細かく 制御するために利用
します。 Bean 管理パーシスタンスを使用する と、 データベース  ステート メ ン トが、
ejbStore や ejbLoad などの Bean 実装の必須メ ソ ッ ド内にハード コード化されます。
コンテナ管理パーシスタンス  (CMP) と比較する と、 BMP ではデータベース  スキーマ
に対して何ら かの変更があった場合、 Bean 自体を変更する こ と がほと んどなので、
データベース間の移植性は低くな り ます。 ただし、 J2EE サーバーの場合は異なるテク
ニッ クで CMP を実装するので、 J2EE アプ リ ケーシ ョ ン  サーバー間の移植性は高 く
な り ます。

データデータデータデータ  ソースのプロパティソースのプロパティソースのプロパティソースのプロパティ

エンティティ  Bean の各インスタンスは通常、 リ レーシ ョナル データベースの行に対応
します。つま り、 BMP EJB の必須メ ソ ッ ドでは、 そのメ ソ ッ ドに適切なデータベース
アクセスを実行する必要があるこ とを意味します。 これらのデータベース操作の実行
時に JRun データ  ソースを使用できます。 JRun データ  ソースを使用する と、 JDBC
ド ラ イバへの変更からコードが保護され、 接続プールも提供されます。

次のスニペッ トは、 JRun データ  ソースのアクセスに使用するコードを示します。

...
try {

// コンテキス トのインスタンスを作成します。
Context ctx = new InitialContext();
// java:comp/env/jdbc/jdbc-datasource-name からデータ ソースを取得します。
// JMC の JDBC データ ソース名を定義します。
DataSource ds = (DataSource)ctx.lookup("java:comp/env/jdbc/source1");
// データベース ロジックを続行します。
// この例は ejbLoad メ ソ ッ ドからの引用です。
Connection connection = ds.getConnection();
try {

Statement statement = connection.createStatement();
// _context は EntityContex を保持する Bean レベルの変数です。
// SetEntityContext メ ソ ッ ドによって設定されます。
ResultSet results = 

statement.executeQuery("SELECT value FROM account WHERE id = " + 
_context.getPrimaryKey());

results.next();
// _value は データベースから取得された 
// 「value」 列を保持する Bean レベルの変数です。
_value = results.getInt(1);
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results.close();
statement.close();

}
finally {

connection.close();
}

}
catch (Exception e) {

throw new EJBException(e);
}
...

メモメモメモメモ

EJB エンジンには、 JRun データ  ソースの使用に代わるプロパティ ファ イル ベースの
メ ソ ッ ドが含まれています。 スタンドアロン  モードで EJB エンジンを実行する場合、
代わ りにこのメ ソ ッ ドを使用できます。 詳細については、 『JRun 拡張設定ガイ ド』 を
参照して ください。

Bean の必須メ ソ ッ ドの必須メ ソ ッ ドの必須メ ソ ッ ドの必須メ ソ ッ ド

BMP では、 さまざまなパーシスタンス機能ポイン ト  (create、 load、 store など ) で
コンテナから  EntityBean インターフェ イ スの所定のメ ソ ッ ドが呼び出されます。
ク ラス実装には、次のメ ソ ッ ドによるパーシスタンス  ロジッ クが含まれているこ とが
必要です。

• ejbCreate および ejbPostCreate
• ejbLoad

• ejbStore

• ejbRemove

さ らに、 エンテ ィテ ィ  Bean によって、 ejbFindByPrimaryKey メ ソ ッ ドがサポー ト
されている必要があ り ます。

後続のセクショ ンでは、BMP を利用する際のクラス実装内の関連コード について詳し く
説明します。
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ejbCreate およびおよびおよびおよび ejbPostCreate
ejbCreate メ ソ ッ ド は、オブジェク ト を  1) 作成できるかどう か 2) 作成する必要がある
かど うかを判別するために使用します。 次の ejbCreate の例は、 EJB サンプル 2a の
BalanceBean からのものです。

...
public Integer ejbCreate(int accountId) throws CreateException {

_value = 0;                
Connection connection = null;

try {
Context context = new InitialContext();
DataSource source =  

(DataSource)context.lookup("java:comp/env/jdbc/source1");
connection = source.getConnection();

try {
// 最初に ID が存在するかど うかをチェ ックします。
// 存在する場合は DuplicateKeyException を返します。
Statement statement = connection.createStatement();
ResultSet rs = 

statement.executeQuery("SELECT id FROM account WHERE id = " +
accountId);

if (rs.next())
throw new DuplicateKeyException();

statement.close();

// ID が存在しない場合は、 データを挿入します。
statement =

connection.createStatement();
statement.executeUpdate

("INSERT INTO account (id, value) VALUES (" + accountId + ", " +
_value +")");

statement.close();
}
finally {

connection.close();
}

}
catch (NamingException naming) {

throw new EJBException(naming);
}
catch (SQLException sql) {

throw new EJBException(sql);
}

return new Integer(accountId);
} 
...

ejbPostCreate メ ソ ッ ドを使用して、 いずれかのビジネス  メ ソ ッ ドを呼び出す前に、
Bean インスタンスに必要な追加の初期化を実行します。 ejbCreate メ ソ ッ ドの引数
リ ス ト と  ejbPostCreate メ ソ ッ ドの引数リ ス トは一致している必要があ り ます。
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ejbLoad
コンテナでは、ビジネス  メ ソ ッ ドを呼び出す直前に ejbLoad を呼び出します。データ
ス ト アからエンテ ィ テ ィ を取得し、 フ ィールド を インス タンス変数にコピーする

ejbLoad メ ソ ッ ドにコードを追加します。 次の ejbLoad 実装では、 データベースに
接続し、 データを取得し、 _value インスタンス変数を設定します。

public void ejbLoad() {
try {

Context ctx = new InitialContext();
DataSource ds = 

(DataSource)ctx.lookup("java:comp/env/jdbc/source1");
Connection connection = ds.getConnection();
try {

Statement statement = connection.createStatement();
ResultSet results = 

statement.executeQuery("SELECT value FROM account WHERE id = "
+ _context.getPrimaryKey());

results.next();
_value = results.getInt(1);

results.close();
statement.close();

}
finally {

connection.close();
}

}
catch (Exception e) {

throw new EJBException(e);
}

}

メモメモメモメモ

env-entry 要素または Bean プロパティで ejipt.isDataShared を false に設定した
場合、最初の ejbLoad または ejbCreate を使用してインスタンスがすでにロード され
ている と、コンテナでは ejbLoad を呼び出しません。ejipt.isDataCached を  true に
設定した場合は、ロールバッ クの後のビジネス  メ ソ ッ ドの前に ejbLoad を呼び出しま
せん。 また、 アクテ ィブ化の後のビジネス  メ ソ ッ ドの前にも  ejbLoad を呼び出しま
せん。 既定では、 ロールバッ クまたはアクティブ化の後に再ロード します。
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ejbStore
コンテナでは、 ビジネス  メ ソ ッ ドの終了直後に ejbStore を呼び出します。 データ
ス ト アにエンティティを保存する  ejbStore メ ソ ッ ドにコードを追加して ください。 

次の ejbStore 実装では、まずデータベースに接続し、次にオブジェク ト のステート に
よってデータベースを更新しています。

public void ejbStore() {0
try {

Context ctx = new InitialContext();
DataSource ds = 

(DataSource)ctx.lookup("java:comp/env/jdbc/source1");
Connection connection = ds.getConnection();
try {

Statement statement = connection.createStatement();
statement.executeUpdate("UPDATE account SET value = " + _value +

" WHERE id = " + _context.getPrimaryKey());
 statement.close();

}
finally {

connection.close();
}

}
catch (Exception e) {

throw new EJBException(e);
}

}

EJB エンジンでは、 ステート変化をチェッ クする と きに、Bean インスタンスのメンバ
について表面的な一致の比較 (つま り  ==) しか行いません。 このため、 メ ンバ配列の
要素だけが変更されていて、 配列自体は変更されていない場合、 EJB エンジンでは
ステート変化は検出されません (307ページの 「インスタンスのステートの変化」 を
参照 )。 このよ うな最適化が必要なのは、 深いデータ構造などで長時間の反復が発生
した場合のパフォーマンス低下を避けるためです。

JRun では次のメ ソ ッ ド とプロパティを追加して、ejbStore の呼び出しを制御します。

• 強制的に保存するには、 ビジネス  メ ソ ッ ドで InstanceManager.setDirty(true)
メ ソ ッ ドを呼び出します。 

• 変更を無視するよ うに EJB エンジンに指示するには、 ビジネス  メ ソ ッ ドで 
InstanceManager.setDirty(false) メ ソ ッ ドを呼び出します。

• EJB エンジンに ejbStore の呼び出しを強制するには、 Bean の公開記述子の
env-entry 要素で、 ejipt.isAlwaysDirty プロパティを  true に設定します。
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ejbRemove
データ  ス ト アからエンティティ  オブジェク ト を削除するには、ejbRemove メ ソ ッ ドを
呼び出します。 次の ejbRemove 実装では、 まずデータベースに接続し、 次にデータ
ベース内のオブジェク トの削除を試みています。

public void ejbRemove() throws RemoveException {
try {

Context ctx = new InitialContext();
DataSource ds = 

(DataSource)ctx.lookup("java:comp/env/jdbc/source1");
Connection connection = ds.getConnection();
try {

Statement statement = connection.createStatement();
ResultSet results = 

statement.executeQuery("DELETE FROM account WHERE id = " +
_context.getPrimaryKey());

}
finally {

connection.close();
}

}
catch (Exception e) {

throw new RemoveException(e.toString());
}

}

finder メ ソ ッ ドメ ソ ッ ドメ ソ ッ ドメ ソ ッ ド

ほとんどのク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンでは、 1 つまたは複数の行を取得し、 場合
によっては更新する こ とによってデータベース と対話します。 行を作成する こ とは
めったにあ り ません。 エンテ ィ テ ィ  Bean には、 ク ラ イアン トが 1 行以上の既存の
データにアクセスできる  finder メ ソ ッ ドが実装されています。 エンティティ  Bean の
ホーム  インターフェイス とその Bean 実装で、finder メ ソ ッ ドをコーディングします。

• ホーム  インターフェイスでは findByXxx メ ソ ッ ド を指定します。このメ ソ ッ ド は、
Bean のリモート  インターフェイスへの参照を返すか、あるいはリモート  インター
フェイス参照の Enumeration または Collection を返します。

• Bean 実装には、 ホーム  インターフェイスで命名された finder メ ソ ッ ドご とに、
同じシグネチャを持つパブリ ッ ク  ejbFindByXxx メ ソ ッ ドがあ り ます。 Bean 実装
の finder メ ソ ッ ドではプライマ リ  キーを返すか、プライマ リ  キーの Enumeration
または Collection を返します。
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1 行の行の行の行の finder メ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ド

すべてのエンティ ティ  Bean には、 findByPrimaryKey と  ejbFindByPrimaryKey
メ ソ ッ ドのペアが必要です。このメ ソ ッ ドでは引数と してプライマ リ  キーを受け入れ
ます。 関連付けられている行が、 プラ イマ リ  キーによって返されるデータ  ス ト アに
存在する こ とを確認するか、 または FinderException を返します。 

次のコード 例は、サンプル 2a の BalanceHome の findByPrimaryKey メ ソ ッ ド のホーム
インターフェイスを示します。

...
Balance findByPrimaryKey(Integer key) throws FinderException, 

RemoteException;
...

次のコード例は、 サンプル 2a の BalanceBean の ejbFndByPrimaryKey メ ソ ッ ドの
Bean 実装を示します。

...
public Integer ejbFindByPrimaryKey(Integer key)
        throws FinderException {

boolean exists = false;
try {

Context ctx = new InitialContext();
DataSource ds = 

(DataSource)ctx.lookup("java:comp/env/jdbc/source1");
Connection connection = ds.getConnection();
try {

Statement statement = connection.createStatement();
ResultSet results = 

statement.executeQuery("SELECT value FROM account WHERE id = "
+ key);

if (results.next()) exists = true;
}
finally {

connection.close();
}

}
catch (Exception e) {

throw new EJBException(e);
}
// 行が見つからない場合は例外を返します。
if (! exists) throw new FinderException();

// 行が存在していることを示すプライマリ キーを返します。
return key;

}
...
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複数行複数行複数行複数行 finder メ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ド

アプリ ケーショ ンの必要条件によって、エンティ ティ  Bean に 1 つまたは複数の複数行
finder メ ソ ッ ドを実装するよ うに選択できます。 これらのメ ソ ッ ドはオプシ ョ ンで
あ り、 引数を取らなかった り、 複数の引数を取った り します。 複数行 finder の Bean
実装では、認証を実行してオプショ ンで FinderException を返し、プライマリ  キーの
Enumeration または Collection を返すか、 あるいは Collection を実装するいずれ
かのク ラスの子孫を返します。

次のコード例は、 サンプル 7b の BankHome の findAllBanks メ ソ ッ ドのホーム イン
ターフェイスを示します。

...
Collection findAllBanks() throws RemoteException;
...

次のコード 例は、 サンプル 7b の BankBean の ejbFindAllBanks メ ソ ッ ド の Bean 実装
を示します。

...
public Collection ejbFindAllBanks() {

// 返す変数を定義します。 ArrayList は AbstractCollection の子孫であり、
// Collection を実装していることに注意して ください。
ArrayList names = new ArrayList();

try {
Context ctx = new InitialContext();
DataSource ds = 

(DataSource)ctx.lookup("java:comp/env/jdbc/source1");
Connection connection = ds.getConnection();
try {

Statement stmt = connection.createStatement();
ResultSet results = stmt.executeQuery("SELECT name FROM bank");

while (results.next()) {
names.add(results.getString(1));

}
results.close();
stmt.close();

}
finally {

connection.close();
}

}
catch (NamingException naming) {

throw new EJBException(naming);
} 
catch (SQLException sql) {

throw new EJBException(sql);
}

// Collection (この場合は ArrayList) を返します。
return names;

}
...
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ビジネスビジネスビジネスビジネス メ ソ ッ ドメ ソ ッ ドメ ソ ッ ドメ ソ ッ ド

ビジネス  メ ソ ッ ドは、 create メ ソ ッ ドおよび finder メ ソ ッ ド以外で、 ク ラ イアン ト
アプ リ ケーシ ョ ンによる呼び出しが可能な唯一の EJB メ ソ ッ ドです。 リ モー ト  イン
ターフェイス と  Bean 実装で、エンティティ  Bean のビジネス  メ ソ ッ ドを定義します。
それらのシグネチャ と返されるタイプは一致する必要があ り ます。

次のコード例は、サンプル 2a の Balance インターフェイスの getValue、 save、および
spend メ ソ ッ ドの リモート  インターフェイスを示します。

package ejbeans;

import java.rmi.*;
import javax.ejb.*;

public interface Balance extends EJBObject {

int getValue() throws RemoteException;
void save(int value) throws RemoteException;
void spend(int value) throws RemoteException;

}

次のコード例は、サンプル 2a の BalanceBean 実装におけるこれらのビジネス  メ ソ ッ ド
の実装を示します。

...
public int getValue() {

return _value;
}

public void save(int value) {
_value += value;
ResourceManager.getLogger().logMessage

("saving, balance is:" + _value);
}

public void spend(int value) {
_value -= value;
ResourceManager.getLogger().logMessage

("spending, balance is:" + _value);
}
...
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この章では、 EJB エンジンによって提供される  CMP サポートについて説明します。

目次目次目次目次

• 概要........................................................................................................................... 330

• 公開記述子の要素 .................................................................................................... 330

• Bean のメ ソ ッ ド ...................................................................................................... 336

• ス ト アド  プロシージャの呼び出し ......................................................................... 343

• CMP での開発者の責任 ........................................................................................... 343



330 第 29 章 コンテナ管理パーシスタンス
概要概要概要概要

コンテナ管理パーシスタンス  (CMP) では、データのアクセス、同期化、および保持を
コンテナが行います。 ejbLoad、 ejbStore、 ejbCreate などのメ ソ ッ ドで、 データ
ベース  ステート メン ト をコーディングする必要はあ り ません。

JRun で CMP を利用するには Bean の公開記述子の要素を使用します。Bean のステート
を保持する役割はコンテナがすべて果たすので、CMP を使用すると  Bean 実装の複雑さ
が大幅に軽減されます。

CMP サポート は、JDBC データ  スト アと  instance.store のどちらでも使用できます。
これらのアクシ ョ ンに関するマッピング情報や実際の SQL ステート メン ト を  Bean の
公開記述子で指定します。 公開記述子を使用していない場合は、 Bean プロパティで
指定します。

JDBC のプ リペアド  ステート メ ン ト と ス ト ア ド  プロシージャの呼び出しが両方と も
完全にサポート されます。 JRun では、ほかの高価な リ ソース と同様に、効率を最大限
に高めるために JDBC ステート メン ト を自動的にプールして管理します。

実行される  SQL ステート メン トの順序を詳細に制御できます。パラ メータと実行される
SQL ステート メン トの結果は、どちらも  Bean インスタンス  フィールドを使用して格納
します。

この CMP に対するアプローチに追加される利点と して、複数のテーブルだけでな く、
時には複数のデータベース内に実際に格納されているデータによって Bean のステート
を設定できるこ とが挙げられます。複数のデータベースを利用する場合、一連の SQL
ステート メン ト を指定して、 パーシスタンス処理中に実行できます。

公開記述子の要素公開記述子の要素公開記述子の要素公開記述子の要素

CMP を使用する場合に設定する記述子要素がい くつかあ り ます。

• パーシスタンス タイプ persistence-type 要素のコンテナを指定して、 EJB に
よって CMP が使用される こ とを示します。

<persistence-type>Container</persistence-type>

• プライマリ  キー クラス prim-key-class 要素によってプライマ リ  キーのク ラス
を示します。

<prim-key-class>ejbeans.BalanceKey</prim-key-class>

• プライマリ  キー フィ ールド  (オプショ ン ) CMP エンティ ティ  Bean でプライマリ
キーと してカス タム  プラ イマ リ  キー ク ラ スを使用しないで、 代わ りに

java.lang.Integer などの Java プ リ ミ テ ィブ ラ ッパー ク ラ スを使用した場合、
primkey-field 要素でプライマ リ  キー フ ィールドを指定します。

<prim-key-class>java.lang.Integer</prim-key-class>
<primkey-field>id</primkey-field>
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• コンテナ管理フ ィールド cmp-field 要素を使用して、 コンテナによってどの

フ ィールドが管理されるかを指定します。 コンテナで管理されるのは指定された
フ ィールドだけです。すべてのプライマ リ  キー フ ィールドを指定する必要があ り
ます。

<cmp-field>
<field-name>id</field-name>

</cmp-field>
<cmp-field>

<field-name>value</field-name>
</cmp-field>

• SQL ステート メ ント CMP でリ レーシ ョナル データベースを使用する場合は、
公開記述子で env-entry 要素を指定します。これらの要素では、パーシスタンスを
保つのに必要な  SQL ステート メ ント を指定します。EJB エンジンでは、アクショ ン
のタ イプご とに一連の env-entry 要素が必要です。 次の表は、 env-entry の
env-entry-name 要素で定義できるパーシスタンス  アクシ ョ ンの一覧です。 

env-entry-name 要素要素要素要素 説明説明説明説明

ejipt.actionSQL データベースと対話する SQL ステー ト メン ト または
ス トアド  プロシージャの呼び出しを指定します。

ejipt.actionSQL.source JDBC ソースを示します。 これは、 JMC で定義された
JRun データ  ソースと一致する必要があります。

ejipt.actionSQL.params SQL ステー ト メ ン ト内の任意のパラ メータに関連す
るフ ィールドの名前を表示順に示します。 各パラ メー

タは、 「IN」 (既定値 )、 「OUT」 、 または 「INOUT」 で
修飾できます。 パラ メータ情報を指定するほかの方法

については、 335 ページの 「SQL ステート メン トのパ
ラ メータ」 を参照して ください。

ejipt.actionSQL.paramTypes params プロパテ ィで指定されているフ ィールドごと
に JDBC データ  タイプを表示順に示します。

ejipt.actionSQL.fields ResultSet に返される要素について、 宛先フ ィールド
名を表示順に示します。
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次の表は、すべての可能なアクシ ョ ンと  CMP 関連の env-entry-name 要素の一覧です。

アクシ ョ ンアクシ ョ ンアクシ ョ ンアクシ ョ ン env-entry-name 要素要素要素要素
create ejipt.createSQL

ejipt.createSQL.source

ejipt.createSQL.params

ejipt.createSQL.paramTypes

ejipt.createSQL.fields

postCreate ejipt.postCreateSQL

ejipt.postCreateSQL.source

ejipt.postCreateSQL.params

ejipt.postCreateSQL.paramTypes

ejipt.postCreateSQL.fields

load ejipt.loadSQL

ejipt.loadSQL.source

ejipt.loadSQL.params

ejipt.loadSQL.paramTypes

ejipt.loadSQL.fields

store ejipt.storeSQL

ejipt.storeSQL.source

ejipt.storeSQL.params

ejipt.storeSQL.paramTypes

ejipt.storeSQL.fields

remove ejipt.removeSQL

ejipt.removeSQL.source

ejipt.removeSQL.params

ejipt.removeSQL.paramTypes

ejipt.removeSQL.fields.

findname ejipt.findnameSQL

ejipt.findnameSQL.source

ejipt.findnameSQL.params

ejipt.findnameSQL.paramTypes

ejipt.findnameSQL.fields
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次の例は、 EJB サンプル 3a の公開記述子の env-entry を示します。

...
<!-- 

CMP properties
-->
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.createSQL</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>INSERT INTO account (id, value) VALUES (?, ?)

</env-entry-value>
</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.createSQL.source</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>source1</env-entry-value>
</env-entry>

<env-entry>
<env-entry-name>ejipt.createSQL.params</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>_id, _value</env-entry-value>

</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.createSQL.paramTypes</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>INTEGER, INTEGER</env-entry-value>

</env-entry>

<env-entry>
<env-entry-name>ejipt.loadSQL</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>SELECT value FROM account WHERE id = 

?</env-entry-value>
</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.loadSQL.source</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>source1</env-entry-value>

</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.loadSQL.params</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>_id</env-entry-value>

</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.loadSQL.paramTypes</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>INTEGER</env-entry-value>

</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.loadSQL.fields</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>_value</env-entry-value>

</env-entry>
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<env-entry>
<env-entry-name>ejipt.storeSQL</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>UPDATE account SET value = ?WHERE id = 

?</env-entry-value>
</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.storeSQL.source</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>source1</env-entry-value>

</env-entry>
<env-entry>
<env-entry-name>ejipt.storeSQL.params</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>_value, _id</env-entry-value>

</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.storeSQL.paramTypes</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>INTEGER, INTEGER</env-entry-value>

</env-entry>
...

複数の複数の複数の複数の SQL ステート メン トステート メン トステート メン トステート メン ト

Bean では、 1 つのパーシスタンス  アクシ ョ ンについて複数の SQL ステート メン トが
必要になる場合があり ます。 たと えば、 1 つの Bean インスタンスで表されるデータを
取得するために、複数の SQL ステート メ ント を使用するこ とがあり ます。この場合は、
次のよ うに、 SQL ステー ト メ ン ト の env-entry が追加されるたびに、 env-entry に
インデッ クスが関連付けられます。

...
ejipt.actionSQL
ejipt.actionSQL.source
ejipt.actionSQL.params
ejipt.actionSQL.paramTypes
ejipt.actionSQL.fields
ejipt.actionSQL2
ejipt.actionSQL2.source
ejipt.actionSQL2.params
ejipt.actionSQL2.paramTypes
ejipt.actionSQL2.fields
...
ejipt.actionSQLn
ejipt.actionSQLn.source
ejipt.actionSQLn.params
ejipt.actionSQLn.paramTypes
ejipt.actionSQLn.fields
...

SQL ステート メ ン トは、 プロパティ名にあるインデッ クス順に昇順に実行されます。
SQL ステート メン トは無制限に追加できます。
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SQL ステート メン トのパラメータステート メン トのパラメータステート メン トのパラメータステート メン トのパラメータ

CMP の場合、 コンテナには、 各メ ソ ッ ドに渡すパラ メータに関する情報が必要です。
この情報を使用して、 SQL ステート メン トの疑問符を実際の値に関連付けます。 次の
テクニッ クを使用してこれらの関連を指定します。

• Bean 変数 param および paramTypes env-entry を指定する と、 コンテナでは
Bean インスタンス変数を使用して、関連付けられている  SQL で指定された疑問符
を置き換えます。

• メ ソ ッ ド引数 コンテナで使用される メ ソ ッ ド引数を指定して、 関連付けられて

いる  SQL で指定された疑問符を置き換える こ と もできます。

コンテナで Bean 変数と メ ソ ッ ド引数を組み合わせて SQL ステート メン トで指定され
た疑問符を置き換えるよ うに、 これらのメ ソ ッ ドを組み合わせるこ とができます。

Bean 変数を使用した変数を使用した変数を使用した変数を使用した  SQL パラメ ータの置換パラメ ータの置換パラメ ータの置換パラメ ータの置換

param および paramTypes env-entry を指定する と、 コンテナでは Bean インスタンス
変数を使用して、関連付けられている  SQL で指定された疑問符を  SQL ステート メ ント
に表示される順序で置き換えます。 たとえば、 次のよ うな env-entry があ り ます。

<env-entry>
<env-entry-name>ejipt.createSQL</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>

INSERT INTO account (id, value) VALUES (?, ?)
</env-entry-value>

</env-entry>

上記の例は、 次の env-entry によって処理できます。

<env-entry>
<env-entry-name>ejipt.createSQL.params</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>_id, _value</env-entry-value>

</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.createSQL.paramTypes</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>INTEGER, INTEGER</env-entry-value>

</env-entry>

Bean インスタンス変数がヌルではないこ とを確認する必要があ り ます。 これは通常、
ejbLoad、 ejbStore、 および ejbPostCreate に関する問題ではあ り ません。 ただし、
ejbCreate の場合は、指定されたインスタンス変数が初期化されているこ とを確認する
コード を追加する必要があり ます。たと えば、上記の env-entry を使用するには、次の
ejbCreate メ ソ ッ ドをコーディングします。

public void ejbCreate(int accountId)
throws CreateException, RemoteException {

// CMP 用の Bean インスタンス変数を初期化します。
_id = accountId;
_value = 0;

}
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詳細については、 サンプル 3a の ejb-xml.jar および BalanceBean.java ファ イルを
参照して ください。

メ ソッ ド の引数を使用したメ ソッ ド の引数を使用したメ ソッ ド の引数を使用したメ ソッ ド の引数を使用した  SQL パラメ ータの置換パラメ ータの置換パラメ ータの置換パラメ ータの置換

メ ソ ッ ドの引数を使用して SQL を置き換える場合は、疑問符の後にメ ソ ッ ド引数内での
位置を示す数字を付けて、 SQL パラ メータを メ ソ ッ ド引数に関連付けます。 たとえば、
コンテナでは ?1 を メ ソ ッ ドの最初の引数に、 ?2 を メ ソ ッ ドの 2 番目の引数にとい う
よ うに置き換えます。

このテクニッ クは、 クエ リ  フ ィールドが必ずし も  Bean インスタンス変数に対応する
とは限らない複数行 finder メ ソ ッ ドに最も有効です。 た とえば、 このテクニッ クは、
次の env-entry に有効です。 param および paramTypes env-entry は必要でないこ と に
注意して ください。

<env-entry>
<env-entry-name>ejipt.createSQL</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>

INSERT INTO account (id, value) VALUES (?1, ?2)
</env-entry-value>

</env-entry>

この env-entry に対応する  ejbCreate メ ソ ッ ドには、 次の例に示すよ うに初期化
コードは必要あ り ません。

public void ejbCreate(int accountId, int value)
throws CreateException, RemoteException { }

Bean のメソ ッ ドのメソ ッ ドのメソ ッ ドのメソ ッ ド

こ のセク ショ ンでは、 各必須 Bean メ ソ ッ ド の背後にある 処理と パーシスタ ンス
ロ ジッ クについて詳し く説明します。 

ejbCreate およびおよびおよびおよび ejbPostCreate
Bean インスタンスを作成する場合、 コンテナでは Bean の ejbCreate メ ソ ッ ド を呼び
出します。 ejbCreate メ ソ ッ ドによって、渡された引数を検証し、 Bean 変数を使用
して SQL パラ メータを置き換える場合は、 渡された引数を  Bean インスタンス変数
にコピーできます。次に、 コンテナでは、 createSQL ステー ト メ ン ト を実行します。
通常はこの createSQL ステー ト メ ン ト によってデータベースに行が挿入されます。
プライマリ  キーを持つ行がすでに存在する場合は、DuplicateKeyException が返され
ます。
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次に、 コンテナでは、 Bean の ejbPostCreate メ ソ ッ ドを呼び出します。

コンテナで実行される一連の手順は次のとおりです。

1 Bean インスタンスの ejbCreate を呼び出します。

2 createSQL ステート メン ト を実行します。

3 プライマ リ  キーがデータベースに存在している場合は、
javax.ejb.DuplicateKeyException が返されます。

4 postCreateSQL を実行し、 ejbPostCreate メ ソ ッ ドを呼び出します。

公開記述子で Bean 変数を使用して SQL パラ メータを置き換える場合は、次の例に示
すよ う に、ejbCreate メ ソ ッ ド によって、渡された引数を使用する  Bean フィ ールド を
初期化する必要があ り ます。

public void ejbCreate(int accountId)
        throws CreateException, RemoteException {

_id = accountId;
_value = 0; 

}

ejipt.createSQL env-entry には通常、 次のよ うにデータベースに行を追加する
INSERT ステート メン トが含まれています。

<env-entry>
<env-entry-name>ejipt.createSQL</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>INSERT INTO account (id, value) VALUES (?, ?)</

env-entry-value>
</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.createSQL.source</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>source1</env-entry-value>

</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.createSQL.params</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>_id, _value</env-entry-value>

</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.createSQL.paramTypes</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>INTEGER, INTEGER</env-entry-value>

</env-entry>
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ejbLoad
Bean メ ソ ッ ドを実行する前に、 コンテナでは、 loadSQL ステー ト メ ン ト を実行し、
指定されたフ ィールドにその結果をコピーして、 データベースのステー ト と  Bean
インスタンスを同期化します。 次に、 データベースから取得された値に基づいて詳細
に初期化を実行できるよ うに、 Bean で ejbLoad メ ソ ッ ドを呼び出します。

メモメモメモメモ

env-entry 要素または Bean プロパティで ejipt.isDataShared を false に設定した
場合は、 最初の ejbLoad または ejbCreate を使用してインスタンスがすでにロード
されている と、 コンテナでは ejbLoad を呼び出し ません。 ejipt.isDataCached を
true に設定した場合は、ロールバッ クの後のビジネス  メ ソ ッ ド の前に ejbLoad を呼び
出しません。 また、 アクティブ化の後のビジネス  メ ソ ッ ドの前にも  ejbLoad を呼び
出しません。 既定では、 ロールバッ クまたはアクティブ化の後に再ロード します。

ejipt.loadSQL の値には通常、次のよ う に、 Bean インスタンスのデータが格納されて
いる結果セッ ト を返す SELECT ステート メン トが含まれています。

<env-entry>
<env-entry-name>ejipt.loadSQL</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>SELECT value FROM account WHERE id = ?</

env-entry-value>
</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.loadSQL.source</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>source1</env-entry-value>

</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.loadSQL.params</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>_id</env-entry-value>

</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.loadSQL.paramTypes</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>INTEGER</env-entry-value>

</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.loadSQL.fields</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>_value</env-entry-value>

</env-entry>
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ejbStore
Bean メ ソ ッ ドの終了後に、 コンテナでは Bean インスタンスで ejbStore メ ソ ッ ドを
呼び出します。 この手順を使用する と、 データベースにデータを格納して Bean イン
スタンスのステー ト を同期化する前に、 Bean によってインスタンスのパラ メータ
フ ィールドを準備できます。

JRun では次のよ うにメ ソ ッ ド とプロパティを追加して、 ejbStore の呼び出しを制御
します。

• 強制的に保存するには、 ビジネス  メ ソ ッ ドで InstanceManager.setDirty(true)
メ ソ ッ ドを呼び出します。 

• 変更を無視するよ うに EJB エンジンに指示するには、 ビジネス  メ ソ ッ ドで

InstanceManager.setDirty(false) メ ソ ッ ドを呼び出します。

• EJB エンジンに ejbStore の呼び出しを強制するには、 Bean の公開記述子の
env-entry 要素で ejipt.isAlwaysDirty プロパティを  true に設定します。

ejipt.storeSQL の値には通常、次のよ うに、データベースと  Bean の現在のステート
を同期化する  UPDATE ステート メン トが含まれています。

<env-entry>
<env-entry-name>ejipt.storeSQL</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>UPDATE account SET value = ?WHERE id = 

?</env-entry-value>
</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.storeSQL.source</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>source1</env-entry-value>

</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.storeSQL.params</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>_value, _id</env-entry-value>

</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.storeSQL.paramTypes</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>INTEGER, INTEGER</env-entry-value>

</env-entry>

dirty フラグが設定されていない場合、 コンテナでは、 表面的な比較によってインス
タンスを保存するかどう かを判断します。コンテナは == 演算子を使用してフィ ールド
のステー ト とキャ ッシュ されているステー ト を繰 り返し比較して、 ステー トが変化
したかど うかを判断します。 深いレベルでの変化が起きた場合、 Bean メ ソ ッ ド内で
dirty フラグを明示的に true に設定して、 保存を強制しなければな り ません。
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ejbRemove
インスタンスを削除する場合、 コンテナでは、 インスタンスがデータベースから削除
される前に必要なク リーンア ップを実行でき る よ うに ejbRemove メ ソ ッ ド を呼び
出します。 ejbRemove では、 SQL ステート メン トで使用するパラ メータを設定する必要
があ り ます。

ejipt.removeSQL の値には通常、次のよ うに DELETE ステート メン トが含まれています。

<env-entry>
<env-entry-name>ejipt.removeSQL</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>DELETE FROM account WHERE id = ?</env-entry-value>

</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.removeSQL.source</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>source1</env-entry-value>

</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.removeSQL.params</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>_id</env-entry-value>

</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.removeSQL.paramTypes</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>INTEGER</env-entry-value>

</env-entry>

finder メ ソ ッ ドメ ソ ッ ドメ ソ ッ ドメ ソ ッ ド

ほとんどのク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ンでは、 1 つまたは複数の行を取得し、 場合
によっては更新する こ とによってデータベース と対話します。 行を作成する こ とは
ほ とんどあ り ません。 エンテ ィ テ ィ  Bean には、 ク ラ イアン トが 1 行以上の既存の
データにアクセスできる  finder メ ソ ッ ドが実装されています。 エンティティ  Bean の
ホーム  インターフェイス とその Bean 実装で、finder メ ソ ッ ドをコーディングします。

• ホーム  インターフェイスでは findByXxx メ ソ ッ ド を指定します。このメ ソ ッ ド は、
Bean のリモート  インターフェイスへの参照を返すか、あるいはリモート  インター
フェイス参照の Enumeration または Collection を返します。

• Bean 実装には、 ホーム  インターフェイスで命名された finder メ ソ ッ ドご とに、
同じシグネチャを持つパブリ ッ ク  ejbFindByXxx メ ソ ッ ドがあ り ます。



Bean のメソ ッ ド 341
ejbFindByPrimaryKey

すべてのエンティ ティ  Bean には、 findByPrimaryKey と  ejbFindByPrimaryKey
メ ソ ッ ド のペアが必要です。ただし、CMP を使用するエンティ ティ  Bean の Bean 実装
で、 ejbFindByPrimaryKey を実装する必要はあり ません。 ホーム  インターフェイスの
findByPrimaryKey を定義し、 公開記述子の findByPrimaryKeySQL env-entry を指定
する必要があ り ます。

エンティテ ィ  Bean には、 プラ イマ リ  キー ク ラス内のメンバのインスタンス変数が
すべて含まれている必要があり ます。プライマリ  キー フィールドのほかに、 Bean では
返される行の追加の列が含まれるインスタンス変数も定義できます。

ejbFindByPrimaryKey メ ソ ッ ドを呼び出した後、 コンテナでは、
findByPrimaryKeySQL env-entry によって指定された SQL ステート メ ン ト を実行し
ます。 最初に、 パラ メ ータ引数、 またはプロパティ で指定さ れているフィ ールド 、
あるいはその両方を  SQL ステート メ ン ト の各パラ メータにマッピングします。 ス ト
アド  プロシージャを指定した場合は、キーと して渡された値に関連するオブジェク ト
がデータベースに含まれているかど うかを調べるチェ ッ クがス ト ア ド  プロシージャ
に含まれている必要があ り ます。 データベース内にデータがある場合は、 指定されて
いるフ ィールドに格納した後で、 該当する行を  1 つ返す必要があ り ます。 この行に
よって、コンテナでは、プライマリ  キー ク ラスの有効なインスタンスを構築できます。
プライマリ  キーに渡されたメ ンバがデータベース内のオブジェク ト に関連付けられて
いない場合、 SQL は行を返しません。

コンテナでは、新し く作成されたプライマ リ  キー インスタンスを取り出し、そのイン
スタンスのオブジェ ク ト  テーブルから適切な EJB オブジェク ト を検索します。 オブ
ジェク トが見つかった場合、 そのオブジェク ト をホーム  インターフェイスの 
findByPrimaryKey メ ソ ッ ドの結果と して返します。 EJB オブジェ ク トが見つから
なかった場合、 このメ ソ ッ ドでは finder 例外が返されます。
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複数行複数行複数行複数行 finder メ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ド

CMP の使用時も複数行 finder メ ソ ッ ド を実装でき ます。 finder メ ソ ッ ド ご とに、
find*SQL プロパティ を指定する必要があり ます。たと えば、ホーム  インターフェイス
で定義された findBigAccounts メ ソ ッ ドがある と します。

ク ラ イアン ト によって リ モー ト  インターフェ イスの findBigAccounts メ ソ ッ ドが
呼び出さ れる と 、 finderSQL ステート メ ント と 併用する  Bean イ ンスタ ンス内の
パラ メータを設定するために、 コンテナでは、 最初に Bean の ejbfindBigAccounts
メ ソ ッ ド を呼び出し ます。 finder メ ソ ッ ドではヌルを返す必要があ り ます。 次に、
コンテナでは各 finder SQL ステート メン ト を順番に呼び出します。結果セッ トが返さ
れるたびに、 コンテナでは次の処理が実行されます。 

1 Bean インスタンス内のフ ィールドを設定します。

2 新しいプライマ リ  キーを作成します。

3 対応するフ ィールドをインスタンスからプライマ リ  キーにコピーします。

4 そのプライマ リ  キーを、 返されるプライマ リ  キーの一覧に追加します。 

SQL プロパティは次のよ うにな り ます。

ejipt.findBigAccountsSQL = SELECT id FROM sometable WHERE balance >
1000000

ejipt.findBigAccountsSQL.fields=custId

finder メ ソ ッ ドで基準が設定されている大口預金口座を見つけるために、 次の 
env-entry を使用します。

ejipt.findBigAccountsSQL = SELECT id FROM sometable WHERE balance >?
ejipt.findBigAccountsSQL.params=criteria
ejipt.findBigAccountsSQL.paramTypes=double
ejipt.findBigAccountsSQL.fields=custId

プロパティ  ファ イルでは、 プラ イマ リ  キーにも含まれている  Bean のフ ィールドに
対する結果列からのマッピングを指定する必要があり ます。結果に基づいてプライマリ

キーのコレクシ ョ ンが作成される と、 EJB エンジンでは、 関連するエンティティ  オブ
ジェ ク ト 、 つま り公開時に リモー ト  インターフェイスから生成された実装ク ラスの
インスタンスの検索や作成に取りかか り ます。 

finder が一覧または Java 2 コレクシ ョ ンのどちらを返すかによって、EJB エンジンでは、
エンティティ  オブジェク トの一覧から抜き出した Enumeration と  Collection のいず
れかを作成し、 それを呼び出し側に返します。
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ストアドス トアドス トアドス トアド  プロシージャの呼び出しプロシージャの呼び出しプロシージャの呼び出しプロシージャの呼び出し

中かっこ  { } で囲まれている  SQL ステー ト メ ン トは、 ス ト ア ド  プロシージャの呼び
出し と して扱われます。 ス ト ア ド  プロシージャを使用する と きは、 必要に応じて、
パラ メータが IN、 OUT、 または INOUT のいずれであるかを指定します。指定しない
場合は、 既定値の IN が使用されます。 た とえば、 顧客 ID と日付を受け取 り、 預金
残高を返すス ト アド  プロシージャ  getBalance がある と します。 このプロパティは次の
よ うにな り ます。

ejipt.storeSQL={?=getBalance(?,?)}

パラ メータ定義は次のよ うにな り ます。

ejipt.storeSQL.params=balance:OUT,custId,date

次のスニペッ ト に示すよ うに、 ス ト アド  プロシージャでは、 結果セッ ト を返さずに
値を返すこ とができます。

ejipt.postCreateSQL= { call create_balance( ?, ? ) } 
ejipt.postCreateSQL.source= source1
ejipt.postCreateSQL.params= id, value:OUT
ejipt.postCreateSQL.paramTypes= INTEGER, INTEGER

CMP での開発者の責任での開発者の責任での開発者の責任での開発者の責任

CMP を利用して  Bean を開発する場合は、いく つかの重要なガイド ラインがあり ます。
パラ メータの初期化が必要な場合は、 それを ejbCreate、 ejbStore、 ejbRemove、

および finder の各メ ソ ッ ド で提供し 、 事後処理が必要な場合は、 それを  ejbLoad
メ ソ ッ ド と  ejbPostCreate メ ソ ッ ドで提供する必要があ り ます。 

すべてのコンテナ管理フィールドは、公開記述子の cmp-field 要素に表示されていな
ければな り ません。 

コンテナは、 Bean インスタンスのプラ イマ リ  キー タ イプにアクセスできる こ とが
必要です。 したがって、 CMP を使用する  Bean のプライマ リ  キーについては、 次の
規則が適用されます。

• プライマ リ  キー ク ラスはパブリ ッ クです。

• プライマ リ  キー ク ラスは、 パブ リ ッ クな既定のコンス ト ラ ク タを持つ必要があ り
ます。

• プライマ リ  キー ク ラスでは、equals および hashCode メ ソ ッ ドを実装する必要が
あ り ます。 これらのメ ソ ッ ドがないと、 オブジェク ト  テーブル検索が正し く機能
しません。

• プライマ リ  キーの使用フィールドは、 Bean インスタンスのメンバ変数です。

• プライマ リ  キーの使用フ ィールドは、 公開記述子の cmp-fields 要素で命名され
ている必要があ り ます。

プロ ト タイプ プライマ リ  キークラスを確認するには、 EJB サンプル 3a の 
BalanceKey.java を参照して ください。
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Java でのメ ッ セージングでのメ ッ セージングでのメ ッ セージングでのメ ッ セージング
この章では、 JRun で Java Message Service を使用する方法について説明します。
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概要概要概要概要

Java Message Service (JMS) 仕様では、 メ ッセージを作成および送受信する一般的な
方法を  Java 開発者に提供する企業内メ ッセージング ミ ドルウェア システムを構築
するための API を定義します。 JMS は移植可能で、 メ ッセージベースのビジネス  アプ
リ ケーシ ョ ンをサポート します。

 JRun では、 EJB エンジン内に JMS がシームレスに統合されています。

この章では、 JRun で提供される  JMS サービスの使用法について説明します。 JMS に
関する知識があるこ とが前提にな り ます。 JMS の詳細については、
http://java.sun.com/products/jms/docs.html にある  JMS 仕様を参照して ください。

JRun JMS 実装では、 Sun JMS バージ ョ ン  1.02 仕様の ポイン ト ツーポイン ト  (キュー
ベース ) とパブ リ ッシュ /サブスク ライブ ( ト ピッ クベース ) の同期、および非同期メ ッ
セージングがサポート されています。 メ ッセージにはパーシスタンスを指定できるの
で、 サーバーのシャッ トダウン時にメ ッセージが失われません。

ト ピッ クベースのメ ッセージングでは、永続性のあるサブスク ラ イブが使用可能です。
これにより 、サブスクライバがアクティ ブではないと きに生成されるメ ッセージを含め、
生成されるすべてのメ ッセージがク ラ イアン ト によ り確実に受信されるよ うにな り
ます。 

この章では、プロデューサと いう 用語はメ ッセージを送信するクライアント を表します。
また、 コ ンシューマと いう 用語はメ ッ セージを受信する ク ラ イ アント を表し ます。
ただし、 コンシューマ、 プロデューサは両方と もクライアン ト と呼ばれます。

メ ッセージを生成、 または処理するために、 クライアン トは、 まずサーバーへの接続を
確立し、 Connection を呼び出して、 Session を作成します。 ク ライアン トはサーバー
と対話し、以前に確立された Session オブジェク ト を使用してメ ッセージを生成または
処理します。 ポイン ト ツーポイン ト  メ ッセージングとパブリ ッシュ /サブスク ライブ
では、 Connection オブジェ ク ト と  Session オブジェ ク ト のカスタマイズされた子
オブジェク トが使用されます。 これらのオブジェク トの詳細については、 351ページ
の 「メ ッセージ タイプ」 を参照して ください。

メモメモメモメモ

ポイン ト ツーポイン ト  メ ッセージングでは、プロデューサは送信者、 コンシューマは
受信者と呼ばれます。 パブリ ッシュ /サブスク ライブでは、 プロデューサはパブリ ッ
シャ、 コンシューマはサブスクライバと呼ばれます。

Bean をコンシューマ ( リ スナ ) と して設定するには、 javax.jms.MessageListener

インターフェイスを  Bean のリ モート  インターフェイスにある  implements 節に入れ、
Bean 実装に javax.jms.MessageListener インターフェイスと  onMessage メ ソ ッ ド を
実装します。

メ ッセージングのサポートは、 ローカル エンティティ  Bean をサポートする  EJB エン
ジンの拡張可能なエンティティ  アーキテクチャに基づいて、完全にト ランザクシ ョ ン
処理されています。 これによ り、 メ ッセージの保持と ロギングで BMP と  CMP を使用
できます。
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JRun では、MessageQueueBean エンティティ  Bean を使用して、キュー (ポイン ト ツー
ポイント ) が実装され、TopicDispatcherBean エンティ ティ  Bean を使用してト ピッ ク
(パブリ ッシュ /サブスク ライブ ) が実装されます。 このアーキテクチャでは、 既定の
Bean 実装を書き換える こ とによ り、 メ ッセージング機能をカスタマイズできます。 

JRun メ ッセージングメ ッセージングメ ッセージングメ ッセージング アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ

JRun では、 次のオブジェク ト を通じて JMS が実装されます。

• Connector オブジェク トによ り、 JMS Connection オブジェク ト と  JRun 
MessageQueue オブジェク トの通信が管理されます。

• MessageQueue オブジェク トには、 メ ッセージが保持されます。 JRun では、 エン
ティティ  Bean を通じてこのオブジェク トが実装されます。

• MultiCaster オブジェク トによ り、 コンシューマにメ ッセージが配信されます。
JRun では、 エンティティ  Bean を通じてこのオブジェク トが実装されます。

JRun によ り、 ク ライアン ト  メ ッセージは Connection オブジェク トから、サーバーの
Connector を通じて指定された MessageQueue に転送されます。 メ ッセージが
MessageQueue に追加される と、 MultiCaster によ り、 message type と設定された
プロパティがあればそれに従って、 メ ッセージがコンシューマに配布されます。通知が
要求されている場合は、 それがプロデューサに返されます。

リ モート 接続リモート 接続リモート 接続リモート 接続

次の図に示すよ うに、 JRun では、 リモート  JMS 接続のために標準 UDP マルチキャス
ティングが使用されます。
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ローカル接続ローカル接続ローカル接続ローカル接続

次の図に示すよ うに、 ローカル接続の場合は、 Multicaster によ り、 メ ッセージが
Connector を通じて配信されます。

JMS サポートの有効化サポートの有効化サポートの有効化サポートの有効化

JRun サーバーで JMS サポート を有効にするには、local.properties ファ イルで次の
プロパティを指定します。

ejb.services=ejb,jms
ejb.ejipt.enableMessaging=true

また、 352ページの 「キューの定義」 および 363ページの 「 ト ピ ッ クの定義」 で説明
しているよ うに local.properties ファ イルでも、 キューと ト ピッ クをあらかじめ定
義する必要があ り ます。

EJB エンジンをスタン ドアロン モードで実行している場合は、 deploy.properties

ファ イルにこれらのプロパティを指定します。
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メ ッセージメ ッセージメ ッセージメ ッセージ コンポーネン トコンポーネン トコンポーネン トコンポーネン ト

メ ッセージは次の部分に分けられます。

• ヘッダ メ ッ セージの識別と 階層のために、ク ライアント と サーバーの両方で使用

される情報

• プロパティ 追加のヘッダ プロパティ。 プロパティにはアプリケーシ ョ ン固有の
プロパティ、 標準プロパティ、 サーバー固有のプロパティがあ り ます。

• 本文 メ ッ セージの本文。 メ ッ セージの本文には、 数種類の定義済みタ イプの

いずれかを使用できます。

メ ッセージメ ッセージメ ッセージメ ッセージ ヘッダヘッダヘッダヘッダ フ ィールドフ ィールドフ ィールドフ ィールド

JRun では、JMS メ ッセージ ヘッダ フ ィールドがサポート されていて、これらのフ ィー
ルドは JMS メ ッセージ受信者に送信されます。 JRun でサポート されている  JMS メ ッ
セージ ヘッダ フ ィールドの概要は、 次の表のとおりです。

フ ィールドフ ィールドフ ィールドフ ィールド 内容内容内容内容 設定者設定者設定者設定者

JMSDestination メ ッ セージの送信先を表す Destination オブジェ
クト が含まれています。

JRun

JMSDeliveryMode 配信モード が含まれています。 有効な値は 
DeliveryMode.PERSISTENT と  
DeliveryMode.NON_PERSISTENT です。

JRun

JMSMessageID 固有のメ ッセージ  ID が含まれています。 JRun

JMSTimestamp メ ッ セージが JRun に送信された時刻が含まれてい
ます。

JRun

JMSCorrelationID 応答と 、関連する要求をリンクするアプリケーショ ン

固有の文字列が含まれています。

JRun

JMSReplyTo 応答の送信先と なる  Destination オブジェ ク ト が
含まれています。 応答は要求さ れていませんが、

Destination オブジェクト がこのフィ ールド に含ま
れているのは応答が期待されていることを示してい

ます。

JRun

JMSRedelivered メ ッ セージを再送信するかどう かを表す boolean が
含まれています。 コンシューマにより 、

JMSRedelivered が true に設定さ れたメ ッ セージ
が受信された場合、このメ ッセージは以前配信された

が、コンシューマが受信を認めていなかったと考えら

れます。

クライアン ト

JMSType メ ッセージ  タイプを表す String が含まれています。 クライアン ト
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TextInterface や MapInterface などのコンテンツ固有の メ ッセージ イ ン ター
フェ イ スによ り拡張された Message インターフェ イスにある メ ソ ッ ド を使用して、
ヘッダ フ ィールドにアクセスします。

メ ッセージメ ッセージメ ッセージメ ッセージ プロパティプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ

JRun は JMS 仕様で定義されているオプシ ョ ンの JMSX 接頭辞付きのメ ッセージ プロ
パティをサポート しません。 しかし、 Message オブジェク ト  メ ソ ッ ドを使用してプロ
パティを取得および設定できます。 たとえば、 次のコードの一部分を使用して、 メ ッ
セージを送信する前にプロパティを設定できます。

...
try {

// ユーザ ID のプロパテ ィ を設定します。 thisUser String 変数を想定します。
if(message != null) {

message.setStringProperty("UserID", thisUser);
message.setText(text);
// キューに送信します。 メ ッセージは 5 分間存続します。
sender.send(_message, delivery, priority, 5 * 60 * 1000);

}else {
// 1 つのサーブレッ ト または JSP ページでの使用法を想定します。
out.println("<H1>Message was null</H1>"); 

}
}
...

次のコードの一部分を使用して、 メ ッセージを受信したと きにプロパティを取得でき
ます。

final TextMessage message = (TextMessage)(_receiver.receiveNoWait());
// すべてのプロパティ を取得します。
Enumeration e = message.getPropertyNames();
if(!e.hasMoreElements()) {

// 1 つのサーブレッ ト または JSP ページでの使用法を想定します。
out.println("<h1>no properties</H1>"); 

} 
while(e.hasMoreElements()) {

String prop = (String)e.nextElement();
out.print("<p> " + prop);
// すべてのプロパティが Strings であると想定します。
out.println(":" + message.getStringProperty(prop));

} 

JMSExpiration メ ッ セージの有効期限を指定する  long が含まれて
います。 JRun では、 クライアント により指定された
Time‐ to‐ Live の値に送信時間の GMT を加えてこ
の時刻を設定します。

JRun

JMSPriority メ ッ セージの優先順位が含まれます。 優先順位は 
0 (最下位 ) から  9 (最上位) の間で指定します。

JRun

フ ィールドフ ィールドフ ィールドフ ィールド 内容内容内容内容 設定者設定者設定者設定者
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メ ッセージ本文の種類メ ッセージ本文の種類メ ッセージ本文の種類メ ッセージ本文の種類

JMS 1.0.2 仕様では、 メ ッセージ本文のフォームについて説明されています。 これらの
フォームは、 Message を拡張したインターフェイスによ り定義されます。

次の表は、 EJB メ ッセージ本文インターフェイスの概要についてま とめたものです。

JRun では、 これらのインターフェイスは allaire.ejipt._jms にある類似する名前
のク ラスを通じて実装されます。

メ ッセージメ ッセージメ ッセージメ ッセージ タイプタイプタイプタイプ

EJB エンジンではポイン ト ツーポイン ト  メ ッセージング メカニズムと、パブ リ ッシュ
/サブスク ライブ メ ッセージング メカニズムの両方がサポート されています。

ポイン トツーポイン トポイン トツーポイン トポイン トツーポイン トポイン トツーポイン ト

ポイン ト ツーポイン トは、キューベースのメ ッセージング メカニズムです。 メ ッセージ
は特定のキューに送られます。送信者はメ ッセージをキューに追加し、受信者はキュー
から メ ッセージを抽出します。

ポイン ト ツーポイン ト  メ ッセージング ソ リ ューシ ョ ンを実装する場合は、次のコード
を記述します。

• 送信者

• 受信者

インターフェイスインターフェイスインターフェイスインターフェイス 説明説明説明説明 コ メン トコ メン トコ メン トコ メン ト

StreamMessage Java プリ ミ ティ ブ値のスト リ ーム
が含まれています。

このタ イプは値の代入と読み込

みが順次に行われます。

MapMessage 名前/値ペアのセッ ト が含まれます。
名前は String オブジェ クト 、値は
Java プリ ミ ティ ブ  タイプです。

これらには、列挙によって連続的

にアクセスするか、名前によって

ランダムにアクセスします。

TextMessage String オブジェ クト を  1 つ含んで
います。

TextMessage はテキスト  メ ッ
セージまたは XML 形式のデータ
を持つメ ッセージで使用します。

ObjectMessage Serializable Java オブジェ クト
が含まれています。

いずれかの JDK 1.2 コレクショ
ン  クラスを使用できます。

BytesMessage 未解釈のバイト  スト リ ームが含ま
れています。

通常、このタイプの本文は使用し

ません。
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キューの定義キューの定義キューの定義キューの定義

local.properties ファ イルの次のプロパティを使用してキューを定義します。

jms.queue.queue-name.description=queue description
jms.queue.queue-name.display-name=queue display name

JRun の起動時に、JNDI にキューを保存します。JNDI 検索を使用してキューにアクセス
するコードは次のよ うにな り ます。

_sender =
_session.createSender((Queue)_context.lookup

("java:comp/env/jms/queue-name"));

詳細については、 次の説明で送信者および受信者の例を参照して ください。

EJB エンジンをスタン ドアロン モードで実行している場合は、 deploy.properties

ファ イルにこれらのプロパティを指定します。

送信者のコーディ ング送信者のコーディ ング送信者のコーディ ング送信者のコーディ ング

送信者によ り、 メ ッセージがキューに追加される場合、 次のオブジェク トが使用され
ます。
• javax.naming.Context

• javax.jms.QueueConnectionFactory

• javax.jms.QueueConnection

• javax.jms.QueueSession

• javax.jms.QueueSender

• 351ページの 「メ ッセージ本文の種類」 で指定されている とおりの 
javax.jms.Message オブジェク トの子オブジェク トの 1 つ。

送信者ク ラスは、javax.jms ク ラスのいずれから も拡張されません。このクラスでは、
明示的にほかのク ラスを拡張したり、 暗黙的に java.lang.Object を拡張できます。

メモメモメモメモ

次のコードをコンパイルおよび実行する場合は、 必ずサーバーの local.properties
フ ァ イルでキューをキュー 1 と定義します。 既定では、 default JRun サーバーには
キュー 1 が含まれます。 ただし、 別のサーバーで実行している場合は、 キュー 1 を
定義しなければな り ません。
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送信者のコードを記述するには送信者のコードを記述するには送信者のコードを記述するには送信者のコードを記述するには

1 次のパッケージをインポート します。

import java.util.*;
import javax.ejb.*;
import javax.jms.*;
import javax.naming.*;
import java.rmi.*;

2 次のよ うに、 JMS によ り使用されるオブジェク トのオブジェク ト スコープ変数を
宣言します。

private Context _context = null;
private QueueConnection _connection = null;
private QueueSession _session = null;
private TextMessage _message = null; // TextMessage を使用する例
private QueueSender _sender = null;

3 RMISecurityManager を使用してシステム  セキュ リティを確立します。

static {
System.setSecurityManager(new RMISecurityManager());

}

4 メ ッセージを送信する前に、 JMS 変数を作成して、 値を代入します。

try {
// JNDI で設定を行います。
_context = new InitialContext();

/ JNDI から QueueConnectionFactory を取得します。
final QueueConnectionFactory factory = 

(QueueConnectionFactory)_context.lookup
("java:comp/env/jms/QueueConnectionFactory");

// ファク ト リを使用して、 QueueConnection (匿名) を作成します。
_connection = factory.createQueueConnection();
// QueueConnection を使用して、 QueueSession を作成します。
_session = _connection.createQueueSession(false,

Session.AUTO_ACKNOWLEDGE);
// QueueSession を使用して QueueSender を作成します。
// この例では、 local.properties で指定されたキュー 1 を探します。
// via jms.queue.queue1.description/display-name
_sender = _session.createSender((Queue)_context.lookup

("java:comp/env/jms/queue1"));
// TextMessage オブジェク ト を作成します。
_message = _session.createTextMessage();

}
catch(NamingException e) {

System.out.println("Naming Exception:" + e.getMessage());
}
catch(JMSException e) {

System.out.println("JMS Exception:" + e.getMessage());
}
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5 メ ッセージを送信します。このサーブレッ ト例では、フォーム  フ ィールドから メ ッ
セージが取得されています。

...
int priority = Message.DEFAULT_PRIORITY;
int delivery = Message.DEFAULT_DELIVERY_MODE;

String text = new String("Blank Message");

String[] attrArray = req.getParameterValues("thisMessage");
// 呼び出しフォームには、 thisMessage に対する値が 1 つしかないと想定します。
if(attrArray != null) {

text = attrArray[0];
}
try {

_message.setText(text);
// キューに送信します。 メ ッセージは 5 分間存続します。
_sender.send(_message, delivery, priority, 5 * 60 * 1000); 

}
catch(JMSException e) {

System.out.println("JMS Exception:" + e.getMessage());
}
...

6 完了したら、 JMS オブジェク ト を閉じます。

try {
_sender.close();
_session.close();
_connection.close();
_context.close();

}
catch(NamingException e) {

System.out.println("Naming exception in destroy:" + 
e.getMessage());

}
catch(JMSException e) {

System.out.println("JMS Exception:" + e.getMessage());
}

次のサーブレッ ト例には、ポイン ト ツーポイン ト  メ ッセージを送信するためのコード
全体が含まれています。

import java.io.*; 
import javax.servlet.*;
import javax.servlet.http.*;
import java.util.*;
import javax.ejb.*;
import javax.jms.*;
import javax.naming.*;
import java.rmi.*;
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public class MySender extends HttpServlet {
// キュー属性を設定します。
// init パラ メータを介して渡されない限り、 既定値を使用します。
private final String _mode = new String("manual");   
private final String _name = new String("defaultUser");   
// Matches jms.queue.queue1.* properties in local.properties
private final String _queue = new String("queue1");
private final String _host = new String("rnielsen");

// JMS で使用するオブジェク ト を設定します。
private Context _context = null;
private QueueConnection _connection = null;
private QueueSession _session = null;
private TextMessage _message = null;
private QueueSender _sender = null;

static {
System.setSecurityManager(new RMISecurityManager());

}

public void init(ServletConfig config) throws ServletException {
super.init(config);

// JNDI で設定を行います。
try {

_context = new InitialContext();

// JNDI から QueueConnectionFactory を取得します。
final QueueConnectionFactory factory = 

(QueueConnectionFactory)_context.lookup
("java:comp/env/jms/QueueConnectionFactory");

// ファク ト リを使用して QueueConnection (匿名) を作成します。
_connection = factory.createQueueConnection();
// QueueConnection を使用して QueueSession を作成します。
_session = _connection.createQueueSession(false,

Session.AUTO_ACKNOWLEDGE);
// QueueSession を使用して QueueSender を作成します。
// local.properties で指定されたキューを参照します。
// via jms.queue.queue1.description/display-name
_sender = _session.createSender((Queue)_context.lookup

("java:comp/env/jms/queue1"));
// TextMessage オブジェク ト を作成します。
_message = _session.createTextMessage();

}
catch(NamingException e) {

System.out.println("Naming Exception:" + e.getMessage());
}
catch(JMSException e) {

System.out.println("JMS Exception:" + e.getMessage());
}

}
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// 送信するメ ッセージを受け取るフォームを表示します。
public void doGet(HttpServletRequest req, 

HttpServletResponse res) throws IOException, ServletException { 
res.setContentType("text/html");
PrintWriter out = res.getWriter();

out.println
("<html><head><title>Message Sender</title></head><body>");

out.println("<h1>Message Sender</h1>");
out.println("<p>Type your message and press Submit</p><hr>");
out.println("<form action=\"/servlet/MySender\" method=\"post\">");

// メ ッセージを含んでいる Textarea
out.println("<p>Message:<p>");
out.println("<TextArea name=\"thisMessage\"></textarea>");
out.println("<p>");
out.println("<input type=\"Submit\" value=\"Submit Message\">"); 
out.println("</form>");
out.println("</body></html>");

} 

// フォームを読み込んで、 メ ッセージを送信します。
public void doPost(HttpServletRequest req, 

HttpServletResponse res) throws IOException, ServletException { 
// フォームを読み込みます。
// メ ッセージはすべて、 ここで送信されます。
// 設定の内容については、 init メ ソ ッ ドを参照して ください。
res.setContentType("text/html");
PrintWriter out = res.getWriter();

int priority = Message.DEFAULT_PRIORITY;
int delivery = Message.DEFAULT_DELIVERY_MODE;
String text = new String("Blank Message");

String[] attrArray = req.getParameterValues("thisMessage");
// 呼び出しフォームには、 thisMessage に対する値が 1 つしかないと想定します。
if(attrArray != null) {

text = attrArray[0];
}
try {

_message.setText(text);
// キューに送信します。 メ ッセージは 5 分間存続します。
_sender.send(_message, delivery, priority, 5 * 60 * 1000);

}
catch(JMSException e) {

System.out.println("JMS Exception:" + e.getMessage());
}

// 送信確認を表示します。
out.println("<html><head><title>Message Sent</title></head><body>");
out.println("<h1>Message Sent</h1>");
out.println("<p>The following message was sent</p><hr>");
out.println("<p>" + text);
out.println("<form action=\"/servlet/MySender\" method=\"get\">");
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out.println("<p>");
out.println("<input type=\"Submit\" value=\"Return\">"); 
out.println("</form>");
out.println("</body></html>");

}

public String getServletInfo() {
return "Message Sender";

}

public void destroy() {
// ヌル メ ッセージ チェ ッ クでない場合はラ ップします。
try {

_sender.close();
_session.close();
_connection.close();
_context.close();

}
catch(NamingException e) {

System.out.println("Naming exception in destroy: " +
e.getMessage());

}
catch(JMSException e) {

System.out.println("JMS Exception:" + e.getMessage());
}

} // メ ソ ッ ドを終了します。
} // サーブレッ ト を終了します。

受信者のコーディ ング受信者のコーディ ング受信者のコーディ ング受信者のコーディ ング

受信者によ り、 メ ッセージがキューから取得される場合、 次のオブジェ ク トが使用
されます。
• javax.naming.Context

• javax.jms.QueueConnectionFactory

• javax.jms.QueueConnection

• javax.jms.QueueSession

• javax.jms.QueueReceiver

• 351ページの 「メ ッセージ本文の種類」 で指定されている とおりの 
javax.jms.Message オブジェク トの子オブジェク トの 1 つ。

受信者で非同期メ ッセージを使用する場合は、MessageListener インターフェイスを
実装しなければな り ません ( この例では非同期メ ッセージは使用しません )。 受信者
クラスは、 javax.jms ク ラスのいずれからも拡張されませんが、 このクラスは明示的に
ほかのク ラスを拡張したり、 暗黙的に java.lang.Object を拡張できます。
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受信者のコードを記述するには受信者のコードを記述するには受信者のコードを記述するには受信者のコードを記述するには

1 次のパッケージをインポート します。

import java.util.*;
import javax.ejb.*;
import javax.jms.*;
import javax.naming.*;
import java.rmi.*;

2 次のよ うに、 JMS によ り使用されるオブジェク トのオブジェク ト スコープ変数を
宣言します。

private Context _context = null;
private QueueConnection _connection = null;
private QueueSession _session = null;
private TextMessage _message = null; // TextMessage を使用する例
private QueueReceiver _receiver = null;

3 RMISecurityManager を使用してシステム  セキュ リティを確立します。

static {
System.setSecurityManager(new RMISecurityManager());

}

4 メ ッセージを受信する前に、 JMS 変数を作成して、 値を代入します。

try {
_context = new InitialContext();

// JNDI から QueueConnectionFactory を取得します。
final QueueConnectionFactory factory = 

(QueueConnectionFactory)_context.lookup
("java:comp/env/jms/QueueConnectionFactory");

// ファク ト リを使用して QueueConnection を作成します。
_connection = factory.createQueueConnection();
// QueueConnection を使用して QueueSession を作成します。
_session = _connection.createQueueSession(false,

Session.AUTO_ACKNOWLEDGE);
// QueueSession を使用して QueueReceiver を作成します。
// local.properties で指定されたキュー 1 を参照します。
// via jms.queue.queue1.description/display-name
_receiver =

_session.createReceiver((Queue)_context.lookup
("java:comp/env/jms/queue1"));

// TextMessage オブジェク ト を作成します。
_message = _session.createTextMessage();

}
catch(NamingException e) {

System.out.println("Naming Exception:" + e.getMessage());
}
catch(JMSException e) {

System.out.println("JMS Exception:" + e.getMessage());
}
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5 キューから メ ッセージを取得します。

...
// キューから メ ッセージを取得します。
try {

// 接続を開始します。
_connection.start();
// メ ッセージ オブジェク ト を取得します。
final TextMessage message =

(TextMessage)(_receiver.receiveNoWait());
// メ ッセージ テキス ト を取得します。
// ヌル メ ッセージをチェ ックします。
String text = "";
if (message != null) {

text = new String(message.getText());
}
else {

text = "No Message";
}
if(text.equals("")) {

text = "Empty Message";
}
out.println(text);
_connection.stop();
out.println("</body></html>");

}
catch(JMSException e) {

System.out.println("JMS Exception:" + e.getMessage());
}
...

6 完了したら、 JMS オブジェク ト を閉じます。

try {
_receiver.close();
_session.close();
_connection.close();
_context.close();

}
catch(NamingException e) {

System.out.println("Naming exception in destroy:" + 
e.getMessage());

}
catch(JMSException e) {

System.out.println("JMS Exception:" + e.getMessage());
}
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次のサーブレッ ト例には、ポイン ト ツーポイン ト  メ ッセージを受信するためのコード
全体が含まれています。

import java.io.*; 
import javax.servlet.*;
import javax.servlet.http.*;
import java.util.*;
import javax.ejb.*;
import javax.jms.*;
import javax.naming.*;
import java.rmi.*;

public class MyReceiver extends HttpServlet {
// キュー属性を設定します。
// init パラ メータを介して渡されない限り、 既定値を使用します。
private final String _mode = new String("manual");   
private final String _name = new String("defaultUser");   
// Matches jms.queue.queue1.* properties in local.properties
private final String _queue = new String("queue1");
private final String _host = new String("rnielsen");

// JMS で使用するオブジェク ト を設定します。
private Context _context = null;
private QueueConnection _connection = null;
private QueueSession _session = null;
private TextMessage _message = null;
private QueueReceiver _receiver = null;

static {
System.setSecurityManager(new RMISecurityManager());

}

public void init(ServletConfig config) throws ServletException {
super.init(config);

// JNDI で設定を行います。
try {

_context = new InitialContext();

// JNDI から QueueConnectionFactory を取得します。
final QueueConnectionFactory factory = 

(QueueConnectionFactory)_context.lookup
("java:comp/env/jms/QueueConnectionFactory");

// ファク ト リを使用して QueueConnection を作成します。
_connection = factory.createQueueConnection();
// QueueConnection を使用して QueueSession を作成します。
_session = _connection.createQueueSession(false,

Session.AUTO_ACKNOWLEDGE);
// QueueSession を使用して QueueReceiver を作成します。
// local.properties で指定されたキュー 1 を参照します。
// via jms.queue.queue1.description/display-name
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_receiver =
_session.createReceiver((Queue)_context.lookup

("java:comp/env/jms/queue1"));
// TextMessage オブジェク ト を作成します。
_message = _session.createTextMessage();

}
catch(NamingException e) {

System.out.println("Naming Exception:" + e.getMessage());
}
catch(JMSException e) {

System.out.println("JMS Exception:" + e.getMessage());
}

}

// 初めて実行したときだけ [ メ ッセージの受信] ボタンを表示します。
// メ ッセージを受信するフォームを表示します。
public void doGet(HttpServletRequest req, 

HttpServletResponse res) throws IOException, ServletException { 

res.setContentType("text/html");
PrintWriter out = res.getWriter();

out.println
("<html><head><title>Message Receiver</title></head><body>");

out.println("<h1>Message Receiver</h1>");
out.println

("<p>Press Receive Message to retrieve a message:<p><hr>");
out.println("<form action=\"/servlet/MyReceiver\" method=\"post\">");
out.println("<p>");
out.println("<input type=\"Submit\" value=\"Receive Message\">"); 
out.println("</form>");
out.println("</body></html>");

}

public void doPost(HttpServletRequest req, 
HttpServletResponse res) throws IOException, ServletException { 

res.setContentType("text/html");
PrintWriter out = res.getWriter();

out.println
("<html><head><title>Message Receiver</title></head><body>");

out.println("<h1>Message Receiver</h1>");
out.println

("<p>Press Receive Message to retrieve another message:</p><hr>");
out.println("<form action=\"/servlet/MyReceiver\" method=\"post\">");
// キューから メ ッセージを取得します。
try {

// 接続を開始します。
_connection.start();
// メ ッセージ オブジェク ト を取得します。
final TextMessage message =

(TextMessage)(_receiver.receiveNoWait());
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// メ ッセージ テキス ト を取得します。
// ヌル メ ッセージをチェ ッ クします。
String text = "";
if (message != null) {

text = new String(message.getText());
}
else {

text = "No Message";
}
if(text.equals("")) {

text = "Empty Message";
}
out.println(text);
_connection.stop();
out.println("</body></html>");

}
catch(JMSException e) {

System.out.println("JMS Exception:" + e.getMessage());
}

// form/html を完成させます。
out.println("<p>");
out.println("<input type=\"Submit\" value=\"Receive Message\">"); 
out.println("</form>");
out.println("</body></html>");

}

public String getServletInfo() {
return "Message Receiver";

}

public void destroy() {
// ヌル メ ッセージ チェ ッ クでない場合はラ ップします。
try {

_receiver.close();
_session.close();
_connection.close();
_context.close();

}
catch(NamingException e) {

System.out.println("Naming exception in destroy: " +
e.getMessage());

}
catch(JMSException e) {

System.out.println("JMS Exception:" + e.getMessage());
}

} // メ ソ ッ ドを終了します。
} // サーブレッ ト を終了します。
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パブリ ッシュパブリ ッシュパブリ ッシュパブリ ッシュ /サブスクライブサブスクライブサブスクライブサブスクライブ

パブリ ッシュ /サブスク ライブはブロードキャス ト  メカニズムの 1 つです。 パブリ ッ
シュ /サブス ク ラ イブではメ ッセージは ト ピ ッ クに発行され、 自動的にト ピッ クの
サブスク ラ イバに配布されます。 ト ピ ッ クを階層的にしてお く と、 最上位レベルの
サブスクライバはメ ッセージをすべて受信しますが、サブト ピッ クのサブスクライバは
サブト ピッ ク  メ ッセージだけを受信します。

ト ピッ クの定義ト ピッ クの定義ト ピッ クの定義ト ピッ クの定義

local.properties ファ イルの次のプロパティを使用して ト ピッ クを定義します。

jms.topic.topic-name.description=topic description
jms.topic.topic-name.display-name=topic display name

JRun の起動時に、 JNDI に ト ピッ クを保存します。 JNDI 検索を使用して ト ピッ クに
アクセスするコードは次のよ うにな り ます。

_publisher =
_session.createPublisher((Topic)_context.lookup

("java:comp/env/jms/topic-name");

詳細については、 次の説明でパブ リ ッシャおよびサブス ク ラ イバの例を参照して く
ださい。

EJB エンジンをスタン ドアロン モードで実行している場合は、 deploy.properties

ファ イルにこれらのプロパティを指定します。

パブリ ッ シャのコーディ ングパブリ ッ シャのコーディ ングパブリ ッ シャのコーディ ングパブリ ッ シャのコーディ ング

パブリ ッシャによ り、 メ ッセージが ト ピッ クに追加される場合は、次のオブジェク トが
使用されます。
• javax.naming.Context

• javax.jms.TopicConnectionFactory

• javax.jms.TopicConnection

• javax.jms.TopicSession

• javax.jms.TopicPublisher

• 351ページの 「メ ッセージ本文の種類」 で指定されている とおりの 
javax.jms.Message オブジェク トの子オブジェク トの 1 つ。

パブリ ッシャ  ク ラスは、javax.jms ク ラスのいずれからも拡張されません。 このクラス
では、 明示的にほかのクラスを拡張したり、 暗黙的に java.lang.Object を拡張でき
ます。

メモメモメモメモ

次のコードをコンパイルおよび実行する場合は、 JRun サーバーの local.properties
ファ イルで ト ピッ クを ト ピッ ク  1 と定義する こ とを確認します。



364 第 30 章 Java でのメ ッセージング
パブリ ッシャのコードを記述するにはパブリ ッシャのコードを記述するにはパブリ ッシャのコードを記述するにはパブリ ッシャのコードを記述するには

1 次のパッケージをインポート します。

import java.util.*;
import javax.ejb.*;
import javax.jms.*;
import javax.naming.*;
import java.rmi.*;

2 次のよ うに、 JMS によ り使用されるオブジェク トのオブジェク ト スコープ変数を
宣言します。

private Context _context = null;
private TopicConnection _connection = null;
private TopicSession _session = null;
private TextMessage _message = null;
private TopicPublisher _publisher = null;

3 RMISecurityManager を使用してシステム  セキュ リティを確立します。

static {
System.setSecurityManager(new RMISecurityManager());

}

4 メ ッセージを送信する前に、 JMS 変数を作成して、 値を代入します。

try {
_context = new InitialContext();

final TopicConnectionFactory factory = 
(TopicConnectionFactory)_context.lookup

("java:comp/env/jms/TopicConnectionFactory");
// ファク ト リを使用して TopicConnection を作成します。
_connection = factory.createTopicConnection();
// TopicConnection を使用して TopicSession を作成します。
_session = _connection.createTopicSession(false,

Session.AUTO_ACKNOWLEDGE);
// TopicSession を使用して TopicPublisher を作成します。
_publisher =

_session.createPublisher((Topic)_context.lookup
("java:comp/env/jms/" + _topic)); 

// TextMessage オブジェク ト を作成します。
_message = _session.createTextMessage();

}
catch(NamingException e) {

System.out.println("Naming Exception:" + e.getMessage());
}
catch(JMSException e) {

System.out.println("JMS Exception:" + e.getMessage());
}
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5 メ ッセージを発行します。このサーブレッ ト例では、フォーム  フ ィールドから メ ッ
セージが取得されています。

...
int priority = Message.DEFAULT_PRIORITY;
int delivery = Message.DEFAULT_DELIVERY_MODE;

String text = new String("Blank Message");

String[] attrArray = req.getParameterValues("thisMessage");
// 呼び出しフォームには、 thisMessage に対する値が 1 つしかないと想定します。
if(attrArray != null) {

text = attrArray[0];
}
try {

_message.setText(text);
// ト ピッ クを発行します。 メ ッセージは 5 分間存続します。
_publisher.publish(_message, delivery, priority, 5 * 60 * 1000);

}
catch(JMSException e) {

System.out.println("JMS Exception:" + e.getMessage());
}
...

6 完了したら、 JMS オブジェク ト を閉じます。

try {
_publisher.close();
_session.close();
_connection.close();
_context.close();

}
catch(NamingException e) {

System.out.println("Naming exception in destroy:" + 
e.getMessage());

}
catch(JMSException e) {

System.out.println("JMS Exception:" + e.getMessage());
}

次のサーブレッ ト例には、 ト ピッ クを発行するために必要なコードがすべて含まれて
います。

import java.io.*; 
import javax.servlet.*;
import javax.servlet.http.*;
import java.util.*;
import javax.ejb.*;
import javax.jms.*;
import javax.naming.*;
import java.rmi.*;
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public class MyPublisher extends HttpServlet {
// キュー属性を設定します。
private String _topic = new String("topic1");
private String _host = new String("rnielsen");

// JMS で使用するオブジェク ト を設定します。
private Context _context = null;
private TopicConnection _connection = null;
private TopicSession _session = null;
private TextMessage _message = null;
private TopicPublisher _publisher = null;

static {
System.setSecurityManager(new RMISecurityManager());

}

public void init(ServletConfig config) throws ServletException {
super.init(config);
// JNDI で設定を行います。
try {

_context = new InitialContext();

final TopicConnectionFactory factory = 
(TopicConnectionFactory)_context.lookup

("java:comp/env/jms/TopicConnectionFactory");
// ファク ト リを使用して TopicConnection を作成します。
_connection = factory.createTopicConnection();
// TopicConnection を使用して TopicSession を作成します。
_session = _connection.createTopicSession(false,

Session.AUTO_ACKNOWLEDGE);
// TopicSession を使用して TopicPublisher を作成します。
_publisher =

_session.createPublisher((Topic)_context.lookup
("java:comp/env/jms/" + _topic)); 

// TextMessage オブジェク ト を作成します。
_message = _session.createTextMessage();

}
catch(NamingException e) {

System.out.println("Naming Exception:" + e.getMessage());
}
catch(JMSException e) {

System.out.println("JMS Exception:" + e.getMessage());
}

} // init を終了します。

// 発行するメ ッセージを受け取るフォームを表示します。
public void doGet(HttpServletRequest req, 

HttpServletResponse res) throws IOException, ServletException { 

res.setContentType("text/html");
PrintWriter out = res.getWriter();
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out.println
("<html><head><title>Message Publisherr</title></head><body>");

out.println("<h1>Message Publisher</h1>");
out.println("<p>Type your message and press Submit</p><hr>");
out.println

("<form action=\"/servlet/MyPublisher\" method=\"post\">");

// メ ッセージを含んでいる Textarea
out.println("<p>Message:<p>");
out.println("<TextArea name=\"thisMessage\"></textarea>");
out.println("<p>");
out.println("<input type=\"Submit\" value=\"Submit Message\">"); 
out.println("</form>");
out.println("</body></html>");

} // doGet を終了します。

// フォームを読み込んで、 メ ッセージを送信します。
public void doPost(HttpServletRequest req, 

HttpServletResponse res) throws IOException, ServletException { 
// フォームを読み込みます。
// メ ッセージはすべて、 ここで送信されます。
res.setContentType("text/html");
PrintWriter out = res.getWriter();

int priority = Message.DEFAULT_PRIORITY;
int delivery = Message.DEFAULT_DELIVERY_MODE;

String text = new String("Blank Message");

String[] attrArray = req.getParameterValues("thisMessage");
// 呼び出しフォームには、 thisMessage に対する値が 1 つしかないと想定します。
if(attrArray != null) {

text = attrArray[0];
}
try {

_message.setText(text);
// ト ピッ クを発行します。 メ ッセージは 5 分間存続します。
_publisher.publish(_message, delivery, priority, 5 * 60 * 1000);

}
catch(JMSException e) {

System.out.println("JMS Exception:" + e.getMessage());
}

// 送信確認を表示します。
out.println

("<html><head><title>Message Published</title></head><body>");
out.println("<h1>Message Published</h1>");
out.println("<p>The following message was sent</p><hr>");
out.println("<p>" + text);
out.println("<form action=\"/servlet/MyPublisher\" method=\"get\">");



368 第 30 章 Java でのメ ッセージング
out.println("<p>");
out.println("<input type=\"Submit\" value=\"Return\">"); 
out.println("</form>");
out.println("</body></html>");

} // doPost を終了します。

public String getServletInfo() {
return "Message Publisher";

}

public void destroy() {
// ヌル メ ッセージ チェ ッ クでない場合はラ ップします。
try {

_publisher.close();
_session.close();
_connection.close();
_context.close();

}
catch(NamingException e) {

System.out.println("Naming exception in destroy: " +
e.getMessage());

}
catch(JMSException e) {

System.out.println("JMS Exception:" + e.getMessage());
}

} // destroy を終了します。
} // サーブレッ ト を終了します。

サブスクライバのコーディ ングサブスクライバのコーディ ングサブスクライバのコーディ ングサブスクライバのコーディ ング

JMS によ り、 関連する ト ピ ッ クに対して ト ピ ッ クが発行された と きに、 これがサブ
スク ライバに渡されます。 次のオブジェク ト を使用して、 サブスク ライバのコードを
記述します。
• javax.naming.Context

• javax.jms.TopicConnectionFactory

• javax.jms.TopicConnection

• javax.jms.TopicSession

• javax.jms.TopicSubscriber

• 351ページの 「メ ッセージ本文の種類」 で指定されている とおりの 
javax.jms.Message オブジェク トの子オブジェク トの 1 つ。

サブス ク ラ イ バ ク ラ スには、 MessageListener イ ンタ ーフェ イ ス と  onMessage
メ ソ ッ ドを実装する必要があ り ます。登録されたサブスク ライバ ク ラスへのト ピッ ク
に対してメ ッセージが発行された と きに、 JRun によ り、 onMessage メ ソ ッ ドが呼び
出されます。

サブス ク ラ イバ ク ラスは、 javax.jms ク ラスのいずれから も拡張されません。 この
ク ラスでは、 明示的にほかのク ラスを拡張した り、 暗黙的に java.lang.Object を
拡張できます。
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メモメモメモメモ

次のコード例にあるサブスク ライバ アーキテクチャでは、スタンドアロン  メ ッセージ
リ スナ ク ラスを使用して、 メ ッセージが捕捉され、保存されます。その後、 このクラス
は所有者ク ラス  ( この場合はサーブレッ ト ) によってインスタンス化されます。 この
ク ラスによ り、 必要に応じてメ ッセージへのアクセスが行われます。

サブスクライバサブスクライバサブスクライバサブスクライバ ( リスナリスナリスナリスナ ) のコードを記述するにはのコードを記述するにはのコードを記述するにはのコードを記述するには

1 次のパッケージをインポート します。

import java.util.*;
import javax.ejb.*;
import javax.jms.*;
import javax.naming.*;
import java.rmi.*;

2 MessageListener インターフェイスを実装するク ラス宣言を作成します。

public class MyTopicListener implements MessageListener {
...

3 次のよ うに、 JMS によ り使用されるオブジェク トのオブジェク ト スコープ変数を
宣言します。

private Context _context = null;
private TopicConnection _connection = null;
private TopicSession _session = null;
private TopicSubscriber _subscriber = null;

4 メ ッセージを保管するためのオブジェク ト を作成します。 この例では、 Vector を
使用しています。

// これは単なる例です。 リスナは、 さまざまなテクニッ クを使用して
// メ ッセージを管理することができます。
Vector theMessages = new Vector();

5 RMISecurityManager を使用してシステム  セキュ リティを確立します。

static {
System.setSecurityManager(new RMISecurityManager());

}
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6 メ ッセージを受信する前に、 JMS 変数を作成して、 値を代入します。

try {
_context = new InitialContext();

final TopicConnectionFactory factory = 
(TopicConnectionFactory)_context.lookup

("java:comp/env/jms/TopicConnectionFactory");
// ファク ト リを使用して TopicConnection を作成します。
_connection = factory.createTopicConnection();
// TopicConnection を使用して TopicSession を作成します。
_session = _connection.createTopicSession(false,

Session.AUTO_ACKNOWLEDGE);
// TopicSession を使用して TopicSubscriber を作成します。
// ト ピッ ク 1 を使用して、 local.properties で次のようなコードによって
定義されます。

// jms.topic.topic1.description=Topic for Doc Sample
// jms.topic.topic1.display-name=DocSampleTopic
_subscriber =

_session.createSubscriber((Topic)_context.lookup
("java:comp/env/jms/" + _topic));

// messageListener を設定します。
_subscriber.setMessageListener(this);
_connection.start();

}
catch(NamingException e) {

System.out.println("Naming Exception:" + e.getMessage());
}
catch(JMSException e) {

System.out.println("JMS Exception:" + e.getMessage());
}

7 onMessage メ ソ ッ ド、 および関連する メ ッセージ管理メ ソ ッ ドのコードを記述し
ます。

...
public void setMessage(String thisMessage) {

// メ ッセージを theMessages Vector に追加します。
theMessages.add(thisMessage);

}

public Enumeration getMessages() {
// VectorをEnumeration に変換します。
Enumeration returnThis = theMessages.elements();
// Enumeration を返します。
return returnThis;

}
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public void onMessage(final Message message) { 
String text = null; 
try { 

text = ((TextMessage)message).getText(); 
setMessage(text); 

} 
catch(JMSException e) { 

System.out.println("JMSException:" + e.getMessage()); 
} 

} 
...

8 完了したら、 JMS オブジェク ト を閉じます。

// この例では、 メ ソ ッ ドを呼び出して、 オブジェ ク ト を閉じます。
// これにより、 外部クラスで、 メ ッセージ リスナを管理できるようになります。
public void cleanUp() {

try {
_connection.stop();
_subscriber.setMessageListener(null);
_subscriber.close();
_session.close();
_connection.close();
_context.close();

}
catch(NamingException e) {

System.out.println("Naming exception in destroy:" + 
e.getMessage());

}
catch(JMSException e) {

System.out.println("JMS Exception:" + e.getMessage());
}

}

次の例は、 メ ッセージ リ スナ ク ラス と  onMessage メ ソ ッ ドを通じて ト ピッ クを取得
するために必要なコードのすべてです。

import java.util.*;
import javax.ejb.*;
import javax.jms.*;
import javax.naming.*;
import java.rmi.*;

public class MyTopicListener implements MessageListener {
// ト ピッ ク属性を設定します。
// init パラ メータを介して渡されない限り、 既定値を使用します。
private String _topic;
private String _host;

// メ ッセージを保持するための変数を設定します。
Vector theMessages = new Vector();
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// JMS で使用するオブジェク ト を設定します。
private Context _context = null;
private TopicConnection _connection = null;
private TopicSession _session = null;
private TopicSubscriber _subscriber = null;

static {
System.setSecurityManager(new RMISecurityManager());

}

// 複数の引数を受け入れるコンス ト ラクタ
public MyTopicListener(String topic, String host) {

// わかりやす くするために、 パラ メータ エラーのチェ ックを省略します。
_topic = topic;
_host = host;
// JNDI で設定を行います。
try {

_context = new InitialContext();

final TopicConnectionFactory factory = 
(TopicConnectionFactory)_context.lookup

("java:comp/env/jms/TopicConnectionFactory");
// ファク ト リを使用して TopicConnection を作成します。
_connection = factory.createTopicConnection();
// TopicConnection を使用して TopicSession を作成します。
_session = _connection.createTopicSession(false,

Session.AUTO_ACKNOWLEDGE);
// TopicSession を使用して TopicSubscriber を作成します。
// ト ピッ ク 1 を使用して、 local.properties で次のようなコードによって

定義されます。
// jms.topic.topic1.description=Topic for Doc Sample
// jms.topic.topic1.display-name=DocSampleTopic
_subscriber =

_session.createSubscriber((Topic)_context.lookup
("java:comp/env/jms/" + _topic));

// messageListener を設定します。
_subscriber.setMessageListener(this);
_connection.start();

}
catch(NamingException e) {

System.out.println("Naming Exception:" + e.getMessage());
}

catch(JMSException e) {
System.out.println("JMS Exception:" + e.getMessage());

}
} // メ ソ ッ ドを終了します。
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// 既定のコンス ト ラクタ
public MyTopicListener() {

// 既定のコンス ト ラクタで使用する ト ピック 1 は、 前述のように
// local.properties で定義しなければなりません。
this("topic1", "rnielsen");

}

public void setMessage(String thisMessage) {
// メ ッセージを theMessages Vector に追加します。
theMessages.add(thisMessage);

}

public Enumeration getMessages() {
// VectorをEnumeration に変換します。
Enumeration returnThis = theMessages.elements();
// Enumeration を返します。
return returnThis;

}

public void onMessage(final Message message) {
String text = null;
try {

text = ((TextMessage)message).getText();
setMessage(text);

}
catch(JMSException e) {

System.out.println("JMSException:" + e.getMessage());
}

} // メ ソ ッ ドを終了します。

public void cleanUp() {
try {

_connection.stop();
_subscriber.setMessageListener(null);
_subscriber.close();
_session.close();
_connection.close();
_context.close();

}
catch(NamingException e) {

System.out.println("Naming exception in destroy: " +
e.getMessage());

}
catch(JMSException e) {

System.out.println("JMS Exception:" + e.getMessage());
}

} // メ ソ ッ ドを終了します。
} // クラスを終了します。
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次のサーブレッ ト例では、 メ ッセージ リ スナ ク ラスを使用して、パブリ ッシュ /サブ
スク ライブ ト ピッ クから メ ッセージにアクセスしています。

import java.io.*; 
import javax.servlet.*;
import javax.servlet.http.*;
import java.util.*;

public class MySubscriber extends HttpServlet {

// このサーブレッ トは、 メ ッセージ リスナと通信します。
// このコンス ト ラクタは既定のトピッ クを受信します。
// ト ピッ クやホス トに渡すこともできます。
MyTopicListener thisTopicListener = new MyTopicListener(); 

// 初回のみ
// メ ッセージを受信するフォームを表示します。

public void doGet(HttpServletRequest req, HttpServletResponse resp)
throws IOException, ServletException { 

resp.setContentType("text/html");
PrintWriter out = resp.getWriter();

out.println("<html><head><title>Message Subscriber</title>");
out.println("</head><body>");
out.println("<h1>Message Subscriber</h1>");
out.println("<p>Press Get Latest Topics to retrieve messages:");
out.println("</p><hr>");
out.println("<form action=\"/servlet/MySubscriber\" 

method=\"post\">");
out.println("<p>");
out.println("<input type=\"Submit\" value=\"Get Latest Topics\">"); 
out.println("</form>");
out.println("</body></html>");

}

// これは、 初回を除き、 すべて実行されます。
public void doPost(HttpServletRequest req, HttpServletResponse resp)

throws IOException, ServletException { 
resp.setContentType("text/html");
PrintWriter out = resp.getWriter();
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out.println("<html><head><title>Message Subscriber</title>");
out.println("</head><body>");
out.println("<h1>Message Subscriber</h1>");
// ト ピッ クから メ ッセージを取得します。
out.println("<p>");
Enumeration enum = thisTopicListener.getMessages(); 
if(!enum.hasMoreElements()) { 

out.println("No messages to retrieve"); 
} 
while (enum.hasMoreElements()) { 

String name = (String)enum.nextElement(); 
out.println("<hr>" + name); 

} 
out.println("<p>Press Get Latest Topics to retrieve messages:<hr>");
out.println("<form action=\"/servlet/MySubscriber\" 

method=\"post\">");

// form/html を完成させます。
out.println("<p>");
out.println("<input type=\"Submit\" value=\"Get Latest Topics\">"); 
out.println("</form>");
out.println("</body></html>");

}

public String getServletInfo() {
return "Message Subscriber";

}

public void destroy() { 
// myTopicListener の内容をクリーンアップします。 
thisTopicListener.cleanUp(); 
// myTopicListener にヌル値を設定します。 
thisTopicListener = null; 

} 
} 
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EJB クライアント のクライアント のクライアント のクライアント の

コーディ ングコーディ ングコーディ ングコーディ ング
この章では、 ク ラ イアン ト  アプ リ ケーシ ョ ンから  EJB にアクセスする方法について
説明します。特に、 この章では、サーブレッ ト を通じて EJB にアクセスする方法を示し
ます。
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概要概要概要概要

EJB ク ラ イアン ト となるのは、 Java アプ リ ケーシ ョ ン、 アプレッ ト 、 サーブレッ ト、
JSP、 およびその他の EJB です。 サーブレッ トおよび JSP ク ラ イアン トは、 ク ラ イア
ン トがファ イアウォールの外側にいる と きに特に便利で、 シンク ラ イアン ト  HTML
インターフェイスに加えて EJB のすべての利点が提供されます。 この章では、 JRun、
サーブレ ッ ト 、 および JSP に焦点を当てて説明します。 ただし、 この説明はほかの
タイプの EJB ク ライアン トにも該当します。

メモメモメモメモ

使用する  Bean は 第 27 章 で説明している方法でコーディングされ、 第 35 章 で説明
している方法で公開されている必要があ り ます。

EJB にアクセスするために、 ク ラ イアン ト  コードは次のアクシ ョ ンを実行します。

• InitialContext オブジェク ト を作成し、オプショ ンで、Properties オブジェク ト
を  InitialContext コンス ト ラ クタに渡します。

• JNDI 検索を通じて、 ホーム  オブジェク ト実装への参照を取得します。

• ホーム  オブジェク ト参照で create または find メ ソ ッ ドを呼び出すこ とによって、
リモート  オブジェク ト実装への参照を取得します。

• 1 つ以上の EJB ビジネス  メ ソ ッ ドを呼び出します。

ク ラ イアン トは、 目的の EJB のセキュ リ テ ィ  レベルに応じてこれらのアクシ ョ ンを
実行します。

非認証 保護されていない EJB または Bean メ ソ ッ ドへの簡単なアクセス。

Web 認証 サーブレッ ト または JSP から  EJB と  Bean メ ソ ッ ドへの保護されたアク
セス。 認証とセッシ ョ ン  ト ラ ッキングは JRun によって自動的に処理されます。

カスタム認証 EJB と  Bean メ ソ ッ ドへの保護されたアクセス。 サーブレ ッ ト には、
InitialContext インスタンスを作成する場合にプロパテ ィ と して渡すユーザ名と

パスワードが必要です。

EJB ク ラ イアン トの詳細については、390ページの 「ク ラ イアン ト  アプリ ケーシ ョ ン」
を参照して ください。
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簡単なアクセス簡単なアクセス簡単なアクセス簡単なアクセス

場合によって、非認証クライアン トにアクセスするパブリ ッ ク  EJB やメ ソ ッ ドがあ り
ます。保護されていないこのタイプのク ライアン ト  アクセスは特に、開発中の EJB へ
のク ライアン ト  アクセスをテス トする と きに役立ちます。

パブリ ッ ク  アクセスを許可するには、 Bean または Bean メ ソ ッ ドの 
ejb.allowedIdentities env-entry を  all に設定します。 これによって、 ク ラ イア
ン トは EJB を検索し、 ビジネス  メ ソ ッ ドを呼び出すこ とができます。
ejb.allowedIdentities の詳細については、 389ページの 「セキュ リ テ ィの無効化」
を参照して ください。

保護されていない EJB または EJB メ ソ ッ ドにアクセスするには、 次の手順を実行し
ます。

1 空のコンス ト ラ ク タを使用して InitialContext インスタンスを作成します。 

Context context = new InitialContext();

2 EJB のホーム  インターフェイスへの参照を検索します。

BalanceHome home = 
(BalanceHome)javax.rmi.PortableRemoteObject.narrow

(context.lookup("java:comp/env/ejb/sample9b.BalanceHome"),
BalanceHome.class);

3 EJB のホーム  インターフェイスへの参照を取得します。

Balance balance;
int accountNumber;

// アカウン ト番号はフォーム フ ィールドから入力されます。
accountNumber = Integer.parseInt(request.getParameter(“acctnum“));
try {

balance = (Balance)home.findByPrimaryKey(accountNumber);
}
catch(FinderException e) {
...

4 必要に応じて EJB メ ソ ッ ドを呼び出します。

Integer thisBalance = balance.getBalance();
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Web 認証を通じたアクセス保護認証を通じたアクセス保護認証を通じたアクセス保護認証を通じたアクセス保護

JRun バージョ ン  3.1 の シングル サインオン機能によ り 、Web 認証を通じて認証された
ユーザも同じ  JRun サーバーでの EJB アクセスに対して認証されます。 Web アプ リ
ケーシ ョ ンの web.xml ファ イルによって、 JRun のユーザ情報の取得とユーザ認証の
方法を指定します。 詳細については、 463ページの第 39 章 「Web アプ リ ケーシ ョ ン
の認証」 と 『JRun Version 3.1 機能および移行ガイ ド』 を参照して ください。

メモメモメモメモ

このタイプの EJB アクセスはサーブレッ ト と  JSP ク ライアン トにのみ有効です。

Web 認証で動作しているサーブレッ ト から  EJB および EJB メ ソ ッ ドにアクセスする
には、 次の手順を実行します。

1 空のコンス ト ラ ク タを使用して InitialContext インスタンスを作成します。 

Context context = new InitialContext();

2 EJB のホーム  インターフェイスへの参照を検索します。

BalanceHome home = 
(BalanceHome)javax.rmi.PortableRemoteObject.narrow

(context.lookup("java:comp/env/ejb/sample9b.BalanceHome"),
BalanceHome.class);

3 EJB のホーム  インターフェイスへの参照を取得します。

Balance balance;
int accountNumber;

// アカウン ト番号はフォーム フ ィールドから入力されます。
accountNumber = Integer.parseInt(request.getParameter(“acctnum“));
try {

balance = (Balance)home.findByPrimaryKey(accountNumber);
}
catch(FinderException e) {
...

4 必要に応じて EJB メ ソ ッ ドを呼び出します。

Integer thisBalance = balance.getBalance();

上記は 379ページの「簡単なアクセス」 と同じサーブレッ ト  コーディングの手順です。
しかし、 この例は、Web 認証が有効で、 EJB の ejb-jar.xml に固有のセキュ リティが
指定されているこ とを想定しています。

EJB サンプル 9b は、 Web 認証を通じて保護された環境で EJB にアクセスする方法を
示しています。
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カスタム認証によるアクセス保護カスタム認証によるアクセス保護カスタム認証によるアクセス保護カスタム認証によるアクセス保護

また、 JRun は EJB のカスタム認証のみをサポート します。既定では、 このメカニズム
によって、 サーバーの  user.properties (統合 J2EE アプリ ケーショ ン  サーバー )
ま たは deploy.properties ( ス タン ド アロン EJB エンジン ) フ ァ イルに指定された
ユーザ名とパスワードが認証されます。

このメカニズムを拡張して、 サイ ト またはアプリケーシ ョ ン固有の認証を行 う こ とが
できます。詳細については、 310ページの 「ロード されたユーザおよびロール」 と  EJB
サンプル 2b を参照して ください。

カスタム認証メ ソ ッ ドを使用して認証済みコンテキス トを作成するには、クライアン ト
は次のプロパティを持つ Properties オブジェク ト を作成する必要があ り ます。

次のよ うなコードを使用して、Properties オブジェク ト を InitialContext コンス ト
ラ ク タに渡します。

...
Properties properties = new Properties();
properties.setProperty(Context.INITIAL_CONTEXT_FACTORY,

"allaire.ejipt.ContextFactory");
properties.setProperty(Context.PROVIDER_URL, 

"ejipt://targetserver:targetportnumber");
properties.setProperty(Context.SECURITY_PRINCIPAL, username);
properties.setProperty(Context.SECURITY_CREDENTIALS, password);
Context context = new InitialContext(properties);

380ページの 「Web 認証を通じたアクセス保護」 に示すよ うに、 ク ラ イアン ト は、
ホーム インターフェ イ スへの参照を検索する こ とによって引き続き リ モー ト  イン
ターフェイスへの参照にアクセスし、 ビジネス  メ ソ ッ ドを呼び出します。

プロパティプロパティプロパティプロパティ 値値値値

Context.INITIAL_CONTEXT_FACTORY allaire.ejipt.ContextFactor

Context.PROVIDER_URL ejipt://targetserver:targetportnumber

Context.SECURITY_PRINCIPAL ユーザ名

Context.SECURITY_CREDENTIALS パスワード
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カスタム認証を使用する  EJB にサーブレッ ト や JSP がアクセスすると きは、次のよ う に、
1 つの要求 (要求ログイン ) または 1 つのセッショ ン  (セッショ ン  ログイン ) と してログ
インできます。

• 要求ログイン EJB コンテキス トは 1 つの要求 (doPost メ ソ ッ ドなど ) の場合に
存在します。 後続の要求には、 も う  1 つの InitialContext と再認証を確立する
必要があ り ます。

• セッシ ョ ン ログイン EJB コンテキス トは後続の要求に使用するために保存され
ます。 セッシ ョ ン ログインを使用するには、 次の手順を実行します。

− 次のよ うなコードを使用して、 allaire.jrun.ejbContext セッシ ョ ン変数に
コンテキス ト  インスタンスを保存します。

...
// プロパティ変数内の値については、
// 前述のコード例を参照して ください。
Context context = new InitialContext(properties);

HttpSession session = request.getSession(true);
session.putValue("allaire.jrun.ejbContext", context);

− 後続の要求では、次の例のよ うにセッシ ョ ン変数から  EJB コンテキス トにアク
セスします。

HttpSession session = request.getSession(true);
Context context =

(Context)request.getSession().getValue("allaire.jrun.ejbContext");

− セッシ ョ ンが終了したら、 次の例のよ うにセッシ ョ ンを無効にします。

...
if (request.getParameter("Logout") != null) {
// ログアウト  ボタンを押すと、 そのセッシ ョ ンが無効になります。

session.invalidate();
..

カスタム認証環境でのセッシ ョ ン ログインの例については、 EJB サンプル 9a を参照
して ください。



第 32 章

高度なテクニッ ク高度なテクニッ ク高度なテクニッ ク高度なテクニッ ク
目次目次目次目次

• 概要........................................................................................................................... 384

• ト ランザクシ ョ ン .................................................................................................... 384

• その他の高度な EJB ト ピ ッ ク ................................................................................. 389

• ク ライアン ト  アプリ ケーシ ョ ン ............................................................................. 390



384 第 32 章 高度なテクニック
概要概要概要概要

この章では、 Bean 開発のよ り高度な機能について説明します。 そのため、 この章で
取 り上げる ト ピ ッ クは、 ほかの部分では説明しない、 さまざまな特徴と利用可能な
機能に触れています。

この章で説明する ト ピッ クは JRun 関連の説明に限定されており、EJB 仕様については
説明していません。 また、 この章で取り上げる内容について読者が熟知しているこ とを
前提と しています。

ト ランザクシ ョ ント ランザクシ ョ ント ランザクシ ョ ント ランザクシ ョ ン

EJB エンジンは、 X/Open XA 仕様に基づいて 2 フェーズ コ ミ ッ ト  ト ランザクシ ョ ン
管理を完全にサポー ト しています。 EJB エンジンは、 フラ ッ ト  ト ランザクシ ョ ンを
サポート していますが、 ネス ト された (子) ト ランザクシ ョ ンはサポート していませ
ん。

メモメモメモメモ

JRun では、 ト ランザクシ ョ ンの実行中に新しい ト ランザクシ ョ ンを開始できますが、
これは真のネス ト  ト ランザクシ ョ ンではあり ません。つま り、外部ト ランザクシ ョ ンの
後のロールバッ クは内部 ト ランザクシ ョ ンのロールバッ ク とはな り ません。

コンテナ管理ト ランザクシ ョ ン (暗黙的 ト ランザクシ ョ ン、 CMT) と ク ライアン ト また
は Bean 管理ト ランザクシ ョ ン  (明示的 ト ランザクシ ョ ン、BMT) が両方と もサポート
されています。

ト ランザクシ ョ ン属性の設定ト ランザクシ ョ ン属性の設定ト ランザクシ ョ ン属性の設定ト ランザクシ ョ ン属性の設定

EJB を公開する場合は、 公開記述子に指定されているよ うに、 ト ランザクシ ョ ン属性
によ り ト ランザクシ ョ ンに必要なものを指定します。 JRun では、
container-transaction 要素を使用して ト ランザクシ ョ ン属性を設定できます。

ト ランザクシ ョ ン属性は次のとおりです。

• NotSupported  この ト ランザクシ ョ ン属性を使用してメ ソ ッ ドを呼び出すと、
コンテナは既存の ト ランザクシ ョ ンを停止します。 

• Supports  この ト ランザクシ ョ ン属性を使用してメ ソ ッ ドを呼び出すと、 コン
テナは、 属性があれば ト ランザクシ ョ ンに含めます。

• Required  このメ ソ ッ ド はト ランザクショ ン内で呼び出す必要があり ます。現行の
ト ランザクショ ンがなく 、 メ ソ ッ ド で CMT を使用している場合、 コンテナは新しい
ト ランザクシ ョ ンを開始します。

• RequiresNew  このメ ソ ッ ドを呼び出すと、 コンテナは常に新しい ト ランザク

シ ョ ンを開始します。 メ ソ ッ ドが終了してログ ファ イルに警告メ ッセージが書き
込まれるまで、 コンテナは既存のト ランザクシ ョ ンを停止します。
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• Mandatory  このメ ソ ッ ド はト ランザクショ ン内で呼び出す必要があり ます。現在
ト ランザクシ ョ ンがない場合は、 コンテナから例外が返されます。

• Never  このメ ソ ッ ド はト ラ ンザク ショ ン内で呼び出さ ないでく ださい。 こ の
メ ソ ッ ドを ト ランザクシ ョ ン内で呼び出すと、 コンテナから例外が返されます。

ある メ ソ ッ ドが特定のト ランザクシ ョ ン動作を必要とする一方で、 同じ ク ラスの別の
メ ソ ッ ドが異なる ト ランザクシ ョ ン動作を必要とする場合があります。メ ソ ッ ド  レベル
のト ランザクシ ョ ン属性は Bean の仕様に従わず、
methodname.ejb.transactionAttribute の形式で env-entry を使用し ます。 次の
EJB サンプル 4b からの例では、 ejb-entries を使用して ト ランザクシ ョ ン属性を指定
します。

<env-entry>
<env-entry-name>spend.ejb.transactionAttribute</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>required</env-entry-value>

</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>save.ejb.transactionAttribute</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>mandatory</env-entry-value>

</env-entry>

次の例は、 <container-transaction> 要素における同等の設定を示します。

...
<assembly-descriptor>
<container-transaction>

<method>
<ejb-name>BalanceBean</ejb-name>
<method-name>*</method-name>

</method>
<trans-attribute>Supports</trans-attribute>

</container-transaction>
<container-transaction>

<method>
<ejb-name>BalanceBean</ejb-name>
<method-name>save</method-name>

</method>
<trans-attribute>Mandatory</trans-attribute>

</container-transaction>
<container-transaction>

<method>
<ejb-name>BalanceBean</ejb-name>
<method-name>spend</method-name>

</method>
<trans-attribute>Required</trans-attribute>

</container-transaction>
...
</assembly-descriptor>

これらの設定の結果、save メ ソ ッ ドには Mandatory が、spend メ ソ ッ ドには Required
が設定されます。
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ト ランザクショ ン属性はエンティ ティ  Bean の create、find、および remove メ ソ ッ ド
に付加するこ と もできます。属性を設定する と きは、 リモートおよびホーム  インター
フェイスに表示される名前を使用する必要があ り ます。

env-entry の有効な属性の一覧については、 JRun JavaDocs フ ァ イルに付属する
EjiptProperties API マニュアルを参照して ください。すべての公開記述子エン ト リの
一覧については、 EJB バージ ョ ン  1.1 の仕様書を参照して ください。

コンテナ管理ト ランザクシ ョ ンコンテナ管理ト ランザクシ ョ ンコンテナ管理ト ランザクシ ョ ンコンテナ管理ト ランザクシ ョ ン

CMT を使用すると、Bean に代わってコンテナが ト ランザクシ ョ ンを開始してコ ミ ッ ト
またはロールバッ ク します。 CMT を利用するには、 Bean (またはメ ソ ッ ド ) のト ラン
ザクシ ョ ン属性を次のいずれかに設定する必要があ り ます。

•  required

•  RequiresNew

•  Mandatory

例外のタイプ例外のタイプ例外のタイプ例外のタイプ

コンテナが CMT の例外を処理する方法は、次のよ う に、例外がアプリ ケーショ ン例外
(確認済みの例外) かシステム例外 (未確認の例外) かによって異な り ます。

• アプリケーシ ョ ン例外  java.lang.RuntimeException または 
java.rmi.RemoteException を拡張する例外を除くすべての例外。 アプ リ ケー
ショ ン例外が発生すると 、コンテナからク ラ イアント に例外が返され、次のよ う に、
ク ラ イアン ト  ト ランザクシ ョ ンがロールバッ ク される場合と されない場合があ り
ます。

− EJB メ ソ ッ ドをク ライアン ト と同じ ト ランザクシ ョ ンで実行すると、コンテナは
ロールバッ ク しないで再び例外を返します。

− EJB メ ソ ッ ドを独自のト ランザクシ ョ ンで実行すると、コンテナはインスタンス
が setRollbackOnly メ ソ ッ ドを呼び出したかど うかをチェ ッ ク します。 呼び
出していれば、 コンテナは ト ランザクシ ョ ンをロールバッ ク して再び例外を
返します。 呼び出していなければ、 再び例外を返します。

• システム例外  java.lang.RuntimeException または java.rmi.RemoteException
(EJBException を含む ) を拡張するすべての例外。コンテナによって EJB メ ソ ッ ド
がロールバッ ク され、次のよ う に、ク ライアント  ト ラ ンザクショ ンがロールバッ ク
される場合と されない場合があ り ます。

− EJB メ ソ ッ ドをク ライアン ト と同じ ト ランザクシ ョ ンで実行すると、コンテナは
ク ライアン ト  ト ランザクシ ョ ンをロールバッ ク し、ロールバッ ク された例外を
返します。 

− EJB メ ソ ッ ドをク ラ イアン ト とは異なる ト ランザクシ ョ ンで実行する と、 コン
テナは、 EJB メ ソ ッ ドの ト ランザクシ ョ ンをロールバッ ク しますが、 ク ライア
ン ト  ト ランザクシ ョ ンはロールバックしないで、RemoteException を返します。

例外と  CMT のロールバッ クの関係の詳細については、EJB バージ ョ ン  1.1 の仕様書の
ト ランザクシ ョ ンに関する章を参照して ください。
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ロールバッ クロールバッ クロールバッ クロールバッ ク

ある ト ランザクシ ョ ンに関係した メ ソ ッ ドから例外が返される と、 サーバーから も
例外が返さ れ、 ト ラ ンザク ショ ンが自動的にロールバッ ク さ れる場合があり ます。
メ ソ ッ ドで発生した最初の例外はクライアン トに対して返されます。

Bean およびクライアン ト管理ト ランザクシ ョ ンおよびクライアン ト管理ト ランザクシ ョ ンおよびクライアン ト管理ト ランザクシ ョ ンおよびクライアン ト管理ト ランザクシ ョ ン

このト ランザクシ ョ ン管理によって、 ト ランザクショ ンを完全に制御し、 クライアン ト
から管理できます。 セッシ ョ ン  Bean の場合は、 Bean 自体から管理できます。

クライアント 区分ト ランザクショ ンクライアント 区分ト ランザクショ ンクライアント 区分ト ランザクショ ンクライアント 区分ト ランザクショ ン

ク ラ イアン トは ト ランザクシ ョ ンを明示的に開始するか、 コ ミ ッ トするか、 または
ロールバッ クするこ とを選択できます。 次のスニペッ トは、 ク ライアン ト区分ト ラン
ザクシ ョ ンを示します。 明示的な呼び出しによって、 ト ランザクシ ョ ンを開始して、
コ ミ ッ ト またはロールバッ クするこ とに注意して ください。

public void save(final int amount) {
try{
final UserTransaction transaction =

(UserTransaction)_context.lookup
("javax.transaction.UserTransaction");

transaction.begin();
try {

_balance.save(amount);
}
catch (Exception exception){
transaction.rollback();

throw exception;
}

transaction.commit(); 
return;

}
catch (RemoteException remote){

throw new RuntimeException(remote.toString());
}
catch (Exception exception){

throw new RuntimeException(exception.toString());
}

}

また、 ト ランザクシ ョ ン内で呼び出される メ ソ ッ ドについて、適切な ト ランザクシ ョ ン
を設定する必要があ り ます。 
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Bean 管理ト ランザクショ ン管理ト ランザクショ ン管理ト ランザクショ ン管理ト ランザクショ ン

Bean 管理ト ランザクショ ン  (BMT) はセッ ショ ン  Bean にのみ使用でき、エンティ ティ
Bean では使用できません。 BMT を使用する場合、 次のよ うに、 Bean のプロパティ
ファ イルにト ランザクシ ョ ン属性を設定する必要があ り ます。

<transaction-type>Bean</transaction-type>

次のスニペッ トは、 どのよ うにメ ソ ッ ドを構築するかを示します。

public void spend(final int value) throws RemoteException {
if (_value - value < _min){

throw new RuntimeException("Min limit reached");
}
if (_balance != null){
final UserTransaction transaction = _context.getUserTransaction();
transaction.begin(); 
try {

_balance.spend(value);
}
catch (final RemoteException remote){
transaction.rollback(); 

throw remote;
}

transaction.commit();
} 
_value -= value;

}

ロールバッ クロールバッ クロールバッ クロールバッ ク

アプリケーシ ョ ン例外が返される と、明示的ト ランザクシ ョ ンは自動的にロールバック
されません。 ただし、 未確認の例外の場合は、 明示的な ト ランザクシ ョ ンにロール
バッ クのマークが付けられ、 TransactionRolledbackException が返されます。



その他の高度な EJB ト ピッ ク 389
その他の高度なその他の高度なその他の高度なその他の高度な EJB ト ピッ クト ピックト ピックト ピック

デッ ドロックデッ ドロックデッ ドロックデッ ドロック

EJB エンジンには XA 準拠のロッ ク  メ カニズムが実装されているので、メ ソ ッ ド の呼び
出し時の ト ランザクシ ョ ン と並行処理管理のために EJB オブジェ ク トがロ ッ ク され
ます。 EJB エンジンには、 ト ランザクシ ョ ン内の呼び出しやチェーン内の呼び出しで
発生する可能性のあるデッ ド ロ ッ クに対応する効率的なデッ ド ロ ッ ク検出メカニズム
も実装しています。 デッ ド ロ ッ クが検出される と、 EJB エンジンはデッ ド ロ ッ クを
解除し、 影響を受けた ト ランザクシ ョ ンをロールバッ クするか、 または ト ランザク
シ ョ ン内の呼び出しでない場合は allaire.ejipt.DeadlockException を返します。

セキュリテ ィの無効化セキュリテ ィの無効化セキュリテ ィの無効化セキュリテ ィの無効化

EJB セキュ リ テ ィ  チェ ッ クを無効にするには、 ejb.allowedIdentities を定義して
all に設定する  env-entry を追加します。 これによって、 認証されたユーザも未知の
ユーザも  Bean またはメ ソ ッ ドにアクセスできます。 EJB セキュ リ テ ィを使用しない
場合は、 常にこの env-entry を指定してセキュ リ テ ィ  チェ ッ クを無効にし ます。
ejb.allowedIdenties を  all に設定する と、すべての呼び出し者が Bean のすべての
メ ソ ッ ド にアクセスできるよ う になり ます。 env-entry の前にメ ソ ッ ド名を付けると 、
すべての呼び出し者は、 そのメ ソ ッ ドにのみアクセスできます。

SSL
Java 2 に準拠した SSL パッケージ、つま り ク ライアン ト /サーバー RMI ソケッ ト  ファク
ト リ を使用している  SSL パッケージであれば、ホーム /オブジェク ト  ソケッ ト  ファ ク
ト リ  プロパティでク ラス名を指定するだけで、 EJB エンジンと統合できます。

ローカルローカルローカルローカル Bean
ク ラ イアン トが JNDI コンテキス ト を要求する と、 使用可能なすべてのホーム  オブ
ジェク トの参照がサーバーによってクライアン トに送信されます。 このため、すべての
ク ライアン トは、サーバーに公開されているすべてのリモートおよびホーム インター
フェイスにアクセスできます。

Bean をローカル専用モードで公開する こ と もできます。 この場合、 ホーム  オブジェ
ク トは、 どのク ライアン トにもエクスポート されず、 サーバーで同じ場所に配置され
ている  Bean からのみアクセスできます。 Bean をローカルと して指定するには、次の
env-entry を  Bean の公開記述子に含めます。

<env-entry>
<env-entry-name>ejipt.isLocal</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>true</env-entry-value>

</env-entry>

ローカル Bean はリ モート  リ ソースを消費しません。エンティ ティ  Bean をセッショ ン
Bean でラ ップする場合は、 エンテ ィテ ィ  Bean をローカルと して指定し、 インター
フェイスがエクスポート されるのを防ぎます。
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クライアン トクライアン トクライアン トクライアン ト  アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン

セッシ ョ ンセッシ ョ ンセッシ ョ ンセッシ ョ ン スコープスコープスコープスコープ

ejipt.sessionScope プロパティはクライアン ト側プロパティで、 ログイン セッシ ョ ン
のスコープを指定します。これは、マルチスレッ ド  ク ライアント のログイン  セッショ ン
を管理する場合に役立ちます。このプロパティは、ク ライアン トが起動され、サーバー
への接続が確立していないと きに、 指定する必要があ り ます。 

生成されたスタブによって、クラスの初期化時にシステム プロパティからプロパティの
設定が選択されます。 このプロパティは、 コマン ド  ラ インから指定するか、 または
引数と してプロパテ ィの名前と値を使用して System.setProperty メ ソ ッ ドを呼び
出して指定できます。サーバーへの接続が確立する前に、 システム  プロパティにプロ
パティを設定する必要があ り ます。 設定は変更できません。

ク ラ イアン ト でスタブ ク ラスがロード される前にプロパティ を指定する必要があ り
ます。 ク ライアン トは、正しい証明を持つ JNDI コンテキス ト を作成するこ とによって
ログインします。 

sessionScope の有効値は次のとおりです。 

• thread  ログインを取得したスレッ ドのみがアクセス権を持ちます (既定)。

• thread_group  グループ内の 1 つのスレッ ドがログインする と、 グループ内の
ほかのすべてのスレッ ド もログインしたと見なされます。

• vm  1 つのスレッ ドがログインする と、 VM (プロセス ) 内のすべてのスレッ ド も
ログインしたと見なされます。

クライアン ト接続の定義クライアン ト接続の定義クライアン ト接続の定義クライアン ト接続の定義

サーバーは、呼び出し側に基づいて、受信した各呼び出しに固有の呼び出し  ID を割り
当てます。 ejipt.sessionScope プロパテ ィ を  vm に設定する と、 ク ラ イアン ト  VM
からのすべての呼び出しは、VM が呼び出しに使用するスレッ ドの数に関係な く、同じ
呼び出し  ID と関連付けられます。プロパティを thread に設定すると、 VM 内の異なる
スレッ ドによる呼び出しは、異なる呼び出し  ID と関連付けられます。異なる  VM から
の呼び出しを同じ呼び出し  ID と関連付けるこ とはできません。

セカンダ リ  initialcontext をインスタンス化し、 ejb.sessionScope を  vm に設定
する場合は、 最初のログインと同じユーザとパスワードを使用してログインして くだ
さい。 異なるユーザとパスワードを使用してサーバーへのセカンダ リ  ログイン呼び
出しを行 う と、 サーバーで 「ログイン済み」 例外が生成されます。

JNDI から ログインするたびに、 新しい独自の有効期限を持つログイン  セッシ ョ ン
オブジェク ト が作成されます。EJB エンジンは、呼び出し  ID ごと にログイン数を追跡し、
最後のログインがログアウ ト または期限切れになった場合にのみ呼び出し  ID を解放
します。 
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接続数の制限接続数の制限接続数の制限接続数の制限

一部の JRun のバージ ョ ンではユーザ接続数が制限されています。 たとえば、 JRun で
EJB 接続数が 3 つに制限されている と、 EJB エンジンで一度に最大 3 つの異なる呼び
出し  ID と 関連付けられている呼び出しが処理されます。呼び出し  ID は保存されません。
つま り、 サーバーは一度に 3 つの呼び出しのセッ ト を処理し、次に別の 3 つの呼び出し
のセッ ト を処理します。

ただし、 「ログインした」 呼び出しの場合は例外です。 ログイン時、 ID はユーザ ID と
と もにテーブルに登録されます。同じ呼び出し  ID に関連付けられているすべての呼び
出しは、 ユーザがログアウ トするか、 またはログイン  セッシ ョ ンが期限切れになる
まで、 ログインしたユーザのセキュ リティ  コンテキス ト内で行われます。 ログアウ ト
する と、 登録が削除され、 別の新しいユーザがログインできます。 もちろん、 すでに
ログインした呼び出しは、 ログアウ ト しないと、 再度ログインできません。

ejipt.sessionScope プロパティの値によって、 ユーザは、 分布範囲の一方の終端で
3 つの異なる  VM (クライアン ト  プロセス ) と してユーザを定義し、も う一方の終端では
同じ  VM 内の 3 つの異なるスレッ ド と して定義できます。繰り返しますが、これは 100
の異なるク ラ イアン ト  VM 呼び出しができないとい う こ とではな く、 EJB エンジンで
一度に処理できる呼び出しが 3 つに制限されている とい う こ とです。

ク ライアン トでセキュ リ ティを使用する と  (ログインする と )、一度にログインできる
のは 3 人のユーザだけです。ユーザがログアウ ト してから次のユーザがログインできる
までに数秒かか り ます。 ユーザ スロ ッ ト は、 前にログインしたユーザがログアウ ト
した場合と、 期限切れになった場合にのみ解放されます。
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概要概要概要概要

この章は、 EJB エンジンの使い方についての理解を助ける こ とを目的と しています。
たとえば、 EJB エンジンをスタンドアロン  モードで実行する方法や、 ト ラブルシュー
ティングの ヒン ト などについて説明します。

クラスのロードクラスのロードクラスのロードクラスのロード

JRun を起動すると、ejipt_exports.jar が /runtime ディレク ト リにコピーされます。
JRun ク ラス  サーバーは、 常に /runtime ディ レク ト リ から  ejipt_exports.jar を
取得し、 RMI ダイナミ ッ ク  ク ラス  ローダを介してこの JAR を要求元のクラ イアン ト
に配布します。 ク ラス  サーバーは専用 HTTP サーバーです。 JRun からエクスポート
されたすべてのクラス  (スタブを含む) のコードベースが、 ク ラス  サーバーの HTTP の
URL に自動的に設定されます。

ejipt_exports.jar はク ラス  サーバーだけに使用されるため、 この JAR ファ イルを
ク ラ イアン ト のク ラスパスに含める必要はあ り ません。 ただし、 唯一の例外と して、
ダイナ ミ ッ ク  ク ラス  ローダを使用しない場合は、 この JAR ファ イルをすべてのク ラ
イアン トに手作業でコピーし、 ク ライアン トのク ラスパスに明示的に追加する必要が
あ り ます。

JRun では、 すべてのスタブがエクスポート  JAR ファ イルに挿入されます。 その結果、
RMI ク ラス  ローダを使用する と、JAR ファ イルだけがク ライアン トからダウンロード
されます。 

ク ライアント 側でアプレッ ト を使用すると 、 RMI ク ラス  ローダは必要ではなく 、
エク スポート  JAR ファ イルを複数の JAR ファ イルに分割できます。 ただし、
default_exports.jar 内のクラスは、作成されるすべての JAR ファイルに含まれている
必要があり ます。 既定の Bean を使用しない場合は、 default_exports.jar の不明瞭
なク ラスだけを各種のエクスポート  JAR ファイルに追加して ください。 

クラスパスクラスパスクラスパスクラスパス

サーバーの CLASSPATH 環境変数は設定しないよ うにして く ださい。 標準拡張 JAR
フ ァ イル (ejb.jar、 jdbc.jar、 jms.jar、 jndi.jar、 および jta.jar) はすべて
JRUN_HOME/lib/ext ディレク ト リにインス トールします。 Bean JAR ファイルと、生成
されたオブジェ ク ト  JAR ファ イルはすべて JRun によって自動的にロード されます。
CLASSPATH の内容には依存しません。

ク ライアン トでは、 プロジェク ト固有のク ライアン ト  JAR ファ イルと と もに、
ejipt_client.jar をク ライアン トの CLASSPATH に追加します。プロジェク トのクラ
イアン ト  JAR ファ イルには、 公開された Bean のリモート  インターフェイス とホーム
インターフェイスも、これらのインターフェイスで使用される追加クラスと と もに格納
されている必要があ り ます。



スタン ドアロン モードでの EJB エンジンの動作 395
スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン モードでのモードでのモードでのモードでの EJB エンジンの動作エンジンの動作エンジンの動作エンジンの動作

EJB エンジンをスタンドアロン  モード  (Web アプ リ ケーシ ョ ン、 JSP、 およびサーブ
レッ ト を処理できないモード ) で実行できます。EJB エンジンをスタンドアロン モード
で起動するには、 次のコマンドを入力します。

cd JRun のインス トール ディ レク ト リ
java -Djava.security.policy=lib/jrun.policy -classpath lib/ejipt.jar
allaire.ejipt.Ejipt

EJB エンジンが起動し、 コマンド  プロンプ ト を表示します。 次のコマンドを使用でき
ます。

• q (quit)  EJB エンジンを停止します。

• l (load)  /runtime/classes ディレク ト リから  Bean 実装を動的に読み取り ます。
動的な Bean 読み取りの詳細については、422ページの「Bean のダイナミ ッ ク  ロー
ディングの使用」 を参照して ください。

また、 EJB エンジンをスタンドアロン  モードで再起動するこ と もできます。 スタンド
アロン  モードで再起動する と、 EJB エンジンは強制的に /runtime ディ レ ク ト リ の
ファイルだけを使用して起動されます。/deploy ディ レク ト リ の内容は使用されません。
EJB エンジンをスタンドアロン  モードで起動するには、 次のコマンドを入力します。

cd JRun のインス トール ディ レク ト リ
java -Djava.security.policy=lib/jrun.policy -classpath lib/ejipt.jar
allaire.ejipt.Ejipt -restart 
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セッ トアップのト ラブルシューテ ィングセッ トアップのト ラブルシューテ ィングセッ トアップのト ラブルシューテ ィングセッ トアップのト ラブルシューテ ィング

Bean を公開し、 JRun を起動した後は、 ク ラ イアン ト からサーバーに接続できます。
接続できない場合は、 次の一覧を再確認して、 インス トールが正し く行われている
こ とを確認します。

許可許可許可許可

サーバーに接続する と きは、 ク ライアン ト  VM に接続のアクセス権が必要です。 この
タスクを処理する最も簡単な方法は、
-Djava.security.policy=policyfile.policy ク ラ イアン ト を起動する と きのコマン
ド ライン引数と して指定するこ とです。 ポ リシー ファ イルの例については、 『JRun サ
ンプル ガイ ド』 を参照して ください。

標準拡張標準拡張標準拡張標準拡張

JRun 以外の JAR ファ イル (ejb.jar、 jdbc.jar、 jms.jar、 jndi.jar、 jta.jar など )
はすべて、 標準拡張と して JRun サーバーと ク ラ イアン トの両方にインス トールする
必要があ り ます。 いずれかの JRun JAR フ ァ イルを標準拡張と して不用意にインス
トールする と、セキュ リ ティ例外が発生します。JRUN_HOME/lib/ext ディ レク ト リの
ファ イルだけを標準拡張と してインス トールするよ うに注意して ください。

サーバーサーバーサーバーサーバー クラスパスクラスパスクラスパスクラスパス (スタンドアロンスタンドアロンスタンドアロンスタンドアロン EJB エンジンエンジンエンジンエンジン )
サーバー側では、 CLASSPATH 環境変数を空白のままにし、 ejipt.jar と コマン ド
ラ イン  ク ラスパスのデータベース  ド ライバ JAR ファ イルだけを使用します。

クライアン トのセッ トアップクライアン トのセッ トアップクライアン トのセッ トアップクライアン トのセッ トアップ

最新の ejipt_client.jar をク ライアン トにコピーします。ejipt_client.jar だけを、
アプ リ ケーシ ョ ンの ク ラ イアン ト  JAR ファ イルと と もにク ラ イアン トのク ラスパス
に使用して ください。なお、アプ リ ケーシ ョ ンのク ライアン ト  JAR ファ イルには、Bean
の リモート  インターフェイスおよびホーム インターフェイスが含まれている必要が
あ り ます。

ほかの EJB エンジン  JAR フ ァ イル (ejipt_exports.jar、 ejipt_objects.jar、

default_xxx.jar) は、 コピーしたり操作したりする必要はあり ません。 また、暗黙的
または明示的にク ラスパスに指定する必要もあ り ません。 これらの JAR ファ イルは
EJB エンジンによって自動的に内部検索され、ejipt_exports.jar (スタブを含む ) が
接続時にク ラ イアン トにダウンロード されます。 ただし、 例外と して、 JDK 1.1 ク ラ
イアン ト を使用する場合はこのルールが適用されません。 JDK 1.1 ク ライアン ト を使用
する場合の詳細な手順については、 『JRun サンプル ガイ ド 』 の 「JDK 1.1 ク ラ イア
ン ト 」 を参照して ください。
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アプリケーショ ンの公開
開発とテス トが完了したら、 アプリ ケーシ ョ ンを公開できます。 こ こでは、 Web アプ
リ ケーシ ョ ン、 EJB、 および Web アプリ ケーシ ョ ンと  EJB の両方を含む J2EE アプリ
ケーシ ョ ンの公開方法について説明します。 

Web アプリ ケーシ ョ ンの アセンブルと公開 ............................................................... 399

Enterprise JavaBeans の公開 ........................................................................................ 409

J2EE アプリ ケーシ ョ ンの公開 ...................................................................................... 425
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Web アプリケーショ ンのアプリケーショ ンのアプリケーショ ンのアプリケーショ ンの

アセンブルと公開アセンブルと公開アセンブルと公開アセンブルと公開
この章では、Web アプリケーシ ョ ンのアセンブルおよび公開に関する概念と タスクに
ついて説明します。
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概要概要概要概要

Java サーブレッ ト  API バージ ョ ン  2.2 の仕様書では、 アプ リ ケーシ ョ ンのアセンブル
担当者と公開担当者の役割を定義しています。アプリケーシ ョ ン  アセンブル担当者は、
アプリ ケーシ ョ ン開発者が作成した リ ソースを受け取り、 公開可能な WAR ファ イルに
変換します。 EJB の公開については、 409ページの第 35 章 「Enterprise JavaBeans の
公開」を参照して ください。完全な J2EE アプリ ケーシ ョ ンの公開については、425ペー
ジの第 36 章 「J2EE アプリ ケーシ ョ ンの公開」 を参照して ください。

これらの役割の実装は、 サイ ト によって異なる場合があ り ます。 サイ トによっては、
アプリ ケーシ ョ ン開発者、 アセンブル担当者、 および公開担当者の役割を  1 人で受け
持つ場合があ り ます。 また、 これらの役割が別のグループの Java 開発者、 JSP 開発者、
アプリ ケーシ ョ ン  アセンブル担当者、および公開担当者に割り当てられているサイ ト
もあ り ます。

メモメモメモメモ

この章では、 Java サーブレッ ト  API バージ ョ ン  2.2 の仕様書に記載されているガイ ド
ラ インおよびディ レク ト リ構造を使用して、 複数の Web アプリ ケーシ ョ ンの開発と
公開を行 う こ とを想定しています。 

Web アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン アセンブルとはアセンブルとはアセンブルとはアセンブルとは

アプリ ケーシ ョ ン開発者は、サーブレッ ト、JSP ページ、タグ ライブラ リ、HTML ファ
イル、 およびアプリケーシ ョ ンの開発とテス トに必要なその他のすべての要素をコー
ディングします。 アプリ ケーシ ョ ン  アセンブル担当者は、 アプ リケーシ ョ ン開発者が
作成したアプリケーシ ョ ンを公開可能な Web アプリ ケーシ ョ ンに変換します。 

アプ リ ケーシ ョ ン  アセンブル担当者が WAR ファ イルを作成する前に、 Java 開発者、
JSP 開発者、および QA スタッフは、Web アプリケーシ ョ ンの開発に関する次のタスク
を完了する必要があ り ます。

タスクタスクタスクタスク 参照先参照先参照先参照先

サーブレッ トの開発 第 3 部

JSP ページの開発 第 2 部

タグ ハンド ラ、 TLD フ ァイル、 および TEI クラスの開発 第 22 章

タグ ライブラ リおよびその他のユーテ ィ リテ ィ  ク ラス用
JAR ファイルの作成

第 22 章

セキュリテ ィおよび計測用のプロパテ ィ  フ ァイルの修正 第 39 章 および 第 40 章

JSP ページで使用する JavaBeans の実装 第 34 章

サーブレ ッ トの定義、 サーブレッ トのマッピング、 初期化

パラ メータ、MIME タイプ、およびその他の環境設定の作成
『JRun セッ ト アップ  ガイド 』

JMC または手作業による web.xml ファイルの作成 『JRun セッ ト アップ  ガイド 』
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アプ リ ケーシ ョ ン  アセンブルの詳細については、 402ページの 「公開用 Web アプ リ
ケーシ ョ ン  パッケージの作成」 を参照して ください。

Web アプリケーシ ョ ンの公開とはアプリケーシ ョ ンの公開とはアプリケーシ ョ ンの公開とはアプリケーシ ョ ンの公開とは

公開担当者は、JMC または JRun WarDeploy ユーティ リ ティ とアプ リ ケーシ ョ ン  アセ
ンブル担当者が作成した WAR ファ イルを使用して、 Web アプリ ケーシ ョ ンを特定の
運用環境にインスト ールします。WAR ファイルのインスト ールのほかに、公開担当者は、
必要に応じてアプ リ ケーシ ョ ンを運用環境に合わせて設定します。 た とえば、 公開
担当者はセキュ リ テ ィ  ロールをサイ ト固有のユーザおよびグループにマッピングし
ます。

詳細については、 404ページの 「Web アプリ ケーシ ョ ンの公開」 を参照して ください。

WAR ファイルファイルファイルファイル

通常、Web アプリケーシ ョ ンは、単一の圧縮 WAR ファ イルと して配布します。WAR
ファ イルには、 すべてのディ レ ク ト リ構造とアプ リ ケーシ ョ ンを定義するすべての
ファイルが含まれています。WAR ファ イルは、 JAR ファ イルと同じツールを使用して
作成します。 

WAR ファ イルは、 JMC または JRun Deploy ツールを使用して公開します。 これらの
ツールは、 WAR ファ イルとサーバー固有のパラ メータのセッ ト を受け入れる こ とに
よ り、 必要に応じてディ レク ト リ構造を拡張した り、 設定やプロパティ  ファ イルを
更新できます。

公開中、 JRun は WAR ファ イルを変換し、 指定された JRun サーバーで新しいアプ リ
ケーシ ョ ンを定義します。WAR ファイルの変換は、 JRun を公開するためのメカニズム
です。 サーバーによって公開条件が異なる場合があ り ます。 たとえば、 データベース

ベンダの実装では、 WAR ファ イルの内容をデータベースに挿入しなければならない
場合があ り ます。

メモメモメモメモ

EJB は、 JAR ファイルを使用して公開します。 J2EE エンタープライズ アプリケーシ ョ ン
をパッケージ化する場合、 EJB の JAR ファ イルおよび Web アプリ ケーシ ョ ンの WAR
フ ァ イルを、 J2EE エンタープラ イズ アーカイブ (EAR) フ ァ イルの一部と してパッ
ケージ化できます。 詳細については、 第 35 章および第 36 章を参照して ください。

Web アプリケーシ ョ ン構造に対応した、 集中型のソース管
理レポジ ト リにおけるソース コード と クラス フ ァ イルの
管理

サイ ト固有

完全なテス トの実行 サイ ト固有

タスクタスクタスクタスク 参照先参照先参照先参照先
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公開用公開用公開用公開用 Web アプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ンアプリケーシ ョ ン パッケージの作成パッケージの作成パッケージの作成パッケージの作成

アプリケーシ ョ ン  アセンブル担当者は、開発結果を公開可能な Web アプリケーシ ョ ン
に変換します。Web アプリケーシ ョ ン アセンブル プロセスへの入力には、次の内容が
含まれます。

• サーブレッ ト 、ユーティ リ ティ、 タグ ハンド ラ、および TEI ク ラス用 Java .class
ファ イル

• サードパーティ製のク ラスおよびライブラ リ

• タグ ラ イブラ リの JAR ファ イルに含まれていない場合の TLD ファ イル

• web.xml ファ イル

• アプリ ケーシ ョ ン固有のプロパティ  ファ イル

• JavaDocs および使用に関する注意事項を含むマニュアル

アプリ ケーシ ョ ン  アセンブル プロセスからの出力には、 次の内容が含まれます。

• 1 つの WAR ファ イル

• インス トール時の注意事項

• 設定ガイ ド ライン

メモメモメモメモ

サポー ト されているハード ウェア プラ ッ ト フォーム、 オペレーテ ィ ング システム、
Web サーバー、および JVM のすべての組み合わせを使用して、公開可能な WAR ファ
イルを十分にテス ト して ください。

JSP ページのコンパイルの無効化ページのコンパイルの無効化ページのコンパイルの無効化ページのコンパイルの無効化

パフォーマンスとセキュ リ ティ上の理由から、 JSP ページのコンパイルを無効にして、
テキスト  ベースの .jsp ファイルではなく 、バイナリ の .class ファイルのみを配布する
よ うに指定するこ と もできます。 このプロセスは、 次の 2 つの手順で構成されます。

• ダイナミ ッ ク  JSP コンパイルの無効化

• JSPC コンパイラを使用した JSP ページのプレコンパイル

これらのタスクの詳細については、 第 10 章を参照して ください。
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WAR ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成

WAR ファイルは、Java jar ユーティ リティを使用して作成します。このユーティ リ ティ
の構文は、 次のとおりです。

jar options output-file input-files

options
次のいずれかまたは複数のオプシ ョ ンを指定します。

• c (create) .war ファ イルを作成します。 

• f (file) stdout に出力せず、 ファ イルを作成します。

• v (verbose) WAR ファ イルに追加されたファ イルの名前を表示します。

• 0 (zero) 圧縮を実行しません。

• M (manifest) 既定のマニフェス ト  ファ イルを作成しません。

output-file
jar ユーティ リ テ ィによって生成されるファ イルの名前を指定します。 必ず .war
接尾辞を使用して ください。

input-files
WAR ファイルに追加するファイルをスペースで区切った リ ス ト。複数のファイルを
追加するには、ワイルドカード文字 (*) を使用します。ディ レク ト リ を指定する と、
jar ユーティ リ ティはサブディレク ト リ も一緒に追加します。

jar ユーティ リティの詳細については、 Sun 社の Web サイ トにアクセスし、 jar を検索
して情報を参照して ください。

次の例では、 現在のディ レ ク ト リ を  JRun のインス ト ール ディ レ ク ト リ /servers/

default/default-app と想定して、JRun 既定のアプリ ケーシ ョ ンの WAR ファ イルを
作成します。

jar -cf default.war *.*
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Web アプリケーシ ョ ンの公開アプリケーシ ョ ンの公開アプリケーシ ョ ンの公開アプリケーシ ョ ンの公開

公開担当者は JRun Deploy ツールを使用して、Web アプリケーシ ョ ンをインス トール
します。 JRun Deploy ツールは、 JMC またはコマンド  ラ イン  インターフェイスから
実行できます。

Web アプリ ケーシ ョ ン公開プロセスの内容は次のとおりです。

• WAR ファ イルのディ レク ト リ構造への展開

• Web アプリ ケーシ ョ ンの JRun サーバーへの追加

• Web アプリ ケーシ ョ ンに対するアプリ ケーシ ョ ン  マッピングの定義

詳細については、 82ページの 「アプリ ケーシ ョ ン  マッピング」 を参照して ください。

公開プロセスを開始する前に、 次の内容を確認して ください。

• WAR ファ イルの位置とディ レク ト リの絶対パス

• 公開した Web アプリ ケーシ ョ ンを含む JRun サーバーの名前

• Web アプリケーシ ョン名 (JRun は、 JMC 中およびログに記録するときにこの名前を
使用します。 )

• アプリ ケーシ ョ ン  ホス ト

• この Web アプリケーシ ョ ンにアクセスするためにクライアン トによ り使用される
URL 接頭辞

• Web アプ リ ケーシ ョ ンの公開先ディ レク ト リの絶対パス  (このディ レク ト リは、
必ず常に存在する必要があ り ます。同じ名前のファイルが存在する場合、そのファ
イルは公開プロセスによって上書きされます。 )

JMC の使用の使用の使用の使用

JMC を使用して Web アプリ ケーシ ョ ンを公開するには、 次の手順を実行します。

1 JMC にログオンします。

2 Web アプリ ケーシ ョ ンの公開先サーバーを展開します。

3 [Web アプリケーシ ョ ン ] を展開せずにク リ ッ ク します。

4 右側ペインで、 [アプリケーシ ョ ンの公開 ] をク リ ッ ク します。

5 情報を指定します。

6 [公開 ] をク リ ッ ク します。

詳細については、 『JRun セッ ト アップ ガイ ド』 を参照して ください。
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コマンドコマンドコマンドコマンド  ラインラインラインライン インターフェイスの使用インターフェイスの使用インターフェイスの使用インターフェイスの使用

Web アプリ ケーシ ョ ン  Deploy ツールのコマンド  ライン  インターフェイスでは、一連
のパラ メータを使用して WAR ファ イルを公開できます。 インターフェイスは、 プロ
パティ  ファ イルおよびコマンド  ラ インからパラ メータを受け入れます。

このセクシ ョ ンでは、コマンド  ライン  インターフェイスで使用される構文およびプロ
パティ  ファ イルの形式について説明します。

構文構文構文構文

WarDeploy ユーティ リ ティ を使用すると 、Web アプリ ケーショ ンの公開、削除、お
よび再公開を行う こ とができます。このユーティ リ ティ は、 jrun.jar ファイルに含まれ
ています。 次の構文を使用します。 こ こでは、 jrun.jar が現在のシステム  ク ラスパ
スである と想定しています。

java allaire.jrun.tools.WarDeploy -deploy -config=公開用プロパテ ィ ファイル
java allaire.jrun.tools.WarDeploy -remove -config=削除用プロパテ ィ ファイル
java allaire.jrun.tools.WarDeploy -redeploy -config=再公開用プロパティ  ファ

イル

プロパティプロパティプロパティプロパティ  ファ イルの形式ファ イルの形式ファ イルの形式ファ イルの形式

公開を実行するためのプロパティ  ファ イルの形式は、 次のとおりです。

• deploy.war.path= .war ファ イルへの絶対パス

• deploy.server.name=default | サーバー名

• deploy.webapp.name=アプリ ケーシ ョ ン名

• deploy.context.path=/コンテキス ト  パス

• deploy.webapp.rootdir=Web アプリケーシ ョンのルート  ディレク ト リ  (絶対パス )

• deploy.jrun.rootdir=JRun のルート  ディ レク ト リ  (絶対パス )

次の例は、 公開プロパティを持つファイルを示します。

deploy.war.path=c:\\testdeploy\\rds-app.war
deploy.server.name=default
deploy.webapp.name=testdeploy
deploy.context.path=/testdeploy
deploy.webapp.rootdir=c:\\testdeploy
deploy.jrun.rootdir=c:\\program files\\allaire\\jrun

メモメモメモメモ

パス名の円記号 (\) は、 2 つの円記号 (\\) でエスケープ処理する必要があ り ます。
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Web アプ リ ケーシ ョ ンの削除または再公開のためのプロパテ ィ  ファ イルの形式は
次のとおりです。

• deploy.server.name=default | サーバー名

• deploy.webapp.name=アプリ ケーシ ョ ン名

• deploy.jrun.rootdir=JRun のルート  ディ レク ト リ  (絶対パス )

次の例は、 削除または再公開に必要なプロパティを持つファイルを示します。

deploy.server.name=default
deploy.webapp.name=testdeploy
deploy.jrun.rootdir=c:\\program files\\allaire\\jrun

認証のためのユーザとロールの定義認証のためのユーザとロールの定義認証のためのユーザとロールの定義認証のためのユーザとロールの定義

認証のために、公開担当者は公開する  Web アプリケーシ ョ ンのユーザと ロールを定義
します。 詳細については、 第 39 章を参照して ください。

ホッ トホッ トホッ トホッ ト  デプロイおよびオートデプロイおよびオートデプロイおよびオートデプロイおよびオート  デプロイの使用デプロイの使用デプロイの使用デプロイの使用

JRun バージ ョ ン  3.1 では、Web アプリケーシ ョ ンの動的な更新および自動的な公開が
導入されました。 この機能には、 次のよ うな特徴があ り ます。 

• ホッ ト  デプロイ  - 既存の Web アプリ ケーシ ョ ン構造に対する物理的変化 (WAR
ファ イルの更新や web.xml ファ イルへの変更など ) を検出する と、 実行中の Web
アプリ ケーシ ョ ンを自動的に再起動します。 

• オート  デプロイ  - 新しい WAR ファ イルを検出する と、 新しい Web アプリケー
シ ョ ンを自動的に公開します。 

ホッ ト  デプロイおよびオート  デプロイを有効にすれば、Web アプリケーシ ョ ンを変更
したり、新しい Web アプリケーシ ョ ンを追加するたびに JRun サーバーを再起動する
必要があ り ません。 ただし、 JDBC データ  ソースの追加など、 サーバー レベルでの
変更の後は、 JRun サーバーを再起動しなければならないこ とに注意して ください。

メモメモメモメモ

この機能は、 実際の運用環境では無効にしておく こ とを特にお勧めします。

JRun 3.1 で実装する  Web サーバーおよびアプリ ケーショ ンでは、 この設定を次の
よ うに使用しています。

• admin server - 無効 (admin/local.properties ファ イルは 
webapp.hotdeploy.enabled=false と指定します。 ) 

• jmc-app (admin server) - 無効 (admin/jmc-app/WEB-INF/webapp.properties
ファ イルは webapp.hotdeploy.enabled=false と指定します。 ) 

• default application - 有効 ( この指定は global.properties ファ イルの 
webapp.hotdeploy.enabled=true 指定から継承されます。 ) 

• default server - 有効 (この指定は global.properties ファ イルの 
webapp.hotdeploy.enabled=true 指定から継承されます。 ) 
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• default-app - 有効 (この指定は global.properties ファ イルの 
webapp.hotdeploy.enabled=true 指定から継承されます。 ) 

• demo-app - 有効 (この指定は global.properties ファ イルの 
webapp.hotdeploy.enabled=true 指定から継承されます。 ) 

• invoice-app - 有効 (この指定は global.properties ファ イルの 
webapp.hotdeploy.enabled=true 指定から継承されます。 ) 

ホッ トホッ トホッ トホッ ト  デプロイデプロイデプロイデプロイ

ホッ ト  デプロイは、global.properties および local.properties にある次のプロパ
ティを使用して制御します。

• webapp.hotdeploy.enabled=true|false - ホッ ト  デプロイを有効または無効に
します。 

• webapp.hotdeploy.interval=interval - JRun が変更を確認する間隔を秒単位で指定
します。既定値は 5 秒です。 この値をゼロに設定すると、 ホッ ト  デプロイ  サービス
は無効にな り ます。 

• webapp.hotdeploy.onchange=ディレク ト リおよびファイルのカンマ区切り リスト  - 
JRun が監視するディ レク ト リおよびファイルを指定します。 これらのファ イルの
いずれかが変更される と、 JRun は自動的に Web アプ リ ケーシ ョ ンを再起動し、
ログ フ ァ イルに 「hot deploy initiating」 とい う メ ッセージを書き込みます。
global.properties の既定の設定は、 次のとおりです。 

webapp.hotdeploy.onchange={webapp.rootdir}/WEB-INF/web.xml,
 {webapp.rootdir}/WEB-INF/webapp.properties,
 {webapp.rootdir}/WEB-INF/lib

• webapp.hotdeploy.defaultname=default-app war file - 既定のコンテキス ト
(/ の URL) にマッ ピング される  WAR フ ァ イルの名前を指定し ます。 既定値は
default.war です。 ほとんどの場合、 Web アプ リ ケーシ ョ ンは /webappname を
コンテキス ト と して使用しますが、 既定のアプリ ケーシ ョ ンは単純にスラ ッシュ
を使用します。詳細については、 79ページの第 6 章 「JRun によるサーブレッ トへ
の要求のマッピング」 を参照して ください。 

変更されたファ イルが WAR ファ イルの場合、JRun では以前に定義されたルート  ディ
レク ト リ と  URL マッピングを使用して Web アプリ ケーシ ョ ンを再公開し、 再起動し
ます。 変更されたファ イルが WAR ファ イルでない場合、 JRun では Web アプ リ ケー
シ ョ ンを再起動するだけです。
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オートオートオートオート  デプロイデプロイデプロイデプロイ

オート  デプロイは、 global.properties および local.properties にある  
webapp.hotdeploy.autodeploy プロパティを使用して制御します。 このプロパティは
ディ レク ト リ を指定し、JRun がそのディ レク ト リ に新しい WAR ファイルを見つけると 、
それらを自動的に公開します。 JRun では、 サーバーが起動する と この場所を確認し、
サーバーの実行中には新しいファイルがないかど うかを監視します。 

global.properties の既定の設定は、 次のとおりです。

webapp.hotdeploy.autodeploy={jrun.rootdir}/servers/{jrun.server.name}/
deploy/*.war

WAR ファ イルを自動的に公開する と きに、JRun は拡張子のない WAR ファ イル名を使
用して Web アプ リ ケーシ ョ ン名および URL マッピングを作成し、 その WAR ファ イ
ルを  /servers/server name/Web アプリケーシ ョ ン名とい うディ レク ト リ に展開しま
す。たとえば、newapp.war を既定のサーバーの deploy ディレク ト リ のルート  レベルに
追加する と、 JRun は次のよ うに作成します。

• Web アプリ ケーシ ョ ン名は newapp 

• URL マッピングは /newapp 

• アプリ ケーシ ョ ンのルート  ディ レク ト リは既定サーバーのルート /newapp 

JRun で作成されるディ レ ク ト リ構造は、 WAR ファ イルを公開ディ レ ク ト リ のサブ
ディ レ ク ト リ に格納する こ とによって制御できます。 た とえば、 WAR フ ァ イルを
deploy/accounting/payroll.war に保存する と、 JRun では、 accounting-payroll と
い う名前で /accounting/payroll とい う  URL マッ ピングを持つ Web アプ リ ケー
シ ョ ンが作成されます。
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概要概要概要概要

Bean の開発が完了し、 ホーム インターフェイスおよびリモート  インターフェイスを
定義したら、 Bean を公開できます。 ただし、 この公開とい う用語は、 JRun の EJB では
意味が若干異なるため、注意が必要です。サーブレッ トの場合は、 コンパイル、 テス ト
を行ってから、最後に公開して配布します。 EJB の場合は、 コンパイル、 テス ト公開、
テス ト を行ってから、 最後に公開して配布します (アプ リ ケーシ ョ ン アセンブラに
よって追加された書き換えが含まれるこ とがあ り ます )。

Bean を公開するには、 次の手順を実行します。

1 リモート  インターフェイス、 ホーム  インターフェイス、 および Bean 実装をコン
パイルします。

2 公開記述子を作成します。

3 JAR ファ イルを作成し、 /deploy ディ レク ト リにコピーします。

4 Deploy ツールを実行します。

次の図は、 Bean の公開プロセスのコンポーネン ト を示します。 

Deploy ツールへの入力は、 次のとおりです。

• 1 つまたは複数の EJB JAR ファ イル。 各ファ イルには、 1 つの公開記述子のほか、
コンパイルされたホーム  インターフェイス、 リモート  インターフェイス、 および
Bean 実装も含まれています。

• 一連のプロパティ  ファ イルからの仕様。 これらのプロパティはサーバー レベルの
設定を指定するほか、EJB の公開記述子に設定されている要素をオプシ ョ ンで書き
換えるこ と もできます。

Deploy ツールからの出力は、/deploy サブディレク ト リに保存されます。 この出力は、
JRun の起動時に /runtime ディ レク ト リに自動的にコピーされます。
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公開記述子のコーディング公開記述子のコーディング公開記述子のコーディング公開記述子のコーディング

まず Deploy ツールが正し く ホームおよびリモート  インターフェイス実装を生成し、
さ らに runtime.properties ファ イルを生成するよ うに、 公開記述子にある要素を
コーディ ングし ます。 既定では、 ejb-jar.xml と いう 名前の公開記述子を、 XML
エディ タやテキス ト  エディ タを使用して作成できます。 さ らに、 一部の Java IDE でも
公開記述子を自動的に生成します。

メモメモメモメモ

既存の公開記述子を表示するには、 /samples サブディレク ト リ を参照して ください。
既存の公開記述子をコピーし、 必要に応じて要素を変更する方法をお勧めします。

基本要素基本要素基本要素基本要素

公開記述子ファ イルでは、 JAR ファ イルにあるすべての EJB を定義する必要があ り
ます。 Deploy ツールでは、 この情報を使用して、 ホームおよびリモートの実装を生成
します。

Bean タ イプの識別タ イプの識別タ イプの識別タ イプの識別

公開記述子にある  EJB は、enterprise-beans 要素によってラップされます。各 EJB は、
entity 要素 (エンテ ィテ ィ  Bean の場合) または session 要素 (セッシ ョ ン  Bean の
場合 ) によってラ ップされます。

Bean の命名の命名の命名の命名

Bean または Bean のインターフェイスの命名に関して条件や制限はあ り ません。命名
規則に関して仮定を定義する こ とはできないため、 Bean 開発者は、 Bean のホーム
インターフェイス、 リモート  インターフェイス、 および実装の名前を、 Bean の公開
記述子で指定する必要があ り ます。 た とえば、 次のよ うな home 要素、 remote 要素、
および ejb-class 要素を指定します (推奨表記規則 )。

<home>ejbeans.BalanceHome</home>
<remote>ejbeans.Balance</remote>
<ejb-class>ejbeans.BalanceBean</ejb-class>

エンテ ィ テ ィ  Bean の プラ イマ リ  キー ク ラ ス  タ イプを指定する必要があ り ます。
Deploy ツールはこの情報を使用してク ラス情報を生成し、 コンテナ管理パーシスタ
ンスを使用する場合に、 コンテナも この情報を必要と します。

<prim-key-class>java.lang.Integer</prim-key-class>

ホーム名ホーム名ホーム名ホーム名

ejb-name 要素を使用して、 JNDI ネームスペースにある  Bean に関連するホーム名を
指定します。 EJB エンジンはこの指定を使用して、 JNDI コンテキス ト にあるホーム
オブジェク ト をバインド します。

<ejb-name>sample2a.BalanceHome</ejb-name>



412 第 35 章 Enterprise JavaBeans の公開
ステート の管理ステート の管理ステート の管理ステート の管理

session-type 要素は、 セッシ ョ ン  Bean のステー ト を管理する方法を指定します。
有効な値は、 Stateful および Stateless です。

<session-type>Stateful</session-type>

パーシスタンスおよびコンテナ管理フィ ールドパーシスタンスおよびコンテナ管理フィ ールドパーシスタンスおよびコンテナ管理フィ ールドパーシスタンスおよびコンテナ管理フィ ールド

persistence-type 要素は、 エンティテ ィ  Bean がパーシスタンスを管理する方法を
指定します。 有効な値は、 bean および container です。 さ らに、 CMP を使用する
エンティティ  Bean は、cmp-field 要素を使用してコンテナ管理フィールドを識別しな
ければな り ません。次の例は、2 つのコンテナ管理フィールドを持つ CMP エンティティ
Bean を示します。

<persistence-type>Container</persistence-type>
<cmp-field>

<field-name>_id</field-name>
</cmp-field>
<cmp-field>

<field-name>_value</field-name>
</cmp-field>

セキュリテ ィ要素セキュリテ ィ要素セキュリテ ィ要素セキュリテ ィ要素

security-role 要素および method-permission 要素を使用し て  ロ ールベースの
セキュ リティを実装すると、 1 つの Bean のすべてのメ ソ ッ ドまたは特定のメ ソ ッ ドの
いずれか一方の起動を許可されている ロールを指定でき ます。 これらの要素は、
assembly-descriptor 要素によってラ ップされている必要があ り ます。

all とい う特別な値は、認証にかかわらずすべてのユーザを意味します。次の例では、
すべてのユーザが create メ ソ ッ ドおよび getValue メ ソ ッ ドを使用できますが、save
メ ソ ッ ドについては貯蓄者 (saver) ロールのユーザ、 また spend メ ソ ッ ドについては
支出者 (spender) ロールのユーザだけが使用できます。

<assembly-descriptor>
<security-role>

<role-name>spender</role-name>
</security-role>
<security-role>

<role-name>saver</role-name>
</security-role>
<security-role>

<role-name>all</role-name>
</security-role>
<method-permission>

<role-name>spender</role-name>
<method>

<ejb-name>sample2a.BalanceHome</ejb-name>
<method-name>spend</method-name>

</method>
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</method-permission>
<method-permission>

<role-name>saver</role-name>
<method>

<ejb-name>sample2a.BalanceHome</ejb-name>
<method-name>save</method-name>

</method>
</method-permission>
<method-permission>

<role-name>all</role-name>
<method>

<ejb-name>sample2a.BalanceHome</ejb-name>
<method-name>create</method-name>

</method>
</method-permission>
<method-permission>

<role-name>all</role-name>
<method>

<ejb-name>sample2a.BalanceHome</ejb-name>
<method-name>getValue</method-name>

</method>
</method-permission>

</assembly-descriptor>

env-entry 要素要素要素要素
以前のリ リースの JRun EJB エンジンでは、開発者は公開記述子ではな く  Bean プロパ
ティ  ファ イルを指定していました。 標準ではあ り ませんが、 このテクニッ クを使用
する と、 柔軟性が大幅に広がり ます。 JRun 3.1 では、 公開記述子が完全にサポー ト
されているほか、env-entry 要素を使用して JRun 固有の Bean プロパティを渡す機能
もあ り ます。

env-entry を指定するための基本要素は、 次のとおりです。

<env-entry>
<env-entry-name>propertyname</env-entry-name>
<env-entry-value>propertyvalue</env-entry-value>

</env_entry>

た とえば、 ejb.sessionTimeout を env-entry と して使用する こ とによって、 1 つの
Bean で、セッシ ョ ン  オブジェク トがタイムアウ トになるまでの秒数を指定できます。
このプロパティを指定しない場合、タイムアウ トの既定値 900 (15 分) が適用されます。
次の例では、 タイムアウ トの間隔を  600 に設定しています。

<env-entry>
<env-entry-name>ejb.sessionTimeout</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>600</env-entry-value>

</env-entry>
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次の例では、 ejipt.isTimeoutFromCreate env-entry を使用して、 セッシ ョ ン オブ
ジェク トのタイムアウ トが作成または最終アクセスの時点のどちらから開始するかを
指定します。 true または false のいずれかを指定します。 このプロパティを指定し
ない場合、 最終アクセスが適用されます。

<env-entry>
<env-entry-name>ejipt.isTimeoutFromCreate</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>false</env-entry-value>

</env-entry>

EJB エンジン固有のプロパティの先頭には、 通常 ejipt が付いています。 env-entry
を使用し て渡すこ と のでき る プロ パティ の詳細については、 JRun JavaDocs の
EjbProperties および EjiptProperties インターフェイスのマニュアルを参照して
ください。 これらのインターフェイスは、 各プロパティの内部定数を定義し、 プロパ
ティご との定義を含んでいます。 

公開記述子の例公開記述子の例公開記述子の例公開記述子の例

次の例は、 EJB サンプル 2b の XML 公開記述子を示します。

<?xml version="1.0"?>
<!DOCTYPE ejb-jar PUBLIC "-//Sun Microsystems, Inc.//DTD 

EnterpriseJavaBeans 1.1//EN" 
"http://java.sun.com/j2ee/dtds/ejb-jar_1_1.dtd">

<ejb-jar>
<description>Custom Authentication</description>
<display-name>Custom Authentication</display-name>
<enterprise-beans>

<entity>
<display-name>UserBean</display-name>
<ejb-name>sample2b.UserHome</ejb-name>
<home>ejbeans.UserHome</home>
<remote>ejbeans.User</remote>
<ejb-class>ejbeans.UserBean</ejb-class>
<prim-key-class>java.lang.String</prim-key-class>
<persistence-type>Bean</persistence-type>
<reentrant>False</reentrant>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.maxContexts</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>unspecified</env-entry-value>

</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.storeName</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>default</env-entry-value>

</env-entry>
</entity>
<session>

<display-name>LoginSessionBean</display-name>
<ejb-name>sample2b.LoginSessionHome</ejb-name>
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<home>ejbeans.LoginSessionHome</home>
<remote>ejbeans.LoginSession</remote>
<ejb-class>ejbeans.LoginSessionBean</ejb-class>
<session-type>Stateful</session-type>
<transaction-type>Bean</transaction-type>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.maxContexts</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>unspecified</env-entry-value>

</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>ejb.sessionTimeout</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>600</env-entry-value>

</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>create.ejb.runAsMode</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>SYSTEM_IDENTITY</env-entry-value>

</env-entry>
</session>
<entity>

<display-name>RoleBean</display-name>
<ejb-name>sample2b.RoleHome</ejb-name>
<home>ejbeans.RoleHome</home>
<remote>ejbeans.Role</remote>
<ejb-class>ejbeans.RoleBean</ejb-class>
<prim-key-class>java.lang.String</prim-key-class>
<persistence-type>Bean</persistence-type>
<reentrant>False</reentrant>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.maxContexts</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>unspecified</env-entry-value>

</env-entry>
<env-entry>

<env-entry-name>ejipt.storeName</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>default</env-entry-value>

</env-entry>
</entity>
<entity>

<display-name>BalanceBean</display-name>
<ejb-name>sample2b.BalanceHome</ejb-name>
<home>ejbeans.BalanceHome</home>
<remote>ejbeans.Balance</remote>
<ejb-class>ejbeans.BalanceBean</ejb-class>
<prim-key-class>java.lang.Integer</prim-key-class>
<persistence-type>Bean</persistence-type>
<reentrant>False</reentrant>
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<env-entry>
<env-entry-name>ejipt.maxContexts</env-entry-name>
<env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
<env-entry-value>unspecified</env-entry-value>

</env-entry>
</entity>

</enterprise-beans>
<assembly-descriptor>

<security-role>
<role-name>system</role-name>

</security-role>
<security-role>

<role-name>all</role-name>
</security-role>
<security-role>

<role-name>spender</role-name>
</security-role>
<security-role>

<role-name>saver</role-name>
</security-role>

<method-permission>
<role-name>system</role-name>
<method>

<ejb-name>sample2b.UserHome</ejb-name>
<method-name>checkPassword</method-name>

</method>
</method-permission>
<method-permission>

<role-name>all</role-name>
<method>

<ejb-name>sample2b.UserHome</ejb-name>
<method-name>*</method-name>

</method>
</method-permission>
<method-permission>

<role-name>all</role-name>
<method>

<ejb-name>sample2b.LoginSessionHome</ejb-name>
<method-name>*</method-name>

</method>
</method-permission>
<method-permission>

<role-name>all</role-name>
<method>

<ejb-name>sample2b.RoleHome</ejb-name>
<method-name>*</method-name>

</method>
</method-permission>
<method-permission>

<role-name>spender</role-name>
<method>

<ejb-name>sample2b.BalanceHome</ejb-name>
<method-name>spend</method-name>

</method>
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</method-permission>
<method-permission>

<role-name>saver</role-name>
<method>

<ejb-name>sample2b.BalanceHome</ejb-name>
<method-name>save</method-name>

</method>
</method-permission>
<method-permission>

<role-name>all</role-name>
<method>

<ejb-name>sample2b.BalanceHome</ejb-name>
<method-name>create</method-name>

</method>
 </method-permission>
<method-permission>

<role-name>all</role-name>
<method>

<ejb-name>sample2b.BalanceHome</ejb-name>
<method-name>getValue</method-name>

</method>
</method-permission>

</assembly-descriptor>
</ejb-jar>
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JAR ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成

JAR ファイルを作成する前に、ファイルをコンパイルする必要があ り ます。 Java IDE を
使用している場合は、ホーム  インターフェイス、 リモート  インターフェイス、および
Bean 実装が含まれているプロジェク ト を作成し、 これらすべてを一度にコンパイル
できます。 IDE の多くでは、 独自の EJB を公開する こ と もできます。

コマンド  ラ インでコンパイルを実行している場合に、 複数のファ イルを最も簡単に
コンパイルするには、 コンパイルするファ イルの名前を含んでいる  sources とい う
ファ イルを作成します。 各ファ イル名は、 新しい行に記載する必要があ り ます。 詳細
については、 javac のマニュアルを参照して ください。

sources ファ イルを作成したら、 次のコマン ドを入力し、 使用する環境に合わせて
project および projectpath の値を設定します。

> cd projectpath
> javac -classpath projectpath; /JRUN_HOME/lib/ejipt.jar @sources

こ こで次のコマンドを入力して JAR ファ イルを作成します (現在の位置が ejbeans と
い う名前のプロジェク トの 1 レベル上であ り、 ejb-jar.xml とい う名前の公開記述子
があるこ とを想定します)。

> cd projectpath
> jar cmf project_ejb.jar ejbeans/*.class META-INF/ejb-jar.xml

JAR ファ イルが作成されたら、 /deploy ディ レク ト リに保存します。

プロパティプロパティプロパティプロパティ  ファイルのコーディングファイルのコーディングファイルのコーディングファイルのコーディング

プロパティ  ファ イルは、 サーバー レベルのプロパティを指定するために使用します。
Deploy ツールはプロパティを多数のソースから受け入れるため、それらの使用順序を
理解するこ とが重要です。Deploy ツールは、次の順序でプロパティにアクセスします。

• JRun のインスト ール ディ レク ト リ /lib/ejipt.properties EJB エンジンのすべての
インスタンスで使用するためのシステム全体のプロパティ。 このファイルは通常、
スタンドアロンの EJB エンジンを実行する場合に使用します。

• システム環境プロパティ - D コマンド ラ イン  スイ ッチで指定される、 サーバー
固有のプロパティ。

• JRun のインスト ール ディ レク ト リ /lib/global.properties すべての JRun サー
バーで使用するためのシステム全体のプロパティ。このファイルは通常、統合 J2EE
サーバーを実行する場合に使用します。EJB プロパティを  global.properties 内で
指定する場合は、 接頭辞 ejb を使用します。

• JRun のインスト ール ディ レク ト リ /local.properties サーバー固有のプロパティ。

このファイルは通常、 統合 J2EE サーバーを実行する場合に使用します。 EJB プロ
パティを  local.properties 内で指定する場合は、 接頭辞 ejb を使用します。

• jrunserverdirectory/deploy/deploy.properties サーバー固有のプロパティ。

サーバー固有のプロパティはこのファイルまたは local.properties に格納でき

ます。
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ほかのすべてを書き換える  deploy.properties を指定する と、 リ ス ト の後方にある
ファ イルに指定されたプロパティは、 リ ス トの前方にあるファ イルのプロパティを書
き換えます。

一般的なプロパティ  ファ イルの指定の内容は、 次のとおりです。

• [ejb.]ejipt.classServer.host ホス ト名を識別します。 ローカルで実行する

場合は、 この値を localhost のままにする こ とができます。 ただし、 リモート  ク ラ
イアン トが接続する場合は、この値をローカルホス トではな くサーバーのホス ト名
に設定する必要があ り ます。 この値を指定しないと、 プロパティの既定値と して
現在のホス トの名前が指定されます。 これは通常、deploy.properties (スタンド
アロン EJB の場合) または local.properties (統合 J2EE サーバーの場合は、接頭辞
ejb を必ず含む) に指定します。

• [ejb.]ejipt.classServer.port EJB エンジンがク ラスにサービスを提供する
ために使用するポート を指定します。 これは通常、 ejipt.properties (スタンド
アロン  EJB の場合) または global.properties (統合 J2EE サーバーの場合は、接頭辞
ejb を必ず含む) に指定します。 ク ラ イアン トはこのプロパティを、 InitialContext
オブジェク トに渡される  PROVIDER_URL に指定します。

properties.setProperty(Context.PROVIDER_URL, 
"ejipt://" + server + ":2323");

• [ejb.]ejipt.home.port EJB エンジンがホーム オブジェク トにサービスを提供
するために使用するポート を指定します。 これは通常、 ejipt.properties (スタ
ンドアロン  EJB の場合) または global.properties (統合 J2EE サーバーの場合は、
接頭辞 ejb を必ず含む ) に指定します。

• [ejb.]ejipt.ejbJars 公開する  JAR ファ イルのリ ス ト を指定します。プロパティ
の値は、公開する  JAR ファイルのカンマ区切り リ ス トです。 リ ス トに指定する  JAR
ファ イルは、 /deploy ディ レク ト リ に存在する必要があ り ます。 JAR ファ イルを
指定しない場合、 プロパティの既定値と して deploy ディ レク ト リのすべての JAR
ファイルが指定されます。各 JAR ファイルは、サーバー内に独自のコンテナを持ち
ます。 これは通常、 deploy.properties ( ス タン ド アロン EJB の場合 ) または
local.properties (統合 J2EE サーバーの場合は、接頭辞 ejb を必ず含む ) に指定
します。

• ejipt.logStackTrace=true 詳細なスタッ ク  ト レースがログに記録されるこ とを
指定します。 これは通常、 deploy.properties (スタンドアロン EJB の場合) または
local.properties (統合 J2EE サーバーの場合は、接頭辞 ejb を必ず含む ) に指定
します。

プロパティの詳細については、 JRun JavaDocs の EjbProperties および 
EjiptProperties インターフェイスのマニュアルを参照して ください。 これらのイン
ターフェイスは、 各プロパティの内部定数を定義し、 プロパティご との定義を含んで
います。 
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Deploy ツールの実行ツールの実行ツールの実行ツールの実行

Deploy ツールは、JRun で公開する  Bean を作成するために使用します。Deploy ツー
ルは次の作業を実行します。

• 公開記述子のリ ス トにある  Bean のホーム実装およびリモート  オブジェク ト実装
を生成します。

• 生成されたオブジェク トにスタブ ク ラスを作成します。

• deploy.properties ファイルで ejipt.isCompatible=true と指定している場合に
限って、 JDK 1.1 ベースのク ライアン トで使用するために必要なスケルト ンを作成
します。

• JRun が実行時環境を確立するために使用する  runtime.properties ファ イルを
作成します (これはシステム生成ファイルです。手作業で変更しないで ください )。

Deploy ツールは、 コマンド  ラ インまたは JMC から実行できます。

コマンド  ラ イン Deploy ツールは、/deploy ディ レク ト リでのみ動作します。JAR ファ
イルなどすべての入力が /deploy ディ レク ト リで使用可能であ り、生成された出力が
すべて /deploy ディ レク ト リ に配置されるよ うにする必要があ り ます。 JMC を使用
して EJB を公開する場合、 JAR ファイルはどの位置からでも指定でき、 JMC はそれらを
/deploy ディ レク ト リに自動的にコピーします。

Deploy ツールは、deploy.properties ファイルの ejipt.ejbJars プロパティにリ ス ト
されている  Bean JAR ファ イルを処理します。このプロパティを指定しないと、Deploy
ツールは、 /deploy ディ レク ト リにある  ejipt_objects.jar、 ejipt_exports.jar、

および extra_exports.jar 以外のすべての JAR ファイルを処理します。Deploy ツール
の出力には、ejipt_objects.jar、ejipt_exports.jar、および runtime.properties
があ り ます。

既定では、 Deploy ツールは標準の  JDK  コ ンパイ ラ を使用し ます。 ただし 、
deploy.properties ファ イルの ejipt.javac プロパティ を書き換えて、 別のコンパ
イラを使用できます。

Deploy ツールを使用してツールを使用してツールを使用してツールを使用して EJB を公開するには、 次のコマンドを入力します。を公開するには、 次のコマンドを入力します。を公開するには、 次のコマンドを入力します。を公開するには、 次のコマンドを入力します。

> cd jruninstalldirectory
> java -Djava.security.policy=lib/jrun.policy 
-classpath lib/ejipt_tools.jar allaire.ejipt.tools.Deploy

JMC を使用してを使用してを使用してを使用して EJB を公開するには、 次の手順を実行します。を公開するには、 次の手順を実行します。を公開するには、 次の手順を実行します。を公開するには、 次の手順を実行します。

1 JMC にログオンします。

2 EJB の公開先サーバーを展開します。

3 Enterprise JavaBeans を展開せずにク リ ッ ク します。
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4 [公開 ] をク リ ッ ク します。

[Enterprise JavaBeans 公開] パネルに deploy.properties フ ァ イルおよび /
deploy ディ レ ク ト リ の EJB JAR フ ァ イルの リ ス トが表示されます。 各 EJB JAR
ファイルには、 リモート  インターフェイス、 ホーム インターフェイス、および公開
される  Bean 実装が含まれています。

5 [ブラウズ ] をク リ ッ ク して、公開される  1 つまたは複数の EJB が含まれている  JAR
ファ イルを選択します。このファイルが /deploy ディ レク ト リに存在しない場合、
JMC 公開プロセスはこれを  /deploy ディ レク ト リにコピーします。

6 (オプシ ョ ン ) [公開プロパティ ] テキス ト領域に表示される  deploy.properties
ファ イルの行を追加または変更します。 詳細については、 418ページの 「プロパ
ティ  ファ イルのコーディング」 を参照して ください。

7 [公開 ] をク リ ッ ク します。 

JMC は deploy.properties ファ イルを更新し、必要に応じて EJB JAR ファ イルを
/deploy ディ レク ト リにコピーして、 Deploy ツールを呼び出します。

詳細については、 『JRun セッ ト アップ ガイ ド』 を参照して ください。

再公開再公開再公開再公開

-redeploy オプシ ョ ンを使用する と、 新しい Bean または更新された Bean に対して
のみオブジェク ト の実装が生成されます。 Bean を再公開するには、 次のコマンドを
入力します。

> cd JRun のインスト ール ディ レク ト リ
> java -Djava.security.policy=lib/jrun.policy -classpath

lib/ejipt_tools.jar allaire.ejipt.tools.Deploy -redeploy

メモメモメモメモ

JMC を使用して再公開するこ と もできます。

その他のクラスの取り込みその他のクラスの取り込みその他のクラスの取り込みその他のクラスの取り込み

JRun を使用して公開する と、公開された EJB オブジェク トに対して生成されるすべて
のスタブは、 ejipt_exports.jar に挿入されます。 JAR のエク スポー トに取 り込む
必要のある ク ラ スがほかにも ある場合は、 extra_exports.jar を作成し 、 こ れを
/deploy ディ レ ク ト リ にコピーします。 EJB エンジンは、 /deploy ディ レ ク ト リ で
見つかった  extra_exports.jar の内容を  ejipt_exports.jar に自動的に組み込み
ます。
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Bean のダイナミ ックのダイナミ ックのダイナミ ックのダイナミ ック  ローディングの使用ローディングの使用ローディングの使用ローディングの使用

Bean のダイナ ミ ッ ク  ローディ ングを使用する と、 再公開する こ とな く、 変更した
Bean ク ラス実装を再コンパイルして実行できます。Bean のダイナミ ッ ク  ローディン
グでは、 JAR ファ イル全体を再コンパイルし再公開する必要がないため、 開発および
テス トに要する時間を節約できます。 この機能は、 複数の開発者が EJB サーバーで
同時に作業をする場合にも役に立ちます。

Bean のダイナミ ッ ク  ローディングは、ホーム  インターフェイスおよびリモート  イン
ターフェ イス用に設計されていません。 したがって、 Bean のク ラ ス実装の修正に
よってホーム  インターフェイスおよびリモート  インターフェイスを変更する必要が
ある場合は、 Bean のダイナミ ッ ク  ローディングを使用できません。

メモメモメモメモ

Bean のダイナミ ッ ク  ローディングは、 EJB エンジンをスタンドアロン  モードで実行
している場合、 つま り コマン ド  ラ インで java allaire.ejipt.Ejipt コマン ドに
よって起動した場合にのみ可能です。 EJB エンジンを  JRun で実行している場合は使用
できません。 スタンドアロン  モードの詳細については、 395ページの 「スタンドアロ
ン  モードでの EJB エンジンの動作」 を参照して ください。

Bean のダイナミ ックのダイナミ ックのダイナミ ックのダイナミ ック  ローディングを使用するにはローディングを使用するにはローディングを使用するにはローディングを使用するには

1 必要に応じて Bean 実装を修正します。

2 Bean 実装をコンパイルし、 runtime/classes ディレク ト リに保存します。

3 EJB エンジンのコマンド  ラ インで load コマンドを使用して、 runtime/classes

ディ レク ト リから  Bean を再ロード します。

このコマンドは、現在のインスタンスを無効にして、新しいインスタンスを有効に
します。

4 テス トが完了したら、 変更内容を  Bean の JAR ファ イルに組み込みます。
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実行時環境実行時環境実行時環境実行時環境

EJB を新しい環境に公開する場合、JRun ではサーバーと ク ライアン ト環境でサポート
ファ イルが使用できる必要があ り ます。

サーバー環境サーバー環境サーバー環境サーバー環境

EJB エンジンでは、 サーバー環境で次のファイルが用意されている必要があ り ます。

クライアン ト環境クライアン ト環境クライアン ト環境クライアン ト環境

ク ライアン トには、 JRE がインス トールされている必要があ り ます。 EJB エンジンは、
JDK 1.1 または JDK 1.2 のどちらのク ラ イアン トでも実行できます。ただし、 リモート
アクティブ化と自動エクスポート を使用できるのは、JDK 1.2 のクライアン トのみです。

EJB エンジンでは、ク ライアン ト環境で次のファイルがインス トールされている必要が
あ り ます。

JDK 1.1 のクライアン トには、 ejipt_exports.jar. へのアクセス権が必要です。 JDK
1.1 の制限によ り、JDK 1.1 のそれぞれのクライアン ト  マシンに ejipt_exports.jar を
明示的にインス トールする必要があ り ます。

ファイルファイルファイルファイル 説明説明説明説明

Java 実行時 サーバーにバージョ ン  1.2 以降の JDK がインスト ールされて
いる必要があります。

拡張機能 ejb.jar、 jdbc.jar、 jms.jar、 jndi.jar、 および jta.jar
ファイルは、 JRE の lib/ext ディ レクト リ にコピーする必要
があります (またはシステムのクラスパス上にある必要があり
ます )。 この必要条件は、スタンド アロンの EJB エンジンだけ
を対象にしています。

ファイルファイルファイルファイル 説明説明説明説明

Java Runtime 各クライアント に JRE がインスト ールされている必要があり
ます。JRE はバージョ ン  1.1.6 以降で、deploy.properties の
ejipt.isCompatible を  true に設定する必要があります。
特別なプロパティ は必要ありません。

拡張機能 ejb.jar、 jts.jar、 jndi.jar、および jta.jar ファイルは、
JRE の lib/ext ディ レクト リ にコピーする必要があります 
(またはシステムのクラスパス上にある必要があります )。 

ejipt_client.jar このファイルを  JRUN_HOME/lib ディ レクト リ内に置きます。
ejipt_jms_client.jar このファ イルを  JRUN_HOME/lib ディ レクト リ 内に置きます。

このファイルが必要なのは、 クライアント で  JMS を使用して
いる場合だけです。
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第 36 章

J2EE アプリケーショ ンの公開アプリケーショ ンの公開アプリケーショ ンの公開アプリケーショ ンの公開
この章では、 J2EE アプリ ケーシ ョ ンの公開方法について説明します。 

目次目次目次目次
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J2EE アプリケーショ ンの公開についてアプリケーショ ンの公開についてアプリケーショ ンの公開についてアプリケーショ ンの公開について

公開担当者は、JMC または JRun EarDeploy ユーティ リ ティのいずれかと、アプ リケー
シ ョ ン  アセンブル担当者が作成した EAR ファ イルを使用して J2EE アプリケーシ ョ ン
を特定の運用環境にインス トールします。 EAR ファ イルのインス トールのほかに、
必要に応じてアプリ ケーシ ョ ンを運用環境用に設定します。 たとえば、 サーブレッ ト
および EJB 用に認証とセキュ リティを実装しなければならない場合があ り ます。

詳細については、 427ページの 「公開用 J2EE アプ リ ケーシ ョ ンのパッケージ化」 を
参照して ください。

EAR ファイルファイルファイルファイル

J2EE アプ リ ケーシ ョ ンは通常、 圧縮された単一の EAR ファ イルと して公開します。
EAR ファイルには、すべてのディレク ト リ構造とアプリケーシ ョ ンを定義するすべての
ファ イルが含まれています。 EAR ファ イルは JAR ファ イルと同じツールを使用して
作成します。 

JMC または コマン ド ラ イン  EarDeploy ユーテ ィ リ テ ィ を使用して EAR ファ イルを
公開し ます。 これらのツールはどちら も  EAR フ ァ イルおよびサーバー固有のパラ
メータのセッ ト を受け入れ、 必要に応じてディ レク ト リ構造を形成したり、 設定値や
プロパティ  ファ イルを更新します。

J2EE アプリ ケーシ ョ ン公開時に、JRun では Ear ファ イルに格納されている  WAR ファ
イルが変換され、指定 JRun サーバーに新しいアプリ ケーシ ョ ンが定義されます。EAR
ファ イルに格納されているすべての EJB JAR ファ イルも公開されます。

EAR ファ イルには META-INF/application.xml 公開記述子が格納されている必要が
あ り ます。 この公開記述子から、 JRun アプリケーシ ョ ン公開ユーティ リ ティに情報が
提供されます。
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公開用公開用公開用公開用 J2EE アプリケーシ ョ ンのパッケージ化アプリケーシ ョ ンのパッケージ化アプリケーシ ョ ンのパッケージ化アプリケーシ ョ ンのパッケージ化

アプリケーシ ョ ン  アセンブル担当者は、開発出力を公開可能な J2EE アプリケーシ ョ ン
に変換します。アプリケーシ ョ ン  アセンブル プロセスへの入力には、次の内容が含ま
れます。

• WAR ファ イルおよびほかの関連している  Web アプリ ケーシ ョ ン  ファ イル。 第 34
章を参照して ください。

• JAR ファ イルおよびほかの関連している  EJB 関連ファ イル 第 35 章 を参照して く
ださい。

• application.xml ファ イル

メモメモメモメモ

J2EE アプリ ケーシ ョ ンは、EAR ファ イル外部との相関関係を持たないよ うにして くだ
さい。 Web アプ リ ケーシ ョ ンが仮想マッ ピングに依存してラ イブラ リ  (た とえば、
jruninstalldirectory/lib) にアクセスする場合は、 WAR ファ イルの作成前に Web
アプリケーシ ョ ンの WEB-INF/lib ディレク ト リに必要なファイルをコピーする必要が
あ り ます。仮想マッピングの詳細については、 66ページの 「Web アプリケーシ ョ ン間
でのク ラスの共有」 を参照して ください。

アプリ ケーシ ョ ン  アセンブル プロセスからの出力には、 次の内容が含まれます。

• EAR ファ イル

• インス トール時の注意事項

• 設定ガイ ド ライン

メモメモメモメモ

サポー ト されているハード ウェア プラ ッ ト フォーム、 オペレーテ ィ ング システム、
Web サーバー、 および JVM のすべてを組み合わせて使用して、 公開可能 EAR ファイル
を十分にテス ト して ください。
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application.xml ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成

『J2EE version Specification version 1.2』 では、 application.xml とい う名前の XML
公開記述子によってアプリケーシ ョ ンを公開するよ うに定められています。 このファ
イルには、 J2EE アプ リ ケーシ ョ ンのコンポーネン ト が定義されています。 特に、
application.xml ファ イルでは次の内容が定義されています。

• アプリ ケーシ ョ ンの Web アプリ ケーシ ョ ン用の WAR ファ イル。 WAR ファ イルを
次のよ うに定義します。

<module>
<web>

<context-root>sample9a</context-root>
<web-uri>sample9a.war</web-uri>

</web>
</module>

• アプリ ケーショ ンの EJB 用の JAR ファイル。 JAR ファイルを次のよう に定義します。

<module>
<ejb>sample9a_ejb.jar</ejb>

</module>

『JRun サンプル ガイ ド』のサンプル 9a で使用している次のサンプル EAR ファイルでは、
Web アプリ ケーシ ョ ンおよび EJB を定義しています。

<!DOCTYPE application PUBLIC "-//Sun Microsystems, Inc.//DTD J2EE
Application 1.2//EN" "http://java.sun.com/j2ee/dtds/
application_1_2.dtd">

<application>
<display-name>Sample 9a</display-name>
<description>This sample demonstrates accessing beans from a 

servlet.</description>
<module>

<ejb>sample9a_ejb.jar</ejb>
</module>
<module>

<web>
<context-root>sample9a</context-root>
<web-uri>sample9a.war</web-uri>

</web>
</module>

</application>

application.xml フ ァ イルで使用される属性の詳細については、 『Java 2 Platform
Enterprise Edition Specification, V1.2』 を参照して ください。
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EAR ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成ファイルの作成

Java jar ユーティ リ ティを使用して、 EAR ファ イルを作成します。 

jar ユーティ リ ティの詳細については、 403ページの 「WAR ファ イルの作成」 を参照
して ください。

次の例では、 現在のディ レ ク ト リが jruninstalldirectory/samples/sample9a で
ある場合の、 サンプル 9a の EAR ファ イルを作成します。

jar cf sample9a.ear -C j2ee-app META-INF 
jar uf sample9a.ear -C "%DEPLOY_DIR%" sample9a_ejb.jar
jar uf sample9a.ear sample9a.war 

J2EE アプリケーショ ンの公開アプリケーショ ンの公開アプリケーショ ンの公開アプリケーショ ンの公開

公開担当者は JRun 公開ツールを使用して J2EE アプ リ ケーシ ョ ンをインス トールし
ます。 これらのツールは、 JMC またはコマンド  ライン インターフェイスから実行でき
ます。

J2EE アプリ ケーシ ョ ン公開プロセスの内容は次のとおりです。

• WAR ファ イルのディ レク ト リ構造への展開

• EJB JAR ファ イルの公開

• JRun サーバーへの Web アプリ ケーシ ョ ンの追加

• Web アプリ ケーシ ョ ンに対するアプリ ケーシ ョ ン  マッピングの追加

公開プロセスを開始する前に、 次の内容を確認して ください。

• EAR ファ イルの位置とディ レク ト リの絶対パス

• 公開した Web アプリ ケーシ ョ ンを格納する  JRun サーバーの名前

JMC の使用の使用の使用の使用

JMC を使用して J2EE アプリ ケーシ ョ ンを公開できます。

JMC を使用してを使用してを使用してを使用して J2EE アプリケーショ ンを公開するには、 次の手順を実行します。アプリケーショ ンを公開するには、 次の手順を実行します。アプリケーショ ンを公開するには、 次の手順を実行します。アプリケーショ ンを公開するには、 次の手順を実行します。

1 JMC にログオンします。

2 J2EE アプリ ケーシ ョ ンの公開先のサーバーを、 展開しないでク リ ッ ク します。

3 [EAR 公開] をク リ ッ ク します。

4 情報を指定します。

5 [公開 ] をク リ ッ ク します。

詳細については、 『JRun セッ ト アップ ガイ ド』 を参照して ください。
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コマンドコマンドコマンドコマンド  ラインラインラインライン インターフェイスの使用インターフェイスの使用インターフェイスの使用インターフェイスの使用

JRun には EarDeploy ツールが用意されており、このツールでは J2EE アプリケーシ ョ ン
公開ツール用のコマンド  ラ イン インターフェイスが提供されます。EarDeploy ツール
によって、 コマンド  ラ イン  パラ メータのセッ ト を使用して EAR ファ イルを公開でき
ます。

EarDeploy には、WarDeploy ツールおよび EJB Deploy ツールが組み込まれています。
この機能を活用するには大量のラ イブラ リ  セッ トが必要なので、- classpath 引数は
非常に長くな り ます。 通常、 JMC によって簡単なインターフェイスが提供されます。

構文構文構文構文

コマンド  ラ イン インターフェイスでは、 JRun インス トール ディ レク ト リで作業して
いる と 想定し た場合、 次の構文を使用し て  J2EE アプリ ケーショ ンの公開、 削除、
および再公開を実行できます。

java -classpath=classpathfiles allaire.jrun.tools.EarDeploy
-d earfile -s servername -j jruninstalldirectory

次の Windows バッチ フ ァ イルの例は、 必要なク ラ スパス  フ ァ イルを使用して
EarDeploy を実行する方法について示します。

@echo off
set JRUN_HOME=c:\progra~1\allaire\jrun

set CP=%CP%;%JRUN_HOME%\lib\ext\ejb.jar
set CP=%CP%;%JRUN_HOME%\lib\ext\jaxp.jar
set CP=%CP%;%JRUN_HOME%\lib\ext\parser.jar
set CP=%CP%;%JRUN_HOME%\lib\ext\servlet.jar
set CP=%CP%;%JRUN_HOME%\lib\jrun.jar
set CP=%CP%;%JRUN_HOME%\lib\install.jar
set CP=%CP%;%JRUN_HOME%\lib\ejipt.jar
set CP=%CP%;%JRUN_HOME%\lib\ejipt_tools.jar

java -classpath %CP% allaire.jrun.tools.EarDeploy
-d %JRUN_HOME%\\\\samples\\\\sample9a\\\\sample9a.ear -s default
-j %JRUN_HOME% 

rem The following line supports arguments for -d, -s, and -j
rem java -classpath %CP% allaire.jrun.tools.EarDeploy %1

セキュリテ ィのためのユーザとロールの定義セキュリテ ィのためのユーザとロールの定義セキュリテ ィのためのユーザとロールの定義セキュリテ ィのためのユーザとロールの定義

公開担当者は、 公開される  J2EE アプリ ケーシ ョ ンについて、 セキュ リ テ ィ  ユーザと
ロールを定義し なければなら ない場合があり ます。 ユーザ定義の詳細については、
第 39 章を参照して ください。
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JRun での作業
こ こでは、 JRun の基本機能を使用する方法について説明します。 
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第 37 章

Web サーバー接続の監視サーバー接続の監視サーバー接続の監視サーバー接続の監視
JRun が提供する監視メカニズムを使用して、 Web サーバーと  JRun の接続に関する
統計情報を取得できます。 この統計には、 処理された要求の数、 要求の処理に使用
可能なスレッ ドの数、 ヒープ メモ リの使用状況が含まれます。 

この章では、 接続管理メカニズムと、 このメカニズムの設定、 およびこのメカニズム
によ り収集される情報の制御について説明します。 
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• Web サーバー接続の監視 ........................................................................................ 434
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Web サーバー接続の監視サーバー接続の監視サーバー接続の監視サーバー接続の監視

JRun では、 JRun サーバーと  Web サーバーの接続に関するステータス情報が、 JRun
ログ ファ イルに書き込まれます。 このステータス情報は JRun サーバーとサードパー
ティ製 Web サーバーまたは JRun Web サーバー (JWS) の接続から取得できます。

次の図は、 サードパーテ ィ製 Web サーバーと  JWS の両方に接続されている  default
JRun サーバーを表しています。

接続ステータス情報が収集される よ うに JRun を設定するには、 JRun サーバーの
local.properties ファ イルにあるプロパティ  logging.loglevel に指定されたロギ
ング レベルの一覧にキーワード  metrics を入れます。 JRun のロギング メカニズムの
詳細については、 第 38 章を参照して ください。

たとえば、 接続ステータス情報を有効にするには、 次のプロパティを使用します。
logging.loglevel=info,warning,error,metrics 

次のいずれか、 またはすべての接続情報をログ ファ イルに書き出すこ とができます。

• listenTh  新しい接続を受信するスレッ ド

• idleTh  新しい要求を待っているスレッ ド

• delayTh  実行を待っているスレッ ド

• busyTh  現在実行しているスレッ ド

• totalTh  ワーカー スレッ ドの総数

• delayRq  同時発生が多発しているこ とによ り遅延した要求

• droppedRq  却下された要求

• handledRq  処理された要求

• handledMS  遅延時間 (delayMs) を除く、要求のサービスに費やされた時間を ミ リ
秒単位で表したもの

• delayMs  遅延状態で経過した時間を ミ リ秒単位で表したもの

• bytesIn  要求から読み込まれたバイ ト数

• bytesOut  応答に書き込まれたバイ ト数

• freeMemory  ヒープ内の空き メモ リ量をキロバイ ト単位で表したもの
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• totalMemory  使用されているかど うかに関係な く、 ヒープ全体のメモ リ量を
キロバイ ト単位で表したもの

• session  現在アクティブなセッシ ョ ン数

• sessionsInMem  メモ リにあるセッシ ョ ン数

次に示すのは、 接続ステータス情報が記録されたログ メ ッセージの例です。

03/20 02:57:53 metrics (jcp+web) Heap=3151KB Listen=1 Idle=0 Queued=0
Busy=0 Total=0 Requests (count/total ms)=0/0 Delayed=0 TotalDelay=0
BytesIn=0 BytesOut=0 Sessions (active/in memory)=0/0

監視メカニズムの設定監視メカニズムの設定監視メカニズムの設定監視メカニズムの設定

監視メカニズムの設定には、プロパティ  ファイルを使用します。 JRun 管理コンソール
(JMC)では制御できません。 

監視メカニズムの既定の設定は JRun のインス トールに対応するすべての JRun サー
バーに対するもので、global.properties ファイルに保存されています。個々の JRun
サーバーの設定を変更する場合は、 local.properties ファ イルのそのサーバーの
設定を変更します。 

global.properties ファ イルでの既定のプロパティ設定は次のとおりです。 

monitor.class=allaire.jrun.metrics.MetricsLogger
monitor.interval=60
monitor.format={monitor.combined-format}
monitor.max.history=10

これらの設定によ り、 監視メカニズム、 監視間隔 (単位は秒 )、 監視情報の出力形式、
監視履歴バッ ファ のサイズを定義する ク ラ スが指定さ れます。 こ れら の設定では、
監視メカニズムによ り、60 秒ごとに統計が行われ、最新のものから さかのぼって 10 個
の監視サンプルが記録されるよ うに指定されています。 

これらのプロパティの詳細については、 439ページの 「プロパティの監視」 を参照し
て ください。



436 第 37 章 Web サーバー接続の監視
監視出力形式の設定監視出力形式の設定監視出力形式の設定監視出力形式の設定

global.properties フ ァ イ ルには、 監視メ ッ セージの形式を表すプロ パティ
monitor.format が含まれています。 既定では、 monitor.format は次のよ うに設定
されています。

monitor.format={monitor.combined-format}

monitor.combined-format 形式プロパティは、 global.properties ファ イルで次の
よ うに定義されます。

monitor.combined-format=(jcp+web)
Heap={totalMemory}KB
Listen={{jcp.listenTh}+{web.listenTh}}
Idle={{jcp.idleTh}+{web.idleTh}}
Queued={{jcp.delayTh}+{web.delayTh}}
Busy={{jcp.busyTh}+{web.busyTh}} 
Total={{jcp.totalTh}+{jcp.totalTh}}
Requests={{jcp.handledRq}+{web.handledRq}}
Delayed={{jcp.delayRq}+{web.delayRq}}
TotalDelay={{jcp.delayMs}+{web.delayMs}}
BytesIn={{jcp.bytesIn}+{web.bytesIn}}
BytesOut={{jcp.bytesOut}+{web.bytesOut}} 
Sessions (active/in memory)={sessions}/{sessionsInMem}

この形式によ り、 メ ッセージが次のよ うに生成されます。

03/20 02:57:53 metrics (jcp+web) Heap=3151KB Listen=1 Idle=0 Queued=0
Busy=0 Total=0 Requests (count/total ms)=0/0 Delayed=0 TotalDelay=0
BytesIn=0 BytesOut=0 Sessions (active/in memory)=0/0

この設定の構文は次のとおりです。

monitor.<label>=(web | jcp | web+jcp)
String1={[web.| jcp.]statistic1} 
String2={[web.| jcp.]statistic2} 
...

monitor.format プロパティに monitor.label を指定して、ログ ファ イルに書き込ま
れる監視情報の形式を制御します。 

monitor.<Label>=(web|jcp|web+jcp)

形式定義に対してラベルを指定する と と もに、 この形式指定が JWS (web)、 サード
パーティ製 Web サーバー (jcp)、またはこの両方 (web+jcp) のいずれかから得られ
た管理情報に対する形式を定義しているのかど うかを指定します。 

String={[web.|jcp.]statistic} 

ログ ファ イルに書き込まれた監視情報出力に入っている文字列の形式を指定し
ます。 メ ッセージの String= 部分は、 変更されるこ とな くそのままログ ファ イル
に書き込まれます。 JRun によ り、 メ ッセージの [web.|jcp.]statistic 部分が
統計値で置き換えられます。 この統計情報は、 JWS (web) への JRun 接続、 または
サードパーティ製 Web サーバー (jcp) からの接続から得られたものです。 
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ログ ファ イルに書き出される接続情報に、 次のいずれか、 またはすべての統計を
入れる こ とができます。 これらの統計の多くには、 先頭に jcp または web が付き
ます。 これは、 この統計がサードパーティ製 Web サーバーから得られたか (jcp)、
または JWS から得られたか (web) を表しています。 ただし、 一部の統計は JRun
サーバーと関連付けられた JVM に対するもので、 接頭辞は付けられません。 

• freeMemory  ヒープ内の空き メモ リ量をキロバイ ト単位で表したもの

• totalMemory  使用されているかど うかに関係な く、 ヒープ全体のメモ リ量を
キロバイ ト単位で表したもの

• session  現在アクティブなセッシ ョ ン数

• sessionsInMem  メモ リにあるセッシ ョ ン数

• [web.|jcp.]busyTh  現在実行しているスレッ ド

• [web.|jcp.]delayTh  実行待ちスレッ ド

• [web.|jcp.]idleTh  新しい要求を待っているスレッ ド

• [web.|jcp.]listenTh  新しい接続を受信するスレッ ドの数

• [web.|jcp.]totalTh  ワーカー スレッ ドの総数

• [web.|jcp.]delayRq  同時発生が多発しているこ とによ り遅延した要求の数

• [web.|jcp.]droppedRq  却下された要求

• [web.|jcp.]handledRq  処理された要求

• [web.|jcp.]handledMS  遅延時間 (delayMs) を除く、 要求のサービスに費や
された時間を ミ リ秒単位で表したもの

• [web.|jcp.]delayMs  遅延状態で経過した時間を ミ リ秒単位で表したもの

• [web.|jcp.]bytesIn  要求から読み込まれたバイ ト数

• [web.|jcp.]bytesOut  応答に書き込まれたバイ ト数

たとえば、 監視メ ッセージ用に、 次の形式を定義したと します。 

monitor.combined-format=(jcp+web)
Heap={totalMemory}KB
Total={{jcp.totalTh}+{web.totalTh}}

この定義は、 このメ ッセージ形式が、 JWS とサードパーティ製 Web サーバーの両方か
ら得られた情報に適用されるこ とを表しています。この監視メ ッセージには、 ヒープ メ
モ リ の量、 および JWS とサードパーテ ィ製 Web サーバーの両方で使用されている
ワーカー スレッ ドの数を合計したものが含まれます。 

JWS とサードパーティ製 Web サーバーの両方で使用されているワーカー スレッ ド数
の合計を表示するには、 次の形式で指定します。

Total={{jcp.totalTh}+{web.totalTh}}

上記のとお り、 表示される値は JWS から得られた値と、 サードパーティ製 Web サー
バーから得られた値の合計です。数式を中かっこ  {} で囲むこ とによ り、統計値に対する
計算ができるこ とが、 この例からわか り ます。 
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既定の監視形式既定の監視形式既定の監視形式既定の監視形式

JRun の global.properties ファ イルには、 次のよ うな定義済み形式が用意されてい
ます。このよ うな定義済み形式の 1 つを monitor.format プロパティに指定できます。
また、 ユーザが形式を作成するこ と もできます。 

# JWS とサードパーテ ィ製 Web サーバーの両方から得られた監視情報で
# 使用されるメ ッセージ形式を定義します。 
# これは既定の監視形式です。
monitor.combined-format=(jcp+web)

Heap={totalMemory}KB 
Listen={{jcp.listenTh}+{web.listenTh}} 
Idle={{jcp.idleTh}+{web.idleTh}} 
Queued={{jcp.delayTh}+{web.delayTh}} 
Busy={{jcp.busyTh}+{web.busyTh}} 
Total={{jcp.totalTh}+{web.totalTh}} 
Requests (count/total ms)={{jcp.handledRq}+{web.handledRq}}/

{{jcp.handledMs}+{web.handledMs}} 
Delayed={{jcp.delayRq}+{web.delayRq}} 
TotalDelay={{jcp.delayMs}+{web.delayMs}} 
BytesIn={{jcp.bytesIn}+{web.bytesIn}} 
BytesOut={{jcp.bytesOut}+{web.bytesOut}} 
Sessions (active/in memory)={sessions}/{sessionsInMem}

# JWS だけから得られる監視情報のメ ッセージ形式を定義します。
monitor.web-format=(web) 

Heap={totalMemory}KB 
Listen={web.listenTh}
Idle={web.idleTh} 
Queued={web.delayTh} 
Busy={web.busyTh} 
Total={web.totalTh} 
Requests (count/total ms)={web.handledRq}/{web.handledMs} 
Delayed={web.delayRq} 
TotalDelay={web.delayMs} 
BytesIn={web.bytesIn} 
BytesOut={web.bytesOut} 
Sessions (active/in memory)={sessions}/{sessionsInMem} 

# JWS だけから得られる情報のシ ョート  メ ッセージ形式を定義します。
monitor.web-short-format=(web) 

Busy={web.busyTh} 
Total={web.totalTh} 
Requests={web.handledRq} 
TotalDelay={web.delayMs}

# サードパーテ ィ製 Web サーバーだけから得られた監視情報で使用される
# メ ッセージ形式を定義します。
monitor.jcp-format=(jcp) 

Heap={totalMemory}KB 
Listen={jcp.listenTh} 
Idle={jcp.idleTh} 
Queued={jcp.delayTh} 
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Busy={jcp.busyTh} 
Total={jcp.totalTh} 
Requests (count/total ms)={jcp.handledRq}/{jcp.handledMs} 
Delayed={jcp.delayRq} 
TotalDelay={jcp.delayMs} 
BytesIn={jcp.bytesIn} 
BytesOut={jcp.bytesOut} 
Sessions (active/in memory)={sessions}/{sessionsInMem}

# サードパーテ ィ製 Web サーバーだけから得られた監視情報で使用されるシ ョート
# メ ッセージ形式を定義します。
monitor.jcp-short-format=(jcp) 

Busy={jcp.busyTh} 
Total={jcp.totalTh} 
Requests={jcp.handledRq} 
TotalDelay={jcp.delayMs}

プロパティの監視プロパティの監視プロパティの監視プロパティの監視

local.properties フ ァ イル内の次のプロパテ ィは、 接続ステータス情報のコレ ク
シ ョ ンを制御します。 

monitor.class

接続管理を定義する  JRun ク ラ スを指定し ます。 既定では、 このプロパテ ィは
allaire.jrun.metrics.MetricsLogger に設定されます。

monitor.interval

監視間隔を秒単位で指定します。 既定の間隔は 60 秒です。

monitor.format

ロ グ  ファ イ ルに書き 込まれた監視情報の形式を指定し ます。 既定値は
{monitor.combined-format} です。 メ ッセージ形式の詳細については、 436ペー
ジの 「監視出力形式の設定」 を参照して ください。

monitor.max.history

JRun では、 指定された数の接続統計がサンプルと して保持されます。 これらの
サンプルにアクセスして、 一定時間の統計を平均する こ とができます。 このプロ
パティ には、 平均を求めるために保持しておく 必要のある統計サンプルの数を
指定します。 既定値は 10 です。

monitor.loggername

必要に応じて、 接続ステータス情報を受信するために使用されるロガーの名前を
指定します。 既定の設定では、 出力はすべて、 JRun サーバーのログ ファ イルに
書き込まれます。

このプロパティを使用して、 出力を受信するためのロガーを作成できます。 た と
えば、 ロガーを使用して、専用のファイルに出力を書き込むこ とができます。 ログ
収集と ロガーの詳細については、 第 38 章を参照して ください。
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第 38 章

ログログログログ
JRun では、 ログ ユーティ リティを使用して、 アプリケーシ ョ ンの起動時および実行時
に生成されたさまざまなタイプのメ ッセージを出力できます。

この章では、 JRun のログ メカニズムについて説明します。
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概要概要概要概要

アプリ ケーショ ンの起動時およ び実行時には、 サーバーの状態、 エラ ーの状態、
パフォーマンス統計などのログ メ ッセージが JRun によって生成されます。 JRun に
用意されているログ ユーティ リティを使用して、これらのメ ッセージを表示できます。 

さまざまなタイプのメ ッセージを処理したり、それらのメ ッセージをさまざまな出力先
に記録できるよ うに JRun を設定できます。 また、 カスタマイズされたフィルタ リ ング
や書き込みを実行する固有のログ コンポーネン ト も作成できます。

一般的に、 JRun のログ  メ カニズムにはほ とんどオーバヘッ ドがあ り ません。 した
がって、アプリ ケーショ ンのパフォーマンスに与える影響は最小限に抑えられています。

メモメモメモメモ

デバッグ情報の生成はアプ リ ケーシ ョ ンのパフォーマンスに影響を与えます。 この
オプシ ョ ンはアプリ ケーシ ョ ンのデバッグ時にのみ使用して ください。

この章では、 既定のログの設定、 その設定の変更手順、 その変更方法を示す例など、
ログ メカニズムについて説明します。

メ ッセージのタイプメ ッセージのタイプメ ッセージのタイプメ ッセージのタイプ

JRun によって次のタイプのメ ッセージが生成されます。

• 情報メ ッセージ。起動時に生成される メ ッセージおよびメ ソ ッ ド  タイ ミ ング メ ッ
セージがあ り ます (485ページの第 40 章 「サーブレッ ト  メ ソ ッ ド  パフォーマンス
の監視」 を参照)。

• 警告メ ッセージ

• エラー メ ッセージ

• デバッグ情報

• システムのメ ト リ ッ ク と、 Web サーバーと  JRun 間の接続についてのメ ト リ ッ ク
(433ページの第 37 章 「Web サーバー接続の監視」 を参照)。

ログ メカニズムを 1 つまたは複数の種類のメ ッセージを記録するよ うに設定できます。
既定では、情報メ ッセージ、警告メ ッセージ、およびエラー メ ッセージが記録されます。

メ ッセージの出力先メ ッセージの出力先メ ッセージの出力先メ ッセージの出力先

ログ メカニズムによって、 メ ッセージを次の出力先に送信できます。

• 1 つまたは複数のファイル

• ク ライアン トの画面

• 指定されたユーザへの電子メール メ ッセージ
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標準のログ標準のログ標準のログ標準のログ ライターライターライターライター

JRun には便利なログ ライターがい くつか用意されています。

• スレッ ド  ロガー  このロガーをメ インのキューと して使用します。ログ  メ ッセージ
を作成するコンポーネン ト  (サーブレッ ト ) から、 メモ リ内のキューにメ ッセージ
が送信さ れ、 制御はすぐにコ ンポーネント に戻さ れます。 バッ ク グラ ウ ンド

スレッ ドによってキューが処理され、ログ メ ッセージはいくつかのログ ライターに
送信さ れます。 こ の設計によって、 ロ グ作業がファ イ ルに渡さ れたり 、 ほかの
コ ンポーネント に電子メ ールが送信さ れる こ と によ って、 サーブレッ ト 内の
パフォーマンスが維持されます。 既定ではスレッ ド  ロガーが使用されます。

• ディ スパッチ ロガー  イベン ト  タイプに基づいた出力先に、 ログ イベン ト を送り
出し ます。 たと えば、 1 つのファ イル ラ イ タ ーにエラー メ ッ セージを送出し 、
デバッグ メ ッセージをほかのファイル ライターに送出するよ うに、ディ スパッチ
ロガーを設定できます。 

• ファイル ライター  ディ スパッチ ロガーからログ イベン ト を受信し、 ファイルに
書き込みます。 既定では ファ イル ラ イターは スレッ ド  ロガーと併用します。

• 電子メール ライター ディ スパッチ ロガーからログ  イベント を受信し、電子メ ール
に送信し ます。 電子メ ール ラ イ ターを使用すると 、 特定のタイプのメ ッ セージ
(エラー メ ッセージなど ) を受信した と きに特定のアド レスに電子メールを送信
できます。

• スクリーン ライター ディ スパッチ ロガーからログ イベン ト を受信し、システム
の標準出力装置 (通常はス ク リーン ) に送信します。 このラ イ ターは、 デバッグ
タイプのメ ッセージに特に役立ちます。
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既定のログ設定既定のログ設定既定のログ設定既定のログ設定

JRun のインス トール時に定義された既定の設定では、 アプ リ ケーシ ョ ンでログ イベ
ン トが発生する と、 このイベン トはメモ リ内のキューに置かれます。 その直後、 制御
がアプリ ケーシ ョ ンに戻されます。 次に、 バッ クグラウンド  スレッ ドによ り、 キュー
からイベン トが読み込まれ、 適切な出力先に各イベン トが転送されます。 

次の図は、 ログ メカニズムの既定の設定を示します。

この既定の設定では、 次の作業が行われます。

1 スレッ ド  ロガーがイベン ト  リ スナと して機能します。info、warning、または error
のイベン トが発生する と、 そのイベン トが記述されている メ ッセージがスレ ッ ド

ロガーのキューに書き込まれます。

2 スレッ ド  ロガーのバッ クグラウンド  スレッ ドによ り、 キューからイベン トが読み
込まれ、 ファ イル ラ イターに送信されます。 

3 ファ イル ラ イターによって、
{jrun.rootdir}\logs\{jrun.server.name}-event.log フ ァ イルにイベン トが
書き込まれます。 

4 ファイルのローテート を行う までに、ログ ファイルには最大 100,000 バイ トの情報
を書き込むこ とができます。 ファイルをローテートする と、 ファイルの内容は別の
ログ ファイルに書き込まれます。最大 5 つのローテート  ファ イルを使用します。こ
の値は変更できます。

ログの設定は global.properties ファ イルで定義し、 サーバーの場合は
local.properties ファ イルで変更します。 これ以降は、 ログ メカニズムを構成する
global.properties ファ イル内のステート メン ト を示します。

各プロパティの詳細については、 455ページの 「ログ プロパティ 」 で説明しています。
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#######################################################################
## ログ サービス
#######################################################################

# サービス クラスと情報
logging.class=allaire.jrun.logging.LoggingService 
logging.format={date MM/dd HH:mm:ss} {log.level} ({log.name})

{log.message}
# カンマ区切り リス ト と してログ レベルを指定します。
# 値は、 debug、 info、 warning、 error、 metrics を組み合わせることができます。
logging.loglevel=info,warning,error
# ログ リスナを定義します。
logging.listeners=threadedlogger

# スレッ ド ロガー。 クライアン トは、 バッ クグラウンド スレッ ドによって処理される
# キューにログ イベン ト を送信します。 ログ イベン トは、
# 複数のログ リスナに送信できます。
logging.threadedlogger.class=allaire.jrun.logging.ThreadedLogger
logging.threadedlogger.listeners=filelogwriter
# ログに記録するイベン ト を定義します。
logging.infoevent=allaire.jrun.logging.InfoLogEvent
logging.debugevent=allaire.jrun.logging.DebugLogEvent
logging.warningevent=allaire.jrun.logging.WarningLogEvent
logging.errorevent=allaire.jrun.logging.ErrorLogEvent
# ディスパッチ ロガー。 このログ リスナは、 各種のログ イベン ト を
# それに合ったリスナに渡します。
logging.dispatchlogger.class=allaire.jrun.logging.DispatchLogger
logging.dispatchlogger.events={logging.infoevent},{logging.debugevent},

{logging.warningevent},{logging.errorevent}
logging.dispatchlogger.destinations=filelogwriter,filelogwriter,filelog

writer,filelogwriter
# スク リーン ログ ライター。 すべてのログ イベン トが、 単に stdout に送信されます。
logging.screenlogger.class=allaire.jrun.logging.ScreenLogWriter
# ファイル ログ ライター。 1つのファイル ログ ライターをすべてのイベント タイプに使用したり、
# ディスパッチ ロガーと併用して各イベン ト  タイプがそれぞれ独自のログを使用できます。
# ファイル名は、 静的な変数 ({install.rootdir} など) と動的な変数 
# ({date}、 {hour}、 {day}、 {month}、 {year} など) のどちらでも構成できます。 
# 動的な変数を使用すると、 ログ イベン トのタイムスタンプが変わったときに
# ログ ファイルの名前が変わります。
logging.filelogwriter.class=allaire.jrun.logging.FileLogWriter
logging.filelogwriter.filename={jrun.rootdir}/logs/

{jrun.server.name}-event.log
logging.filelogwriter.rotationsize=100000
logging.filelogwriter.rotationfiles=5
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例例例例

このセクシ ョ ンでは、 ログ メカニズムの設定例についてい くつか説明します。

複数ファイルへのログ複数ファイルへのログ複数ファイルへのログ複数ファイルへのログ メ ッセージの書き込みメ ッセージの書き込みメ ッセージの書き込みメ ッセージの書き込み

この例では、 警告メ ッセージとエラー メ ッセージのみを  2 つのファ イルに書き込み
ます。 2 つのファイル ライターを設定します。 1 つは警告用で、 1 つはエラー用です。
次の図は、 この構成を示します。 

これらのステート メ ン ト によって、 警告メ ッセージを warning.log とい う ファ イル
に、エラー メ ッセージを error.log とい う ファ イルに書き込むプロパティが定義され
ます。 既定のプロパテ ィ設定への変更は太字で示します。 変更をコ メ ン ト によって
説明します。

logging.class=allaire.jrun.logging.LoggingService 
.format={date MM/dd hh:mm:ss} {log.level} ({log.name}) {log.message}

# ログ警告およびエラー メ ッセージ
logging.loglevel=warning,error 

# ログ リスナを定義します。
logging.listeners=threadedlogger

# イベン ト  リスナとして機能する、 スレッ ド ロガーを定義します。
logging.threadedlogger.class=allaire.jrun.logging.ThreadedLogger 
# ディスパッチ ロガーをスレッ ド ロガーのリスナと して定義します。
logging.threadedlogger.listeners=dispatchlogger 

# イベン ト をファイル ライターに転送するディスパッチ リスナを定義します。
logging.dispatchlogger.class=allaire.jrun.logging.DispatchLogger 
# イベン ト を定義します。 このステート メン ト内のイベン トの順序に注目して ください。
logging.dispatchlogger.events=

{logging.warningevent},{logging.errorevent} 
# 送信先ロガーを定義します。 
# この順序は、 ステート メン ト内のイベン トの順序に一致します。
logging.dispatchlogger.destinations=fileWarnWriter,fileErrWriter 
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# 警告用のファイル ライターを定義します。 
logging.fileWarnWriter.class = allaire.jrun.logging.FileLogWriter 
logging.fileWarnWriter.filename = {jrun.rootdir}/logs/warning.log 
logging.fileWarnWriter.rotationsize = 100000 
logging.fileWarnWriter.rotationfiles = 5 

# エラー用のファイル ライターを定義します。 
logging.fileErrWriter.class = allaire.jrun.logging.FileLogWriter 
logging.fileErrWriter.filename = {jrun.rootdir}/logs/errors.log 
logging.fileErrWriter.rotationsize = 100000 
logging.fileErrWriter.rotationfiles = 5 

ファイルと電子メールへのログファイルと電子メールへのログファイルと電子メールへのログファイルと電子メールへのログ メ ッセージの書き込みメ ッセージの書き込みメ ッセージの書き込みメ ッセージの書き込み

この例では、警告メ ッセージをファイルに、エラー メ ッセージをファイルと電子メール
に書き込みます。

次の図は、 この例の設定を示します。 

この例では、 スレ ッ ド  ロガーから イベン ト を受信する  2 つのリ スナが定義されてい
ます。 ディ スパッチ ロガーによ り、 スレ ッ ド  ロガーからのイベン トが受け取られ、
定義された 2 つのファイル ラ イターのどちらかにこれらのイベン トが転送されます。
電子メール リ スナによ り、 エラー イベン トが監視され、 これらのイベン トに対する
電子メール メ ッセージが生成されます。
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これらのステート メン トによって、 この例のプロパティを定義します。 既定のプロパ
ティ設定への変更は太字で示します。 変更をコ メン トによって説明します。

logging.class=allaire.jrun.logging.LoggingService 
.format={date MM/dd hh:mm:ss} {log.level} ({log.name}) {log.message}

# ログ警告およびエラー メ ッセージ
logging.loglevel=warning,error 

# イベン ト  リスナを指定します。 
logging.listeners=threadedlogger

# イベン ト  リスナとして機能する、 スレッ ド ロガーを定義します。
logging.threadedlogger.class=allaire.jrun.logging.ThreadedLogger 
# スレッ ド ロガーのリスナを定義します。 
logging.threadedlogger.listeners=dispatchlogger,emailErrWriter 

# イベン ト をファイル ライターに転送するディスパッチ リスナを定義します。
logging.dispatchlogger.class=allaire.jrun.logging.DispatchLogger 
# イベン ト を定義します。 このステート メン ト内のイベン トの順序に注目して ください。
logging.dispatchlogger.events= 

{logging.warningevent},{logging.errorevent} 
# 送信先ロガーを定義します。 
# この順序は、 ステート メン ト内のイベン トの順序に一致します。
logging.dispatchlogger.destinations=fileWarnWriter,fileErrWriter 
# 警告用のファイル ライターを定義します。 
logging.fileWarnWriter.class = allaire.jrun.logging.FileLogWriter 
logging.fileWarnWriter.filename = {jrun.rootdir}/logs/warning.log 
logging.fileWarnWriter.rotationsize = 100000 
logging.fileWarnWriter.rotationfiles = 5 

# エラー用のファイル ライターを定義します。 
logging.fileErrWriter.class = allaire.jrun.logging.FileLogWriter 
logging.fileErrWriter.filename = {jrun.rootdir}/logs/errors.log 
logging.fileErrWriter.rotationsize = 100000 
logging.fileErrWriter.rotationfiles = 5 

# 電子メール ライターを定義します。
# 電子メール アドレス、 電子メール ホス ト、 およびメ ッセージ形式を定義します。
logging.emailErrWriter.class=allaire.jrun.logging.SmtpLogWriter 
logging.emailErrWriter.from=JRun-Notification 
logging.emailErrWriter.to=someone@mycompany.com 
logging.emailErrWriter.host=mymailhost 
# 受信するイベン ト を定義します。
logging.emailErrWriter.loglevel=error 
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ログログログログ メ ッセージ定義の変更メ ッセージ定義の変更メ ッセージ定義の変更メ ッセージ定義の変更

前のセクショ ンの例で示すよ う に、イベント  タイプ メ ッセージごと に異なるファイルに
書き込むよ うにログ設定を変更できます。次の図は、ディ スパッチ ロガーを使用して、
ログされたイベン ト を、異なる複数のファイルに書き込むログ メカニズムを示します。 

異なる複数のファ イルにログ イベン ト を書き込むには、 イベン ト  タ イプに基づいた
出力先に、 ロ グ  イベント を送り 出すディ スパッ チ  ロガーを作成し ます。 こ の図の
よ うに、 イベン ト ご とに書き込むファ イルを変えるために、個別にファイル ライター
を作成できます。 

標準出力と標準エラーへのログ出力標準出力と標準エラーへのログ出力標準出力と標準エラーへのログ出力標準出力と標準エラーへのログ出力

既定では、 各 JRun サーバーが System.out-println() および
System.err-println() によって書き込まれた情報を受信し、その情報をログ ファイル
に書き込みます。 ログ ファ イルの既定の名前は、 次のとおりです。

• {jrun.rootdir}/logs/{jrun.server.name}-out.log  標準出力 (System.out)
に書き込まれる情報。

• {jrun.rootdir}/logs/{jrun.server.name}-err.log  標準エラー (System.err)
に書き込まれる情報。

JRun 自身はこれらのファ イルに情報を書き込みません。すべての JRun のログ情報は
{jrun.server.name}-event.log に書き込まれます。

これらのファ イル名と場所を、 JRun サーバーの local.properties ファ イルにある
プロパティ を使用して、 書き換える こ とができます。 これらのプロパテ ィの詳細に
ついては、 462ページの 「システム  ログ プロパティ 」 を参照して ください。

UNIX では、 標準出力と標準エラーに書かれる情報をコンソール ウ ィ ン ド ウに書き
込むよ うに JRun を設定する こ と もできます。 そのためには、 コマン ド  ラ インから
-console オプシ ョ ンを使用して、 JRun を起動します。次の例は、 このコマンドを示し
ます。 

jrun -console -start default 

スク リーン  ラ イターの使用法の詳細については、 450ページの 「スク リーン  ライター
の使用」 を参照して ください。

jrun コマンドの詳細については、 『JRun セッ ト アップ ガイ ド』 を参照して ください。
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メモメモメモメモ

ログ ファ イルのローテートは標準出力と標準エラーには影響を与えません。

電子メールへのログ電子メールへのログ電子メールへのログ電子メールへのログ

次の図は、 ログされた メ ッセージの電子メールによる通知を追加するよ うにログ設定
を変更できるこ とを示します。 

この事例では、 2 つの別の出力先にイベン ト を書き込むためのスレッ ド  ロガーを設定
し ます。 ディ スパッ チ ロガーと 電子メ ール ラ イ ターです。 その後、 ディ スパッ チ
ロ ガーはすべてのイベン ト を別のライターに転送できます。 電子メール ラ イターは、
エラー メ ッセージだけを認識するよ うに設定されています。 次に、 電子メール ラ イ
ターは各エラー メ ッセージを電子メールに書き込みます。 

また、この事例では、1 つのイベン ト  (この場合はエラー) を別の 2 種類の出力先 (ファ
イルや電子メール メ ッセージ ) に送信する方法も示されています。 

スクリーンスクリーンスクリーンスクリーン ライターの使用ライターの使用ライターの使用ライターの使用

ログ出力をスク リーンに表示すると、プロジェク トの開発やテス ト段階で非常に役立つ
場合があり ます。JRun のデバッグ メ ッセージの表示のほかに、ログ メ ソ ッ ドをコード
に追加し、 コンソールにリアル タイムに表示できます。

このセクシ ョ ンでは、 ス ク リーン  ログ ラ イ ターを使用してログ メ ッセージをコン
ソール ウ ィ ン ド ウに出力する方法を説明します。 Windows NT/95/98 と  UNIX では
手順が異な り ます。

このセクシ ョ ンでは次の用語を使用します。

• イベン ト  メ ッセージ タイプです。 JRun のイベン ト  タイプは、 info、 warning、
error、 および debug です。 

• イベン ト  リスナ  イベン トが発生する と、 JRun からイベン ト  リ スナにそのイベ
ン トが転送されます。 JRun のスレッ ド  ロガーではイベン ト をバッ クグラウン ド
スレッ ドでログする こ とによって最高のパフォーマンスが得られるので、 通常は
スレッ ド  ロガーをイベン ト  リ スナと して使用します。ただし、 ライターをイベン ト
リ スナと して使用するこ と もできます。 
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Windows NT/95/98
スク リーン  ログ ラ イターを有効にするには、 次の手順を実行します。 

1 スク リーン  ログ ライターを有効にする  JRun サーバーの local.properties ファ
イルを開きます。 

2 java.exe プロパティを変更して、 {default} または javaw.exe の代わ りに
java.exe へのパスを指定します。 

# Java Virtual Machine へのパス。 ランチャは、 必要に応じてシステム PATH を
使用します。

# 4/17/01 に java.exe に変更しました。
java.exe=C:\\jdk1.2.2\\bin\\java.exe

3 java.System.out および java.System.err プロパティを追加または変更して、
参照を行わないよ うにします。 

# Primordial 出力およびエラー ス ト リームの転送
# 標準出力およびエラーがこれらのファイルに転送されないようにするには、
# -console 引数を指定して JRun を実行します。
#　 8/2/00 に、 スク リーン ロガーが有効にならないように変更しました。
#java.System.out={jrun.rootdir}/logs/{jrun.server.name}-out.log
#java.System.err={jrun.rootdir}/logs/{jrun.server.name}-err.log
java.System.out=
java.System.err=

4 logging.threadedlogger.listeners プロパティを追加し、 screenlogger および
使用するその他のライターを指定します。 

# 4/17/01 にスクリーン ロガーを追加しました。
logging.threadedlogger.listeners=screenlogger,filelogwriter

ラ イターは明示的に指定する必要があ り ます。 global.properties で指定された
ライターを有効にする場合は、 {default} を使用しないで ください。 

5 プロパティ  ファ イルを保存します。 

6 JRun サーバーをアプリケーシ ョ ンと して再起動します。 

メモメモメモメモ

ス ク リーン  ログ ラ イ ターは、 Windows NT 上で JRun を  Windows サービス と して
実行している場合は動作しません。 JRun を  NT サービスと して実行している場合は、
[コン ト ロール パネル ] の [サービス ] でサービスを停止し、 [スタート ] > 
[プログラム ] > [JRun 3.1] > [JRun サーバー ] を ク リ ッ ク して ください。 別の DOS コ
ンソールにログ エン ト リが表示されます。 スク リーン  ログ ラ イ ターの出力例につい
ては、 452ページの 「標準出力」 を参照して ください。 
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Unix/Linux
スク リーン  ログ ラ イターを有効にするには、 次の手順を実行します。

1 スク リーン  ログ ライターを有効にする  JRun サーバーの local.properties ファ
イルを開きます。 

2 logging.threadedlogger.listeners プロパティを追加し、 screenlogger および
使用するその他のライターを指定します。 

# 4/17/01 にスクリーン ロガーを追加しました。
logging.threadedlogger.listeners=screenlogger,filelogwriter

ラ イターは明示的に指定する必要があ り ます。 global.properties で指定された
ライターを有効にする場合は、 {default} を使用しないで ください。 

3 プロパティ  ファ イルを保存します。 

4 JRun サーバーを停止します。 たとえば、 次のコマンドを発行します。 

jrun -stop default

5 次の例に示すよ うに、 -console 引数を使用して JRun を再起動します。 

jrun -console -start default

現在のコンソールにログ エン ト リが表示されます。 

標準出力標準出力標準出力標準出力

JRun をバッ クグラ ウン ドで実行しながら コンソール ウ ィ ン ド ウを開いたら、 次の
ページをブラウザで開いて、デモ サーブレッ トにアクセスします (ポート番号は異なる
場合があ り ます)。

http://localhost:8100/demo/index.html

コンソール ウ ィンド ウの出力は、ログ ファ イルの出力と同じです。次に例を示します。

09/20 11:14:18 info (JRun) invoker:init
09/20 11:14:18 info (JRun) SimpleServlet:init
09/20 11:14:23 info (JRun) CounterServlet:init
09/20 11:14:26 info (JRun) SnoopServlet:init

ログ設定によって、 詳細レベルが異なる場合があ り ます。

java.System.out プロパティ と  java.System.err プロパティを使用する と、
System.out メ ッセージと  System.err メ ッセージが servername-out.log と
servername-err.log に出力されます。 ただし、 JRun のログ アーキテクチャはこれら
のファ イルには使用されません。
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ログログログログ メカニズムの定義メカニズムの定義メカニズムの定義メカニズムの定義

組み込みのログとは異なる ログ メ カニズムを定義できます。 ロガーを作成したら、
ロガーに 「名前を付けて」 定義し、 ロガーのプロパティを指定し、サーブレッ ト  コード
の名前によってそのロガーを要求します。

local.properties ファ イルに 「ログ グループ」 を作成し、 ほかのプロパティを使用
してロガーの特性を定義し、 指定したロガーを定義します。

た とえば、 次のステート メン トによって、 myloggroup とい う ログ グループを定義し
ます。 このログ グループでは、 デバッグおよび情報レベルのメ ッセージを
mylogfile.log ファ イルに書き込みます。各メ ッセージでは、定義された形式が使用
されます。

# ログ グループのカンマ区切り リス ト
logging.groups=myloggroup

# 'myloggroup' - リスナとそれに対応するロガーを設定します。
# 対応するロガー値は、 ログ レベル (debug、 info、 warning、 error、 metrics) の
# カンマ区切り リス トです。
logging.groups.myloggroup.listeners=mythreadedlogger
logging.groups.myloggroup.mylogger_di=debug,info

# カスタム リスナ
logging.mythreadedlogger.class=allaire.jrun.logging.ThreadedLogger
logging.mythreadedlogger.listeners=myfilelogwriter

# 'myfilelogwriter' - クラス、 送信先フ ァイル、 メ ッセージ形式
logging.myfilelogwriter.class=allaire.jrun.logging.FileLogWriter
logging.myfilelogwriter.filename={jrun.rootdir}/logs/mylogfile.log
logging.myfilelogwriter.format={date MM/dd HH:mm:ss} {log.level}

{log.message}

このステート メ ント を使用すると 、指定されたロガーをサーブレッ ト 内で要求できます。

Logger logger = LogManager.getLogger("mylogger_di");

指定されたロガーのイベン トの一覧と一致するログ イベン トは ( この場合は debug
および info)、 mylogfile.log に書き込まれます。
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ログログログログ メ ッセージの形式メ ッセージの形式メ ッセージの形式メ ッセージの形式

次の例は、 JRun ログから抜き出したものです。 

05/02 14:48:46 info (JRun) Loading monitor
05/02 14:48:46 warning (license) JRun 3.0 will expire on Jul 15, 2000
05/02 14:48:46 info (JRun) Loading license
05/02 14:48:46 info (JRun) Loading control
05/02 14:48:46 info (license) Enabling unlimited concurrency for JRun 

3.0
05/02 14:48:46 info (control) control listening on *:53000
05/02 14:48:46 info (JRun) Loading ejb
05/02 14:48:52 info (ejb) Loading java:comp/env/ejb/TxnHome...

既定のログ メ ッセージ形式には、日付と時刻、 メ ッセージの種類、 メ ッセージを生成
した JRun サービス名、 メ ッセージの内容が含まれます。 メ ッセージの形式は変更でき
ます。 

ログ情報の形式ログ情報の形式ログ情報の形式ログ情報の形式

local.properties のプロパティを使用して、ログ メ ッセージの形式を制御できます。
次の例は、 既定の形式のログ メ ッセージです。

12/01 04:21:49 info (JRun) default-app Ready.

この既定のログ メ ッセージは次の形式で記述されています。 

{date MM/dd hh:mm:ss} {log.level} ({log.name}) {log.message}

形式は変更できます。 また、 メ ッセージに追加情報を含めるこ と もできます。 有効な
形式 コ ンポーネ ン ト の一覧については、 455ページの 「一般プ ロ パテ ィ 」 の
logging.format の説明を参照して ください。

次の例では、 日、 月、 およびメ ッセージだけが含まれる よ うにメ ッセージの形式が
設定されています。この形式では {log.level} コンポーネン トが省略されているので、
イベン ト  タイプが 1 つしかないメ ッセージをファイルに書き込む場合に適しています。

logging.format={day} {month} {log.message} 

次のエラー イベン トは、 この形式で表示されます。

06 12 could not initialize SnoopServlet

このエラーは 12 月 6 日に発生し、 SnoopServlet サーブレッ ト を  JRun が発見できな
かったこ とが原因です。

{date MM/dd hh:mm:ss} 日付と時刻の形式で、 24 時間形式を使用します。
{log.level}  info、 warning、 error、 またはdebug のイベン ト  タ イプ

です。

({log.name}) かっこ内に表示されたメ ッセージを生成する JRun サービス
です。

{log.message} メ ッセージ テキストです。
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ログログログログ プロパティプロパティプロパティプロパティ

このセクシ ョ ンでは、 JRun ログ メカニズムの設定に使用する次のプロパティのカテ
ゴ リについて説明します。

• 「一般プロパティ 」 455ページ

• 「スレッ ド  ロガー プロパティ 」 456ページ

• 「ディ スパッチ ロガー プロパティ 」 457ページ

• 「ファ イル ラ イター プロパティ 」 458ページ

• 「電子メール ラ イター プロパティ 」 461ページ

• 「スク リーン  ラ イター プロパティ 」 462ページ

• 「システム  ログ プロパティ 」 462ページ

一般プロパティ一般プロパティ一般プロパティ一般プロパティ

このセクシ ョ ンでは、 JRun ログ メ カニズムを設定して有効にする場合に使用する、
一般プロパティについて説明します。 

logging.class

ログ サービスのク ラスは、 allaire.jrun.logging.LoggingService です。

logging.format 

ログ メ ッセージの形式です。 既定のメ ッセージ形式は次のとおりです。 

{date MM/dd HH:mm:ss} {log.level} ({log.name}) {log.message}

こ の形式では、 メ ッ セージに日付、 時刻、 イベント  タ イ プ、 イベント 生成者、
およびメ ッセージ テキス トが表示される よ うに設定されています。 メ ッセージ
形式を定義する場合、 次のコンポーネン トが使用できます。

• {date}  yyyyMMdd の形式で表された現在の日付

• {date <format>}  現在の日付の形式。 適切な値については、
{jrun.rootdir}/docs/api ディ レク ト リにある  Java マニュアルの
java.text.SimpleDateFormat ク ラスに関する記述を参照して ください。 

• {day}  日付で、 01 ～ 31 の 2 桁の数字 

• {month}  月で、 01 ～ 12 の 2 桁の数字 

• {year}  年で、 4 桁の数字

• {hour}  時刻で、 00 ～ 23 の 2 桁の数字 

• {julian}  現在の日付をユリ ウス暦で表したもの

• {thread.name}  現在のスレッ ド名 

• {thread.hashcode}  現在のスレッ ド  ハッシュコード  

• {thread.id}  現在のスレッ ド  ID。 この ID は 8 文字の 16 進数形式で表され
たハッシュコードです。 

• {log.level}  ログ イベン ト  タイプ (debug、 error、 info、 warning)



456 第 38 章 ログ
• {log.name}  ログ メ ッセージを生成する  JRun サービスの名前。 既定では、
この名前はかっこで囲まれます。

• {log.message}  ログ イベン ト  メ ッセージ

logging.loglevel 

カンマ区切り リ ス ト と し て指定した、 ロ グする イベント のタ イ プ。 使用可能な
イベン ト  タ イプは、 debug、 error、 info、 および warning です。 既定のログ
レベルは、 次のよ うに設定されています。

info、 warning、 error

ログ  イベン ト の一覧が空白の場合は、 すべてのログ イベン トが記録されます。
さらに、 ログ メカニズムは Web サーバーと  JRun の間の接続についてのメ ト リ ッ ク
イベン ト を受信できます (第 37 章を参照)。

logging.listeners

ログ  イベン ト  リ スナのカンマ区切 り リ ス ト です。 このプロパテ ィ を使用して、
ログ  メカニズムを有効にします。 このリ ス トが空白の場合、 ログ イベン トは記録
されません。このリ ス トは、実際のイベン ト  ログを記録している リ スナの論理名に
相当します。 

JRun のインス トール時に行われるログ メカニズムの既定の設定では、このプロパ
ティには既定のスレ ッ ド  ロガーの論理名 threadedlogger が設定されています。
この設定では、スレッ ド  ロガーにより 、すべてのログ  イベント が記録され、その後、
既定のディ スパッチ ロガーに転送されます。 ログ メカニズムの既定の設定の説明
については、 444ページの 「既定のログ設定」 を参照して ください。

こ こで指定された各リ スナについて、 リ スナを定義するためのプロパティを、プロ
パティ  ファ イルに指定する必要があ り ます。 

スレッ ドスレッ ドスレッ ドスレッ ド  ロガーロガーロガーロガー プロパティプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ

これらのプロパティによって、 logging.listeners プロパティで指定された
threadedlogger を定義します。 logging.listeners プロパティにほかのロガーを
含める場合は、 これらのプロパティの threadedlogger をロガーの名前に置き換え、
このセクシ ョ ンのプロパティを使用して、 ロガーのク ラス と リ スナを定義する必要が
あ り ます。

このセクシ ョ ンで説明するプロパティの形式は次のとおりです。 

logging.<loggerName>.propertyName = propertyValue

こ こで loggerName は、前のセクシ ョ ンで説明した logging.listeners プロパティで
定義したロガーの論理名です。 

既定の設定では、 JRun によ り、次のプロパティが設定された threadedlogger スレッ ド
ロガーが作成されます。

logging.threadedlogger.class=allaire.jrun.logging.ThreadedLogger 
logging..threadedlogger.listeners=filelogwriter 
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既定では、スレッ ド  ロガーによって 1 つのリ スナが定義されます。 このリ スナによって
すべてのイベン トがロガーから  1 つのファイル ログ ライターに送信されます。 

logging.<loggerName>.class

スレッ ド  ロガー ク ラスの名前。 allaire.jrun.logging.ThreadedLogger のプロ
パティ値を使用する必要があ り ます。 

logging.<loggerName>.listeners

スレッ ド  ロガーのキューからイベン ト を受け取る リ スナを指定します。1 つ以上の
リ スナと、ディ スパッチ ロガーか、またはライターを 1 つ定義する必要があ り ます。 

既定では、 スレッ ド  ロガーに指定された リ スナのみが filelogwriter で、 これは
既定のファイル ラ イターの論理名です。 次に、 既定のファイル ラ イターは 1 つの
ファイル ラ イターにすべてのイベン ト を送り ます。 ログ メカニズムの既定の設定
の説明については、 444ページの 「既定のログ設定」 を参照して ください。

ディスパッチディスパッチディスパッチディスパッチ ロガーロガーロガーロガー プロパティプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ

ディ スパッチ ロガーはログ イベン ト を受け取 り、 1 つ以上のログ  リ スナにこのイベ
ン ト を転送します。 ディ スパッチ ロガーを使用する と、 イベン トのタイプに応じて、
イベン ト を受け取る リ スナを選択できるよ うにな り ます。 したがって、 4 種類のイベ
ン ト  タイプに対応させて、 4 種類のリ スナにイベン ト を転送できます。

このセクシ ョ ンで説明するプロパティの形式は次のとおりです。 

logging.<dispatchLoggerName>.propertyName = propertyValue

こ こで、 dispatchLoggerName には、 使用しているディ スパッチ ロガーの論理名が
入 り ます。 

既定の設定では、 JRun によ り、 次のプロパティを使用して、 ディ スパッチ ロガーが
1 つ定義されます。 

logging.dispatchlogger.class=allaire.jrun.logging.DispatchLogger 
logging.dispatchlogger.events={logging.infoevent},{logging.debugevent},

{logging.warningevent},{logging.errorevent}
logging.dispatchlogger.destinations=filelogwriter,filelogwriter,filelog

writer,filelogwriter 

logging.<dispatchLoggerName>.class

スレッ ド  ロガー ク ラスの名前。 allaire.jrun.logging.DispatchLogger の値を
使用する必要があ り ます。 
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logging.<dispatchLoggerName>.events

カンマ区切り リ ス ト と してディ スパッチ ロガーによ り送信されるイベン ト。 既定
値は次のとおりです。

{logging.infoevent},{logging.debugevent},{logging.warningevent},
{logging.errorevent}

ディ スパッチ ロガーで転送する必要のあるイベン トだけを指定します。 

logging.<dispatchLoggerName>.destinations

ディ スパッチ ロガーからのイベン トの出力先となる リ スナのカンマ区切り リ ス ト 。
リ スナは logging.dispatchlogger.events プロパティで指定されたイベン トの
順に指定して ください。

既定値は次のとおりです。

filelogwriter,filelogwriter,filelogwriter,filelogwriter

この設定では、 イベン トはすべて既定のファイル ライターに書き込まれます。 

ファイルファイルファイルファイル ライターライターライターライター プロパティプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ

このセクシ ョ ンでは、 ファ イル ラ イ ターの設定方法について説明します。 ファ イル
ライターはイベン ト を受けとって、 ファ イルに書き込みます。

このセクシ ョ ンで説明するプロパティの形式は次のとおりです。 

logging.<fileLoggerName>.propertyName = propertyValue

こ こで、fileLoggerName には、使用しているファ イル ラ イターの論理名が入り ます。 

JRun のインス トール時に行われたログ メ カニズムの既定の設定では、 次のプロパ
ティを使用して、 ファ イル ラ イターが 1 つ定義されています。 

logging.filelogwriter.class = allaire.jrun.logging.FileLogWriter
logging.filelogwriter.filename = {jrun.rootdir}/logs/

{jrun.server.name}-event.log
logging.filelogwriter.rotationsize = 100000
logging.filelogwriter.rotationfiles = 5

これらのプロパティによ り、filelogwriter ファ イル ラ イターが作成されます。既定
の設定では、すべてのイベン トは、 JRun のインス トール ディ レク ト リの logs ディ レ
ク ト リにある  {jrun.server.name}-event.log ファ イルに書き込まれます。

logging.<fileLoggerName>.class

ファ イル ラ イター ク ラスの名前。allaire.jrun.logging.FileLogWriter が指定
されます。 

logging.<fileLoggerName>.filename 

このファイル ロガーによってすべてのイベン トが書き込まれるファ イル名。

既定では、 このフ ァ イル名は {jrun.server.name}-event.log で、 JRun インス
トール ディ レク ト リの logs ディ レク ト リにあ り ます。 こ こで、
{jrun.server.name} には、 default などの JRun サーバー名が入り ます。 
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logging.<fileLoggerName>.rotationsize 

ファ イルがローテート されるまでの、ログ ファ イルのサイズの最大値 (単位はバイ
ト )。 ファ イルがローテート される と、 ログ メ カニズムによる現在のログ ファ イ
ルへの書き込みは停止され、新しいログ ファイルが作成されます。すべての新しい
イベン トは、 新しいログ ファイルに書き込まれます。 このプロパティを使用して、
ログ ファイルの最大サイズを制御できます。 

保持するログ ファ イルの数を指定するには、 ログ メ カニズムの rotationfiles
プロパティを使用します。たとえば、rotationfiles を 2 に設定する と、 ログ メカ
ニズムによって 2 つのローテート  ファ イルを持つログ ファ イルがログ ラ イ ター
用に確保されます。 すでに 2 つのログ ファ イルがある と きに、 あるイベン トによ
り、 ログ ファ イルがローテート  サイズを超えてしまった場合、古い方のログ ファ
イルが削除され、 新しいファイルが作成されます。 

rotationsize の既定値は 100000 です。 サイズはバイ ト 、 キロバイ ト  (10 k) また
はメガバイ ト  (10 m) 単位で指定します。 

た とえば、 ログ イベン ト を  event.log ファ イルに書き込むよ うにファ イル ラ イ
ターを設定し、 rotationfiles=3 および rotationsize=100000 に設定し ます。
次のログ イベン トによってログ ファ イルのサイズが 100000 バイ ト を超える と、
ログ ファ イルがローテート され、 次の順序のよ うにな り ます。

• event_3.log ファ イルがある場合は、 このファイルが削除されます。

• event_2.log ファ イルがある場合は、 このファイルの名前が event_3.log に
変更されます。 

• event_1.log ファ イルがある場合は、 このファイルの名前が event_2.log に
変更されます。 

• event.log の名前が event_1.log に変更されます。 

• event.log が作成されます。 

logging.<fileLoggerName>.rotationfiles

ローテート  ファ イルの数。 上記の 「logging.<fileLoggerName>.rotationsize」

に関する注意事項を参照して ください。 

既定値は 5 です。

logging.<fileLoggerName>.format 

ログ メ ッセージの形式を指定します。この設定は、logging.format プロパティを
使用して指定したログ形式を書き換えます。このプロパティの値の一覧については、
455ページの 「一般プロパティ 」 にある 「logging.format」 の説明を参照して く
ださい。
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logging.<fileLoggerName>.heading

JRun によ り最初にログ ファ イルに書き込みが行われる と きに、 このファ イルの
先頭に挿入されるログ ファイル ヘッダ。ヘッダには、 タイムスタンプなどの動的な
プロパティを含むどのよ うなテキス トでも使用できます。 次の例では、 ログ ファ
イルに作成日時が書き込まれます。

logging.filelogwriter.heading==# 作成日 {date MM/dd hh:mm:ss} 

また、プロパティ  logging.fileLoggerName.heading.lineN を使用して、ヘッダを
挿入するこ と もできます。logging.fileLoggerName.heading プロパティ、または
logging.fileLoggerName.heading.lineN プロパティのどちらかを使用できます。
両方は使用できません。 

logging.<fileLoggerName>.heading.lineN

JRun によ り最初にログ ファ イルに書き込みが行われる と きに、 このファ イルの
先頭に挿入される複数行のログ ファイル ヘッダの 1 行。プロパティ  コンポーネン ト
lineN には、 ヘッダの行番号を指定します。

ヘッダには、 タイムスタンプなどの動的なプロパティを含むどのよ うなテキス ト
でも使用できます。 次の例では、 ログ ファ イルに作成日時が書き込まれます。

logging.filelogwriter.heading.line1=#-------------------------------
logging.filelogwriter.heading.line2=# 作成日{date MM/dd hh:mm:ss} 
logging.filelogwriter.heading.line3=# これが JRun ログ ファイルです。
logging.filelogwriter.heading.line4=#-------------------------------

行番号は 1 から始まる必要があ り ます。 連続する次の行が見つからないと、 ログ
ライターによるヘッダ行の検索は終了します。 
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電子メール電子メール電子メール電子メール ライターライターライターライター プロパティプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ

ログ メ ッセージを電子メール メ ッセージに転送するには、電子メール ライターを作成
します。 このセクシ ョ ンでは、 電子メール ラ イ ターに設定するプロパティについて
説明します。 例については、 447ページの 「ファ イルと電子メールへのログ メ ッセー
ジの書き込み」 を参照して ください。

このセクシ ョ ンで説明するプロパティの形式は次のとおりです。 

logging.<mailLoggerName>.propertyName = propertyValue

こ こで、mailLoggerName には、使用する電子メール ラ イターの論理名を指定します。 

logging.<mailLoggerName>.class

メール ラ イ ター ク ラス名。 allaire.jrun.logging.SmtpLogWriter が指定され
ます。 

メモメモメモメモ

電子メール サーバーでは、 sun.net.smtp.SmtpClient が必要ですが、 すべての
サーバーでこのク ライアン トが使用できるわけではあ り ません。 

logging.<mailLoggerName>.from

生成された電子メール アドレスの 「from」 の部分。 この値に空白を入れるこ とは
できません。

logging.<mailLoggerName>.to

生成された電子メール アドレスの 「to」 の部分。 この値に空白を入れるこ とはでき
ません。

logging.<mailLoggerName>.host

電子メール ホス ト 。 この値に空白を入れるこ とはできません。

logging.<mailLoggerName>.loglevel

電子メール メ ッセージを生成するログ イベン トのカンマ区切り リ ス ト。指定できる
値は info、 warning、 error、 および debug です。

logging.<mailLoggerName>.format

ログ メ ッセージの形式を指定します。この設定は、logging.format プロパティを
使用して指定したログ形式を書き換えます。このプロパティの値の一覧については、
455ページの 「一般プロパティ 」 にある  logging.format プロパティの説明を参照
して ください。 
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スクリーンスクリーンスクリーンスクリーン ライターライターライターライター プロパティプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ

このセクシ ョ ンでは、スク リーン  ライターの設定方法について説明します。スク リーン
ライターはイベン ト を受け取 り、 これを標準出力に書き込みます。 標準出力は通常、
使用しているコンピュータのスク リーンにな り ます。

このセクシ ョ ンで説明するプロパティの形式は次のとおりです。 

logging.<screenLoggerName>.propertyName = propertyValue

こ こで、screenLoggerName には、使用するスク リーン ライターの論理名を指定します。 

logging.<screenLoggerName>.class

スク リーン  ラ イター ク ラス名を指定します。
allaire.jrun.logging.ScreenLogWriter の値を使用する必要があ り ます。 

logging.<screenLoggerName>.format

ログ メ ッセージの形式を指定します。この設定は、logging.format プロパティを
使用して指定したログ形式を書き換えます。このプロパティの値の一覧については、
455ページの 「一般プロパティ 」 にある 「logging.format」 の説明を参照して く
ださい。

システムシステムシステムシステム ログログログログ プロパティプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ

既定では、 Web アプリ ケーシ ョ ンによって標準出力と標準エラーに書かれた情報を、
JRun サーバーが取得し、 ログ ファ イルに書き込みます。 次のプロパティを使用して、
これらのログ ファ イルの名前と場所を設定し、 ログ ファ イルにスタ ッ ク  ト レースを
含めるよ うに JRun を設定できます。 

java.System.out

標準出力に書き込まれた情報を含むファ イルの、 名前と場所を設定します。 既定
では、 JRun はこれらの情報を次のファイルに書き込みます。

{jrun.rootdir}/logs/{jrun.server.name}-out.log

こ こで、 {jrun.server.name} には、 JRun サーバーの名前が入り ます。

java.System.err 

標準エラ ーに書き 込まれた情報のためのファ イ ルの名前と 場所を設定し ます。
既定では、 JRun はこれらの情報を次のファイルに書き込みます。

{jrun.rootdir}/logs/{jrun.server.name}-err.log

こ こで、 {jrun.server.name} には、 JRun サーバーの名前が入り ます。



第 39 章

Web アプリケーショ ンの認証アプリケーショ ンの認証アプリケーショ ンの認証アプリケーショ ンの認証
多くの Web サーバーとアプ リ ケーシ ョ ンにと ってセキュ リ テ ィは非常に重要です。
セキュ リティによって、 承認されたユーザだけが Web サイ ト上のリ ソースにアクセス
できる こ とが保証されます。最新の Java サーブレッ ト  API では、Web アプリ ケーシ ョ
ン  レベルでのリ ソースのユーザ アクセス権限を制御する認証メカニズムが定義され
ています。 JRun はこの認証メカニズムをサポート しています。 

この章では、 JRun 認証メカニズム と認証制限を  Web アプ リ ケーシ ョ ンに適用する
方法について説明します。 
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認証認証認証認証

セキュ リ テ ィはインターネッ ト上で公開するアプ リ ケーシ ョ ンにと って重要です。
インターネッ ト  アプ リ ケーシ ョ ンに関するセキュ リ テ ィ問題に対処するため、 Java
サーブレッ ト  API バージョ ン 2.2 の仕様書では、Web アプリケーシ ョン内部のリ ソース
へのユーザ アクセスを制御するための認証メカニズムが定義されています。JRun では、
Java サーブレッ ト  API に基づいて、 最新のセキュ リ テ ィ  メカニズムをサポート して
います。

認証メカニズムはロール ベースです。つま り、Web アプリケーシ ョ ンにアクセスする
すべてのユーザには 1 つまたは複数のロールが割り当てられます。 ロールの例は、
manager、 developer、 および customer です。

アプリ ケーシ ョ ン開発者は、Web アプリ ケーシ ョ ン、 またはアプリケーシ ョ ンを構成
する個々のリ ソースに用途別ロールを割り当てるこ とができます。 JRun では、ユーザ
に Web アプ リ ケーシ ョ ン  リ ソースへのアクセス権限が与えられる前に、ユーザが認
証されている こ と  (つま り ログインしている こ と )、 およびユーザに リ ソースへのア
クセス権を持つロールが割り当てられている こ とが確認されます。 Web アプ リ ケー
シ ョ ンの非認可アクセスは、非認可アクセスであるこ とを示す HTTP 403 エラーとな り
ます。

認証には、 ユーザに関する情報をWeb サイ トに保存する必要があ り ます。 この情報
には、各ユーザに割り 当てられているロールが含まれています。 また、 ユーザ アクセス
を認証する  Web サイト には通常、ログイン  メ カニズムが実装され、パスワードによって
各ユーザの ID を検証します。Web サイ トでユーザが承認される と、サイ トはユーザの
ロールが判別できます。 
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認証の例認証の例認証の例認証の例

認証メカニズムがどのよ うに行われるかを示すには、 例を示すのが最適です。 この例
では、 developer のロールを割り当てられているユーザだけが Web アプリケーシ ョ ン
にアクセスできます。 

次に示す手順でこのメカニズムを説明します。

1 ユーザは Web アプリ ケーシ ョ ン リ ソースを要求します。Web アプリケーシ ョ ンで
は、 アプ リ ケーシ ョ ンからページが返される前に要求が認証されなければな り ま
せん。

認証の必要条件は、 アプ リ ケーシ ョ ン開発者が Web アプ リ ケーシ ョ ン  レベルで
設定します。 JRun サーバーによって実行される  Web アプリケーシ ョ ンでは、 認証
を個別に有効または無効に設定できます。 

2 アプリ ケーシ ョ ンを実行するアプリケーシ ョ ン  サーバーは要求を ト ラ ップし、
ユーザにログインを要求します。

ユーザがすでにログインしている場合、 この手順は省略されます。

3 ユーザは、 ユーザ名とパスワードを指定してログインします。

4 ログインが無効の場合、JRun からユーザに HTTP 401 エラー (非認可アクセス ) が
返されます。 
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5 ユーザ名とパスワードが有効であれば、 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバーは、 ユーザが
アプリ ケーシ ョ ンへのアクセスに必要なロールが割り当てられているかど うかを
判別します。

6 ユーザが リ ソースへのアクセス権を持っていない場合、 JRun からユーザに
HTTP 403 エラー (非認可アクセス ) が返されます。 

7 ユーザが リ ソースへのアクセス権を持っている場合、アプリケーシ ョ ン  サーバーは
要求されたページのサービスを実行します。

この例からわかるよ うに、Web アプリケーシ ョ ンとアプ リケーシ ョ ンを実行するアプ
リ ケーシ ョ ン  サーバーが連動する こ とで認証が実行されます。 アプ リ ケーシ ョ ンは
認証が必要かど うかを指定し、必要な場合は、アプリケーシ ョ ンへのアクセスに必要な
ユーザのロールを指定します。 JRun サーバーは、Web アプ リ ケーシ ョ ンが認証を必
要としているこ とを認識して、 ユーザ アクセスを検証する メカニズムを実施します。 

ユーザ、 グループ、 およびロールユーザ、 グループ、 およびロールユーザ、 グループ、 およびロールユーザ、 グループ、 およびロール

認証は各ユーザに割り当てられているロールに基づいて行われます。 ユーザが Web
アプリ ケーシ ョ ンにアクセスするには、 アプ リケーシ ョ ンにアクセスする権限を与え
られているロールがユーザに割り当てられている必要があ り ます。 

ユーザ、 グループ、 およびロールの 3 つのエンティティから構成される階層によって
ユーザを配置します。 次の図は、 この階層を示します。
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この図に示すよ うに、 ユーザにはグループを割り当てたり、 ロールを直接割り当てる
こ とができます。 グループを使用する と、 ユーザを  1 つにま とめて、 ユーザ グループ
全体に特定のロールを割り当てるこ とができます。 

この図では、 enigineering、 employees、 および external の 3 つのグループにユーザ
が分類されています。 ユーザとグループには、 特定のロールである、 administrator、
internal、 developer、 customer、 manager、 および all が割り当てられます。 

アプリケーシ ョ ン認証とサーバー認証アプリケーシ ョ ン認証とサーバー認証アプリケーシ ョ ン認証とサーバー認証アプリケーシ ョ ン認証とサーバー認証

認証には 2 つの異なる部分があ り ます。 Web サイ ト でアプ リ ケーシ ョ ン認証を行 う
には、 両方と も実装する必要があ り ます。

認証の最初の部分は、 アプリ ケーショ ン  レベルで行われます。 アプリ ケーショ ン
開発者は、 アプ リ ケーシ ョ ンへのアクセス権を持つロールを割り当てます。 認証の
この部分は定義段階と考える こ とができます。 つま り、 アプ リ ケーシ ョ ン開発者は、
アプ リ ケーシ ョ ンにアクセスするのに必要なアクセス  ロールを定義します。 アプ リ
ケーシ ョ ンの認証権の設定の詳細については、 469ページの 「アプリ ケーシ ョ ン認証
の設定」 を参照して ください。

認証の2 番目の部分は、 アプ リ ケーシ ョ ンを実行するアプ リ ケーシ ョ ン  サーバーに
よって行われます。 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバーでは、 ユーザの証明を検証します。
通常はログイン  メカニズムによってユーザを認証し、 次に Web アプ リ ケーシ ョ ンに
対するユーザのアクセス権を認証します。 認証のこの部分を実施段階と考えるこ とが
できます。 認証に関するアプリケーシ ョ ン  サーバーの設定の詳細については、
478ページの 「サーバー認証メカニズムの制御」 を参照して ください。

これらの 2 つの認証段階は互いに独立しています。つま り、アプリケーショ ン開発者は、
Web アプ リ ケーシ ョ ンを実行するアプ リ ケーシ ョ ン  サーバーが実際にどのよ うに
認証を行っているかを知る必要はあ り ません。 開発者に関係のあるのは、 アクセス権
を指定する部分だけです。 

サーバーが認証を実施する時期サーバーが認証を実施する時期サーバーが認証を実施する時期サーバーが認証を実施する時期

認証は要求があるたびに行われます。 JRun サーバーは Web アプリケーシ ョ ンに対する
すべての要求を確認して認証します。 

1 台の JRun サーバーで複数のアプリケーシ ョ ンを処理できるので、JRun サーバー内の
1 つのアプリ ケーシ ョ ンへのアクセス権を持つユーザは、 JRun サーバー内の同じアク
セス権を持つほかのすべてのアプリケーシ ョ ンにもアクセスできます。 
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JRun 認証メカニズムの設定認証メカニズムの設定認証メカニズムの設定認証メカニズムの設定

JRun 認証メカニズムを設定するには、 プロパティ  ファ イルを使用します。 JRun 管理
コンソール (JMC) によって認証を制御するこ とはできません。 

JRun の 1 つのインス トールに関連付けられているすべての JRun サーバーの認証メカ
ニズムの既定の設定は global.properties フ ァ イルに保存されます。 個々の JRun
サーバーの既定の設定を変更する場合は、 該当するサーバーの local.properties
ファ イルの設定を変更します。 

JRun 認証メカニズムの既定の設定は次のとおりです。 

# 認証
authentication.service=propfile 
authentication.class=allaire.jrun.servlet.ResourceAuthenticator
authentication.propfile.class=allaire.jrun.security.PropertyFileAuthent

ication 
authentication.propfile.filename={jrun.rootdir}/lib/users.properties 

これらの設定は JRun 認証サービスの名前を  propfile と定義し、 認証メカニズムを
定義する  Java ク ラスの名前を指定して、 users.properties ファ イルの場所を指定し
ます。 JRun サーバーで実装されている認証メカニズムでは、 users.properties を
使用してユーザ、 グループ、 およびロールに関する情報を保持します。 このファイル
の詳細については、 478ページの 「既定の JRun 認証メカニズムの使用法」 を参照して
ください。 

JRun サーバーの JRun 認証メカニズムを無効にするには、 次のよ うに、
local.properties にある  webapp.services プロパテ ィから認証サービスを削除
します。

# global.properties から継承された
# 既定の webapp.services プロパティ設定値
# webapp.services=scheduler,logging,session,authentication,jsp,file
# 認証を削除する修正されたプロパティ
webapp.services=scheduler,logging,session,jsp,file

このプロパティ設定は、 JRun サービスの一覧から  JRun 認証メカニズムのサービスを
削除し、 JRun サーバーの認証が行われないよ うにします。
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アプリケーシ ョ ン認証の設定アプリケーシ ョ ン認証の設定アプリケーシ ョ ン認証の設定アプリケーシ ョ ン認証の設定

認証では、アプ リ ケーシ ョ ン開発者が Web アプリケーシ ョ ンに対して定義したロール
をアプリ ケーシ ョ ンを実行するサーバーで適用する必要があ り ます。 このセクシ ョ ン
では、 アプリ ケーシ ョ ンの開発時にロールとその他の認証情報をアプリケーシ ョ ンに
設定する方法について説明します。 

この情報をアプ リ ケーシ ョ ン  サーバーでどのよ うに解釈して適用するかを設定する
方法については、478ページの「サーバー認証メカニズムの制御」を参照して ください。

アプリ ケーシ ョ ンの開発と公開の一環と して、 次の手順を実行してアプリケーシ ョ ン
の認証を設定する必要があ り ます。

1 アプリ ケーシ ョ ンにアクセス  ロールを割り当てる。

2 アプリ ケーシ ョ ン  サーバーがユーザを認証する方法を指定する。

アプ リ ケーシ ョ ン認証を制御する情報は、 アプ リ ケーシ ョ ンの公開記述子である

web.xml ファ イルに含まれています。 この情報を設定するには、 web.xml を編集する
必要があ り ます。 

Web アプリケーシ ョ ンへの認証ロールの割り当てアプリケーシ ョ ンへの認証ロールの割り当てアプリケーシ ョ ンへの認証ロールの割り当てアプリケーシ ョ ンへの認証ロールの割り当て

Web アプリ ケーシ ョ ンへのアクセスは、ユーザがアプリケーシ ョ ンまたはアプリケー
シ ョ ン  リ ソースにアクセスする と きに必要なロールを設定する こ とによって制御し
ます。 つま り、 ユーザがアプリケーシ ョ ンにアクセスするには、 アプ リケーシ ョ ンに
アクセスする権限を持つロールが割り当てられている必要があ り ます。 

アクセス制限は、 アプ リ ケーシ ョ ン全体に割り当てた り 、 アプ リ ケーシ ョ ン内部の
リ ソースに割り当てる こ とができ ます。 アプ リ ケーシ ョ ンへのアクセス権を持つ
ロールを定義しているアプ リ ケーシ ョ ンの web.xml ファ イルの一部を次に示します。

<web-app>
...

<security-constraint> 
<web-resource-collection> 

<web-resource-name>Store Application</web-resource-name> 
<url-pattern>/store/*</url-pattern> 
<http-method>GET</http-method> 
<http-method>POST</http-method> 
<description>Sales Info Resource</description> 

</web-resource-collection> 
<auth-constraint> 

<role-name>manager</role-name> 
<description>Managers only</description> 

</auth-constraint> 
</security-constraint> 

...
</web-app>
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この例では、 <security-constraint> 要素を使用して次の情報を定義しています。

• アクセスを制限する  Web アプリ ケーシ ョ ン リ ソースの URL パターン。

この例では、 URL に /store が含まれているすべてのアプリ ケーシ ョ ン  リ ソース
へのアク セスを制御し ています。 アプリ ケーショ ン全体を認証するには、 URL
パターンを * に設定します。

<url-pattern>*</url-pattern> 

• アプリ ケーシ ョ ン  リ ソースの HTTP アクセス  メ ソ ッ ドが GET および POST である
こ と。http-method 要素を省略する と、すべてのアクセス  メ ソ ッ ドが認証されます。 

• URL へのアクセス  ロールが manager だけである こ と

アプ リ ケーシ ョ ンにアクセスできるロールの一覧を拡張できます。 次の例では、 Web
アプリ ケーシ ョ ンへのアクセス権を持つロールに developer のロールを追加します。

<auth-constraint> 
<role-name>manager</role-name> 
<role-name>developer</role-name> 
<description>Managers and developers</description> 

</auth-constraint> 

アプ リ ケーシ ョ ン内のすべての リ ソースに認証を適用する代わ りに、 特定のアプ リ
ケーシ ョ ン  リ ソースに認証ロールを割り当てるこ とができます。次の例では、 アプ リ
ケーシ ョ ンの servlet ディ レ ク ト リ にあるサーブレ ッ ト と、 アプ リ ケーシ ョ ンの
pricing ディ レク ト リにある リ ソースにのみ認証を割り当てています。

<web-app>
...

<security-constraint> 
<web-resource-collection> 

<web-resource-name>Store Application</web-resource-name> 
<url-pattern>/store/servlet/*</url-pattern> 
<url-pattern>/store/pricing/*</url-pattern> 
<http-method>GET</http-method> 
<http-method>POST</http-method> 
<description>Sales Info Resource</description> 

</web-resource-collection> 
<auth-constraint> 

<role-name>manager</role-name> 
<description>Managers only</description> 

</auth-constraint> 
</security-constraint> 

...
</web-app>

<security-constraint> 要素には次の構文があ り ます。

<security-constraint> 
(web-resource-collection+, auth-constraint?, user-data-constraint?)>

</security-constraint>
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この構文では、 + 記号は、 1 つまたは複数の web-resource-collection 要素を定義
できる こ とを意味し、 ? は、 auth-constraint および user-data-constraint 要素を
オプシ ョ ンで指定できるこ とを示します。 

<web-resource-collection> 要素には次の構文があ り ます。

<web-resource-collection>
(web-resource-name, description?, url-pattern*, http-method*)

</web-resource-collection>

web-resource-name 要素は必ず指定します。 また、description 要素を指定するこ と
もできます。 * は、 url-pattern および http-method 要素を 0 個以上指定できるこ と
を示します。

メモメモメモメモ

JRun では、 web.xml 内で認証要素 user-data-constraint、 security-role、 および
res-auth の使用をサポート していません。

サーブレッ ト からのロール情報へのアクセスサーブレッ ト からのロール情報へのアクセスサーブレッ ト からのロール情報へのアクセスサーブレッ ト からのロール情報へのアクセス

サーブレッ ト内から、サーブレッ トにアクセスするクライアン トのロール名とユーザ名
にアクセスできます。 これによ り、 ユーザのロールまたはユーザ名に基づいてサーブ
レッ トの条件付きで実行できます。 たとえば、 ユーザが customer のロールに含まれ
ている場合はサーブレッ トはある処理を実行し、 manager のロールに含まれている
場合は別の処理を実行します。 

サーブレッ ト 内では、Java サーブレッ ト の開発時はサーブレッ ト の HttpServletRequest
オブジェ ク ト を使用し、 JSP ページの作成時は request オブジェ ク ト を使用して、
サーブレッ ト を要求したユーザの情報を取得します。これらのメ ソッ ド を次に示します。

• getRemoteUser  ユーザがログインしている場合は、 要求を出したユーザのログ
イン名を、 ログインしていない場合は、 ヌルを返します。

• isUserInRole  メ ソ ッ ドに渡されたロール名にユーザが含まれていれば、 true を
返します。 

• getUserPrincipal  ユーザがログインしている場合はユーザ名が含まれている
java.security.Principal オブジェ ク ト を、 ログインしていない場合はヌルを
返します。
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次の例では、ユーザが Web アプリ ケーシ ョ ン内のサーブレッ ト  myServlet に対し、all
または manager 認証ロールが必要であるこ とを指定しています。

<web-app>
...

<servlet>
<servlet-name>

myServlet
</servlet-name>
<servlet-class>

myServlet
</servlet-class>

<security-role-ref>
<role-name>

all
</role-name>

</security-role-ref>
<security-role-ref>

<role-name>
manager

</role-name>
</security-role-ref>

</servlet>

...
</web-app>

メモメモメモメモ

この指定では、サーブレッ ト自体の認証を制限しません。認証制限はアプリケーシ ョ ン

レベルで指定します。 この指定では、 サーブレッ ト に対して適用される認証制限を
認識する こ とができます。 

サーブレッ ト内部では、次の Java サーブレッ ト  の例に示すよ うに、 ユーザのロールを
判別してサーブレッ ト を条件付きで実行できます。

public void service(HttpServletRequest req, HttpServletResponse resp)

throws IOException{ 
...

if(req.isUserInRole("manager")) {
// manager と して処理します。

}

if(req.isUserInRole("all")) {
// ほかのすべてのユーザと して処理します。

}

JSP ページ内で使用する場合は、次の例を使用してページを条件付きで処理できます。

<%
if(req.isUserInRole("manager")) {

// manager と して処理します。
}
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if(req.isUserInRole("all")) {
// ほかのすべてのユーザと して処理します。

}
%>

サーブレッ トのも う  1 つのオプシ ョ ンは、サーブレッ トの web.xml 定義で認証リ ンク
を設定できる こ とです。 サーブレ ッ ト開発者はロールを表す語句を使用でき、 その
語句をアプ リ ケーシ ョ ン開発者が指定した実際のロール名に リ ンク させる こ とがで
きます。 アプリケーシ ョ ン開発者がアプリケーシ ョ ンに関連付けられているロールを
変更した場合でも、JSP 開発者は web.xml ファイル内のロールのリンクを変更するだけ
で済みます。

次の例は、 ロールのリ ンクを使用したサーブレッ トの web.xml 定義を示します。

<web-app>
...

<servlet>
<servlet-name>

myServlet
</servlet-name>
<servlet-class>

myServlet
</servlet-class>
<security-role-ref>

<role-name>
MGR

</role-name>
<role-link>

manager
</role-link>

</security-role-ref>
</servlet>

...
</web-app>

この例では、 サーブレ ッ ト は manager のロールを  MGR と しています。 一方、
<role-link> タグでは、Web アプリケーシ ョ ン  レベルで設定されているサーブレッ ト
の MGR ロール指定と  manager 指定間のリンクを定義しています。このリ ンクによって、
サーブレッ トのロールの定義がアプリケーシ ョ ンの定義と関連付けられます。 

supervisor のロール名を使用してマネージャのロールを認証する よ うに後で変更
された場合は、 サーブレッ トの定義を次のよ うに変更します。 

<role-name>
MGR

</role-name>
<role-link>

supervisor
</role-link>
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ロールのリンクによって、サーブレッ トは、 <role-name> タグで定義されているロール
に基づいて常に条件付きで処理されます。 このと き、 <role-link> タグを使用して
Web アプ リ ケーシ ョ ンの一部と してこのよ うなサーブレ ッ ト を使用する と、 サーブ
レ ッ ト のロールの定義をアプ リ ケーシ ョ ンの定義 と関連付ける こ とができ ます。
ロールのリ ンク機能によ り、 複数のアプリケーシ ョ ン間でサーブレッ ト を移植できる
よ うにな り ます。 

ユーザ認証メソ ッ ドの設定ユーザ認証メソ ッ ドの設定ユーザ認証メソ ッ ドの設定ユーザ認証メソ ッ ドの設定

アプ リ ケーシ ョ ン  サーバーでアプ リ ケーシ ョ ンに対するユーザのアクセス権を認証
するには、サーバーでユーザを識別できるこ とが必要です。ユーザを識別する と、サー
バーは、 ユーザに割り当てられているロールを識別し、 それによってユーザのアク
セス権を識別できます。 

ユーザが最初に Web アプ リ ケーシ ョ ンにアクセスする と、 アプ リ ケーシ ョ ン  サー
バーはユーザ名とパスワード を使用してログインする よ うにユーザに要求します。
このログイン情報から、 サーバーはユーザのロールを判別できます。 

アプリ ケーシ ョ ンの web.xml ファ イルでは、次の 2 通りの認証メ ソ ッ ドを設定できま
す。 これらのメ ソ ッ ドによって、 アプ リ ケーシ ョ ン  サーバーがユーザにログイン情
報を要求する方法が決ま り ます。

• BASIC  HTTP 要求/応答メカニズムを使用してユーザをログインさせます。 

• FORM  アプリ ケーシ ョ ン開発者がログイン  フォームを表示します。 

メモメモメモメモ

Java サーブレ ッ ト  API では、 ユーザ認証を行 う  4 つのメ ソ ッ ドを定義しています。
今回の JRun リ リースでは、 BASIC と  FORM の 2 つだけがサポート されています。 

BASIC 認証認証認証認証

BASIC 認証は HTTP 要求/応答メカニズムを使用して現在のユーザを認証します。 この
タイプの認証は、 次のよ うな一連のイベン トによって行われます。

1 ログインしていないユーザが Web アプリ ケーシ ョ ンへのアクセスを試みます。

2 JRun がユーザのブラウザに HTTP エラー 401 (非認証アクセス ) を返します。 



アプリケーシ ョ ン認証の設定 475
3 ブラウザには、ユーザ名とパスワードの入力を要求するプロンプトが表示されます。
ブラウザに表示されるログイン  プロンプ トは次のとおりです。

4 ブラウザから  JRun サーバーにログイン情報が返され、 認証が行われます。

ユーザ名とパスワードが有効であれば、サーバーは、ユーザがアプリケーシ ョ ンに
アクセス権があるこ とを認証します。ユーザ名とパスワードが有効な場合は、要求
されたページが表示され、それ以外の場合は、JRun からユーザに HTTP 403 エラー
が返されます。

ユーザが認証プロセスをキャンセルする と、サーバーから  HTTP 401 エラー ページ
が返されます。

465ページの 「認証の例」 の図でも この手順を示しています。 

アプ リ ケーシ ョ ンで BASIC 認証を使用する よ うに指定するには、 web.xml に次の
コードを追加します。 

<web-app>
...

<login-config> 
<auth-method> 
BASIC 

</auth-method> 
<realm-name> 
Sales 

</realm-name> 
</login-config> 

...
</web-app>

realm-name プロパティを省略する と、 アプ リ ケーシ ョ ンのホス ト であるサーバー名
が領域名と して使用されます。 
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FORM 認証認証認証認証
FORM 認証によ り  HTML フォームを使用してユーザ名とパスワードを取得できます。
次の図は、 FORM 認証の手順を示します。

次の例に示すよ うに、 web.xml ファ イルにはログイン  フォームとエラー フォームの
両方を指定できます。 

<web-app>
...

<login-config> 
<auth-method> 

FORM 
</auth-method> 
<form-login-config> 

<form-login-page> 
/login.htm 

</form-login-page> 
<form-error-page> 

/loginerror.htm 
</form-error-page> 

</form-login-config> 
</login-config> 

...
</web-app>
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ユーザが Web アプリ ケーシ ョ ンを要求する と、 JRun サーバーは <form-login-page>
要素によって指定されているページをユーザに転送し ます。 次の HTML ページ
login.htm は、 このログイン  ページの例です。

<html> 
<head> 
<title>My Login Page</title> 
</head> 
<body> 
<center> 
<h2>You have requested a secured page.Please login.</h2> 

<form method="POST" action="j_security_check"> 
<table> 
<tr><td>User</td><td><input type=text name="j_username"></tr> 
<tr><td>Password</td><td><input type=password name="j_password"></tr> 
</table> 
<br><br> 
<input type=submit> 
</form> 

</center> 
</body> 
</html> 

使用するフォームには次の設定が含まれている必要があ り ます。

• アクシ ョ ン  フォームは j_security_check のアクシ ョ ンを使用して渡す必要が
あ り ます (POST のみ)。アプリ ケーシ ョ ンを実行するサーバーは、 このアクシ ョ ン
を認識してフォームを処理します。

• ユーザ名  ユーザ名は j_username とい う フ ィールドに保存する必要があり ます。

• パスワード  パスワードは j_password という フィ ールドに保存する必要があり ます。

ユーザ名とパスワードが有効であれば、 JRun は、 ユーザがアプ リ ケーシ ョ ンにアク
セス権がある こ とを認証します。 ユーザ名とパスワードが有効な場合は、 要求された
ページが表示され、それ以外の場合は、 JRun からユーザに HTTP 403 エラーが返され
ます。ユーザ名またはパスワードが無効な場合、<form-error-page> タグで指定され
ているページがユーザに転送されます。
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サーバー認証メカニズムの制御サーバー認証メカニズムの制御サーバー認証メカニズムの制御サーバー認証メカニズムの制御

このセクシ ョ ンでは、Web アプリケーシ ョ ンを実行するアプリケーシ ョ ン  サーバーの
認証メ カニズムを設定する方法について説明し ます。 認証メ カニズムの選択には、
アプ リケーシ ョ ンの実行時に使用するサーバーに基づいて、 次の 3 つの選択肢があ り
ます。

• 既定の JRun 認証メカニズムを使用するアプリケーシ ョ ン  サーバー

JRun を使用して Web アプリ ケーシ ョ ンを実行します。既定では、JRun アプリケー
シ ョ ン  サーバーは JRun に用意されている認証メカニズムを使用します。 詳細に
ついては、 478ページの 「既定の JRun 認証メカニズムの使用法」 を参照して くだ
さい。

• カスタム認証メカニズムを使用する  JRun アプリケーシ ョ ン  サーバー

JRun を使用して Web アプリケーシ ョ ンを実行しますが、独自の認証メカニズムを
定義します。 グループやロール情報が含まれている既存のユーザ データベースが
あ り、 そのデータベースを使用してアプリ ケーシ ョ ンへのユーザ アクセスを認証
する場合、 このメ ソ ッ ドが多くの場合必要にな り ます。詳細については、 481ペー
ジの 「JRun によるカスタム認証メカニズムの使用」 を参照して ください。

• 独自の認証メカニズムを使用するその他のアプリケーシ ョ ン  サーバー

JRun は、 Web アプリ ケーシ ョ ンの認証に関する最新の業界標準仕様 (Java サーブ
レッ ト  API バージョ ン  2.2 の仕様) に準拠しています。 このため、 JRun で開発する
アプ リ ケーシ ョ ンは、 この仕様に準拠しているほかのすべての Web アプ リ ケー
シ ョ ン環境に移植できます。

異なるアプ リ ケーシ ョ ン  サーバー上で Web アプリ ケーシ ョ ンを実行する場合は、
アプ リ ケーシ ョ ンの実行に使用するサーバーで独自の認証メ カニズムを定義し
ます。詳細については、 482ページの 「JRun の外部でのアプリ ケーシ ョ ンの実行」
を参照して ください。

既定の既定の既定の既定の JRun 認証メカニズムの使用法認証メカニズムの使用法認証メカニズムの使用法認証メカニズムの使用法

JRun サーバーには、 サーバーで実行される  Web アプリ ケーシ ョ ンを認証するための
組み込みメカニズムがあり ます。 この認証メカニズムでは、 ユーザ、 グループ、および
ロールに関する情報を 1 つのファ イルを使用して記録します。 ユーザがアプ リ ケー
シ ョ ンにアクセスする と、 JRun サーバーはユーザのロールを判別し、 そのロールで
アプリ ケーシ ョ ンにアクセスできるかど うかを決めます。

既定の JRun 認証メカニズムは、global.properties ファ イルに次のコードを設定して
定義します。

# 認証
authentication.service=propfile 
authentication.class=allaire.jrun.servlet.ResourceAuthenticator
authentication.propfile.class=allaire.jrun.security.PropertyFileAuthent

ication 
authentication.propfile.filename={jrun.rootdir}/lib/users.properties 
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authentication.service プロパティでは認証サービス名を propfile と指定します。
残 りのプロパテ ィでは、 認証メ カニズムを定義する  Java ク ラ スの名前を設定し、
users.properties ファ イルの場所を設定します。 JRun サーバーで実装されている
認証メカニズムでは、 users.properties を使用してユーザ、 グループ、およびロール
に関する情報を保持します。

組み込み型の JRun 認証メカニズムでは、すべての JRun サーバーはユーザ、グループ、
およびロール情報が格納されている  1 つの users.properties ファ イルを共有します。
このため、 すべてのアプリケーシ ョ ンは同じユーザ認証情報を共有します。 

メモメモメモメモ

独自のファイルを使用するよ うに個々の JRun サーバーを設定し、そのサーバー専用の
ユーザ情報を格納できます。このよ うに設定するには、サーバーの local.properties
フ ァ イルを編集してプロパテ ィ authentication.propfile.filename を追加し、
users.properties ファ イルの場所を指定します。このプロパティの詳細については、
482ページの 「local.properties 内のプロパティ 」 を参照して ください。

users.properties ファ イルは単純なテキス ト  フ ァ イルであ り、 編集してユーザ、
グループ、およびロールを追加できます。このファイルの構文は JRun プロパティ  ファ
イルの構文と同じです。プロパティ  ファ イルの構文の詳細については、 『JRun セッ ト
アップ ガイ ド』 を参照して ください。

次の例では、 users.properties ファ イルに 5 人のユーザ、 2 つのグループ、 および
3 つのロールを定義しています。

# ユーザを定義します。
# パスワードは UNIX のパスワード暗号化を使用して暗号化します。
user.admin=adpexzg3FUZAk 
user.ajones=kmBt0v90ZbRE6 
user.bsmith=bs.e1isDZSIX. 
user.csmith=cszOt89s3eWaU 
user.user1=swJBBnSJUNwbQ 

# グループを定義します。
group.jrundeveloper=ajones,bsmith,user1 
group.all=* 

# ユーザとグループにロールを割り当てます。
role.developer=jrundeveloper 
role.manager=csmith 
role.users=* 
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ユーザ名は次の形式とな り ます。

user.userName=UnixCryptPassword

userName にはユーザ名を定義します。 UnixCryptPassword はユーザのパスワードの
暗号化フォームです。 

この例にあるワイルドカード文字 (*) を使用すると、すべてのユーザにグループ all を
割り当てたり、 すべてのグループにロール users に割り当てるこ とができます。 

新規ユーザを  Web サイ トに追加する場合は、users.properties を更新してユーザと
ユーザの暗号化パスワードを追加し、 ユーザを適切なグループと ロールに追加する
必要があ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ン内からプログラムによってユーザを追加した り、
JRun のコマンド  ライン  ユーティ リ ティを使用できます。

コマンド  ラ イン ユーティ リ ティを使用する と、 ユーザと暗号化パスワードを
users.properties ファ イルに追加できます。ただし、この場合も  users.properties
を変更してロールとグループにユーザを追加する必要があ り ます。

メモメモメモメモ

パスワードの長さに制限はあ り ませんが、 ユーテ ィ リ テ ィでは最初の 8 文字だけを
暗号化します。

このユーティ リ ティの起動コマンドは、 Windows と  UNIX システムでは異な り ます。

Windows
JRun の ホーム ディ レク ト リ /lib/jrun.jar ファ イルがシステムの CLASSPATH 環境
変数に含まれているこ とを確認します。 次に、Windows コマンド  プロンプ トで、次の
コマンドを使用してこのユーティ リ ティを起動します。

java allaire.jrun.security.PropertyFileAuthentication options

UNIX
JRun には UNIX でこのユーティ リ テ ィを起動するためのシェル スク リプ トが用意さ
れています。 その構文は次のとおりです。

jrunpasswd options

Windows および UNIX のどちらの場合も、このコマンドに次のオプシ ョ ンを使用でき
ます。

command [-verbose] -convert <users.properties file> <pass.properties
file>

command [-verbose] -add <users.properties file> <username> <password>
command [-verbose] -edit <users.properties file> <username> <password>
command [-verbose] -remove <users.properties file> <username>
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このコマンドで、プレーン  テキス トのユーザのパスワードを入力します。ユーティ リ
ティによってこれが暗号化され、users.properties ファ イルに書き込まれます。JRun
2.3.3 pass.properties フ ァ イルからユーザ名とパスワード を  users.properties
ファ イルにコピーするには、コマンドの入力と して pass.properties ファ イルを使用
します。

たとえば、次のコマンドによって、Bob とい うユーザおよび Bob の暗号化パスワードを
UNIX システムの users.properties に追加します。

# jrunpasswd -add /usr/local/jrun/lib/users.properties Bob Bobpassword
User Bob added

JRun によるカスタム認証メカニズムの使用によるカスタム認証メカニズムの使用によるカスタム認証メカニズムの使用によるカスタム認証メカニズムの使用 
前のセクシ ョ ンで説明した既定の JRun 認証メカニズムは Web サイ トによっては適合
しない場合があ り ます。 たとえば、 LDAP データベースなどのユーザに関する情報を
保存するためのメカニズムがすでに存在し、 それをアプリケーシ ョ ン認証に統合する
こ と もあ り ます。

この場合は、 JRun インターフェイス
allaire.jrun.security.AuthenticationInterface を実装する こ とによって独自の
認証メカニズムを定義できます。 このインターフェイスには、 JRun 認証メカニズムの
メ ソ ッ ドが定義されています。 このインターフェイスを実装する と、 独自の認証メカ
ニズムを定義できます。 次の表は、 このインターフェイスのメ ソ ッ ドの一覧です。

このク ラスの情報については、ディ レク ト リ  {JRun root dir}/docs にある  JavaDocs
を参照して ください。 

認証インターフェ イ スを定義したら、 JRun サーバーの local.properties にある
authentication.serviceName.class プロパティを使用して、このインターフェイスを
JRun に指定します。 

次の例では、 JRun サーバーが使用するカスタム認証メカニズムを指定しています。

# 認証
authentication.service=myauth 
authentication.myauth.class=classFileName

メ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ド 目的目的目的目的

authenticate パスワード などの所定の証明を使用してユーザを認証します。

destroy 認証サービスを破棄します。

init  認証サービスを初期化します。

isPrincipalInRole プリ ンシパル (ユーザ ) に認証領域内でロールが与えられたか
ど う かを調べます。 ユーザ名を取得する と き に使用する

Principal オブジェクト を返します。
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JRun の外部でのアプリケーシ ョ ンの実行の外部でのアプリケーシ ョ ンの実行の外部でのアプリケーシ ョ ンの実行の外部でのアプリケーシ ョ ンの実行 
JRun は Web アプリケーシ ョ ンの認証に関する最新の業界標準仕様 (Java サーブレッ ト
API バージ ョ ン  2.2 の仕様) に準拠しています。 JRun で開発するアプリ ケーシ ョ ンは、
この仕様に準拠しているほかのすべての Web アプリ ケーシ ョ ン環境に移植できます。

Web アプリ ケーシ ョ ンは、アプ リケーシ ョ ンにアクセスするためにユーザに割り当て
られている必要のあるロールを定義します。 一方、 アプ リケーシ ョ ンを実行するアプ
リ ケーシ ョ ン サーバーでは、 ロール情報を解釈して適用する必要があ り ます。 

したがって、 アプ リケーシ ョ ンによって参照されるロールを認識するよ うに実行環境
の認証メカニズムが設定されている限り、 JRun で作成した Web アプリ ケーシ ョ ンは
別の実行環境に移植できる必要があ り ます。 

認証プロパティ認証プロパティ認証プロパティ認証プロパティ

このセクシ ョ ンでは、 JRun 認証メカニズムを制御するプロパティについて説明します。

local.properties 内のプロパティ内のプロパティ内のプロパティ内のプロパティ

local.properties ファ イルには、 JRun サーバーでアプリケーシ ョ ンを実行する と き
に認証を制御するために使用するプロパテ ィがい くつか含まれています。 各 JRun
サーバーは独自の local.properties ファ イルを持っています。 

このセクシ ョ ンで説明するプロパティの形式は次のとおりです。 

authentication.propertyName = propertyValue
authentication.<ServiceName>.propertyName = propertyValue

こ こで、ServiceName は、authentication.service によって設定された認証サービス
の論理名です。 

authentication.service

認証サービス名を指定します。 この名前は、プロパティ  ファイルでク ラス名やその
他の設定プロパティ  (users.properties の場所など ) を調べる と きのキーと して
使用されます。

既定のサービス名は propfile です。 

authentication.<ServiceName>.class

認証ク ラス名を指定します。 既定では、 このプロパティは
allaire.jrun.security.PropertyFileAuthentication に設定されています。 

ただし、allaire.jrun.security.AuthenticationInterface インターフェイスを
実装するこ とによって独自のカスタム認証メカニズムを作成できます。独自の認証
メカニズムを定義する場合は、 こ こでカスタム  ク ラスを指定します。
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authentication.<ServiceName>.filename

認証情報のあるデータ  ファイル名を指定します。このファイルにはユーザ、グループ、
およびロールに関する情報が含まれています。

既定値は {jrun.rootdir}/lib/users.properties です。 このパス名は、 JRun
インス トール ディ レク ト リの lib ディ レク ト リに対応します。 

users.properties 内のプロパティ内のプロパティ内のプロパティ内のプロパティ

既定では、認証メカニズムは、 users.properties ファ イルに定義されているユーザ、
グループ、 お よび ロールに関する情報を使用 し ます。 こ のセ ク シ ョ ン では、
users.properties ファ イルのプロパティについて説明します。 

users.properties ファ イルを編集するか、またはコマンド  ライン  ユーティ リ ティを
使用してユーザを作成できます。詳細については、 478ページの 「既定の JRun 認証メ
カニズムの使用法」 を参照して ください。

user.userName

ユーザの名前とパスワードを指定します。このプロパティの形式は次のとおりです。

user.userName=UnixCryptPassword

userName にはユーザの名前を定義します。 UnixCryptPassword はユーザのパス
ワードの暗号化フォームです。認証メカニズムは、Web リ ソースへのアクセス権を
与える前に、 この情報を使用してユーザを認証します。

次に、 users.properties のユーザ定義の例を示します。 

user.admin=adpexzg3FUZAk 
user.ajones=kmBt0v90ZbRE6 
user.bsmith=bs.e1isDZSIX. 
user.csmith=cszOt89s3eWaU 
user.user1=swJBBnSJUNwbQ 

userName と  UnixCryptPassword の両方でワ イルドカード文字を使用できます。
た とえば、 次のステート メ ン ト を使用する と、 ユーザ developer のすべてのパス
ワードが認証されます。

user.developer=* 

注意注意注意注意

この例は、 パスワード と して * のプレーン テキス ト  フォームを示しています。
users.properties ファ イルにパスワード と して * 記号を挿入しないで ください。
代わ りに、 * の UNIX の暗号化フォームを挿入する必要があ り ます。

次の例では、 ユーザはパスワード  jrun のすべてのユーザが認証されます。 

user.*=jrun 

前の例と同様、 users.properties ファ イルにはパスワード と してプレーン  テキ
ス ト  jrun を挿入しないで ください。代わ りに、jrun の UNIX の暗号化フォームを
挿入する必要があ り ます。

この例では、 ユーザはどのよ うなパスワードでも認証されます。

user.*=* 
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group.groupName

特定のグループに割り当てられたユーザの リ ス ト を指定します。 グループを使用
する と、 ユーザを  1 つにま とめてグループ全体の認証を制御できます。 このプロ
パティの形式は次のとおりです。

group.groupName=memberList

groupName にはグループの名前を指定し、memberList にはグループ内のユーザの
カンマ区切り リ ス ト を指定します。ワイルドカード文字を使用してすべてのユーザ
を 1 つのグループに追加できます。別のグループのメンバーになるこ とはできない
ので注意して ください。

次の例では 2 つのグループが作成されます。

group.jrundeveloper=ajones,bsmith,user1 
group.all=* 

role.roleName

ロール名と、 そのロール内のユーザまたはグループの リ ス ト を指定します。 この
プロパティの形式は次のとおりです。

role.roleName=memberList

roleName にはロール名を指定し 、 memberList にはロール内のユーザおよび
グループのカンマ区切り リ ス ト を指定し ます。 ワ イルド カード 文字を使用して
すべてのユーザおよびグループを 1 つのロールに追加できます。

次の例では 3 つのロールが作成されます。 

role.developer=jrundeveloper 
role.manager=bsmith 
role.user=* 

ユーザとグループは同じ名前にするこ とができます。その場合は、 ロールのメンバ

リ ス トに user または group を接頭辞と して付ける こ とができます。 次の例では、
jrundeveloper とい う名前のユーザとグループの両方がロールに追加されます。

role.developer=user.jrundeveloper, group.jrundeveloper

user または group 接頭辞を省略する と、 JRun では、 まずユーザのリ ス トから名前
を検索し、 次にグループの リ ス ト を検索するので、 ユーザ名とグループ名が重複
します。 このため、 ユーザとグループが同じ名前の場合、 user または group 接頭辞
を省略する と、 JRun は常に名前をユーザ名と見なします。 



第 40 章

サーブレッ トサーブレッ トサーブレッ トサーブレッ ト  メ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ド  
パフォーマンスの監視パフォーマンスの監視パフォーマンスの監視パフォーマンスの監視
JRun を使用する と、 サーブレ ッ ト のメ ソ ッ ドの実行時間を記録する こ とによって、
アプリ ケーシ ョ ンのボ トルネッ クを識別できます。
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概要概要概要概要

アプリ ケーシ ョ ンのパフォーマンスを向上させるための実用的な戦略では、 実行時間
の大部分を占めるアプリ ケーショ ンの領域を識別する必要があり ます。 最も深刻な
問題を最適化するこ とによって、 アプ リケーシ ョ ンの総合的なパフォーマンスを大幅
に改善できます。 

JRun には、 サーブレッ ト 内の個々のメ ソ ッ ド のパフォーマンスを測定するための
メ ソ ッ ド  タイ ミ ング機能が提供されています。作成したサーブレッ ト  メ ソ ッ ドだけで
な く、 サード  パーティ  ラ イブラ リおよびヘルパ ク ラスのメ ソ ッ ドの実行時間も測定
できます。 

メ ソ ッ ド  タイ ミ ング機能には、 次のい くつかの重要な特性があ り ます。

• 低オーバヘッ ド  この機能は、JRun ログ メカニズムと連動するため、アプ リケー
シ ョ ン自体から離れて、 わずかな処理時間でタイ ミ ング情報を記録します。

• ソース コードへの変更が不要  ソース  コードを編集したり修正する こ とな く、
JRun プロパティ  ファ イルを使用してメ ソ ッ ド  タイ ミ ングを制御できます。 この
機能では、ソース  コードを変更する必要がないため、タイ ミ ング機能を追加したり
削除するために、 アプ リケーシ ョ ンを再コンパイルする必要はあ り ません。 

• 柔軟性  アプリ ケーシ ョ ン内の 1 つ以上のサーブレッ ト  ク ラス、 またはク ラスの
1 つ以上のメ ソ ッ ドに対して、メ ソ ッ ド  タイ ミ ングを有効または無効にできます。 

• サーブレッ ト、 JSP、 およびサード  パーティ  コンポーネン ト との連動  メ ソ ッ ド
タ イ ミ ングは、 JRun を使用して開発したサーブレ ッ トだけでな く、 アプ リ ケー
シ ョ ンに組み込むすべてのク ラスおよびライブラ リに対して機能します。 

メ ソ ッ ドメ ソ ッ ドメ ソ ッ ドメ ソ ッ ド  タイ ミングの機能タイ ミングの機能タイ ミングの機能タイ ミングの機能

タイ ミ ング パラ メータの値を指定する こ とによって、 メ ソ ッ ド  タイ ミ ングがアプ リ
ケーシ ョ ンをどのよ うに監視するかを設定します。 タ イ ミ ング パラ メータの値は、
JRun プロパティ  ファ イルで設定します。 パラ メータ値は、 global.properties ファ
イルで定義します。

一般に、メ ソ ッ ド  タイ ミ ングは、global.properties ファ イルを編集するのではな く、
アプ リ ケーシ ョ ンを含んでいる  JRun サーバーの local.properties ファ イルを編集
するこ とによって、 アプ リケーシ ョ ンに実装します。 サーバー上に 2 つ以上のアプリ
ケーシ ョ ンが存在する場合、アプ リ ケーシ ョ ンに関連付けられた webapp.properties
ファ イルでパラ メータを定義できます。

メ ソ ッ ド  タイ ミ ング機能には、現在のメ ソ ッ ド  タイ ミ ングおよび呼び出されたメ ソ ッ ド
タ イ ミ ングとい う  2 つのレベルのメ ソ ッ ド  タ イ ミ ングがあ り ます。 現在のメ ソ ッ ド
タイ ミ ングは、 通常、 アプ リ ケーシ ョ ンの一部である メ ソ ッ ドの実行を監視する と き
に使用します。 呼び出された メ ソ ッ ド  タ イ ミ ングは、 現在のメ ソ ッ ド内のメ ソ ッ ド
呼び出しの実行を監視します。 メ ソ ッ ド  タイ ミ ングの使用法を理解する と、 これらの
レベルの違いがはっき りわか り ます。
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メ ソ ッ ドにおけるパフォーマンスの問題を検出するための一般的な戦略では、 メ ソ ッ ド

タイ ミ ングに別の設定を使用して、 アプ リケーシ ョ ンを  2 度実行します。

• 最初の実行は、 現在のメ ソ ッ ド  タイ ミ ングを使用して、 アプ リケーシ ョ ンの一部
であるすべてのメ ソ ッ ドの実行統計を生成します。 このパスの結果には、実行時間
の大部分を占める メ ソ ッ ドを分離する目的があ り ます。

• 2 度目は、呼び出されたメ ソ ッ ド  タイ ミ ングを使用して、最初のパスによって識別
された メ ソ ッ ド呼び出しの実行統計を生成します。 このパスの結果を使用する と、
ボ トルネッ クの発生場所を判断できます。

たとえば、 アプリケーシ ョ ンに、 メ ソ ッ ドを定義するサーブレッ トが含まれていている
場合、 そのメ ソ ッ ド内のコードは別のメ ソ ッ ドを呼び出します。

method abc()
{
...

...xyz()...
...
}

メ ソ ッ ド  abc の現在のメ ソ ッ ド  タイ ミ ングはメ ソ ッ ドの実行所要時間を生成します。
この実行時間には、xyz の所要時間も含まれます。 メ ソ ッ ド  abc に対して呼び出された
メ ソ ッ ド  タイ ミ ングはメ ソ ッ ド  xyz の実行所要時間を生成します。 この結果は、実行
時間が主にメ ソ ッ ド  abc 内にあるか、 またはメ ソ ッ ド  xyz にあるかを示します。

次のセク ショ ンの例では、 両方のタイ ミ ングを使用してアプリ ケーショ ンに関する
役立つ情報を得るための方法を説明しています。

JRun ロガーは、パフォーマンス出力を処理します。既定によ り、 JRun はログ ファイル
に出力を書き込みますが、 ク ライアン ト または別のファイルに出力を書き込むよ うに
指示するこ と もできます。
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例例例例

このセクシ ョ ンの例では、 メ ソ ッ ド  タイ ミ ングをアプリケーシ ョ ンに実装して役立つ
情報を得るための方法を説明します。

タイ ミ ングの有効化と既定のプロパティ値の受け入れタイ ミングの有効化と既定のプロパティ値の受け入れタイ ミングの有効化と既定のプロパティ値の受け入れタイ ミングの有効化と既定のプロパティ値の受け入れ

次のセクショ ン  (489ページの 「メ ソ ッ ド  タイ ミ ングのプロパティ 」 ) で説明するよう に、
global.properties ファイルは、 メ ソ ッ ド  タイ ミ ングを設定する多くのプロパティの
既定値を定義します。 これらの値は、local.properties ファイルのプロパティを定義し
直すこ とによって変更できます。

この例では、 メ ソ ッ ド  タイ ミ ングを有効にし、 global.properties ファ イルで定義
されたプロパティの既定値を受け入れたと きに、メ ソ ッ ド  タイ ミ ングがサンプル アプ
リ ケーシ ョ ンでどのよ うに機能するかを説明しています。

メ ソ ッ ド  タイ ミ ングを計測するには、 次のステート メ ン ト を追加する こ とによって、
サンプル アプ リ ケーシ ョ ンが存在するサーバー上の local.properties ファ イルを
編集します。

## メ ソ ッ ド タイ ミ ングのセクシ ョ ン
timing.enabled=true

結果は、次の一覧のとおりです。 この一覧を読む以外に、 global.properties ファ イ
ルに定義されている メ ソ ッ ド  タ イ ミ ングのプロパテ ィ を参照する こ と もできます。
これらのプロパティについては、 490ページの 「global.properties ファ イルで定義さ
れたプロパティ 」 で説明します。

• 唯一の例外と して、 java.*、 javax.*、 sun.*、および org.omg.CORBA.* のライブラ リ
にある メ ソ ッ ドへの呼び出しは、 メ ソ ッ ド  タイ ミ ングから除外されます。

• java.sql.* ライブラ リにある メ ソ ッ ドの呼び出しはメ ソ ッ ド  タイ ミ ングに含まれ
ます。

• 496ページの 「メ ッセージの形式」 で説明するよ うに、 タイ ミ ング メ ッセージは
既定の形式に従っています。

• HttpServlet の直接サブク ラスで定義されたすべてのメ ソ ッ ドは、 タイ ミ ングが
計測されます。 HttpServlet の直接サブク ラスのサブク ラスでは、 タイ ミ ングを
計測できません。

• javax.servlet.http のメ ソ ッ ドへの呼び出しを含む、 HttpServlet の直接サブ
ク ラスで定義された メ ソ ッ ド内で呼び出されたすべてのメ ソ ッ ドに対してタイ ミ
ングが計測されます。

• アプリ ケーシ ョ ンによって、 SnoopServlet ク ラスが定義される と、 そのク ラスの
すべてのメ ソ ッ ドに対してタイ ミ ングが計測されます。 また、 除外されたラ イブ
ラ リへの呼び出しを除き、 javax.servlet.http.* のメ ソ ッ ドへの呼び出しを含む、
これらのメ ソ ッ ド内のすべてのメ ソ ッ ド呼び出しに対してタイ ミ ングが計測され
ます。
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指定されたクラスおよびメソ ッ ドのタイ ミングの有効化指定されたクラスおよびメソ ッ ドのタイ ミングの有効化指定されたクラスおよびメソ ッ ドのタイ ミングの有効化指定されたクラスおよびメソ ッ ドのタイ ミングの有効化

前述のとおり、 アプ リ ケーシ ョ ンにおけるパフォーマンスのボ トルネッ クを見つける
適切な戦略は、 アプリ ケーショ ンを  2 度実行する こ と です。 まず、 現在のメ ソ ッ ド
タ イ ミ ングを使用して、 アプリ ケーショ ンによって使用さ れるすべてのメ ソ ッ ド の
統計を得ます。次に、実行時間の大部分を占める メ ソ ッ ドの一覧を使用して、 も う  1 度
アプリケーシ ョ ンを実行します。 2 度目は、最初のパスの実行時にメ ソ ッ ド  タイ ミ ング
によって呼び出されたメ ソ ッ ドの統計を提供するプロパティを定義します。 この 2 番目
のパスは、 呼び出された メ ソ ッ ド  タイ ミ ングを使用します。 

これらのパスの実行時に取得された統計を使用して、 どちらのメ ソ ッ ドが実行時間の
大部分を使用するかを判断できます。

メ ソ ッ ドメ ソ ッ ドメ ソ ッ ドメ ソ ッ ド  タイ ミングのプロパティタイ ミングのプロパティタイ ミングのプロパティタイ ミングのプロパティ

次の 3 種類のプロパティを使用して、 メ ソ ッ ド タイ ミ ングを制御します。

• タイ ミ ングを有効化または無効化する一般的なプロパティ。 どのメ ソ ッ ドを監視

の対象または非対象にするかを識別します。

• ログ プロパティは、パフォーマンス メ ッセージを処理し、 メ ッセージの形式を制御
するロガーを指定します。

• ク ラス  プロパティおよびメ ソ ッ ドのプロパティは、タイ ミ ングが実行されるク ラス
およびメ ソ ッ ドを制御します。

次のセクシ ョ ンでは、 これらのプロパティについて説明します。 
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global.properties ファイルで定義されたプロパティファイルで定義されたプロパティファイルで定義されたプロパティファイルで定義されたプロパティ

global.properties ファイルで定義されたプロパティは、JRun インス トールのすべて
のサーバー上で実行するすべてのアプリケーシ ョ ンに適用されます。
global.properties ファ イルは、JRun と と もに提供されているため変更できません。
メ ソ ッ ド  タ イ ミ ングに適用される  global.properties ファ イルのセクシ ョ ンには、
次のステート メン トが含まれています。

#######################################################################
## メ ソ ッ ド タイ ミ ング
#######################################################################

# メ ソ ッ ド タイ ミ ングを有効にします。
timing.enabled=false

timing.excludecalls=java.*,javax.*,sun.*,org.omg.CORBA.*
timing.includecalls=java.sql.*

# メ ッセージを処理するために使用されるロガーを定義します。
# 既定では、 メ ッセージはサーブレッ ト を実行する JRun サーバーの
# ログ ファイルに書き込まれます。
# これらのプロパテ ィはメ ッセージの形式を制御します。

# ロガー名を定義します。
timing.logging.class=simplelogger

# システム ロガーにタイ ミング メ ッセージを転送する
# 単純なロガー用のプロパテ ィ を指定します。
timing.simplelogger.class=allaire.jrun.methodTimer.SimpleLogger
timing.simplelogger.level=info
timing.simplelogger.entermethod=ENTER
timing.simplelogger.exitmethod=EXIT
timing.simplelogger.beforemethodcall=CALLENTER
timing.simplelogger.aftermethodcall=CALLEXIT
timing.simplelogger.delimiter=,

# メ ソ ッ ド タイ ミ ング メ ッセージをスレッ ドのローカル記憶領域に転送する
# スレッ ド ロガーのプロパテ ィ を指定します。
# ThreadLogger を
# allaire.jrun.servlets.JRunStats サーブレッ ト と併用して出力を表示します。
timing.threadlogger.class=allaire.jrun.methodTimer.ThreadLogger
# JRunStats サーブレッ トの設定 (threadlogger と
# 併用されます)
timing.jrunstats.includeSource=true
timing.jrunstats.sourcepath=/WEB-INF/classes;/WEB-INF/jsp
timing.jrunstats.includeZeroTimes=false

# 計測するクラスの名前を指定します。
timing.classes=HttpServlet,SnoopServlet,jsp,jst

# HttpServlet およびすべての直接サブクラスに関する計測設定を指定します。



メ ソ ッ ド  タイ ミ ングのプロパテ ィ 491
timing.HttpServlet.class=javax.servlet.http.HttpServlet
timing.HttpServlet.methods=*
timing.HttpServlet.calls=*,javax.servlet.http.*
timing.HttpServlet.doGet.calls=*
timing.HttpServlet.subclasses=true

# SnoopServlet に関する計測設定を指定します。
timing.SnoopServlet.class=SnoopServlet
timing.SnoopServlet.methods=*
timing.SnoopServlet.calls=*,javax.servlet.http.*

# HttpJSPServlet およびすべての直接サブクラスに関する計測設定を指定します。
timing.jsp.class=allaire.jrun.jsp.HttpJSPServlet
timing.jsp.subclasses=true
timing.jsp.methods=*
timing.jsp.calls=*,javax.servlet.http.*,javax.servlet.*

# JSTTag およびすべての直接サブクラスに関する計測設定を指定します。
timing.jst.class=allaire.jrun.jsp.JSTTag
timing.jst.subclasses=true
timing.jst.methods=*
timing.jst.calls=*
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一般プロパティ一般プロパティ一般プロパティ一般プロパティ

JRun メ ソ ッ ド  タイ ミ ングを有効化または無効化するプロパティを生成し、タイ ミ ング
の対象または非対象と なる メ ソ ッ ド を含むラ イ ブラ リ を指定し ます。 次の表では、
一般的なプロパテ ィについて説明しています。 timing.enabled プロパテ ィを除き、
次に説明するすべてのプロパテ ィの例は、 global.properties ファ イルに含まれる
ステート メン トです。 

クラスおよびメ ソ ッ ドクラスおよびメ ソ ッ ドクラスおよびメ ソ ッ ドクラスおよびメ ソ ッ ド  プロパティプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ

このセクシ ョ ンでは、JRun によってタイ ミ ングが実行されるク ラスおよびメ ソ ッ ドを
制御するために使用するプロパティについて説明します。

前のセク ショ ンで説明し たよ う に、 通常、 timing.includecalls プロ パティ と
timing.excludecalls プロパティを使用して、タイ ミ ングの対象または非対象となる
メ ソ ッ ド を含むラ イブラ リ を指示し ます。 タ イ ミ ングを計測するメ ソ ッ ド のク ラ ス
およびサブク ラ スを指示するには、 このセク ショ ンで説明するプロパティ を使用し
ます。

プロパティプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明 例例例例

timing.enabled メ ソ ッ ド  タ イ ミ ングを有効 (true) また
は無効 (false) に指定します。
global.properties フ ァ イルは、 この
プロパテ ィの値を false と定義します。

次のステート メン トは、 メ ソ ッ ド  タイ ミ
ングを有効にします。

timing.enabled=true

timing.excludecalls タイ ミ ングから除外するメ ソ ッ ドのカン

マ区切り リス ト を指定します。 アスタ リ

スク  (*) ワイルド カード文字を使用して、
ライブラリ内のすべてのメ ソ ッ ドへの呼

び出しを除外します。

次のステート メン トは、 指定されたライ

ブラリ内のすべてのメ ソ ッ ドをタイ ミ ン

グから除外します。

timing.excludecalls=java.*,javax.*
,sun.*,org.omg.CORBA.*

timing.includecalls タ イミ ングを計測するメ ソッ ド のカンマ

区切りリスト を指定します。アスタリスク

(*) ワイルド カード 文字を使用して、 ライ
ブラリ 内のすべてのメ ソッ ド への呼び出

し を 含めま す。 こ のプ ロ パテ ィ は、

timing.excludecalls 内の競合する設
定を書き換えます。

excludecalls プロパティ と  
includecalls プロパティ の要素で始ま
る完全修飾クラス名 (パッ ケージ名を含
む ) は、対象または非対象、あるいはその
両方になります。 これらのプロパティ は、

ライブラリ名または特定のクラス名です。

前述の timing.excludecalls ステート
メ ント で使用された場合、 次のステート

メ ント は、 java.sql ライブラリ 内のメ
ソッ ド への呼び出しを除く 、 java ライブ
ラリ 内のすべてのメ ソッ ド への呼び出し

を除外します。

timing.includecalls=java.sql.*



メ ソ ッ ド  タイ ミ ングのプロパテ ィ 493
global.properties ファイルには、次のメ ソ ッ ドへの呼び出しのメ ソ ッ ド  タイ ミ ング
を計測するステート メン トが含まれています。

• HttpServlet ク ラスのすべてのメ ソ ッ ド

• HttpServlet ク ラスの直接サブク ラスにあるすべてのメ ソ ッ ド

• timing.excludecalls プロパティで命名されるこ とによって除外された メ ソ ッ ド
を除く、 これらのメ ソ ッ ドによって呼び出されたすべてのメ ソ ッ ド

次の表では、 ク ラスおよびメ ソ ッ ドのプロパティについて説明しています。 

プロパティプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明 例例例例

timing.classes タ イミ ングを計測するクラスのカンマ区

切り リスト を指定します。

追加のプロパティ は、これらのクラスに関

する必要な詳細を提供します。

次のステート メ ン ト は、 HttpServlet、

SnoopServlet、 jsp、 およびjst クラス
に対してタ イミ ングが計測されるよう に

指示します。

timing.classes=HttpServlet,SnoopSer
vlet,jsp,jst

timing.<ClassName>.
class

タ イ ミ ングを計測するク ラ スの完全な

パッケージ  クラス名を指定します。
次のステート メ ント には、 HttpServlet

クラスの完全なパッ ケージ  クラス名が記
述されています。

timing.HttpServlet.class=javax.serv
let.http.HttpServlet

timing.<ClassName>.
methods

タイミ ングを計測する、指定されたクラス

のメ ソッ ド のカンマ区切り リ スト を指定

します。

アスタリスク  (*) ワイルド カード 文字を使
用して、複数のメ ソッ ド を指定できます。 

次のステート メ ント は、 HttpServlet ク
ラスにあるすべてのメ ソッ ド に対し てタ

イミ ングが計測されるよう に指示します。

timing.HttpServlet.methods=*

timing.<ClassName>.
calls

タイミ ングを計測する、現在のメ ソッ ド に

よって呼び出されたメ ソッ ド のカンマ区

切り リスト を指定します。呼び出されたメ

ソッ ド は、timing.<ClassName>.methods

によって指定されたメ ソッ ド 内のメ ソッ

ド から呼び出されます。

アスタリスク  (*) ワイルド カード 文字を使
用して、 複数のメ ソッ ド を指定できます。

次のステート メン トは、 javax.servlet.http
への呼び出しに対してタイ ミ ングが計測

されるように指示します。

最初の引数と して指定されたアスタ リス

ク  (*) は、前述のステート メン トで対象ま
たは非対象と されたすべてのクラスおよ

びライブラ リがこのステート メン トに適

用可能なことを示します。javax ライブラ
リは、 timing.excludecalls プロパ

テ ィ でタ イ ミ ングから除外されたので、

メ ソ ッ ドへの呼び出しに含むクラスを指

定する必要があります。

timing.HttpServlet.calls=*,javax.s
ervlet.http.*
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ログログログログ プロパティプロパテ ィプロパテ ィプロパテ ィ

JRun メ ソ ッ ド  タイ ミ ングは、 生成する メ ッセージの処理を JRun ログ メカニズムに
依存します。 したがって、 メ ソ ッ ド  タ イ ミ ングを設定するための 1 つのステップと
して、 ロガーに関連するプロパティ を設定する必要があり ます。 ロギングの詳細に
ついては、 441ページの第 38 章 「ログ」 を参照して ください。

既定によ り、 メ ソ ッ ド  タイ ミ ングは、 メ ッセージを文字列形式にする  simplelogger を
使用し、 そのメ ッセージを  JRun ロガーに送信します。

既定のメ ッセージ形式は、 現在のメ ソ ッ ドおよび呼び出された メ ソ ッ ドに制御がいつ
転送された り戻されるかを示します。 これらのメ ッセージを区別するキーワードは、
このセクシ ョ ンで説明するプロパティを使用して変更できます。

このセクシ ョ ンでは、メ ソ ッ ド  タイ ミ ング メ ッセージに関連付けられたロガーを制御
するために使用するプロパティについて説明します。次の表では、 ログ プロパティに
ついて 説明し て い ま す。 こ のセ ク シ ョ ン の すべて の プ ロ パテ ィ の例は、
global.properties ファ イルに含まれるステート メン トの例です。 

timing.<ClassName>.
<MethodName>.calls

timing.<ClassName>.methods によっ
て指定された各メ ソッ ド に対して、タイミ

ングを計測する、呼び出されたメ ソッ ド の

カンマ区切りリスト を指定できます。

アスタリスク  (*) ワイルド カード 文字を使
用して、 複数のメ ソッ ド を指定できます。

次のステート メ ント は、doGet メ ソッ ド 内
で呼び出された getConnection メ ソ ッ
ド のタイミ ングを計測します。

timing.HttpServlet.doGet.calls=getC
onnection

timing.<ClassName>.
subclasses

<ClassName> の直接サブクラス、 または
<ClassName> インタ ーフ ェ イス  ディ レ
クト リ を実装するクラスに対してタ イミ

ングを計測するかどう かを指定し ます。

true または false の値を指定します。

次のステート メ ント によって、

HttpServlet クラスのすべての直接サブ
クラスに対してメ ソッ ド  タ イミ ングが実
行されます。

timing.HttpServlet.subclasses=true

プロパティプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明 例例例例
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プロパティプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明 例例例例

timing.logging.class タ イミ ングの出力を取得するロガー

の名前を指定します。

追加のプロパティ は、 このロガーに

関する必要な詳細を提供します。

次のステート メ ント は、 ロガー名を  
simplelogger と定義します。
timing.logging.class=simplelogger

timing.<LoggerName>.
class

タイミ ング メ ッ セージの形式を定義
するロガー クラスを指定し 、 その
メ ッ セージをログ システムに転送し
ます。 通常、
allaire.jrun.methodTimer.Simp

leLogger クラスを使用します。

次のステート メ ント は、 simplelogger の
ロガー クラスを指定します。
timing.simplelogger.class=allaire.
jrun.methodTimer.SimpleLogger

timing.<LoggerName>.
level

ログへのログ イベント  タ イプを指
定し ます。 このタ イプのメ ッ セージ

が生成されると、 それらのメ ッ セー

ジはロガーに送信されます。 指定可

能な値は次のと おり です。 debug、

error、info (既定)、およびwarning。

次のステート メ ント によって、info レベルの
メ ッセージが生成されます。

timing.simplelogger.level=info

timing.<LoggerName>.
entermethod

現在のクラスの開始時にタイミ ング

メ ッ セージに含めるテキスト を指定

します。

次のステート メ ント は、 現在のメ ソッ ド の開

始時にテキスト  ENTER を表示します。
timing.simplelogger.entermethod=ENTER

timing.<LoggerName>.
exitmethod

現在のメ ソッ ド の終了時に生成され

るタイミ ング メ ッ セージに含めるテ
キスト を指定します。

次のステート メ ント は、 現在のメ ソッ ド の終

了時にテキスト  EXIT を表示します。
timing.simplelogger.exitmethod=EXIT

timing.<LoggerName>.
beforemethodcall

呼び出されたメ ソッ ド の終了時に生

成されるタイミ ングメ ッ セージに含

めるテキスト を指定します。

次のステート メ ント は、 呼び出されたメ ソッ

ド の開始時にテキスト  CALLENTER を表示し
ます。

timing.simplelogger.beforemethodcall=C
ALLENTER

timing.<LoggerName>.
aftermethodcall

呼び出されたメ ソッ ド の終了時に生

成されるタイミ ング メ ッ セージに含
めるテキスト を指定します。

次のステート メ ント は、呼び出されたメ ソッ

ド の終了時にテキスト  CALLEXIT を表示し
ます。

timing.simplelogger.aftermethodcall=
CALLEXIT

timing.<LoggerName>.
delimiter

タイミ ング メ ッ セージのコンポーネ
ント 間に使用する区切り文字を指定

し ます。 simplelogger の既定の区
切り文字はカンマです。 それ以外の

場合はスペースです。 

次のステート メ ント は、 simplelogger の既
定の区切り文字をカンマと定義します。

timing.simplelogger.delimiter=,
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メ ッセージの形式メ ッセージの形式メ ッセージの形式メ ッセージの形式

タ イ ミ ングを計測する メ ソ ッ ドが呼び出されるたびに、 JRun は出力先に 2 つのメ ッ
セージを送信します。 最初のメ ッセージには、識別情報、 そのメ ソ ッ ド  タイ ミ ングの
開始を示すテキス ト、およびメ ソ ッ ドの開始時間が記載されます。2 番目のメ ッセージ
には、同じ識別情報と メ ソ ッ ド  タイ ミ ングの終了を示すテキス トのほかに、 メ ソ ッ ド
のミ リ秒単位の終了時間および経過時間が記載されます。 

現在のメソッ ド現在のメソッ ド現在のメソッ ド現在のメソッ ド  タイ ミ ングタイ ミングタイ ミングタイ ミング メ ッセージの形式メ ッセージの形式メ ッセージの形式メ ッセージの形式

現在のメ ソ ッ ド呼び出しに関する メ ッセージの形式には、次のコンポーネン トが含まれ
ます。

currentTimeMillis loglevel type,className,hashCode,methodName,
methodType,elapsed 

doGet メ ソ ッ ドを開始したり終了するこ とによって生成されるタイ ミ ング メ ッセージ
の例を次に示します。 

11/15 03:41:50 info ENTER,HelloWorld,-100030151,doGet,
(Ljavax/servlet/http/HttpServletRequest;Ljavax/servlet/http
/HttpServletResponse;)V

11/15 03:41:50 info EXIT,HelloWorld,-100030151,doGet,
(Ljavax/servlet/http/HttpServletRequest;Ljavax/servlet/http/
HttpServletResponse;)V,3

EXIT メ ッセージの最後のコンポーネン トは、 メ ソ ッ ドの ミ リ秒単位の継続時間です。 

currentTimeMillis メ ッ セージの日付と時刻。 時刻はミ リ秒まで記録されます。

loglevel タイミ ング メ ッ セージのレベル。 info、 warning、 error、 また
はdebug。

type メ ソッ ド の開始または終了を表す文字列

className メ ソッ ド のクラス名

hashCode メ ソッ ド のハッ シュ  コード 。
ハッ シュ  コード は、 マルチスレッ ド 環境で役に立つ、 固有オブ
ジェ クト 参照です。 2 つのスレッ ド が同じサーブレッ ト で同時に
機能している場合、 メ ソッ ド  タ イミ ング メ ッ セージはインター
リーブされます。 このため、ハッ シュ  コード を使用すると、 メ ッ
セージを区別できます。

methodName メ ソッ ド の名前

methodType void を示す V など、戻り値のタイプを含むメ ソッ ド のシグネチャ
elapsed メ ソッ ド呼び出しのミ リ秒単位の経過時間 (メ ソッ ド )
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呼び出されたメソ ッ ド呼び出されたメソ ッ ド呼び出されたメソ ッ ド呼び出されたメソ ッ ド  タイ ミ ングタイ ミングタイ ミングタイ ミング メ ッセージの形式メ ッセージの形式メ ッセージの形式メ ッセージの形式

呼び出された メ ソ ッ ド呼び出し メ ッセージの形式には、 次のコンポーネン トが含まれ
ます。 このメ ッ セージの形式には、 現在のメ ソ ッ ド 呼び出し メ ッ セージのすべての
コ ンポーネン ト と次の追加コンポーネン トが含まれます。 追加コンポーネン トは太字
で示されています。

currentTime loglevel type,className hashCode,methodName,
methodType,callClassName,callMethodName,callMethodType,line,elapsed 

JSP で呼び出されたメ ソ ッ ドを開始したり終了するこ とによって生成されたタイ ミ ング
メ ッセージの例を次に示します。 

• ク ラ ス名は、 jrun__SampleWithStats2ejsp14 です (この名前は、 JRun によ り
コ ンパイル済みのファイルに割り当てられます)。

• メ ソ ッ ド名は _jspService です。 

• 呼び出された メ ソ ッ ドのク ラス名は java.sql.DriverManager です。 

• 呼び出された メ ソ ッ ド名は getConnection です。 

• 呼び出された メ ソ ッ ドへの呼び出しの行番号は 58 です。

• 経過時間は 828 ミ リ秒です。

03/16 13:32:12 info (JRun) CALLENTER,jrun__SampleWithStats2ejsp14,
73057990,_jspService,Ljavax/servlet/http/HttpServletRequest;Ljavax/
servlet/http/HttpServletResponse;)V,java.sql.DriverManager,
getConnection,Ljava/lang/String;Ljava/lang/String;Ljava/lang/
String;)Ljava/sql/Connection;,58

03/16 13:32:13 info (JRun) CALLEXIT,jrun__SampleWithStats2ejsp14,
73057990,_jspService,Ljavax/servlet/http/HttpServletRequest;Ljavax/
servlet/http/HttpServletResponse;)V,java.sql.DriverManager,
getConnection,Ljava/lang/String;Ljava/lang/String;Ljava/lang/
String;)Ljava/sql/Connection;,58,828

コンポーネン トコンポーネン トコンポーネン トコンポーネン ト 説明説明説明説明

callClassName タイ ミ ングを計測するメ ソ ッ ドのクラス名

callMethodName 現在のメ ソ ッ ドによって呼び出された、 呼び出されたメ ソ ッ ドの名前

(methodName)
callMethodType 呼び出されたメ ソ ッ ドのシグネチャ  (callMethodName)
line 呼び出されたメ ソ ッ ド呼び出し  (callMethodName) を含む、メ ソ ッ ドの

ステート メン トの行番号 (methodName)
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タイ ミ ングタイ ミングタイ ミングタイ ミング メ ッセージの書き込みメ ッセージの書き込みメ ッセージの書き込みメ ッセージの書き込み

既定では、JRun はアプリケーシ ョ ンを実行する  JRun サーバーのログ ファ イルにタイ
ミ ング メ ッセージを書き込みます。 これらのメ ッセージを ク ラ イアン ト または別の
ファイルに書き込むよ うに、 JRun に指示するこ と もできます。

クライアント へのタイミ ングクライアント へのタイミ ングクライアント へのタイミ ングクライアント へのタイミ ング メ ッ セージの書き込みメ ッ セージの書き込みメ ッ セージの書き込みメ ッ セージの書き込み

次の手順に従って、 メ ソ ッ ドをク ライアン トに転送します。 

1 local.properties ファ イルでこのプロパティを設定して、計測を有効にできます。

timing.enabled=true

このオプシ ョンを有効にしない場合、クライアン トに返される情報は、サーブレッ ト
の合計実行時間のみです。

2 local.properties ファ イルで次のプロパティを設定します。 

timing.logging.class=threadlogger

3 次のいずれかの手順に従い、 サーブレッ ト  JRunStats を使用して、 要求に関する
統計情報を表示します。 

• 明示的に、 または MIME タイプのいずれかを通じて、 サーブレッ ト  チェーン
で使用します。たとえば、次の URL は、JRunStats サーブレッ ト と  SnoopServlet
をつなぎます。 

http://localhost/servlet/SnoopServlet,JRunStats

• Java サーブレッ トの要求ディ スパッチャを使用します。

RequestDispatcher rd = req.getRequestDispatcher("/servlet/
JRunStats"); 

rd.include(req,resp);

メ ソ ッ ド  タイ ミ ングを有効にすると、 クライアン トに送信される出力情報には、サーブ
レッ トの合計実行時間のほかに次の情報が含まれます。 

出力出力出力出力 説明説明説明説明

Total ms メ ソ ッ ド呼び出しのミ リ秒単位の継続時間

Hits サーブレッ ト内でメ ソ ッ ドが呼び出された回数

Class.Method 呼び出しを作成中のサーブレッ ト  クラスまたはメソ ッ ドの名前
Called 
Class.Method

呼び出されたメ ソ ッ ドの名前。統計情報がメ ソ ッ ド  Class.Method に
関する場合は、 空になります。

Line 呼び出しが作成された Class.Method のソース行番号で、統計情報が
メ ソ ッ ド  Class.Method に関する場合は、 空になります。
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次の図は、JRun に付属するサーブレッ ト  SnoopServlet に関するタイ ミ ングの出力例
を示します。 この例で使用されている  URL は、 次のとおりです。

http://localhost/servlet/SnoopServlet,JRunStats

この例では、 情報の最初の行はメ ソ ッ ド呼び出し  SnoopServlet.service に関する
内容です。 このタイ ミ ング情報は、 SnoopServlet.service によって呼び出さ れる
メ ソッ ドに関するものではな く、SnoopServlet.service によって呼び出される メ ソッ ド
に関する内容であるため、 Called Class.Method および Line フ ィールドは空にな り
ます。

情報の 3 行目は、 JRunDemoServlet.generateDemoPageStart メ ソ ッ ドに関する内容
です。 このメ ソ ッ ドは、 SnoopServlet.service によって呼び出されます。 
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ファ イルへのタイミ ングファ イルへのタイミ ングファ イルへのタイミ ングファ イルへのタイミ ング メ ッ セージの書き込みメ ッ セージの書き込みメ ッ セージの書き込みメ ッ セージの書き込み

タイ ミ ング メ ッセージを別のファイルに書き込むよ うに JRun を設定するこ と もでき
ます。 

この例では、 HelloWorld クラス  (現在のメ ソッ ド ) の doGet メ ソ ッ ド と  doPost メ ソ ッ ド
のメ ソ ッ ド  タイ ミ ングを計測し、 javax.servlet.http.* のメ ソ ッ ド  (呼び出された
メ ソ ッ ド ) への呼び出し時間を計測します。 プロパティは、 fileInstrumentWriter

とい う ファ イル ラ イターを定義し、 timing.log とい う名前の付いたファ イルにタイ
ミ ング メ ッセージを書き込みます。 

# 計測を有効にします。
timing.enabled=true

# すべてのサーブレッ トから、 計測の対象および対象外となる
# メ ソ ッ ドを指定します。
timing.excludecalls=java.*,javax.*,sun.*,org.omg.CORBA.*
timing.includecalls=java.sql.*

# ログ グループを設定します。 
logging.groups=instrumentLog 

# instrumentLog ログ グループおよび名前付きロガーを設定します。 
logging.groups.instrumentLog.timingNamedLogger=info 
logging.groups.instrumentLog.listeners=instLogThreadLog 

logging.instLogThreadLog.class=allaire.jrun.logging.ThreadedLogger 
logging.instLogThreadLog.listeners=fileInstrumentWriter 

# ファイル ライターを定義します。 このファイル ライターにより、 すべてのイベン トが 
# 1 つのファイルに書き込まれます。 
logging.fileInstrumentWriter.class = allaire.jrun.logging.FileLogWriter 
logging.fileInstrumentWriter.filename = {jrun.roodir}/logs/timing.log 
logging.fileInstrumentWriter.rotationsize = 100000 
logging.fileInstrumentWriter.rotationfiles = 3 

# ロガー名を定義します。
timing.logging.class=simplelogger

# ロガー用のクラス ファイルを指定します。
timing.simplelogger.class=allaire.jrun.methodTimer.SimpleLogger
timing.simplelogger.level=info
timing.simplelogger.entermethod=ENTER
timing.simplelogger.exitmethod=EXIT
timing.simplelogger.beforemethodcall=CALLENTER
timing.simplelogger.aftermethodcall=CALLEXIT
timing.simplelogger.delimiter=,
timing.simplelogger.loggername=timingNamedLogger 
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# 計測するサーブレッ ト を指定して、 タイ ミ ングを計測する現在のレベルおよび
# 呼び出されたレベルのメソッドを定義します。 この例では、 doGet メソッ ド 、 doPost メ ソッ ド 、
# および doGet の呼び出されたすべてのメソ ッ ド呼び出しを計測します。
timing.classes=hWorld
timing.hWorld.class=HelloWorld
timing.hWorld.methods=doGet,doPost
timing.hWorld.calls=javax.servlet.http.*
timing.hWorld.doGet.calls=*

JSP のタイ ミングの計測のタイ ミングの計測のタイ ミングの計測のタイ ミングの計測

この例では、JSP ページの実行時間がク ライアン トに返されます。JRun ログ ファイルに
情報を書き込むために、 この例を変更するこ と もできます。

次の手順に従って、 JSP タイ ミ ング情報をク ラ イアン トに返します。 

1 local.properties ファ イルで timing.enabled プロパティを次のよ うに設定し
ます。

timing.enabled=true

このオプシ ョ ンを有効にしない場合、 サーブレッ ト の合計実行時間のみがク ラ イ
アン トに返されます。 

2 次のプロパティを設定します。 

timing.logging.class=threadlogger

3 JSP メ ソ ッ ド  タイ ミ ング属性を設定します。

timing.jsp.class=allaire.jrun.jsp.HttpJSPServlet
timing.jsp.subclasses=true
timing.jsp.methods=*
timing.jsp.calls=*,javax.servlet.*

これらの設定によって、 HttpJSPServlet を直接スーパーク ラス とするすべての
ク ラスに対してタイ ミ ングが計測されるよ うに指定します。 JRun では、 すべての
メ ソ ッ ドのパフォーマンス と、 既定で timing.excludecalls プロパティによ り
除外されている  javax.servlet.* 呼び出しを含むメ ソ ッ ド内の呼び出しがすべて
計測されます。

4 JRun サーバーを再起動します。

5 サーブレッ ト  JRunStats を使用して、 498ページの 「ク ライアン トへのタイ ミ ン
グ メ ッセージの書き込み」 に示しているよ うに、 要求に関する統計情報を表示し
ます。 
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第 41 章

デバッグとエラーデバッグとエラーデバッグとエラーデバッグとエラー メッセージングメッセージングメッセージングメッセージング
アプ リ ケーシ ョ ン開発中の一般的なタスクには、 デバッグがあ り ます。 この章では、
JRun アプ リ ケーシ ョ ンのための最も一般的なデバッグ テクニッ クについてい くつか
説明します。

また、 JRun には、 書き換え可能な組み込みエラー メ ッセージング メカニズムがあ り
ます。 この書き換えによって、 JRun エラー メ ッセージを独自のエラー メ ッセージに
置き換えるこ とができます。 この章では、 JRun によって生成されるエラー メ ッセージ
を独自のエラー メ ッセージに置き換える方法についても説明します。

この章の最後では、J++ や Visual Café などのサードパーティ製 IDE を使用して、JRun
アプリ ケーシ ョ ンを開発する方法について説明します。

目次目次目次目次

• デバッグ ................................................................................................................... 504

• カスタム エラー メ ッセージング ............................................................................ 515

• JRun とサードパーティ製 IDE の併用.................................................................... 517
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デバッグデバッグデバッグデバッグ

このセクシ ョ ンでは、 JRun を使用して開発した Web アプリケーシ ョンをデバッグする
際に使用できる、一般的なタスクおよびテクニッ クについていくつか説明します。次の
よ うなセクシ ョ ンがあ り ます。

• 「JRun によるデバッガの起動」 504ページ

• 「スタ ッ ク  ト レース」 504ページ

• 「コア ダンプの処理 (UNIX システムのみ)」 507ページ

• 「メモ リ不足エラーの処理」 508ページ

• 「ク ラ イアン ト /サーバー間の通信の監視」 509ページ

• 「追加デバッグ リ ンク」 514ページ

JRun によるデバッガの起動によるデバッガの起動によるデバッガの起動によるデバッガの起動

JRun アプリケーションをデバッグするための最も基本的な方法の 1 つは、 Java デバッガ
コマンド  jdb の制御のも とで JRun を起動する方法です。 jdb のも とで JRun を起動
する と、ブレーク  ポイン トおよびシングル ステップの設定、スレッ ドに関する情報の
取得、 メモ リ使用の検査、 およびその他のさまざまなデバッグ操作を行 う こ とができ
ます。 

jdb コマンドを使用して JRun を起動するには、 使用するシステムの CLASSPATH 環境
変数に、 次のファイルを追加する必要があ り ます。

• JRun のホーム ディ レク ト リ \lib 内のすべての JAR ファ イル

• JRun のホーム ディ レク ト リ \lib\ext 内のすべての JAR ファ イル

Windows では、次のコマンドを使用して、 jdb のも とで default JRun サーバーを起動
します。 

jdb JRun c:\progra~1\Allaire\JRun\servers\default

jdb ユーティ リ ティが Windows のディ レク ト リ名 「program files」 に含まれている
スペースを解釈できないこ と もあるため、省略形の progra~1 が必要です。UNIX マシン
では、 起動する  JRun サーバーへのパスを使用します。 

スタ ックスタ ックスタ ックスタ ック  ト レースト レースト レースト レース

アプリ ケーシ ョ ンのデバッグに役立つ方法と して、スタ ッ ク  ト レースを取得する方法
があ り ます。 Java スタ ッ ク  ト レースには、 JVM のスレッ ドおよび監視に関する情報が
含まれています。実際に、お客様の問題を解決する方法の一部と して、 Allaire カスタマ
サポートでは、 スタ ッ ク  ト レースを生成して、 電子メールで Allaire に送信していた
だく よ うにお客様にお願いしています。 

通常、 スタ ッ ク  ト レースは、 デッ ド ロ ッ ク状態の原因を特定するために使用します。
同時に発生する多数の要求を処理するため、 JRun はマルチスレッ ド  モデルを使用し
ます。 マルチスレッ ド環境では、 スレ ッ ドがいつでも リ ソースを利用できるよ うに、
特定のリ ソースへのアクセスはロッ クによって制御されます。あるスレッ ドが 2 番目の
スレッ ドから リ ソースを取得するために待機しなければならず、 2 番目のスレッ ド も
最初のスレッ ドから リ ソースを取得するために待機する といった状況が発生します。
この状況は、 デッ ドロック と呼ばれます。 
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次の例は、 デッ ド ロ ッ クを含むスタ ッ ク  ト レースからの抜粋です。

t@37 waiting to lock object@0xdbdf15c8:"oracle/jdbc/driver/
OracleCallableStatement" which is locked by t@529 

t@529 waiting to lock object@0xdc030470:"oracle/jdbc/driver/
OracleConnection" which is locked by t@37 

このよ うに、 スレ ッ ド  37 および 529 は、 お互いに相手のスレッ ドが リ ソースを解放
するのを待っています。 両方のスレッ ド が待機しているため、 どちら のスレッ ド も
相手のスレッ ドが要求する リ ソースを解放するこ とはできません。 この場合、 両方の
スレッ ドは永久に待ち続けます。 

次のセク ショ ンでは、 JRun でサポート さ れているオペレーティ ング  システム用の
ス タ ッ ク  ト レースを取得する方法について説明します。

Allaire では、 Java スタ ッ ク  ト レースの内容の解釈に関する文書を  Knowledge Base で
公開しています。 知識ベースの記事番号 12406 は、 次の URL で参照できます。 

http://allaire.com/Support/KnowledgeBase/SearchForm.cfm

Windows のスタッ クのスタッ クのスタッ クのスタッ ク  ト レースト レースト レースト レース

Sun または IBM の JVM を使用した Windows システムで稼動する  JRun からスタ ッ ク
ト レースを取得するには、 次の手順を実行します。 

1 JRun を実行するための Java 実行可能ファイルと して、 javaw.exe ではな く、
java.exe を使用しているこ とを確認します。java.exe では JRun サーバーの起動時
に DOS ウ ィンド ウが開きますが、javaw.exe では Java アプリケーシ ョ ンの実行時
に DOS ウ ィンド ウが開きません。 

JMC で [サーバー名] > [Java の設定] > [Java 実行ファ イル] プロパティを使用
して、java.exe を設定します。サーバー名には、JRun サーバーの名前を指定します。

2 JRun サーバーを起動します。 

空白の DOS ウ ィンド ウが開きます。 

3 DOS ウ ィンド ウをアクティブにし、 Ctrl-Break キーを押して、 スタ ッ ク  ト レース
が {JRun home dir}/logs/servername-err.log ファ イルに書き込まれるよ うに
します。 

メモメモメモメモ

このファイルの名前は、java.System.err プロパティで定義されます。ファイル名
を変更するには、 JRun サーバーの local.properties ファ イルでこのプロパティ
を変更します。 このプロパティの詳細については、 第 41 章 を参照して ください。
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または、 DOS ウ ィンド ウの [閉じる ] ボタン  (DOS ウ ィンド ウの右上隅にある  [X]
アイコン ) をク リ ッ ク して、 スタ ッ ク  ト レースを開始する こ と もできます。 DOS
ウ ィンド ウは閉じませんが、ポップアップ ウ ィンドウに次のメ ッセージが表示され
ます。

この Windows アプリケーシ ョ ンは [アプリケーシ ョ ン終了] に応答できません。 

[アプリケーシ ョ ン終了] を選択する と  JRun は停止し、 [キャンセル] を選択する と
JRun は実行を続けます。 

4 メモ帳、 ワードパッ ド、 またはほかのテキス ト  エディ タを起動して、 {JRun home
dir}/logs/servername-err.log ファ イルに含まれるスタ ッ ク  ト レース情報を
読み取り ます。

UNIX/Solaris スタ ッ クスタ ッ クスタ ッ クスタ ッ ク  ト レースト レースト レースト レース

UNIX/Solaris の場合、 既定では、 ス タ ッ ク  ト レースを保持する  JRun/logs/

{server}-err.log とい う名前のファ イルが定義されます。 {server} は、 JRun サー
バーの名前です。 

次の手順に従って、 スタ ッ ク  ト レースを取得します。

1 top コマンドを使用して java プロセスのプロセス  ID 番号を特定するか、 ps -ef

コマンド の出力時に grep コマンド を使用し ます。 次の例では、 grep および ps
コ マンドを使用しています。

ps -ef | grep java 

2 kill -QUIT または kill -3 コマンドを使用して、quit 信号を  java プロセス  ID に
送信します。 次に例を示します。

kill -3 jrunjavaID

一部の UNIX/Solaris プラ ッ ト フォームでは、 使用する  JDK によって、 Java プロ
セスを開始したモニタまたはターミナル ウ ィ ン ド ウに Java スタ ッ ク  ト レースが
直接送信されない場合があ り ます。 スタ ッ ク  ト レースの出力を別の出力先に転送
する機会はあり ません。唯一の方法と して、 ト レースをモニタまたはウ ィンドウに
ダンプして、 コピーした ト レースを  vi や Emacs などのエディ タを実行している
別のターミナル ウ ィンド ウに貼り付けます。

Linux

Sun/Blackdown JVM を使用した Linux システムに関するスタ ッ ク  ト レースを取得
するには、 506ページの 「UNIX/Solaris スタ ッ ク  ト レース」 に記載されている手順を
実行して ください。

IBM JVM は、 quit 信号が送信さ れた  JRun サーバーのルート  ディ レク ト リ に
javacore.txt ファ イルを作成して、 kill -QUIT または kill -3 に応答します。 たと
えば、 default JRun サーバーの場合、 このディ レ ク ト リ は、 既定では /opt/JRun/
servers/default にな り ます。
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次の手順に従って、 スタ ッ ク  ト レースを取得します。

1 top コマンドを使用して java プロセスのプロセス  ID 番号を特定するか、 ps -ef

コマンド の出力時に grep コマンド を使用し ます。 次の例では、 grep および ps
コ マンドを使用しています。

ps -ef | grep java 

2 kill -QUIT または kill -3 コマンドを使用して、quit 信号を  java プロセス  ID に
送信します。 次に例を示します。

kill -3 jrunjavaID

コアコアコアコア ダンプの処理ダンプの処理ダンプの処理ダンプの処理 (UNIX システムのみシステムのみシステムのみシステムのみ )
アプリ ケーシ ョ ンがコア ダンプを引き起こすと、オペレーティング システムはアプリ
ケーシ ョ ンを起動したディ レク ト リにコア ファ イルを書き込みます。 

メモメモメモメモ

コア ダンプは、 UNIX システムでのみ発生し、 Windows では発生しません。 

JRun は Java で記述されているため、 JRun でエラーが発生した場合は、 常に Java 例外
が返され、 JRun 自体がコア ダンプを引き起こすこ とはあ り ません。 JRun に関係する
コア ダンプは通常、次の理由によって JVM またはアプリケーシ ョ ン自体によって引き
起こ されます。

1 JVM にバグがある。 これは通常、 JVM がオペレーティングと対話する と きに発生
します。 JVM 内のバグはコア ダンプを引き起こす可能性があ り ます。

2 JRun アプリケーシ ョ ンが、Java Native Interface (JNI) などを使用してエラーのある
ネイティブ コードを使用している。 たとえば、 ODBC ド ラ イバを呼び出す Type 1
JDBC ド ライバを使用してデータベースにアクセスする と、ド ライバのネイティブ
コード がスレッ ド  セーフではないため、 デッ ド ロ ッ ク およびコア  ダンプを引き
起こします。

Allaire では、 コア ダンプに関する文書を知識ベースで公開しています。知識ベースの
記事番号 15437 は、 次の URL で参照できます。 

http://allaire.com/Support/KnowledgeBase/SearchForm.cfm
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メモリ不足エラーの処理メモリ不足エラーの処理メモリ不足エラーの処理メモリ不足エラーの処理

JVM の各インスタンスは、 ヒープと呼ばれるスレッ ドで共有されるすべてのオブジェ
ク トに対してメモ リの割り当てを使用します。実行時に、 JVM はすべてのク ラス  イン
スタンスおよび配列に対してヒープから メモリを割り当てます。作成したサーブレッ ト
または JSP ページによって、 エラー メ ッセージ java.lang.OutOfMemoryError が
JRun ログファ イルまたはスタ ッ ク  ト レースに書き込まれた場合は、 使用する  JVM の
最大ヒープ サイズを増やす必要があ り ます。 

メモメモメモメモ

作成するアプ リ ケーシ ョ ンで OutOfMemoryError が発生しないよ うに注意して くだ
さい。 一般的に、 これらのエラーは予測できません。 また、 これらのエラーが発生した
場合、復旧するこ と もできません。 このエラーが発生する前に、 JVM ではメモ リ不足
エラーが発生し、ガーベッジ コレクタがメモリ を解放して処理を続けるこ とができな く
な り ます。 

OutOfMemoryError は、 新しいオブジェク トにメモ リ を割り当てる無限ループなどの
プログラ ミ ング エラーによって発生する可能性もあ り ます。 このタイプのプログラ ミ
ング エラーは、 JVM に割り当てる メモ リの量にかかわらずエラーを引き起こします。

既定の ヒープ サイズは JVM によって異な り ます。 ただし、 ほ とんどの JVM では、
ヒープの最小サイズおよび最大サイズを変更でき、 これらの設定の既定値が用意され
ています。 次の一覧に、 Sun と  IBM の両方の JVM に最も一般的な ヒープ設定を示し
ます。 ほとんどの JVM ベンダは、 Sun のルールに従った ヒープ サイズの既定値を採用
しています。

• Sun の Windows および Solaris バージ ョ ン  1.1 JVM 既定の最大ヒープサイズは

16 MB です。 ほとんどのサーバー側 Java アプリケーシ ョ ンでは、 この既定サイズは
十分ではあ り ません。 既定の最小ヒープ サイズは 1 MB です。 

• Sun の Windows および Solaris バージ ョ ン  1.2 および 1.3 JVM 既定の最大ヒープ

サイズは 64 MB で、 既定の最小ヒ ープサイズは 1 MB です。 既定の最大ヒ ープ
サイズは十分ですが、ほとんどのエンタープライズ レベルのサーバー側 Java アプ
リ ケーシ ョ ンには、 これ以上のサイズが必要です。 

選択する設定は、 テス ト 、 試用、 およびエラーによって決定して ください。 この
設定はアプリケーシ ョ ンと負荷に大き く依存します。 

• IBM バージ ョ ン  1.1.8 JVM 既定のヒープ サイズは総物理メモリ容量の半分です。 

最大ヒープ サイズを増やすには

1 JMC で、[サーバー名] > [JVM の設定] > [Java 引数] プロパティを使用して、ヒー
プ サイズを設定します。

• たとえば、 1.1 JDK の場合は、次の引数を挿入して、 ヒープ サイズを  64 MB に
設定します。 

-mx64m 

• 1.2 JDK の場合は、次の引数を挿入して、ヒープ サイズを  128 MB に設定します。 

-Xmx128m 
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メ モリ 設定の既定の単位はバイ ト です。 数字がキロバイ ト またはメ ガバイ ト で解釈
されるよ うに指定するには、 接尾辞 k または m を追加する必要があ り ます。 

注意注意注意注意

これらの設定の指定に不正な構文を使用する と、 JVM が起動しな くなる可能性があ り
ます。 これらのパラ メータを変更して、 JRun の再起動に失敗した場合は、
global.properties ファ イルまたは local.properties ファ イルの設定を手作業で
編集する必要があ り ます。

次の例は、 Java バージョ ン  1.2 の  JVM の最小ヒ ープ  サイ ズ、 最大ヒ ープ  サイズ、
およびその他の値を設定します。 

-Xms64m -Xmx128m -Xrs -Djava.compiler=NONE 

正確な構文および既定値については、それぞれ対応する  JDK のマニュアルを参照して
ください。 

メモメモメモメモ

Allaire 知識ベースの記事番号 13940 では、 この状況について も説明しています。
Allaire 知識ベースの詳細については、 http://allaire.com/Support/KnowledgeBase/

SearchForm.cfm を参照して ください。

クライアン トクライアン トクライアン トクライアン ト /サーバー間の通信の監視サーバー間の通信の監視サーバー間の通信の監視サーバー間の通信の監視

JRun には HTTP スニファ  メ カニズムが用意されています。 このメカニズムによ り、
Web ク ラ イアン ト と  HTTP サーバーの通信を監視して、 その情報を  JRun ログ ファ
イルに転送できます。スニファ  メカニズムを使用して、HTTP 要求/応答のヘッダ部分
と コンテンツ部分の両方を追跡できます。 要求、 Web サーバーからのク ッキー設定、
およびその他の要求/応答コンテンツの一部と して、 ク ラ イアン ト から渡されるパラ
メータを調べるこ とができるため、スニファ  メカニズムはアプリケーシ ョンをデバッグ
する際に役に立ちます。

スニファ  メカニズムは HTTP ポート を監視して、クライアン ト要求を検出します。クラ
イアン トがそのポートに対して HTTP 要求を作成する と、スニファ  メカニズムはその
要求を読み取 り、 ログに記録して、 要求をターゲッ ト  Web サーバーに転送します。
スニファ は、 Web サーバーからの応答を待ち、 受け取った応答をロ グに記録し て、
応答をク ラ イアン トに転送します。 

スニファ  メカニズムが要求を処理するために、要求をスニファの HTTP ポートに転送
します。 既定では、 スニファ  ポートは 8101 に設定されます。 次に、 スニファはその
要求を処理するために Web サーバーに転送します。したがって、既定のスニファ  ポー
トへの URL は次のよ うな形式にな り ます。

http://localhost:8101/resource
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次の形式を使用する と、 スニファ  メカニズムをバイパスして、 同じ要求を Web サー
バーに直接転送できます。

http://localhost/resource

スニファ  メカニズムは複数の要求を同時に処理できます。その結果、異なる要求から
のログ メ ッセージがログ ファ イルにインターリーブされます。 このため、 スニファ
メカニズムでは、 ログ ファ イルの各行の先頭に固有の要求 ID を付けて要求を識別し
ます。 

スニファスニファスニファスニファ  メ カニズムの設定メ カニズムの設定メ カニズムの設定メ カニズムの設定

スニファ  メカニズムを設定するには、 プロパティ  ファ イルを使用します。 JRun 管理
コンソール (JMC) からスニファ  メカニズムを制御するこ とはできません。 

JRun の 1 つのインス トールに関連するすべての JRun サーバーのスニファ  メカニズム
のための既定の設定は global.properties フ ァ イルに格納されています。 通常、
global.properties ファイルは変更しません。個々の JRun サーバーの設定を変更する
場合は、 local.properties ファ イルのそのサーバーの設定を変更します。 

global.properties ファ イルでの既定のプロパティ設定は次のとおりです。 

sniffer.class=allaire.jrun.http.Sniffer
sniffer.port=8101 
sniffer.loglevel=info 
sniffer.logcontent=true 
sniffer.target.host=localhost 
sniffer.target.port=80 

これらのプロパティは、 次のオプシ ョ ンを指定します。

• スニファ  メカニズムを定義するク ラス

• スニファ  メカニズムが要求を監視する  HTTP ポート

• JRun ログ ファ イルのスニファ  メ ッセージの種類

• 要求/応答のヘッダと コンテンツの両方を含むログ情報

• 要求を処理する  Web サーバーの名前

• Web サーバーのポート番号

既定では、JRun のスニファ  メカニズムは無効になっています。スニファ  メカニズムを
有効にするには、 スニファ  メカニズムを  JRun サービスの一覧に追加する必要があ り
ます。サービスは、 global.properties または local.properties ファイルのいずれか
で有効にできます。サービスを  global.properties で指定する と、すべての JRun で
スニファ  メカニズムが有効にな り ます。 サービスを local.properties で指定すると、
そのファイルに関連する  JRun サーバーについてのみ、 スニファ  メカニズムが有効に
な り ます。 
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global.propeties を使用してスニファ  メカニズムを有効にするには、 次の例で示す
よ うに、 スニファ  サービスを jrun.services プロパティに追加します。

# 開始するサービスの一覧
jrun.services=scheduler,logging,monitor,license,control,{servlet.servic

es},{ejb.services},sniffer 

local.propeties を使用してスニファ  メカニズムを有効にするには、
global.properties から現在のサービスの一覧をコピーして JRun サーバーの
local.properties ファ イルに貼り 付け、 sniffer をサービスの一覧の最後に追加
し ます。

これらのプロパティの詳細については、 512ページの 「スニファ  メカニズムのプロパ
ティ 」 を参照して ください。

スニファスニファスニファスニファ  メ カニズムの出力メ カニズムの出力メ カニズムの出力メ カニズムの出力

スニファ  メ カニズムは出力を  JRun サーバーのログ  ファ イルに書き込みます。 次の
例はスニファ  メ カニズムの出力を示しています。 この例では、 ク ラ イアン トは次の
URL を使用して SnoopServlet を要求します。 

http://localhost:8101/servlet/SnoopServlet 

JRun ログ ファ イルに書き込まれる情報には次の行が含まれます。

03/20 11:58:21 info HTTP Sniffer:Listening on port 8101, target is 
localhost:80

03/20 11:58:38 info SnoopServlet:init 
03/20 11:58:50 info HTTP Sniffer:Accepted request 1
03/20 11:58:50 info HTTP Sniffer:Header 1 --> GET /servlet/SnoopServlet 

HTTP/1.0
03/20 11:58:50 info HTTP Sniffer:Header 1 --> Connection:Keep-Alive
03/20 11:58:50 info HTTP Sniffer:Header 1 --> User-Agent:Mozilla/4.7 

(WinNT; I)
03/20 11:58:50 info HTTP Sniffer:Header 1 --> Host:localhost:8101
03/20 11:58:50 info HTTP Sniffer:Header 1 --> Accept:image/gif, image/

x-xbitmap, image/jpeg, image/pjpeg, image/png, */*
03/20 11:58:50 info HTTP Sniffer:Header 1 --> Accept-Encoding:gzip
03/20 11:58:50 info HTTP Sniffer:Header 1 --> Accept-Language:en
03/20 11:58:50 info HTTP Sniffer:Header 1 --> 

Accept-Charset:iso-8859-1,*,utf-8
03/20 11:58:50 info HTTP Sniffer:Header 1 --> 
03/20 11:58:51 info HTTP Sniffer:Header 1 <-- HTTP/1.0 200 OK
03/20 11:58:51 info HTTP Sniffer:Header 1 <-- Server:JRun Web Server/

3.0
03/20 11:58:51 info HTTP Sniffer:Header 1 <-- Date:Mon, 20 Mar 2000 

16:58:51 GMT
03/20 11:58:51 info HTTP Sniffer:Header 1 <-- 

Set-Cookie:jsessionid=953571530946269859;path=/
03/20 11:58:51 info HTTP Sniffer:Header 1 <-- Expires:Thu, 01 Dec 1994 

16:00:00 GMT
03/20 11:58:51 info HTTP Sniffer:Header 1 <-- Connection:Close
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03/20 11:58:51 info HTTP Sniffer:Header 1 <-- 
Cache-Control:no-cache="set-cookie,set-cookie2"

03/20 11:58:51 info HTTP Sniffer:Header 1 <-- Content-Type:text/html
03/20 11:58:51 info HTTP Sniffer:Header 1 <-- 
03/20 11:58:51 info HTTP Sniffer:Content 1 <-- 00000000 30 4C 59 42 41 

32 0D 0A 30 4C 49 45 48 32 30 59   <HTML>..<HEAD><T
03/20 11:58:51 info HTTP Sniffer:Content 1 <-- 00000016 4D 59 41 49 32 

58 65 66 66 77 58 6B 79 7D 63 6B   ITLE>SnoopServle 
...

この出力では、 スニファ  メカニズムがポート  8101 で要求を受信し、ポート  80 にその
要求を転送しているのがわか り ます。

スニファ  メカニズムは、 SnoopSerlvet に対する要求を検出する と、 その要求と要求
に含まれるすべてのヘッダ情報をログに記録します。要求に対応するログ ファ イルの
行には、 右向矢印 (-->) が含まれています。 

Web サーバーから の応答には、 ヘッ ダおよび要求のコンテンツが含まれています。
応答に対応するログ ファ イルの行には、左向矢印 (<--) が含まれています。応答では、
応答のコード と  ASCII テキス トの両方がログ ファ イルに含まれています。 

スニファスニファスニファスニファ  メ カニズムのプロパティメ カニズムのプロパティメ カニズムのプロパティメ カニズムのプロパティ

次のプロパティを使用して、 スニファ  メカニズムの制御と設定を行います。

sniffer.class
スニファ  メカニズムを定義する  JRun ク ラスを指定します。既定では、このプロパ
ティは allaire.jrun.http.Sniffer に設定されます。

sniffer.port
スニファ  メ カニズムが HTTP 要求を監視するポー ト番号を指定します。 既定の
ポート番号は 8101 です。

スニファ  メ カニズムと スニファ  メ カニズムに関連する  Web サーバーは、 異なる
ポート番号を使用する必要があ り ます。したがって、プロパティ  sniffer.port と
sniffer.target.port には、 異なる値を指定する必要があ り ます。 

sniffer.loglevel
ログ ファ イルへのスニファ出力のログ イベン ト  タイプを指定します。指定できる
値は、 debug、 error、 warning、 および info です。 既定値は info です。 

JRun ログ メカニズムは、 メ ッセージのレベルに基づいてメ ッセージをフ ィルタ
選択できます。 詳細については、 第 38 章 を参照して ください。

sniffer.logcontent
true に設定する と、HTTP 要求/応答のメ ッセージのコンテンツをログに記録する
こ とを指定します。false に設定する と、 スニファ  メカニズムは要求/応答ヘッダ
のみをログに記録します。 メ ッセージのコンテンツはログに記録されませんが、
ク ラ イアン トに転送されます。 

既定値は true です。
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sniffer.target.host
ク ラ イアン ト要求を処理する  Web サーバーのホス ト名を指定します。 既定値は、
localhost です。 

sniffer.target.port
sniffer.target.host によって指定された Web サーバーが、 スニファ  メカニズム
から転送された要求を受信するポート番号を指定します。スニファ  メカニズムは、
sniffer.port によって指定されたポートで要求を認識し、Web サーバーが処理で
きるよ うに要求をこのポートに転送します。

既定のポート番号は 80 です。

スニファ  メ カニズムと スニファ  メ カニズムに関連付けら れている  Web サー
バーは、 異なるポート番号を使用する必要があ り ます。 したがって、 プロパティ

sniffer.port と  sniffer.target.port には、異なる値を指定する必要があります。 

sniffer.loggername 
スニファの出力メ ッセージを受信するために使用するロガーの名前を任意で指定
します。既定では、 スニファ出力は、 JRun サーバーのログ ファ イルに書き込まれ
ます。

このプロパティを使用して、 スニファ出力を受信するための独自のロガーを作成
できます。 た とえば、 ロガーを使用して、 スニファ出力を独自のファ イルに書き
込むこ と ができます。 ログ収集機能と ロガーの詳細については、 第 38 章を参照
し て ください。
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追加デバッグ追加デバッグ追加デバッグ追加デバッグ リンクリンクリンクリンク

デバッ グに関する多く の追加情報およびリ ンク を参照のために利用できます。 次の
表で、 役立つリ ンクをい くつか紹介します。

URL 説明説明説明説明

http://www.unix.hp.com/java/hpjmeter/index.html データのプロファ イリ ングをグラフ ィ カルに表示す

ることで、パフォーマンスのボト ルネッ クを検出でき

る、 プラッ ト フォームに依存しないツール 

http://developer.java.sun.com/developer/
onlineTraining/Programming/JDCBook/perfTech.html

Sun が提供するパフォーマンスの調整および分析に
関するヒント

http://developer.java.sun.com/developer/
technicalArticles/Programming/Stacktrace/index.html

Sun が提供する、 Java スタッ ク  ト レースの紹介

http://www-4.ibm.com/software/os/warp/
performance/javatip.htm

IBM が提供する、Java パフォーマンスの調整に関する
情報

http://www-4.ibm.com/software/developer/
library/tip-heap-size.html

ヒープ  サイズの管理および最適化に関する情報

http://www-4.ibm.com/software/developer/
library/java2/index.html

IBM が提供する、 Java、 スレッ ド 、 および Linux での
スケジューリ ングに関する情報

http://www-4.ibm.com/software/developer/
library/perf-checklist/index.html

IBM AIX サーバーに関する  Java パフォーマンスの問
題の検出と修正 

http://www-4.ibm.com/software/developer/
library/jinsight/index.html

Java プログラムの実行を視覚化するフリ ー ツール、
Jinsight に関する情報

http://www.research.ibm.com/journal/sj/391/
viswanathan.html 

Java Virtual Machine Profiler Interface に関する情報 

http://java.sun.com/people/billf/heap/ -Xhprof ファ イルを読み取るための Java Heap 
Analysis Tool (HAT) に関する情報 
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カスタムカスタムカスタムカスタム エラーエラーエラーエラー メ ッセージングメ ッセージングメ ッセージングメ ッセージング

JRun はエラーを検出すると 、 通常、 エラー メ ッ セージをク ラ イ アント に出力して
エラーを知らせますが、これらの JRun エラー メ ッセージを表示しないよ うにしたり、
独自のメ ッセージに置き換えるこ とができます。 

このセクシ ョ ンでは、 次の 3 つの状況でカスタム  エラー メ ッセージをアプ リ ケー
シ ョ ンに挿入する方法について説明します。

• コネクタ  エラー メ ッセージ Web サーバーと  JRun の接続でエラーが発生した場合

• HTTP エラー メ ッセージ JRun が Web アプリ ケーシ ョ ンの HTTP エラーを検出
した場合

• Java 例外メ ッセージ サーブレッ ト または JSP ページが Java 例外を生成した場合

次のセクシ ョ ンでは、 これらのエラー状態について説明します。 

コネクタによる既定のエラーコネクタによる既定のエラーコネクタによる既定のエラーコネクタによる既定のエラー メ ッセージの変更メ ッセージの変更メ ッセージの変更メ ッセージの変更

JRun をインス トールする と、Web サーバーと  JRun との接続を作成する、ネイティブ
接続モジュールがインス トールされます。 このシナリオでは、Web サーバーは JRun の
ク ライアン ト と して機能します。 この接続の詳細については、 第 2 章を参照して くだ
さい。

JRun は、 次の理由によ り、 この接続でエラーを検出する可能性があ り ます。 

• 接続タイムアウ ト  

• JRun が同時に処理する要求数が多すぎる。

• Web サーバーが JRun に接続できない。

• プロ ト コル エラー

これらの各エラーに対して、 JRun は、 HTTP 503 エラーおよび エラー メ ッセージが
JRun から発生したこ とを指定するエラー メ ッセージを ク ラ イアン ト に出力します。
ただし 、 JRun の既定のエラー メ ッ セージを書き換えて、 独自にカスタマイズした
エラー ページを表示できます。

次の一覧では、 独自のエラー メ ッセージをい くつかの異なる  Web サーバーに対して
設定する方法について説明します。 これらの例では、 カスタム エラー メ ッセージは
ファイル error.html に含まれています。

• IIS

Microsoft IIS Web サーバーを使用している場合は、 次の行をファ イル
\inetpub\scripts\jrun.ini に追加します。 

errorurl=http://hostname/error.html 

jrun.ini を保存して、 Web サーバーを再起動します。 
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• NES

Netscape NES Web サーバーの場合、 次のエン ト リ を  Web サーバーの obj.conf
ファ イルの JRun init 行に追加します。 

Init fn=jruninit ... errorurl="http://hostname/error.html" 

コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルを保存して、 Web サーバーを再起動します。 

• Apache

Apache Web サーバーの場合、 次の行をファ イル httpd.conf の JRunConfig セク
シ ョ ンに追加します。 

JRunConfig errorurl "http://localhost/error.html" 

コンフ ィギュレーシ ョ ン  ファ イルを保存して、 Web サーバーを再起動します。 

web.xml を使用したを使用したを使用したを使用した HTTP エラーエラーエラーエラー ページの設定ページの設定ページの設定ページの設定

Web アプリケーシ ョ ンの処理中に、JRun はさまざまな種類の HTTP エラーを検出する
可能性があ り ます。HTTP エラーを検出する と、 JRun ではク ライアン トに標準エラー
メ ッセージが表示されます。 

Web アプリ ケーシ ョ ンの web.xml ファ イルで、独自のエラー メ ッセージを設定して、
JRun によって検出された HTTP エラーを処理できます。 これによ り、HTTP エラーが
発生した場合に、 カスタム  エラー ページをク ラ イアン トに配信できます。 

メモメモメモメモ

web.xml フ ァ イルは、 1 つのアプ リ ケーシ ョ ンに関連付けられるため、 アプ リ ケー
シ ョ ンご とに異なるエラー ページを設定できます。 ただし、 1 つの JRun サーバー内の
すべてのアプ リ ケーシ ョ ンに対してグローバル エラー ページを指定する こ とはでき
ません。

HTTP 403 エラーが発生した場合は、アプリケーシ ョ ンの web.xml ファイルの次の部分
によってページ 403.html が表示されます。

<error-page>
<error-code>403</error-code>
<location>/403.html</location>

</error-page>
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web.xml を使用したを使用したを使用したを使用した Java 例外メ ッセージの制御例外メ ッセージの制御例外メ ッセージの制御例外メ ッセージの制御

JRun によって検出されるエラーには、Java サーブレッ トによって返される  Java 例外が
含まれます。 web.xml ファ イルを使用する と、 JRun が特定の種類の Java 例外を検出
した場合に、 カスタム  エラー ページを表示できます。 

次の例は、アプリ ケーシ ョ ンによって生成された Java 例外に対して、exception.html
を表示するよ うに JRun を設定します。

<error-page>
<exception-type>java.lang.Exception</exception-type>
<location>/exception.html</location>

</error-page>

通常、 独自のカスタム例外ク ラスに対してカスタム  エラー ページを作成し、
exception-type タグを使用して例外クラス名を指定します。 

JRun とサードパーティ製とサードパーティ製とサードパーティ製とサードパーティ製 IDE の併用の併用の併用の併用

Microsoft のメモ帳などの簡易テキス ト  エディ タを使用して Web アプリケーシ ョ ンを
開発するこ と もできますが、ほとんどの開発者は、よ り高度な開発環境を使用します。
い くつかのソフ ト ウェア ベンダから、Web アプリ ケーシ ョ ン用のサーブレッ ト と  JSP
ページの開発、 デバッグ、 およびテス ト に使用でき る  Java Integrated Development
Environments (IDE) が提供されています。 これらの IDE は次のとおりです。

• Symantec Visual Café

• IBM VisualAge for Java

• Microsoft Visual J++

• Borland JBuilder

• Sun Forte

これらの IDE の共通の機能には、エディ タ、デバッガ、 ウ ィザード、ユーティ リ ティ、
および開発環境を向上させるその他の機能が含まれています。 

これらの IDE と  JRun を併用して、 Web アプ リ ケーシ ョ ンを開発できます。 ただし、
これらの環境を使用する場合は、 JRun と統合するためにい くつかの設定手順を実行
する必要があ り ます。 Allaire では、 これらの IDE に関する文書を知識ベースで公開
しています。 この文書では、 IDE を JRun で使用するための設定方法について説明して
います。 知識ベースの記事番号 14529 は、 次の URL で参照できます。

http://allaire.com/Support/KnowledgeBase/SearchForm.cfm
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第 42 章

JRun の拡張機能の拡張機能の拡張機能の拡張機能
Java サーブレッ ト API 仕様と  JSP 仕様には、 仕様に従ってそれらのテク ノ ロジを実装
するための必要条件が定義されていますが、JRun の顧客から仕様に定義されていない
追加機能が要求される こ とがあ り ます。 このよ うな要求を満たすために、 JRun 拡張
機能が用意されました。 

この章では、 Java サーブレッ ト API 仕様と  JSP 構文仕様に追加された拡張機能について
説明します。 

目次目次目次目次

• JRun 拡張機能の使用............................................................................................... 520

• global.jsa ファ イルの使用 ....................................................................................... 520

• サーブレッ ト  API の拡張機能 ................................................................................. 523
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JRun 拡張機能の使用拡張機能の使用拡張機能の使用拡張機能の使用

Java サーブレッ ト API 仕様と  JSP 構文仕様には、 い くつかの拡張機能が追加されてい
ます。 このよ うな拡張機能は次のとおりです。

• global.jsa (JRun サーバー アプリ ケーシ ョ ン ) ファ イル JSP に共通のアプリ
ケーシ ョ ン  ロジッ クのための共有フ ァ イルを作成でき ます。 詳細については、
520ページの 「global.jsa ファ イルの使用」 を参照して ください。

• サーブレッ ト  API 拡張機能  サーブレッ トから  JSP へ要求を転送できます。詳細に
ついては、 523ページの 「サーブレッ ト  API の拡張機能」 を参照して ください。

メモメモメモメモ

Web アプリ ケーシ ョ ンでこれらの拡張機能を使用する場合、 これらの拡張機能を別の
Web アプリ ケーシ ョ ン  サーバーに移植する こ とはできません。 

global.jsa ファイルの使用ファイルの使用ファイルの使用ファイルの使用

global.jsa フ ァ イルを使用する と、 1 つのアプ リ ケーシ ョ ンまたはク ラ イアン ト
セッ ショ ンから アク セスする すべての  JSP ファ イ ルに共通のアプリ ケーショ ン
ロジッ クについて、 共有ファイルを作成できます。 global.jsa ファイルによ り、 この
コードを集中管理するための場所が提供されるので、 その場所から多数の JSP で共有
されるロジッ クを管理したり変更できます。

global.jsa ファ イルは、 JSP と同じディ レク ト リに格納する必要があ り ます。 

次のイベン トによ り、 JRun が ト リガされ、 global.jsa ファ イルが確認されます。 

• アプリケーシ ョ ン開始イベン ト  JRun の開始後、 global.jsa ファ イルを含む
ディ レク ト リ内の任意の JSP が最初に要求される と、 JRun でファイルが読み込ま
れます。 アプリ ケーシ ョ ン開始イベン ト を使用する と、 同じアプ リ ケーシ ョ ン内
にあるすべての  JSP で共有さ れている  JSP application オブジェク ト に情報を
書き込めるよ うにな り ます。 

• セッシ ョ ン開始イベン ト  新規のクライアン ト  セッシ ョ ンご とに (つま り、 セッ
シ ョ ン  ID ご とに )、 global.jsa ファ イルを含むディ レク ト リ内の任意の JSP に
アクセスする最初のクライアン ト要求が行われる と、 ファ イルが読み込まれます。
セッシ ョ ン開始イベン ト を使用する と、1 つのク ライアン トがアクセスするすべて
の JSP で共有される  JSP session オブジェク ト を初期化できます。

1 つのアプリケーシ ョ ンに、 JSP の複数のディレク ト リ を持たせるこ とができます。
セッシ ョ ン開始イベン トは、アプリケーシ ョ ンの JSP に対する最初のクライアン ト
要求でのみト リガされます。この要求によって、ク ラ イアン トの session オブジェ
ク トが作成されます。 これ以降は、異なるディレク ト リにある  JSP に対する要求で
あったと しても、 セッシ ョ ン開始イベン トが ト リガされるこ とはあ り ません。



global.jsa ファイルの使用 521
たとえば、global.jsa ファ イルを含むディ レク ト リにある /index.jsp への最初
のク ラ イアン ト要求が行われる と、 セッシ ョ ン開始イベン トが ト リガされます。
ただし、 同じ  session オブジェク ト とセッシ ョ ン  ID を持つ同じ ク ラ イアン トが、
続けて別のディ レク ト リにある  /store/checkout.jsp にアクセスした場合、 この
ディ レク ト リに global.jsa ファ イルが含まれていても、 /store/global.jsa の
セッシ ョ ン開始イベン トは ト リガされません。

• アプリケーシ ョ ン終了イベン ト  アプリケーシ ョ ンが終了する と、 JRun によ り、
JSP を供給するすべてのディ レ ク ト リ にある  global.jsa フ ァ イルの有無が
チェッ ク されます。 ファ イルが見つかった場合、 そのファイルが読み込まれます。

• セッショ ン終了イベント  セッシ ョ ンが終了すると、 JRun によ り、 JSP を供給する
すべてのディ レ ク ト リ にある  global.jsa ファ イルの有無がチェ ッ ク されます。
ファ イルが見つかった場合、 そのファイルが読み込まれます。

JRun を ト リガして、 global.jsa ファイルをチェッ クするイベン トにはそれぞれ、 イベ
ン ト  ト リガが検知されたと きに実行される関連メ ソ ッ ドが用意されています。 これら
のメ ソ ッ ドを編集して、 global.jsa ファ イルにロジッ クを挿入できます。 次の表は
イベン ト と対応する メ ソ ッ ドの一覧です。 

各メ ソ ッ ドでは、 次の JSP オブジェク トにアクセスできます。

• sessionInit と  sessionDestroy では、 session オブジェク トにアクセスできます。

• applicationInit と  applicationDestroy では、 application オブジェク トに
アクセスできます。 

イベン トイベン トイベン トイベン ト メ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ドメ ソッ ド

アプリケーシ ョ ン開始 applicationInit() 

セッシ ョ ン開始 sessionInit(HttpSession session) 

アプリケーシ ョ ン終了 applicationDestroy()

セッシ ョ ン終了 sessionDestroy(HttpSession session)
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global.jsa ファイルの例ファイルの例ファイルの例ファイルの例

次の例では、 global.jsa ファ イルにある各メ ソ ッ ド の構文と メ ソ ッ ド 定義の例を
示します。

<%! public void sessionInit(HttpSession session) {
System.err.println("session init:" + session.getId()); 
session.setAttribute("IDString","Session ID:" + session.getId()); 

}%>

<%! public void sessionDestroy(HttpSession session) {
System.err.println("session destroy:" + session.getId()); 

}%>

<%! public void applicationInit() {
application.setAttribute("appName", "MyApp"); 

}%>

<%! public void applicationDestroy() {
System.out.println("Application terminated:" + (String) 

application.getAttribute("appName"));
}%>

global.jsa ファ イルの有効化ファ イルの有効化ファ イルの有効化ファ イルの有効化

JRun による  global.jsa  ファ イルに対するチェ ッ クを有効にするには、次の手順を
実行します。

1 JRun 管理コンソール (JMC) で、 [サーバー名] > [Web アプリケーショ ン] > [アプリ

ケーシ ョン名] > [JavaServer Pages] プロパティを選択します。対応するフォーム

が JMC の右側に開きます。

2 [編集 ] ボタンをク リ ッ ク します。

3 [global.jsa (JSP 1.1) の検索 ] チェッ クボッ クスをオンにします。

このプロパテ ィ を有効にする と、 JRun によって global.jsa フ ァ イルの存在が
チェッ ク されます。 無効にした場合は、 global.jsa ファ イルのチェッ クは行われ
ません。 JRun のインス トール時は、 このプロパティは無効になっています。

JSP でglobal.jsa ファイルが使用されていない場合、 このチェッ クボッ クスをオフ
のままにしておく と、 必要のない処理オーバヘッ ドを避けるこ とができます。

JMC の詳細については、 『JRun セッ ト アップ ガイ ド 』 を参照して ください。
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サーブレッ トサーブレッ トサーブレッ トサーブレッ ト  API の拡張機能の拡張機能の拡張機能の拡張機能

JRun には、サーブレッ トの JSP ドキュ メン ト をプログラム内から呼び出す機能があ り、
その機能によ り  JSP ドキュ メン トがサポート されています。

allaire.jrun.servlet.JRunResponse クラスクラスクラスクラス

このクラスによ り、 javax.servlet.http.HttpServletResponse インターフェイスが
実装さ れ、 サーブレッ ト でページを呼び出し 、 必要に応じてコンテキスト を渡せる
よ うにする メ ソ ッ ドが追加されます。 このク ラスは JRun の以前の リ リース との下位
互換性を保つためにあ り、 com.livesoftware.jrun.JRunServletResponse と して
参照できます。 

メモメモメモメモ

新しいアプ リ ケーシ ョ ンの開発または古いアプ リ ケーシ ョ ンの書き替えの場合は、
239ページの「JSP に制御を渡す方法」で説明しているよ うに、JRunResponse.callPage
を使用しないで RequestDispatcher.forward または RequestDispatcher.include を
呼び出して ください。

callPage(String fileName, HttpServletRequest req)
このメ ソ ッ ドを使用して、サーブレッ ト内部から  JSP を提供します。request オブ
ジェク ト を使用して、 このメ ソ ッ ドに一部のコンテキス ト を渡すこ とができます。
ファ イルは、 このページがキャ ッシュ されないこ と をブラ ウザに伝えるヘッダ

ディ レクティブと と もに返されます。

パラメータ

fileName  出力を生成し、コンテンツを表示するために使用されるファイルを
表す URL 名。 「/」 で始まる名前は、 ドキュ メ ン ト  ルートに対する相対パスで
ある と見なされます。先頭が 「/」 でない場合は、現在の要求の呼び出しに使用
された URL への相対パス と見なされます。

req  このメ ソ ッ ドを呼び出すサーブレッ ト の HttpServletRequest オブジェ
ク ト 。 request オブジェ ク ト のコンテキス ト では、 コンテンツは通常、 Bean
と して渡されます。 
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サーブレッ トの service メ ソ ッ ド内部から  JSP を呼び出す例は次のとおりです。

service(HttpServletRequest req, HttpServletResponse res) 
throws IOException, ServletException {
JRunServletRequest jrunReq = (JRunServletRequest)req;
// 要求オブジェク トに属性を保存します。
jrunReq.setAttribute("greeting", "Hello World");
JRunServletResponse jrunRes = (JRunServletResponse)res;
jrunRes.callPage("/a.JSP", jrunReq);

}

こ のサーブレッ ト の例では、 次の例に示す HTTPServletRequest.getAttribute
メ ソ ッ ドを使用して request-scope 属性にアクセスできる  a.jsp とい う  JSP ページを
呼び出しています。

<% String greeting = (String)request.getAttribute(“greeting”); %>

別のサーブレッ トへの制御の受け渡しの詳細については、 238ページの 「制御の受け
渡し」 を参照して ください。
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JRun とととと  ColdFusion の併用の併用の併用の併用
ColdFusion には、 JRun と統合するためのタグが 2 つあ り ます。

• CFSERVLET ColdFusion ページからサーブレッ ト を呼び出します。

• CFOBJECT ColdFusion ページから  EJB を呼び出します。

この章では、 CFSERVLET および CFOBJECT の使用方法について説明します。 

目次目次目次目次

• JRun および ColdFusion ......................................................................................... 526

• CFSERVLET の使用.................................................................................................. 526
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JRun およびおよびおよびおよび ColdFusion
ColdFusion には、 JRun と統合するためのタグが 2 つあ り ます。

• CFSERVLET ColdFusion ページからサーブレッ ト を呼び出します。

• CFOBJECT ColdFusion ページから  EJB を呼び出します。

この章で提供される情報は、 次の条件を満たしているこ とを前提と しています。

• ColdFusion と  JRun の両方が正常にインス トールされている。

• CFML のコーディング方法を理解している。

• Java サーブレッ トのコーディング方法を理解している。

• EJB ク ラ イアン トのコーディング方法を理解している。

• JRun コネクタ  ウ ィザードをすでに実行し、 JRun サーバーのコネクタ  ポート
(JRun プロキシ ポート と も呼ばれる ) を確認している。

CFSERVLET の使用の使用の使用の使用

ColdFusion サーバーでは CFSERVLET タグを処理するとき、JRun に要求を送信します。
JRun サーブレッ ト  エンジンではサーブレッ ト を処理し、変更されたサーブレッ ト 属性
値を含むサーブレッ ト の出力と と もに、 制御を  ColdFusion サーバーに戻します。

CFSERVLET タグを使用すると 、ColdFusion ページから  Java サーブレッ ト を呼び出
すこ とができます。サーブレッ ト を呼び出すには、ColdFusion ページに次の情報が必
要です。

• サーブレッ ト 名 JMC で指定されたサーブレッ ト名、またはサーブレッ ト  クラス名
のいずれかを指定します。

• プロキシ  ポート Web サーバーが JRun との通信に使用するポート を指定します。
このポート番号は、JRun コネク タ  ウ ィザードで Web サーバーと  JRun 間の通信を
設定する と きに指定します。

• 属性 CFSERVLET を使用する と、 CFSERVLETPARAM タグを使用して属性値を
渡せます。

これ以降の部分では、 CFSERVLET タグの使用方法について説明します。

CFML テンプレートにおけるサーブレッ トの呼び出しテンプレートにおけるサーブレッ トの呼び出しテンプレートにおけるサーブレッ トの呼び出しテンプレートにおけるサーブレッ トの呼び出し

CFSERVLET タグを使用すれば、CFML ページから簡単にサーブレッ ト を呼び出すこ と
ができます。 CFSERVLET タグは、 JRun エンジンで Java サーブレッ ト を実行します。
こ のタ グは CFSERVLETPARAM タ グと 併用し ます。 CFSERVLETPARAM タ グは、
サーブレッ トにパラ メータまたは属性、あるいはその両方が設定されている場合、その
サーブレッ トにデータを渡すためのタグです。
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構文構文構文構文
<CFSERVLET 
CODE="class name of servlet"
JRUNPROXY="proxy server"
TIMEOUT="timeout in seconds"
WRITEOUTPUT="Yes" or "No"
DEBUG="Yes" or "No">
<CFSERVLETPARAM 
NAME="parameter name" or "attribute name"
VALUE="value"
> 
...

</CFSERVLET>

サーブレッ ト を初めて使用するユーザは、サーブレッ トの名前を指定する必要があ り、
リモート  ホス トで実行している場合は IP アドレスも指定する必要があるので、属性に
関する次の説明は非常に重要です。

CODE
必須。 実行する  Java サーブレッ トのク ラス名。

JRUNPROXY
オプシ ョ ン。 JRun エンジンが実行されている リモート  マシンを指定します。既定
では、 JRun エンジンは、ColdFusion を実行しているホスト で実行されます。リ
モート  ホス トの名前を指定する場合は、 リモート  ホス トの IP アドレスの後にコ
ロンを入力し、 その後に JRun が受信しているポー ト番号を指定し ます。 この
JRun サーバー コネク タ  ポートは、 JRun コネク タ  ウ ィザードで指定されます。

例例例例

次の例は、SnoopServlet とい う最も単純な形式でこのタグを使用する方法を示します。

<HTML>
<HEAD>
<TITLE>CFSERVLET</TITLE>
</HEAD>
<BASEFONT FACE="Arial, Helvetica" SIZE=2>
<BODY bgcolor="#FFFFD5">

<H3>CFSERVLET</H3>
<P>
<!--- JRUNPROXY is Web server IP:proxy port.

To determine proxy port, look at the 
jcp.endpoint.main.port property in the
local.properties file for the JRun server
you want to access. --->

<CFSERVLET code="SnoopServlet"
JRUNPROXY="127.0.0.1:53003"
TIMEOUT="10" >

</CFSERVLET>

</BODY>
</HTML>

このページは、 ほかの CFML ページと同じよ うにブラウザで表示できます。
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パラ メータと属性が設定されているサーブレッ トの呼び出しパラ メータと属性が設定されているサーブレッ トの呼び出しパラ メータと属性が設定されているサーブレッ トの呼び出しパラ メータと属性が設定されているサーブレッ トの呼び出し

CFSERVLETPARAM タグを使用する と、 パラ メータ と属性が設定されているサーブ
レッ ト を  CFML テンプレートから呼び出せます。 このタグでは参照または値を使用
できます。

サーブレッ ト の例サーブレッ ト の例サーブレッ ト の例サーブレッ ト の例

次のサーブレッ トは、パラ メータと属性の両方を使用しています。 このサーブレッ トは
属性値を変更し、 対応する  CFML 変数に新しい値を返します。 

import java.io.*;
import java.util.*;
import javax.servlet.*;
import javax.servlet.http.*;

public class MySimpleServlet extends HttpServlet {

public void doGet (HttpServletRequest req, HttpServletResponse resp)
throws ServletException, IOException {

// コンテンツ タイプを設定して、 PrintWriter を作成します。
resp.setContentType("text/html");
PrintWriter out = resp.getWriter();
// 応答のデータを書き込みます。

// パラ メータの名前を取得します。
Enumeration enumNames = req.getParameterNames();

// 各パラ メータの名前と値を while ループに書き込みます。
out.println("<P>Here are the pass-by-value parameters.");
while ( enumNames.hasMoreElements() ) {

String strName = (String) enumNames.nextElement();
out.println("<br> " + strName + ":" + req.getParameter(strName));

} 

// パラ メータ名を知っている場合は、 それを名前で参照します。
out.println("<P>Here are the pass-by-value parameters, again.");
out.println("<br> Town:" + req.getParameter("town"));
out.println("<br> State:" + req.getParameter("state"));

// 属性の名前を取得します。
Enumeration enumAttrNames = req.getAttributeNames();
out.println("<P>Here are the attributes.");
while ( enumAttrNames.hasMoreElements() ) {

String attrName = (String) enumAttrNames.nextElement();
out.println("<br> " + attrName + ":" + req.getAttribute(attrName));

}
// 属性名を知っている場合は、 それを名前で参照します。
out.println("<P>Here are the attributes, again.");
out.println("<br> aString:" + req.getAttribute("aString"));
out.println("<br> aDate:" + req.getAttribute("aDate"));
out.println("<br> aDouble:" + req.getAttribute("aDouble"));
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// aString 属性を取得して、 それを StringObject に割り当てます。
Object StringObject = req.getAttribute("aString");
if(StringObject != null) {

String myString = (String)StringObject;
// 印刷します。
out.println("<br> The string value is:\"" + myString + "\"");
// 文字列を修正します。
myString = "New value from servlet";

// 修正した文字列を印刷します。 
out.println("<br> The string value is:\"" + myString + "\"");

// 元のオブジェク ト を修正します。
StringObject = myString;

// StringObject の値を CFML 変数に返します。
req.setAttribute("aString", StringObject); 

}else{
out.println("<h2>StringObject is null</H2>");

}
// aDate 属性を取得して、 DateObject オブジェク トに割り当てます。
Object DateObject = req.getAttribute("aDate");

// DateObject オブジェクト が Date タイプかどう かをチェックします。 そう でない場合は、
// 例外を返します。
if(DateObject != null) {

if(DateObject instanceof java.util.Date) {
// (Date) タイプ変換を使用して、 myDate にその値を設定することによって、
// JVM に DateObject が Date クラスを持っていることを知らせます。 
// メモ : Date は Java のクラスです。
Date myDate = (Date)DateObject;
// 印刷します。
out.println("<br>Date value:\"" + myDate.toString() + "\"");

// 修正して返します。
myDate = new Date(System.currentTimeMillis());

// 印刷します。
out.println("<br>MODIFIED date:\"" + myDate.toString() + "\"");

// 元のオブジェク ト を修正します。
DateObject = myDate;

// DateObject の新しい値を CFML 変数に返します。 
req.setAttribute("aDate", DateObject); 

}else{
throw new ServletException("Illegal type for aDate - expected 

type java.util.Date and instead the type was:"+ 
DateObject.getClass().getName());

}
}else{

out.println("<h2>DateObject is null</H2>");
}
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// 渡した実数値を変更するには、
// aDouble 属性を取得して、 RealObject オブジェク トに割り当てます。
Object RealObject = req.getAttribute("aDouble");

// (Double) タイプ変換を使用して、 myDouble にその値を設定することによって、
// JVM に RealObject が Double クラスを持っていることを知らせます。 
// メモ : double は Java のクラスです。 つまり、 double はスカラー タイプです。
if(RealObject != null) {

Double myDouble = (Double)RealObject;

// toString メ ソ ッ ドを使用して、 myDouble の値を印刷します。
out.println("<br> Value of Parameter that was passed in:" + 

myDouble.toString() + "\"");

// myDouble オブジェク トからスカラー値 (実数/倍精度) を抽出し、
// それを dVal に割り当てます。  
double dVal = myDouble.doubleValue();

// 渡された実数値に 100 を加えます。
dVal += 100.0;

// 新しい値を double タイプの myDouble に割り当てます。
myDouble = new Double(dVal);

// 修正した値を印刷します。
out.println("<br> Double:" + myDouble.toString() + "\"");

// 元のオブジェク ト を修正します。     
RealObject = myDouble;

// サーブレッ トの aDouble 属性から CF 変数を返します。
req.setAttribute("aDouble", RealObject); 

}else{
out.println("<h2>RealObject is null</H2>");

}

// out.println("</BODY>");
out.close();

}

public String getServletInfo() {
return "A simple servlet";
}

}
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CFML の例の例の例の例

次の CFML テンプレー ト では、 前述のサンプル Java サーブレ ッ ト を呼び出します。
Java サーブレッ トで参照する各パラ メータおよび属性は、CFSERVLETPARAM タグを
使用して渡す必要があ り ます。 

パラ メータを渡すには、属性 NAME と  VALUE を使用します。 NAME はパラ メータの
名前、 VALUE はその値を表します。属性を渡すには、属性 NAME、 VARIABLE、 および
TYPE を使用します。 NAME は Java サーブレッ トの属性名、 VARIABLE は CFML ページ
で対応する変数名、 TYPE は変数のデータ  タイプを表します。 TYPE は、 値のタイプ
が整数、 ブール値、 または実数値 (浮動小数点) の場合にのみ指定します。

<HTML>
<HEAD>
<TITLE>CFSERVLET</TITLE>
</HEAD>

<BASEFONT FACE="Arial, Helvetica" SIZE=2>
<BODY  bgcolor="#FFFFD5">

<H3>CFSERVLET</H3>

<CFPARAM name="aUser" default="Mary Horvath">
<CFPARAM name="aReal" default="44.6">
<CFPARAM name="theDate" default="#now()#">

<p>These are the values of the attributes that are to be passed into the 
servlet.</p>

<cfoutput>
<ul>
<li>User:#aUser#
<li>Real Number:#aReal#
<li>Date:#theDate#
</ul>
</cfoutput>
<p>Call MySimpleServlet to demonstrate the following: 
<ul>
<li>How to pass parameters.
<li>How to pass attributes.
<li>How to change the value of an attribute within a servlet and return 

it to the CFML page.
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</ul>
<CFSERVLET jrunproxy="52000" code="MySimpleServlet" debug="Yes">
<cfservletparam name="aString" variable="aUser" type="STRING">
<cfservletparam name="aDouble" variable="aReal" type="REAL">
<cfservletparam name="aDate" variable="theDate" > 
<cfservletparam name="town" value="Concord">
<cfservletparam name="state" value="MA">
</cfservlet>
<p>Here are the modified values of the attributes:</p>
<CFOUTPUT>
<P>User:#aUser#
<P>Number:#aReal#
<P>Date:#theDate#
</CFOUTPUT>

</BODY>
</HTML>

CFOBJECT の使用の使用の使用の使用

CFOBJECT タグを使用して EJB にアクセスする場合は、このタグを使用して JRun との
通信に必要なオブジェク トへの参照を取得します。オブジェク トへの参照を取得すると、
ColdFusion ファ イルから  EJB にアクセスして、 その EJB のメ ソ ッ ドを呼び出すこ と
ができます。 CFOBJECT を使用するには、 次の手順を実行します。

• JRun に EJB を公開します。

• ColdFusion Administrator で Java 設定を定義します。

• CFML ファ イルをコーディングします。

EJB の公開の公開の公開の公開

アクセス対象の EJB は、 JRun サーバーにすでに公開されていなければな り ません。
EJB 公開の詳細については、第 35 章を参照して ください。 こ こでは、 JRun インス トール

ルート /samples/sample1a/ejbeans にある  Balance エンテ ィテ ィ  Bean にアクセス
します。 このサンプルを実行するには、 まず 『JRun サンプル ガイ ド』 で説明している
サンプル 1a をコンパイルして公開する必要があ り ます。
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ColdFusion Administrator におけるにおけるにおけるにおける Java 設定の定義設定の定義設定の定義設定の定義

CFOBJECT を使用して EJB と対話する前に、次の設定を  ColdFusion Administrator の
Java ペインで定義する必要があ り ます。

• 使用する  Java VM。 次のよ うに指定します。

− jdkpath\jre\bin\classic\jvm.dll

− JVM の起動時に使用するク ラ スパス。 次の項目が含まれていなければなり ま
せん。

− ejipt_client.jar ファ イルのファイル名とパス

− /runtime ディ レク ト リにある  EJB の .jar ファ イルの名前とパス。 このファ
イルは Deploy ツールによ り作成され、 JRun の起動時に /deploy ディレク ト リ
から  /runtime ディ レク ト リにコピーされます。

次にサンプル ク ラスパス指定の例を示します。

c:\program files\allaire\jrun\lib\ejipt_client.jar;
c:\program files\allaire\jrun\servers\default\runtime\
sample1a_ejb.jar

• JVM 初期化パラ メータ。 セキュ リティ  ポ リシーと  Java セキュ リティ  マネージャ
ク ラスを次のよ うに指定します。

java.security.policy=c:\program files\allaire\jrun\lib\
jrun.policy;java.security.manager=java.rmi.RMISecurityManager

EJB を公開し、 ColdFusion Administrator で設定を定義したら、 サーバー マシンを
再起動して ください。

CFML ファイルのコーディングファイルのコーディングファイルのコーディングファイルのコーディング

CFML ファ イルから  EJB にアクセスするには、 次の手順を実行します。

• javax.naming.context への参照を取得します。 この参照は、 プロパティで使用
する定数値へのアクセスに使用します。

• java.util.Hashtable への参照を取得します。 この参照は、 プロパティの定義に
使用します。 CFOBJECT を呼び出したら、 init メ ソ ッ ドを呼び出して 
java.util.HashTable コンス ト ラ ク タを呼び出します。

• javax.naming.InitialContext への参照を取得します。 CFOBJECT を呼び出し
たら、プロパティを指定して init メ ソ ッ ドを呼び出し、java.util.InitialContext
コンス ト ラ ク タを呼び出します。 初期化が終了する と、 この参照は EJB の検索に
使用されます。

• EJB ホーム  オブジェク トへの参照を取得します。

• EJB インスタンスを作成するか、既存の EJB インスタンス  (既存の EJB インスタン
スはエンティティ  Bean にのみ適用) にアクセスします。

• EJB のメ ソ ッ ドを呼び出します。
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次の CFML ファ イルでは、 サンプル 1a で定義された Balance Bean にアクセスして、
save メ ソ ッ ドを呼び出します。

<html>
<head>

<title>CFOBJECT Test</title>
</head>

<body>
<H1>CFOBJECT TEst</H1>
<!-- Context オブジェク ト を作成して、 静的なフ ィールドで取得します。 --->
<CFOBJECT 

action=create 
name=ctx 
type="JAVA" 
class="javax.naming.Context">

<!-- Properties オブジェク ト を作成して、 明示的コンス ト ラクタを呼び出します。 --->
<CFOBJECT 

action=create 
name=prop type="JAVA" 
class="java.util.Hashtable">

<!--- CFOBJECT によって与えられる初期化メ ソ ッ ドを呼び出して、
HashTable コンス ト ラクタを呼び出します。 --->

<cfset prop.init()>

<!-- プロパテ ィ を指定します。 --->
<cfset prop.put(ctx.INITIAL_CONTEXT_FACTORY, 

"allaire.ejipt.ContextFactory")>
<cfset prop.put(ctx.PROVIDER_URL, "ejipt://rnielsen:2323")>
<cfset prop.put(ctx.SECURITY_PRINCIPAL, "chief")>
<cfset prop.put(ctx.SECURITY_CREDENTIALS, "pass")>

<!-- InitialContext を作成します。 --->
<CFOBJECT 

action=create 
name=initContext 
type="JAVA" 
class="javax.naming.InitialContext">

<!--- CFOBJECT によって与えられる初期化メ ソ ッ ドを呼び出して、
InitialContext コンス ト ラクタにプロパテ ィ を渡します。 --->

<cfset initContext.init(prop)>
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<!--- ホーム オブジェク トへの参照を渡します。 --->
<cfset home = initContext.lookup("sample1a.BalanceHome")>
<!--- エンテ ィテ ィ  Bean の新しいインスタンスを作成します。

(ハード コード化された預金口座番号)
ま た は 、 検索メ ソ ッ ドを使用して既存のエンテ ィテ ィ  Bean を探します。 --->

<cfset balance = home.create(123)>

<!--- エンテ ィテ ィ  Bean 内でメ ソ ッ ドを呼び出します。 
この例では、 500 ドルを預金するようにハード コード化されています。 --->

<cfset balance.save(500)>

<!--- コンテキス ト を終了します。 --->
<cfset initContext.close()>

</body>
</html>
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